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1925( 大正14) 年頃の士幌市街

1903( 明治36) 年
中士幌簡易教育所（現在の中士幌小学校）

1921( 大正10) 年11月
川上村第一期村議会議員と役場職員

1916( 大正５) 年　居辺駅逓所

1925( 大正14) 年建築
川上村 ( 士幌村 ) 役場
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1931( 昭和６) 年頃　消防出初式

1936( 昭和11) 年　集乳所の落成

1938( 昭和13) 年頃
出征兵士見送り街頭行

1933( 昭和８) 年
忠魂碑の建立

1939( 昭和14) 年
士幌小学校運動会
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1950( 昭和25) 年
川西中学校

1945( 昭和20) 年頃
馬鈴しょの収穫作業

1944( 昭和19) 年頃
援農学生のえん麦脱穀

1950( 昭和25) 年
士幌村役場

1 9 4 1 ▶1 9 5 0
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1953( 昭和28) 年　士幌村役場新築

1960( 昭和35) 年
消防会館建設期成会

1960( 昭和35) 年頃　新田地区の開拓（機械伐根）

1951( 昭和26) 年　士幌村に初のダンプカー導入 1958( 昭和33) 年　皇太子殿下（現　上皇陛下）でん粉工場ご見学

1953( 昭和28) 年　士幌新橋

1 9 5 1 ▶ 1 9 6 0
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1 9 6 1 ▶1 9 7 0
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1962( 昭和37) 年
町制施行祝賀パレード

1969( 昭和44) 年
町立病院、初の通院バス

1964( 昭和39) 年6月
集中豪雨　更正橋の消失

1965( 昭和40) 年
士幌小学校プール開き



1 9 7 1 ▶ 1 9 8 0
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1936( 昭和11) 年頃から1975( 昭和50) 年頃まで
使用されていた手動計算機

1971( 昭和46) 年　全道青年大会

1971( 昭和46) 年
町有バスの運行開始

1971( 昭和46) 年８月
開基 ( 町 )50周年記念式典

1980( 昭和55) 年
工事中の役場庁舎とコミュニティーセンター
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1981( 昭和56) 年11月
開基 ( 町 )60周年記念式典

1985( 昭和60) 年
コンピューター導入

1989( 平成元 ) 年　ピア21しほろオープン

1981( 昭和56) 年
町民文芸誌ぬぷか創刊

1981( 昭和56) 年
開基 ( 町 )60周年記念アーチ

1987( 昭和62) 年３月23日
　国鉄士幌線廃止

1981( 昭和56)11月
町民憲章碑の建立
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1991( 平成３) 年11月15日　タイムカプセル埋設式

1993( 平成５) 年７月
市街発祥の地記念碑

1991( 平成３) 年７月
開基 ( 町 )70周年記念24時間町民ソフトボール大会

1996( 平成８) 年４月　
士幌で初めての４階建てタウンプラザオープン

1994( 平成６) 年４月30日
岐阜県美濃市と姉妹都市提携調印式

1991( 平成３) 年５月　士幌物語クランクイン

1991( 平成３) 年頃
士幌小学校のしだれ柳

1991( 平成３) 年４月
しほろのイメージキャラクター決定
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2008( 平成20）年11月
北中音更小学校開校100年記念
祝賀会

2005( 平成17) 年７月
よしもとお笑いライブ

in shihoro

2009（平成21）年８月
マイマイガが全町的に異常発生

2004( 平成16) 年２月
士幌町中央中学校女子スケート部
全国制覇
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2020( 令和２) 年４月
士幌町中央中学校入学式

2014( 平成26) 年４月
コミュニティバス運行開始

2018( 平成30) 年８月
士幌町開拓120周年記念
平昌オリンピックメダリスト　　　　　
高木美帆トークショー

2020( 令和２) 年９月
子育て世代包括支援センター

「マミールーム Yosuga」オープン
（愛称命名者の小野寺早央里さん、写真中央）

2014( 平成26) 年５月25日
　第１回士幌町100年の

森づくり町民植樹祭

2017( 平成29) 年４月　新道の駅「ピア21しほろ」グランドオープン
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2021( 令和３) 年８月14日
タイムカプセル開缶式

2021( 令和３) 年４月
下水終末処理場稼働開始

2021( 令和３) 年７月27日　北海道日本ハムファイターズ
「北海道１７９市町村応援大使事業」野球教室

2021( 令和３) 年10月17日
士幌町100年の森づくり看板除幕式

2021( 令和３) 年８月９日
開町100周年記念パークゴルフ大会



名誉町民表彰（中島康夫さん）名誉町民表彰（鈴木洋一さん）
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力強い太鼓演奏を披露した士幌高原太鼓愛好会

オープニング映像

　開町100周年記念式典 2021（令和３）年 11月30日

開町100年記念碑除幕式 2021（令和３）年 11月30日　

ご寄付をいただいた
小椋卓さん
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夏

春
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ご
あ
い
さ
つ 

‒
M

e
s

s
a

g
e
‒　

こ
の
た
び
開
町
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
「
士
幌
の
あ
ゆ
み　

開
町
１
０
０
年
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

士
幌
町
の
歴
史
は
、
明
治
31
年
岐
阜
県
美
濃
開
墾
合
資
会
社
の
移
民
団
43
戸
に
よ
り
、
初
め
て
開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
正
10
年
音
更
村
か
ら
分
村
し
川
上
村
と
な
り
、
大
正
15
年
士
幌
村
に
改
称
、
昭
和
６
年
上
士
幌
村
と
分

村
、
昭
和
37
年
の
町
制
施
行
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

士
幌
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
士
幌
村
史
」、「
士
幌
の
あ
ゆ
み
」、「
続　

士
幌
の
あ
ゆ
み
」
の
３
冊
の
記
念
誌
を
発
刊
し

て
お
り
、
今
回
は
平
成
４
年
以
来
30
年
ぶ
り
の
発
刊
と
な
り
ま
す
。

発
　
刊
　
の
　
こ
　
と
　
ば

士　

幌　

町　

長 　

髙　
　

木　
　

康　
　

弘

19 21大正10年

　▶20 21令和３年

　1950年、士幌町生まれ。上士幌高校、
自治大学校修了。
　1969年に町役場入りし、農林課や企
画課などを経て94年から企画調整室長。
98年、新人同士の一騎打ちを制し初当
選を果たした。2002年、06年、10年、
14年はいずれも無投票で当選。
　09年からは十勝町村会副会長も務める。

小
こ

林
ば や し

 康
や す

雄
お

2022年（令和４年）１月27日木 死去　（満71歳）

　

こ
の
開
町
１
０
０
周
年
を
機
に
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
顧
み
な
が
ら
、
先
人
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
全
て
の
町
民
の
英
知
を
結
集
し
て
開
町
２
世
紀
に
向
け

た
新
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
の
貴
重
な
共
有
財
産
と
な
る
よ
う
思
い

を
込
め
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

記
念
誌
の
完
成
を
目
前
に
し
た
令
和
４
年
１
月
27
日
、
小
林
康
雄
町
長
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
６
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
町
の
町
づ
く
り
に
ご
貢
献
を
賜
り
深
く

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
の
発
刊
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
、
深
い
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
、
発
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

さん



ご
あ
い
さ
つ 

‒
M

e
s

s
a

g
e
‒ 　

こ
の
た
び
士
幌
町 

開
町
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
「
士
幌
の
あ
ゆ
み 

開
町
１
０
０
年
」
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
史
の
発
刊
は
、
開
町
70
周
年
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
「
続
士
幌
の
あ
ゆ
み
」
以
来
の
こ
と
で
す
。

　

か
え
り
み
ま
す
と
、
こ
の
30
年
間
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
社
会
情
勢
の
な
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
一
丸
と
な
っ

て
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
と
り
く
ま
れ
、
基
軸
で
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
や
経
済
、
そ
し
て
、
教
育
や
福
祉
、
文
化
な

ど
様
々
な
分
野
で
士
幌
町
が
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
た
期
間
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
作
成
さ
れ
た
本
誌
を
読
み
進
め
る
と
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
先
人
達
の
心
意
気
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
士
幌
町
の
大
地
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現
を
志
し
た
歴
史
は
、
私
た
ち
が
未
来
へ
向
け
て
飛
躍
す
る
た
め
の
指
南

書
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
「
士
幌
の
あ
ゆ
み 

開
町
１
０
０
年
」
の
資
料
収
集
や
編
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆

さ
ま
、
ご
意
見
や
資
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
書
が
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま

に
愛
読
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

士
幌
の
あ
ゆ
み
　
発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ

士
幌
町
議
会
議
長 　

秋　
　

間　
　

紘　
　

一

100周年 夢拓き 大地と生きる 士幌町



グラビア
発刊のことば『士幌町長 髙木 康弘 』『士幌町議会議長 秋間 紘一』
目　次

第一編　前　史  …………………………………… １

　　第一章　自然環境……………………………………… ２
　　第二章　入植者たち…………………………………… ４
　　第三章　入植始まる…………………………………… ８
　　第四章　新村誕生……………………………………… 14
　　第五章　非常時から戦後まで………………………… 24
　　第六章　新しい町……………………………………… 40

第二編　社会と生活  ……………………………… 49

　　第一章　行　政………………………………………… 50
　　第二章　保健と医療…………………………………… 72
　　第三章　福　祉………………………………………… 82
　　第四章　生活環境…………………………………… 100
　　第五章　住民生活…………………………………… 106

第三編　農林業  ………………………………… 125

　　第一章　農　業……………………………………… 126
　　第二章　農協と団体………………………………… 144
　　第三章　林業と内水面漁業………………………… 152

第四編　商工と建設  …………………………… 155

　　第一章　商工業……………………………………… 156
　　第二章　観　光……………………………………… 164
　　第三章　建設と交通………………………………… 176

第五編　教育と文化  …………………………… 185

　　第一章　教　育……………………………………… 186
　　第二章　社会教育…………………………………… 210
　　第三章　文　化……………………………………… 226

第六編　地域余話  ……………………………… 239

　　第一章　地区の 30 年 ……………………………… 240
　　第二章　町の話題・こぼれ話……………………… 252

第七編　資　料 　 ……………………………… 263

第八編　年　表 　 ……………………………… 271

　　編集後記……………………………………………… 306

　【士幌町１００周年記念】　目 次
IN

D
E

X
S

H
IH

O
R

O
 1

0
0

th　
A

N
N

IV
E

R
S

A
R

Y



　
　
　
第
一
編
　
前
　
　
史
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１
、
地
理

２
、
自
然

第一章  自然環境
位
置
と
地
勢

　

十
勝
平
野
の
北
に
美
し
い
姿

を
見
せ
る
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ

リ
を
西
北
に
据
え
、
遠
く
大
雪

山
系
に
源
を
発
す
る
音
更
川
と

多
く
の
支
流
、
居
辺
川
、
士
幌

川
な
ど
の
清
流
に
よ
っ
て
何
万

年
も
の
昔
か
ら
培
わ
れ
て
来
た

大
地
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
士
幌

町
で
あ
る
。

　

士
幌
町
の
面
積
の
内
約
80
パ

ー
セ
ン
ト
が
標
高
４
０
０
メ
ー

ト
ル
以
下
、
傾
斜
０
度
か
ら
３

度
以
内
の
土
地
で
占
め
、
十
勝

管
内
各
町
村
の
中
で
は
更
別
、

幕
別
、
音
更
に
次
い
で
平
た
ん

気
象

　

十
勝
の
春
は
日
照
時
間
が
多

地
率
が
大
き
く
、
耕
地
率
の
高

い
代
表
的
な
畑
作
農
村
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。

地
質
と
土
壌

　

士
幌
町
の
地
質
は
主
に
中
央

部
は
上
士
幌
礫
層
、
東
部
は
北

居
辺
礫
層
と
居
辺
山
層
、
西
部

は
然
別
熱
雲
お
よ
び
泥
流
堆
積

物
、
光
地
園
礫
層
か
ら
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
土
壌
は
火
山
性
土
が

主
で
、
一
部
沖
積
土
、
泥
炭
と

な
っ
て
い
る
。

※
続
士
幌
の
あ
ゆ
み
に
は
、
下

居
辺
地
区
で
の
温
泉
試
掘
、
士

幌
地
区
で
の
水
耕
栽
培
熱
源
用

試
掘
の
泉
源
掘
削
土
層
図
、
１

９
８
１
年（
昭
和
56
年
）北
大
地

学
部
松
井
教
授
が
中
心
と
な
っ

て
編
集
し
た
十
勝
平
野
地
質
図
、

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）北
海

道
立
中
央
農
業
試
験
場
に
よ
っ

て
地
力
保
全
基
本
調
査
成
績
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
と
し

て
士
幌
町
土
壌
型
区
分
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

東ヌプカウシと豆ニオ積み

く
、
気
温
上
昇
と
乾
燥
、
強
風

の
季
節
で
あ
り
播
種
・
移
植
後

の
農
作
物
に
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
も
多
い
。
夏
に
は
平
均
気

温
が
20
度
前
後
で
、
最
高
気
温

が
30
度
を
超
え
る
日
も
あ
る
。

秋
に
は
一
般
に
晴
天
が
多
く
、

早
霜
は
農
作
物
へ
の
影
響
も
多

く
、
収
穫
の
秋
の
関
心
事
と
な

る
。
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る

と
晴
天（
通
称
十
勝
晴
れ
）が
続

き
、
日
照
時
間
も
長
い
。
こ
の

た
め
、
厳
寒
期
の
冷
え
込
み
は

厳
し
く
、
所
に
よ
っ
て
は
マ
イ

ナ
ス
30
度
以
下
ま
で
下
が
る
日

も
あ
る
。
降
雪
量
は
一
般
的
に

少
な
い
。

　

士
幌
町
の
中
で
も
新
田
地
区

は
士
幌
地
区
と
の
標
高
差
が
１

０
０
メ
ー
ト
ル
あ
り
気
象
の
差

が
肌
で
実
感
で
き
、
特
に
真
夏

の
暑
い
時
期
に
は
士
幌
高
原
ヌ

プ
カ
の
里
で
そ
の
気
温
の
差
を

感
じ
る
。
桜
の
開
花
も
中
士
幌

地
区
で
帯
広
よ
り
も
３
日
程
度

遅
く
、
士
幌
地
区
で
は
更
に
１

日
程
度
遅
い
。

植
物

　

町
の
木
で
あ
る
カ
シ
ワ
は
町

内
全
域
に
わ
た
っ
て
開
拓
当
時

か
ら
最
も
多
く
繁
茂
し
、
郷
土
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街
地
の
中
で
も
姿
を
見
せ
る
こ

と
が
あ
る
。
絶
滅
し
た
と
思
わ

れ
て
い
た
エ
ゾ
リ
ス
が
ゴ
ヨ
ウ

マ
ツ
の
林
な
ど
で
時
々
見
か
け

ら
れ
る
。

　

エ
ゾ
シ
カ
が
農
作
物
を
荒
す

こ
と
が
増
え
、
ビ
ー
ト
苗
、
小

麦
、
豆
畑
な
ど
の
被
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。

　

庭
先
や
林
地
で
確
認
さ
れ
る

小
鳥
に
は
、
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ

メ
・
ヒ
バ
リ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ハ
シ
ボ
ソ
カ

ラ
ス
・
ド
バ
ト
・
ハ
シ
ブ
ト
カ

ラ
ス
・
ヤ
マ
バ
ト
・
ハ
ク
セ
キ

レ
イ
・
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
・
ノ

ゴ
マ
・
ノ
ビ
タ
キ
・
ア
カ
ハ
ラ
・

エ
ゾ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
・
コ
ヨ
シ
キ

の
代
表
的
な
樹
木
で
昭
和
52
年

に
は
、
町
の
木
を
カ
シ
ワ
、
花

を
ス
ズ
ラ
ン
、
鳥
は
カ
ッ
コ
ウ

と
決
め
た
。

　

開
墾
前
の
当
時
の
自
然
に
つ

い
て
は
、
１
８
９
１
年（
明
治

24
年
）に
北
海
道
庁
が
調
べ
た「
北

海
道
植
民
地
選
定
報
文
」に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
植
物
〉

　

高
丘
は
カ
シ
ワ
の
純
林
で
密

な
と
こ
ろ
は
一
反
歩（
10
ア
ー
ル
）

15
株
、
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
は
僅

か
に
４
～
５
株
の
比
例
で
あ
る
。

そ
し
て
密
な
所
は
高
台
の
両
端

に
あ
り
、
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
は

町の木　カシワ林

新田で熊を捕獲

そ
の
中
央
に
あ
る
。
下
草
は
一

般
に
、
カ
ヤ
・
ハ
ギ
・
ワ
ラ
ビ
・

ヨ
モ
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
な
ど

で
他
の
高
台
地
と
変
り
は
な
い
。

　

樹
林
地
は
す
な
わ
ち
雑
林
で
、

ヤ
チ
ダ
モ
・
ア
カ
ダ
モ
・
ヤ
ナ

ギ
・
ド
ロ
・
ハ
ン
ノ
キ
類
が
生

長
し
中
で
も
多
い
の
は
、
ド
ロ
・

ハ
ン
ノ
キ
・
ヤ
ナ
ギ
で
あ
る
。

一
反
歩
当
り
大
小
お
よ
そ
30
～

40
株
の
割
合
で
巨
樹
は
少
な
い
。

樹
下
に
は
ナ
ナ
ツ
バ
・
ヨ
モ
ギ
・

小
ア
ザ
ミ
・
フ
キ
が
雑
生
し
て

い
る
が
そ
の
生
長
は
よ
く
な
い
。

草
原
地
は
カ
ヤ
・
ハ
ギ
・
ワ
ラ

ビ
・
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
・
ヨ
モ
ギ

の
類
で
生
長
が
大
変
よ
ろ
し
い
。

た
だ
高
丘
の
草
原
地
で
は
カ
ヤ
・

ハ
ギ
の
生
長
が
甚
だ
悪
い
。（
一

部
抜
粋
）

　

古
老
た
ち
の
談
話
を
総
合
す

る
と
開
墾
前
の
士
幌
の
姿
は
、

音
更
川
、
居
辺
川
を
は
じ
め
小

河
川
な
ど
と
、
居
辺
沢
は
樹
林

地
で
大
木
に
覆
わ
れ
、
一
方
高

台
地
に
は
カ
シ
ワ
の
大
木
が
生

え
て
お
り
、
上
居
辺
、
実
勝
、

南
士
幌
な
ど
で
は
、
カ
シ
ワ
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
竹
腰
昇
の
手
記
に
よ
れ

ば
今
の
士
幌
市
街
付
近
は
と
く

に
密
生
し
、
百
間 （
１
８
０
メ

ー
ト
ル
）先
を
見
通
す
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。

　

当
時
５
町
歩
で
５
０
０
本
か

ら
７
０
０
本
カ
シ
ワ
が
立
っ
て

い
る
と
１
５
０
間
く
ら
い
し
か

見
通
し
が
き
か
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
他
の
高
台
乾
燥
地
で

は
立
木
が
ま
ば
ら
で
草
原
を
な

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

佐
倉
・
上
居
辺
・
中
音
更
な
ど

の
湿
地
帯
は「
ヤ
チ
功
主
」原
で

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が
繁
り
、
ス
ゲ

ヨ
シ
・
ハ
ギ
・
ト
リ
カ
ブ
ト
・

ヤ
チ
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
が
生
長
し

て
い
た
。

　

町
の
花
と
し
て
親
し
ま
れ
た

ス
ズ
ラ
ン
は
高
台
乾
燥
地
な
ど

一
面
を
埋
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
植
生
の

変
化
で
見
か
け
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
。

動
物
類

　

時
お
り
出
没
し
て
人
里
を
騒

が
せ
て
い
た
ヒ
グ
マ
は
１
９
８

８
年（
昭
和
63
年
）10
月
新
田
第

一
、
１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

上
居
辺
で
各
１
頭
捕
獲
し
た
。

開
拓
期
に
よ
く
見
ら
れ
た
キ
タ

キ
ツ
ネ
が
い
つ
の
間
に
か
繁
殖

し
て
、
ご
く
普
通
に
路
上
や
市

リ
・
キ
ビ
タ
キ
・
エ
ナ
ガ
・
ホ

ホ
シ
ロ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
・
シ
メ
・

ク
ロ
ツ
グ
ミ
・
コ
ム
ク
ド
リ
・

ム
ク
ド
リ
・
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
・

ア
カ
ゲ
ラ
・
ア
オ
ジ
・
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
・
コ
ゲ
ラ
・
ト
ビ
・
ミ
ヤ

マ
カ
ケ
ス
・
カ
ッ
コ
ウ
・
ウ
グ

イ
ス
・
マ
ガ
モ
・
フ
ク
ロ
ウ
・

イ
ワ
ツ
バ
メ
・
モ
ズ
な
ど
が
あ

り
夏
の
草
原
を
騒
々
し
く
か
け

め
ぐ
っ
た
オ
オ
ジ
シ
ギ
は
、
少

な
く
な
っ
た
。
ア
オ
サ
ギ
が
養

魚
池
に
お
り
立
つ
こ
と
も
あ
る
。

　

川
魚
で
は
サ
ケ
・
マ
ス
が
音

更
川
を
は
じ
め
居
辺
川
各
支
流

ま
で
に
も
群
が
っ
て
遡
上
し
、

我
れ
先
に
と
獲
っ
た
話
は
よ
く

古
老
に
聞
か
さ
れ
た
が
、
１
９

３
５
年（
昭
和
10
年
）十
勝
川
に

千
代
田
土
功
組
合
え
ん
堤
が
造

ら
れ
遡
上
が
阻
ま
れ
て
以
来
め

っ
き
り
減
り
、
戦
後
は
全
く
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
大
小
の
河

川
で
は
ヤ
マ
ベ
が
四
季
を
通
し

て
釣
り
人
を
楽
し
ま
せ
た
が
、

糠
平
ダ
ム
、
河
川
の
改
修
で
ま

れ
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
昔
の
子

ど
も
た
ち
の
思
い
出
に
残
っ
た

カ
ジ
カ
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
ザ
リ
ガ

ニ
も
奥
地
の
小
河
川
に
わ
ず
か

生
息
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
と
な

っ
た
。
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１
、
先
住
民

第二章  入植者たち
古
遺
跡
と
ア
イ
ヌ
の
人
た

ち
　

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）に

発
見
さ
れ
た
上
士
幌
市
街
東
高

台
の
嶋
木
遺
跡
と
、
１
９
８
３

年（
昭
和
58
年
）緊
急
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
居
辺
川
上
流
の
居

辺
遺
跡
は
、
大
が
か
り
な
学
術

調
査
に
よ
り
一
万
数
千
年
も
前

の
住
居
跡
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、

嶋
木
遺
跡
に
つ
い
て
は
今
も
調

査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
両
遺

跡
と
も
当
町
域
と
は
２
、
３
キ

ロ
を
へ
だ
て
て
い
る
だ
け
な
の

で
一
帯
に
は
縄
文
時
代
当
時
か

ら
、
古
代
人
の
文
化
が
開
け
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
勝
に
和
人
入
植
が
始
ま
る

前
の
１
８
５
５
年（
安
政
２
年
）

の
調
べ
で
、
音
更
川
沿
に
13
戸

74
人
が
住
ん
で
い
た
。
１
８
９

８
年（
明
治
31
年
）美
濃
開
墾
合

資
会
社
が
始
め
て
入
植
し
た
当

時
、
中
士
幌
幹
線
15
号
付
近
に

ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン（
集
落
）が
あ

り
、
し
ゅ
う
長
は
コ
ワ
イ
ヌ
と

い
い
、
イ
タ
ツ
キ
、
イ
ベ
リ
、

キ
キ
ア
シ
と
い
う
人
び
と
が
い

た（
小
椋
国
蔵
談
）、
１
９
０
７

年（
明
治
40
年
）奥
田
儀
平
は
中

音
更
の
下
台
の
ア
イ
ヌ
の
給
与

地
を
買
っ
て
入
地
し
住
居
も
ア

イ
ヌ
の
小
屋
へ
入
っ
た
。
当
時

近
く
に
ア
イ
ヌ
が
４
～
５
戸
あ

っ
て
子
ど
も
が
一
緒
に
学
校
へ

通
っ
て
い
た
が
２
、
３
年
で
音

更
の
コ
タ
ン
に
移
っ
た（
北
川

さ
く
え
談
）。

　

１
９
０
５
年（
明
治
38
年
）

頃
、
居
辺
川
の
ふ
ち
に
ア
イ
ヌ

の
入
っ
た
拝
み
小
屋（
三
角
小
屋
）

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
っ
た（
下

居
辺
小
学
校
記
念
誌
）、
以
上

の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
は
音
更
川
や

居
辺
川
沿
に
点
々
と
住
居
し
、

あ
る
い
は
コ
タ
ン
を
形
成
し
て

い
た
が
魚
や
食
物
を
求
め
て
移

動
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

北
海
道
庁
は
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち

に
農
業
の
知
識
を
与
え
、
生
活

の
困
窮
を
救
う
と
と
も
に
将
来

独
立
自
営
の
道
を
見
い
出
さ
せ

よ
う
と
い
う
計
画
で
、
１
８
８

７
年
、
１
８
８
８
年（
明
治

20
、
21
年
）に
か
け
下
音
更（
現

よ
つ
葉
乳
業
南
付
近
）約
１
０

０
町
歩
に
各
地
に
散
在
し
て
い

た
人
た
ち
を
集
め
、
宮
崎
濁
卑
、

渡
辺
勝
ら
を
し
て
本
格
的
な
農

耕
指
導
に
当
ら
せ
た
。
移
住
し

た
人
の
多
く
は
河
東
郡
各
地
、

な
か
で
も
上
士
幌
方
面
か
ら
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
を

保
護
し
農
業
を
勧
め
、
教
育
を

す
る
た
め
１
８
９
９
年（
明
治

32
年
）北
海
道
旧
土
人
保
護
法

が
施
行
に
な
り
給
与
地
が
与
え

ソ連学者と共に上士幌嶋木遺跡調査

東泉園で復元した丸木船
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ら
れ
た
。

　

前
記
の
よ
う
に
当
町
域
中
音

更
に
も
給
与
地
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
音
更
川
ぶ
ち
西

岸
上
音
更
45
号
付
近（
上
士
幌

町
域
）に
古
く
か
ら
コ
タ
ン
が

あ
り
、
給
与
地
と
な
っ
た
大
正

初
期
に
は
10
戸
程
度
が
居
住
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
ウ

タ
リ
文
化
を
大
切
に
伝
承
し
復

興
に
務
め
て
い
る
東
泉
園（
川

上
英
幸
）が
あ
る
。

地
名
と
伝
説

　

士
幌
町
内
の
ア
イ
ヌ
語
に
よ

る
多
く
の
古
地
名
の
語
源
に
つ

い
て
は
、
学
者
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
に
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
意

味
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
主
な
も
の
を
探
っ
て

み
よ
う
。

▽
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
＝
草
原

に
い
つ
も
い
る
山
の
意（
更
科
）

　

伝
説
＝
昔
、
阿
寒
の
山
は
女

山
で
幌
尻
岳
と
夫
婦
で
あ
っ
た
。

夫
婦
げ
ん
か
を
し
て
釧
路
へ
帰

り
が
け
に
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ

が
仲
裁
を
し
よ
う
と
話
を
し
て

い
る
と
幌
尻
岳
が
や
き
も
ち
を

や
い
て
、
２
人
を
め
が
け
て
槍

（
や
り
）を
投
げ
つ
け
た
。
そ
れ

が
オ
プ
シ
タ
テ
シ
ケ
山
を
か
す

っ
て
飛
ん
で
き
て
ヌ
プ
カ
ウ
シ

ヌ
プ
リ
に
当
り
そ
う
に
な
っ
た
。

ヌ
プ
カ
ウ
シ
が
逃
げ
出
し
た
が

片
方
の
耳
を
槍
で
と
ば
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
士
幌
や
然
別
に
あ

る
大
石
は
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ

の
耳
が
壊
れ
て
と
ん
だ
も
の
だ
。

ヌ
プ
カ
ウ
シ
が
元
々
立
っ
て
い

た
と
こ
ろ
が
然
別
湖
に
な
っ
た
。

こ
の
山
は
阿
寒
の
山
を
助
け
た

偉
い
山
だ
か
ら
音
更
で
は
、
酒

を
あ
げ
て
あ
が
め
て
い
る
。（
音

更
竹
内
老
伝
）（
ア
イ
ヌ
）

▽
シ
ュ
ウ
ウ
ホ
ロ（
士
幌
）＝
鍋 

（
な
べ
）川
の
意
が
あ
る
と
い
う
。

（
永
田
）

　

伝
説
＝
あ
る
年
、
現
在
の
佐

倉
地
区
付
近
の
士
幌
川
の
ふ
ち

に
切
り
取
り
無
頼
の
徒
が
住
み

つ
い
て
、
住
民
の
生
活
が
お
び

や
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
年
は

凶
作
で
山
の
木
や
草
の
実
が
稔

ら
ず
、
川
魚
も
と
れ
な
か
っ
た
。

飢
え
に
耐
え
か
ね
て
無
頼
の
徒

た
ち
は「
シ
ュ
ウ
ウ
ォ
ロ
ー
」と

叫
ん
で
、
煮
る
も
の
も
な
い
鍋

を
川
の
中
に
投
げ
捨
て
ど
こ
か

へ
立
ち
去
っ
た
。
飢
え
な
が
ら

死
ん
で
い
く
こ
と
を
悲
し
ん
で

「
オ
ル
ベ
レ
レ
ー
・
オ
ル
ベ
レ

レ
ー
」と
声
を
上
げ
て
泣
い
た
。

「
士
幌
」と「
居
辺
」の
地
名
の
由

来
で
あ
る
。（
十
勝
）

　

サ
ッ
ク
シ
ュ
オ
リ
ベ
ツ
川
は
、

サ
ッ
ク
シ
ュ
ウ
ウ
オ
ロ
ベ
ツ（
川
）

で
同
じ
語
源
か
ら
出
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
別
に
シ
・
ホ
ル
カ
・
ベ
ツ
＝

あ
と
戻
り
す
る
川
の
本
流
と
解

釈
し
て
い
る
本（
更
科
）も
あ
る

が
、
吉
田
東
伍
大
日
本
地
名
辞

典
で
は
朱
於
留（
シ
ュ
オ
ル
）を

な
ま
っ
て
士
幌
と
な
っ
た
と
書

い
て
あ
る
）

▽
オ
ト
プ
ケ（
音
更
）川
＝
髪
の

毛
が
風
に
吹
き
乱
さ
れ
る
様
子

と
い
う
こ
と
で
支
流
の
多
い
さ

ま
を
い
う
。

▽
ウ
オ
ッ
プ
川
＝
＂や
り
＂
ま

た
は
＂も
り
＂
の
柄
の
意
味

▽
オ
ル
ベ
＝
丘
の
処
と
解
さ
れ

る
が
よ
く
判
ら
な
い（
永
田
）

▽
パ
ン
ケ
チ
ン
川
＝
下
の
獣
皮

を
乾
か
す
処
の
意
・
ベ
ン
ケ
チ

ン
は
上
の
獣
皮
を
乾
か
す
処
。

▽
ワ
ッ
カ
ク
ン
ネ
ッ
プ
川（
下

居
辺
地
区
）＝
水
の
黒
い
川（
更

科
）

▽
イ
シ
ョ
ッ
ポ（
下
居
辺
地
区
）

＝
う
さ
ぎ
と
解
さ
れ
る（
更
科
）

▽
ア
マ
ラ
川（
中
士
幌
地
区
を

流
れ
て
上
音
更
川
へ
入
る
小
川
）

＝
低
地
を
寝
そ
べ
っ
て
い
る
川

の
意
と
い
わ
れ
て
い
る
。

▽
タ
ン
ネ
ヌ
ッ
プ（
百
戸
方
面

の
音
更
川
に
沿
っ
た
地
区
）＝

細
長
い
草
原

▽
パ
ラ
メ
ム
川（
西
上
音
更
地

域
の
小
川
）＝
広
い
う
ず
巻
の

あ
る
川（
山
本
）

▽
オ
ピ
チ
ャ
ペ
ツ
川 （
中
音
更

地
域
の
小
川
）=

川
尻
の
口
が

数
条
に
分
か
れ
て
い
る
川
。

▽
シ
ュ
ル
ク
ウ
ニ
ペ
ツ=

シ
ュ

ル
ク
ニ
川
。
ト
リ
カ
ブ
ト （
矢

じ
り
に
塗
る
毒
草
）の
あ
る
所
・

川 （
山
本
）

▽
メ
メ
ム
原
野（
音
更
川
東
岸

に
沿
っ
た
広
い
原
野
）=

メ
ム

川（
中
士
幌
下
台
の
小
川
）コ
ッ

タ
メ
ム（
音
更
川
西
下
台
の
小
川
）

メ
ム
は
泉
の
湧
く
小
池（
山
本
）

▽
タ
プ
コ
プ=

小
さ
い
丘

▽
チ
ャ
シ
コ
ツ=

チ
ャ
シ（
と

り
で
）の
あ
と

▽
ポ
ロ
ビ
バ
ウ
シ
・
ポ
ン
ビ
バ

ウ
シ=

ビ
バ
ウ
シ
は
カ
ラ
ス
貝

の
た
く
さ
ん
あ
る
所（
更
科
）

▽
シ
ペ
オ
チ 

▽
イ
コ
ッ
ポ

▽
チ
ラ
イ
オ
ツ
ナ
イ=

イ
ト
ウ

（
魚
）川

▽
ラ
ウ
ン
ペ
ツ
＝
深
い
川

▽
イ
ッ
パ
ラ
マ
ナ
イ
川

▽
ケ
ナ
シ
ケ
ソ
マ
ナ
イ=

ケ
ナ

シ
は
、
ば
け
も
の
な
ど
が
住
ん

で
い
る
川
渕
を
い
う
こ
と
が
多

い（
更
科
）

▽
ア
ン
シ
ュ
ウ
ペ
ツ　

▽
オ
コ

シ
ュ
ペ
ツ
ホ

※
注（
永
田
）永
田
芳
正「
北
海

道
地
名
解
」・（
更
科
）更
科
源
蔵

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
解
」・（
山
本
）

山
本
多
助「
オ
ッ
パ
イ
山
」・（
ア

イ
ヌ
）ア
イ
ヌ
伝
説
日
本
・（
十
勝
）

十
勝
の
ア
イ
ヌ
伝
説

２
、
探
検
者

十
勝
日
誌
と
シ
ホ
ロ

　

い
ま
十
勝
の
銘
菓
と
し
て
売

ら
れ
て
い
る「
十
勝
日
誌
」は
幕

末
の
北
方
探
検
家
松
浦
武
四
郎

が
十
勝
内
陸
を
探
検
し
て
出
版

し
た
本
の
表
紙
を
そ
の
ま
ま
外

箱
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ

る
。
１
８
５
８
年（
安
政
５
年
）

武
四
郎
は
幕
府
御
雇
と
し
て
６

回
目
の
蝦
夷
地
内
陸
の
探
検
を

行
っ
た
。

　

石
狩
か
ら
山
越
え
て
十
勝
に

入
り
、
十
勝
川
を
下
り
３
月
16

日
オ
ベ
リ
ペ
レ
フ（
帯
広
）に
泊

り
川
を
下
っ
て
大
津
・
厚
内
・

白
糠
を
経
て
常
呂
・
石
狩
を
廻

り
日
高
に
至
り
、
歴
舟
川
口
を

通
り
７
月
15
日
再
び
音
更
川
河

口
の
惣
乙
名（
そ
う
お
と
な
～

土
地
の
長
老
）シ
ラ
サ
リ
ヤ
の
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く
の
地
名
に
漢
字
を
当
て
、
報

告
し
た
中
に
あ
る
も
の
で（
シ

ュ
ホ
ロ
川
筋
）シ
ュ
ホ
ロ
ブ
ト（
士

幌
）と
書
か
れ
た
の
が
初
め
て

で
あ
っ
た
。

ラ
イ
マ
ン
・
松
本
大
判
官

の
踏
査

　

開
拓
使
雇
教
師
で
採
鉱
技
術

者
の
ア
メ
リ
カ
人
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ス
ミ
ス
・
ラ
イ
マ
ン
は
、

１
８
７
４
年（
明
治
７
年
）未
開

の
北
海
道
内
陸
調
査
の
中
で
石

狩
地
方
か
ら
十
勝
川
上
流
に
出

る
つ
も
り
が
、
誤
っ
て
音
更
川

の
上
流
に
姿
を
現
し
た
の
は
同

年
７
月
で
あ
っ
た
。
一
行
50
人

に
よ
る
全
日
程
75
日
の
探
査
の

経
過
が
日
誌
に
詳
し
く
記
さ
れ
、

音
更
川
筋
に
つ
い
て
学
者
の
観

察
が
残
さ
れ
た
。

　

旧
長
沢
温
泉
ユ
ー
ナ
イ
に
一

戸
の
住
家
が
あ
り
、
び
ょ
う
ぶ

岩
付
近
と
思
わ
れ
る
地
で
野
営

し
ス
ル
コ
ナ
イ （
勢
多
付
近
）

で
３
軒
の
家
が
あ
り
、
野
営
し

翌
日
難
行
疲
労
し
、
よ
う
や
く

十
勝
川
畔
サ
ツ
ナ
イ
ブ
ト
に
達

し
た
。
音
更
川
筋
で
は
13
戸
ほ

ど
の
人
家
を
見
て
い
る
。

　

ラ
イ
マ
ン
が
通
っ
て
か
ら
２

年
後
の
１
８
７
６
年（
明
治
９

３
、十
勝
・
音
更
の
入
植

魚
獲
や
狩
猟
で
駆
け
巡
っ
て
い

た
広
い
十
勝
内
陸
の
山
野
は
、

石
狩
、
空
知
方
面
に
和
人
入
植

が
進
ん
で
も
し
ば
ら
く
手
が
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
１
８
８
０

年（
明
治
13
年
）十
勝
で
大
発
生

し
た
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
の
大
群

が
、
日
高
山
脈
を
越
え
日
高
、

石
狩
、
胆
振
地
方
を
襲
い
農
作

物
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
１
８

８
５
年（
明
治
18
年
）ま
で
の
６

年
間
続
い
た
。

　

事
の
重
大
さ
に
政
府
は
十
勝

の
原
野
を
調
査
し
、
バ
ッ
タ
の

産
卵
地
を
発
見
、
ア
イ
ヌ
な
ど

１
５
０
人
を
動
員
し
サ
ナ
ギ
を

掘
り
取
り
産
卵
地
を
掘
り
返
す

作
業
を
行
っ
た
。
掘
り
出
し
た

卵
塊
や
成
虫
や
幼
虫
を
捕
殺
し

積
み
上
げ
土
を
盛
っ
た
塚
が
、

バ
ッ
タ
塚
と
し
て
十
勝
川
沿
い
、

豊
田
、
上
士
幌
の
北
門
に
も
近

年
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
。
１
８

８
４
年（
明
治
17
年
）「
蝗（
イ
ナ

ゴ
）捕
獲
表
・
志
保
路
出
張
」と

い
う
野
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

図
ら
ず
も
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
の

駆
除
に
よ
り
無
人
に
近
い
十
勝

平
野
の
広
大
な
開
拓
適
地
が
役

人
の
報
告
に
よ
り
明
ら
か
に
な

り
、
開
拓
使
で
は
直
ち
に
東
部

北
海
道
一
帯
の
開
発
調
査
を
命

鹿
と
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
自
由
に

じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

石
狩
方
面
の
開
拓
が
進
む
と
、

え
さ
を
失
っ
た
鹿
が
十
勝
へ
集

ま
る
よ
う
に
な
り
前
記
、
１
８

７
６
年（
明
治
９
年
）松
本
十
郎

の
探
検
で
現
上
士
幌
・
士
幌
町

域
通
過
の
と
き
何
百
と
い
う
鹿

の
大
群
に
出
会
っ
て
い
る
。
１

８
８
０
年（
明
治
13
年
）に
、
そ

れ
ま
で
十
勝
の
権
利
を
独
占
し

て
い
た
十
勝
組
合
が
解
散
し
て

自
由
に
な
る
と
鹿
を
追
っ
た
猟

師
、
ア
イ
ヌ
、
鹿
皮
と
日
用
品

を
交
易
す
る
商
人
が
ド
ッ
と
入

っ
て
来
て
そ
の
数
１
０
０
０
人

と
も
い
わ
れ
た
。
１
８
８
０
年

（
明
治
13
年
）、
十
勝
か
ら
出
荷

し
た
の
が
鹿
の
皮
１
万
枚
、
鹿

の
角
１
万
２
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
か
ら
そ
の
量
の
多
さ

に
驚
く
。
と
こ
ろ
が
１
８
８
２

年（
明
治
15
年
）、
十
勝
は
大
雪

に
見
舞
わ
れ
、
鹿
は
行
動
が
で

き
ず
、
え
さ
も
採
れ
ず
絶
滅
に

近
く
な
り
、
さ
し
も
の
猟
師
、

鹿
商
人
た
ち
は
一
挙
に
仕
事
が

な
く
な
り
四
散
し
た
が
、
中
に

は
利
別
川
あ
た
り
の
地
の
利
を

見
て
農
耕
を
始
め
る
も
の
が
い

た
。
士
幌
町
で
最
も
早
く
開
墾

を
し
た
と
い
わ
れ
る
坂
本
八
重

作
が
そ
の
内
の
一
人
で
あ
っ
た
。

家
に
１
泊
し
た
。
も
し
い
つ
の

日
か
こ
の
川
筋
の
開
拓
が
進
ん

だ
と
き
、
こ
の
場
所
は
舟
運
・

馬
道
な
ど
に
便
利
で
中
心
地
と

な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
家
の

柱
に“
こ
の
あ
た
り
馬
の
車
の

み
つ
ぎ
も
の
御
蔵
を
立
て
て
つ

ま
ま
ほ
し
け
れ
”と
の
歌
を
書

き
残
し
た
。
果
し
て
後
日
こ
の

地
は
帯
広
市
と
し
て
十
勝
の
中

心
を
成
し
発
展
を
遂
げ
た
。
探

検
家
の
す
ぐ
れ
た
先
見
性
に
敬

服
の
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
歌
は

帯
広
市
を
見
下
ろ
す
音
更
町
鈴

蘭
公
園
の
碑
石
に
刻
ま
れ
て
い

る
。

　

武
四
郎
は
ア
イ
ヌ
の
長
老
た

ち
を
集
め
奥
地
の
地
名
川
筋
な

ど
を
聞
き
と
り
克
明
に
図
面
に

記
録
し
、
そ
の
中
に「
オ
ト
フ

ケ
川
」「
ア
マ
ラ
川
」「
シ
ホ
ロ
川
」

の
名
も
見
え
る
。「
十
勝
」「
河
東

郡
」「
北
海
道
」な
ど
の
地
名
は

す
べ
て
武
四
郎
の
意
見
に
よ
っ

て
つ
け
ら
れ
た
。
シ
ホ
ロ
が
漢

字
で
表
記
さ
れ
た
の
は
、
１
８

７
１
年（
明
治
４
年
）河
東
郡
ほ

か
３
つ
の
郡
が
静
岡
県
の
管
轄

で
あ
っ
た
と
き
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
て
い
た
白
野
夏
雲
が
、
ア
イ

ヌ
語
の
地
名
を
調
べ
穏
当
な
文

字
を
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
多

年
）６
月
末
、
開
拓
使
大
判
官

松
本
十
郎
が
同
じ
よ
う
な
コ
ー

ス
で
石
狩
川
の
水
源
を
き
わ
め
、

音
更
川
の
上
流
へ
出
て
三
股
付

近
か
ら
川
筋
を
下
り
滝
の
激
流

を
マ
ス
が
躍
っ
て
登
る
の
を
見

て
、
上
音
更
コ
タ
ン
の
辺
り
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
１
泊
・
現

士
幌
町
域
に
入
り
オ
ビ
チ
ャ
ベ

ツ
村
乙
名（
お
と
な
・
長
老
） 

フ
シ
ア
ン
テ
の
家
で
休
憩
・
湿

地
を
横
切
り
パ
ン
ケ
チ
ン
川（
ウ

リ
マ
ク
付
近
と
思
わ
れ
る
）に

到
着
・
猟
師
の
小
屋
に
１
泊
し

翌
日
は
十
勝
川
に
出
て
屈
足
に

到
着
し
た
。
現
在
の
士
幌
町
域

を
通
る
と
き
数
百
、
数
十
頭
の

鹿
が
走
り
去
る
の
を
見
た
。
松

本
十
郎
は
硬
骨
の
熱
血
漢
で
文

章
の
各
所
に
ア
イ
ヌ
の
生
活
に

同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
普
段
ア

イ
ヌ
の
着
衣
ア
ツ
シ
を
着
た
の

で
ア
ツ
シ
判
官
と
呼
ば
れ
た
快

男
児
で
あ
っ
た
。

　

ラ
イ
マ
ン
・
松
本
両
名
の
記

録
は
士
幌
町
域
の
姿
を
描
い
た

も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

6第二章　入植者たち



　

鹿
を
追
っ
て
十
勝
の
隅
ず
み

に
ま
で
も
か
け
巡
っ
た
人
た
ち

に
よ
っ
て
、
十
勝
が
注
目
さ
れ

全
国
に
宣
伝
さ
れ
た
。

　

音
更
最
初
の
入
植
と
な
っ
た

大
川
宇
八
郎
が
ア
イ
ヌ
を
相
手

に
行
商
し
定
住
し
た
の
が
、
１

８
７
９
年（
明
治
12
年
）で
あ
っ

た
。
十
勝
開
拓
の
礎
を
築
い
た

晩
成
社（
副
社
長　

依
田
勉
三
）

一
行
が
下
帯
広
に
入
地
し
た
の

は
、
１
８
８
３
年（
明
治
16
年
）

５
月
で
あ
る
。

植
民
地 

選
定

　

前
記
、
バ
ッ
タ
駆
除
に
よ
っ

て
有
望
な
開
拓
適
地
が
発
見
さ

れ
、
１
８
８
１
年（
明
治
14
年
）

開
拓
使
御
用
係
、
田
内
捨
六
、

内
田
瀞
、
両
名
が
派
遣
さ
れ
、

道
東
一
帯
の
開
発
調
査
が
行
わ

れ
、「
日
高
、
十
勝
、
釧
路
、
北

見
、
根
室
巡
回
報
告
書
」が
提

出
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で「
総

シ
テ
十
勝
全
国
ハ
林
野
草
野
、

彼
此
相
半
バ
シ
、
恰（
あ
た
か
）

も
天
造
ノ
大
ナ
ル
牧
場
ノ
如

シ
」。「
西
北
ニ
高
山
ア
リ
テ
北

風
ヲ
防
ギ
雨
雪
ヲ
減
ズ
ル
ヲ
以

テ
土
地
高
燥
、
気
候
温
和
、
牧

草
甘
味
ニ
シ
テ
最
モ
水
利
ニ
富

ム
。
ケ
ダ
シ
本
道
十
一
州
中
、

最
も
牧
畜
ニ
適
シ
タ
ル
所
ナ
ラ

ン
」と
し
農
耕
適
地
13
億
坪
、

牧
草
に
し
て
１
２
０
万
頭
の
牛

が
飼
え
る
と
し
開
拓
に
は
石
狩

原
野
よ
り
も
は
る
か
に
、
十
勝

地
方
が
上
位
で
あ
る
と
訴
え
道

路
開
設
の
要
を
力
説
し
た
。
報

告
書
の
中
に
現
在
の
士
幌
地
域

に
つ
い
て
は
、「
ビ
リ
ベ
ツ
川
と

音
更
川
の
間
に
一
大
広
原
を
な

し
、
冬
期
温
暖
積
雪
少
な
く
冬

は
鹿
が
群
集
す
る
の
で
か
つ
て

は
十
勝
、
釧
路
の
ア
イ
ヌ
が
此

地
を
争
っ
て
血
を
流
し
た
こ
と

も
あ
る
地
味
肥
え
て
牧
畜
に
最

良
の
土
地
だ
」と
書
い
て
い
る
。

　

十
勝
で
は
43
原
野
、
29
万
町

歩
の
植
民
地
が
選
定
さ
れ
、
各

原
野
に
つ
い
て
地
理
、
利
用
目

的
別
面
積
、
土
壌
、
植
物
、
交

通
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
た
。

　

報
文
の
中
で
現
在
の
士
幌
町

域
に
関
係
す
る
原
野
各
区
分
は

上
シ
ホ
ロ
原
野（
上
居
辺
、佐
倉
、

上
士
幌
分
） 

ア
マ
ラ
原
野（
南

士
幌
、
瑞
穂
、
豊
進
、
音
更
分
）

下
シ
ホ
ロ
原
野（
佐
倉
南
部
、

あ
と
音
更
分
）、
ウ
ヲ
ッ
プ
原

野（
川
西
地
区
）、
メ
メ
ム
原
野

（
士
幌
北
、
南
、
上
士
幌
分
・

音
更
分
に
ま
た
が
る
）で
下
居

辺
地
域
は
ま
だ
選
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

植
民
地
区
画

　

植
民
地
選
定
に
引
き
続
い
て

道
庁
は
、
１
８
９
２
年（
明
治

25
年
）６
月
か
ら
帯
広
を
起
点

と
し
て
順
次
、
十
勝
原
野
の
植

民
区
画
に
着
手
し
た
。
区
画
は

１
５
０
間（
２
７
２
・
７
メ
ー

ト
ル
）１
０
０
間
、
１
万
５
１

０
０
坪（
５
町
歩
）～
約
４
・
９

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
区
画
を
も

っ
て
１
戸
分
と
し
、
こ
れ
の
６

戸
分
即
ち
３
０
０
間
４
方
、
30

町
歩
を
も
っ
て
中
区
画
と
な
し
、

さ
ら
に
中
区
画
６
区
画
で
大
区

画
と
し
、
中
区
画
ご
と
に
６
間

幅（
基
線
、
幹
線
は
８
間
）の
予

定
道
路
を
存
置
し
た
。
区
両
が

終
わ
っ
て
一
般
に
貸
付
を
開
始

す
る
と
き
は
、
北
海
道
殖
民
地

広
報
に
公
示
し
支
庁
に
図
面
を

備
え
付
け
殖
民
区
画
図
と
し
て

印
刷
し
市
販
も
さ
れ
た
。
植
民

地
は
順
次
区
画
さ
れ
、
増
画
が

行
わ
れ
た
。
現
在
の
士
幌
町
域

可
耕
地
の
土
地
区
画
の
大
部
分

が
、
１
９
０
８
年（
明
治
41
年
）

頃
ま
で
に
ほ
ぼ
形
つ
く
ら
れ
た
。

音
更
村
役
場
の
設
置

　

蝦
夷（
え
ぞ
）が「
北
海
道
」と

改
め
ら
れ
11
国
86
郡
の
行
政
区

画
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
１
８

６
９
年（
明
治
２
年
）８
月
で
あ

っ
た
。
そ
の
と
き
十
勝
国
、
河

東
郡
と
い
っ
た
命
名
は
松
浦
武

四
郎
の
案
に
よ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
１
８
８
６
年（
明
治
19
年
）

１
月
、
北
海
道
庁
が
置
か
れ
、

翌
年
十
勝
は
釧
路
郡
役
所
の
所

轄
と
な
り
、
１
８
９
３
年（
明

治
26
年
）６
月
、
下
帯
広
村
に

河
西
外
２
郡（
河
東
・
上
川
）の

各
村
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。

１
８
９
７
年（
明
治
30
年
）４
月
、

河
西
外
６
郡
役
所
が
釧
路
か
ら

分
離
し
て
十
勝
一
国
を
管
轄
す

る
こ
と
に
な
り
、
同
年
11
月
支

庁
制
と
な
り
河
西
支
庁
が
誕
生

し
、
帯
広
が
行
政
の
中
心
地
と

な
っ
た
。
河
西
支
庁
が
十
勝
支

庁
と
改
称
さ
れ
た
の
は
１
９
３

２
年（
昭
和
７
年
）８
月
で
あ
っ

た
。

　

戸
長
役
場
は
、
町
村
役
場
が

置
か
れ
る
ま
で
の
間
置
か
れ
た

制
度
で
統
治
の
末
端
行
政
を
扱

っ
た
。１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

７
月
、
河
西
外
２
郡
各
村
戸
長

役
場
か
ら
河
西
郡
７
村
が
分
離

し
、
河
東
郡
３
村
は
翌
年
10
月

独
立
、
音
更
村
外
２
村
戸
長
役

場
が
音
更
に
開
庁
し
た
。
士
幌

は
音
更
村
の
区
域
内
に
含
ま
れ
、

外
２
村
と
は
然
別
、
東
士
狩
で

あ
る
。
最
初
の
役
場
仮
庁
舎
位

置
は
、
現
在
国
道
２
４
１
号
音

更
市
街
南
の
入
口
付
近
に
史
蹟

と
し
標
示
さ
れ
て
い
る
。

　

音
更
が
然
別
、
東
士
狩
の
両

村
と
凋
寒
村
、
蝶
多
村
の
一
部

を
合
わ
せ
て
村
名
を「
音
更
村
」

と
し
二
級
村
制
を
施
工
し
た
の

は
、
１
９
０
６
年（
明
治
39
年
）

４
月
１
日
、
初
代
村
長
和
知
金

次
郎
、
役
場
吏
員
４
人
、
発
足

時
村
の
人
口
３
４
４
５
人
で
あ

っ
た
。
そ
の
頃
の
東
の
村
界
は

サ
ッ
ク
シ
ュ
オ
リ
ベ
ツ
川
で
そ

れ
以
東
は
中
川
郡
凋
寒
村（
大

正
２
年
か
ら
川
合
村
）で
あ
っ
た
。河西支庁（明治30年）
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１
、
開
墾
の
初
め

第三章  入植始まる
未
開
地
の
処
分

　

道
庁
は
１
８
９
２
年（
明
治

25
年
）か
ら
、
十
勝
地
方
の
植

民
区
画
に
着
手
し
、
一
方
、
大

津
、
広
尾
街
道
な
ど
主
要
道
路

の
整
備
、
函
館
、
大
津
間
航
路

の
開
通
、
十
勝
測
候
所
、
北
海

道
集
治
監
十
勝
分
監
、
十
勝
農

業
試
作
場
そ
し
て
河
西
支
庁
の

開
設
な
ど
、
入
植
者
の
受
入
準

備
を
進
め
て
き
た
。
道
庁
は
秩

序
の
あ
る
拓
殖
事
業
を
進
め
る

た
め
、
一
般
に
は
十
勝
地
方
の

植
民
地
貸
付
を
停
止
し
て
お
り
、

そ
れ
ま
で
の
開
拓
は
無
願
開
墾

と
さ
れ
て
い
た
。
１
８
９
６
年

（
明
治
29
年
）を
迎
え
る
と
い
よ

い
よ
十
勝
地
方
の
植
民
地
貸
付

を
解
除
し
た
。
時
あ
た
か
も
、

日
清
戦
争
直
後
で
国
民
の
意
気

が
上
が
っ
て
い
て
、
北
海
道
の

富
源
は
よ
う
や
く
世
に
知
ら
さ

れ
て
き
た
。
人
々
は
争
っ
て
土

地
貸
付
を
願
い
、
10
万
町
歩
に

及
ぶ
予
定
地
は
た
ち
ま
ち
処
分

し
尽
く
さ
れ
た
。
植
民
地
選
定

区
域
計
画
は
、
毎
年
行
わ
れ
た

が
、
翌
年
３
月
か
ら
は
従
来
の

土
地
払
い
下
げ
規
則
に
代
わ
っ

て
新
し
く
、
国
有
未
開
地
処
分

法
が
制
定
に
な
り
成
功
後
無
償

付
与
と
し
、
資
本
家
の
大
農
場

経
営
を
容
易
に
し
一
般
独
立
移

民
の
土
地
取
得
の
負
担
を
も
軽

減
し
よ
う
と
し
た
。

　

一
方
、
府
県
か
ら
の
移
民
奨

励
策
と
し
て
、
30
名
以
上
の
団

体
を
結
成
す
れ
ば
貸
付
停
止
中

の
区
画
で
も
予
定
地
と
し
て
存

置
す
る
こ
と
と
し
、
移
住
民
の

汽
車
賃
、
舟
賃
５
割
引
な
ど
の

恩
典
も
あ
っ
た
。

　

植
民
地
貸
付
解
除
と
新
制
度

に
よ
っ
て
各
地
に
大
農
場
が
で

き
、
移
民
た
ち
は
川
づ
た
い
に

貸
付
地
に
入
り
十
勝
の
大
地
は

千
古
の
密
林
を
伐
り
倒
す
音
が

こ
だ
ま
し
、
樹
木
を
集
め
笹
を

刈
っ
て
焼
き
払
う
炎
は
、
昼
夜

を
分
か
た
ず
燃
え
続
け
た
。

美
濃
開
墾
合
資
会
社

　

十
勝
の
植
民
地
貸
付
が
開
始

に
な
る
と
各
地
で
集
団
入
植
が

始
ま
り
、
音
更
川
沿
に
１
８
９

７
年（
明
治
30
年
）木
野
村
農
場 

（
木
野
）、
武
儀
団
体（
武
儀
）が

入
っ
た
。
本
町
入
植
の
さ
き
が

け
と
な
っ
た
美
濃
開
墾
合
資
会

社
は
、１
８
９
６
年（
明
治
29
年
）

岐
阜
県
本
巣
郡
、
堀
口
庸
五
郎

ほ
か
15
人
の
資
本
家
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
。
全
国
的
に
北
海

道
開
拓
へ
の
投
資
熱
が
燃
え
上

が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

岐
阜
県
で
は
大
震
災
と
水
害

の
頻
発
に
加
え
て
零
細
農
家
が

多
く
、
北
海
道
へ
行
っ
て
広
い

移住民の函館上陸

小椋忠左衛門
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土
地
を
求
め
、
ひ
と
旗
上
げ
よ

う
と
い
う
気
慨
が
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
ま
た
河
西
支
庁
が
で

き
る
前
の
１
８
９
４
年（
明
治

27
年
）新
設
の
道
庁
殖
民
課
十

勝
派
出
所
主
任
に
岐
阜
県
出
身

の
鷲
見
邦
司
が
着
任
し
、
郷
里

か
ら
の
入
植
を
勧
誘
し
て
い
た

の
で
初
期
岐
阜
県
か
ら
の
入
植

が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
当

時
北
海
道
へ
移
住
す
る
の
に
旅

費
だ
け
で
も
ひ
と
り
７
円
50
銭

か
か
り
、
支
度
賃
と
初
年
度
の

食
糧
な
ど
相
当
の
費
用
を
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
般
の

零
細
の
家
庭
で
は
自
ら
賄
い
で

き
な
か
っ
た
の
で
資
本
家
に
よ

る
農
場
経
営
の
小
作
が
多
か
っ

た
。

　

美
濃
開
墾
合
資
会
社
で
は
、

１
８
９
６
年（
明
治
29
年
）会
社

代
表
と
小
作
人
代
表
、
小
椋
忠

左
衛
門
ら
４
人
が
現
地
調
査
の

た
め
渡
道
し
、
十
勝
の
各
所
を

２
か
月
に
わ
た
っ
て
視
察
、
中

士
幌
幹
線
９
号
以
北
21
号
ま
で

の
約
３
７
５
町
歩
を
開
墾
適
地

と
選
定
し
て
帰
国
し
た
。
会
社

は
揖
斐
、
本
巣
両
郡
か
ら
移
民

希
望
者
を
募
集
し
、
結
局
63
戸

約
２
６
０
人
が
集
ま
っ
た
。
移

民
団
一
行
は
、
１
８
９
８
年（
明

治
31
年
）３
月
郷
里
を
出
発
、

横
浜
港
か
ら
海
路
函
館
に
至
り

船
を
乗
り
代
え
て
十
勝
の
入
口

に
当
る
大
津
港
に
上
陸
し
た
の

は
ま
だ
雪
の
あ
る
季
節
で
あ
っ

た
。
馬
そ
り
に
荷
物
や
女
・
子

ど
も
を
乗
せ
あ
と
の
も
の
は
徒

歩
で
途
中
２
泊
し
、
帯
広
に
着

い
た
の
は
３
月
３
日
で
あ
っ
た
。

南
広
で
ケ
ネ
中
島（
芽
室
）へ
入

植
す
る
20
戸
と
別
れ
、
男
た
ち

だ
け
で
中
士
幌
の
現
地
へ
入
っ

た
の
は
３
月
18
日
で
あ
っ
た
。

　

入
植
す
る
現
地
に
は
浦
幌
の

下
野
松
太
郎
に
よ
っ
て
着
手
小

屋
が
、
20
戸
ほ
ど
用
意
さ
れ
て

い
た
の
で
そ
こ
に
入
り
、
居
小

屋
の
準
備
を
し
て
帯
広
へ
預
け

て
い
た
女
・
子
ど
も
た
ち
が
現

地
入
り
し
た
の
は
十
数
日
後
で

あ
っ
た
。
１
８
９
８
年（
明
治

31
年
）道
庁
の
河
野
常
吉
の「
十

勝
国
調
査
材
料
」に
よ
れ
ば
、

一
行
の
中
に
は
函
館
で
引
率
者

が
金
を
持
っ
て
逃
げ
た
こ
と
も

あ
り
、
大
津
で
散
乱
す
る
も
の

も
多
く
、
ま
た
現
地
が
不
便
で

募
集
し
た
と
き
と
話
が
違
う
と

い
っ
て
逃
亡
す
る
も
の
が
出
て
、

中
士
幌
に
残
っ
て
い
る
の
は
お

よ
そ
30
戸
で
あ
っ
た
。

　

入
植
地
は
樹
林
地
帯
で
大
木

が
生
い
繁
り
、
入
植
者
は
鍬
や

斧
を
振
っ
て
立
木
に
向
い
荒
地

を
耕
し
、
最
初
の
蒔
付
は
イ
ナ

キ
ビ
、
馬
鈴
し
ょ
を
主
と
し
そ

れ
に
菜
豆（
テ
ナ
シ
中
長
）、
大

豆
、
蔬
菜
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

入
植
初
年
の
１
８
９
８
年（
明

治
31
年
）全
道
的
な
大
洪
水
で

中
士
幌
下
台
は
一
面
湖
と
な
っ

て
せ
っ
か
く
の
作
物
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
が
入
植
者
は
よ

く
耐
え
て
出
来
秋
を
迎
え
た
。

　

美
濃
開
墾
合
資
会
社
の
小
作

開
墾
約
定
で
は
、
①
明
治
31
年

か
ら
２
年
間
は
地
料
を
徴
収
し

な
い
②
小
作
人
は
明
治
35
年
ま

で
の
５
年
間
に
引
受
地
を
開
墾

す
る
こ
と
、
開
墾
で
き
な
か
っ

た
土
地
は
会
社
で
処
置
す
る
③

５
年
後
に
墾
成
し
た
土
地
を
測

っ
て
そ
の
２
割
を
小
作
人
の
所

有
と
し
８
割
を
会
社
の
所
有
と

す
る（
実
際
に
は
半
分
分
け
の

開
き
分
け
と
な
っ
た
） 

④
会
社

の
所
有
と
な
っ
た
土
地
に
つ
い

て
は
一
反
歩
に
つ
き
樹
林
地
２

円
、
草
原
地
１
円
以
内
の
開
懇

料
を
小
作
人
に
支
払
う
⑤
小
作

料
は
３
年
目
か
ら
一
反
歩
に
つ

き
50
銭
を
徴
す
る（
明
治
44
年

の
書
類
で
は
大
豆
で
納
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
）⑥
そ
の

他
品
行
に
つ
い
て
罰
則
な
ど
が

決
め
ら
れ
て
い
た
。

　

入
植
初
年
度
だ
け
は
主
食
と

し
て
麦
、
イ
ナ
キ
ビ
、
ソ
バ
、

馬
鈴
し
ょ
な
ど
が
会
社
か
ら
支

給
さ
れ
た
。
米
は
産
婦
と
病
人

だ
け
で
、
産
婦
は
米
１
升（
１
・

８
リ
ッ
ト
ル
）で
あ
っ
た
。
南

に
隣
接
し
て
い
た
武
儀
団
体
は

１
年
早
く
入
植
し
て
い
た
が
何

も
食
べ
る
も
の
が
な
く
困
っ
て

い
た
の
で
、
小
椋
忠
左
衛
門
は

こ
っ
そ
り
と
会
社
か
ら
支
給
さ

れ
た
麦
や
み
そ
な
ど
を
持
っ
て

行
っ
て
分
け
合
っ
て
生
き
つ
な

い
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

美
濃
開
墾
合
資
会
社
が
入
植

す
る
以
前
、
帯
広
に
出
来
た
十

勝
分
監
の
囚
人
た
ち
が
音
更
川

奥
地
の
元
小
屋
で
木
材
伐
採
作

業
を
開
始
し
て
お
り
、
川
沿
に

は
馬
や
囚
人
た
ち
の
刈
り
分
け

道
路
が
つ
い
て
お
り
、
明
治
末

期
に
は
百
戸
分
方
面
に
も
入
植

が
増
え
る
と
合
資
会
社
は
寺
を

中
心
と
し
て
日
用
品
店
、
宿
、

食
堂
な
ど
が
出
来
て
小
さ
な
街

を
形
づ
く
り
寺
町
と
い
わ
れ
た
。

　

中
士
幌
地
区
で
は
、
１
９
１

０
年
頃（
明
治
末
期
）に
な
る
と
、

下
台
が
先
進
地
域
と
し
て
完
成

し
高
台
へ
と
開
墾
が
拡
大
し
て

い
っ
た
。

　

川
上
村
の
分
村
は
、
鉄
道
中

士
幌
駅
の
高
台
移
転
に
よ
っ
て
、

中
士
幌
下
台
の
音
更
川
中
流
地

域
の
中
核
的
機
能
は
士
幌
市
街

と
高
台
の
中
士
幌
市
街
へ
移
し

去
っ
た
。

士
幌
で
初
め
て
の
開
墾
、

下
居
辺

　
中
士
幌
下
台
へ
の
美
濃
開

墾
合
資
会
社
入
植
よ
り
も
４
年

前
の
１
８
９
４
年（
明
治
27
年
）

頃
、
下
居
辺
で
開
墾
が
行
わ
れ

て
い
た
。
北
海
道
庁
事
業
手
河

野
常
吉
の「
十
勝
国
調
査
材
料
」

に
は
１
８
９
４
年（
明
治
27
年
）

居
辺
村
に
１
戸
１
人
が
入
地
、

１
８
９
６
年（
明
治
29
年
）３
月

現
在
で
戸
数
１
戸
人
口
１
人
が

７
５
０
０
坪（
２
町
５
反
）を
耕

し
、
雑
穀
45
俵
、
馬
鈴
し
ょ
30

俵
の
収
穫
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
池
田
町
町
史
編
さ
ん
室

の
調
査
に
よ
り
佐
野
玉
治
郎
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
下
居
辺
原

十勝国調査材料
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野
は
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

に
区
画
さ
れ
翌
年
か
ら
貸
付
さ

れ
た
の
で
佐
野
は
無
願
開
墾
で

あ
る
。
佐
野
は
１
８
９
５
年（
明

治
28
年
）12
月
愛
知
県
か
ら
中

川
郡
居
辺
村
へ
本
籍
を
移
し
て

い
る
の
で
、
当
士
幌
区
域
で
最

初
の
本
籍
者
と
な
る
。
玉
治
郎

は
１
８
９
８
年（
明
治
31
年
）家

督
を
長
男
に
譲
っ
て
い
る
。
佐

野
が
拓
い
た
と
思
わ
れ
る
土
地

は
１
８
９
９
年（
明
治
32
年
）６

月
、
坂
本
八
重
作
が
出
願
し
、

翌
年
許
可
に
な
り
１
９
０
８
年

（
明
治
41
年
）７
月
、
畑
16
町
１

反
余
が
坂
本
に
付
与
に
な
っ
て

い
る
。
坂
本
は
１
９
０
１
年（
明

治
34
年
）４
月
本
籍
を
凋
寒
村

南
６
線
か
ら
下
居
辺
の
現
地
へ

移
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
推
測

す
る
に
佐
野
が
開
墾
し
た
土
地

を
１
８
９
８
年（
明
治
31
年
）頃
、

坂
本
が
譲
り
受
け
佐
野
は
転
出

し
、
坂
本
が
利
別
太
か
ら
通
作

し
、
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

５
月
に
定
住
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。（
昭
和
33
年
、
柴
山
栄
太

郎
が
坂
本
の
縁
故
者
か
ら
聞
き

開
取
調
査
し
た
の
を
参
考
に
し

て
判
断
）

　

下
居
辺
地
区
の
本
格
的
な
入

植
開
始
は
１
９
０
２
年（
明
治

35
年
）か
ら
で
貸
付
開
始
と
同

時
に
、
小
池
吉
蔵
ら
５
戸
が
坂

本
の
近
く
に
入
植
ま
た
は
通
作

し
、
翌
年
に
は
飯
島
和
吉
ら
４

戸
が
入
り
急
速
に
居
辺
川
沿
両

岸
に
入
地
開
墾
が
進
ん
だ
。

　

坂
本
は
開
墾
作
業
に
つ
い
て

豊
富
な
経
験
か
ら
馬
を
た
く
さ

ん
飼
い
、
ア
イ
ヌ
を
使
っ
て
大

が
か
り
に
開
墾
を
進
め
た
。
他

の
農
家
も
高
島
、
利
別
な
ど
か

ら
の
経
験
者
の
移
転
入
植
者
が

多
か
っ
た
。
居
辺
川
の
上
流
で

は
、
１
９
０
３
年（
明
治
36
年
）

お
よ
び
１
９
０
９
年（
明
治
42

年
）に
わ
た
り
前
谷
ト
セ
が
30

号
～
34
号
間
８
７
０
町
を
買
受

け
、
１
９
１
０
年（
明
治
43
年
）

春
、
馬
２
０
０
頭
を
連
れ
28
号

に
住
居
を
構
え
、
牧
場
経
営
を

始
め
た
。

　

飯
島
和
吉（
初
代
）は
裸
一
貫

か
ら
努
力
、
産
を
な
し
若
く
し

て
人
望
を
集
め
、
１
９
１
６
年

（
大
正
５
年
）に
は
官
設
居
辺
駅

逓
所
を
開
設
、
郵
便
局
長
、
池

田
町
議
員
の
ほ
か
地
域
を
代
表

す
る
あ
ら
ゆ
る
公
職
を
引
き
受

け
下
居
辺
の
発
展
に
尽
く
し
て
、

住
民
の
敬
慕
を
集
め
死
後
頌
徳

碑
が
建
て
ら
れ
た
。
下
居
辺
は

池
田
の
区
域
で
あ
っ
た
が
地
域

住
民
の
要
望
に
よ
っ
て
１
９
３

３
年（
昭
和
８
年
）６
月
士
幌
村

に
編
入
さ
れ
た
。

百
戸
分
・
中
音
更
下
台

　

北
海
道
国
有
未
墾
地
処
分
法

１
８
９
７
年（
明
治
30
年
）の
制

定
に
よ
り
全
国
の
資
本
家
や
高

級
官
僚
が
、
北
海
道
開
拓
に
意

欲
を
燃
や
し
競
っ
て
適
地
を
探

し
て
申
請
し
た
。
１
９
０
３
年

（
明
治
36
年
）音
更
川
を
挟
ん
で

川
東（
字
中
士
幌
）は
23
号
付
近

川
西（
字
中
音
更
）26
号
付
近
か

ら
北
へ
、
両
岸
合
せ
て
約
１
０

０
戸
分（
５
０
０
町
歩
）を
熊
本

県
の
大
資
本
家
松
本
清
三
郎
が

貸
付
を
受
け
た
。
個
人
貸
付
の

最
高
限
度
の
面
積
で
あ
る
。
貸

付
許
可
は
受
け
た
が
手
を
付
け

な
い
ま
ま
権
利
を
中
田
宮
五
郎
、

西
部
民
太
郎
が
引
き
受
け
た
。

　

中
田
、
西
部
は
武
儀
団
体
開

拓
成
功
の
勢
い
を
か
っ
て
小
作

人
を
入
れ
自
ら
も
開
墾
を
進
め

た
。
音
更
仁
礼
農
場
へ
来
て
い

た
宮
城
県
黒
川
郡
の
高
橋
栄
三

郎
、
横
田
貞
太
郎
な
ど
が
１
９

０
５
年（
明
治
38
年
）、
中
音
更

の
小
作
地
あ
る
い
は
土
地
の
権

利
を
買
っ
て
入
地
し
、
同
郷
の

人
ら
が
次
々
と
入
植
し
て
来
た
。

川
東
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
鈴

木
農
場
へ
来
て
い
た
星
屋
理
助

が
郷
里
岐
阜
県
武
儀
郡
か
ら
親

戚
知
人
を
誘
い
、
１
９
０
６
年

（
明
治
39
年
）５
月
、
長
瀬
金
弥
、

波
多
野
小
三
郎
、
藤
村
要
助
、

長
屋
貞
助
が
中
田
か
ら
分
譲
を

受
け
て
入
植
し
た
。
同
年
山
本

善
太
郎
も
入
植
し
て
お
り
翌
年

か
ら
縁
故
を
頼
っ
て
内
地
か
ら

の
入
植
が
相
次
ぎ
、
集
落
を
形

成
し
て
い
っ
た
。
こ
の
地
区
の

入
植
は
個
人
移
住
で
あ
っ
た
が

手
持
資
金
の
あ
る
も
の
は
少
な

く
入
植
初
期
は
、
食
糧
に
事
欠

き
中
士
幌
下
台
へ
出
面
稼
ぎ
し

て
麦
を
１
升
２
升
と
買
っ
た
と

か
、
フ
キ
の
中
に
わ
ず
か
の
麦

を
入
れ
て
食
事
に
し
た
話
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

中
音
更
下
台
地
区
は
、
武
儀

団
体
や
仁
礼
農
場
か
ら
転
住
し

て
来
て
中
田
宮
五
郎
の
小
作
地

に
入
植
す
る
も
の
が
多
く
、
中

で
も
縁
故
を
頼
っ
て
宮
城
県
黒

川
郡
出
身
者
が
多
く
見
ら
れ
た
。

水
害
が
た
び
た
び
あ
り
土
地
が

削
ら
れ
、
自
作
地
を
求
め
、
中

音
更
高
台
あ
る
い
は
川
東
へ
の

移
動
す
る
者
が
出
て
拡
が
っ
て

行
っ
た
。

特
定
地
制
度
で
全
域
に
開

拓
広
が
る

　

北
海
道
の
未
墾
地
処
分
が
大

資
本
家
に
占
有
さ
れ
、
仲
介
業

者
に
よ
る
悪
弊
が
出
て
き
た
。

　

１
９
０
８
年（
明
治
41
年
）４

月
に
法
律
改
正
が
行
わ
れ
、
大

地
積
処
分
が
有
償
と
な
っ
た
ほ

か
新
た
に
自
作
農
を
志
し
、
そ

の
土
地
に
居
住
す
る
個
人
に
対

し
特
定
地
を
定
め
、
10
町
歩
を

限
度
に
貸
付
し
５
か
年
以
内
に

８
割
以
上
の
面
積
を
開
墾
し
た

時
、
無
償
付
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
当
地
方
で
開
墾
に
意

欲
を
燃
や
し
て
き
た
小
作
農
や

小
規
模
農
家
に
と
っ
て
、
大
き

な
は
ず
み
と
な
っ
て
士
幌
町
内

の
高
台
方
面
の
開
墾
が
急
速
に

進
み
、
士
幌
南
方
面
で
は
鈴
木

農
場
や
武
儀
団
体
か
ら
森
本
芳

兵
衛
、
加
納
吉
三
郎
な
ど
が
つ

ウオップ川のマッチ軸木工場
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ぎ
つ
ぎ
と
貸
付
を
受
け
移
っ
て

来
て
一
斉
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

　

上
音
更
方
面
で
は
中
河
牧
場

な
ど
が
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、

１
９
１
４
年（
大
正
３
年
）ウ
オ

ッ
プ
川
畔
に
安
井
義
太
郎
に
よ

る
ド
ロ
材
に
よ
る
マ
ッ
チ
軸
木

工
場
が
出
来
て
、
大
勢
の
人
が

働
き
未
墾
地
が
急
に
賑
や
か
に

な
っ
た
。
原
木
が
な
く
な
り
１

９
１
８
年（
大
正
７
年
）に
は
閉

鎖
に
な
っ
た
が
、
上
音
更
方
面

の
開
拓
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

上
音
更
地
区
は
１
９
１
７
年（
大

正
６
年
）に
貸
付
が
告
示
に
な

っ
て
、
散
発
的
に
入
植
が
始
ま

っ
た
。
気
象
条
件
、
土
地
条
件

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
の
地
方

の
初
期
入
植
者
は
、
冬
は
炭
焼

き
で
生
計
を
維
持
し
な
が
ら
困

苦
と
戦
っ
て
墾
地
を
広
げ
て
い

っ
た
。

　

１
９
０
７
年（
明
治
40
年
）

２
、
学
校
の
始
ま
り

簡
易
教
育
所
と
特
別
教
授
場

　

北
海
道
の
新
開
地
に
お
い
て

は
、
義
務
教
育
を
完
全
に
実
施

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

１
８
９
８
年（
明
治
31
年
）、
簡

易
教
育
規
定
が
制
定
さ
れ
翌
年

に
一
部
改
正
さ
れ
た
。
移
住
後

間
も
な
い
と
こ
ろ
で
戸
数
が
少

な
く
、
尋
常
小
学
校
を
設
置
で

き
な
い
場
合
は
簡
易
教
育
所
で

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
、
特
別
教
育
所（
通
常

特
別
教
授
所
と
い
っ
た
）を
設
け
、

頃
、
士
幌
南
地
区
に
入
植
し
数

年
で
成
功
し
た
加
納
吉
三
郎
は
、

郷
里
へ
行
っ
て
十
勝
開
拓
の
有

望
性
を
説
き
親
戚
を
誘
い
、
ま

た
二
男
、
三
男
の
若
者
を
呼
び

よ
せ
、
ど
ん
ど
ん
と
規
模
を
拡

大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
地
を

取
得
し
独
立
さ
せ
た
。
先
住
者

は
後
か
ら
の
新
移
住
者
の
面
倒

を
見
て
移
住
者
た
ち
は「
わ
ら

じ
脱
ぎ
宿
」と
し
て
永
く
親
戚

以
上
の
つ
き
あ
い
を
続
け
た
。

　

音
更
に
鈴
木
農
場
を
開
設
し

た
岐
阜
県
鈴
木
有
三
は
士
幌
の

現
在
の
南
旭
地
区
方
面
に
も
、

土
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
１
９

２
５
年（
大
正
14
年
）頃
か
ら
鎌

田
源
二
郎
、
井
尾
九
一
な
ど
小

作
人
が
入
植
し
た
。

上
居
辺
・
佐
倉
の
開
墾

　

士
幌
の
開
墾
は
川
沿
地
帯
か

ら
広
が
り
、
大
地
積
処
分
が
行

わ
れ
る
一
方
、
自
立
農
家
に
対

す
る
特
定
地
貸
付
に
よ
り
、
全

面
に
開
拓
が
進
ん
だ
。
大
正
初

期
に
は
現
在
の
士
幌
北
か
ら
上

居
辺
地
区
で
は
、
１
９
１
１
年

（
明
治
44
年
）長
島
治
吉
が
東
６
・

７
線
付
近
80
町
歩
の
貸
付
を
受

け
、
開
墾
を
始
め
た
の
が
最
初

と
な
り
、
１
９
１
５
年（
大
正

４
年
）に
は
、
人
舞
村（
現
在
の

新
得
町
）か
ら
仁
科
金
之
助
ら

７
戸
の
佐
幌
団
体
が
移
転
し
て

き
た
。
前
住
地
の
地
形
が
悪
く

耕
地
が
狭
い
の
で
、
将
来
を
考

え
適
地
を
物
色
、
た
ま
た
ま
売

り
に
出
て
い
た
東
10
線
付
近
、

本
郷
兵
吉
の
牧
場
３
２
０
町
を

１
５
０
０
円
ほ
ど
で
購
入
し
分

け
た
。
東
10
線
付
近
の
現
地
は

乾
燥
地
で
カ
シ
ワ
の
疎
林
、
川

沿
は
ヤ
チ
ダ
モ
の
密
林
で
あ
っ

た
。
同
年
秋
に
は
石
狩
国
沼
田

町
か
ら
現
在
の
柏
、
柏
野
付
近
、

羽
柴
政
吉
を
団
長
と
す
る
石
狩

団
体
十
数
戸
が
特
定
地
貸
付
制

度
に
よ
り
移
住
し
て
来
た
。
一

面
カ
シ
ワ
の
密
林
と
草
原
地
で

各
地
か
ら
の
移
転
入
植
が
続
き

既
に
前
住
地
で
の
開
墾
体
験
者

が
多
く
、
困
苦
の
中
に
も
開
墾

は
は
か
ど
っ
た
。
１
９
１
９
年

（
大
正
８
年
）に
は
政
府
高
官
松

室
致
の
松
室
農
場
２
６
０
余
町

が
開
設
に
な
り
、
近
在
か
ら
小

鈴木牧場

佐倉農場事務所

作
人
が
入
植
し
急
速
に
開
拓
が

進
ん
だ
。

　

27
号
以
南
で
は
、
千
葉
県
旧

佐
倉
藩
主
、
堀
田
正
恒
伯
爵
が

時
の
皇
太
子
殿
下
が
自
邸
に
行

啓
さ
れ
た
光
栄
を
記
念
し
て
居

辺
原
野（
現
在
の
佐
倉
地
区
）に

１
９
２
０
町
歩
の
貸
付
を
受
け
、

１
９
１
３
年（
大
正
２
年
）佐
倉

農
場
を
開
設
、
事
務
所
、
倉
庫

な
ど
を
建
て
小
作
人
を
募
集
、

音
更
仁
礼
農
場
か
ら
赤
間
平
治

ら
９
戸
が
入
植
、
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）か
ら
開
墾
が
始
め

ら
れ
た
。
農
場
で
は
漸
進
的
に

毎
年
10
戸
か
ら
15
戸
を
入
植
し
、

戸
数
は
し
だ
い
に
増
え
開
墾
地

は
広
が
っ
た
。

　

農
場
の
小
作
条
件
と
し
て
、

居
小
屋
建
築
用
原
木
無
償
交
付
、

小
屋
掛
補
助
15
円
、
井
戸
掘
補

助
５
円
、
開
墾
補
助
反
当
畑
２

円
、
田
20
円
、
耕
馬
購
入
補
助

20
円
、
農
機
具
購
入
補
助
15
円
、

小
作
契
約
・
鍬
下
３
年
無
年
貢

４
年
目
、
反
当
大
豆
15
斤（
１

０
０
斤
で
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
）５

年
目
25
斤
、
６
年
目
35
斤
、
最

高
は
40
斤
と
決
め
て
い
た
が
凶

作
な
ど
の
減
免
で
最
高
を
出
し

た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
他
の
農
場
や
個
人

地
主
で
は
見
ら
れ
な
い
、
恵
ま

れ
た
条
件
で
あ
っ
た
。

　

１
９
２
１
年（
大
正
10
年
）か

ら
始
ま
っ
た
士
幌
土
功
組
合
の

造
田
事
業
に
、
農
場
は
深
く
参

入
し
た
の
が
失
敗
に
終
わ
り
、

小
作
人
は
湿
地
と
凶
作
に
よ
っ

て
苦
悩
す
る
こ
と
と
な
り
成
功

検
査
後
、
自
給
自
足
を
建
て
前

と
し
た
農
場
は
し
だ
い
に
経
営

が
苦
境
に
立
っ
た
。
農
場
は
小

作
人
自
立
の
た
め
、
１
９
３
３

年（
昭
和
８
年
）か
ら
翌
年
で
１

１
６
０
町
歩
を
小
作
人
に
解
放

売
渡
し
、
自
作
農
66
戸
が
創
設

さ
れ
た
。
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３
、
開
拓
者
た
ち

自
給
の
く
ら
し

　

下
居
辺
開
拓
者
飯
島
つ
ぎ
の

昔
話
に
よ
る
と
、
１
９
０
８
年

（
明
治
41
年
）、
15
歳
で
飯
島
家

へ
嫁
い
で
来
た
時
は
土
間
に
乾

草
を
敷
い
た
小
屋
で
、
む
し
ろ

し
て
い
た
が
危
険
な
の
で
、
要

請
運
動
を
し
急
き
ょ
中
音
更
に

も
空
小
屋
を
借
り
東
部
よ
り
10

日
遅
れ
で
西
部
教
授
場
と
し
て

開
設
し
た
。
教
員
は
東
部
と
西

部
を
か
け
持
ち
で
１
週
間
お
き

に
授
業
を
し
、
先
生
の
い
な
い

間
は
授
業
も
休
み
で
熱
心
な
子

ど
も
は
先
生
と
共
に
丸
木
橋
を

渡
っ
て
、
向
い
の
教
授
場
へ
通

っ
た
。
中
音
更
へ
専
属
の
教
員
、

大
畑
昌
太
郎
が
配
置
に
な
っ
た

の
は
翌
年
２
月
で
あ
っ
た
。
両

方
の
教
授
場
は
付
属
と
い
う
こ

と
で
紀
元
節
や
卒
業
式
と
い
う

よ
う
な
大
き
な
行
事
に
は
、
中

士
幌
の
教
育
所
ま
で
行
っ
て
一

緒
に
行
っ
た
。

　

１
９
１
１
年（
明
治
44
年
）に

は
中
士
幌
が
音
更
第
七
尋
常
小

学
校
に
昇
格
し
、
東
特
別
教
授

場
が
音
更
第
十
教
育
所
に
、
翌

１
９
１
２
年（
大
正
元
年
）西
特

別
教
授
場
が
音
更
第
十
一
教
育

所
に
格
上
げ
に
な
っ
た
。

　

両
教
授
場
が
尋
常
小
学
校
に

昇
格
し
た
の
は
北
中
士
幌（
の

ち
の
士
幌
小
）が
１
９
１
６
年

（
大
正
５
年
）、
北
中
音
更
が
翌

年
で
あ
っ
た
。
開
拓
の
進
行
と

共
に
校
舎
の
改
築
に
も
い
く
ら

か
公
費
が
配
分
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

下
居
辺
地
区
で
は
、
入
植
開

始
５
年
後
の
１
９
０
７
年（
明

治
40
年
）２
月
よ
う
や
く
居
辺

教
育
所
付
属
の
特
別
教
授
場
と

し
て
許
可
に
な
り
、
１
９
１
２

年（
明
治
45
年
）に
は
下
居
辺
教

育
所
と
な
り
１
９
１
９
年（
大

正
８
年
）　

下
居
辺
尋
常
小
学

校
と
な
っ
た
。

　

佐
倉
地
区
で
は
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）、
農
場
開
設
以
来

子
ど
も
た
ち
は
東
７
線
11
号
の

特
別
教
授
場
ま
で
通
っ
て
い
た
。

　

１
９
１
６
年（
大
正
５
年
）、

学
校
新
築
の
許
可
を
受
け
農
場

は
用
地
を
提
供
、
建
築
費
、
設

備
費
３
８
０
円
余
を
寄
付
、
新

築
完
成
、
翌
年
７
月
佐
倉
尋
常

小
学
校
が
開
校
し
た
。
士
幌
町

内
で
最
初
か
ら
正
規
の
尋
常
小

学
校
が
開
校
し
た
の
は
当
校
だ

け
で
あ
っ
た
し
、
校
舎
も
当
時

の
開
拓
地
と
し
て
は
完
備
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

西
上
音
更
方
面
で
は
中
音
更

の
特
別
教
授
場
ま
で
通
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
部
落
民

が
西
１
線
38
号
に
仮
校
舎
を
建

て
１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）12

月
、
西
上
音
更
特
別
教
授
場
を

開
設
し
た
。
児
童
数
は
20
名
で

あ
っ
た
。
１
９
２
２
年（
大
正

11
年
）に
は
西
２
線
40
号
に
移

転
し
た
が
、
翌
年
尋
常
小
学
校

に
昇
格
、
上
士
幌
と
の
分
村
に

よ
り
通
学
区
域
が
両
村
に
ま
た

が
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
１

９
３
３
年（
昭
和
８
年
）に
現
在

地
へ
移
転
し
た
。

　

昭
和
初
期
、
民
有
未
墾
地
開

放
に
よ
る
新
開
地
の
現
在
の
朝

陽
地
区
に
旭
特
別
教
授
場
が
１

９
３
１
年（
昭
和
６
年
）に
開
設
、

新
田
地
区
で
は
１
９
３
２
年（
昭

和
７
年
）新
田
特
別
教
授
場
が

開
設
に
な
っ
た
。

毎
月
10
日
間
以
上
、
本
校
か
ら

教
師
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の

と
、
そ
の
町
村
居
住
の
民
間
人

で
相
当
の
資
格
を
備
え
、
か
つ

設
備
が
あ
る
場
合
そ
の
人
に
教

育
を
嘱
託
す
る
と
い
う
２
つ
の

方
法
が
と
ら
れ
た
。

　

士
幌
町
域
内
で
最
初
の
教
育

が
行
わ
れ
た
の
は
、
中
士
幌
下

台
に
開
拓
僧
松
浪
楞
範
に
よ
っ

て
寺
小
屋
式
教
育
を
し
た
の
が
、

一
説
に
１
９
０
０
年（
明
治
33

年
）と
い
わ
れ
て
い
る
が
年
代

は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
開

拓
草
創
期
は
建
物
、
教
材
、
そ

れ
に
先
生
も
開
拓
者
で
用
意
す

れ
ば
、
教
員
の
給
料
だ
け
は
、

村
が
負
担
す
る
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
っ
た
。

　

中
士
幌
下
台
に
公
立
の
教
育

施
設
と
し
て
１
９
０
４
年（
明

治
37
年
）、
中
士
幌
奥
簡
易
教

育
所
が
開
設
さ
れ
寺
小
屋
を
し

て
い
た
松
浪
が
初
代
教
員
と
な

っ
た
。
美
濃
開
墾
合
資
会
社
の

事
務
所
を
仮
教
室
に
し
、
机
は

ド
ロ
の
木
の
皮
を
伸
ば
し
板
に

し
て
土
間
に
座
っ
て
授
業
を
し

た
。

　

１
９
０
７
年（
明
治
40
年
）に

は
学
制
が
変
っ
て
義
務
教
育
は

そ
れ
ま
で
４
年
間
で
あ
っ
た
の

が
、
６
年
と
な
り
教
科
に
地
理
、

歴
史
、
理
科
、
唱
歌
な
ど
を
教

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
士
幌

奥
簡
易
教
育
所
の
名
称
は
、
１

９
０
６
年（
明
治
39
年
）に
音
更

第
七
簡
易
教
育
所
、
翌
年
に
音

更
第
七
教
育
所
と
改
め
ら
れ
た
。

　

士
幌
百
戸
分
で
は
入
植
が
始

ま
っ
て
か
ら
３
年
目
の
１
９
０

８
年（
明
治
41
年
）５
月
に
住
民

が
、
材
料
を
持
ち
寄
っ
て
草
ぶ

き
土
壁
の
小
屋
を
造
り
、
上
居

辺
へ
牧
場
開
設
に
来
て
い
た
長

島
治
吉
を
教
師
に
委
嘱
し
て
、

中
士
幌
の
第
七
教
育
所
付
属
の

東
部
教
授
場
と
し
て
開
設
し
た
。

音
更
川
対
岸
の
中
音
更
か
ら
も

丸
木
橋
を
渡
っ
て
来
る
こ
と
に

佐倉尋常小学校

下居辺小の前身特別教授所（大正８年）
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を
下
げ
た
入
口
か
ら
熊
が
の
ぞ

く
の
で
内
か
ら
し
ん
ば
り
棒
を

し
て
防
い
だ
。
箸
も
茶
わ
ん
も

な
か
っ
た
。
馬
を
高
島
の
実
家

か
ら
持
っ
て
き
て
馬
耕
を
し
た
。

　

１
９
１
３
年（
大
正
２
年
）に

佐
倉
へ
入
っ
た
文
屋
七
三
郎
の

妻
ふ
よ
は
、
食
べ
る
も
の
は
畑

と
山
か
ら
と
れ
る
も
の
の
外
、

川
魚
と
野
う
さ
ぎ
が
な
ん
ぼ
で

も
と
れ
た
の
で
心
配
は
な
か
っ

た
が
一
番
困
っ
た
の
は
、
ボ
ロ

の
つ
く
ろ
い
も
の
を
す
る
針
と

糸
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
語
っ
て
い
た
。

　

美
濃
開
墾
合
資
会
社
入
植
直

後
の
１
８
９
８
年（
明
治
31
年
）

に
生
ま
れ
た
五
十
川
重
義
は
、

母
乳
が
出
な
い
た
め
ソ
バ
粉
を

溶
か
し
て
育
て
ら
れ
た
と
い
う
。

百
戸
へ
入
植
し
た
土
屋
フ
キ
は

カ
ン
テ
ラ
の
石
油
を
買
い
に
、

中
士
幌
下
台
へ
四
合
ビ
ン
を
下

開拓当時 ( 明治45年 ) の飯島家

げ
て
出
掛
け
日
暮
れ
に
な
り
草

原
に
迷
っ
て
夜
露
に
腰
ま
で
濡

れ
、
さ
ま
よ
っ
て
い
る
内
に
家

人
が
探
し
に
来
て
助
か
っ
た
と

語
っ
た
。
西
上
へ
１
９
１
８
年

（
大
正
７
年
）に
入
っ
た
松
浦
褜

吉
は
、
馬
を
使
わ
ず
夜
も
腰
に

カ
ン
テ
ラ
を
下
げ
て
手
起
こ
し

で
畑
を
拓
い
た
。

　

１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）に

音
更
か
ら
入
っ
た
伊
藤
豊
蔵
は

小
学
校
６
年
生
を
終
え
る
と
す

ぐ
に
、
蜂
屋
太
三
郎
に
奉
公
に

入
り
新
墾
起
こ
し
に
つ
い
て
歩

き
近
隣
村
を
回
っ
て
４
頭
引
き

プ
ラ
オ
扱
い
を
覚
え
、
そ
の
稼

ぎ
で
父
の
新
墾
を
３
年
間
に
８

町
拓
く
こ
と
が
で
き
た
。
馬
が

１
頭
し
か
い
な
い
家
で
は
賃
耕

す
る
の
に
、
１
反
歩
起
し
賃
２

円
、
ハ
ロ
ー
４
回
で
１
円
60
銭

か
か
り
現
金
収
入
の
な
い
開
拓

者
は
、
そ
の
金
を
都
合
す
る
こ

と
が
非
常
に
難
儀
で
あ
っ
た
。

　

ど
こ
の
家
で
も
入
植
し
て
来

た
初
年
は
、
新
墾
起
こ
し
で
準

備
に
手
間
取
り
食
料
の
ま
き
付

け
が
遅
く
な
っ
た
が
、
イ
ナ
キ

ビ
、
ソ
バ
、
野
菜
類
を
ま
い
た
。

百
戸
分
入
植
の
４
戸
は
食
う
物

が
な
く
越
年（
お
つ
ね
ん
）に
は

全
部
死
ぬ
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
た

が
、
そ
の
年
豊
作
で
生
き
の
び

る
こ
と
が
で
き
た
。
下
台
の
場

合
12
～
13
年
は
無
肥
料
で
も
と

れ
た
。
販
売
作
物
と
し
て
、
菜

豆
の
ビ
ル
マ
が
新
墾
に
合
い
中

長
ウ
ズ
ラ
、手
な
し（
長
ウ
ズ
ラ
）

が
よ
く
作
ら
れ
の
ち
に
大
豆
は

作
り
や
す
い
の
で
、
急
速
に
広

が
っ
て
十
勝
の
代
表
作
物
に
な

っ
た
。

凶
作
と
好
不
況

　

入
植
直
後
の
開
拓
者
に
思
い

が
け
な
い
災
害
が
し
ば
し
ば
襲

い
か
か
り
、
定
着
を
お
び
や
か

し
た
。
美
濃
開
墾
合
資
会
社
が

入
植
し
た
１
８
９
８
年（
明
治

31
年
）８
月
に
、
全
道
を
襲
っ

た
大
水
害
で
下
台
は
一
面
の
大

海
と
な
り
命
か
ら
が
ら
背
負
わ

れ
て
、
高
台
へ
逃
げ
た
と
思
い

出
が
語
ら
れ
て
い
た
。
１
９
０

２
年（
明
治
35
年
）、
冷
害
暴
風

の
凶
作
、
１
９
０
７
年（
明
治

40
年
）豪
雨
冠
水
、１
９
０
８
年
、

１
９
０
９
年（
明
治
41
、
42
年
）

虫
害
で
豆
作
大
被
害
、
１
９
１

１
年（
明
治
44
年
）大
雨
と
災
害

が
続
き
入
植
者
は
悲
惨
な
生
活

に
陥
る
者
が
相
次
い
だ
。

　

開
拓
当
時
３
年
に
１
回
は
凶

作
が
あ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
戒

め
ら
れ
た
。

　

開
拓
が
進
む
と
共
に
農
家
は

販
売
作
物
の
雑
穀
類
を
多
作
し

価
格
の
上
下
、
作
況
の
豊
凶
に

よ
っ
て
生
活
経
営
が
浮
沈
激
動

を
繰
り
返
し
、
作
物
に
よ
っ
て

運
、
不
運
が
分
か
れ
た
。

　

１
９
１
４
年（
大
正
３
年
）に

始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、

十
勝
農
村
に
思
い
が
け
な
い
好

況
を
も
た
ら
し
大
農
、
粗
放
経

営
指
向
を
も
た
ら
し
た
。

　

大
正
３
、
４
年
の
雑
穀
の
低

値
と
大
正
７
、
８
年
の
天
井
値

を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

青
え
ん
豆
～
３
円
30
銭
→
25
円

大
手
亡
～
３
円
30
銭
→
23
円
30

銭金
時
～
３
円
30
銭
→
23
円

長
ウ
ズ
ラ
～
３
円
→
19
円

　

当
時
、
白
米
１
俵
12
、
13
円

河西橋を渡って帯広へ入る馬車の列

で
あ
っ
た
か
ら
豆
１
俵
を
も
っ

て
行
っ
て
米
１
俵
と
し
ょ
う
油

８
升
樽
１
本
、
石
油
２
缶
入
り

１
箱
買
っ
て
も
ま
だ
釣
り
が
来

た
の
で
あ
る
か
ら
農
家
の
鼻
息

は
荒
く
、
投
機
欲
に
燃
え
開
墾

は
大
い
に
進
み
豆
類
の
作
付
が

急
に
伸
び
、
帯
広
の
雑
穀
商
の

活
躍
、
商
店
街
、
花
柳
界
の
好

況
は
数
々
の
珍
談
を
残
し
て
い

る
。
士
幌
方
面
か
ら
の
農
作
物

は
馬
車
で
帯
広
へ
搬
入
さ
れ
途

中
、
雑
穀
仲
買
人
が
活
躍
し
途

中
に
あ
る
農
作
物
検
査
所
で
先

を
争
っ
て
列
を
な
し
、
帯
広
入

口
の
河
西
橋
付
近
で
は
馬
車
の

列
と
雑
穀
商
で
混
雑
を
極
め
た
。

　

し
か
し
、
大
戦
好
況
は
永
く

続
か
な
か
っ
た
。
戦
争
が
終
わ

る
と
不
況
に
陥
り
、
１
９
２
０

年（
大
正
９
年
）に
は
凶
作
に
襲

わ
れ
、
豆
の
価
格
が
暴
落
す
る

と
借
金
し
て
土
地
投
機
を
し
た
り
、

高
い
肥
料
代
を
前
借
り
し
て
増

産
を
夢
見
た
農
家
は
た
ち
ま
ち

借
金
地
獄
に
墜
ち
た
。
現
金
貸

借
は
１
か
月
２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
３
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
で

あ
っ
た
か
ら
、
３
年
で
倍
に
な
っ

た
。
貧
富
の
差
が
大
き
く
な
り

脱
落
す
る
も
の
、
小
作
農
に
転

落
す
る
も
の
が
続
出
し
た
。
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も
早
く
か
ら
開
け
た
中
士
幌
地

域
が
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、

中
士
幌
の
東
の
方
は
湿
地
帯
が

多
く
、
住
民
の
反
対
も
あ
っ
て

分
村
を
拒
み
、
ま
た
川
西
方
面

で
も
種
馬
場
用
地
を
分
割
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局

中
士
幌
だ
け
が
突
出
し
た
形
で

分
村
の
境
界
が
決
ま
っ
た
。

新
村
川
上
村
の
発
足

　

１
９
２
１
年（
大
正
10
年
）４

月
、
川
上
村
が
分
村
独
立
し
住

民
は
新
村
誕
生
の
喜
び
に
包
ま

れ
た
。

　

川
上
村
の
区
域
の
東
の
境
界

は
中
川
郡
と
の
郡
境
と
な
っ
て

お
り
、
川
合
村
と
隣
接
し
て
い

る
。
図
面
上
に
よ
れ
ば
サ
ッ
ク

シ
ュ
オ
リ
ベ
ツ
川
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
は
佐
倉
小
学
校

や
佐
倉
農
場
な
ど
の
過
半
が
川

合
村
と
な
る
こ
と
に
な
る
が
、

当
時
の
戸
籍
簿
な
ど
に
よ
れ
ば

１
、
分
村
成
る

第四章  新村誕生
分
村
の
機
運

　

特
定
地
貸
付
制
度
と
第
一
次

世
界
大
戦
の
好
況
は
、
十
勝
開

拓
熱
を
あ
お
り
大
正
中
期
に
は

音
更
村
の
人
口
は
10
年
間
に
３

倍
に
も
な
り
、
士
幌
の
原
野
各

地
で
開
墾
が
急
速
に
拡
が
っ
て

奥
地
へ
奥
地
へ
と
入
植
が
続
い

た
。
入
植
者
に
と
っ
て
音
更
の

役
場
は
あ
ま
り
に
も
遠
す
ぎ
た
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
期
限
内

に
届
け
出
す
る
者
は
少
な
く
、

土
地
の
有
志
に
頼
ん
で
お
い
た

ら
年
を
越
し
て
半
年
も
遅
れ
て

籍
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

例
も
あ
る
。
勢
多
の
奥
地
に
入

っ
た
学
校
の
先
生
は
毎
月
の
給

料
を
受
取
り
に
２
日
が
か
り
で
、

乗
馬
で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
役
場
当
局
も
20
キ

ロ
以
上
に
及
ぶ
道
な
き
奥
地
へ

の
行
政
に
は
手
が
廻
り
か
ね
た
。

南
北
70
キ
ロ
、
１
６
０
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
河
東
郡
１
村

と
い
う
音
更
で
分
村
の
声
が
具

体
的
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
１

９
１
８
年（
大
正
７
年
）頃
で
あ

っ
た
。１
９
２
０
年（
大
正
９
年
）

着
任
し
た
竹
内
村
長
は
、
分
村

を
自
分
の
地
域
に
有
利
に
導
こ

う
と
し
て
、
連
日
押
し
か
け
る

陳
情
に
嫌
気
を
さ
し
た
の
か
数

か
月
で
札
幌
へ
帰
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

当
時
一
部
で
は
、
時
期
尚
早

の
声
も
あ
っ
た
が
士
幌
か
ら
村

会
議
員
に
出
て
い
た
内
木
文
兵

衛
、
波
多
腰
円
一
、
そ
れ
に
部

長
中
川
吉
三
郎
ら
が
代
表
と
な

り
熱
心
に
運
動
し
て
道
庁
を
動

か
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
勢

か
ら
考
え
て
分
村
は
必
至
で
あ

っ
た
。

　

１
９
２
０
年（
大
正
９
年
）12

月
に
は
、
字
上
音
更
、
上
士
幌
、

士
幌
、
そ
れ
に
中
士
幌
、
中
音

更
の
一
部
な
ど
を
含
め
た
地
域

を
一
か
村
と
し
、
ク
テ
ク
ウ
シ
、

瓜
幕
、
美
蔓
、
上
幌
内
、
そ
れ

に
上
然
別
の
一
部
を
含
め
た
区

域
を
一
か
村
と
す
る
分
割
を
内

定
し
た
。
前
者
は
音
更
川
の
川

上
に
当
る
と
い
う
こ
と
で
川
上

村
を
称
し
、
後
者
を
鹿
追
村
と

す
る
こ
と
と
し
て
、
正
式
に
分

村
を
申
請
し
た
結
果
、
北
海
道

庁
告
示
で
１
９
２
１
年（
大
正

10
年
）４
月
１
日
付
で
両
村
を

分
村
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
村
界
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で

あ
っ
た
。
川
上
村
の
場
合
、
最

秋田　浅吉
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沢口清喜家畜医院

河西橋を行く客馬車

平田欽逸家畜医院

２
、
鉄
道
開
通
と
村
名
改
称

客
馬
車
と
自
転
車

　

開
墾
が
士
幌
原
野
の
全
地
に

広
が
り
、
雑
穀
の
生
産
地
と
し

て
活
気
が
み
な
ぎ
り
、
上
士
幌
、

士
幌
、
中
士
幌
方
面
か
ら
の
唯

一
の
交
通
路
と
し
て
音
更
川
沿

道
路
は
、
馬
車
で
賑
わ
う
よ
う

に
な
っ
た
。

　

農
産
物
は
１
日
か
２
日
が
か

り
で
12
～
13
俵
を
積
み
帯
広
で

売
っ
て
、
日
用
品
や
肥
料
、
縄
、

か
ま
す
な
ど
を
仕
入
れ
て
来
る

の
で
あ
っ
た
。
遠
く
東
居
辺
の

奥
地
か
ら
悪
路
を
帯
広
へ
出
る

人
た
ち
は
難
渋
し
た
。
ま
た
馬

佐
倉
農
場
区
域
内
は
川
上
村
字

中
士
幌
と
な
っ
て
お
り
、
事
実

上
川
上
村
の
行
政
区
域
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
い
た
。

　

役
場
は
一
時
西
２
線
27
号
西

北
角
、
中
川
吉
三
郎
宅
に
置
い

た
の
ち
、
西
２
線
１
６
７
番
地

の
９
、
山
田
銀
七
所
有
住
宅（
現

む
ら
は
し
歯
科
医
院
の
敷
地
）

を
改
修
し
仮
庁
舎
と
し
、
大
正

14
年
６
月
西
２
線
１
６
２
番
地

の
９
に
新
庁
舎
が
落
成
移
庁
し

た
。

　

川
上
村
初
代
村
長
に
は
幕
別

役
場
勧
業
主
任
の
秋
田
浅
吉
が

赴
任
し
、
首
席
書
記
小
野
寺
喜

三
郎
、
書
記
舟
橋
弥
三
郎
、
高

橋
慶
造
、
野
曽
原
直
隶
、
吏
員

藤
森
国
治
、
遠
藤
三
郎
、
宮
脇

可
一
、
高
橋
一
が
発
令
さ
れ
や

が
て
収
入
役
に
尾
形
栄
治
が
就

任
し
た
。

　

開
拓
初
期
の
財
政
力
が
弱
い

町
村
は
北
海
道
二
級
町
村
制
が

適
用
さ
れ
、
二
級
町
村
で
は
町

村
長
、
書
記
の
給
料
が
道
庁
か

ら
支
給
さ
れ
任
命
、
異
動
は
道

庁 （
支
庁
長
）が
発
令
し
た
。

な
お
開
拓
途
上
の
川
上
、
鹿
追

両
村
を
分
離
し
た
音
更
村
は
同

日
付
を
も
っ
て
一
級
村
に
昇
格

し
、
村
長
は
村
会
で
推
せ
ん
し

て
決
め
昇
格
を
記
念
し
て
同
年

２
階
建
て
の
庁
舎
を
新
築
し
た
。

　

初
め
て
の
村
会
議
員
の
選
挙

は
１
９
２
１
年（
大
正
10
年
）６

月
に
行
わ
れ
、
定
員
10
人
、
任

期
２
年
で
あ
っ
た
。
有
権
者
は

直
接
国
税
年
額
３
円
以
上
を
納

入
し
て
い
る
男
と
い
う
制
限
選

挙
で
あ
っ
た
。

　

分
村
に
と
も
な
う
部
長
区
域

（
行
政
区
）が
村
会
で
決
め
ら
れ
、

第
１
部
か
ら
第
14
部
ま
で
置
か

れ
部
長
は
村
長
が
村
会
の
議
決

を
経
て
任
命
し
た
。

　

１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）境

界
変
更
で
、
上
居
辺
、
朝
陽
方

面
の
区
域
が
編
入
に
な
る
と
、

行
政
区
は
24
部
と
な
っ
た
。

獣
医
師
と
装
蹄
所

　

馬
が
開
墾
の
主
役
で
あ
っ
た

頃
か
ら
獣
医
と
、
馬
の
蹄
を
削

り
蹄
鉄
を
装
着
す
る
装
蹄
師
が

大
事
な
存
在
で
、
初
期
に
は
同

居
し
て
開
業
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

　

大
正
初
期
中
士
幌
下
台
の
寺

町
に
川
辺
勝
二
が
蹄
鉄
所
を
開

き
、
同
じ
場
所
で
佐
々
木
獣
医

が
開
業
し
て
お
り
、
後
に
中
士

幌
市
街
へ
移
っ
た
。
中
士
幌
で

は
佐
々
木
が
転
出
し
た
あ
と
斉

藤
実
が
１
９
３
１
年（
昭
和
６

年
）に
獣
医
を
開
業
し
た
。

　

士
幌
市
街
草
創
期
の
１
９
１

９
年（
大
正
８
年
）５
月
、
平
田

欽
逸
が
現
在
の
睦
地
区
に
家
畜

医
院
を
開
業
し
獣
医
と
装
蹄
を

兼
ね
て
い
た
。
１
９
２
４
年（
大

正
13
年
）11
月
現
在
の
高
徳
地

区
の
小
森
金
助
装
蹄
所
に
沢
口

清
喜
が
獣
医
を
開
業
し
、
そ
の

後
、
現
在
の
神
苑
地
区
に
家
畜

医
院
を
新
築
し
て
移
っ
た
。
沢

口
は
北
海
道
庁
馬
匹
去
勢
技
術

員
を
拝
命
し
て
い
た
。
士
幌
市

街
の
装
蹄
所
で
は
棚
田
某
、
小

森
金
助
、
瀬
戸
栄
雄
ら
が
初
期

の
開
設
で
あ
っ
た
。
下
居
辺
で

車
運
送
を
稼
業
と
す
る
者
も
い

た
。
１
９
２
２
年（
大
正
11
年
）

５
月
、
新
聞
広
告
で
中
士
幌
―

士
幌
間
客
馬
車
の
広
告
が
出
て

い
る（
勝
毎
七
十
年
史
に
よ
る
）

間
も
な
く
、
松
山
京
市
、
井
川

治
兵
衛
が
士
幌
、
帯
広
間
の
運

行
を
始
め
、
松
山
京
市
は
そ
の

後
自
動
車
の
定
期
運
行
に
切
り

換
え
た
。
１
９
１
９
年（
大
正

８
年
）上
居
辺
の
教
員
、
前
田

春
吾
は
近
隣
で
は
初
め
て
自
転

車
を
買
っ
て
乗
っ
た
。
価
格
40

円
と
記
録
し
て
い
る
。
同
じ
年

森
本
芳
兵
衛
、
山
田
銀
七
が
自

転
車
を
買
い
古
川
銀
市
は
帯
広

ま
で
２
時
間
で
行
っ
た
と
い
う
。

は
大
正
の
未
頃
鈴
木
久
治
が
蹄

鉄
工
場
を
開
い
た
。

　

士
幌
市
街
の
獣
医
は
前
記
の

ほ
か
１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）

に
秋
間
勇
、
島
田
寛
、
鈴
木
清
、

１
９
３
６
年（
昭
和
11
年
）に
は

西
部
宮
松
が
開
業
し
た
。
獣
医

は
家
畜
の
診
療
に
当
た
る
と
と

も
に
農
業
技
術
農
政
の
よ
き
指

導
者
で
も
あ
っ
た
。
１
９
４
９

年（
昭
和
24
年
）農
業
共
済
組
合

発
足
後
、
獣
医
師
は
組
合
家
畜

診
療
所
に
所
属
す
る
者
が
多
か

っ
た
。
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念
願
の
鉄
道
工
事

　

人
々
は
鉄
道
の
開
通
を
熱
望

し
た
。１
９
０
９
年（
明
治
42
年
）

人
家
稀
れ
な
原
野
に
鉄
道
調
査

の
役
人
が
来
る
と
い
う
こ
と
が
、

安
村
治
高
丸
の
日
記
に
書
か
れ

て
い
る
。
分
村
と
同
時
に
最
大

の
懸
案
は
鉄
道
敷
設
の
促
進
で

あ
っ
た
。
１
９
２
１
年（
大
正

10
年
）６
月
、
新
村
の
村
長
秋

田
浅
吉
、
村
議
小
椋
国
蔵
、
鈴

木
泰
助
の
３
人
で
旭
川
の
建
設

事
務
所
へ
鉄
道
促
進
の
陳
情
に

行
っ
た
時
、
先
方
で
は「
よ
く

来
て
く
れ
た
」と
い
っ
た
調
子

で
話
は
予
想
外
に
は
か
ど
っ
た
。

政
府
は
沿
線
の
開
拓
進
度
が
早

く
資
源
が
豊
富
な
こ
と
に
加
え

て
、
本
道
を
縦
貫
し
て
旭
川
へ

通
ず
る
軍
事
面
の
有
用
性
も
あ

っ
た
の
で
な
い
か
と
い
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
中
央
で
佐
倉
農
場

主
堀
田
正
恒
伯
爵
が
大
い
に
尽

力
し
た
と
も
い
わ
れ
、
広
尾
線

に
比
べ
意
外
に
順
調
に
進
ん
だ

の
で
あ
っ
た
。
工
事
は
１
９
２

４
年（
大
正
13
年
）ま
で
に
完
成

予
定
と
さ
れ
た
が
、
尚
予
断
を

許
さ
ず
一
刻
も
早
く
完
成
を
望

む
熱
望
か
ら
１
９
２
１
年（
大

正
10
年
）12
月
６
日
、
上
士
幌

線
達
成
村
民
大
会
が
開
か
れ
川

合
村
区
域
の
上
居
辺
、
下
居
辺

村
民
も
加
え
、
全
戸
請
願
の
陳

情
と
陳
情
費
用
を
各
戸
か
ら
寄

付
金
を
募
り
、
５
９
２
名
の
署

名
を
添
え
１
９
２
１
年（
大
正

10
年
）12
月
、
貴
族
院
議
長
宛

請
願
書
を
提
出
し
た
。

　

住
民
や
投
機
家
た
ち
の
熱
い

期
待
の
内
に
１
９
２
１
年（
大

正
10
年
）比
較
線
実
測
、
翌
年

10
月
帯
広
駅
か
ら
着
工
第
三
工

区
桔
梗
ヶ
丘（
駒
場
駅
）～
上
士

幌
間
は
、
１
９
２
５
年（
大
正

14
年
）６
月
着
工
し
た
が
住
民

の
強
い
要
望
で
上
士
幌
ま
で
の

完
成
を
待
た
ず
、
士
幌
ま
で
の

完
成
で
列
車
運
行
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

歓
喜
の
開
通
式

　

１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）12

月
10
日
、
帯
広
～
士
幌
間
に
鉄

道
が
開
通
し
た
。
各
駅
で
は
歓

迎
門
を
建
て
花
火
を
打
ち
上
げ
、

歓
声
を
上
げ
て
迎
え
、
中
士
幌

駅
で
は
住
民
が
仮
装
行
列
で
歓

迎
、
士
幌
で
は
小
学
校
児
童
が

梅
野
校
長
作
詞
の
祝
い
歌
を
歌

い
、
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
旗

行
列
を
し
た
。
祝
賀
式
が
帯
広

小
学
校
を
会
場
に
し
て
、
帯
広

市
、
音
更
両
村
で
開
催
出
席
者

全
員
で
沿
線
を
視
察
し
た
。

　

列
車
は
士
幌
駅
か
ら
帯
広
駅

間
３
往
復
、
片
道
料
金
48
銭
で

あ
っ
た
。

　

士
幌
―
上
士
幌
間
の
工
事
は

引
き
続
き
行
わ
れ
翌
年
７
月
、

開
通
し
た
。
今
ま
で
音
更
川
を

流
送
し
て
い
た
木
材
は
上
士
幌

駅
か
ら
輸
送
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
上
士
幌
も
目
ざ
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

上
居
辺
地
区
の
編
入

　

河
東
郡
川
上
村
と
中
川
郡
川

合
村（
現
在
の
池
田
町
）と
の
境

界
は
、
サ
ッ
ク
シ
ュ
オ
リ
ベ
ツ

川
で
あ
っ
た
が
サ
ッ
ク
シ
ュ
川

以
東
の
上
居
辺
地
区
住
民
は
、

川
合
村
役
場
へ
は
40
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
余
も
離
れ
て
お
り
川
上
村

誕
生
の
前
か
ら
川
上
村
区
域
へ

の
編
入
を
希
望
し
て
い
た
。

　

川
上
村
分
村
が
誕
生
し
た
１

９
２
１
年（
大
正
10
年
）10
月
に

は
陳
情
書
が
、
道
庁
長
官
に
提

出
さ
れ
た
。（
道
庁
文
書
館
保
管
）

文
書
に
は
当
時
の
住
民
97
戸
が

署
名
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

一
部
住
民（
代
表
福
沢
豊
三
）か

ら
の
反
対
陳
情
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
趣
旨
は
川
上
村
は
分

村
後
日
浅
く
、
税
金
が
高
く
な

る
の
で
な
い
か
と
の
危
ぐ
が
あ

っ
た
。
両
者
の
陳
情
を
受
け
た

川
合
村
役
場
で
は
分
割
は
至
極

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
27
号
以

北
を
川
上
村
に
編
入
す
る
よ
う

上
申
し
た
。

　

１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に

は
士
幌
駅
が
誕
生
し
事
実
上
、

川
上
村
が
生
活
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
か
ら
道
庁
で
は
川
合
村

と
川
上
村
の
境
界
変
更
の
告
示

を
し
て
、
４
年
目
に
初
め
て
実

現
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

近
藤
村
長
就
任
・
士
幌
村

と
な
る

　

開
村
以
来
５
か
年
に
わ
た
っ

て
村
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
努

力
を
重
ね
た
秋
田
村
長
は
、
１

９
２
６
年（
大
正
15
年
）３
月
鹿

追
村
長
に
発
令
さ
れ
後
任
に
は
、

入
れ
替
わ
り
で
鹿
追
か
ら
近
藤

義
郎
が
第
２
代
村
長
に
赴
任
し

た
。
そ
れ
ま
で
に
弁
辺（
豊
浦
）、

鵡
川
、
真
狩
の
各
村
長
を
歴
任

し
た
ベ
テ
ラ
ン
村
長
で
あ
っ
た
。

　

村
長
着
任
後
の
１
９
２
６
年

（
大
正
15
年
）６
月
１
日
、
か
ね

て
懸
案
の
村
名
改
称
が
行
わ
れ

「
川
上
村
」が「
士
幌
村
」に
な
っ

た
。
道
内
に
は
淕
別
村
に
川
上

の
地
名
が
あ
り
、
上
川
郡
と
い

う
名
称
が
十
勝
、
石
狩
、
天
塩

の
三
か
国
に
あ
り
ま
ぎ
ら
わ
し

か
っ
た
の
と
、
川
上
村
と
い
う

名
称
が
帯
広
方
面
で
あ
ま
り
通

用
せ
ず
中
士
幌
と
か
士
幌
と
い

う
地
名
で
用
事
を
足
す
こ
と
が

近藤　義郎

開駅間もない士幌駅
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多
か
っ
た
の
で
、
当
然
の
措
置

で
あ
っ
た
。

市
街
地
の
発
展

　

役
場
の
設
置
と
鉄
道
の
開
通

に
よ
っ
て
士
幌
村
は
、
目
ざ
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
開
村
当

時
戸
数
７
７
０
戸
で
あ
っ
た
の

が
５
年
後
の
１
９
２
６
年（
大

正
15
年
・
昭
和
元
年
）に
は
、

１
３
１
５
戸
と
な
り
、
中
で
も

商
業
戸
数
は
１
９
２
３
年（
大

正
12
年
）38
戸
が
、
１
９
２
６

年（
大
正
15
年
）１
４
５
戸
と
４

年
間
に
４
倍
近
く
に
な
る
躍
進

を
見
せ
た
。
従
来
小
集
落
ご
と

に
日
用
雑
貨
を
扱
っ
て
い
た
農

家
兼
業
の
店
は
、
し
だ
い
に
姿

大正15年７月　士幌市街

かんがい溝工事（大正13年）

かんがい溝中央幹線第１階段（昭和３年）

中士幌の水田（昭和18年頃）

３
、
か
ん
が
い
溝

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
士
幌

方
面
へ
造
田
熱
が
押
し
寄
せ
た
。

移
住
農
民
た
ち
に
と
っ
て
米
食

へ
の
郷
愁
は
根
強
い
も
の
が
あ

り
、
下
居
辺
で
は
早
く
か
ら
居

辺
米
が
産
出
さ
れ
て
お
り
佐
倉

の
サ
ッ
ク
シ
ュ
川
で
は
文
屋
要
、

赤
間
平
治
が
大
正
初
期
か
ら
水

田
で
一
応
の
収
穫
を
上
げ
て
い

た
。
ま
た
上
居
辺
原
野
で
長
瀬

金
弥
、
土
屋
孝
次
郎
な
ど
が
試

作
し
中
士
幌
下
台
で
も
小
規
模

な
が
ら
水
田
が
造
ら
れ
て
い
た
。

水
田
熱
を
あ
お
っ
た
原
因
の
一

つ
は
土
地
投
機
の
思
惑
か
ら
で

水
田
に
す
れ
ば
、
土
地
の
値
段

が
畑
の
数
倍
に
な
り
、
土
１
升

金
１
升
と
い
う
よ
う
な
声
が
さ

さ
や
か
れ
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
。

士
幌
土
功
組
合

　

土
功
組
合
設
立
の
動
き
は
１

９
２
０
年（
大
正
９
年
）に
始
ま

っ
た
。
音
更
川
の
上
士
幌
原
野

40
号
か
ら
引
水
し
よ
う
と
す
る

森
口
茂
吉
ら
の
申
請
と
、
中
士

幌
原
野
30
号
か
ら
引
水
し
よ
う

と
す
る
両
計
画
が
競
合
し
、
河

西
支
庁
長
が
調
停
に
入
り
道
庁

の
実
地
踏
査
の
結
果
両
者
が
合

併
し
て
東
は
士
幌
川
、
西
を
音

更
川
で
画
し
北
は
上
士
幌
原
野

か
ら
南
、
下
士
幌
土
功
組
合
区

域
へ
至
る
南
北
14
キ
ロ
、
東
西

６
キ
ロ
３
６
０
０
町
歩
に
及
ぶ

一
望
千
里
の
広
い
区
域
に
つ
い

て
士
幌
土
功
組
合
が
１
９
２
１

年（
大
正
10
年
）６
月
設
置
許
可

さ
れ
た
。
発
起
人
代
表
岡
部
金

吾
、
森
本
芳
兵
衛
、
組
合
長
に

は
河
西
支
庁
長
が
指
定
さ
れ
た
。

か
ん
が
い
溝
工
事

　

工
事
の
調
査
は
国
費
で
行
わ

れ
、
か
ん
が
い
溝
工
事
は
２
割

程
度
の
補
助
が
あ
り
残
り
は
資

金
貸
付
さ
れ
、
造
田
補
助
が
あ

っ
た
。
国
は
１
９
１
８
年（
大

正
７
年
）の
米
騒
動
以
来
主
食

の
米
の
国
内
自
給
政
策
に
力
を

注
い
で
い
た
。
士
幌
土
功
組
合

の
調
査
は
１
９
２
０
年（
大
正

９
年
）に
始
ま
り
、１
９
２
１
年
、

１
９
２
２
年（
大
正
10
年
、11
年
）

に
か
け
て
行
わ
れ
当
初
30
号
以

南
で
あ
っ
た
の
が
26
号
以
南
に

下
げ
ら
れ
、
以
北
は
区
域
除
外

さ
れ
た
。

　

か
ん
が
い
溝
工
事
は
１
９
２

３
年
、１
９
２
４
年（
大
正
12
年
、

13
年
）両
年
継
続
事
業
で
行
わ
れ
、

同
年
12
月
に
完
工
し
た
。

稲
作
の
失
敗

　

十
勝
連
合
地
主
組
合
は
水
田

移
住
者
を
招
く
た
め
に
、
宣
伝

に
努
め
、
本
村
の
中
士
幌
東
方

面
、
西
堀
田
、
瑞
穂
、
旭
野
方

面
へ
は
道
内
各
地
か
ら
稲
作
に

あ
こ
が
れ
て
続
々
と
入
植
し
た
。

平
地
の
ヤ
チ
坊
主
地
帯
が
容
易

に
造
田
さ
れ
、
南
士
幌
、
旭
野

方
面
の
畑
作
を
水
田
に
転
換
す

稲
作
熟

　

第
１
次
世
界
大
戦
後
、
十
勝

の
各
地
に
水
田
熱
が
高
ま
り
大

が
か
り
な
か
ん
が
い
溝
工
事
が

を
消
し
士
幌
、
中
士
幌
、
上
士

幌
各
駅
を
中
心
と
し
商
店
街
を

形
成
し
雑
穀
商
や
、
林
産
関
係
、

か
ん
が
い
溝
工
事
関
係
者
な
ど

に
よ
っ
て
飲
食
店
、
料
理
店
が

繁
盛
し
て
街
に
一
層
活
気
を
与

え
て
い
た
。
分
村
当
時
40
戸
に

し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
士
幌
市
街

は
大
正
14
年
頃
に
は
、
２
０
０

戸
を
越
え
る
街
を
形
成
す
る
よ

う
に
な
り
市
街
地
と
し
て
の
組

織
が
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。
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４
、
上
士
幌
分
村

士
幌
市
街
と
石
原
村
長

　

２
代
目
村
長
、
近
藤
義
郎
は

１
年
半
の
短
い
在
任
で
清
水
村

長
に
転
任
し
、
後
任
に
浦
幌
村

長
石
原
重
方
が
１
９
２
８
年（
昭

和
３
年
）４
月
着
任
し
た
。
士

幌
市
街
商
店
街
の
経
済
活
動
が

盛
ん
と
な
り
電
話
を
引
く
要
望

が
高
ま
り
、
村
長
は
小
椋
国
蔵

村
議
と
共
に
苫
小
牧
の
王
子
製

紙
へ
寄
付
金
の
要
請
に
出
か
け
、

１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）５
月

開
通
し
た
。
21
番
ま
で
が
限
度

で
そ
れ
以
上
は
当
分
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
頃

百
戸
分
に
市
川
修
の
養
狐
場
が

で
き
て
い
た
。
高
い
望
楼
を
設

け
道
内
で
も
異
色
の
存
在
で
あ

っ
た
。
市
街
地
か
ら
１
２
０
０

メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
た
が
特

別
に
負
担
し
て
養
狐
場
へ
電
話

を
架
設
し
た
。

　

１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に

で
き
た
市
川
の
養
狐
場
は
数
十

頭
か
ら
数
百
頭
の
、
輸
出
向
け

高
級
種
銀
黒
狐
を
飼
い
村
内
で

も
習
っ
て
飼
育
す
る
人
が
増
え

て
い
た
が
日
本
が
戦
争
に
突
入

す
る
と
、
販
路
を
失
い
１
９
４

１
年（
昭
和
16
年
）閉
鎖
に
な
っ

た
。

　

士
幌
村
成
立
後
村
民
の
経
済

力
が
向
上
し
、
村
勢
が
伸
び
た

こ
と
か
ら
一
級
村
に
格
上
げ
す

る
請
願
を
１
９
２
９
年（
昭
和

４
年
）３
月
、
村
会
で
議
決
し

た
が
上
士
幌
分
村
問
題
が
起
き

て
遂
に
実
現
し
な
か
っ
た
。

民
有
未
墾
地
に
よ
る
土
地

解
放
と
大
型
農
業

　

道
内
に
は
資
本
家
や
会
社
な

ど
が
大
地
積
払
い
下
げ
を
受
け

た
民
有
の
農
耕
可
能
地
が
、
40

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
未
利
用
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
た
。
１
９
２
７

年（
昭
和
２
年
）８
月
、
政
府
は

民
有
未
墾
地
開
発
資
金
貸
付
規

程
を
制
定
し
、
１
９
２
９
年（
昭

和
４
年
）３
月
に
は
北
海
道
自

作
農
移
住
補
助
規
程
が
発
足
し
、

未
利
用
の
未
墾
地
を
整
理
分
割

し
て
質
実
剛
健
な
自
作
農
民
を

創
出
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。

　

士
幌
村
区
域
で
現
在
の
朝
陽

地
区
、
上
徳
善
七
所
有
地
が
１

９
２
９
年（
昭
和
４
年
）民
有
未

墾
地
と
し
て
解
放
一
斉
に
入
植

が
始
ま
り
、
１
９
３
１
年（
昭

和
６
年
）に
は
新
田
帯
革
㈱
が

原
野
の
一
部
１
４
０
０
町
歩
を

同
制
度
に
よ
っ
て
解
放
、
比
較

的
上
等
地
は
小
作
人
を
入
れ
、

新
田
地
区
の
開
墾
が
進
ん
だ
。

大
地
積
牧
場
の
多
か
っ
た
上
士

幌
居
辺
方
面
は
、
本
制
度
に
よ

っ
て
一
斉
に
原
野
が
解
放
に
な

り
大
量
の
移
住
者
が
入
り
、
上

士
幌
地
域
独
立
の
気
運
を
つ
く

り
出
し
て
い
っ
た
。

上
士
幌
分
村
問
題

　

鉄
道
が
上
士
幌
ま
で
開
通
し

た
の
は
士
幌
駅
開
通
の
翌
年
、

１
９
２
６
年（
大
正
15
年
）で
あ

っ
た
。
上
士
幌
駅
を
中
核
と
し

て
上
士
幌
市
街
が
急
速
に
形
成

さ
れ
、
木
材
の
集
散
地
と
な
る

と
共
に
大
量
の
入
植
者
が
各
地

か
ら
移
住
し
て
来
て
た
ち
ま
ち

上
士
幌
全
地
域
が
活
況
に
あ
ふ

れ
、
奥
地
に
豊
富
な
資
源
を
も

つ
上
士
幌
に
分
村
独
立
の
気
運

が
高
ま
り
、
１
９
２
９
年（
昭

和
４
年
）３
月
、
分
村
期
成
会

が
発
足
し
た
。
分
村
問
題
の
背

景
に
は
人
口
の
増
加
、
豊
富
な

資
源
の
ほ
か
に
①
士
幌
村
に
一

級
村
昇
格
の
動
き
が
あ
り
、
昇

格
し
て
か
ら
分
村
す
る
こ
と
は

る
も
の
も
見
ら
れ
、
士
幌
村
内

の
水
田
は
１
９
２
９
年（
昭
和

４
年
）の
統
計
で
最
高
の
５
９

０
町
歩
を
超
え
た
。

　

稲
作
は
２
年
か
３
年
に
凶
作

が
訪
れ
、
ま
た
乾
燥
地
で
は
水

も
れ
が
ひ
ど
く
水
田
耕
作
を
不

可
能
に
し
、
冷
害
を
受
け
や
す

く
水
田
除
外
面
積
が
続
出
し
た
。

１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）以
降

は
冷
害
凶
作
が
重
な
り
農
家
は

土
功
組
合
費
の
滞
納
と
利
子
の

重
圧
に
苦
し
ん
だ
。
水
田
を
放

棄
、
離
農
が
相
次
ぎ
畑
作
へ
の

還
元
が
広
が
り
１
９
３
２
年（
昭

和
７
年
）か
ら
本
村
の
稲
作
面

積
が
急
速
に
減
り
続
け
た
。
１

９
３
６
年（
昭
和
11
年
）に
は
１

４
０
町
歩
台
と
な
り
戦
時
下
、

１
９
４
４
年（
昭
和
19
年
）に
は

88
町
歩
ま
で
に
な
り
そ
の
後
も

減
少
を
続
け
、
１
９
７
１
年（
昭

和
46
年
）に
は
国
の
生
産
調
整

政
策
を
機
に
町
内
か
ら
水
田
が

全
く
姿
を
消
し
た
。
１
９
２
８

年（
昭
和
３
年
）か
ら
１
９
４
０

年（
昭
和
15
年
）ま
で
13
年
間
で

見
る
と
、
士
幌
村
水
稲
１
反
歩

当
り
収
穫
平
均
は
１
・
９
俵
で

こ
の
間
、
１
俵
未
満
の
年
が
５

回
あ
っ
た
。
夢
を
抱
い
た
稲
作

は
完
全
に
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。

石原　重方

養狐場

上居辺の未墾地開墾（大正８年頃）
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問
題
が
起
き
る
の
で
早
く
分
村

し
た
方
が
よ
い
。
②
士
幌
で
は

稲
作
が
失
敗
し
水
田
農
家
の
税

減
収
分
が
畑
作
農
家
の
負
担
増

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
、

懸
念
な
ど
が
伏
在
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
分
村
間
題
は
当
初

順
調
に
進
み
、
同
年
４
月
の
村

議
会
で
上
士
幌
分
村
を
請
願
す

る
議
決
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
と

き
議
決
の
境
界
は
川
西
37
号
、

川
東
は
東
３
線
ま
で
34
号
、
東

３
線
以
東
36
号
と
い
う
案
で
あ

っ
た
。

分村を決めた村会議員

音更川流送土場

36
号
、
川
西
41
号
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
流
送
税
を
両
村
で
折

半
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た

と
い
う
が
、
分
村
成
立
後
土
場

は
44
号
地
先
に
移
動
し
た
の
で
、

士
幌
側
の
思
惑
は
外
れ
て
し
ま

っ
た
。

下
居
辺
の
編
入

　

池
田
町
の
下
居
辺
地
区
は
士

幌
線
鉄
道
の
開
通
と
、
27
号
道

路
の
整
備
に
よ
っ
て
距
離
の
近

い
士
幌
村
の
方
へ
出
る
方
が
至

っ
て
便
利
な
た
め
、
１
９
２
５

年（
大
正
14
年
）の
上
居
辺
地
区

の
士
幌
編
入
以
来
下
居
辺
に
つ

い
て
も
、
編
入
要
望
の
声
が
強

く
、
１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）

３
月
の
村
会
に
対
し
、
村
長
か

ら
編
入
の
諮
問
を
提
出
、
可
と

す
る
答
申
が
な
さ
れ
た
が
、
時

期
を
同
じ
く
し
て
上
士
幌
分
村

の
問
題
が
発
生
し
、
一
時
保
留

の
形
と
な
っ
て
い
た
。

　

分
村
問
題
が
落
ち
つ
い
た
１

９
３
１
年（
昭
和
６
年
）、
下
居

辺
住
民
か
ら
ま
た
編
入
要
望
が

出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
翌
年

３
月
に
は
居
辺
分
村
反
対
町
民

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
か
ら

賛
成
、
反
対
両
意
見
の
対
立
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

下
居
辺
地
区
の
編
入
に
つ
い

て
は
、
当
時
池
田
町
町
会
議
員

で
あ
っ
た
初
代
飯
島
和
吉
が
中

心
に
な
っ
て
熱
心
に
運
動
を
し

て
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
飯

島
は
開
拓
以
来
、
地
域
の
発
展

に
挺
身
努
力
し
士
幌
村
へ
の
編

入
後
も
多
く
の
役
職
を
も
っ
て

奔
走
し
、
１
９
３
９
年（
昭
和

14
年
）60
歳
で
病
没
し
た
。
１

９
５
０
年（
昭
和
25
年
）13
回
忌

に
あ
た
り
柴
山
栄
太
郎
ら
が
中

心
と
な
り
、
住
民
一
同
に
よ
っ

て
飯
島
翁
の
頌
徳
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

編
入
後
の
士
幌
村

　

面
積
～
15
方
里
６（
２
４
６

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　

戸
数
～
１
２
２
６
戸

　

人
口
～
７
３
２
７
人

拓
殖
鉄
道
と
北
十
勝
線

　

道
東
開
発
の
夢
を
か
け
て
新

得
か
ら
足
寄
ま
で
の
私
設
鉄
道

北
海
道
拓
殖
鉄
道
株
式
会
社
が

創
立
、１
９
２
８
年（
昭
和
３
年
）

暮
れ
に
第
１
期
工
事
新
得
、
鹿

追
間
が
開
通
、
第
２
期
工
事
は

鹿
追
か
ら
ウ
リ
マ
ク
を
経
て
士

幌
村
内
に
入
り
西
３
線
31
号
、

32
号
間
に
設
置
し
た
中
音
更
駅

ま
で
23
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）11
月

開
通
、
ウ
オ
ッ
プ
川
、
音
更
川

の
鉄
橋
工
事
を
終
え
て
上
士
幌

駅
ま
で
開
通
し
た
の
が
、
１
９

３
１
年（
昭
和
６
年
）11
月
で
あ

っ
た
。

　

十
勝
北
部
の
未
開
発
地
域
を

横
断
し
上
士
幌
か
ら
足
寄
に
至

る
区
間
は
、
計
画
だ
け
で
実
現

を
見
な
か
っ
た
。
列
車
は
１
日

３
往
復
で
客
車
は
二
等
席
と
三

等
席
に
区
切
ら
れ
て
い
た
。

　

上
士
幌
か
ら
中
音
更
を
経
て

鹿
追
に
至
る
区
間
は
当
初
か
ら

乗
客
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
創

業
早
々
農
村
不
況
に
遭
遇
し
営

業
は
不
振
で
あ
っ
た
。
三
股
の

風
倒
木
処
理
で
木
材
輸
送
が
ふ

く
そ
う
し
た
時
と
、
終
戦
直
後

の
食
糧
不
足
の
時
の
ヤ
ミ
買
い

出
し
の
時
、
短
期
間
活
況
を
見

せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
１
９
３

２
年（
昭
和
７
年
）か
ら
軽
量
化

上
士
幌
分
村
す

　

波
乱
を
越
え
上
士
幌
住
民
の

念
願
か
な
っ
て
１
９
３
１
年（
昭

和
６
年
）４
月
上
士
幌
村
が
誕

生
し
、
上
士
幌
で
は
歓
喜
一
色

に
包
ま
れ
、
祝
賀
行
事
が
く
り

広
げ
ら
れ
た
。

　

境
界
が
１
９
２
９
年（
昭
和

４
年
）４
月
の
議
決
よ
り
も
北

に
上
っ
て
決
め
ら
れ
た
の
に
は

次
の
事
情
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
奥
地
山
林
で
伐
採
さ

れ
た
大
量
の
木
材
が
音
更
川
に

よ
っ
て
流
送
さ
れ
、
士
幌
37
号

付
近
の
王
子
製
紙
の
土
場
で
陸

上
げ
さ
れ
上
士
幌
駅
へ
、
ト
ロ

ッ
コ
輸
送
し
て
お
り
木
材
流
送

税
が
村
の
大
事
な
財
源
と
な
っ

て
い
た
。
土
場
を
挟
ん
で
川
東

初代　飯島　和吉
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軌
道
を
敷
設
し
て
、
運
行
を
開

始
し
た
。
池
田
の
町
議
会
議
員

で
あ
っ
た
飯
島
和
吉
、
米
山
将

が
住
民
の
協
力
を
得
て
、
殖
民

軌
道
誘
致
期
成
会
を
結
成
、
完

成
後
は
運
行
組
合
を
組
織
し
、

飯
島
が
会
長
に
な
っ
た
。

　

運
用
は
地
元
に
任
さ
れ
、

76
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
レ

ー
ル
の
幅
に
ト
ロ
ッ
コ（
台
車
）

を
乗
せ
、
馬
に
よ
っ
て
引
く
も

の
で
、
木
材
・
雑
穀
・
木
炭
な

ど
を
高
島
ま
で
輸
送
し
、
肥
料

や
日
用
品
な
ど
を
積
ん
で
来
る

の
で
あ
っ
た
。
軌
道
開
通
と
時

を
同
じ
く
し
て
、
下
居
辺
が
池

田
町
か
ら
士
幌
村
に
編
入
に
な

り
27
号
に
よ
っ
て
士
幌
へ
出
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
利

用
が
減
り
軌
道
は
１
９
４
１
年

（
昭
和
16
年
）４
月
、
池
田
町
界

ま
で
が
撤
去
に
な
っ
た
。
軌
道

に
は
連
絡
用
の
電
話
が
架
設
さ

れ
て
お
り
、
士
幌
の
役
場
か
ら

５
、
不
況
と
産
業
組
合

好
況
か
ら

不
況
の
ど
ん
底
へ

　

第
１
次
世
界
大
戦
後
、
農
村

は
好
況
不
況
、
豊
作
凶
作
を
操

り
返
し
な
が
ら
畑
作
地
帯
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
１
９
２
８

年（
昭
和
３
年
）12
月
の
十
勝
毎

日
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の

年
は
不
作
で
あ
っ
た
が
品
薄
か

ら
年
の
暮
れ
の
雑
穀
相
場
が
高

騰
し
、
１
俵
３
～
４
円
の
大
手

亡
が
20
円
の
最
高
値
を
現
出
し
、

そ
の
年
の
秋
７
円
20
銭
の
大
振

袖
大
豆
が
12
月
に
は
10
円
に
な

る
な
ど
波
乱
相
場
で
、
米
１
俵

12
円
程
度
よ
り
も
小
豆
１
俵
の

方
が
13
円
と
高
く
な
り
不
景
気

風
は
ど
こ
を
吹
く
か
と
い
っ
た

奇
現
象
を
呈
し
て
い
る
と
書
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
相
場
の
高

下
が
農
家
の
投
機
意
欲
を
そ
そ

り
豆
類
の
過
作
、
金
肥
の
多
用
、

収
穫
期
払
い
の
つ
け
買
い
に
走

ら
せ
た
。
こ
う
し
た
時
、
未
曾

有
の
困
難
が
有
頂
天
に
な
っ
て

い
た
農
村
を
襲
っ
た
。

　

１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）に

は
じ
ま
っ
た
世
界
恐
慌
で
我
が

国
は
不
況
に
陥
り
、
翌
年
当
地

畑
作
は
豊
作
で
あ
っ
た
が
雑
穀

相
場
が
暴
落
し
、
１
俵
10
円
の

大
手
亡
が
２
、
３
円
に
も
下
落
、

農
家
は
肥
科
代
、
商
店
の
掛
け

買
代
の
返
済
に
窮
し
た
。
と
こ

ろ
が
翌
１
９
３
１
年（
昭
和
６

年
）は
多
雨
と
異
常
気
象
で
大

凶
作
と
な
り
、
引
き
続
き
１
９

３
２
年（
昭
和
７
年
）が
冷
害
、

雪
害
、
虫
害
で
半
作
以
下
の
大

凶
作
で
あ
っ
た
。
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）は
大
豊
作
に
恵
ま

れ
た
が
ま
た
も
価
格
大
暴
落
で

不
景
気
と
な
り
、
翌
年
、
翌
々

年
が
ま
た
ま
た
冷
害
大
凶
作
の

和
43
年
）に
は
全
線
廃
業
し
た
。

士
幌
に
と
っ
て
は
利
用
度
の
低

い
鉄
道
で
あ
っ
た
。

　

お
お
む
ね
こ
の
ル
ー
ト
を
通

っ
て
新
得
～
足
寄
間
を
結
ぶ
国

鉄
北
十
勝
線
鉄
道
建
設
を
、
関

係
６
町
に
よ
っ
て
、
１
９
５
７

年（
昭
和
32
年
）に
運
動
を
始
め
、

士
幌
町
は
町
民
の
利
用
し
や
す

い
鉄
道
と
い
う
こ
と
で
、
士
幌

駅
に
乗
り
入
れ
士
幌
線
を
複
合

利
用
し
、
上
士
幌
駅
に
至
る
ル

ー
ト
が
採
用
さ
れ
た
。
１
９
７

４
年（
昭
和
49
年
）に
着
工
認
可

に
な
り
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
１
９
８
０
年（
昭
和

55
年
）以
降
国
鉄
合
理
化
の
風

が
吹
き
荒
れ
関
係
住
民
の
熱
望

も
あ
え
な
く
つ
い
え
去
っ
た
。

下
居
辺
の
殖
民
軌
道

　

根
室
本
線
高
島
駅
を
起
点
と

し
て
下
居
辺
市
街
に
至
る
、
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
北
海
道
殖
民

軌
道
居
辺
線
が
敷
か
れ
た
。
１

９
２
７
年（
昭
和
２
年
）の
第
２

期
拓
殖
計
画
の
中
で
予
定
さ
れ

て
い
た
事
業
を
、
１
９
３
１
年

（
昭
和
６
年
）大
凶
作
の
救
済
工

事
と
し
て
沿
線
の
被
災
農
家
の

出
役
に
よ
り
、
１
９
３
２
年（
昭

和
７
年
）９
月
着
工
、
翌
年
度

殖民軌道図

凶作対策文書

を
図
っ
て
小
さ
な
ガ
ソ
リ
ン
カ

ー
が
走
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
赤
字
続
き
で
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
年
）東
瓜
幕
～
上
士
幌

間
を
廃
業
、
１
９
６
８
年（
昭

拓鉄開通（昭和３年）ガソリンカー拓殖鉄道図

下
居
辺
に
緊
急
連
絡
す
る
時
は

高
島
経
由
で
利
用
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
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年
と
な
っ
た
。

　

天
明
の
大
飢
饉（
き
き
ん
）に

も
比
べ
ら
れ
る
大
凶
作
の
連
続

は
、
地
球
的
な
周
期
に
よ
る
も

の
と
い
わ
れ
東
北
北
海
道
は
深

刻
な
打
撃
を
受
け
、
日
中
戦
争

へ
の
引
き
金
に
も
な
っ
た
。

農
事
実
行
組
合

　

農
業
の
指
導
奨
励
に
当
っ
た

村
農
会
で
は
、
技
手
池
本
初
が

着
任
し
指
導
普
及
の
た
め
農
事

実
行
組
合
の
組
織
を
奨
励
し
、

１
９
２
７
年（
昭
和
２
年
）に
は

西
上
音
更
を
は
じ
め
12
組
合
が

設
立
さ
れ
た
。
上
士
幌
が
分
村

し
た
後
、
下
居
辺
の
編
入
が
終

わ
っ
た
１
９
３
３
年（
昭
和
８

年
）に
は
全
村
に
わ
た
っ
て
農

事
実
行
組
合
の
組
織
が
完
了
し

た
。
当
時
の
組
合
名
は
次
の
と

お
り
。

　

中
士
幌
・
共
進
・
勝
和
・
豊

進
・
実
勝
・
瑞
穂
・
西
堀
田
・

共
豊
・
豊
年
・
協
益
・
旭
・
南

士
幌
・
東
雲
・
常
盤
・
西
士
幌
・

百
戸
・
東
百
戸
・
協
進
・
相
互
・

平
和
・
共
成
・
柏
・
柏
野
・
西

居
辺
・
開
運
・
北
上
居
辺
・
更

生
・
吉
野
・
共
益
・
新
田
・
栄

進
・
日
進
・
上
音
更
・
西
上
音

１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）春
か

ら
で
あ
っ
た
。
昭
和
２
年
、
３

年
の
凶
作
の
あ
と
昭
和
５
年
の

不
況
に
よ
っ
て
農
家
経
済
は
ひ

っ
迫
の
度
を
超
え
て
い
た
。
村

農
会
で
は
さ
し
迫
っ
た
肥
料
の

購
入
を
は
じ
め
農
家
経
済
を
苦

境
か
ら
救
う
た
め
に
は
、
強
力

な
産
業
組
合
の
結
成
に
よ
る
ほ

か
は
な
い
と
決
意
し
た
。
当
時

農
村
救
済
対
策
と
し
て
と
ら
れ

て
い
た
種
モ
ミ
、
肥
料
資
金
の

貸
し
付
け
、
政
府
米
の
払
い
下

げ
取
り
扱
い
は
産
業
組
合
が
対

象
に
な
っ
た
。
組
合
を
も
た
な

い
町
村
で
は
手
続
き
上
の
面
倒

さ
に
加
え
て
、
農
民
自
体
不
利

の
立
場
に
置
か
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
既
に
鹿
追
や
分
村
前
の
上

士
幌
に
も
組
合
が
設
立
さ
れ
、

中
層
以
下
の
農
民
に
は
産
業
組

合
の
必
要
性
は
あ
る
程
度
理
解

さ
れ
て
い
た
。
村
農
会
で
は
１

９
３
１
年（
昭
和
６
年
）春
の
部

落
懇
談
会
の
重
要
な
議
題
と
し

て
産
業
組
合
設
立
を
取
り
上
げ
、

農
会
の
幹
部
が
各
部
落
に
出
向

き
理
を
尽
く
し
言
を
極
め
て
組

合
づ
く
り
を
説
い
た
。

　

１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）は

惨
た
ん
た
る
凶
作
で
農
民
の
間

に
し
だ
い
に
関
心
が
高
ま
り
、

更
・
下
居
辺
・
高
砂
以
上
組
合

数
36
で
そ
の
後
若
干
の
分
割
が

行
わ
れ
た
が
、
現
在
の
部
落
組

織
の
原
型
が
こ
の
時
に
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

村
農
会
は
農
事
実
行
組
合
を

通
し
品
種
改
良
、
立
毛
品
評
会
、

各
種
共
励
会
な
ど
を
行
い
実
際

指
導
面
の
拠
点
と
し
て
成
果
を

挙
げ
た
。

　

村
農
会
は
１
９
４
４
年（
昭

和
19
年
）２
月
、
産
業
組
合
と

統
合
し
て
士
幌
村
農
業
会
と
な

り
村
農
会
事
務
所
は
移
設
し
て

農
業
会
事
務
所
の
一
部
と
な
っ

た
。

産
業
組
合
設
立

　

産
業
組
合
法
が
制
定
さ
れ
た

の
は
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

で
あ
っ
た
が
、
士
幌
に
お
け
る

産
業
組
合
と
し
て
は
１
９
１
６

年（
大
正
５
年
）に
設
立
し
た「
中

士
幌
大
正
信
用
購
買
販
売
組
合
」

（
組
合
長
岡
部
金
吾
）が
あ
っ
た

が
、
組
合
員
が
最
多
の
時
で
も

50
名
に
も
満
た
ず
単
な
る
貯
金

組
合
、
肥
料
共
同
組
合
と
い
っ

た
域
を
出
ず
資
金
力
に
乏
し
い

た
め
事
業
は
し
だ
い
に
不
振
と

な
り
、
終
わ
り
に
は
事
実
上
機

能
停
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）に
は
武
儀
団
体
中

田
宮
五
郎
ら
が「
中
士
幌
信
用

購
買
販
売
利
用
組
合
」を
組
織
し
、

百
戸
方
面
か
ら
も
加
入
す
る
者

が
あ
り
肥
料
の
仕
入
れ
雑
穀
の

販
売
、
米
の
購
入
な
ど
を
行
っ

て
い
た
が
、
ご
く
一
部
の
加
入

に
止
ま
り
大
正
９
年
の
凶
作
で

肥
料
代
償
還
に
窮
し
、
経
営
に

行
き
詰
ま
り
後
藤
貞
吉
が
組
合

長
と
な
り
整
理
を
済
ま
せ
昭
和

３
年
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。

　

全
村
的
な
産
業
組
合
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
た
の
は
、

高橋　長七

産業組合事務所（昭和８年）

第１回堆肥増産共励会農業会事務所新築（昭和15年）
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進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
全
道
大

会
の
論
議
を
受
け
、
新
た
に
産

業
組
合
拡
充
３
か
年
計
画
を
樹

立１
．
全
戸
組
合
加
入

２
．
出
資
増
口

３
．
貯
蓄
増
強

を
あ
げ
、
全
村
運
動
を
進
め
た
。

　

組
合
は
事
業
拡
大
に
と
も
な

い
、
１
９
４
０
年（
昭
和
15
年
）

９
月
、
駅
前
に
事
務
所
を
新
設

し
移
っ
た
。
こ
の
年
の
組
合
員

５
７
２
名
、
総
農
家
数
に
対
し

約
７
割
の
加
入
数
で
あ
っ
た
。

職
員
数
は
35
名
に
達
し
て
い
た
。

経
済
更
生
運
動
と
野
沢
村
長

　

石
原
村
長
転
出
の
後
任
と
し

て
１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）８

月
、
野
沢
文
治
が
着
任
し
た
。

野
沢
は
道
庁
土
地
改
良
課
出
身

で
道
庁
支
庁
に
信
頼
が
あ
り
、

在
任
中
多
く
の
仕
事
を
果
し
た
。

質
素
で
誠
実
、
身
を
粉
に
し
て

村
内
を
く
ま
な
く
歩
く
村
長
の

姿
は
村
民
の
深
い
尊
敬
と
信
頼

を
集
め
た
。

　

野
沢
村
長
赴
任
は
上
士
幌
分

村
間
題
の
最
中
で
、
よ
く
困
難

の
中
、
円
満
解
決
を
図
り
、
不

況
・
凶
作
が
襲
っ
て
き
た
時
、

村
民
と
共
に
耐
え
努
力
し
て
再

建
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

士
幌
新
橋
の
架
橋
、
中
音
更
ウ

リ
マ
ク
道
路
の
開
削
、
中
音
更

大
排
水
、
サ
ッ
ク
シ
ュ
川
の
改

修
な
ど
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ

た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。

民
有
未
墾
地
入
植
で
朝
陽
地
区

の
道
路
開
削
、
学
校
建
設
に
親

身
に
な
っ
て
面
倒
を
見
た
と
い

う
こ
と
で
、
朝
陽
開
拓
永
遠
の

恩
人
と
し
て
今
も
そ
の
徳
が
慕

わ
れ
て
い
る
。
野
沢
村
長
は
村

の
最
も
困
難
な
時
期
に
５
年
８

か
月
在
任
し
た
。
１
９
３
６
年

（
昭
和
11
年
）４
月
、
浦
幌
村
長

に
転
任
発
令
さ
れ
る
と
、
が
く

然
と
し
た
村
民
は
翌
日
士
幌
小

学
校
で
村
民
大
会
を
開
き
数
百

人
が
集
ま
り
、
留
任
運
動
を
行

っ
た
が
当
時
の
制
度
で
は
止
む

を
得
な
か
っ
た
。

　

昭
和
初
期
の
全
国
的
な
不
況

に
よ
り
農
村
の
疲
弊
は
甚
だ
し

く
、
国
運
の
消
長
に
も
か
か
わ

る
こ
と
と
し
て
農
林
省
は
、
１

９
３
２
年（
昭
和
７
年
）全
国
に

「
農
山
漁
村
経
済
更
生
計
画
」を

５
か
年
で
立
て
さ
せ
、
補
助
制

度
に
よ
っ
て
指
導
援
助
す
る
こ

と
に
し
、
士
幌
村
は
初
年
度
の

１
９
３
２
年（
昭
和
７
年
）の
指

定
村
と
な
っ
た
。

　

村
で
は「
士
幌
村
経
済
更
生

計
画
樹
立
委
員
会
」を
発
足
、

計
画
の
樹
立
と
実
行
の
指
導
督

励
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

計
画
大
綱
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ

れ
実
行
細
目
を
設
定
し
、
農
事

実
行
組
合
を
中
核
と
し
て
男
女

青
年
団
、
小
学
校
な
ど
全
村
的

な
協
力
体
制
の
も
と
に
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

士
幌
村
経
済
更
生
計
画
大
綱

イ　

 

農
業
経
営
改
善
に
関
す
る

事
項

　

ａ
．
長
期
輪
作
の
奨
励

　

ｂ
．
自
給
肥
料
の
増
産
奨
励

　

ｃ
．
深
耕
の
奨
励

　

ｄ
．
品
種
改
良
の
奨
励

　

ｅ
． 

家
畜
家
禽（
か
き
ん
）の

増
殖
奨
励

　

ｆ
．
風
防
林
設
置
計
画

ロ　

 

農
家
経
済
の
改
善
に
関
す

る
事
項

　

ａ
．
農
家
簿
記
の
使
用
奨
励

　

ｂ
． 

自
家
用
品
の
生
産
加
工

奨
励（
自
家
用
醤
油
の

醸
造
・
豚
肉
加
工
・
羊

毛
加
工
・
共
同
作
業
場

の
設
置
）

　

ｃ
．
産
業
組
合
の
改
善
拡
充

ハ　

 

農
村
社
会
改
善
に
関
す
る

事
項

　

ａ
． 

農
村
精
神
作
興
計
画（
青

年
学
校
設
置
、
精
神
修

養
講
習
会
開
催
）

　

ｂ
．
道
路
排
水
溝
の
愛
護

　

ｃ
．
社
交
儀
礼
経
費
節
約

　

ｄ
． 

備
荒
貯
蓄
の
奨
励（
一

般
農
家
の
蓄
積
・
水
田

農
家
の
種
籾
貯
蔵
・
士

幌
村
備
荒
貯
蓄
の
増
殖
）

　

ｅ
．
屋
敷
林
の
設
置
奨
励

野沢　文治

士幌新橋（昭和14年頃）

農
会
幹
部
ら
の
準
備
が
進
み
同

年
12
月
、
士
幌
村
産
業
組
合
創

立
総
会
が
開
か
れ
加
入
同
意
者

82
名
の
う
ち
50
名
が
出
席
し
た
。

翌
年
２
月
設
立
認
可
、
同
年
６

月
第
１
回
臨
時
総
会
を
開
催
し

事
業
運
営
の
細
部
を
決
め
、
西

２
線
１
６
２
番
地
の
民
家
を
借

り
て
業
務
を
開
始
し
た
。
組
合

長
高
橋
長
七
は
農
会
長
も
兼
ね

基
礎
固
め
に
献
身
的
に
活
動
、

組
合
加
入
を
勧
め
初
年
度
事
業

は
ナ
ワ
、
カ
マ
ス
の
取
り
扱
い

資
金
の
貸
付
、
精
米
委
託
、
雑

穀
の
販
売
取
り
扱
い
を
し
た
が

専
任
職
員
は
置
か
ず
事
務
は
吉

田
市
太
郎
監
事
、
小
川
勝
之
丞

の
留
守
番
役
に
よ
っ
て
運
営
し

た
。

　

活
動
開
始
２
年
目
の
１
９
３

３
年（
昭
和
８
年
）２
月
、
西
２

線
１
６
０
番
地
の
民
家
を
借
り

翌
年
１
月
に
は
職
員
４
人
と
な

り
、
執
行
体
制
が
整
っ
た
。

　

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）７

月
、
日
中
戦
争
が
突
発
す
る
と

い
よ
い
よ
戦
時
体
制
に
入
り
、

農
村
経
済
の
中
核
体
と
し
て
、

産
業
組
合
の
活
動
に
期
待
さ
れ

る
も
の
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な

っ
た
。
組
合
の
全
機
能
を
動
員

し
て
、
国
家
目
的
達
成
に
ま
い
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農
村
疲
へ
い
対
策
の
一
環
と

し
て
公
益
質
屋
が
役
場
に
接
続

し
て
、１
９
３
２
年（
昭
和
７
年
）

12
月
開
業
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
頑
丈
な
質
屋
倉
庫
と

駅
前
に
ト
タ
ン
囲
い
の
大
き
な

雑
穀
倉
庫
が
建
っ
た
。

馬
産
と
酪
農
中
小
家
畜

　

十
勝
の
畑
作
は
開
墾
期
以
来
、

馬
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
馬

産
は
農
業
の
進
展
と
併
行
し
て

改
良
増
殖
が
行
わ
れ
て
き
た
。

当
村
の
馬
産
は
１
９
２
２
年（
大

正
11
年
）、
産
馬
改
良
組
合
設
立
、

１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）に
は

十
勝
種
馬
所
川
上
出
張
所
を
現

在
の
若
葉
団
地
に
設
置
、
１
９

２
６
年（
大
正
15
年
）第
１
回
家

馬の配合検査（昭和13年頃）

畜
市
場
を
開
設
、
開
拓
初
期
に

は
１
戸
１
～
２
頭
の
飼
育
で
あ

っ
た
の
が
し
だ
い
に
増
加
、
１

９
３
３
年（
昭
和
８
年
）に
は
飼

育
農
家
１
戸
当
た
り
２
～
４
頭

に
な
り
熱
心
な
馬
産
家
が
先
頭

に
立
ち
、
馬
産
地
と
し
て
名
を

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
家

に
と
っ
て
耕
馬
と
し
て
の
重
要

さ
に
加
え
て
子
馬
の
販
売
が
毎

年
の
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
、

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）頃
、

機
械
化
で
姿
を
消
す
ま
で
馬
産

は
隆
盛
を
続
け
た
。

　

代
表
的
な
畑
作
地
帯
で
あ
っ

た
士
幌
で
は
、
馬
に
比
べ
畜
牛

の
導
入
は
遅
々
と
し
て
い
た
。

１
９
２
１
年（
大
正
10
年
）頃
池

本
柳
平
が
池
田
か
ら
乳
牛
３
、

４
頭
を
連
れ
て
来
て
市
乳
を
は

じ
め
、１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）

藤
内
秀
吉
が
幼
児
の
ミ
ル
ク
代

り
に
平
田
獣
医
か
ら
乳
牛
１
頭

を
購
入
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

村
農
会
で
は
混
同
農
業
と
し

て
乳
代
に
よ
る
年
間
を
通
し
て

の
収
入
源
、
て
ん
菜
、
赤
ク
ロ

ー
バ
ー
堆
肥
の
増
産
と
組
み
合

わ
せ
て
乳
牛
の
導
入
を
奨
励
し
、

昭
和
４
年
に
は
村
の
補
助
牝
牛

の
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。

　

１
９
３
３
年（
昭
和
８
年
）に

は
47
戸
、
１
０
９
頭
を
数
え
２

年
後
の
１
９
３
５
年（
昭
和
10

年
）に
は
１
０
１
戸
、
２
３
３

頭
ま
で
に
増
え
た
。
１
９
３
６

年（
昭
和
11
年
）、
産
業
組
合
が

集
乳
所
を
建
て
酪
農
は
着
実
に

発
展
す
る
か
に
見
え
た
が
、
戦

時
体
制
下
に
入
り
人
手
不
足
と

食
糧
増
産
命
令
の
た
め
乳
牛
数

は
一
時
激
減
し
、
昭
和
30
年
代

に
な
っ
て
農
家
経
済
再
建
対
策

と
し
て
よ
う
や
く
酪
農
に
対
す

る
農
家
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
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１
、
非
常
時

第五章 非常時から戦後まで
非
常
時
突
入
と
上
達
村
長

　

名
村
長
と
慕
わ
れ
た
野
沢
文

治
の
後
任
と
し
て
１
９
３
６
年

（
昭
和
11
年
）４
月
、
大
樹
村
初

代
村
長
を
勤
め
た
上
達
小
二
郎

が
着
任
し
た
。
上
達
は
永
く
道

庁
勤
務
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

重
厚
誠
実
家
肌
で
健
脚
な「
わ

ら
じ
村
長
」で
あ
っ
た
。
在
任

期
間
は
３
年
と
短
か
っ
た
。
こ

の
時
期
お
お
む
ね
村
政
は
安
定

期
で
あ
っ
た
が
、
日
本
は
戦
時

色
が
し
だ
い
に
濃
く
な
り
村
長

は
激
励
、
慰
問
と
い
っ
た
こ
と

に
忙
殺
さ
れ
た
。

　

１
９
３
２
年（
昭
和
７
年
）６

月
に
起
き
た
満
州
事
変
、
そ
れ

に
引
き
続
き
翌
年
１
月
上
海
事

変
、
同
年
３
月
満
州
国
独
立
、

１
９
３
３
年（
昭
和
８
年
）３
月

に
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
、

翌
年
10
月
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
破

棄
、
１
９
３
６
年（
昭
和
11
年
）

に
は
軍
縮
会
議
も
脱
退
し
て
国

際
的
に
孤
立
す
る
一
方
、
満
洲

大
陸
に
兵
力
を
増
強
、
国
内
で

は
重
大
時
局
に
処
し
、
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
１
９
３
６
年

（
昭
和
11
年
）秋
、
北
海
道
で
陸

軍
特
別
大
演
習
が
催
さ
れ
天
皇

陛
下
が
初
め
て
十
勝
に
行
幸
、

大
樹
の
拓
殖
演
習
場
な
ど
の
御

視
察
が
あ
り
帯
広
市
緑
ヶ
丘
の

帯
広
飛
行
場
に
お
い
て
、
御
親

閲
が
行
わ
れ
た
。

　

十
勝
、
釧
路
国
、
根
室
、
網

走
の
各
地
か
ら
在
郷
軍
人
、
中

等
学
校
青
年
学
校
、
青
年
団
１

万
６
０
０
０
人
の
分
列
行
進
、

女
子
中
学
校
、
女
子
青
年
学
校
、

女
子
青
年
団
５
３
０
０
人
に
よ

る
奉
唱
部
隊
が
参
加
、
２
万
人

が
行
事
を
拝
観
し
た
。
こ
の
と

き
士
幌
村
か
ら
２
６
５
人
が
参

加
し
た
。

　

北
海
道
で
の
特
別
大
演
習
は

大
陸
戦
争
の
予
行
演
習
だ
っ
た

と
も
い
え
よ
う
。

出
征
兵
士
と
徴
用
馬

　

日
中
戦
争
が
ぼ
っ
発
し
て
20

日
を
経
た
１
９
３
７
年（
昭
和

12
年
）７
月
28
日
夜
、
大
量
の

動
員
令
召
集
令
状
が
役
場
へ
到

着
。
村
民
を
驚
か
せ
戦
争
の
現

実
に
極
度
の
緊
張
感
に
包
ま
れ

た
。
現
役
の
兵
役
を
終
え
た
予

備
役
、
後
備
役
に
あ
る
も
の
20

人
、
軍
隊
経
験
の
な
い
補
充
役

に
あ
っ
た
者
28
人
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
20
代
、
30
代
の
若
者

上達　小二郎

村会議員と役場職員（昭和12年）

出征兵士車窓の別れ（昭和13年頃）
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軍馬徴用勢ぞろい　東２条通り（昭和12年頃）

青年学校査閲記念（昭和13年頃）

青年学校軍事教練

役場職員と古山村長（昭和14年９月）

で
既
に
中
年
に
達
し
た
も
の
も

あ
り
、
一
家
を
支
え
て
い
る
者

が
多
か
っ
た
。
５
日
後
に
は
連

隊
に
入
隊
し
短
期
の
教
育
を
受

け
た
の
ち
戦
地
へ
向
か
っ
た
。

召
集
令
状
は
矢
継
ぎ
早
や
に
届

き
、
軍
籍
に
あ
る
者
は
い
つ
召

集
が
来
る
か
と
緊
張
の
日
々
を

送
っ
た
。
本
籍
が
府
県
に
あ
る

者
に
は
電
報
で
通
知
が
入
り
、

原
隊
へ
入
隊
す
る
た
め
に
は
翌

日
に
も
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

戦
火
が
広
が
り
、
１
９
４
１

年（
昭
和
16
年
）12
月
大
東
亜
戦

争
に
突
入
し
１
９
４
５
年（
昭

和
20
年
）８
月
悲
惨
な
終
戦
を

迎
え
る
ま
で
、
出
征
兵
士
は
増

え
る
一
方
で
１
９
４
３
年（
昭

和
18
年
）12
月
に
は
、
徴
兵
年

齢
が
１
年
引
き
下
げ
19
歳
と
な

青
年
た
ち

　

青
年
は
つ
ね
に
国
家
や
郷
土

の
原
動
力
で
あ
っ
た
。
こ
と
に

戦
前
は
早
く
か
ら
軍
事
力
の
予

備
生
と
し
て
、
男
子
青
年
教
育

が
重
要
視
さ
れ
た
。
開
拓
初
期

向
学
心
に
燃
え
る
青
年
た
ち
は
、

尋
常
科
６
年
を
卒
業
す
る
と
家

業
の
か
た
わ
ら
夜
学
に
通
い
、

へ
き
地
の
教
師
は
真
剣
に
補
習

教
育
に
当
っ
た
。
１
９
２
６
年

（
大
正
15
年
）各
小
学
校
単
位
に

青
年
訓
練
所
が
置
か
れ
た
。
訓

練
所
で
は
陸
軍
軍
服
に
似
た
訓

練
服
を
着
て
、
一
般
教
養
学
科

と
と
も
に
軍
事
教
練
を
受
け
た
。

各
通
学
区
域
保
護
者
会
で
は
、

寄
付
を
集
め
教
練
用
の
銃
や
剣

を
調
達
、
指
導
員
に
は
各
地
区

の
在
郷
軍
人
が
村
長
か
ら
任
命

さ
れ
た
。
教
練
の
単
位
修
了
者

に
は
軍
隊
の
在
営
を
半
年
短
縮

す
る
特
典
が
与
え
ら
れ
た
。

　

女
子
青
年
に
つ
い
て
は
、
各

小
学
校
単
位
に
冬
季
間
裁
縫
教

室
を
開
設
、
和
裁
手
芸
教
養
講

座
を
開
き
士
幌
で
は
女
子
実
科

女
学
校
に
昇
格
し
て
い
た
。

　

１
９
３
５
年（
昭
和
10
年
）青

年
学
校
令
に
よ
り
、
訓
練
所
、

裁
縫
教
室
は
青
年
学
校
に
統
一

に
な
っ
た
。
青
年
学
校
で
は
男
・

女
と
も
公
民
教
養
学
科
、
職
業

科
が
あ
り
男
子
で
は
や
は
り
教

練
科
が
重
視
さ
れ
、
教
練
科
に

つ
い
て
毎
年
釧
路
連
隊
区
の
将

校
が
来
て
訓
練
の
査
閲
を
し
て

受
閲
者
の
手
帳
に
記
入
さ
れ
た
。

戦
争
が
激
烈
を
加
え
た
１
９
４

３
年（
昭
和
18
年
）に
は
、
村
内

８
つ
の
青
年
学
校
を
士
幌
１
校

に
統
合
し
た
の
で
あ
っ
た
。

古
山
村
長
と
常
会
組
織

　

上
達
村
長
は
満
３
年
在
任
し
、

１
９
３
９
年（
昭
和
14
年
）４
月

尻
岸
内
村
長
に
転
任
、
後
任
に

は
西
足
寄
村
長
の
古
山
佐
作
が

着
任
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
戦
火

は
中
国
全
域
に
広
が
り
、
青
壮

年
が
次
々
と
戦
線
へ
と
送
り
出

さ
れ
戦
死
者
の
村
葬
が
た
び
た

び
行
わ
れ
、
１
９
３
８
年（
昭

和
13
年
）５
月
に
は
、
国
家
総

動
員
法
が
一
部
施
行
に
な
り
国

民
生
活
は
、
し
だ
い
に
統
制
が

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
食
糧
増

産
と
戦
死
者
遺
族
や
、
出
征
遺

家
族
の
援
護
は
銃
後
の
務
め
で

あ
っ
た
。
銃
後
奉
公
会
が
組
織

さ
れ
て
慰
問
袋
、
慰
問
文
の
発

送
、
援
農
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

１
９
４
０
年（
昭
和
15
年
）11
月

銃
後
奉
公
会
に
よ
っ
て
出
征
兵

士
家
庭
の
全
戸
を
廻
っ
て
、
留

守
家
族
の
写
真
を
撮
り
小
冊
子

り
村
内
の
中
年
青
年
男
子
の
大

半
が
、
召
集
あ
る
い
は
徴
用
さ

れ
終
戦
時
に
は
そ
の
数
２
５
０

名
か
ら
３
０
０
名
に
達
し
て
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
戦
争

に
は
兵
士
と
共
に
軍
用
馬
が
従

軍
し
、
馬
産
地
の
当
地
で
は
大

量
の
馬
が
徴
用
ま
た
は
購
買
さ

れ
た
。１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）

頃
、
第
１
回
の
大
量
徴
用
で
は

飼
育
馬
全
部
が
引
き
つ
け
ら
れ

そ
の
場
で
購
買
が
決
ま
り
、
出

征
兵
士
に
準
じ
て
日
の
丸
で
愛

馬
の
見
送
り
が
な
さ
れ
た
。
市

場
価
格
よ
り
も
高
い
値
段
で
あ

っ
た
が
最
も
主
力
の
耕
馬
が
と

ら
れ
た
あ
と
の
補
充
が
つ
か
ず
、

農
作
業
に
難
渋
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
戦
時
中
は
軍
用
保
護

馬
に
指
定
さ
れ
た
馬
は
、
毎
月

１
回
指
導
員
が
つ
い
て
鍛
錬
会

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

25 第一編　前　史



太
平
洋
全
域
に
わ
た
り
激
戦
が

展
開
、
戦
果
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喜

一
憂
す
る
一
方
、
国
民
生
活
は

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

耐
乏
と
統
制
下
に
置
か
れ
た
。

　

戦
時
下
か
ら
終
戦
直
後
に
か

け
て
住
民
生
活
は
日
を
追
っ
て

深
刻
を
加
え
た
。
男
の
働
き
手

は
ほ
と
ん
ど
が
戦
場
へ
か
り
出

さ
れ
、
婦
女
子
、
失
業
同
様
の

事
業
主
、
児
童
生
徒
は
勤
労
報

国
隊
を
編
成
し
、
援
農
と
食
糧

増
産
に
追
わ
れ
、
ま
た
は
軍
需

工
場
へ
と
徴
用
さ
れ
終
戦
近
く

に
は
、
ガ
ス
用
原
料
木
炭
生
産
、

あ
る
い
は
航
空
燃
料
の
た
め
三

股
国
有
林
で
松
根
油
採
取
も
行

わ
れ
た
。
兵
器
材
料
不
足
の
た

め
家
庭
の
金
属
製
品
は
ナ
ベ
、

カ
マ
に
至
る
ま
で
回
収
さ
れ
た
。

十
勝
お
よ
び
府
県
か
ら
中
等
学

校
生
徒
が
報
国
隊
を
編
成
し
て
、

村
内
に
宿
泊
し
援
農
に
当
た
り

婦
人
会
が
動
員
さ
れ
て
炊
事
に

当
っ
た
。

　

婦
人
組
織
と
し
て
は
、
１
９

３
６
年（
昭
和
11
年
）発
足
し
た

国
防
婦
人
会
支
部
が
各
地
区
ご

と
に
分
会
を
設
け
、
１
９
４
２

年（
昭
和
17
年
）に
は
愛
国
婦
人

会
と
統
合
、
大
日
本
婦
人
会
支

部
と
し
て
、
全
婦
人
が
参
加
し

た
。
白
い
カ
ッ
ポ
ウ
前
掛
け
に

た
す
き
を
か
け
た
制
服
で
、
出

征
兵
士
の
歓
送
迎
、
戦
没
者
村

葬
の
参
加
、
慰
問
袋
、
出
征
家

族
の
援
農
、
防
空
演
習
、
国
土

防
衛
隊
、
援
農
学
徒
の
炊
き
出

し
に
と
日
夜
を
つ
い
で
目
ざ
ま

し
い
活
躍
を
続
け
銃
後
の
主
役

を
担
っ
た
。

　

国
民
ひ
と
し
く
国
土
防
衛
に

あ
た
る
と
し
て
、
１
９
３
９
年

（
昭
和
14
年
）６
月
に
は
青
年
学

校
、
青
年
団
、
軍
友
会
、
火
防

組
合
、
衛
生
組
合
、
婦
人
会
な

ど
を
網
ら
し
て
士
幌
村
防
護
団

を
結
成
、
１
９
４
１
年（
昭
和

16
年
）に
は
消
防
団
と
防
護
団

が
合
併
し
士
幌
警
防
団
と
し
て

発
足
し
た
。
各
家
庭
は
空
襲
に

備
え
て
燈
火
が
外
に
も
れ
な
い

よ
う
に
遮
光
し
、
防
空
訓
練
を

繰
り
返
し
各
戸
に
防
空
用
具
を

備
え
、
戦
争
末
期
に
は
米
軍
上

陸
に
備
え
竹
ヤ
リ
で
防
衛
訓
練

し
戦
意
を
昂
揚
し
た
。

　

農
家
で
は
重
要
作
物
の
作
付

が
割
当
て
に
な
り
、
労
働
力
不

足
で
畑
が
荒
れ
る
の
に
加
え
て

肥
料
が
欠
乏
し
、
草
を
刈
っ
て

堆
肥
を
増
し
、
ヤ
チ
坊
主
を
焼

い
た
り
灰
を
つ
く
っ
た
り
し
て

も
、
減
収
を
免
れ
な
か
っ
た
。

地
下
タ
ビ
や
軍
手
が
な
く
な
り

ハ
ダ
シ
で
畑
仕
事
を
し
た
り
、

子
ど
も
も
ゾ
ー
リ
で
登
校
し
た
。

中
士
幌
空
襲
さ
る

　

戦
争
が
末
期
症
状
を
呈
し
た

１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）６
月

下
旬
に
は
、
し
ば
し
ば
敵
米
軍

機
が
本
道
上
空
に
現
れ
、
警
戒

警
報
、
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
い

た
。
７
月
14
日
は
Ｂ
52
爆
撃
機

お
よ
び
艦
載
機
約
３
０
０
機
が

本
道
主
要
都
市
を
空
襲
、
翌
15

日
ほ
ぼ
同
数
の
敵
機
が
各
都
市

を
爆
撃
お
よ
び
艦
砲
射
撃
を
も

加
え
た
。
午
前
８
時
頃
、
本
別

市
街
上
空
に
艦
載
機
47
機
が
現

わ
れ
空
襲
警
報
も
出
な
い
う
ち

に
、
攻
撃
が
開
始
さ
れ
大
混
乱

２
、
大
戦
そ
し
て
敗
戦

太
平
洋
戦
争
と
生
活

　

昭
和
12
年
以
降
の
日
中
戦
争

は
宣
戦
布
告
が
な
い
ま
ま
の
戦

争
で
あ
っ
た
。
中
国
全
土
に
戦

線
が
拡
大
す
る
一
方
、
日
本
は

国
際
的
に
孤
立
し
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
諸
国
包
囲
の
封

鎖
態
勢
に
よ
り
、
国
内
経
済
は

破
滅
に
向
っ
て
追
い
や
ら
れ
、

日
米
交
渉
は
全
く
進
展
を
見
ず

窮
地
に
立
っ
た
。
つ
い
に
日
本

は
１
９
４
１
年（
昭
和
16
年
）12

月
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ

ス
へ
宣
戦
を
布
告
し
同
時
に
ハ

ワ
イ
お
よ
び
太
平
洋
各
地
に
お

い
て
、
奇
襲
作
戦
を
行
い
第
２

次
世
界
大
戦
へ
突
入
し
、
国
民

は
驚
き
と
緊
張
に
包
ま
れ
た
。

「
つ
わ
も
の
の
郷
」と
し
て
前
線

兵
士
へ
送
っ
た
。
２
４
６
家
族

分
が
掲
載
さ
れ
た
こ
の
本
が
郷

土
出
身
兵
士
を
勇
気
づ
け
、
肌

身
離
さ
ず
愛
用
さ
れ
た
。
他
村

に
は
例
の
少
な
い
好
企
画
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

国
は
臨
戦
体
制
に
と
も
な
い

国
家
総
動
員
法
の
一
部
発
動
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
内
法
に
優

先
し
て
国
家
目
的
の
た
め
国
民

を
徴
用
し
た
り
、
物
資
を
徴
発
、

収
用
で
き
る
こ
と
と
し
村
内
で

も
農
業
者
以
外
の
業
者
の
整
備

が
進
め
ら
れ
、
徴
用
令
で
軍
需

産
業
に
向
け
ら
れ
、
や
が
て
労

働
に
耐
え
る
も
の
は
す
べ
て
生

徒
や
児
童
も
含
め
て
、
勤
労
報

国
隊
を
組
織
し
て
食
糧
増
産
や

重
要
産
業
の
増
強
に
従
事
し
、

国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
よ
っ

て
遂
行
を
図
っ
た
。

　

大
東
亜
共
栄
圏
確
立
、
世
界

新
秩
序
建
設
の
目
標
の
も
と
大

政
翼
賛
会
が
１
９
４
０
年（
昭

和
15
年
）12
月
結
成
さ
れ
た
。

村
内
で
は
行
政
区
を
廃
止
し
部

落
会
、
町
内
会
を
単
位
と
し
て

隣
組
の
常
会
に
姿
を
改
め
村
の

既
設
の
組
織
を
再
編
成
し
、
翼

賛
体
制
の
細
胞
と
し
て
利
用
し
、

「
新
体
制
」に
入
っ
た
。

防空演習（昭和17年頃）

昭和13年頃の士幌市街中央（軍馬の出征）

26第五章　非常時から戦後まで



に
陥
り
56
分
も
の
間
集
中
的
に
、

機
銃
弾
を
打
ち
込
み
爆
弾
を
落

し
本
別
市
街
に
壊
滅
的
打
撃
を

与
え
、
そ
の
轟
音
は
士
幌
の
空

ま
で
ゆ
る
が
せ
た
。

　

そ
の
日
午
後
２
時
頃
、
敵
機

の
大
群
が
士
幌
市
街
の
西
方
を

北
に
向
い
、
１
時
間
ほ
ど
し
て

反
転
南
下
、
や
が
て
25
機
が
音

更
の
亜
麻
工
場
、
変
電
所
な
ど

に
銃
爆
撃
を
加
え
、
火
災
、
死

傷
者
を
出
し
た
。
編
隊
は
中
士

幌
上
空
に
現
れ
、
そ
の
内
の
３

機
が
急
降
下
の
姿
勢
を
と
っ
た

と
見
た
瞬
間
バ
リ
バ
リ
と
銃
撃

を
始
め
た
。
住
民
は
防
空
壕
に

あ
る
い
は
、
押
入
れ
に
入
っ
て

息
を
ひ
そ
め
た
。
こ
の
と
き
機

銃
弾
の
一
発
が
防
空
壕
入
口
に

か
が
み
こ
ん
で
い
た
、
田
中
ミ

サ
ヲ
の
太
股
に
命
中
し
た
。
村

内
唯
一
の
空
襲
負
傷
者
で
あ
っ

た
。

　

被
弾
家
屋
は
十
余
戸
を
数
え
、

重
森
十
一
の
住
宅
か
ら
出
火
し

た
が
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

政
府
は
20
年
３
月
、
国
民
義

勇
隊
の
結
成
を
決
定
し
た
が
本

村
で
は
結
成
さ
れ
ず
に
終
わ
っ

た
。
４
月
皇
土
決
戦
訓
が
布
告

に
な
り
、
６
月
に
国
民
義
勇
兵

役
法
が
成
立
、
15
歳
か
ら
55
歳

ま
で
の
男
子
と
17
歳
か
ら
40
歳

ま
で
の
女
子
は
義
勇
戦
闘
隊
要

員
と
さ
れ
て
い
た
が
、
幸
い
こ

の
１
億
総
玉
砕
作
戦
は
、
実
施

さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

村
長
更
て
つ
と
敗
戦

　

国
民
服
に
ゲ
ー
ト
ル
ば
き
で

戦
時
体
制
下
の
激
務
に
奔
走
し

て
い
た
古
山
村
長
が
、
１
９
４

４
年（
昭
和
19
年
）11
月
退
職
し

た
。
先
に
１
９
４
２
年（
昭
和

17
年
）９
月
、
下
居
辺
28
番
地

の
共
同
放
牧
地
２
３
５
町
歩
の

払
い
下
げ
を
受
け
た
際
、
道
庁

係
官
に
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
若
干

を
贈
っ
た
の
が
贈
賄
の
罪
に
問

わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
道
庁
係
官
が
別
に
い
く

つ
か
の
収
賄
犯
罪
を
犯
し
て
い

て
、
証
拠
調
べ
に
関
連
し
て
出

て
来
た
も
の
で
、
村
長
は
犯
意

が
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
古

山
は
罰
金
５
０
０
円
の
判
決
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
辞
任
し
、

村
内
で
は
同
情
と
退
職
を
惜
し

む
声
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
隣
村
の
鹿
追
村
長
も

全
く
同
様
事
件
で
同
年
５
月
に

退
職
し
た
。
鹿
追
村
長
の
場
合
、

士
幌
村
内
吉
野
地
区
に
あ
っ
た

国
有
未
開
地
２
０
０
町
歩
の
払

い
下
げ
を
受
け
た
際
、
同
じ
道

庁
係
官
に
対
す
る
贈
賄
の
疑
い

で
身
柄
留
置
取
調
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
士
幌
村
民

は
村
内
の
土
地
を
隣
村
に
と
ら

れ
驚
い
た
。

　

古
山
村
長
の
後
任
に
は
浦
幌

村
吏
員
、
諸
戸
大
三
郎
が
着
任

し
た
。
諸
戸
は
35
歳
の
青
年
村

長
で
抜
て
き
人
事
で
あ
っ
た
。

国
内
は
決
戦
体
制
に
入
り
満
18

歳
以
上
を
兵
役
に
編
入
、
少
年

兵
、
産
業
戦
士
、
青
年
学
校
の

馬
事
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
家

庭
の
日
常
生
活
は
い
よ
い
よ
窮

屈
と
な
り
配
給
だ
け
で
は
足
り

ず
食
糧
の
買
出
し
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

役
場
吏
員
も
教
員
も
一
般
の

住
民
も
男
は
巻
き
ゲ
ー
ト
ル
、

女
は
モ
ン
ペ
が
日
常
の
姿
で
あ

っ
た
。

　

防
空
演
習
が
し
ば
し
ば
行
わ

れ
、
各
戸
で
防
空
壕
が
作
ら
れ

小
学
校
で
は
空
襲
警
報
が
あ
る

と
防
空
壕
に
入
り
き
れ
ず
、
風

防
林
に
待
避
し
て
不
安
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

　

敵
軍
が
い
つ
本
土
に
上
陸
し

て
く
る
か
本
土
決
戦
に
備
え
て

い
る
時
、
１
９
４
５
年（
昭
和

20
年
）７
月
最
後
通
牒
の
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
が
出
さ
れ
８
月
６

日
に
広
島
、
９
日
長
崎
が
相
次

い
で
世
界
最
初
の
原
子
爆
弾
で

潰
滅
、
同
８
日
に
ソ
連
が
参
戦
、

絶
対
絶
命
の
切
迫
し
た
空
気
に

悲
壮
感
が
み
な
ぎ
る
内
、
突
如

終
戦
の
詔
書
が
天
皇
陛
下
の
ラ

ジ
オ
放
送
に
よ
っ
て
告
げ
ら
れ

た
。
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）

８
月
15
日
正
午
、
重
大
放
送
の

予
告
に
ど
こ
で
も
み
な
ラ
ジ
オ

の
前
に
耳
を
す
ま
し
た
。
聞
き

馴
れ
な
い
天
皇
陛
下
の
お
声
に

瞬
間
何
が
起
き
た
か
判
断
で
き

な
か
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
が
戦

争
に
敗
れ
た
と
判
っ
た
時
、
号

泣
か
ら
昂
奮
、
呆
然
自
失
と
さ

ま
ざ
ま
で
容
易
に
衝
撃
か
ら
立

ち
直
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

農
家
で
は
亜
麻
引
き
の
最
中
で

あ
っ
た
が
し
ば
ら
く
は
亜
麻
に

手
を
つ
け
る
気
力
も
失
っ
て
い

た
。

痛
恨
無
言
の
帰
還

　

満
州
事
変
か
ら
始
ま
り
太
平

洋
戦
争
終
結
に
至
る
ま
で
の
14

年
間
、
村
か
ら
は
お
び
た
だ
し

い
数
の
若
者
た
ち
が
次
々
と
戦

場
へ
送
り
出
さ
れ
、
そ
の
中
に

は
多
く
の
兵
士
が
敵
弾
に
倒
れ

海
戦
で
沈
み
、
あ
る
い
は
病
に

命
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
１
９

３
８
年（
昭
和
13
年
）８
月
、
村

で
初
の
戦
死
者
が
出
て
村
葬
が

粛
然
と
営
ま
れ
、
以
来
戦
況
が

拡
大
す
る
と
と
も
に
次
々
と
悲

報
が
届
き
、
親
や
妻
子
は
家
門

の
名
誉
と
涙
を
こ
ら
え
て
も
明

日
か
ら
の
途
方
に
暮
れ
悲
嘆
は

つ
の
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
戦

況
が
不
利
に
な
り
南
海
の
島
々

で
玉
砕
、
爆
沈
が
続
き
遺
骨
の

な
い
空
箱
の
骨
箱
を
迎
え
て
や

士幌駅へ降り立った戦死者の遺骨（昭和14年９月）

諸戸　大三郎
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た
。
あ
ま
り
の
強
行
に
自
家
保

有
食
糧
か
ら
種
子
ま
で
さ
い
て

供
出
し
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る

半
面
、
た
く
さ
ん
の
雑
穀
を
か

く
し
て
ヤ
ミ
取
引
で
ボ
ロ
も
う

け
を
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）２

月
政
府
は
食
糧
緊
急
措
置
令
を

公
布
し
、
供
出
割
当
て
を
完
納

し
な
い
も
の
に
は
差
押
え
、
強

制
買
上
げ
を
強
行
す
る
こ
と
に

し
た
。
村
で
は
官
憲
に
よ
る
強

権
発
動
に
よ
り
供
出
未
納
農
家

の
家
宅
捜
索
が
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
異
様
な
緊
張
に
包
ま

れ
た
。

　

衣
料
品
を
は
じ
め
生
活
必
需

物
資
の
窮
乏
は
戦
時
中
よ
り
も

更
に
深
刻
化
し
、
異
常
な
物
価

暴
騰
を
来
し
、
政
府
は
食
糧
緊

急
措
置
令
と
同
じ
日
に
金
融
緊

急
措
置
令
を
出
し
、
新
円
を
発

行
、
旧
紙
幣
を
封
鎖
し
１
か
月

の
引
き
出
し
を
世
帯
主
３
０
０

円
、
そ
の
他
世
帯
員
１
人
に
つ

き
１
０
０
円
に
制
限
し
、
イ
ン

フ
レ
鎮
静
に
効
を
奏
し
た
が
や

が
て
元
通
り
イ
ン
フ
レ
は
昻
進

し
た
。
封
鎖
し
た
預
金
は
１
９

４
８
年（
昭
和
23
年
）７
月
に
は

解
除
に
な
っ
た
。

　

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）末

に
は
、
食
糧
事
情
の
危
機
状
態

を
脱
し
た
。
配
給
事
情
が
好
転

し
始
め
た
の
は
翌
年
11
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
る

と
同
時
に
国
内
に
い
た
兵
士
の

復
員
が
は
じ
ま
り
、
海
外
か
ら

の
復
員
船
、
引
揚
船
が
到
着
し

村
内
は
若
者
で
活
気
を
取
り
戻

し
復
興
の
気
運
が
み
な
ぎ
っ
た
。

商
工
業
者
と
配
給

　

戦
中
戦
後
の
物
資
の
欠
乏
期

に
は
国
内
の
流
通
組
織
は
ほ
と

ん
ど
機
能
を
停
止
し
、
村
内
の

商
店
は
潰
滅
状
態
と
な
り
商
工

業
者
の
多
く
が
転
廃
業
を
し
た
。

　

政
府
の
小
売
業
者
整
備
要
綱

（
企
業
整
備
）が
実
施
さ
れ
、
士

幌
小
売
業
整
備
委
員
会
を
設
け

戦
時
体
制
に
即
応
し
、
整
備
統

り
き
れ
な
い
思
い
の
葬
儀
が
営

ま
れ
た
。

　

終
戦
と
な
り
復
員
し
て
く
る

も
の
と
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ

次
々
と
戦
死
の
公
報
が
届
き
、

二
重
、
三
重
の
悲
し
み
に
ひ
っ

そ
り
と
し
た
公
葬
が
行
わ
れ
ひ

と
し
お
会
葬
者
の
涙
を
誘
っ
た
。

村
史
に
よ
れ
ば
村
か
ら
出
征
し

て
行
っ
て
戦
没
し
た
者
お
よ
び
、

そ
の
後
遺
族
が
他
か
ら
転
入
し

て
来
た
者
も
加
え
る
と
町
戦
没

者
数
は
１
７
６
名
を
数
え
る
。

戦
後
の
混
乱

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
戦
争
遂
行

の
た
め
に
集
中
し
、
苦
難
に
耐

え
て
き
た
国
民
は
敗
戦
に
よ
っ

て
一
挙
に
目
標
を
失
い
、
権
威

と
し
て
き
た
も
の
が
つ
い
え
去

り
不
安
と
窮
乏
が
国
を
覆
っ
て
、

社
会
秩
序
が
混
乱
し
た
。
終
戦

の
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）秋

は
ひ
ど
い
冷
害
で
士
幌
村
の
水

稲
、
大
小
豆
は
反
当
り
０
・
３

俵
と
い
う
皆
無
作
に
近
い
凶
作

で
あ
っ
た
。
全
国
的
に
肥
料
、

労
力
不
足
に
加
え
た
冷
害
に
よ

っ
て
こ
の
年
の
米
の
生
産
は
戦

前
の
66
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、

国
内
は
深
刻
な
食
糧
不
足
に
陥

っ
た
。
終
戦
直
後
大
都
市
１
人

当
り
の
配
給
量
は
１
日
２
９
７

グ
ラ
ム（
二
合
一
勺
）で
、
そ
れ

も
代
用
食
の
い
も
、
大
豆
、
豆

か
す
な
ど
を
入
れ
て
計
算
し
、

食
糧
全
体
で
１
２
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

餓
死
寸
前
の
人
た
ち
は
必
死
に

な
っ
て
買
い
出
し
に
殺
到
し
、

主
産
地
の
士
幌
線
は
都
会
か
ら

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
た

人
た
ち
で
混
乱
し
、
え
ん
麦
、

で
ん
粉
カ
ス
ま
で
が
日
用
物
資

と
交
換
取
引
さ
れ
た
。
村
内
非

農
家
も
同
じ
く
農
家
へ
買
い
出

し
に
日
参
し
た
。

　

農
家
は
常
会
ご
と
に
割
り
当

て
ら
れ
た
過
大
な
食
糧
供
出
割

当
て
が
消
化
で
き
ず
紛
糾
し
、

地
力
の
差
の
不
公
平
を
不
満
と

し
て
実
行
組
合
の
分
裂
を
生
じ

合
を
進
め
た
。

　

主
食
の
配
給
は
、
１
９
４
３

年（
昭
和
18
年
）５
月
北
海
道
食

糧
営
団
士
幌
出
張
所
を
設
立
し
、

次
の
代
配
給
所
で
配
給
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

第
１
配
給
所　

真
井 

一
三（
士

幌
）

第
２
配
給
所　

士
幌
産
業
組
合

第
３
配
給
所　

居
城
兼
二
郎（
中

士
幌
）

第
４
配
給
所　

清
水
辰
雄（
下

居
辺
）

　

統
制
経
済
は
１
９
３
７
年（
昭

和
12
年
）か
ら
鋼
材
、
１
９
３

８
年（
昭
和
13
年
）綿
製
品
、
石

油
、
ゴ
ム
、
米
、
砂
糖
、
衣
料
、

木
炭
な
ど
が
統
制
品
と
な
り
自

由
に
取
引
き
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
１
９
４
２
年（
昭
和
17
年
）

２
月
か
ら
衣
料
品
が
切
符
制
と

な
り
、１
９
４
３
年（
昭
和
18
年
）

に
は
物
資
の
大
部
分
が
重
要
物

資
に
な
り
す
べ
て
切
符
制
と
し

た
が
、
極
度
に
品
不
足
の
た
め

配
給
品
は
少
な
く
ヤ
ミ
取
引
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）は

最
も
欠
乏
時
期
で
主
食
は
各
種

代
用
を
合
わ
せ
、
酒
は
５
か
月
、

列車乗降
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柏
が
密
生
し
て
い
た
。
一
同
は

中
小
企
業
者
な
ど
で
戦
災
を
逃

れ
て
来
村
し
た
も
の
の
農
業
経

験
も
農
道
具
と
て
、
一
切
無
く
、

鍬
で
１
本
の
小
柏
の
根
を
堀
る

の
に
半
日
も
か
か
る
こ
と
も
あ

り
、
開
墾
は
容
易
に
進
ま
な
か

っ
た
。
近
く
の
農
家
を
手
伝
っ

て
食
糧
を
分
け
て
も
ら
い
翌
年

は
既
墾
地
を
借
り
て
食
糧
な
ど

を
わ
ず
か
ま
い
た（
星
田
幸
三

郎
談
）。
近
隣
農
家
の
手
助
け

や
指
導
を
受
け
て
開
墾
を
進
め

た
が
、
資
金
難
と
馴
れ
な
い
労

働
に
よ
っ
て
生
活
は
困
窮
を
極

め
、
や
が
て
東
京
都
が
復
興
に

向
う
と
離
農
し
て
行
く
者
が
相

次
い
だ
。

　

終
戦
に
よ
る
大
量
の
復
員
者
、

海
外
引
揚
者
お
よ
び
食
糧
を
求

め
て
都
会
か
ら
来
住
し
た
人
々
、

あ
る
い
は
農
家
二
男
、
三
男
に

対
し
戦
後
開
拓
者
と
し
て
集
団

帰
農
者
と
同
様
開
拓
地
が
配
分

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
土
地
に
縁

故
が
あ
り
農
業
経
験
者
が
多
く

本
家
や
縁
故
者
か
ら
の
応
援
が

得
ら
れ
開
墾
が
順
調
に
進
ん
だ
。

政
府
は
開
拓
者
に
対
し
補
助
金
、

融
資
を
行
い
開
拓
営
農
指
導
員

を
配
置
し
営
農
の
促
進
を
図
っ

た
。
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）

３
、
農
協
と
農
地
改
革

農
業
会
の
で
ん
粉
工
場
と

ブ
ト
ウ
糖
工
場

　

士
幌
で
の
で
ん
粉
工
場
の
始

ま
り
は
西
上
工
場
で
、
１
９
２

９
年（
昭
和
４
年
）頃
西
上
地
区

民
有
未
墾
地
開
放
の
時
、
支
庁

の
補
助
で
ウ
ォ
ッ
プ
川
西
３
線

に
小
さ
な
工
場
を
建
て
た
が
、

操
業
に
馴
れ
た
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
休
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）に
入

植
し
て
き
た
俱
知
安
団
体
に
よ

っ
て
操
業
さ
れ
た
。
１
９
３
５

年（
昭
和
10
年
）に
は
株
式
組
織

と
し
た
が
小
規
模
で
近
隣
の
者

の
利
用
に
止
ま
っ
た
。
１
９
３

３
年（
昭
和
８
年
）頃
、
音
更
川
、

川
西
30
号
で
士
別
の
林
某
に
よ

る
林
第
三
工
場
が
水
車
利
用
で

操
業
を
開
始
し
た
。
１
９
３
４

年（
昭
和
９
年
）居
辺
川
朝
陽
小

学
校
付
近
で
士
別
か
ら
来
た
渡

部
礼
次
が
、
タ
ー
ビ
ン
水
車
に

よ
る
で
ん
粉
工
場
を
建
て
、
馬

鈴
し
ょ
の
作
付
を
す
す
め
、
秋

か
ら
操
業
を
開
始
し
、
い
ま
ま

で
自
家
食
糧
用
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
馬
鈴
し
ょ
は
こ
の
頃
か
ら

経
済
作
物
と
し
て
作
付
が
増
え

て
い
っ
た
。
渡
部
工
場
が
堀
作

太
郎
、
山
内
観
二
郎
に
譲
渡
さ

れ
た
後
、
１
９
４
３
年（
昭
和

18
年
）に
は
下
居
辺
地
区
に
移

譲
さ
れ
下
居
辺
共
同
で
ん
粉
工

場
と
し
て
操
業
さ
れ
、
組
合
員

の
馬
鈴
し
ょ
を
処
理
し
て
大
き

な
成
果
を
挙
げ
た
。
で
ん
粉
工

場
の
有
利
性
が
着
目
さ
れ
村
内

各
地
に
工
場
の
建
設
が
相
次
い

だ
。

　

各
工
場
で
は
増
毛
か
ら
漁
師

を
集
団
で
招
い
て
原
料
馬
鈴
し

ょ
の
掘
取
を
行
っ
て
農
家
の
労

力
緩
和
を
図
っ
た
。

　

こ
う
し
て
馬
鈴
し
ょ
は
、
１

９
３
３
年（
昭
和
８
年
）の
作
付

が
75
町
歩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

が
、
で
ん
粉
原
料
の
作
付
が
増

え
、
戦
争
中
の
軍
需
作
物
と
し

て
の
奨
励
も
あ
っ
て
、
１
９
４

６
年（
昭
和
21
年
）に
は
１
０
０

０
町
歩
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ

た
。

　

士
幌
村
農
業
会
太
田
寛
一
専

務
ら
は
か
ね
て
か
ら
、
農
産
物

は
耕
作
農
民
の
手
に
よ
っ
て
加

工
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

焼
酎
５
か
月
、
砂
糖
１
か
月
、

食
用
油
２
か
月
し
か
配
給
が
な

か
っ
た
。

　

狂
乱
を
見
せ
た
国
内
経
済
は
、

１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）頃
に

な
る
と
か
な
り
落
ち
着
き
を
見

せ
、
公
定
価
と
闇
物
価
の
差
が

縮
ま
り
物
資
が
出
回
り
商
店
街

も
し
だ
い
に
活
気
を
取
り
戻
し

て
行
っ
た
。

疎
開
者
と
戦
後
開
拓

　

東
京
都
が
空
襲
に
よ
っ
て
焦

土
と
化
し
て
い
っ
た
戦
争
末
期

の
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）５

月
、
政
府
は
都
民
の
疎
開
と
食

糧
増
産
を
ね
ら
っ
て
北
海
道
開

拓
移
民
を
募
集
し
た
。
士
幌
村

へ
の
集
団
帰
農
者
42
世
帯
は
８

月
７
日
上
野
駅
を
出
て
青
森
で

空
襲
の
た
め
７
日
間
滞
在
、
青

函
連
絡
船
の
中
で
終
戦
を
聞
き

士
幌
駅
へ
下
り
立
っ
た
の
は
８

月
16
日
で
あ
っ
た
。
一
同
は
士

幌
市
街
で
分
宿
し
翌
日
村
内
各

常
会
へ
配
置
さ
れ
、
常
会
場
、

空
家
な
ど
が
仮
住
居
と
な
っ
た
。

村
内
に
あ
る
防
風
保
安
林
１
０

０
間
幅
の
内
75
間
を
開
拓
地
に

解
放
し
、
１
戸
当
た
り
３
０
０

間
、
７
町
５
反
が
配
分
さ
れ
た
。

入
植
地
の
大
木
は
伐
採
さ
れ
小

カシワ林に挑む開拓者

林でん粉工場（昭和14年）

５
月
に
は
、
士
幌
村
開
拓
農
業

協
同
組
合（
組
合
長　

勇
富
五
郎
）

が
創
立
さ
れ
た
が
経
営
不
振
に

陥
り
、１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）

以
降
士
幌
農
協
の
支
援
に
よ
っ

て
再
建
し
１
９
５
６
年（
昭
和

31
年
）３
月
に
は
組
合
は
解
散
し
、

関
係
業
務
は
士
幌
農
協
が
吸
収

し
た
。
の
ち
の
新
田
地
区
を
除

く
戦
後
開
拓
者
に
よ
る
開
墾
実

績
は
１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）

末
調
べ
で
、
入
植
者
延
１
２
３

戸
、
開
墾
５
０
８
町
歩
で
あ
っ

た
。
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０
万
円
を
生
産
者
に
還
元
し
農

民
の
不
安
は
い
っ
ぺ
ん
に
解
消

し
、
農
民
に
よ
る
加
工
事
業
へ

の
認
識
を
深
く
し
た
。
翌
年
度

は
工
場
設
備
に
改
善
を
加
え
操

業
し
、
買
収
前
の
工
場
最
大
能

力
製
品
４
０
０
０
袋
に
対
し
、

そ
の
年
は
７
５
０
０
袋
を
製
造
、

歩
留
り
も
さ
ら
に
向
上
前
年
に

ま
さ
る
好
成
績
を
収
め
た
。
か

く
し
て
士
幌
村
農
村
工
業
飛
躍

発
展
の
礎
が
固
め
ら
れ
た
。

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）、

北
井
利
照
と
共
に
中
士
幌
で
ん

粉
工
場
を
創
業
し
た
洞
田
逸
治

は
、
ブ
ド
ウ
糖
工
場
設
立
の
計

画
を
農
業
会
に
持
ち
込
ん
だ
。

洞
田
の
熱
意
に
同
調
し
た
農
業

会
で
は
役
員
会
で
出
資
を
決
め
、

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）５
月

の
農
業
会
総
会
に
提
案
さ
れ
た
。

総
会
で
は
前
途
を
心
配
す
る
反

対
意
見
が
強
く
出
さ
れ
賛
否
両

論
が
対
立
し
た
が
、
出
資
を
決

定
、
同
年
６
月
北
東
産
業
株
式

会
社（
社
長
洞
田
逸
治
・
専
務

太
田
寛
一
・
常
務
居
島
治
男
）

が
設
立
さ
れ
た
。
中
士
幌
市
街

（
現
在
の
北
団
地
）に
工
場
建
設

が
始
ま
っ
た
。
翌
年
２
月
工
場

操
業
直
前
に
工
場
が
全
焼
す
る

災
厄
に
あ
っ
た
が
３
か
月
で
再

建
、
同
年
５
月
に
は
試
運
転
し

感
動
の
初
製
品
が
で
き
た
。
原

料
は
生
で
ん
粉
を
使
用
す
る
た

め
で
ん
粉
工
場
と
連
動
し
、
乾

燥
が
省
け
二
番
粉
も
使
用
で
き

る
利
点
が
あ
っ
た
。
ブ
ド
ウ
糖

の
ブ
ー
ム
が
１
・
２
年
で
去
っ

て
同
じ
工
程
で
水
ア
メ
製
造
を

行
い
、
全
道
隋
一
と
い
わ
れ
る

製
品
を
出
す
ま
で
に
な
っ
た
。

　

水
ア
メ
部
門
は
原
料
難
、
価

格
の
大
暴
落
と
い
う
業
界
の
情

勢
の
変
化
か
ら
１
９
６
０
年（
昭

和
35
年
）に
は
、
工
場
を
閉
鎖

し
た
。
農
村
工
業
の
華
と
し
て

中
士
幌
に
繁
盛
を
も
た
ら
し
た

工
場
の
火
は
十
数
年
で
消
え
た
。

農
地
改
革
成
る

　

北
海
道
開
拓
は
資
本
家
の
地

主
制
度
に
依
存
し
た
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
士
幌
村
内
で
も
小
作

農
家
が
半
分
を
占
め
て
い
た
。

政
府
は
戦
前
か
ら
安
定
農
家
育

成
の
た
め
１
９
２
６
年（
大
正

15
年
）、
自
作
農
創
設
維
持
制

度
を
発
足
さ
せ
士
幌
村
で
は
自

作
農
資
金
の
貸
付
を
奨
励
し
、

１
９
３
３
年（
昭
和
８
年
）堀
田

農
場 （
小
作
１
３
０
人
）、
１

９
４
１
年（
昭
和
16
年
）松
室
農

場（
19
人
）、
１
９
４
２
年（
昭

和
17
年
）田
辺
農
場（
６
人
）、

１
９
４
３
年（
昭
和
18
年
）士
幌

農
場（
80
人
）、
１
９
４
４
年（
昭

和
19
年
）鈴
木
初
太
郎
農
場（
８

人
）、
１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）

鈴
木
有
三
農
場（
21
人
）、
新
田

農
場（
64
人
）の
大
農
場
が
解
放

さ
れ
た
。
１
９
３
４
年（
昭
和

９
年
）か
ら
１
９
４
３
年（
昭
和

18
年
）ま
で
の
自
作
農
事
業
に

よ
る
創
設
維
持
は
２
３
４
戸
、

２
３
７
８
町
歩
に
の
ぼ
っ
て
い

た
。

　

ま
た
１
９
３
８
年（
昭
和
13

年
）に
は
農
地
調
整
法
が
施
行

さ
れ
、
農
地
委
員
会
が
置
か
れ

適
正
小
作
料
の
設
定
、
小
作
料

の
減
免
調
停
な
ど
を
行
っ
た
。

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
小
作
料

は
物
納
で
あ
っ
た
の
が
、
１
９

４
１
年（
昭
和
16
年
）か
ら
は
畑

は
適
正
小
作
料
が
定
め
ら
れ
金

納
と
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
で
畑

は
14
等
級
に
分
か
れ
、
平
均
１

反
歩
１
円
88
銭
、
田
は
物
納
で

平
均
１
斗
７
升
で
あ
っ
た
。
こ

の
年
は
凶
作
の
た
め
減
免
も
決

め
畑
は
２
割
か
ら
５
割
、
田
は

全
免
と
し
た
。

　

終
戦
と
共
に
進
駐
軍
占
領
政

策
の
農
業
民
主
化
の
う
ち
、
農

地
解
放
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ

た
。
戦
前
の
農
地
改
革
で
は
ま

だ
多
く
の
小
作
地
が
残
さ
れ
て

い
た
。

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）４

月
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
作
地
６

３
０
０
町
歩
小
作
地
２
９
０
０

町
歩
と
な
っ
て
い
た
。

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）10

月
第
２
次
農
地
改
革
関
係
法
律

が
制
定
さ
れ
不
在
地
主
の
全
所

有
小
作
地
お
よ
び
在
村
地
主
の

と
の
信
念
を
抱
き
、
飯
島
房
芳

に
よ
る
下
居
辺
工
場
の
成
功
に

よ
っ
て
確
信
を
得
て
い
た
と
こ

ろ
、
中
音
更
工
場（
当
時
杉
原

工
場
）売
却
の
意
向
を
受
け
、

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）６
月

役
員
会
に
諮
っ
て
45
万
円
で
購

入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
会
員
の
間
か
ら
、
給
料

取
り
に
工
場
を
任
せ
た
ら
赤
字

に
な
る
な
ど
と
の
強
硬
な
反
対

意
見
が
沸
騰
し
、
７
月
の
総
代

会
総
会
は
も
め
に
も
め
た
。
結

局
太
田
ら
の
強
い
意
思
と
説
得

に
よ
り
買
い
受
け
が
決
定
し
、

昭
和
21
年（
１
９
４
６
年
）９
月

総
責
任
者
藤
咲
敬
の
も
と
、
操

業
開
始
と
な
っ
た
。
こ
の
年
、

馬
鈴
し
ょ
は
豊
作
で
あ
っ
た
。

工
場
の
成
否
は
農
業
会
の
将
来

が
か
か
っ
て
い
た
。
与
望
を
担

っ
て
工
場
主
任
の
衝
に
当
た
っ

た
安
村
志
朗
は
昼
夜
不
休
精
魂

を
打
ち
込
ん
で
研
究
改
善
を
重

ね
、
ま
た
一
部
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

を
取
り
入
れ
た
結
果
、
初
年
度

工
場
事
業
は
、
従
来
常
識
と
さ

れ
て
い
た
歩
留
り
を
は
る
か
に

超
え
、
で
ん
粉
価
格
の
値
上
り

と
相
ま
っ
て
１
シ
ー
ズ
ン
で
実

に
２
０
０
万
円
と
い
う
驚
異
的

な
利
益
と
な
り
、
こ
の
内
１
５

中士幌ブドウ糖工場（昭和26年頃）

農地委員会（昭和23年）
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所
有
小
作
地
の
う
ち
４
町
歩
を

超
え
る
土
地
の
耕
作
者
へ
の
強

制
譲
渡
、
農
地
価
格
の
公
定
が

定
め
ら
れ
新
し
い
農
地
委
員
10

人
が
公
選
で
選
ば
れ
た
。

　

地
主
か
ら
の
農
地
買
収
は
１

９
４
７
年（
昭
和
22
年
）３
月
か

ら
同
年
12
月
ま
で
７
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
耕
作
者
に
対
す

る
売
渡
し
は
１
９
５
２
年（
昭

和
27
年
）10
月
で
終
わ
っ
た
。

◇
士
幌
村
で
の
実
績　

買
収　

４
７
５
４
町
歩（
付
帯
採
草
地

を
含
む
）

売
渡　

４
６
５
８
町
７
反
歩（
付

帯
採
草
地
を
含
む
）

　

食
糧
供
出
割
当
の
適
正
を
期

す
る
た
め
１
９
４
７
年（
昭
和

22
年
）８
月
農
業
調
整
委
員
会

が
生
ま
れ
、
農
業
技
術
改
良
普

及
の
農
業
委
員
会（
１
９
４
９

年（
昭
和
24
年
）農
業
改
良
委
員

会
と
改
称
）が
１
９
４
８
年（
昭

和
23
年
）12
月
に
組
織
さ
れ
て

い
た
が
、
１
９
５
１
年（
昭
和

26
年
）７
月
農
地
委
員
会
と
共

に
３
委
員
会
が
解
散
し
、
同
月

新
ら
し
い
農
業
委
員
会（
会
長 

岡
部
錦
三
）が
発
足
し
た
。

農
協
の
設
立

　

戦
時
中
統
合
発
足
し
た
農
業

会
は
、
終
戦
に
よ
り
１
９
４
５

年（
昭
和
20
年
）10
月
、
法
律
を

改
正
し
戦
時
統
制
団
体
と
し
て

の
色
彩
を
取
り
去
り
民
主
化
が

図
ら
れ
た
。

　

農
村
新
生
の
気
運
に
乗
じ
農

業
会
は
前
記
で
ん
粉
工
場
の
経

営
を
は
じ
め
、
病
院
の
経
営
、

紡
毛
工
場
、
農
村
電
化
着
手
、

下
居
辺
支
所
開
設
な
ど
農
村
再

建
へ
の
意
欲
を
燃
や
し
た
。

　

占
領
軍
総
司
令
部
は
農
地
改

革
の
成
果
の
上
に
更
に
、
農
村

民
主
化
を
進
め
る
た
め
指
示
を

発
し
、１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）

12
月
農
業
協
同
組
合
法
の
公
布

を
見
た
。
同
法
は
民
主
的
協
同

組
合
の
諸
原
則
を
取
り
入
れ
、

１
、
設
立
・
地
区
・
加
入
脱
退

の
自
由
の
原
則　

２
、
農
民
主

体
制
の
確
立　

３
、
農
業
生
産

協
同
体
の
趣
旨
に
基
づ
く
生
産

４
、
民
主
化
・
復
興

公
選
村
長
登
場

　

終
戦
と
共
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

司
令
部
は
戦
時
中
、
戦
争
指
導

に
当
た
っ
た
者
た
ち
を
、
民
主

国
家
を
再
建
す
る
た
め
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
し
て
一
切
の
公

職
に
就
く
こ
と
を
禁
止
し
た
。

村
内
で
は
大
政
翼
賛
会
支
部
長

（
村
長
）、
在
郷
軍
人
分
会
長
、

翼
賛
壮
年
団
長
な
ど
が
該
当
し
、

諸
戸
村
長
は
１
９
４
６
年（
昭

和
21
年
）11
月
職
を
退
い
た
。

終
戦
前
後
の
最
も
困
難
な
時
期

２
年
６
か
月
の
任
期
で
あ
っ
た
。

諸
戸
村
長
退
職
の
あ
と
し
ば
ら

く
は
助
役
の
坂
本
睦
雄
が
村
長

代
理
を
勤
め
た
。
こ
の
間
１
９

４
６
年（
昭
和
21
年
）９
月
の
地

方
制
度
改
革
で
今
ま
で
の
北
海

道
二
級
町
村
制
の
流
れ
を
汲
む

指
定
町
村
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

士
幌
村
は
初
め
て
全
国
各
町
村

吉田　市太郎

士幌村農業協同組合事務所

中士幌農業協同組合

事
業
の
強
化　

４
、
行
政
官
庁

監
督
権
の
制
限
に
要
約
さ
れ
、

農
地
改
革
の
成
果
の
上
に
農
業

生
産
力
の
増
強
と
勤
労
農
民
の

経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

士
幌
村
農
業
会
は
１
９
４
８

年（
昭
和
23
年
）２
月
解
散
し
、

同
月
引
き
続
き
農
業
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ
た
。

　

農
協
は
15
名
の
発
起
人
の
届

出
が
あ
れ
ば
自
由
に
設
立
で
き

る
こ
と
か
ら
一
部
小
組
合
併
立

の
形
と
な
っ
た
。

▽
士
幌
村
農
業
協
同
組
合

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）２

月
20
日
設
立
総
会

　

正
組
合
員
８
２
７
人

　

組
合
長
＝
岡
部
金
吾

　

専
務
理
事
＝
長
瀬
健
市

▽
中
士
幌
農
業
協
同
組
合

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）２

月
５
日
創
立

　

組
合
長
＝
脇
原
清
輔

　

士
幌
村
18
号
以
南
の
農
家
70

数
戸
と
音
更
町
中
士
幌
区
域
の

農
家
で
構
成
、
そ
の
後
１
村
１

組
合
が
好
ま
し
い
と
い
う
動
き

か
ら
１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）

士
幌
村
の
大
半
が
士
幌
農
協
に

移
り
、
残
り
も
１
９
６
４
年（
昭

和
39
年
）に
移
り
組
合
は
音
更

町
農
協
に
合
併
し
た
。

▽
士
幌
第
一
農
業
協
同
組
合

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）春

創
立

　

組
合
長
＝
横
山
浅
吉

　

生
産
協
同
体
的
な
小
組
合
と

い
う
考
え
で
結
成
し
た
が
、
参

加
者
が
ご
く
少
数
で
士
幌
農
協

と
の
二
重
加
入
が
大
半
で
、
１

９
５
６
年（
昭
和
31
年
）４
月
解

散
し
た
。

▽
士
幌
村
開
拓
農
業
協
同
組
合

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）５

月
３
日
創
立

　

組
合
長
＝
勇
富
五
郎

　

戦
後
開
拓
者
に
よ
っ
て
結
成

し
た
が
組
合
員
は
、
士
院
農
協

へ
二
重
加
入
し
て
お
り
１
９
５

６
年（
昭
和
31
年
）３
月
解
散
し

た
。
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一
斉
に
開
設
さ
れ
た
。

　

村
で
は
中
学
校
の
新
設
が
大

き
な
重
荷
で
あ
っ
た
。
高
等
科

が
併
置
さ
れ
て
い
た
士
幌
、
中

士
幌
、
上
居
辺
、
下
居
辺
、
佐

倉
の
５
校
は
取
り
敢
え
ず
小
学

校
に
併
置
し
、
川
西
地
区
は
北

中
音
更
小
学
校
に
併
置
し
北
中

音
更
中
学
校
と
し
て
、
各
校
と

も
５
月
１
日
に
開
校
し
た
。

中
士
幌
中
学
校
が
新
し
い
土
地

を
求
め
同
年
11
月
新
築
移
転
、

士
幌
中
学
校
が
翌
年
11
月
に
新

築
移
転
し
た
。
１
９
４
９
年（
昭

和
24
年
）秋
に
は
下
居
辺
・
上

居
辺
が
小
学
校
敷
地
内
に
校
舎

①
新
田
牧
場
問
題

②
ウ
オ
ッ
プ
川
水
力
発
電
の
失

敗③
村
税
滞
納
の
累
積

　

以
上
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か

の
批
判
も
出
て
、
村
議
会
で
き

び
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
つ
い
に

は
、
村
民
大
会
が
開
か
れ
て
辞

職
を
勧
告
す
る
ま
で
に
事
態
は

進
展
し
、
村
内
は
騒
然
と
し
た
。

吉
田
は
責
任
を
痛
感
し
村
民
に

不
明
を
詫
び
、
１
９
５
２
年（
昭

和
27
年
）２
月
再
選
後
わ
ず
か

10
か
月
で
自
ら
村
長
の
席
を
退

い
た
。

民
主
教
育
の
創
造

　

戦
争
終
結
後
の
１
９
４
５
年

（
昭
和
20
年
）９
月
、
文
部
省
は

「
新
日
本
建
設
の
教
育
」を
発
表
、

軍
国
主
義
教
育
か
ら
人
間
尊
重

の
教
育
へ
の
大
転
換
が
行
わ
れ
、

学
校
現
場
で
は
御
真
影
の
撤
去

「
墨
ぬ
り
教
科
書
」の
出
現
か
ら

始
ま
っ
て
、
教
育
内
容
の
大
き

な
変
革
が
な
さ
れ
た
。

　

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）３

月
、
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校

教
育
法
が
公
布
さ
れ
同
年
４
月

か
ら
、
国
民
学
校
は
元
の
小
学

校
に
改
称
、
６
・
３
・
３
・
４

の
新
学
制
に
よ
っ
て
中
学
校
が

の
新
築
、
高
校
分
校
誘
致
な
ど

重
大
な
案
件
を
こ
な
し
、
官
選

村
長
と
は
ひ
と
味
異
っ
た
日
常

活
動
が
住
民
に
詳
価
さ
れ
、
１

９
５
１
年（
昭
和
26
年
）４
月
の

改
選
に
は
強
敵
と
見
ら
れ
た
農

協
組
合
長
・
村
議
会
副
議
長
の

岡
部
金
吾
を
大
差
で
破
り
再
選

を
果
し
た
。

当
選　

吉
田
市
太
郎

 

２
３
９
７
票

　
　
　

岡
部
金
吾　

５
６
３
票

　

吉
田
村
長
は
圧
倒
的
な
票
を

得
た
が
そ
の
頃
村
内
に
は
次
の

よ
う
な
難
問
題
が
く
す
ぶ
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
結
び
つ
い
て

村
長
不
信
に
と
発
展
し
苦
境
に

立
っ
た
。

佐
倉
・
帯
広
線
・
本
別
・
高
島

線
と
路
線
を
拡
大
、
１
９
６
１

年（
昭
和
36
年
）頃
は
士
幌
営
業

所
で
６
線
18
往
復
を
運
行
し
て

い
た
。

　

村
内
隅
ず
み
を
マ
キ
・
石
炭

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で
砂
利
道
を

ガ
タ
ガ
タ
と
走
る
姿
は
戦
後
の

復
興
を
象
徴
し
、
住
民
は
平
和

と
文
明
を
実
感
し
た
。

　

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）７

月
に
は
皇
族
と
し
て
は
初
め
て
、

三
笠
宮
崇
仁
殿
下
御
夫
妻
が
全

国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に

来
勝
さ
れ
、
本
村
に
も
お
立
ち

寄
り
に
な
り
村
長
が
村
勢
を
説

明
し
た
。

　

吉
田
村
長
は
食
糧
供
出
問
題

を
は
じ
め
、
新
制
中
学
校
校
舎

三笠宮殿下夫妻御来村

川西中学校（昭和26年）

国鉄自動車営業所（昭和37年）

と
同
格
に
自
治
権
を
も
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
選
挙
は
新
憲

法
下
で
婦
人
の
参
政
権
が
認
め

ら
れ
た
。

　

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）４

月
、
初
の
民
選
村
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
元
農
業
会
長
現
農
業
会

理
事
・
藤
咲
敬
、
産
業
組
合
理

事
・
村
議
会
議
員
・
吉
田
市
太

郎
、
農
業
・
横
山
浅
吉
が
立
候

補
し
た
。
開
票
の
結
果
は
大
方

の
予
想
に
反
し
吉
田
が
藤
咲
を

２
９
３
票
も
の
差
を
つ
け
て
当

選
し
た
。
選
挙
民
は
知
名
度
よ

り
も
新
鮮
さ
と
吉
田
の
も
つ
雄

弁
で
革
新
的
傾
向
を
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
選
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
年
同
月
末
に
は
新
制
度
に

よ
る
村
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
た
新
議
員
は
、
定
数
が
４
名

ふ
え
て
22
名
と
し
こ
の
内
９
名

が
新
人
で
あ
っ
た
。

　

吉
田
村
政
の
頃
は
す
べ
て
が

民
主
化
の
か
け
声
の
も
と
新
生
、

再
建
に
活
況
あ
ふ
れ
た
時
代
で

あ
っ
た
。

　

十
勝
農
村
部
へ
き
地
を
結
ぶ

省
営（
国
鉄
）バ
ス
誘
致
運
動
が

実
を
結
び
、
１
９
４
８
年（
昭

和
23
年
）士
幌
に
営
業
所
が
開

設
さ
れ
、
新
田
線
・
下
居
辺
線
・
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を
新
築
、
佐
倉
は
１
９
５
０
年

（
昭
和
25
年
）に
小
学
校
に
併
置

新
築
し
た
。

　

川
西
３
地
区
の
中
学
校
を
１

校
と
し
た
北
中
音
更
中
学
校
は

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）２
月
、

北
中
音
更
小
学
校
の
近
く
に
仮

校
舎
を
建
て
移
転
し
、
翌
年
３

月
川
西
中
学
校
と
改
称
、
１
９

５
０
年（
昭
和
25
年
）３
月
に
は

新
校
舎
を
落
成
移
転
し
た
が
、

西
上
地
区
住
民
が
強
く
独
立
を

要
求
し
、
１
９
５
２
年（
昭
和

27
年
）９
月
に
は
西
上
音
更
中

学
校
と
し
て
裁
縫
所
、
常
会
場

を
仮
教
室
と
し
て
独
立
、
同
年

12
月
に
は
校
舎
を
新
築
し
た
。

　

中
学
校
校
舎
の
建
設
は
村
財

政
を
圧
迫
し
、
物
資
不
足
の
折

昭和28年完成した士幌高等学校

か
ら
構
造
も
充
分
と
は
い
え
な

か
っ
た
が
、
各
中
学
校
は
新
し

い
学
制
の
中
で
、
の
び
や
か
に

学
習
が
続
け
ら
れ
た
。

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）７

月
に
は「
教
育
委
員
会
法
」が
制

定
さ
れ
た
が
猶
予
期
間
が
あ
り
、

村
教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
の

は
１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）９

月
で
あ
っ
た
。

　

委
員
は
公
選
に
よ
り
選
出
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
村
で
は

無
投
票
当
選
４
人
と
、
村
議
会

選
出
の
洞
田
逸
治
が
加
わ
り
委

員
長
に
は
洞
田
が
選
ば
れ
教
育

長
は
助
役
の
八
巻
国
夫
が
兼
務

し
た
。
そ
の
後
教
育
委
員
の
公

選
制
は
１
９
５
６
年（
昭
和
31

年
）、
法
改
正
に
よ
り
首
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

戦
後
の
教
育
熱
の
高
ま
り
に

よ
り
地
元
に
高
校
誘
致
を
し
た

い
と
の
住
民
の
運
動
が
実
り
、

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）５
月
、

川
西
農
業
高
等
学
校
の
士
幌
分

校
が
士
幌
中
学
校
の
廊
下
を
仕

切
り
仮
教
室
と
し
て
開
設
さ
れ

た
。

　

１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）11

月
に
は
悲
願
が
か
な
っ
て
、
第

二
種
高
校
と
し
て
村
立
北
海
道

士
幌
高
等
学
校
が
誕
生
し
た
。

西
２
線
１
６
０
番
地（
現
在
の

中
央
公
園
）に
農
協
か
ら
用
地

を
取
得
し
、
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）７
月
白
亜
の
独
立
校

舎
が
完
成
し
た
。
農
耕
期
は
自

家
営
農
に
従
事
し
な
が
ら
学
習

し
、
冬
期
通
学
す
る
と
い
う
修

業
年
限
４
年
間
の
昼
間
定
時
制

高
校
働
き
な
が
ら
学
び
、
村
を

担
う
農
村
青
年
を
養
成
す
る
学

校
と
し
て
、
村
民
の
熱
い
期
待

を
集
め
、
ま
た
女
子
教
育
の
た

め
の
別
科
も
開
設
し
た
。

農
業
改
良
普
及
員

　

戦
時
中
、
農
業
会
に
置
か
れ

た
農
業
技
術
指
導
員
は
農
協
に

引
き
継
が
れ
た
が
、
国
は
農
業

技
術
指
導
の
総
合
性
を
図
る
た

め
農
業
改
良
助
長
法
を
制
定
し
、

１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）各
市

町
村
に
農
業
改
良
相
談
所（
後

に
普
及
所
と
改
称
）を
設
置
し

普
及
員（
初
め
食
糧
増
産
指
導
員
）

を
配
置
し
た
。

　

こ
の
時
、
農
業
技
術
員
の
多

く
が
資
格
を
取
得
し
道
職
員
の

普
及
員
に
な
っ
た
。

古
山
村
長
と
新
農
村

　

吉
田
村
長
退
職
後
の
村
長
候

補
に
つ
い
て
は
、
村
議
会
を
は

じ
め
有
志
ら
が
村
政
紛
糾
の
苦

い
経
験
か
ら
手
堅
く
村
を
建
て

直
し
得
る
人
物
を
物
色
し
、
元

村
長
古
山
佐
作
を
推
し
た
。

　

古
山
は
１
９
４
４
年（
昭
和

19
年
）退
職
後
も
村
内
に
住
み
、

十
勝
農
協
連
の
嘱
託
と
な
り
通

勤
し
て
い
た
。
前
任
期
中
の
手

腕
と
円
満
な
人
格
が
村
民
の
期

待
を
集
め
、
選
挙
は
無
投
票
で

１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）古
山

が
再
び
村
長
の
席
に
就
い
た
。

　

古
山
は
就
任
後
直
ち
に
村
民

に
呼
び
か
け
、
税
滞
納
を
処
理

し
て
村
民
の
信
頼
を
取
り
も
ど

し
、
新
田
地
区
未
墾
地
買
収
、

士
幌
高
校
の
創
立
な
ど
村
づ
く

り
の
基
礎
を
固
め
た
。
と
こ
ろ

が
就
任
翌
年
の
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）５
月
役
場
全
焼
の
災

厄
が
発
生
し
村
民
を
驚
か
せ
た
。

取
り
敢
え
ず
劇
場
に
使
用
し
て

い
た
通
称
公
民
館
を
仮
庁
舎
と

し
て
新
庁
舎
建
設
に
当
り
、
同

年
11
月
に
は
落
成
、
役
場
内
綱

紀
の
粛
正
を
図
り
明
る
い
村
づ

く
り
を
目
ざ
し
た
。

　

１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）７

月
に
は
農
林
省
か
ら
道
内
で
３

番
目
の「
新
農
村
建
設
計
画
」の

農業改良普及員の改良風呂指導

火災前の士幌村役場（昭和26年３月）

古山　左作
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１
年（
昭
和
26
年
）８
月
警
察
予

備
隊（
昭
和
29
年
か
ら
は
自
衛
隊
）

の
演
習
が
行
わ
れ
、
翌
年
の
２

月
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
麓
約
１
０

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
収
し
た

い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

予
定
地
内
に
は
農
協
牧
野
が
あ

り
村
の
夢
を
託
す
新
田
開
拓
地

が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
は

強
硬
な
反
対
要
請
を
行
い
一
旦

は
買
収
が
断
念
さ
れ
た
。

　

予
備
隊
で
は
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）村
界
を
隔
て
た
鹿
追

村
然
別
地
区
の
買
収
に
成
功
し

た
上
、１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）

７
月
に
再
び
士
幌
村
に
対
し
正

式
買
収
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

こ
の
地
区
は
村
内
で
最
も
自
然

条
件
が
劣
る
と
さ
れ
て
お
り
、

地
元
住
民
お
よ
び
開
拓
地
の
旧

地
主
、
ま
た
不
況
を
か
こ
つ
商

工
業
者
な
ど
買
収
賛
成
者
が
根

強
く
、
村
づ
く
り
の
た
め
欠
か

せ
な
い
と
す
る
農
協
を
は
じ
め

多
く
の
反
対
派
と
強
く
対
立
し
、

村
内
は
騒
然
と
し
た
。

　

村
内
の
団
体
機
関
を
網
ら
し

た
士
幌
村
新
田
地
区
演
習
地
設

置
反
対
期
成
会 （
会
長 

古
山

村
長
）が
、
１
９
５
４
年（
昭
和

29
年
）８
月
結
成
さ
れ
同
日
村

議
会
で
反
対
決
議
を
行
い
期
成

事
と
な
っ
た
。
本
村
に
と
っ
て

も
士
幌
線
鉄
道
に
と
っ
て
も
未

曾
有
の
事
故
で
あ
っ
た
。

診
療
所
の
経
営
と
古
山
の

再
選

　

士
幌
村
の
医
療
施
設
は
開
拓

初
期
か
ら
の
滝
口
医
院
と
、
１

９
４
６
年（
昭
和
21
年
）村
農
業

会
が
北
海
道
農
業
会
に
委
嘱
開

設
し
、
北
海
道
厚
生
農
協
連
に

引
継
が
れ
た
士
幌
厚
生
病
院
が

あ
っ
た
。
士
幌
農
協
で
は
施
設

の
老
朽
化
の
状
況
か
ら
、
村
に

対
し
施
設
の
移
管
を
求
め
た
。

村
で
は
住
民
の
要
望
に
応
え
公

的
医
療
機
関
の
必
要
性
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
直
営
と

し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、

診
療
棟
を
全
面
改
築
し
、
１
９

５
６
年（
昭
和
31
年
）２
月
、
19

床
の
直
営
診
療
所
を
開
設
し
た
。

　

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）に

は
老
朽
化
が
甚
し
い
病
棟
を
全

面
改
築
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
と

し
24
床
の
病
院
と
し
た
。

　

公
選
第
１
期
の
終
わ
り
に
診

療
所
移
管
を
果
し
た
古
山
村
長

は
実
績
を
ふ
ま
え
て
、
１
９
５

６
年（
昭
和
31
年
）２
月
の
村
長

選
挙
に
再
出
馬
し
た
。
吉
田
前

村
長
が
雪
辱
を
期
し
て
立
候
補
、

両
者
大
接
戦
の
末
、
古
山
が
再

選
を
果
し
た
。

当
選　

古
山
佐
作
２
２
１
０
票 

　
　

吉
田
市
太
郎
１
９
４
６
票

演
習
地
を
拒
否

 
　

新
田
地
区
の
原
野
で
１
９
５

丸谷　金保秋間　勇

国保診療所

会
は
精
力
的
に
反
対
の
実
際
行

動
に
移
っ
た
、
全
村
署
名
運
動
、

大
挙
陳
情
、
賛
成
派
農
民
と
の

懇
談
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
い

運
動
が
行
わ
れ
、
同
月
末
に
は

事
実
上
買
収
は
断
念
さ
れ
、
つ

い
に
演
習
場
問
題
は
終
止
符
を

打
っ
た
。
こ
の
時
反
対
期
成
会

の
事
務
局
長
と
し
て
運
動
の
中

核
と
な
っ
た
の
は
、
農
民
同
盟

事
務
局
長
丸
谷
金
保
で
あ
っ
た
。

丸
谷
は
こ
の
後
１
９
５
７
年（
昭

和
32
年
）退
職
し
池
田
町
長
と

な
り
、１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）

に
は
参
議
院
議
員
に
当
選
、
１

９
８
９
年（
平
成
元
年
）ま
で
２

期
12
年
議
員
に
在
職
し
た
。

　

ま
た
農
業
共
済
組
合
共
済
課

長
で
あ
っ
た
秋
間
勇
は
、
陰
に

あ
っ
て
反
対
運
動
を
成
功
に
導

い
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
秋
間

は
戦
前
１
９
３
９
年（
昭
和
14

年
）頃
か
ら
太
田
寛
一
、
飯
島

房
芳
と
肝
胆
相
照
し
蜜
と
乳
の

流
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
築
こ
う

と
誓
い
合
っ
て
有
志
青
年
た
ち

を
奮
い
立
た
せ
、
士
幌
の
牛
馬

の
改
良
に
貢
献
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
農
村
工
業
の
き
っ
か
け
、

新
田
地
区
開
発
の
推
進
、
地
力

回
復
問
題
な
ど
村
づ
く
り
に
大

き
く
画
策
し
、
太
田
、
飯
島
ら

指
定
を
受
け
、
約
１
年
を
費
し

て
村
づ
く
り
の
基
本
計
画
を
樹

立
し
た
。
計
画
は
村
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ
め
、
多
方

面
か
ら
の
分
析
に
よ
り
新
田
地

区
未
墾
地
お
よ
び
広
大
な
未
利

用
地
を
開
発
し
交
通
、
治
山
お

よ
び
農
業
経
営
の
改
良
を
進
め

10
か
年
間
で
耕
地
を
31
パ
ー
セ

ン
ト
、
１
戸
当
り
粗
収
益
53
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
１

９
５
４
年（
昭
和
29
年
）12
月
に

は
十
勝
川
上
流
地
域
開
発
計
画

が
発
表
さ
れ
、
本
村
の
開
発
が

総
合
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）

８
月
に
は
積
雪
寒
冷
単
作
地
帯

特
別
助
成
村
に
指
定
さ
れ
、
村

づ
く
り
へ
力
強
く
前
進
を
始
め

た
。

　

国
鉄
士
幌
線
で
は
１
９
５
５

年（
昭
和
30
年
）10
月
か
ら
デ
ィ

ー
ゼ
ル
カ
ー
の
運
行
が
始
ま
っ

た
。
翌
年
７
月
３
日
午
前
７
時
、

士
幌
駅
を
出
発
上
士
幌
方
面
へ

向
っ
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

が
32
号
付
近
に
差
し
か
か
っ
た

時
、
突
然
正
面
か
ら
猛
ス
ピ
ー

ド
で
逸
走
し
て
来
た
丸
太
積
貨

車
に
激
突
、
乗
客
の
内
死
者
３

名
、
重
軽
傷
52
名
と
い
う
大
惨
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５
、自
由
化
と
高
度
成
長

農
作
物
の
自
由
化

　

混
乱
か
ら
復
興
が
進
み
長
い

間
の
統
制
経
済
が
緩
和
さ
れ
、

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）３
月

馬
鈴
し
ょ
の
価
格
統
制
が
解
除

に
な
り
、
翌
年
３
月
に
は
米
麦

を
除
く
農
産
物
統
制
が
撤
廃
さ

れ
た
。１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）

９
月
に
は
衣
科
切
符
制
度
が
８

年
ぶ
り
に
廃
止
さ
れ
自
由
経
済

時
代
に
戻
っ
た
。
１
９
５
０
年

（
昭
和
25
年
）６
月
に
は
朝
鮮
半

島
に
動
乱
が
起
り
国
内
は
特
需

景
気
と
な
り
、
豆
類
の
価
格
が

上
昇
し
農
家
は
好
況
を
迎
え
た
。

１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）秋
か

ら
１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）に

か
け
小
豆
が
１
俵
５
０
０
０
円

か
ら
７
０
０
０
円
に
な
り
、
凶

作
の
29
年
に
は
１
万
円
を
超
え

た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
１
か
月

の
給
料
よ
り
も
小
豆
１
俵
の
方

が
高
い
と
い
っ
て
農
家
の
青
年

か
ら
冷
や
か
さ
れ
る
時
代
で
あ

っ
た
。
小
豆
作
付
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
年
）が
１
８
０
町
、
１

９
５
３
年（
昭
和
28
年
）が
７
６

０
町
歩
に
も
な
り
大
正
時
代
の

豆
景
気
が
再
来
し
た
。

家
畜
と
農
業
共
済
事
業

　

統
制
撤
廃
後
の
活
況
は
農
家

の
経
営
意
欲
を
刺
激
し
、
馬
産

士幌町農業協同組合旧店舗（昭和37年） 雑穀の野積み（昭和30年頃）

交
渉
を
し
て
雪
印
・
明
治
両
会

社
に
配
分
販
売
す
る
と
い
う
全

道
で
も
初
め
て
の
方
式
を
と
り
、

１
９
５
７
年（
昭
和
32
年
）９
月

に
は
農
協
集
乳
所
を
落
成
し
た
。

牛
飼
育
農
家
は
１
９
５
８
年（
昭

和
33
年
）以
降
減
少
し
、
畑
作

専
業
に
戻
る
者
が
多
か
っ
た
が

残
る
酪
農
家
は
頭
数
規
模
を
拡

大
し
、
昭
和
40
年
代
以
降
に
は

酪
農
専
業
化
が
進
ん
だ
。

　

水
稲
麦
類
お
よ
び
家
畜
に
保

険
を
か
け
災
害
か
ら
守
る
農
業

共
済
事
業（
農
業
災
害
補
償
法
・

昭
和
22
年
制
定
）に
よ
り
、
１

９
４
８
年（
昭
和
23
年
）３
月
農

業
共
済
組
合（
組
長　

長
瀬
健
市
）

が
発
足
し
た
。
１
９
４
９
年（
昭

振
興
を
も
た
ら
し
た
。
１
９
４

９
年（
昭
和
24
年
）当
時
、
２
０

０
０
頭
の
馬
が
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）に
は
３
０
０
０
頭
を

突
破
し
、
１
９
６
２
年（
昭
和

37
年
）頃
ま
で
３
０
０
０
頭
台

を
維
持
し
た
。
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）農
協
の
人
工
授
精
所

に
フ
ラ
ン
ス
産
の
種
雄
馬
を
輸

入
し
、１
９
５
７
年（
昭
和
32
年
）

に
も
２
頭
輸
入
し
本
村
の
馬
産

改
良
が
大
き
く
進
ん
だ
。
士
幌

産
馬
の
名
声
は
十
勝
先
進
地
を

し
の
ぐ
勢
い
と
な
り
、
十
勝
共

進
会
に
お
い
て
１
９
５
７
年（
昭

和
32
年
）以
来
連
続
５
年
間
団

体
優
勝
し
、
１
９
６
０
年（
昭

和
35
年
）に
は
各
種
目
の
１
等

を
独
占
す
る
と
い
う
好
記
録
を

つ
く
っ
た
。
こ
の
年
２
歳
馬
共

進
会
で
は
坂
本
為
吉
所
有
馬
が
、

２
０
１
万
円
と
い
う
そ
れ
ま
で

の
最
高
値
で
売
却
さ
れ
た
。

　

酪
農
は
戦
時
中
食
糧
生
産
重

点
と
人
手
不
足
の
た
め
ほ
と
ん

ど
潰
滅
状
態
で
、
１
９
４
１
年

（
昭
和
16
年
）に
は
92
頭
で
あ
っ

た
乳
牛
は
、
冷
害
対
策
の
上
か

ら
戦
後
し
だ
い
に
増
加
を
た
ど

り
、
特
に
１
９
５
４
年（
昭
和

29
年
）前
後
の
凶
作
不
況
の
体

験
か
ら
積
極
的
に
貸
付
牛
・
融

資
牛
の
導
入
を
図
っ
た
結
果
、

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）、
１

９
５
６
年（
昭
和
31
年
）両
年
で

頭
数
が
戸
数
と
と
も
に
２
・
５

倍
と
な
り
33
年
に
は
１
２
６
０

頭
、
３
５
１
戸
に
ま
で
達
し
、

こ
の
年
だ
け
で
１
７
３
基
の
サ

イ
ロ
が
建
て
ら
れ
た
。
一
方
牛

乳
に
つ
い
て
は
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）頃
か
ら
集
乳
合
戦
が

始
ま
り
村
内
で
は
雪
印
と
明
治

の
他
、
宝
乳
業
も
入
っ
て
競
り

合
い
、
村
内
に
不
協
和
音
を
生

じ
た
。１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）

９
月
酪
農
民
大
会
が
開
か
れ
、

村
酪
農
振
興
協
議
会（
会
長 

竹

腰
昇
）を
結
成
し
集
乳
を
農
協

で
一
元
集
荷
し
、
農
協
が
乳
価

家畜市場（昭和31年）

家畜品評会（昭和37年）

の
実
践
の
原
点
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
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鈴
し
ょ
の
総
合
処
理
と
村
産
業

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た

が
、
工
場
は
輸
入
品
と
の
競
合

な
ど
に
よ
り
製
品
が
滞
貨
し
１

９
７
５
年（
昭
和
50
年
）に
は
閉

鎖
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

新
田
地
区
開
拓

　

新
田
地
区
の
開
拓
は
新
農
村

建
設
計
画
の
大
き
な
柱
で
、
村

は
自
衛
隊
演
習
場
要
求
を
拒
否

す
る
と
共
に
事
業
促
進
に
努
め

た
。
開
発
建
設
部
は
１
９
５
１

年（
昭
和
26
年
）未
墾
地
買
収
に

引
き
続
き
、
１
９
５
５
年（
昭

和
30
年
）に
第
２
次
買
収
を
し

　

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）６

月
、
時
の
皇
太
子
明
仁
殿
下
に

は
本
道
御
視
察
に
当
た
り
、
本

村
に
お
立
寄
り
に
な
り
村
民
多

数
お
出
迎
え
の
中
、
で
ん
粉
工

場
を
御
見
学
熱
心
に
説
明
に
耳

を
傾
け
ら
れ
村
民
は
感
激
と
喜

び
を
覚
え
た
。

　

皇
太
子
御
来
村
の
年
10
月
16

日
午
後
４
時
で
ん
粉
工
場
乾
燥

機
が
突
然
爆
発
、
従
業
員
１
名

死
亡
、
８
名
重
軽
傷
、
乾
燥
室

な
ど
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

全
焼
と
い
う
事
件
が
お
き
、
村

民
に
衝
撃
を
与
え
た
。
農
協
は

直
ち
に
復
旧
に
着
手
し
12
月
中

に
は
改
良
し
た
方
式
の
乾
燥
工

場
を
完
成
さ
せ
た
。

　

農
協
で
は
雪
印
乳
業
株
式
会

社
が
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
工
場
建

設
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

確
か
め
た
上
、
１
９
６
１
年（
昭

和
36
年
）３
月
太
田
組
合
長
は

村
と
協
議
の
上
、
古
山
村
長
、

安
村
参
事
と
雪
印
を
訪
れ
工
場

誘
致
が
決
ま
っ
た
。
村
は
工
場

誘
致
条
例
を
適
用
、
同
年
12
月

に
は
工
場
が
完
成
し
た
。
原
料

処
理
１
日
１
０
０
０
俵
、
高
い

煙
突
が
立
ち
多
く
の
工
員
住
宅

を
建
設
、
近
代
的
な
工
場
の
進

出
に
村
民
は
喜
び
合
っ
た
。
馬

ド
イ
ツ
製
の
高
率
で
ん
粉
分
離

機
４
台
を
備
え
、
１
日
５
０
０

０
俵
の
芋
を
処
理
し
で
ん
粉
回

収
率
94
パ
ー
セ
ン
ト（
従
来
77

パ
ー
セ
ン
ト
）で
こ
れ
ま
で
に

ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
良

質
の
製
品
が
得
ら
れ
、
初
年
度

は
39
万
俵
の
い
も
を
処
理
し
、

初
年
度
の
事
業
成
果
を
従
来
の

生
産
方
式
と
比
較
す
る
と
４
９

０
０
万
円
に
相
当
す
る
効
果
を

生
じ
た
。
士
幌
農
協
の
合
理
化

工
場
の
出
現
は
、
馬
鈴
し
ょ
作

を
基
幹
作
物
に
し
、
村
農
業
生

産
基
盤
を
不
動
の
も
の
と
し
、

全
国
で
ん
粉
業
界
に
革
命
を
も

た
ら
し
た
。

爆発炎上した乾燥工場（昭和33年）

開拓前の新田地区（昭和34年）

和
24
年
）６
月
か
ら
は
開
業
獣

医
を
採
用
し
て
家
畜
診
療
所
を

開
設
、１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）

に
は
中
士
幌
に
も
分
院
を
設
け

た
。
１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）

頃
か
ら
家
畜
共
済
に
つ
い
て
加

入
率
が
低
く
、
低
額
加
入
で
診

療
の
多
元
化
な
ど
、
組
合
の
運

営
が
困
難
な
事
態
に
立
ち
至
っ

た
。
１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）

か
ら
地
区
別
懇
談
会
で
運
営
改

善
が
求
め
ら
れ
、
業
務
を
町
に

移
管
す
る
と
い
う
意
見
が
出
た
。

全
国
的
に
も
例
の
少
な
い
こ
と

な
の
で
町
議
会
で
は
特
別
委
員

会
で
慎
重
に
調
査
検
討
を
進
め
、

町
移
管
や
む
な
し
と
の
結
論
に

な
り
、
組
合
は
１
９
７
４
年（
昭

和
49
年
）３
月
解
散
し
、
町
が

共
済
事
業
を
行
い
、
家
畜
診
療

業
務
は
農
協
が
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

皇太子殿下でん粉工場を御見学（昭和33年）

農
村
工
業
の
発
展

　

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）に

始
ま
っ
た
農
協
の
で
ん
粉
工
場

経
営
は
設
備
の
改
良
運
営
の
合

理
化
に
よ
っ
て
、
成
果
を
挙
げ

生
産
者
へ
還
元
し
た
の
で
、
既

存
工
場
は
太
刀
打
ち
が
で
き
な

く
な
り
次
々
農
協
に
吸
収
、
さ

ん
下
に
入
り
、
１
９
５
４
年（
昭

和
29
年
）頃
に
は
村
内
生
産
原

料
い
も
30
万
俵
の
う
ち
24
万
俵

処
理
の
体
制
を
整
え
た
。
こ
の

間
農
協
は
、
従
来
の
工
程
が
技

術
的
に
低
い
段
階
に
あ
り
コ
ス

ト
が
高
く
製
品
品
質
が
粗
悪
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
原
始
的
方
法

を
脱
し
た
合
理
的
な
方
法
を
探

究
し
て
き
た
。
た
ま
た
ま
北
大

工
学
部
大
塚
博
教
授
の
抱
い
て

い
た
構
想
と
一
致
し
、
１
９
５

１
年（
昭
和
26
年
）産
か
ら
連
続

工
程
式
の
大
規
模
工
場
の
実
験

研
究
に
か
か
り
、
確
信
を
得
る

に
至
り
１
９
５
５
年（
昭
和
30

年
）４
月
、
従
来
の
概
念
を
破

っ
た
工
場
の
建
設
に
と
り
か
か

り
８
月
試
運
転
に
入
っ
た
。
工

場
処
理
能
力
原
料
い
も
１
シ
ー

ズ
ン
60
万
俵
、
建
設
費
１
億
２

０
０
０
万
円
と
い
う
規
模
は
、

国
内
に
例
が
な
く
東
洋
一
と
も

世
界
第
２
位
と
も
い
わ
れ
た
。
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て
総
面
積
１
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
つ
い
て
開
拓
計
画
を
立
て

た
。
地
区
は
気
象
土
壌
条
件
に

恵
ま
れ
ず
無
水
地
帯
で
あ
っ
た
。

開
拓
計
画
に
は
農
協
も
参
画
し
、

国
の
農
業
構
造
改
善
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
重
ね
、
独
自
の
営
農

設
計
が
立
て
ら
れ
た
。
中
核
に

大
規
模
な
近
代
的
設
備
の
１
０

０
頭
牛
舎
を
建
て
、
開
拓
者
の

個
別
経
営
に
よ
る
牧
草
生
産
と
、

集
団
乳
牛
飼
育
に
分
業
し
た
新

方
式
で
あ
っ
た
。

　

入
植
が
始
ま
る
２
年
前
に
防

風
林
の
カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
１
９

５
９
年（
昭
和
34
年
）か
ら
国
営

の
開
墾
と
道
路
水
道
な
ど
建
設

工
業
を
施
行
、
翌
年
か
ら
開
拓

の
入
植
営
農
が
始
ま
っ
た
。

　

新
し
い
営
農
方
式
と
劣
悪
な

土
地
条
件
下
に
若
い
開
拓
者
た

ち
は
、
強
い
意
志
と
団
結
、
努

力
に
よ
っ
て
開
拓
営
農
は
予
想

以
上
の
好
成
績
を
挙
げ
た
。

建
設
進
む

　

10
年
余
に
わ
た
る
戦
中
戦
後

の
荒
廃
か
ら
復
興
期
に
入
り
、

村
内
に
は
建
設
気
運
が
み
な
ぎ

り
新
し
い
建
設
が
進
ん
だ
。
主

な
動
き
を
見
よ
う
。

◇
商
店
街
の
活
気

　

終
戦
後
２
、
３
年
す
る
と
商

店
街
に
賑
わ
い
が
戻
り
１
９
５

０
年（
昭
和
25
年
）ま
で
に
は
、

主
食
を
除
き
統
制
が
な
く
な
り

店
頭
に
物
が
出
回
る
よ
う
に
な

っ
た
。
原
動
機
付
自
転
車
、
バ

イ
ク
、
三
輪
車
、
四
輪
車
が
馬

車
、
自
転
車
を
追
い
抜
い
て
爆

音
を
と
ど
ろ
か
せ
る
よ
う
に
な

り
、
１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）

に
は
士
幌
市
街
内
国
道
が
掘
り

返
さ
れ
て
舗
装
道
路
が
出
来
た
。

　

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）に

は
中
士
幌
市
街
国
道
拡
幅
に
よ

っ
て
街
並
み
が
見
違
え
る
よ
う

に
整
備
さ
れ
た
。
商
工
会
が
１

仮住居商工会

消防会館建設期成会（昭和35年）

新田共同畜舎（昭和36年）

年
に
は
水
槽
式
消
防
車
を
初
め

て
配
置
し
た
。
消
防
体
制
の
広

域
化
の
た
め
、
１
９
７
０
年（
昭

和
45
年
）に
は
河
東
郡
４
町
を

も
っ
て
北
十
勝
消
防
事
務
組
合

を
組
織
し
、
士
幌
消
防
署
が
置

か
れ
た
。

◇
か
ん
が
い
溝
の
廃
溝

　

国
営
中
士
幌
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
よ
り
１
９
６
３
年（
昭

和
38
年
）士
幌
新
橋
下
流
に
十

勝
頭
首
工
が
完
成
し
た
。
新
用

水
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で

漏
水
を
防
い
だ
。
長
い
間
住
民

に
親
し
ま
れ
た
旧
か
ん
が
い
溝

は
廃
溝
に
な
っ
た
。

◇
火
葬
場

　

開
拓
以
来
火
葬
は
野
焼
き
に

さ
れ
て
い
た
が
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）、
士
幌
火
葬
場
が
つ

く
ら
れ
１
９
５
６
年（
昭
和
31

年
）中
士
幌
、
１
９
５
９
年（
昭

和
34
年
）下
居
辺
と
建
設
さ
れ
た
。

　

共
同
墓
地
は
１
９
５
７
年（
昭

和
32
年
）士
幌
墓
地
を
改
葬
、

中
士
幌
が
１
９
７
８
年（
昭
和

53
年
）整
備
を
終
り
士
幌
墓
地

に
つ
い
て
は
１
９
８
０
年（
昭

和
55
年
）に
改
良
を
終
え
た
。

火
葬
炉
は
旧
式
と
な
っ
た
た
め

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）に
は

士
幌
西
２
線
に
新
設
し
て
、
他

名
称
を
変
え
て
い
た
が
役
場
仮

庁
舎
と
し
て
、
使
用
し
た
の
ち

老
朽
建
物
と
な
り
取
り
こ
わ
し

に
な
っ
た
。

◇
消
防
団

　

戦
時
下
の
警
防
団
は
１
９
４

７
年（
昭
和
22
年
）改
組
さ
れ
て

自
治
体
消
防
団
と
し
て
、
整
備

が
進
み
１
９
５
８
年（
昭
和
33

年
）か
ら
常
備
消
防
員
を
置
き

翌
年
に
、
多
く
の
住
民
の
協
力

に
よ
っ
て
消
防
会
館
が
建
て
ら

れ
ポ
ン
プ
車
を
増
強
し
た
。
１

９
６
７
年（
昭
和
42
年
）に
は
中

士
幌
消
防
会
館
が
建
っ
た
。
43

９
５
０
年（
昭
和
25
年
）設
立
、

役
場
の
一
隅
か
ら
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）に
は
仲
通
池
田
方

へ
独
立
事
務
所
を
構
え
、
１
９

６
８
年（
昭
和
43
年
）に
は
待
望

の
商
工
会
館
が
建
っ
た
。

　

金
融
機
関
の
招
致
運
動
に
よ

り
、
１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）

に
は
帯
広
信
用
金
庫
士
幌
出
張

所
が
開
設
さ
れ
、
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）支
店
に
昇
格
、
１

９
６
６
年（
昭
和
41
年
）に
は
新

し
い
店
舗
が
建
設
さ
れ
た
。

　

１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）頃

建
て
た
芝
居
小
屋
が
戦
時
中
、

倒
壊
取
り
こ
わ
し
に
な
っ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
１
９
４

８
年（
昭
和
23
年
）に
士
幌
公
民

館
と
い
う
名
称
で
中
央
地
区
に

建
て
ら
れ
、
集
会
劇
場
、
裁
縫

場
な
ど
に
使
わ
れ
士
幌
劇
場
と
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と
と
も
に
整
備
が
急
が
れ
た
。

国
道
の
改
良
が
進
み
１
９
６
１

年（
昭
和
36
年
）に
は
士
幌
市
街

街
路
が
舗
装
さ
れ
て
、
町
制
施

行
の
面
目
を
施
し
た
。

　

士
幌
市
街
東
に
バ
イ
パ
ス
が

完
成
し
１
９
６
８
年（
昭
和
43

年
）に
は
士
幌
町
内
の
国
道
舗

装
が
完
了
し
た
。
道
道
本
別
新

得
線
で
は
１
９
６
７
年（
昭
和

42
年
）士
幌
市
街
、
１
９
７
３

年（
昭
和
48
年
）に
は
町
内
の
舗

装
を
終
え
た
。
１
９
５
３
年（
昭

和
28
年
）に
は
士
幌
新
橋
橋
脚

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
同
年
中

士
幌
音
和
橋
の
永
久
橋
が
完
成

し
た
。

　

村
道
で
は
１
９
５
２
年（
昭

和
27
年
）居
辺
川
の
下
居
辺
大

橋
が
初
め
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
で
、
そ
の
後
木
橋
が
順
次
永

久
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
大
型
車

両
や
農
機
具
の
往
来
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
７

９
年（
昭
和
54
年
）に
は
町
内
か

ら
木
橋
が
姿
を
消
し
た
。

　

村
道
の
改
良
は
１
９
５
１
年

（
昭
和
26
年
）初
め
て
村
に
ダ
ン

プ
カ
ー
を
入
れ
砂
利
敷
き
が
急

速
に
進
ん
だ
。

　

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）町

道
で
は
初
め
て
西
２
線
道
路
に

９
４
９
年（
昭
和
24
年
）、
農
協

に
よ
り
水
力
発
電
が
行
わ
れ
た
。

最
も
早
く
電
気
導
入
を
行
っ
た

の
は
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）、

共
進
地
区
で
、
１
９
４
７
年（
昭

和
22
年
）に
は
中
士
幌
が
資
材

を
見
つ
け
て
来
て
農
村
電
化
の

は
し
り
と
な
っ
た
。
１
９
４
８

年（
昭
和
23
年
）以
降
施
設
を
自

分
達
で
行
い
電
力
を
買
う
方
式

で
、
農
村
電
化
が
地
域
ご
と
に

進
み
、１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）

に
は
全
町
の
電
化
が
ほ
ぼ
終
了

を
見
る
に
至
っ
た
。

道
路
と
住
宅
、
中
間
駅

　

道
路
は
産
業
の
動
脈
で
あ
る
。

戦
時
中
、
土
木
工
事
は
中
断
の

状
態
で
あ
っ
た
が
、
経
済
復
興

舗
装
が
行
わ
れ
た
。
農
業
構
造

改
善
事
業
と
国
営
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
よ
り
道
路
の
改
良

が
行
わ
れ
、
原
野
内
を
縦
横
に

改
良
道
路
が
延
長
し
て
へ
き
地

帯
は
、
変
ぼ
う
を
遂
げ
、
１
９

８
０
年（
昭
和
55
年
）、
国
道
、

町
道
の
改
良
お
よ
び
舗
装
延
長

は
３
０
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達

し
た
。

　

中
学
校
統
合
に
よ
る
通
学
バ

ス
と
酪
農
大
型
化
に
よ
る
集
乳

車
は
１
日
も
欠
行
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
た
め
除
雪
態
勢
が

整
備
さ
れ
、
１
９
６
６
年（
昭

和
41
年
）か
ら
は
除
雪
車
３
台

を
動
員
し
、
朝
か
ら
主
要
道
路

の
交
通
は
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
時
代
の
生

活
様
式
に
即
応
し
、
快
適
な
住

居
環
境
を
望
む
若
い
者
や
老
人

の
要
求
を
満
た
し
住
民
の
定
住

性
を
確
保
す
る
た
め
、
公
営
住

宅
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
本
村
で
は
１
９
５
５
年（
昭

和
30
年
）駅
の
東
に
ブ
ロ
ッ
ク

造
２
階
建
２
棟
で
、
10
戸
の
公

営
住
宅
を
建
て
た
後
し
ば
ら
く

は
建
設
が
停
滞
し
て
い
た
。
住

宅
不
足
か
ら
入
居
者
の
希
望
増

加
に
よ
り
１
９
６
１
年（
昭
和

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）12
月

感
激
の
通
水
を
行
っ
た
。

　

中
士
幌
市
街
で
は
１
９
６
５

年（
昭
和
40
年
）頃
か
ら
防
火
用

水
を
非
公
式
に
配
管
使
用
し
て

い
た
が
、
１
９
７
４
年（
昭
和

49
年
）か
ら
３
か
年
を
か
け
て

農
村
部
も
含
め
て
簡
易
水
道
が

完
成
し
た
。

　

士
幌
中
央
地
区
で
も
１
９
７

６
年（
昭
和
51
年
）に
農
業
用
水

の
完
成
を
見
た
。
国
営
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
り
西
掘
田

地
区
お
よ
び
西
士
幌
地
区
で
、

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）雑
用

水
と
し
て
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。

地
下
水
が
乏
し
く
開
拓
以
来
難

渋
し
て
い
た
朝
陽
高
砂
地
区
は
、

本
別
町
の
一
部
を
加
え
１
９
７

０
年（
昭
和
45
年
）に
道
営
事
業

で
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。
残
る

下
居
辺
市
街
が
１
９
７
９
年（
昭

和
54
年
）給
水
が
行
わ
れ
、
こ

れ
で
町
内
ほ
ぼ
全
域
に
給
水
設

備
が
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

◇
農
村
電
化

　

散
居
型
の
農
村
に
と
っ
て
電

化
は
長
い
間
の
夢
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
は
小
河
川
を
利
用
し
て

数
戸
の
小
水
力
発
電
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
行
わ
れ
、
下
居
辺
で

は
住
民
大
会
の
決
議
に
よ
り
１

の
火
葬
炉
は
廃
止
し
た
。

◇
上
水
道

　

士
幌
で
は
１
９
３
１
年（
昭

和
６
年
）に
新
田
民
有
未
墾
地

開
拓
に
よ
り
、
木
管
の
水
道
が

敷
設
さ
れ
た
の
が
上
水
道
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
新
田
地
区
で

は
１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）国

営
開
拓
事
業
で
専
用
水
道
が
設

置
さ
れ
た
。
開
拓
地
の
給
水
が

及
ば
な
か
っ
た
新
田
部
落
は
、

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）自
家

用
水
道
を
完
成
し
た
。

　

士
幌
市
街
の
地
下
水
の
汚
染

濁
水
が
ひ
ど
く
な
り
、
１
９
６

８
年（
昭
和
43
年
）水
道
設
置
期

成
会（
会
長
川
崎
繁
康
）が
発
足
、

音和橋（昭和28年８月竣工）

士幌市街の舗装工事（昭和36年）
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36
年
）大
通
西
に
用
地
を
確
保

し
て
、
建
設
を
進
め
中
士
幌
、

南
百
戸
、
若
葉
の
３
団
地
を
増

や
し
、１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）

ま
で
に
、
10
団
地
３
７
４
戸
を

建
設
し
ほ
ぼ
満
員
の
状
況
で
あ

っ
た
。

　

一
方
持
ち
家
を
希
望
す
る
者

に
対
し
、
町
は
町
制
施
行
と
同

時
に
１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）

み
ど
り
団
地
を
造
成
分
譲
を
始

め
、
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
と
な

っ
た
。
好
評
に
応
え
中
士
幌
地

区
に
２
団
地
を
設
け
、
１
９
６

６
年（
昭
和
41
年
）南
百
戸
、
１

９
７
５
年（
昭
和
50
年
）い
こ
い
、

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）中
士

幌
東
団
地
を
造
成
し
た
。
１
９

初の公営住宅（昭和30年建設）

７
６
年（
昭
和
51
年
）ま
で
に
造

成
し
た
分
譲
地
は
６
団
地
２
４

５
区
画
と
な
り
、
カ
ラ
フ
ル
な

団
地
風
景
を
つ
く
り
出
し
、
文

化
的
な
生
活
と
人
口
定
着
に
大

き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

　

戦
後
鉄
道
利
用
客
は
増
加
を

た
ど
っ
て
い
た
。
上
居
辺
・
士

幌
北
方
面
か
ら
帯
広
へ
の
通
学

生
な
ど
の
利
便
の
た
め
住
民
が

寄
付
を
募
り
、
１
９
６
１
年（
昭

和
36
年
）12
月
無
人
停
車
駅「
北

平
和
駅
」が
で
き
た
。
建
設
費

は
全
額
地
元
負
担
で
期
成
会
に

対
し
、
村
費
補
助
を
行
っ
た
。

　

中
士
幌
、
士
幌
間
に
も
簡
易

乗
降
場
設
置
の
声
が
上
り
期
成

会（
会
長　

中
山
幸
一
）が
発
足

し
、
運
動
の
結
果
１
９
６
６
年

（
昭
和
41
年
）10
月
、
19
号
に「
新

士
幌
駅
」が
設
置
さ
れ
た
。
開

設
間
も
な
い
１
９
７
０
年（
昭

和
45
年
）に
は
合
理
化
で
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
で

廃
止
反
対
期
成
会（
会
長　

立

山
正
成
）が
結
束
し
運
動
し
て

存
置
さ
れ
た
。
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１
、
町
制
施
行

第六章  新しい町
町
制
の
施
行

　

新
農
村
建
設
計
画
、
新
田
地

区
開
拓
事
業
の
進
行
、
合
理
化

で
ん
粉
工
場
の
成
功
、
そ
れ
に

雪
印
工
場
の
進
出
に
よ
っ
て
、

村
勢
が
と
み
に
進
展
の
途
を
た

ど
り
、
す
っ
か
り
平
和
を
取
り

戻
し
て
い
た
。
開
基
40
周
年
に

あ
た
る
１
９
６
２
年（
昭
和
37

年
）１
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

村
長
は
町
制
施
行
の
申
請
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
村
内
は
一
層
明
る
い

希
望
に
あ
ふ
れ
た
。
既
に
十
勝

管
内
で
は
、
19
町
村
の
内
、
村

と
し
て
残
っ
て
い
た
の
は
士
幌

の
ほ
か
５
村
で
、
遅
き
に
失
す

る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

村
は
か
ね
て
懸
案
の
公
民
館

を
同
時
に
建
て
る
こ
と
に
し
た
。

町
制
は
連
た
ん
戸
数
７
０
０
戸

以
上
が
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。

申
請
書
に
は
飛
躍
し
つ
つ
あ
る

現
状
と
未
来
へ
の
輝
き
し
い
展

望
が
書
か
れ
た
。
道
議
会
か
ら

調
査
に
来
村
し
、
８
月
の
道
議

会
で
無
事
議
決
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）11

月
１
日
を
も
っ
て
町
政
施
行
が

告
示
さ
れ
、
同
日
開
催
の
式
典

に
お
い
て
朗
読
さ
れ
た
。

飯
島
町
政
と
中
学
校
統
合

　

古
山
村
長
の
１
９
６
０
年（
昭

和
35
年
）２
月
か
ら
の
２
期
は
、

任
期
満
了
に
あ
た
っ
て
実
績
が

認
め
ら
れ
、
他
に
立
候
補
者
が

な
く
、
無
投
票
で
当
選
し
た
。

３
期
目
は
町
制
施
行
を
は
じ
め

多
く
の
仕
事
を
達
成
し
、
町
政

に
平
和
を
取
り
戻
し
納
税
率
を

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
す

る
な
ど
町
勢
進
展
を
果
し
任
期

を
迎
え
た
。

　

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）２

月
の
町
長
選
挙
は
教
育
委
員
長

飯
島
房
芳
、
獣
医
師
島
田
寛
、

２
名
の
新
人
が
出
て
白
熱
し
た

選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

　

古
山
村
長
も
立
候
補
し
た
が

既
に
77
歳
の
高
齢
で
支
援
す
る

組
織
も
な
か
っ
た
。

当
選　

飯
島
房
芳
２
３
２
０
票

　
　
　

島
田　

寛
２
１
９
９
票

　
　
　

古
山
佐
作　

１
０
１
票

　

古
山
前
町
長
は
帯
広
に
去
り
、

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）病
没

し
、
町
は
町
民
葬
を
も
っ
て
そ

の
死
を
悼
ん
だ
。

　

飯
島
は
戦
時
中
か
ら
太
田
寛

一
、
秋
間
勇
ら
と
と
も
に
農
村

運
動
に
携
わ
り
、
革
新
系
や
農

村
部
の
地
区
的
組
織
を
固
め
て
、

初
当
選
を
果
た
し
た
も
の
で
、

45
歳
と
い
う
働
き
盛
り
で
あ
っ

た
。

　

飯
島
が
当
選
し
た
１
９
６
４

年（
昭
和
39
年
）は
春
以
来
災
害

飯島　房芳

町制施行祝賀仮装行列（昭和37年）発祥の地記念碑除幕式（昭和37年）
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が
続
き
集
中
豪
雨
、
冷
害
に
よ

り
近
年
に
な
い
凶
作
と
な
り
、

好
調
で
あ
っ
た
農
村
に
打
撃
を

与
え
、
町
は
救
農
、
中
小
企
業

対
策
に
努
め
た
。
１
９
６
５
年

（
昭
和
40
年
）は
平
年
作
で
あ
っ

た
が
１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）

も
冷
害
に
見
舞
わ
れ
救
農
工
事

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

町
内
の
人
口
は
１
９
５
６
年

（
昭
和
31
年
）１
万
２
１
５
人
を

ピ
ー
ク
に
し
て
１
９
６
０
年（
昭

和
35
年
）頃
か
ら
減
少
傾
向
を

た
ど
っ
た
。
農
業
と
他
産
業
と

の
格
差
に
凶
作
が
追
い
う
ち
を

か
け
、１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）

に
は
20
戸
、
１
９
７
１
年（
昭

和
46
年
）に
は
36
戸
と
毎
年
10

戸
以
上
の
離
農
が
出
て
商
工
業

を
は
じ
め
各
方
面
で
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
離
農
は

１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）頃
か

ら
や
や
下
火
に
な
り
、
人
口
は

１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）最
低

の
６
９
７
９
人
を
示
し
そ
の
後

よ
う
や
く
横
ば
い
か
ら
や
や
上

昇
に
向
っ
た
。

　

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）、

教
育
委
員
会
は
生
徒
数
の
減
少

か
ら
全
町
７
つ
の
中
学
校
を
１

校
に
統
合
す
る
方
針
を
決
め
、

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）３
月

に
は
議
会
の
議
決
を
見
て
士
幌

町
中
央
中
学
校
の
統
合
校
舎
建

設
に
か
か
り
、
同
年
４
月
川
西
、

士
幌
を
統
合
し
、
順
次
各
校
の

統
合
を
進
め
た
。
中
士
幌
地
区

で
は
存
続
期
成
会
が
発
足
し
、

し
烈
な
運
動
が
行
わ
れ
た
が
１

９
６
７
年（
昭
和
42
年
）４
月
に

は
全
部
の
学
校
が
新
し
い
学
校

に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
は
全
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
す
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設

の
充
実
に
務
め
、
思
い
切
っ
た

統
合
は
全
道
の
注
目
を
浴
び
た
。

　

町
で
は
新
し
い
政
策
と
し
て

老
人
医
療
費
負
担
の
軽
減
の
た

め
１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）度

か
ら
、
国
保
加
入
の
80
歳
以
上

老
人
医
療
費
の
２
割
を
助
成
し
、

９
割
給
付
と
し
、
引
き
続
き
１

９
６
８
年（
昭
和
43
年
）に
は
年

齢
を
75
歳
に
引
き
下
げ
、
１
９

７
１
年（
昭
和
46
年
）に
は
１
歳

未
満
児
の
医
療
費
の
無
料
化
を

行
い
、
町
民
に
好
評
を
得
、
安

心
し
て
老
人
、
幼
児
が
受
診
し

た
。
医
療
費
を
公
費
で
助
成
す

る
の
は
道
内
で
も
例
が
少
な
く

反
響
を
呼
ん
で
、
近
隣
町
村
か

ら
全
道
全
国
に
波
及
し
た
。

　

飯
島
町
政
は
第
１
期
を
終
え

１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）１
月

選
挙
に
は
、
平
山
前
助
役
が
早

く
か
ら
立
起
の
準
備
を
進
め
て

来
た
。
古
山
村
長
時
代
か
ら
引

続
き
11
年
半
助
役
を
務
め
た
平

山
に
対
し
、
飯
島
町
長
が
任
期

途
中
の
１
９
６
７
年（
昭
和
42

年
）３
月
異
例
の
解
職
を
し
両

者
は
対
立
感
情
を
残
し
て
い
た
。

当
選　

飯
島
房
芳 

２
９
３
７
票

　
　
　

平
山
繁
男 

１
４
７
４
票

　

飯
島
は
１
期
目
の
は
な
ば
な

し
い
実
績
が
評
価
さ
れ
予
想
を

上
回
る
差
を
つ
け
て
再
選
を
果

し
た
。

　

２
期
目
に
入
っ
て
飯
島
は
激

し
い
選
挙
戦
に
よ
る
町
民
間
の

し
こ
り
を
取
り
除
く
こ
と
に
意

を
用
い
、
２
期
目
の
終
わ
り
に

は
、
精
力
的
な
活
動
が
町
民
の

一
致
し
た
信
頼
を
得
て
、
１
９

７
２
年（
昭
和
47
年
）２
月
の
町

長
選
挙
は
無
投
票
で
飯
島
の
３

選
が
成
っ
た
。

　

統
合
中
学
校
校
地
内
に
町
は

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）度
以

来
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
成

を
行
い
１
９
７
１
年（
昭
和
46

年
）に
完
成
、
同
年
８
月
道
内

で
は
初
め
て
の
第
三
種
競
技
場

の
認
定
を
受
け
た
。
認
定
と
前

後
し
て
同
年
８
月
に
は
完
成
し

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
道
青
年
大

会
が
催
さ
れ
た
。
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
年
）以
来
、
青
年
団
が

日
夜
準
備
を
進
め
、
開
催
に
は

町
、
町
民
を
あ
げ
て
協
力
、
選

手
団
の
民
宿
を
行
い
、
総
勢
３

５
６
５
人
参
加
と
い
う
３
日
間

に
わ
た
る
開
町
以
来
の
大
事
業

は
無
事
成
功
を
お
さ
め
、
青
年

活
動
の
上
に
金
字
塔
を
建
て
た
。

　

士
幌
が
音
更
か
ら
分
村
し
て

か
ら
１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）

は
50
周
年
に
当
た
り
、
同
年
８

月
町
は
記
念
式
典
を
催
し
町
勢

の
発
展
を
祝
っ
た
。
記
念
事
業

と
し
て
全
道
青
年
大
会
の
他
、

植
樹
祭
、
記
念
論
文
募
集
を
行

い
、
ま
た
小
委
員
会
を
設
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
上「
町
民

憲
章
」を
制
定
し
た
。
町
民
憲

章
は
記
念
と
し
て
卓
上
の
つ
い

た
て
に
し
て
町
民
全
戸
に
配
っ

た
。

然
別
道
路
の
着
手

　

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
麓
に
展
開

す
る
新
田
牧
場
一
帯
の
景
観
は
、

早
く
か
ら
関
係
者
の
間
で
知
ら

れ
て
い
た
。
開
拓
当
時
然
別
湖

へ
原
野
を
踏
み
分
け
イ
ワ
ナ
漁

や
自
然
探
訪
を
し
た
同
好
者
も

多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち

に
よ
っ
て
士
幌
の
観
光
資
源
と

し
て
、
然
別
湖
へ
通
ず
る
最
短

路
線
を
開
削
し
山
麓
一
帯
の
開

発
を
し
た
い
と
い
う
意
見
が
高

ま
り
、１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）

に
は
村
議
会
が
白
雲
山
に
登
り

道
路
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

　

然
別
道
路
の
開
削
が
町
の
懸

案
事
項
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、

飯
島
町
長
は
古
山
前
町
長
か
ら

の
重
要
事
項
と
し
て
引
継
ぎ
を

受
け
実
現
に
真
剣
に
取
り
組
ん

士幌町中央中学校（昭和43年）

然別道路の改良
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校
区
域
単
位
に
地
区
公
民
館
活

動
推
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

ま
ず
北
中
音
更
、
上
居
辺
地
区

に
公
民
館
が
建
て
ら
れ
、
そ
の

小
学
校
屋
内
体
操
場
と
組
み
合

わ
せ
た
へ
き
地
集
会
施
設
が
住

民
会
合
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、

中
央
公
民
館
の
建
設
と
併
せ
て

活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）以

来
、
村
内
へ
き
地
を
運
行
し
て

い
た
国
鉄
バ
ス
は
乗
客
の
減
少

で
赤
字
運
営
が
続
き
、
１
９
７

０
年（
昭
和
45
年
）に
は
全
面
廃

止
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
町
議
会
特
別
委
員
会
で
検

討
を
続
け
、
町
は
国
鉄
バ
ス
路

線
を
継
承
し
施
設
の
移
譲
を
受

け
て
１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）

８
月
か
ら
、
町
有
バ
ス
を
運
行

し
た
。
西
上
方
面
を
走
っ
て
い

た
十
勝
バ
ス
も
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）に
は
廃
止
し
、
町
有

バ
ス
が
代
り
、
町
有
バ
ス
は
５

路
線
と
な
っ
た
。

　

町
で
は
１
９
６
７
年（
昭
和

42
年
）か
ら
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
の
で
町

有
バ
ス
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
混

乗
す
る
こ
と
に
し
た
。

だ
。

　

道
路
予
定
地
が
国
立
公
園
保

護
区
域
に
当
た
る
た
め
、
着
手

に
つ
い
て
、
厚
生
省
、
建
設
省
、

林
野
庁
に
対
し
精
力
的
に
運
動

を
続
け
、
さ
し
も
の
難
関
を
突

破
、
１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）

に
は
道
路
開
削
の
許
可
を
と
り
、

翌
年
国
庫
補
助
を
取
り
つ
け
山

岳
地
帯
の
工
事
に
着
手
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
44
年
に
は
未
開
通

の
ま
ま
道
道
に
昇
格
す
る
と
い

う
手
際
の
よ
さ
に
人
々
を
驚
か

せ
た
。

　

山
麓
一
帯
を「
士
幌
高
原
」と

名
づ
け
町
民
の
期
待
は
高
ま
り
、

町
は
１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）

観
光
診
断
を
受
け
観
光
価
値
に

自
信
を
つ
け
た
。

　

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）に

は
上
士
幌
、
鹿
追
、
士
幌
３
町

が
合
同
で
士
幌
高
原
然
別
湖
を

中
心
に
し
た
国
立「
老
人
と
子

供
の
国
」を
計
画
し
、
誘
致
を

図
っ
た
が
国
の
財
政
上
の
困
難

か
ら
立
ち
消
え
と
な
り
、
道
路

開
削
は
自
然
保
護
の
立
場
か
ら

前
進
を
阻
ま
れ
１
９
７
２
年（
昭

和
47
年
）以
降
し
ば
ら
く
停
滞

し
た
。

２
、愛
の
ま
ち
と
構
造

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
構
造

改
善

　

日
本
経
済
は
１
９
５
５
年（
昭

和
30
年
）以
来
、
神
武
景
気
か

ら
岩
戸
景
気
へ
と
好
況
が
続
い

た
。
１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）

か
ら
１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）

の
間
に
国
内
工
業
生
産
は
年
平

均
22
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
は
同

じ
く
46
パ
ー
セ
ン
ト
の
驚
異
的

な
割
合
で
伸
び
た
。
高
度
経
済

成
長
の
陰
に
あ
っ
て
農
業
の
比

重
は
年
ご
と
に
低
下
し
、
農
民

の
階
層
分
離
が
進
ん
だ
。

　

政
府
は
農
業
の
生
産
性
を
高

め
、
他
産
業
か
ら
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
に「
農
業
基
本
法
」

を
制
定
、
翌
年「
農
業
構
造
改

善
事
業
」が
発
足
し
た
。

　

村
は
本
事
業
に
大
き
く
期
待

を
寄
せ
、
村
民
に
わ
か
り
や
す

く
趣
旨
を
説
明
し
て
関
心
を
呼

び
か
け
た
。（
１
９
６
１
年（
昭

和
36
年
）10
月
広
報
）

〇
農
業
経
営
の
規
模
を
大
き
く

し
よ
う
。

〇
農
地
の
集
団
化
を
し
よ
う
。

〇
家
畜
を
た
く
さ
ん
導
入
し
よ

う
。

〇
機
械
化
を
し
よ
う
。

　

村
は
い
ち
早
く
働
き
か
け
、

一
般
地
区
指
定
に
先
立
ち
、
初

年
度
の
農
業
構
造
改
善
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
新
田
地
区
の
指
定

を
受
け
、
共
同
畜
舎
、
ト
ラ
ク

タ
ー
、
農
道
牧
野
改
良
な
ど
を

１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）か
ら

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）度
ま

で
に
事
業
を
実
施
し
、
新
田
開

拓
を
成
功
に
導
い
た
。
農
業
構

造
改
善
事
業
一
般
地
区
は
１
９

６
６
年（
昭
和
41
年
）か
ら
順
次

指
定
を
受
け
、
１
９
６
９
年（
昭

和
44
年
）か
ら
は
第
２
次
農
業

構
造
改
善
事
業
が
始
ま
り
、
引

続
き
地
区
指
定
を
受
け
た
。
農

業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
ト

ラ
ク
タ
ー
の
大
量
導
入
が
行
わ

れ
機
械
化
が
進
み
、
農
耕
馬
が

急
速
に
姿
を
消
し
て
農
舎
、
サ

イ
ロ
、
農
道
整
備
、
農
地
等
交

換
分
合
事
業
が
行
わ
れ
、
酪
農

町
民
和
楽
、
町
有
バ
ス
な

ど
　

村
内
は
昭
和
30
年
代
に
入
り

国
内
の
経
済
成
長
と
と
も
に
合

理
化
で
ん
粉
工
場
の
設
立
な
ど
、

新
興
の
気
運
が
見
え
て
き
た
。

村
民
の
融
和
を
図
り
活
気
あ
る

町
づ
く
り
の
た
め
体
育
連
盟
主

催
の
村
民
運
動
会
が
１
９
５
５

年（
昭
和
30
年
）頃
か
ら
催
さ
れ
、

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）か
ら

は
町
が
主
催
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）に
は

町
内
各
地
区
に
老
人
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
年
寄
り
は
若
返
っ

て
行
事
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）に
は

第
１
回
高
齢
者
学
級
が
開
か
れ

た
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
１

９
６
１
年
、
１
９
６
２
年（
昭

和
36
年
、
37
年
）に
は
各
小
学

村民運動会

昭和45年　開拓パイロット明渠事業
（東10線29号付近）
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生
産
団
地
造
成
、
馬
鈴
し
ょ
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー

な
ど
画
期
的
事
業
が
進
み
、
士

幌
町
内
の
農
業
は
本
事
業
の
進

行
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
を
迎

え
た
。

　

町
内
に
は
広
い
原
野
が
湿
地

の
た
め
、
開
拓
か
ら
取
り
残
さ

れ
馬
草
刈
場
に
さ
れ
て
い
た
。

湿
地
改
良
の
た
め
、
小
河
川
の

床
下
げ
が
国
営
事
業
で
行
わ
れ

た
。

　

町
は
既
存
農
家
と
の
話
し
合

い
を
進
め
西
堀
田
地
区（
佐
倉
・

瑞
穂
・
上
居
辺
全
般
）、
西
士

幌
地
区（
中
音
更
・
上
音
更
・

お
よ
び
上
士
幌
・
音
更
の
一
部

を
含
む
）の
両
地
区
に
つ
い
て

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）申
請

書
を
提
出
、
１
９
６
８
年
、
１

９
６
９
年（
昭
和
43
、
44
年
）着

工
し
た
。
事
業
の
中
に
は
後
か

ら
全
戸
雑
用
水（
水
道
）で
ん
粉

工
場
廃
液
畑
地
か
ん
が
い
を
加

え
、
西
堀
田
１
９
７
７
年（
昭

和
52
年
）、
西
士
幌
１
９
８
０

年（
昭
和
55
年
）度
に
完
成
を
見

た
。
西
堀
田
・
西
士
幌
両
地
区

と
併
せ
て
道
営
開
拓
事
業
と
し

て
相
互
地
区
、
１
９
６
８
年
～

１
９
７
１
年（
昭
和
43
年
～
46

年
）、
朝
陽
地
区
１
９
６
８
年

～
１
９
７
２
年（
昭
和
43
年
～

47
年
）が
施
行
さ
れ
た
。

　

４
地
区
の
事
業
に
よ
り
道
路

造
成
95
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
明
き

ょ
排
水
70
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
雑

用
水
３
１
９
戸
、
暗
き
ょ
排
水

２
８
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
地

造
成
３
４
６
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
地
か
ん
が
い
７
９
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
４
地
区
の
総
事
業
費
は

98
億
円
に
達
し
た
。

　

士
幌
に
と
っ
て
第
３
次
の
開

拓
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
原
野

は
す
べ
て
姿
を
消
し
、
改
良
道

路
網
が
全
町
に
行
き
渡
り
、
農

家
の
経
営
規
模
が
拡
大
し
大
き

く
変
ぼ
う
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ

た
。

農
業
の
進
展

　

農
業
構
造
改
善
と
一
連
の
開

発
事
業
の
進
行
に
よ
っ
て
町
内

の
農
業
は
、
１
９
６
５
年（
昭

和
40
年
）頃
か
ら
急
速
に
変
化

を
遂
げ
た
。

　

農
業
機
械
の
大
型
化
に
よ
っ

て
労
力
が
省
か
れ
、
離
農
と
未

墾
地
開
発
に
よ
っ
て
１
戸
当
り

の
経
営
規
模
が
拡
大
し
、
機
械

化
は
畑
作
と
酪
農
を
分
離
専
業

化
し
た
。

　

冷
害
と
価
格
変
動
の
激
し
い

豆
作
偏
重
か
ら
、
馬
鈴
し
ょ
と

て
ん
菜
の
作
付
に
重
点
が
置
か

れ
、
１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）

か
ら
は
秋
ま
き
小
麦
が
導
入
さ

れ
、
輪
作
上
か
ら
も
重
要
作
物

に
加
わ
り
、
麦
作
業
団
ご
と
に

大
型
コ
ン
バ
イ
ン
が
畑
に
活
況

を
与
え
た
。
で
ん
粉
が
中
心
で

あ
っ
た
馬
鈴
し
ょ
が
１
９
７
０

年（
昭
和
45
年
）食
用
へ
向
け
ら

れ
、
専
用
掘
取
機
ウ
イ
セ
ン
ト

が
各
地
区
に
入
り
、
１
９
７
２

年（
昭
和
47
年
）埼
玉
県
熊
谷
市

に
農
協
の
食
用
い
も
貯
蔵
庫
が

建
っ
た
。
農
協
は
放
射
線
照
射

に
よ
る
食
用
い
も
の
発
芽
抑
制

に
つ
い
て
、
６
年
間
に
わ
た
り

研
究
を
重
ね
た
結
果
、
安
全
性

の
確
認
を
得
て
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）12
月
全
国
で
初
め
て

の
放
射
線
照
射
施
設
を
は
じ
め
、

貯
蔵
施
設
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

お
よ
び
冷
凍
食
品
製
造
な
ど
一

連
の
総
合
加
工
処
理
施
設
、
馬

鈴
し
ょ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
同
時

に
完
成
し
、
次
つ
ぎ
と
施
設
を

増
や
し
て
行
き
、
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）ま
で
に
86
億
円
の

建
設
費
を
投
入
し
、
全
国
唯
一

の
施
設
と
な
り
寒
地
農
業
の
安

定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

乳
牛
の
多
頭
飼
育
、
施
設
の

近
代
化
が
進
み
、
１
９
６
７
年

（
昭
和
42
年
）に
は
初
め
て
の
農

民
資
本
に
よ
る
北
海
道
協
同
乳

業
株
式
会
社
を
創
立
、
士
幌
農

協
太
田
組
合
長
が
社
長
に
就
任
、

音
更
に
工
場
が
建
ち
、
１
９
７

６
年（
昭
和
51
年
）に
は
乳
質
改

善
の
た
め
全
戸
に
バ
ル
ク
ク
ー

ラ
ー
が
設
備
さ
れ
た
。

　

農
協
は
乳
牛
の
雄
子
牛
の
肥

育
セ
ン
タ
ー
を
１
９
７
０
年（
昭

和
45
年
）日
の
出
に
設
置
し
、

そ
の
後
町
内
各
地
区
に
配
置
し

て
畑
作
専
業
農
家
へ
の
有
機
質

還
元
を
図
り
、
肉
牛
飼
育
が
飛

躍
的
に
増
加
し
た
。

　

西
士
幌
地
区
開
拓
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
に
よ
り
開
発
し
た
農
地

を
利
用
し
、
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）以
降
１
戸
50
頭
規
模

の
大
規
模
近
代
的
な
酪
農
施
設

を
造
成
、
１
９
７
８
年（
昭
和

53
年
）ま
で
に
10
戸
の
団
地
が

で
き
偉
観
を
見
せ
た
。

　

士
幌
農
協
は
全
国
に
例
の
な

い
数
々
の
新
し
い
事
業
を
成
功

さ
せ
組
合
員
の
生
活
を
安
定
さ

せ
、
貯
金
の
額
、
農
協
の
資
産

な
ど
か
ら
全
国
の
注
目
を
浴
び
、

１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）レ
ポ

ー
タ
ー
立
花
隆
に
よ
っ
て「
週

刊
朝
日
」に「
寒
村
か
ら
日
本
一

豊
か
に
な
っ
た
北
海
道
士
幌
農

協
」と
し
て
、
大
き
く
紹
介
さ

れ
た
。

　

組
合
長
太
田
寛
一
は
１
９
６

９
年（
昭
和
44
年
）ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
組
合
連
合
会
会
長

に
選
ば
れ
、
１
９
７
７
年（
昭

和
52
年
）に
は
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
長
に
就
任
し
、
我

が
国
農
政
の
場
で
目
ざ
ま
し
い

活
躍
を
し
た
。

酪農団地（昭和49年）

昭和47年に完成したＪＡ士幌町農業会館
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３
、町
づ
く
り
進
む

飯
島
町
長
の
死
去
と
高
校

移
転

　

農
業
構
造
改
善
事
業
を
は
じ

め
愛
の
ま
ち
建
設
に
、
１
９
６

４
年（
昭
和
39
年
）就
任
以
来
、

精
力
的
な
活
動
を
続
け
、
独
想

的
な
発
想
と
天
性
の
説
得
力
を

も
っ
て
町
の
興
隆
を
成
し
遂
げ

て
き
た
飯
島
房
芳
町
長
は
、
町

民
の
み
な
ら
ず
そ
の
行
動
力
、

指
導
力
が
広
く
認
め
ら
れ
十
勝

町
村
会
長
・
十
勝
総
合
開
発
促

進
期
成
会
長
に
就
任
。
１
９
７

１
年（
昭
和
46
年
）に
は
請
わ
れ

て
北
海
道
農
業
構
造
改
善
対
策

協
議
会
長
、
同
全
国
協
議
会
理

事
と
な
り
寝
る
ひ
ま
も
な
い
活

動
を
続
け
て
き
た
。
１
９
７
４

年（
昭
和
49
年
）暮
頃
か
ら
歯
痛

を
覚
え
１
９
７
５
年（
昭
和
50

年
）２
月
、
札
幌
医
大
病
院
へ

入
院
。
右
下
あ
ご
の
放
射
線
治

療
を
受
け
た
が
、
全
治
に
至
ら

ず
札
幌
、
東
京
方
面
で
治
療
を

続
け
て
き
た
が
、
腫
瘍
が
悪
化

８
月
に
帰
宅
し
町
民
は
憂
慮
に

包
ま
れ
た
。
９
月
中
旬
士
幌
町

国
保
病
院
に
入
院
し
た
が
、
既

に
言
葉
も
不
能
と
な
り
筆
談
で

町
政
の
指
示
を
与
え
て
い
た
。

11
月
下
旬
、
東
京
女
子
医
大
病

院
に
入
院
し
た
が
つ
い
に
12
月

４
日
永
眠
し
た
。
町
議
会
は
即

日
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
り
、

町
葬
が
行
わ
れ
農
業
会
館
の
広

い
会
場
が
会
葬
者
で
溢
れ
、
不

世
出
の
英
傑
を
偲
ん
で
ど
う
こ

く
が
続
い
た
。

　

飯
島
町
長
死
去
に
よ
る
町
長

選
挙
に
は
１
９
６
７
年（
昭
和

42
年
）以
来
助
役
を
勤
め
て
き

た
後
藤
辰
雄
が
推
さ
れ
立
候
補

し
た
。
町
内
に
は
農
村
青
年
の

間
か
ら
擁
立
の
動
き
も
あ
っ
た

が
期
が
熟
さ
な
か
っ
た
の
か
、

　

新
田
地
区
に
１
９
６
０
年（
昭

和
35
年
）開
拓
診
療
所
が
で
き

て
町
立
病
院
か
ら
出
張
診
療
し

て
い
た
が
、
利
用
が
少
な
く
な

り
１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）に

廃
止
し
た
。
町
立
病
院
は
町
内

唯
一
の
医
療
機
関
と
な
り
、
町

政
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、

医
師
の
確
保
を
は
じ
め
運
営
に

つ
い
て
ま
す
ま
す
住
民
の
関
心

が
強
ま
っ
た
。

　

老
人
患
者
の
増
加
と
家
族
数

の
減
少
に
よ
っ
て
寝
た
き
り
患

者
の
付
添
い
が
深
刻
な
問
題
と

な
り
、１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）

病
院
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

付
添
婦
を
設
置
し
、
好
評
を
得

て
１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）に

は
４
名
に
増
員
し
た
。
病
院
は

患
者
数
の
増
加
と
施
設
の
老
朽

が
進
み
、
町
は
町
議
会
特
別
委

員
会
が
調
査
を
進
め
、
病
院
・

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
せ
て
建
て

る
こ
と
に
な
り
、
中
学
校
移
転

後
の
用
地
に
38
床
の
病
院
を
新

築
、
１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）

12
月
に
移
転
開
設
し
、
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
も
同
時
開
設
と
な

っ
た
。
翌
年
に
は
50
床
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
満
床
で
開

設
に
な
っ
た
。
３
つ
の
医
療
福

祉
施
設
を
廊
下
で
つ
な
ぎ
総
合

運
営
す
る
の
は
他
に
例
が
な
く
、

全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

周
辺
に
建
設
し
た
保
育
所
・
老

人
用
公
営
住
宅
も
含
め「
愛
の

ま
ち
」と
呼
称
し
、「
母
胎
か
ら

楽
土
ま
で
」を
合
言
葉
と
し
て

全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。

　

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）６

月
総
合
落
成
式
に
当
た
り
前
古

山
町
長
遺
族
の
寄
付
に
、
飯
島

町
長
が
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
足

し
て
、
愛
の
ま
ち
シ
ン
ボ
ル
像

が
建
て
ら
れ
高
い
理
想
が
う
た

わ
れ
た
。
町
立
病
院
は
医
師
の

充
実
に
努
め
、
新
し
い
病
院
で

は
４
名
を
確
保
し
、
患
者
は
隣

接
町
か
ら
も
訪
れ
、
１
９
７
３

年（
昭
和
48
年
）に
は
増
築
し
て

76
床
と
し
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い

て
町
長
は
愛
を
も
っ
て
接
す
る

特別養護老人ホーム

飯島房芳町長の葬儀

よ
う
職
員
を
強
く
指
導
し
、
初

め
か
ら
好
評
を
得
た
。
老
人
ホ

ー
ム
も
ま
た
入
所
者
が
殺
到
し

１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）４
月
、

増
築
が
完
成
し
て
、
入
所
定
員

を
増
員
し
て
１
０
０
床
と
し
た
。

愛
の
ま
ち
・
病
院
老
人
ホ

ー
ム

　

町
内
の
医
療
施
設
は
中
士
幌

の
診
療
所
を
も
担
当
し
て
い
た

滝
口
南
天
堂
が
、
１
９
２
４
年

（
大
正
13
年
）以
来
３
代
に
わ
た

る
医
院
を
１
９
６
７
年（
昭
和

42
年
）閉
鎖
し
、
住
民
に
惜
し

ま
れ
た
。

　

１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）９

月
開
設
し
た
下
居
辺
の
道
立
診

療
所
で
も
医
師
が
欠
員
で
、
町

立
病
院
高
山
院
長
が
出
張
診
療

し
て
い
た
が
つ
い
に
１
９
６
９

年（
昭
和
44
年
）７
月
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
た
。
道
で
は
代
替
と

し
て
通
院
バ
ス
を
町
に
配
置
し
、

町
は
同
年
９
月
か
ら
全
町
に
患

者
通
院
バ
ス
を
走
ら
せ
、
１
９

６
９
年（
昭
和
44
年
）か
ら
は
町

有
バ
ス
の
運
行
と
共
に
無
料
乗

車
券
の
交
付
に
よ
っ
て
へ
き
地

通
院
の
足
を
確
保
し
た
。

国民健康保険病院の増築
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か
っ
た
。

　

士
幌
高
校
で
は
１
９
７
４
年

（
昭
和
49
年
）度
か
ら
農
業
特
別

専
攻
科
が
設
置
さ
れ
、
新
校
舎

で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
展
開
さ

れ
た
。

愛
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

　

先
に「
町
民
の
手
に
よ
る
町
政
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
登
場
し

た
飯
島
町
長
は
、
就
任
３
年
目

の
１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）に

町
づ
く
り
企
画
委
員
会
を
設
け
、

１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）２
月

に
は
１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）

か
ら
１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）

ま
で
の
８
年
を
期
間
と
し
、
人

口
規
模
１
万
人
を
目
標
と
し
た

第
１
期
士
幌
町
町
づ
く
り
計
画

書
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
社

会
情
勢
の
進
展
、
町
内
事
情
の

急
速
な
変
化
発
展
に
よ
っ
て
計

画
は
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
た
。

　

町
で
は
１
９
７
３
年（
昭
和

48
年
）８
月
、
町
づ
く
り
企
画

委
員
会
を
発
足
し
、
第
２
期
計

画
の
策
定
に
入
っ
た
。
途
中
、

洞
田
逸
治
委
員
長
、
飯
島
町
長

の
死
去
な
ど
に
よ
っ
て
作
業
が

遅
れ
１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）

11
月
、１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）

か
ら
１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）

ま
で
の
10
年
間
の
第
２
期
町
づ

く
り
計
画
が
、
町
議
会
で
議
決

さ
れ
た
。
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
事
務
局
長
に
元
早
稲
田

大
学
助
教
授
結
城
清
吾
が
就
任

し
取
り
ま
と
め
を
し
た
。
結
城

は
飯
島
町
長
在
世
の
頃
、
町
長

の
町
づ
く
り
に
か
け
る
情
熱
に

魅
了
さ
れ
、
職
を
な
げ
う
っ
て

士
幌
へ
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
既
に
飯
島
町
長
は
重
病
の

床
に
あ
り
結
城
は
町
の
幼
稚
園

長
に
就
き
、
公
務
の
傍
ら
講
演

や
文
筆
活
動
を
し
都
市
と
の
交

流
を
と
り
も
ち
、
地
域
の
若
者

た
ち
と
政
策
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
活
躍
を
ひ
ろ
げ
た
。

　

第
２
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
は

「
愛
と
緑
の
町
建
設
を
目
ざ
し
て
」

と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
、
結

城
の
広
い
視
野
か
ら
斬
新
な
提

言
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
お
け

る
、
町
攻
に
数
々
の
新
風
を
起

し
た
。
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
、

町
づ
く
り
町
民
大
会
、
愛
と
緑

の
町
民
会
議
が
翌
々
年
か
ら
発

足
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」「
士
幌
の
森
」「
士
幌
遊
水
」

「
緑
の
空
間
」の
構
想
な
ど
が
町

民
に
夢
を
与
え
た
。

　

町
で
は
町
民
体
育
館
建
設
を

望
む
声
に
応
え
１
９
７
５
年（
昭

和
50
年
）農
林
関
係
補
助
事
業

に
よ
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
た
。
体
育
保
健
、

入
浴
施
設
を
兼
ね
た
も
の
で
日

夜
大
い
に
活
用
さ
れ
た
。
ま
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
接
続

し
て
集
会
施
設
や
幼
児
施
設
を

兼
ね
備
え
た
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
と
、
中
央
公
園
施
設
を
１
９

８
１
年（
昭
和
56
年
）に
建
設
す

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
制
度
利
用

に
よ
っ
て
文
化
的
環
境
の
整
備

を
進
め
た
。

後
藤
町
政
と
近
代
化

　

後
藤
町
長
は
飯
島
の
構
想
実

現
の
た
め
努
力
を
傾
注
す
る
と

共
に
、
商
店
街
・
文
化
・
生
活

面
の
充
実
に
力
を
注
い
だ
。
下

居
辺
の
泉
源
開
発
は
飯
島
町
長

が
手
が
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

没
後
の
１
９
７
７
年（
昭
和
52

年
）３
月
地
下
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
で
4
１
・
５
度
の
温
泉
湧

出
に
成
功
し
、
町
は
１
９
７
７

年（
昭
和
52
年
）12
月
農
林
補
助

事
業
で
農
民
健
康
増
進
施
設
、

緑
風
荘
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
隣

接
各
町
村
に
比
べ
温
泉
施
設
の

乏
し
か
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
町

民
は
大
喜
び
し
た
。

　

町
商
工
業
は
国
内
の
高
度
成

長
下
に
あ
っ
て
も
過
疎
の
進
行

に
よ
っ
て
苦
闘
が
続
け
ら
れ
た
。

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）の
商

工
診
断
に
次
い
で
１
９
７
８
年

（
昭
和
53
年
）に
は
第
２
次
商
店

街
診
断
が
行
わ
れ
、
か
な
り
厳

後藤　辰雄

7000人のまつり

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）１
月

無
投
票
で
後
藤
の
当
選
が
確
定

し
た
。
後
藤
町
長
は
飯
島
の
遺

業
を
継
承
し
町
政
の
進
展
に
努

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

士
幌
高
校
で
は
施
設
の
遅
れ

が
目
立
ち
、
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）５
月
に
は
町
内
18
の

機
関
団
体
を
網
ら
し
た「
高
校

校
舎
建
設
推
進
委
員
会
」が
発
足
、

実
学
実
習
の
た
め
に
は
広
い
校

地
を
必
要
と
し
、
移
転
先
が
町

内
の
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

士
幌
農
協
で
は
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）10
月
の
総
代
会
に
お

い
て
士
幌
高
校
の
振
興
の
た
め

１
億
円
を
寄
付
し
大
き
な
力
と

な
り
、
推
進
委
員
会
で
30
数
回

の
会
議
を
重
ね
、
新
田
地
区
に

26
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
取
得

し
て
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
築
工
事
は
１
９
７
３
年（
昭

和
48
年
）暮
に
着
手
。
１
９
７

５
年（
昭
和
50
年
）３
月
に
は
新

校
舎
に
移
転
し
た
。
東
ヌ
プ
カ

ウ
シ
を
背
景
に
し
た
２
階
建
て

の
堂
々
た
る
偉
観
は
人
び
と
を

驚
嘆
さ
せ
た
。

　

士
幌
高
校
移
転
整
備
に
情
熱

を
か
け
て
き
た
飯
島
町
長
は
11

月
の
落
成
式
に
は
病
既
に
篤
く

念
願
の
校
舎
を
見
る
こ
と
が
な
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の
一
助
と
な
っ
た
。

　

第
１
期
行
政
を
手
堅
く
進
め

た
後
藤
町
長
は
２
期
目
に
出
馬

を
表
明
し
対
立
候
補
と
し
て
、

士
幌
農
協
参
事
佐
藤
正
が
立
起

し
、
両
者
は
町
内
を
隅
ず
み
ま

で
駆
け
め
ぐ
り
白
熱
し
た
選
挙

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
１
９
８
０

年（
昭
和
55
年
）１
月
投
票
率

96
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高

い
投
票
率
で
町
民
の
関
心
の
高

さ
を
示
し
た
。

当
選　

後
藤
辰
雄
２
６
４
８
票

　
　
　

佐
藤　

正
２
０
４
５
票

で
後
藤
が
再
選
を
果
し
た
。

　

後
藤
は
ス
ロ
ー
ガ
ン「
愛
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
」総
仕
上
げ

に
全
力
を
注
ぎ
、
懸
案
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
を
は

じ
め
大
型
建
設
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。

開
基（
町
）60
周
年

　

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）士

幌
町
は
、
音
更
村（
当
時
）か
ら

分
村
独
立
し
て
満
60
年
を
迎
え

た
。

　

町
は
こ
の
年
を
目
標
に
庁
舎

お
よ
び
多
目
的
研
修
集
会
施
設

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）の

建
設
を
進
め
て
き
た
。
同
年
11

月
新
築
し
た
同
施
設
を
会
場
に

開
基（
町
）60
周
年
と
併
せ
て
新

庁
舎
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設

落
成
式
典
を
挙
行
し
た
。
当
日

は
新
施
設
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

は
じ
ま
り
、
名
誉
町
民（
故
）洞

田
逸
治
・（
故
）飯
島
房
芳
両
名

の
胸
像
除
幕
式
が
あ
り
、
大
ホ

ー
ル
で
は
４
３
０
人
が
出
席
し

た
式
典
で
、
町
の
花
・
木
・
鳥

の
発
表
、
士
幌
町
農
業
協
同
組

合
長
太
田
寛
一
に
名
誉
町
民
章

を
贈
り
、
続
い
て
開
拓
功
労
者
・

行
政
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

〇
開
基（
町
）60
周
年
記
念
と
主

な
関
連
事
業

▽
公
園
造
成

　

 

・
愛
の
町
公
園（
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
附
帯
公
園
）

　

・
農
村
公
園（
中
士
幌
地
区
）

　

 

・
町
民
広
場（
役
場
庁
舎
前
・

昭
和
57
年
度
）

▽
町
史
発
行

　

 

・
町
制
20
年
史「
士
幌
の
あ

ゆ
み
」（
町
民
全
戸
配
布
）

▽
町
勢
要
覧
発
行（
町
民
全
戸

配
布
）

▽
名
誉
町
民
胸
像
作
成

　

 

・（
故
）洞
田
逸
治
・（
故
）飯

島
房
芳
両
名

▽
名
誉
町
民
推
挙

　

・
太
田
寛
一

▽
記
念
行
事

　

 

・
郷
土
芸
能　

美
濃
神
楽
の

発
表

　

 

・
士
幌
音
頭
・
士
幌
行
進
曲

の
発
表

　

・
十
勝
管
内
芸
能
祭

　

・
模
擬
議
会

　

・
一
日
町
長
・
課
長

　

 

・
樋
口
選
手
野
球
教
室
～
王

子
製
紙
野
球
部
主
戦
投
手（
士

幌
町
出
身
）樋
口
博
美
招
待

　

 

・
町
民
憲
章
碑
の
建
立
～
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈

　

 

・
町
民
ホ
ー
ル
壁
画
～
士
幌

町
建
設
協
会
寄
贈

役
場
汚
職
事
件
と
後
藤
町

長
退
任

　

積
極
的
な
事
業
執
行
に
よ
り

進
展
著
し
い
町
政
に
、
１
９
８

２
年（
昭
和
57
年
）７
月
突
如
汚

職
容
疑
で
町
職
員
１
名
と
建
設

業
者
１
名
が
逮
捕
さ
れ
、
庁
舎

な
ど
家
宅
捜
査
が
行
わ
れ
町
民

に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

直
接
の
容
疑
は
町
道
改
良
工

事
に
関
し
、
町
担
当
課
長
が
わ

い
ろ
を
受
け
取
り
、
便
宜
を
図

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

取
り
調
べ
は
町
職
員
を
は
じ
め

広
範
囲
に
わ
た
り
、
事
前
か
ら

噂
が
と
び
怪
文
書
が
流
布
さ
れ

る
な
ど
町
内
は
騒
然
と
し
た
。

　

町
議
会
は「
町
建
設
課
及
び

開基60周年コミュニティセンターオープン

後藤町長退任式（昭和58年11月）

し
い
現
状
分
析
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
商
工
会
は
診
断
の
提
言
に

基
づ
き
部
会
を
設
け
提
言
の
具

体
的
実
現
を
図
っ
た
。

　

町
の
経
済
活
動
を
活
発
に
す

る
た
め
町
土
地
開
発
公
社
は
１

９
７
６
年（
昭
和
51
年
）士
幌
市

街
北
東
に
接
し
て
用
地
を
取
得

し
、
軽
工
業
団
地
を
造
成
し
分

譲
を
は
じ
め
同
年
オ
オ
ハ
シ
木

工
が
入
地
し
、
翌
年
か
ら
多
く

の
業
種
の
入
地
が
続
い
た
。

　

商
店
街
の
美
化
整
頓
を
図
る

た
め
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）

に
は
町
内
新
生
地
区
に
資
材
置

場
団
地
を
造
成
し
、
ま
た
同
年

商
工
従
業
員
の
安
定
の
た
め
商

工
業
住
宅
を
建
設
分
譲
し
、
好

評
で
売
り
切
れ
商
工
業
近
代
化

下居辺温泉試掘（昭和51年10月）
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水
道
課
の
行
政
事
務
執
行
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置
、

地
方
自
治
法
第
98
条
の
調
査
権

を
与
え
て
調
査
を
行
っ
た
。
ま

た
、
町
監
査
委
員
も
独
自
に
随

時
監
査
を
行
っ
て
町
長
お
よ
び

議
会
に
報
告
し
た
。

　

町
長
は
、
関
係
職
員
の
う
ち

２
名
を
懲
戒
免
職
、
12
名
を
減

給
処
分
、
自
ら
も
町
長
お
よ
び

助
役
の
減
給
を
行
っ
た
。
町
長

は
、
翌
年
４
月
の
統
一
選
挙
を

機
会
に
任
期
を
縮
め
て
退
職
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
が
、

町
民
有
力
者
の
一
部
に
更
に
厳

し
く
糾
弾
す
る
声
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

２
期
目
の
任
期
を
１
年
２
か
月

縮
め
て
１
９
８
２
年（
昭
和
57

年
）11
月
末
を
も
っ
て
辞
任
し
た
。

退
任
に
あ
た
り「
任
期
半
ば
に

し
て
退
任
す
る
こ
と
は
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。
41
年
間
の

足
跡
は
走
馬
灯
の
よ
う
だ
。
町

の
発
展
を
祈
る
」と
淡
々
と
し

て
述
べ
庁
舎
を
去
っ
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
町
は
事
件
発

生
の
要
因
を
完
全
に
防
ぐ
た
め
、

職
員
の
綱
紀
粛
正
を
求
め
、
契

約
事
務
の
公
正
明
朗
化
の
た
め
、

契
約
事
務
、
関
係
諸
規
則
の
整

備
を
図
っ
た
。

飯島　和吉

小川　寅之助

飯
島
町
政
誕
生

　

後
藤
町
長
が
任
期
半
ば
で
退

任
す
る
と
町
内
で
は
当
初
、
町

民
の
対
立
を
生
む
選
挙
戦
を
回

避
、
話
し
合
い
に
よ
る
次
期
候

補
擁
立
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、

調
整
工
作
が
失
敗
に
終
わ
り
、

前
町
議
会
議
長
の
飯
島
和
吉
、

全
十
勝
地
区
農
民
連
盟
副
委
員

長
の
𫝆
田
鉄
郎
、
町
農
業
委
員

の
鈴
木
広
三
の
３
人
が
無
所
属

で
立
起
を
表
明
、
短
期
決
戦
に

突
入
し
た
。
選
挙
戦
は
熱
気
を

帯
び
３
か
所
の
立
会
演
説
会
場

は
満
員
に
な
り
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
年
）12
月
５
日
行
わ
れ

た
投
票
で
は
、
投
票
率
95
パ
ー

セ
ン
ト
の
高
率
で
あ
っ
た
。

当
選　

飯
島
和
吉 

２
４
０
６
票

　
　
　

𫝆
田
鉄
郎 

２
１
３
６
票

　
　
　

鈴
木
広
三 

２
５
０
票

　

飯
島
は
選
挙
戦
で「
豊
か
な

愛
の
マ
チ
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
融
和
に
よ
る
町
政
を
訴

え
、
当
選
と
共
に
汚
職
事
件
で

失
墜
し
た
役
場
の
信
頼
回
復
が

第
一
の
仕
事
と
し
、
心
配
さ
れ

る
選
挙
後
の
し
こ
り
に
つ
い
て

は
話
し
合
い
に
よ
る
融
和
町
政

を
強
調
、「
弟（
元
町
長
飯
島
房
芳
）

の
や
り
残
し
た
こ
と
を
完
成
さ

せ
、
若
者
に
夢
と
希
望
の
持
て

る
町
と
し
た
い
」と
語
っ
た
。

　

就
任
後
飯
島
町
長
は
引
き
続

き
小
川
寅
之
助
助
役
を
再
任
す

る
と
共
に
、
人
事
刷
新
を
行
い
、

綱
紀
の
粛
正
、
意
欲
の
喚
起
に

つ
と
め
、
ま
た
と
か
く
対
立
意

識
の
強
か
っ
た
農
業
関
係
と
商

業
関
係
の
融
和
な
ど
に
寝
食
を

忘
れ
精
魂
を
注
い
だ
。
飯
島
の

任
期
中
の
努
力
に
よ
っ
て
町
政

へ
の
信
頼
の
回
復
、
町
民
各
層

へ
の
融
和
は
見
る
べ
き
も
の
が

あ
っ
た
。

小
川
町
政
の
誕
生
と
再
選

　

飯
島
和
吉
町
長
は
、
就
任
以

来
町
民
の
和
を
説
き
、
町
長
選

挙
に
よ
っ
て
潜
在
す
る
町
民
感

情
の
も
つ
れ
の
解
消
に
意
を
用

い
町
政
の
振
興
に
情
熱
を
燃
や

し
た
。
４
年
の
任
期
中
に
町
民

間
の
融
和
を
取
り
戻
し
、
各
小

学
校
屋
内
体
育
館
の
整
備
、
畜

肉
処
理
場
の
設
置
を
は
じ
め
建

設
事
業
の
進
行
、
道
営
畑
総
事

業
な
ど
国
営
費
事
業
の
導
入
に

成
果
を
挙
げ
て
順
調
な
町
政
の

進
展
を
も
た
ら
し
た
。
町
民
の

町
政
へ
の
信
頼
も
厚
く
１
９
８

６
年（
昭
和
61
年
）12
月
の
任
期

が
到
来
す
る
前
に
、
早
く
か
ら

農
協
・
商
工
会
・
主
要
団
体
の

幹
部
有
志
を
中
心
に
再
出
馬
を

求
め
る
動
き
が
強
か
っ
た
。

　

飯
島
町
長
は「
前
町
長
辞
任

後
の
町
政
を
軌
道
に
乗
せ
、
次

の
人
に
つ
な
ぐ
私
の
使
命
は
達

し
た
」と
退
任
の
意
向
を
も
ら
し
、

町
議
会
で
公
式
に
表
明
し
た
。

　

後
任
の
町
長
候
補
に
は
、
こ

れ
ま
で
教
育
長
、
助
役
を
通
年

17
年
余
手
堅
く
勤
め
内
外
の
信

頼
を
得
て
い
た
小
川
寅
之
助
を

推
す
声
が
あ
が
っ
た
。
飯
島
町

長
の
推
挙
も
あ
っ
て
、
小
川
は

告
示
を
あ
と
２
週
間
余
に
迫
っ

た
11
月
、
地
区
後
援
会
固
め
を

終
え
出
馬
を
表
明
し
た
。

　

小
川
は「
対
話
と
協
調
」を
基

本
姿
勢
と
し
、
活
力
あ
る
町
づ

く
り
の
た
め
努
力
し
た
い
と
、

数
々
の
具
体
的
な
政
策
を
掲
げ

選
挙
戦
に
臨
ん
だ
。

　

当
初
、
町
内
一
部
に
は
反
発

の
動
き
も
見
ら
れ
た
が
、
過
去

の
厳
し
い
選
挙
戦
を
繰
り
返
し

て
来
た
だ
け
に「
町
を
割
っ
て

の
選
挙
戦
は
避
け
た
い
」と
い

う
空
気
が
見
ら
れ
対
立
候
補
の

擁
立
も
な
く
11
月
25
日
無
投
票

を
も
っ
て
小
川
の
初
当
選
が
確

定
し
た
。

　

小
川
町
政
は
、
永
年
の
行
政

経
験
を
活
か
し
精
力
的
に
町
づ

く
り
を
進
め
、
こ
と
に
士
幌
高

原
の
整
備
、
高
校
の
生
活
科
新

設
、
士
幌
小
学
校
・
幼
稚
園
の

改
築
、
遊
水
公
園
・
市
街
地
街

並
み
改
造
に
着
手
、
ふ
る
里
創

生
に
新
企
画
を
つ
ぎ
つ
ぎ
展
開

し
て
町
の
躍
進
と
夢
の
あ
る
郷

土
づ
く
り
に
実
績
を
挙
げ
た
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）１

期
の
任
期
満
了
を
前
に
し
て
、

９
月
定
例
議
会
で
質
問
に
答
え

る
形
で
次
期
選
挙
に
出
馬
を
表

明
し
た
。

　

選
挙
は
、
小
川
の
４
年
間
の

実
績
と
、
進
行
中
の
街
並
み
改
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げ
て
き
た
。

　

多
く
の
行
事
が
企
画
さ
れ
、

一
時
期
に
は
、
西
２
線
商
店
街

か
ら
車
を
締
め
出
し
、
１
日
歩

行
者
天
国
の
会
場
と
し
て
心
行

く
ま
で
町
民
が
楽
し
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
地
区
公
民
館
・
団
体

な
ど
11
台
の「
あ
ん
ど
ん
」が
美

を
競
い
一
層
の
人
気
を
盛
り
上

げ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
大
地
く
ん
」

　

開
基（
町
）70
周
年
を
機
会
に

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

一
環
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
ロ
ゴ
を
広
く
募
集

し
た
。
審
査
の
結
果
士
幌
町
出

身
札
幌
市
在
住
・
後
藤
尚
司
の

作
品
が
採
用
と
な
り
、
封
筒
や

各
種
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

埋
設
式
を
行
っ
た
。
カ
プ
セ
ル

に
は
開
基（
町
）１
０
０
周
年
へ

向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
児
童

生
徒
の
絵
画
な
ど
、
開
基（
町
）

70
周
年
を
記
念
す
る
品
々
62
種

を
お
さ
め
銘
板
の
除
幕
を
行
っ
た
。

　

コ
ミ
セ
ン
で
の
記
念
式
典
に

は
来
賓
を
は
じ
め
約
４
０
０
名

が
参
加
、
こ
の
日
の
た
め
に
作

ら
れ
た
士
幌
賛
歌
が
コ
ー
ラ
ス

同
好
会
会
員
な
ど
に
よ
っ
て
披

露
さ
れ
、
町
民
憲
章
を
朗
唱
後

開
拓
の
先
人
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

特
別
功
労
者
・
行
政
功
労
者
・

開
拓
功
労
者
へ
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

〇
開
基（
町
）70
周
年
記
念
と
主

な
関
連
事
業

▽
記
録
映
画「
士
幌
物
語
」制
作

▽
町
史
発
行

　

・
町
史「
続
士
幌
の
あ
ゆ
み
」

編
さ
ん

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組

　

・「
あ
な
た
の
町
で
夢
芝
居
」

▽
記
念
行
事

　

・
イ
チ
イ
の
森
植
樹
祭

　

・
十
勝
管
内
少
年
野
球
大
会

　

 

・
十
勝
管
内
オ
ー
ル
ド
ボ
ー

イ
ズ
野
球
大
会

　

 

・
24
時
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

　

 

・
か
ぼ
ち
ゃ
ら
ん
ど
ｉ
ｎ
し

ほ
ろ

　

 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
広
場
じ

ゃ
が
い
も
フ
ェ
ス

　

 

・
野
外
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

 

・
十
勝
郷
土
芸
術
祭
詩
吟
民

謡
、
民
舞
発
表
会

７
０
０
０
人
の
ま
つ
り

　

第
２
期
町
づ
く
り
計
画
の
提

唱
で
第
１
回
７
０
０
０
人
の
ま

つ
り
が
１
９
７
９
年（
昭
和
54

年
）8
月
に
開
催
さ
れ
た
。

　

毎
回
新
し
い
企
画
な
ど
が
加

え
ら
れ
、
町
の
最
大
の
行
事
と

し
て
住
民
の
間
に
定
着
し
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

お
盆
の
時
期
に
合
わ
せ
、
前

夜
祭
・
本
祭
・
仮
装
盆
踊
り
を

一
連
の
も
の
と
し
、
町
内
各
機

関
・
団
体
が
分
担
し
、
自
主
的

な
手
作
り
の
お
祭
り
に
盛
り
上

7000人のまつり　周防猿まわし（昭和61年8月）

イメージキャラクターとロゴ

開基70周年横断幕

造
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
計
画
実
現
へ

の
期
待
か
ら
表
立
っ
た
対
立
候

補
擁
立
の
動
き
は
出
ず
、
２
期

続
け
て
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。

２
期
目
選
挙
に
当
た
り
小
川
は

「
い
き
い
き
と
活
力
の
あ
る
町

づ
く
り
な
ど
５
つ
の
指
標
を
念

願
に
今
後
４
年
間
全
力
を
尽
く

し
た
い
」と
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

開
基（
町
）70
周
年
を
祝
う

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）士

幌
町
が
川
上
村
と
し
て
音
更
村

か
ら
分
村
独
立
後
満
70
年
に
な

り
、
町
は
前
年
度
早
々
か
ら
準

備
に
入
り
、
多
く
の
記
念
行
事

を
企
画
し
て
全
町
を
挙
げ
て
の

祝
賀
に
溢
れ
た
年
と
な
っ
た
。

　

開
基（
町
）70
周
年
記
念
式
典

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
、
式
典
に
先
立
ち

役
場
前
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
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１
、
移
り
ゆ
く
町
政

第一章  行　政
開
町
１
０
０
年

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）士

幌
町
は
、
音
更
村（
当
時
）か
ら

分
村
独
立
し
て
満
１
０
０
年
を

迎
え
た
。

　

開
拓
以
来
幾
多
の
苦
難
と
激

動
を
乗
り
越
え
士
幌
町
の
礎
と

な
っ
た
先
人
の
偉
業
を
受
け
継

い
だ
住
民
の
英
知
と
努
力
で
郷

土
建
設
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、

近
年
で
は
農
業
を
基
幹
と
し
て

町
勢
が
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
産

業
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
道
内
で
も
先

進
的
な
農
村
と
な
っ
た
。

　

町
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た

が
、
開
町
１
０
０
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
を
は
じ
め
多
く
の
記

念
事
業
、
行
事
を
行
い
、
町
民

と
も
ど
も
郷
土
へ
の
誇
り
と
、

更
な
る
未
来
に
向
か
っ
て
躍
進

す
る
郷
土
づ
く
り
を
確
認
し
あ

っ
た
。

〇�

開
町
１
０
０
周
年
記
念
式
典

と
主
な
関
連
事
業

▽�

開
町
１
０
０
周
年
記
念
式
典

（
名
誉
町
民
称
号
の
贈
呈
、

功
労
者
の
表
彰
、
高
齢
者
顕

彰
他
）

　

令
和
３
年
11
月
30
日　

総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催

▽�

開
町
１
０
０
年
記
念
碑
設
置

▽�

１
０
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
・
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

▽�

１
０
０
年
新
聞
作
成
・
町
勢

要
覧
作
成

▽�

観
光
Ｐ
Ｒ
用
映
像
制
作
・
士

幌
物
語
の
映
像
資
料
デ
ジ
タ

ル
化

▽�

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
応
援
大
使
事
業

　

そ
の
ほ
か
冠
を
施
し
て
開
催

し
た
行
事
と
し
て

・�
８
月
９
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会

・�
８
月
14
日　

タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
開
缶
式

・
10
月
17
日　

１
０
０
年
の
森

　

づ
く
り
看
板
除
幕
式

・��

11
月
１
〜
30
日　

開
町
１
０

０
周
年
・
Ｊ
Ａ
士
幌
町
創
立

90
周
年
記
念
し
ほ
ろ
収
穫
祭

ｉ
ｎ
ど
こ
フ
ェ
ス

・
11
月
25
日　

開
町
１
０
０
年�

　

�

記
念　

中
澤
佑
二　

ト
ー
ク

シ
ョ
ー
＆
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

町
は
、
開
町
を
祝
う
節
目
ご

と
に
記
念
式
典
、
記
念
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
開
基（
開
町
）70

周
年
以
降
の
事
業
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

〇�

開
町
80
周
年
記
念
式
典
と
主

な
関
連
事
業

▽
開
町
80
周
年
記
念
式
典（
功

労
者
の
表
彰
、
高
齢
者
顕
彰
他
）

　

平
成
13
年
11
月
15
日　

総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催

▽�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音　

Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ「
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ウ
ン

ド
北
海
道
」（
11
月
29
日
録
音
）

▽
町
勢
要
覧
作
成

▽
エ
コ
ー
は
が
き
作
成

　

そ
の
ほ
か
冠
を
施
し
て
開
催

し
た
行
事
と
し
て

・�

６
月
13
日　

公
演「
虹
の
立

つ
海
」

開町１００周年記念式典
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・�

７
月
４
日　

道
東
町
村
議
会

議
員
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

・�
７
月
５
日　

道
東
町
村
議
会

議
員
研
修
会

・�

７
月
14
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会

・�

７
月
15
日　

下
居
辺
競
馬
ま

つ
り

・�

７
月
19
日　

映
画「
郡
上
一

揆
」上
映

・�

８
月
16
日　

し
ほ
ろ
７
０
０

０
人
の
ま
つ
り（
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
他
）

・�

８
月
18
〜
20
日　

十
勝
管
内

町
村
役
場
対
抗
軟
式
野
球
大

会
・��

10
月
20
日　

12
時
間
耐
久
町

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・��

11
月
24
日　

シ
ホ
ロ
お
と
わ��

の
祭
り

　

ほ
か
に
芸
能
文
化
公
演
等
が

行
わ
れ
た
。

〇�

開
町
90
周
年
記
念
式
典
と
主

な
関
連
事
業

▽�

開
町
90
周
年
記
念
式
典（
功

労
者
の
表
彰
、
高
齢
者
顕
彰

他
）

　

平
成
23
年
11
月
15
日　

総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催

▽
町
勢
要
覧
作
成

▽
町
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
作
成

　

そ
の
ほ
か
冠
を
施
し
て
開
催

し
た
行
事
と
し
て

・�

４
月
30
日　

北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
野
球
教
室

・�

６
月
26
日　

全
十
勝
少
年
柔

道
大
会
兼
女
子
柔
道
選
手
権

大
会（
大
会
誘
致
）

・�

７
月
９
日　

第
31
回
し
ほ
ろ

夏
祭
り
・
花
火
大
会

・�
８
月
20
日　

し
ほ
ろ
７
０
０

０
人
の
ま
つ
り（
自
衛
隊
音

楽
隊
演
奏
会
）

・��

10
月
10
日　

体
育
の
日
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
２
０
１
１　

走
り
方
教
室

・��

10
月
16
日　

第
12
回
し
ほ
ろ

収
穫
祭

・��

11
月
１
日
〜
３
日　

第
54
回

士
幌
町
文
化
祭

・��

12
月
４
日　

女
性
ま
つ
り（
講

演
）

・��

12
月
14
日　

屋
内
コ
ー
ト
開

設
20
周
年
記
念
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

・��

12
月
17
日　

第
36
回
北
十
勝

剣
道
大
会
・
町
民
剣
道
大
会

・�

１
月
９
日　

第
28
回
全
十
勝

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
士
幌
大

会
・�

１
月
28
日　

第
35
回
町
民
ス

ケ
ー
ト
大
会

・�

１
月
29
日　

第
25
回
町
民
卓

球
大
会

・�

２
月
３
日　

記
念
コ
ン
サ
ー

ト（
ワ
ン
ダ
ー
ド
ラ
ム
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）

・�

２
月
26
日　

文
化
協
会
40
周

年
記
念
祝
賀
会
・
芸
能
発
表

会
・�

３
月
11
日　

み
ん
な
で
教
育

を
考
え
る
集
い（
講
演
）

事
業
所
の
統
廃
合

　

国
の
行
政
改
革
に
よ
る
政
府

出
先
機
関
の
合
理
化
で
１
９
８

１
年（
昭
和
56
年
）、
そ
れ
ま
で

町
村
単
位
に
あ
っ
た
食
糧
事
務

所
の
出
張
所
が
十
勝
管
内
３
支

所
と
し
て
再
編
さ
れ
、
帯
広
、

池
田
、
士
幌
に
支
所
が
置
か
れ

た
。

　

士
幌
支
所
は
上
士
幌
、
鹿
追
、

士
幌
３
町
の
区
域
を
管
轄
し
新

し
い
事
務
所
や
住
宅
を
整
備
し

職
員
18
名
で
食
糧
検
査
業
務
を

行
っ
て
き
た
が
、
１
９
９
７
年

（
平
成
９
年
）３
月
31
日
を
も
っ

て
帯
広
支
所
に
統
合
さ
れ
た
。

事
務
所
、
住
宅
は
町
が
払
い
下

げ
を
受
け
、
事
務
所
は
十
勝
支

庁
北
部
耕
地
出
張
所
士
幌
監
督

員
詰
所
と
し
て
道
へ
貸
し
出
し
、

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）３
月

ま
で
使
用
さ
れ
た
。
住
宅
２
棟

８
戸
は
町
の
公
共
賃
貸
住
宅
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

同
じ
１
９
９
６
年（
平
成
８

年
）度
末
で
士
幌
、
上
士
幌
両

町
と
音
更
町
の
一
部
を
区
域
と

し
た
北
電
士
幌
営
業
所
も
営
業

の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
理
由

で
閉
鎖
さ
れ
た
が
事
務
所
は
そ

の
ま
ま
置
き
、
故
障
の
修
理
サ

ー
ビ
ス
等
は
地
元
の
電
気
業
者

に
委
託
、
職
員
は
引
き
上
げ
た
。

　

農
業
の
指
導
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
農
業
改
良
普
及

所
が
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

か
ら
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

と
名
称
を
変
更
し
た
。
十
勝
管

内
に
は
６
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
士
幌
は
十
勝
北
部
地
区
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー（
本
所
音

更
町
）の
駐
在
所
と
し
て
士
幌

町
農
協
内
に
置
か
れ
業
務
を
行

っ
て
き
た
。

　

道
は
よ
り
高
度
な
農
業
指
導

な
ど
機
能
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的

で
駐
在
所
の
本
部
統
合
を
進
め

て
き
た
が
、
こ
れ
に
伴
う
庁
舎

の
新
築
整
備
と
あ
わ
せ
セ
ン
タ

ー
予
定
地
の
見
直
し
が
図
ら
れ

た
。
十
勝
北
部
は
音
更
町
に
本

所（
12
人
）士
幌
、
上
士
幌
に
駐

在
所（
各
４
人
）が
置
か
れ
て
い

た
が
、
３
町
そ
れ
ぞ
れ
誘
致
運

動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
整

備
予
定
地
は
過
疎
地
に
配
慮
す

る
と
い
う
道
の
方
針
と
３
町
の

地
理
的
条
件
な
ど
の
観
点
か
ら

士
幌
町
に
セ
ン
タ
ー
設
置
が
決

ま
り
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

に
庁
舎
整
備（
バ
ス
セ
ン
タ
ー
南
）

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）４
月

か
ら
十
勝
北
部
地
区
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
と
し
て
北
部
３

町
の
農
業
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。（
職
員
定
数
20
人
）

　

同
セ
ン
タ
ー
が
士
幌
町
へ
移

転
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員

住
宅
も
整
備
さ
れ
、
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）度
で
町
内
高
徳

の
士
幌
町
農
協
所
有
地
を
道
が

取
得
し
て
１
棟
８
戸
２
階
建
て

の
職
員
共
同
住
宅
を
建
設
し
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）７

月
、
道
は
駐
在
所
の
本
部
統
合

を
行
っ
た
ば
か
り
の
、
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
次
の
再
編

策
を
検
討
し
、
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）以
降
、
広
域
指
導
体

制
の
強
化
を
図
り
、
２
０
０
６

年（
平
成
18
年
）度
か
ら
本
所
１

支
所
体
制
に
移
行
、
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）度
か
ら
は
地
域

班
体
制
の
強
化
、
２
０
１
６
年
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（
平
成
28
年
）度
に
地
域
係
の
大

く
く
り
化
と
活
動
区
域
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

　

現
在
十
勝
に
は
中
札
内
村
に

あ
る
本
所
と
士
幌
に
あ
る
支
所

を
含
め
支
所
５
か
所
、
計
６
か

所
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

小
川
町
政
の
続
投

　

１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）飯

島
和
吉
町
長
の
任
期
満
了
に
よ

る
退
任
で
そ
の
後
継
と
し
て
無

投
票
当
選
で
就
任
し
た
小
川
寅

之
助
町
長
は
１
９
９
０
年（
平

成
２
年
）の
選
挙
で
も
再
び
無

投
票
当
選
を
果
た
し
た
。

　

１
、
２
期
に
わ
た
る
小
川
町

政
は
第
３
期
町
づ
く
り
総
合
計

画
に
そ
っ
て
精
力
的
な
町
づ
く

り
を
進
め
、
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ

め
学
校
整
備
、
都
市
交
流
、
商

店
街
近
代
化
事
業
の
着
手
、
高

原
開
発
な
ど
多
く
の
施
策
遂
行

に
敏
腕
を
振
る
っ
た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）２

期
の
任
期
満
了
を
前
に
し
て
、

９
月
定
例
議
会
で
小
川
町
長
は

議
員
の
質
問
に
答
え
る
形
で
３

選
出
馬
を
表
明
し
た
。
選
挙
は

当
初
、
こ
れ
ま
で
政
策
協
定
を

結
ん
で
い
た
政
党
と
今
回
は
交

渉
決
裂
と
な
っ
た
た
め
対
立
候

補
擁
立
の
動
き
も
あ
っ
た
が
最

終
的
に
は
見
送
ら
れ
２
期
８
年

の
実
績
と
新
た
な
４
年
間
へ
の

期
待
か
ら
３
期
連
続
無
投
票
当

選
と
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
に
あ

た
り
小
川
は「
住
ん
で
よ
い
町
、

訪
ね
て
よ
い
町
、
緑
豊
か
な
田

園
農
村
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
①
病
院
の
改
築
な
ど
医

療
、
福
祉
施
策
の
充
実　

②
生

活
基
盤
整
備　

③
農
業
、
商
業

の
振
興　

④
文
化
交
流
事
業
の

展
開　

⑤
協
調
と
融
和
の
町
づ

く
り
等
を
公
約
に
掲
げ
無
投
票

３
選
を
果
た
し
た
。

　

当
選
し
た
小
川
町
長
は
任
期

満
了
と
な
る
助
役
に
浪
内
一
洋
、

収
入
役
に
安
村
順
七
を
再
起
用

す
る
こ
と
と
し
、
12
月
定
例
議

会
の
同
意
を
経
て
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）１
月
１
日
付
け
で

任
命
し
た
。

小
林
町
政
の
誕
生

　

士
幌
町
は
じ
め
て
の
３
期
無

投
票
当
選
を
果
た
し
た
小
川
寅

之
助
町
長
は
12
年
の
任
期
中
、

飯
島
房
芳
町
長
が
掲
げ
歴
代
町

長
が
継
承
し
た「
母
胎
か
ら
楽

土
ま
で
」を
基
調
と
し
た
愛
の

ま
ち
建
設
を
発
展
さ
せ
、
福
祉
、

教
育
、
文
化
、
産
業
な
ど
多
く

の
分
野
で
町
政
に
進
展
を
も
た

ら
し
た
が
、
と
り
わ
け
３
期
目

は
30
年
来
の
町
民
悲
願
で
あ
っ

た
道
道
士
幌
然
別
湖
線
道
路
の

開
通
促
進
に
精
力
を
つ
ぎ
こ
ん

だ
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）の

任
期
満
了
の
前
に
こ
れ
ら
実
績

を
高
く
評
価
し
て
後
援
会
を
中

心
に
４
選
出
馬
の
要
請
が
続
け

ら
れ
た
が「
首
長
と
し
て
３
期

は
一
つ
の
区
切
り
、
年
齢
的
に

も
限
界
」と
し
、
同
年
９
月
の

定
例
町
議
会
で
勇
退
を
表
明
、

12
月
４
日
退
任
し
た
。

　

小
川
町
長
の
勇
退
表
明
後
、

ポ
ス
ト
小
川
を
め
ぐ
る
動
き
が

活
発
化
し
た
。
小
川
は
、
後
継

者
指
名
は
し
な
か
っ
た
が
町
内

有
力
者
に
よ
る
小
川
町
政
を
継

承
で
き
る
人
と
し
て
浪
内
一
洋

助
役
擁
立
の
動
き
が
起
き
出
馬

要
請
が
な
さ
れ
た
。
は
じ
め
固

辞
し
て
い
た
浪
内
も
役
に
立
つ

な
ら
、
と
要
請
を
受
け
入
れ
出

馬
の
意
向
を
固
め
後
援
会
発
足

に
向
け
準
備
を
進
め
た
。

　

一
方
こ
う
し
た
長
老
的
な
人

の
声
で
首
長
を
選
ぶ
こ
と
に
反

発
す
る
町
内
の
若
手
ら
は
有
志

に
よ
る
会（
21
会
）を
つ
く
り
、

新
町
長
像
を
論
議
す
る
中
か
ら

候
補
者
を
選
考
し
よ
う
と
数
回

に
わ
た
り
会
合
を
開
い
て
最
終

的
に「
若
く
て
行
動
力
の
あ
る
人
」

と
し
て
町
企
画
調
整
室
長
の
小

林
康
雄
を
擁
立
す
る
方
針
を
決

め
小
林
に
再
三
の
出
馬
要
請
を

行
っ
た
。
熟
慮
の
結
果
、
小
林

も
民
主
的
な
町
づ
く
り
を
し
た

い
と
い
う
若
手
グ
ル
ー
プ
の
熱

意
に
押
さ
れ
出
馬
を
決
意
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
士
幌
南
地
区
の

有
志
を
中
心
と
し
た「
鈴
木
洋

一
と
20
世
紀
の
士
幌
を
考
え
る

会
」が
鈴
木
洋
一
町
議
会
議
員

の
擁
立
に
向
け
準
備
を
進
め
、

一
時
は
三
つ
巴
の
戦
い
が
予
想

さ
れ
た
。

　

し
か
し
選
挙
告
示
が
１
か
月

後
に
迫
っ
た
頃
、
小
林
、
鈴
木

両
陣
営
で
候
補
一
本
化
に
向
け

た
調
整
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、

小
林
を
候
補
と
す
る
こ
と
で
合

意
し
鈴
木
陣
営
は
小
林
支
援
で

動
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

浪
内
擁
立
を
目
指
す
陣
営
は
、

後
援
会
発
足
に
向
け
て
準
備
会

を
発
足
さ
せ
設
立
総
会
の
日
程

を
す
で
に
決
め
て
い
た
が
、
浪

内
は
総
会
開
催
直
前
に
な
っ
て

突
如
出
馬
取
り
や
め
を
表
明
し

た
。

　

不
出
馬
を
決
意
し
た
理
由
と

し
て
、
小
林
と
政
策
上
大
き
な

違
い
が
無
い
の
に
町
内
を
二
分

す
る
争
い
で
安
定
し
て
い
る
町

内
融
和
を
こ
わ
し
た
く
な
い
、

若
い
人
に
町
政
を
委
ね
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
浪
内
は

10
月
31
日
付
で
助
役
を
辞
し
て

い
た
。

　

共
産
党
士
幌
町
委
員
会
は
当

初
複
数
候
補
が
予
想
さ
れ
て
い

る
段
階
で
は
政
策
協
定
を
探
る

一
方
で
独
自
候
補
擁
立
も
視
野

に
検
討
し
て
い
た
。
し
か
し
予

小林　康雄

小川　寅之助
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定
候
補
者
が
小
林
ひ
と
り
と
な

っ
た
時
点
で
無
投
票
阻
止
の
立

場
か
ら
独
自
候
補
擁
立
の
方
針

を
固
め
、
元
町
議
会
議
員
の
新

庄
晴
也
を
党
推
せ
ん
候
補
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

16
年
振
り
に
行
わ
れ
る
町
長

の
選
挙
戦
は
、
士
幌
高
原
道
路

反
対
の
立
場
で
住
民
投
票
を
主

張
し
て
い
た
共
産
党
の
推
す
新

庄
と
同
道
路
の
推
進
を
積
極
的

に
進
め
る
小
林
の
一
騎
打
ち
と

な
っ
た
が
、
自
民
、
民
主
両
党

と
士
幌
地
区
連
合
な
ど
の
推
薦

を
受
け
た
小
林
が
新
庄
に
３
２

０
０
票
の
大
差
を
つ
け
圧
勝
し

た
。

　

小
林
は
選
挙
戦
で
基
本
理
念

と
し
て「
公
平
、
公
正
で
わ
か

り
や
す
い
町
政
」「
ふ
れ
あ
い
と

支
え
合
い
を
大
切
に
、
心
が
か

よ
う
町
政
」「
町
民
参
画
に
よ
る

み
ん
な
で
創
る
町
政
」を
掲
げ
、

士
幌
高
原
道
路
の
促
進
、
福
祉

村
建
設
構
想
の
推
進
、
行
政
機

構
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
重
点
施
策
と
す
る
一
方
、
５

つ
に
分
け
た
公
約『
①「
拓
き
ま

す
」希
望
の
あ
る
21
世
紀
、②「
広

げ
ま
す
」ふ
れ
愛
と
幸
せ
、③「
伸

ば
し
ま
す
」た
く
ま
し
い
産
業
、

④「
育
て
ま
す
」人
と
文
化
、
⑤

「
創
り
ま
す
」快
適
で
安
全
な
生

活
』の
中
で
具
体
的
な
政
策
を

と
り
あ
げ
、
更
に
小
川
町
政
の

継
承
も
訴
え
て
初
当
選
し
た
。

　

一
方
新
庄
は
、
士
幌
高
原
道

路
に
対
す
る
住
民
の
是
非
を
問

う
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
意
味
も
持

つ
と
位
置
付
け
て「
高
原
道
路

建
設
中
止
」を
前
面
に
出
し
、

更
に「
老
人
医
療
費
の
負
担
軽
減
」

や「
ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
実
現
な

ど
福
祉
の
充
実
」な
ど
を
公
約

と
し
た
ほ
か
、
消
費
税
や
、
年

金
・
医
療
・
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
反
対
な
ど
を
訴
え
対
抗
し

た
が
出
遅
れ
も
ひ
び
き
大
き
く

お
よ
ば
な
か
っ
た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）11

月
29
日
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
の

投
票
率
は
84
・
03
％
だ
っ
た
。

▽
開
票
結
果

　
　

小
林
康
雄　

３
７
８
１
票

　
　

新
庄
晴
也　
　

５
７
２
票

　

12
月
５
日
に
就
任
し
た
小
林

町
長
は
空
席
と
な
っ
た
助
役
に

収
入
役
の
安
村
順
七
を
起
用
す

る
こ
と
と
し
初
議
会
で
同
意
を

経
て
議
決
の
翌
日
12
月
18
日
付

で
任
命
し
た
。

　

ま
た
収
入
役
に
つ
い
て
は
年

度
末
ま
で
空
席
と
し
１
９
９
９

年（
平
成
11
年
）３
月
定
例
議
会

に
お
い
て
大
場
英
機
建
設
課
課

長
を
選
任
す
る
こ
と
を
提
案
し

同
意
を
経
て
４
月
１
日
付
で
任

命
し
た
。
大
場
は
１
９
６
６
年

（
昭
和
41
年
）に
役
場
に
入
り
水

道
課
長
を
経
て
建
設
課
長
の
職

に
あ
っ
た
。

小
林
町
政
の
続
投

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）小

川
寅
之
助
町
長
の
任
期
満
了
に

よ
る
退
任
で
そ
の
後
継
と
し
て

16
年
ぶ
り
に
町
長
選
挙
で
圧
勝

し
た
小
林
康
雄
町
長
は
、
２
０

０
２
年（
平
成
14
年
）２
期
目
の

出
馬
に
当
た
っ
て
は
、
公
平
、

公
正
で
わ
か
り
や
す
い
町
政
・

安
心
と
生
き
が
い
を
広
げ
る
心

が
か
よ
う
町
政
・
町
民
参
画
に

よ
る
み
ん
な
で
創
る
町
政
を
基

本
理
念
に
臨
ん
だ
。
高
原
道
路

建
設
中
止
に
よ
る
代
替
振
興
策
、

町
村
合
併
問
題
、
福
祉
村
建
設

な
ど
重
要
行
政
課
題
が
山
積
み

す
る
な
か
、
対
抗
馬
が
現
れ
る

こ
と
は
な
く
、
無
投
票
当
選
と

な
り
、
以
後
の
３
回
の
選
挙
で

も
無
投
票
当
選
を
果
た
し
た
。

　

６
期
目
の
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）で
は
、
続
投
と
の
声

も
あ
っ
た
中
、
体
調
不
良
か
ら

不
出
馬
を
表
明
、
一
転
し
て
後

継
選
び
と
な
っ
た
が
、
突
然
の

こ
と
で
声
を
上
げ
る
者
も
な
く
、

町
内
５
団
体
が
水
面
下
で
候
補

者
に
声
掛
け
を
行
う
も
固
辞
さ

れ
、
断
念
。
告
示
日
が
近
づ
く

中
、
町
政
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
病
を
押
し
て
の

出
馬
と
な
り
、
結
果
、
連
続
し

て
の
無
投
票
当
選
を
果
た
し
た
。

　

小
林
町
政
は
第
４
・
５
・
６

期
町
づ
く
り
総
合
計
画
に
そ
っ

て
精
力
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
、

福
祉
村
整
備
事
業(

病
院
改
築

含
む)

、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
ほ
ほ
え
み
」、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
、
食
品
加
工
研
修
セ

ン
タ
ー
、
下
居
辺
交
流
施
設
、

管
内
初
の
認
定
こ
ど
も
園
の
建

設
、
か
み
お
り
べ
エ
コ
交
流
館
、

移
住
体
験
住
宅
、
中
士
幌
太
陽

光
発
電
所
、
子
ど
も
交
流
セ
ン

タ
ー
、
新
道
の
駅（
ピ
ア
21
し

ほ
ろ
）を
は
じ
め
学
校
整
備
、

都
市
交
流
事
業
な
ど
多
く
の
施

策
遂
行
に
敏
腕
を
振
る
っ
た
。

　

こ
の
間
助
役
に
は
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）12
月
、
安
村
順

七（
平
成
14
年
公
務
中
の
交
通

事
故
に
よ
り
急
逝
）、
２
０
０

２
年（
平
成
14
年
）12
月
に
は
、

建
設
課
長
で
あ
っ
た
高
井
秀
美

（
平
成
19
年
か
ら
副
町
長
）を
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）12
月

に
は
、
総
務
企
画
課
の
主
幹
で

あ
っ
た
柴
田
敏
之
を
、
２
０
２

０
年（
令
和
２
年
）４
月
に
は
、

保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
っ
た
髙
木
康
弘
を
副
町
長
に

起
用
、
収
入
役
に
つ
い
て
は
、

大
場
英
機
収
入
役
の
任
期
満
了

に
よ
り
２
０
０
３
年（
平
成
15

年
）で
廃
止
と
し
た
。

広
報
と
広
聴

　

広
報
広
聴
活
動
は
町
民
に

情
報
を
提
供
す
る
ば
か
り
で

な
く
町
民
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
手
段
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
る
。

　

町
づ
く
り
懇
談
会
は
毎
年
春

と
秋
の
２
回
地
区
別
に
開
催
し

て
町
長
と
町
民
の
直
接
対
話
を

通
じ
町
政
執
行
へ
の
指
針
の
一

環
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
１
９
９
９
年（
平
成
11

年
）度
か
ら
は
地
区
懇
談
会
の

小林　康雄
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ほ
か
団
体
等
を
対
象
に
町
長
と

の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
が
設
定
さ

れ
初
年
度
は
青
年
、
女
性
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
等
18
団

体
を
対
象
に
行
っ
た
。

　

１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）４

月
に
広
報
第
１
号
が
発
行
さ
れ

て
か
ら
２
０
２
０
年（
令
和
２

年
）で
68
年
の
歴
史
を
誇
る「
広

報
し
ほ
ろ
」は
１
９
９
４
年（
平

成
６
年
）３
月
号
で
４
０
０
号

に
達
し
、
１
９
９
５
年（
平
成

７
年
）４
月
号
か
ら
サ
イ
ズ
を

Ａ
４
版
に
改
め
紙
面
の
充
実
を

図
り
、２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）

３
月
号
で
７
０
０
号
に
達
し
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）か

ら
は
町
民
の
声
を
町
政
に
生
か

す
広
聴
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
広
報
し
ほ
ろ
に
ユ

ー
ト
ピ
ア
メ
ー
ル（
意
見
提
出

用
紙
）を
年
４
回
挟
み
込
み
、

意
見
、
提
言
、
要
望
の
受
付
を

開
始
。
町
長
が
直
接
目
を
通
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

多
く
の
意
見
、
提
言
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）４
月
か
ら
、
広
報
し

ほ
ろ
等
を
手
に
取
っ
て
も
ら
う

機
会
を
増
や
し
、
親
し
み
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ

等
９
か
所
に
配
置
し
た
。

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度

に
は
士
幌
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る「
エ
コ
ー
は
が
き（
広

告
付
は
が
き
）」を
６
万
枚
発
行

し
、
５
万
枚
を
道
内
各
郵
便
局

で
販
売
、
残
る
１
万
枚
の
中
か

ら
全
戸
へ
２
枚
ず
つ
を
全
国
の

親
戚
、
知
人
へ
士
幌
町
を
紹
介

す
る
目
的
で
配
布
さ
れ
た
。

　

過
去
に
北
海
道
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
の
カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
で

連
続
７
回
の
入
選
を
果
た
し
た

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
郷
土
文

化
人
の
写
真
、
絵
画
等
を
題
材

と
し
た
シ
リ
ー
ズ
物
で
毎
年
各

戸
配
布
し
て
い
る
が
、
ご
み
収

集
に
伴
う
地
区
別
日
程
も
ひ
と

目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。
11
年

か
ら
は
、
ご
み
の
地
区
別
収
集

日
の
変
更
に
対
応
す
る
た
め
こ

れ
ま
で
の
年
カ
レ
ン
ダ
ー（
１

月
〜
12
月
）か
ら
年
度
カ
レ
ン

ダ
ー（
４
月
〜
翌
年
３
月
）に
改

め
ら
れ
、
現
在
は「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」と
し
て
発
行
さ

れ
て
い
る
。

　

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）か

ら
発
行
し
て
い
る
役
場
だ
よ
り

は
、
町
民
へ
の
事
務
連
絡
事
項

な
ど
、
お
知
ら
せ
広
報
と
し
て

毎
月
２
回
手
作
り
で
発
行
し
て

い
た
が
、
２
０
２
１
年（
令
和

３
年
）４
月
よ
り
月
１
回
の
発

行
に
変
更
、
２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）12
月
末
で
１
２
０
０

号
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が

急
速
に
広
ま
り
、
情
報
受
発
信

の
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

町
は
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

６
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
、

町
の
紹
介
の
ほ
か「
広
報
し
ほ
ろ
」

「
役
場
だ
よ
り
」「
分
譲
地
」お
よ

び「
観
光
案
内
」な
ど
多
く
の
情

報
を
提
供
し
て
き
た
。
２
０
１

２
年（
平
成
24
年
）３
月
に
は
、

全
面
更
新
し
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
の
ア
ク
セ
ス
数

　
　
　
　
　

12
万
９
４
５
３
件

　

ま
た
、
平
成
27
年
７
月
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）の
一
つ
で

あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る

情
報
発
信
を
始
め
、
広
報
紙
で

は
紹
介
し
き
れ
な
い
話
題
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
信
し
、
投
稿
記
事
に
対
す
る

閲
覧
利
用
者
は
一
つ
の
投
稿
記

事
に
つ
き
約
５
０
０
件
〜
２
万

件
と
な
っ
て
い
る
。　

　

そ
の
ほ
か「
町
勢
要
覧
」を
随

時
作
成
し
て
、
視
察
来
町
者
へ

の
配
布
や
町
の
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

広
く
活
用
し
て
い
る
。

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護

　

情
報
化
時
代
の
進
展
で
国
民

の
知
る
権
利
の
主
張
が
一
層
強

ま
っ
て
い
る
中
、
行
政
の
情
報

公
開
を
条
例
化
す
る
地
方
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
士

幌
町
に
お
い
て
も
開
か
れ
た
町

政
を
推
進
す
る
た
め
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）６
月
の
定
例
町

議
会
で
情
報
公
開
条
例
の
制
定

を
議
決
し
、
同
年
10
月
１
日
か

ら
情
報
の
開
示
を
は
じ
め
た
。

　

情
報
公
開
の
対
象
と
な
る
の

は
、
町
長
、
町
議
会
、
教
育
委

員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
公
平

委
員
会
の
各
機
関
で
、
公
開
請

求
の
で
き
る
情
報
は
次
に
該
当

す
る
情
報
を
除
き
、
原
則
と
し

て
開
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

①
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
情
報

②
法
人
な
ど
の
事
業
活
動
が
不

当
に
損
な
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ

る
情
報

③
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ

る
情
報

④
町
の
事
務
事
業
で
、
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
目
的
が
失

わ
れ
た
り
、
公
正
ま
た
は
円
滑

な
実
施
を
困
難
に
す
る
と
認
め

ら
れ
る
情
報

⑤
法
律
等
に
よ
り
非
公
開
と
さ

れ
て
い
る
情
報

　

情
報
開
示
の
方
法
は
、
閲
覧

ま
た
は
写
し
の
交
付
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
写
し
の
交

付
の
場
合
の
み
有
料
と
な
る
。

　

ま
た
、
２
０
０
５
年（
平
成

17
年
）３
月
に
は
、
個
人
情
報

保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
条
例
で
は
、
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い（
収
集
の
制
限
・

利
用
の
制
限
等
）の
確
保
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
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に
、
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開

示
、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
を

請
求
す
る
権
利
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

地
方
分
権
と
地
方
創
生

　

国
の
権
限
の
一
部
を
地
方
に

移
し
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
と
い

う
目
的
で「
地
方
分
権
一
括
法
」

が
成
立
し
、
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
に
集
中

し
て
い
る
権
限
や
財
源
を
道
や

市
町
村
に
移
し
、
地
域
の
行
政

は
地
域
の
住
民
が
自
分
た
ち
で

決
め
責
任
を
も
っ
て
執
行
す
る

と
い
う
も
の
で
、
機
関
委
任
事

務
が
廃
止
さ
れ
、
国
家
と
地
方

自
治
体
が
名
目
上
で
は
対
等
な

関
係
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
方
分

権
改
革
は
、
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）６
月
、
衆
議
院
・
参

議
院
で「
地
方
分
権
の
推
進
に

関
す
る
決
議
」が
な
さ
れ
、
地

方
分
権
推
進
委
員
会
が
最
終
報

告
を
出
し
た
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）６
月
ま
で
を
第
一
次

分
権
改
革
と
し
、
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）地
方
分
権
改
革
推

進
法
が
制
定
さ
れ
、
２
０
０
７

年（
平
成
19
年
）４
月
に
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
の
期
間
を
第
２
次
地

方
分
権
改
革
と
位
置
づ
け
さ
れ
、

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）６
月

ま
で
に
第
10
次
に
わ
た
る
地
方

分
権
一
括
法
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
第
１
次
、
第
２
次
の

間
は
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

７
月
に
地
方
分
権
改
革
推
進
会

議
が
発
足
し
、
小
泉
内
閣
に
よ

る
三
位
一
体
改
革（
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
、
税
源
移
譲
、
交

付
税
改
革
）が
な
さ
れ
た
。

　

小
規
模
自
治
体
に
移
譲
さ
れ

る
権
限
や
事
務
は
限
ら
れ
て
い

る
が
、
将
来
的
に
は
地
方
自
治

体
ご
と
の
発
想
に
よ
る
町
づ
く

り
が
今
ま
で
よ
り
も
更
に
幅
広

く
可
能
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
町
職
員
は
も
と
よ
り
住
民

一
人
ひ
と
り
の
創
造
性
が
問
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
１
次
分
権
改
革
の
中
で『
平

成
の
大
合
併
』、
第
２
次
分
権

改
革
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
等

に
伴
う『
限
界
集
落
』『
地
方
消
滅
』

『
消
滅
自
治
体
』と
い
っ
た
衝
撃

的
な
言
葉
が
巷
に
現
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
人
口
減

少
が
拡
大
し
、
地
方
に
お
い
て

財
政
難
や
働
き
手
不
足
が
起
き
、

地
方
と
い
う
存
在
が
消
滅
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
現
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
た
形

で
、
地
方
創
生
と
い
っ
た
政
策

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
施
行
さ
れ
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
、
地
方
衰
退
な
ど
の
課
題

に
対
し
て
、
日
本
全
体
が
持
続

可
能
な
社
会
形
成
を
目
指
し
取

り
組
む
事
と
さ
れ
、
町
で
も
、

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）か
ら

の
第
６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画

の
中
で「
士
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
重

点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
数
々

の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

市
町
村
合
併
問
題
か
ら
自
主
・

自
立
へ

　

地
方
分
権
一
括
法
に
は
市
町

村
の
合
併
に
関
す
る
特
例
法
も

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交

通
基
盤
・
情
報
通
信
の
発
達
に

よ
り
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動

範
囲
が
市
町
村
の
行
政
区
域
を

超
え
て
拡
大
し
て
い
る
こ
と
や
、

高
度
で
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
自
治
体

独
自
の
判
断
と
運
営
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
財
政

基
盤
の
強
化
・
行
政
運
営
の
効

率
化
・
専
門
職
員
の
確
保
や
人

材
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
財

政
基
盤
の
弱
い
市
町
村
で
は
、

保
健
や
福
祉
の
対
応
が
困
難
な

状
況
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

　

国
は
、
合
併
推
進
に
際
し
、

合
併
特
例
法
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
、２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）

３
月
と
し
て
地
方
交
付
税
の
特

例
措
置
・
合
併
に
関
す
る
財
政

支
援
に
よ
る「
ア
メ
」と
地
方
交

付
税
の
削
減
に
よ
る「
ム
チ
」を

用
意
し
た
。

　

道
は
、
市
町
村
合
併
推
進
要

綱
を
策
定
し
て
、
人
口
規
模
や
、

生
活
圏
な
ど
を
基
準
と
し
た
道

内
98
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を
提
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
十
勝
は

８
通
り
の
合
併
案
で
、
士
幌
町

は
音
更
、
上
士
幌
、
鹿
追
と
一

つ
に
な
る
人
口
５
万
８
千
人
規

模
の
市
制
施
行
型
合
併
案
の
み

と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
２
０

０
２
年（
平
成
14
年
）に
十
勝
町

村
行
政
の
あ
り
方
検
討
会
議
、

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
首
長
検
討
会
議
、

北
十
勝
４
町
市
町
村
合
併
問
題

研
究
会
が
設
置
、
検
討
が
開
始

さ
れ
、
町
民
に
対
し
て
は
、
町

民
会
議
、
市
町
村
合
併
講
演
会
、

町
づ
く
り
懇
談
会
で
の
説
明
や

広
報
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ「
市
町

村
合
併
を
考
え
る
」と
し
て
適

時
情
報
提
供
等
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
北
十
勝
４
町
で
は
、

同
年
12
月
に
、
同
一
内
容
で
20

歳
以
上
の
町
民
１
０
０
０
人
に

市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
本
町
で
は
、

４
町
の
中
で
唯
一
半
数
を
超
え

る
53
・
１
％
の
回
収
率
と
な
っ

た
。
こ
の
段
階
で
の
合
併
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
を
含
め
る
と「
合

併
し
た
方
が
良
い
」35
・
４
％
、

「
合
併
し
な
い
方
が
良
い
」が

42
・
0
％
と
、
合
併
し
な
い
ほ

う
が
良
い
が
６
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
た
。
検
討
が
続
け

ら
れ
た
結
果
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）６
月
に
開
か
れ
た「
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
首
長
・
議
長
検
討

会
議
」に
お
い
て『
北
十
勝
４
町

に
よ
る
枠
組
み
は
白
紙
に
も
ど

し
、
今
後
は
各
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
く
』

と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

　

同
年
７
月
、
上
士
幌
町
、
８

月
に
は
、
音
更
町
よ
り
２
町
に

よ
る
任
意
合
併
協
議
会
創
設
の

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
当
時
、

国
の
地
方
制
度
調
査
会
の
最
終
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報
告（
11
月
）で
基
礎
的
自
治
体

の
人
口
要
件
と
し
て
１
万
人
と

明
記
さ
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
早
期

に
任
意
合
併
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
べ
く
検
討
を
行
い
、
町
議

会
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員

会
に
町
の
方
針「
音
更
町
で
は
、

実
質
吸
収
さ
れ
る
。
地
域
の
特

性
を
維
持
し
、
農
村
と
し
て
発

展
で
き
る
方
向
」と
の
総
合
判

断
が
了
承
さ
れ
、
同
年
９
月
、

上
士
幌
町
と
の
任
意
合
併
協
議

会
創
設
に
至
っ
た
。
合
併
協
議

会
の
下
、
幹
事
会
・
専
門
部
会
・

分
科
会
を
開
催
し
精
力
的
に
検

討
を
行
い
、
２
０
０
４
年（
平

成
16
年
）５
月
、
任
意
合
併
協

議
会
か
ら
法
定
合
併
協
議
会
へ

の
移
行
を
上
士
幌
町
に
申
し
入

れ
を
行
っ
た
が
、
上
士
幌
町
の

「
広
域
行
政
の
推
進
を
図
り
自

主
自
立
を
目
指
す
」と
の
立
場

に
よ
り
任
意
合
併
協
議
会
は
解

散
と
な
り
、
結
果
と
し
て
法
定

協
議
会
へ
の
移
行
は
出
来
な
か

っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
年
７
月
、

町
は
自
主
・
自
立
検
討
会
議
を

設
置
し
、
２
０
０
７
年（
平
成

17
年
）３
月
、『
職
員
定
数
・
給

与
の
削
減
』『
保
育
所
の
あ
り
方

検
討
』『
民
間
委
託
の
拡
大
』『
広

域
消
防
の
検
討
』『
団
体
運
営
補

助
金
の
一
律
カ
ッ
ト
』『
住
民
負

担
の
見
直
し
』な
ど
を
含
む
、

自
主
・
自
立
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
。

　

な
お
、
２
０
０
４
年（
平
成

16
年
）全
国
に
３
１
０
０
あ
っ

た
市
町
村
数
は
、
現
在
１
７
１

８（
北
方
領
土
の
６
村
を
含
め

る
と
１
７
２
４
）と
な
っ
て
い
る
。

役
場
の
動
き

　

町
の
行
政
事
務
を
担
う
役
場

は
、
社
会
の
動
き
や
新
し
い
制

度
な
ど
に
あ
わ
せ
、
組
織
機
構

の
改
編
を
図
っ
て
き
た
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

以
降
に
機
構
改
革
し
た
主
な
も

の
と
し
て
、
１
９
９
４
年（
平

成
６
年
）４
月
、
今
ま
で
産
業

振
興
課
の
１
係
で
あ
っ
た
商
工

労
働
係
を
課
に
昇
格
、
商
工
労

働
観
光
課
と
し
商
工
労
働
係
と

観
光
振
興
係
の
２
係
を
置
い
た

ほ
か
、
民
生
課
を
住
民
福
祉
課

に
産
業
振
興
課
を
農
業
振
興
課

（
林
務
係
新
設
）に
、
ま
た
、
車

両
課
を
車
両
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ

ぞ
れ
課
名
を
変
更
、
加
え
て
企

画
課
に
企
画
調
整
室
を
新
設
し

た
の
を
は
じ
め
係
の
統
廃
合
、

係
名
の
変
更
を
行
っ
た
。
同
時

に
総
合
研
修
施
設
の
オ
ー
プ
ン

で
教
育
委
員
会
事
務
局
が
同
施

設
に
移
っ
た
た
め
、
農
業
振
興

課
を
多
目
的
研
修
施
設（
コ
ミ

セ
ン
）社
会
教
育
課
跡
に
、
農

業
共
済
課
を
旧
図
書
室
跡
に
移

し
新
設
の
商
工
労
働
観
光
課
は

教
育
委
員
会
管
理
課
の
跡
に
配

置
さ
れ
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）４

月
に
は
、
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）か
ら
は
じ
ま
る
介
護
保

険
を
に
ら
ん
で
住
民
福
祉
課
内

の
係
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
係
を

再
編
整
備
し
た
ほ
か
、
士
幌
高

原
道
路
の
中
止
に
伴
い
企
画
課

の
企
画
調
整
室
を
廃
止
し
た
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）４

月
、
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
た
保
健
・
介
護
部
門

を
保
健
課
に
、
住
民
福
祉
課
か

ら
住
民
年
金
係
・
環
境
衛
生
係

と
税
務
課
を
併
せ
町
民
課
へ
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

で
地
域
福
祉
係
・
保
険
係
と
総

合
調
整
係
を
福
祉
課
へ
、
へ
き

地
保
育
所
を
士
幌
保
育
所
と
併

せ
保
育
課
へ
名
称
変
更
。

　

２
０
０
２
年(

平
成
14
年)

に
は
車
両
セ
ン
タ
ー
を
建
設
課

に
統
合
。

　

２
０
０
３
年(

平
成
15
年)

に
は
管
財
水
道
課
の
水
道
係
・

下
水
道
係
を
建
設
課
へ
、
管
財

係
を
総
務
課
へ
、
農
業
振
興
課

と
農
業
共
済
課
を
併
せ
農
政
課

に
、
農
業
振
興
課
の
林
務
係
と

商
工
労
働
観
光
課
を
併
せ
商
工

緑
地
課
へ
名
称
変
更
。
病
院
改

革
を
担
当
す
る
た
め
、
部
長
相

当
職
の
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ

ー
長（
元
道
職
員
）を
配
置（
平

成
19
年
ま
で
）。

　

２
０
０
４
年(

平
成
16
年)

に
は
福
祉
課
と
保
健
課
を
併
せ

保
健
福
祉
課
へ
名
称
変
更
し
グ

ル
ー
プ
制
を
試
行
。

　

２
０
０
６
年(

平
成
18
年)

に
は
、
グ
ル
ー
プ
制
導
入
に
伴

い
、
農
政
課
と
商
工
緑
地
課
を

併
せ
産
業
振
興
課
へ
、
教
育
委

員
会
の
管
理
課
と
社
会
教
育
課

を
併
せ
教
育
課
へ
、
２
０
０
７

年(

平
成
19
年)

に
は
総
務
課

と
企
画
課
を
併
せ
総
務
企
画
課

へ
統
合
し
た
。

　

２
０
０
８
年(

平
成
20
年)

に
は
十
勝
管
内
で
始
め
て
保
育

所
と
幼
稚
園
を
併
せ
認
定
こ
ど

も
園
を
設
置
、
保
育
課
を
子
ど

も
課
へ
名
称
変
更
し
た
。

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）４

月
、
保
健
福
祉
課
・
病
院
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
子
ど
も

課
を
所
管
と
す
る
保
健
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
長
職
を
配
置（
平

成
25
年
４
月
よ
り
部
長
相
当
職
）

　

２
０
１
６
年(

平
成
28
年)

度
に
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
局

の
発
足
に
合
わ
せ
消
防
課
を
設

置
、
中
士
幌
消
防
会
館
を
士
幌

町
役
場
中
士
幌
出
張
所
と
位
置

づ
け
、
戸
籍
事
務
の
一
部
と
中

士
幌
地
区
住
民
が
役
場
へ
提
出

す
る
文
書
の
取
次
業
務
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
職
員
は
併
任
）

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）度

は
、
農
業
共
済
事
業
を
十
勝
農

業
共
済
組
合
へ
引
き
継
ぎ
を
行

っ
た
こ
と
か
ら
、
産
業
振
興
課

内
の
畜
産
農
済
グ
ル
ー
プ
を
廃

止
し
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ
に
再

編
し
た
。

　

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）度

に
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
道
庁
と

の
職
員
交
流
は
、
そ
の
後
中
断

さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）に
再
開
さ
れ
、
翌

年
か
ら
は
毎
年
１
〜
２
名
が
道

庁
・
中
央
省
庁
を
含
む
他
官
庁

と
の
交
流
も
始
ま
り
、
行
政
能

力
を
高
め
る
の
に
役
立
て
て
い

る
。

　

わ
が
国
で
は
女
性
の
社
会
進

出
、
地
位
向
上
に
つ
い
て
の
理

56第一章　行　政



解
は
ま
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、

専
門
職
は
別
と
し
て
町
が
は
じ

め
て
女
性
の
係
長
を
登
用
し
た

の
は
１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

度
で
あ
っ
た
。
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）４
月
１
日
現
在
で
は

６
人
の
女
性
職
員
が
係
長
ポ
ス

ト
に
つ
い
て
お
り
専
門
職
を
含

め
る
と
15
の
ポ
ス
ト
に
、
２
０

１
０
年（
平
成
22
年
）４
月
１
日

現
在
で
は
課
長
職
１
名
、
補
佐

職
２
名
、
係
長
職
11
名
の
女
性

職
員
が
お
り
専
門
職
を
含
め
る

と
25
の
ポ
ス
ト
に
、
２
０
２
１

年（
令
和
３
年
）４
月
現
在
で
は

課
長
職
３
名
、
補
佐
職
２
名
、

係
長
職
14
名
の
女
性
職
員
が
お

り
専
門
職
を
含
め
る
と
33
の
ポ

ス
ト
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
時
間
の
短
縮
を
図
る
た

め
国
家
公
務
員
の
完
全
週
休
二

日
制
が
１
９
９
２
年（
平
成
４

年
）５
月
か
ら
、
ま
た
道
も
同

年
８
月
か
ら
導
入
さ
れ
土
曜
日

を
閉
庁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

士
幌
町
に
お
い
て
も
４
週
５

休
、
４
週
６
休
の
制
度
を
経
て

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）４
月

か
ら
一
部
事
業
所
等
の
変
則
実

施
を
除
き
、
土
曜
日
閉
庁
の
完

全
週
休
２
日
制
が
実
施
さ
れ
た
。

２
、
町
の
財
政

財
政
規
模

　

町
の
財
政
規
模
は
年
々
増
え

続
け
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）

に
は
決
算
金
額
が
１
０
０
億
円

を
超
え
、
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）に
、
１
４
０
億
円
を
ピ

ー
ク
と
し
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）に
は
決
算
金
額
が
64

億
と
減
少
、
そ
の
後
60
億
円
、

70
億
円
台
を
経
て
再
び
、
２
０

１
７
年（
平
成
29
年
）に
１
０
０

億
を
超
え
た
が
以
後
、
70
億
円

台
で
推
移
し
、
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）度
決
算
で
は
、
79
億

４
０
０
０
万
円
の
歳
出
額
と
な

っ
て
い
る
。

　

決
算
額
の
大
き
な
減
少
は
、

地
方
分
権
に
伴
う
国
庫
補
助
金
・

負
担
金
改
革
や
交
付
税
改
革
に

伴
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
他

の
増
減
は
、
町
内
施
設
の
整
備

を
重
点
に
町
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
図‒

１　

表‒

１
・
２
参
照
）

　

近
年
行
わ
れ
た
重
要
な
事
業

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。（
平
成
２
年
〜
令
和
２
年

の
主
な
も
の
１
千
万
円
以
上
）

◎�

昭
和
63
〜
平
成
６
／
佐
倉
地

区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

◎�

平
成
元
〜
３
／
西
士
幌
地
区

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

◎�

平
成
２
／
公
営
住
宅
昭
和
南

団
地
建
設
・
西
上
地
区
集
落

セ
ン
タ
ー
新
築
・
車
両
セ
ン

タ
ー
新
築（
事
務
所
）

◎�

平
成
２
〜
３
／
士
幌
33
号
線

道
路
改
良
舗
装
・
林
道
ワ
ッ

カ
ク
ン
ネ
ッ
プ
線
開
設

◎�

平
成
３
／
下
居
辺
小
学
校
校

舎
改
築
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス　

デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
・

士
幌
バ
ス
タ
ッ
チ
改
築

◎�

平
成
３
〜
６
／
総
合
研
修
施

設
建
設

◎�

平
成
４
／
士
幌
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
建
設

◎�

平
成
４
〜
５
／
上
居
辺
小
学

校
校
舎
改
築

◎�
平
成
５
〜
６
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
広
場
整
備

◎�

平
成
６
／
国
産
材
展
示
施
設

建
設
・
西
上
へ
き
地
保
育
所

改
築
事
業

◎�

平
成
６
〜
７
／
中
央
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
・
河
川
敷
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

◎�

平
成
６
〜
８
／
創
造
の
森
整

備
事
業
・
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
建

設
事
業

◎�

平
成
７
／
西
上
音
更
小
学
校

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000
（千円）図－1 町財政支出の性質別構成（年度別）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

■建設事業 3,706,107 4,124,560 4,634,667 1,725,154 1,473,432 1,653,146 1,248,270
■その他 1,485,154 1,382,587 1,862,308 563,899 806,535 1,014,638 1,013,914
■公債費 690,482 1,433,561 1,471,582 1,179,485 1,141,970 680,500 720,679
■補助費・扶助費 741,420 1,433,834 1,281,085 1,014,229 1,357,887 1,573,790 2,424,023
■物件費・維持補修費 642,903 787,617 973,714 767,994 886,527 1,064,918 1,188,396
■人件費 1,250,041, 1,598,116 1,826,580 1,388,869 1,296,973 1,320,122 1,344,368
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人口１人当たりの町財政比較
表－２� （一般会計決算　単位：千円）

区　分
士　　幌　　町 十勝町村

平均 比　較
説　明

H 元年度 H10 年度 H20 年度 H30 年度
（A）

H30 年度
（B） A/B

町 村 税 の 額 83 114 134 195 139 140.3%

決 算 総 額 1,132 1,597 966 1,192 910 131.0%

人 件 費 159 245 188 218 123 177.2%

建 設 事 業 費 483 628 159 254 185 137.3%

積 立 金 67 63 77 113 135 83.7% 財政調整
基金

負 債 976 1,318 1,406 1,173 1,031 113.8% 町債 + 債務
負担行為

一般会計決算額の推移（年度別）
表－１� （単位：百万円）

歳入 1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2） 歳出 1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

町税 643 768 797 914 915 1,046 1,219 議会費 50 89 97 76 71 84 74

地方
譲与税 185 225 215 274 211 183 182 総務費 657 1,436 766 616 926 1,367 1,985

利子割
交付金 25 18 30 5 3 2 1 民生費 465 1,148 1,620 869 1,122 1,348 1,337

配当割
交付金 1 1 3 3 衛生費 289 591 1,975 563 714 619 731

株式等譲
渡所得割

交付金
2 3 3 労働費 186 28 31 45 95 35 18

自動車
取得税
交付金

107 108 85 76 42 27 農林業費 1,886 2,062 1,975 1,112 861 710 937

地方消費
税交付金 71 72 67 129 146 商工費 72 464 936 181 118 323 276

環境性能
割交付金 12 土木費 937 1,547 1,838 849 620 783 599

地方特例
交付金 26 31 21 1 7 消防費 170 296 196 194 211 261 192

地方
交付税 3,428 3,973 4,510 3,195 3,590 3,202 2,990 教育費 832 1,652 1,078 927 1,038 1,075 1,059

交通安全
対策特別

交付金
3 3 3 3 2 2 2 災害

復旧費 52 3 39 20 8 18 11

分担金及
び負担金 408 620 320 137 181 104 72 公債費 691 1,434 1,472 1,180 1,142 681 721

使用料及
び手数料 167 214 202 152 108 125 130 諸支出金 795 10 18 8 37 3

国庫
支出金 509 890 658 362 612 419 1,515 職員費 1,242

道支出金 1,456 876 468 280 314 482 588

財産収入 290 274 145 119 158 201 162

寄附金 61 48 25 38 16 108 411

繰入金 291 447 300 81 91 188 164

繰越金 59 86 316 113 261 185 186

諸収入 357 672 1,959 144 149 155 137

町債 587 1,630 2,197 775 582 968 576

法人事業
税交付金 6

計 8,576 10,852 12,327 6,774 7,324 7,533 8,512 計 8,324 10,760 12,041 6,640 6,963 7,307 7,940
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校
舎
改
築

◎�
平
成
７
〜
８
／
単
身
者
用
公

営
住
宅
整
備

◎�

平
成
８
〜
10
／
火
葬
場
改
築
・

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

◎�

平
成
９
／
新
田
へ
き
地
保
育

所
新
築
工
事

◎�

平
成
10
〜
11
／
佐
倉
小
学
校

校
舎
改
築
・
中
士
幌
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設

◎�

平
成
10
〜
12
／
福
祉
村
整
備

事
業（
病
院
改
築
含
む
）・
公

営
住
宅
建
設

◎�

平
成
11
〜
13
／
下
居
辺
交
流

施
設
建
設

◎�

平
成
13
／
公
営
住
宅
建
設

◎�

平
成
13
〜
14
／
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム「
ほ
ほ
え
み
」建
設

◎
平
成
14
／
公
営
住
宅
建
設　

◎�

平
成
15
／
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
建
設
・
食
品
加
工
セ
ン

タ
ー
建
設

◎�

平
成
16
／
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
建
設

◎�

平
成
17
／
公
営
住
宅
建
設

◎�

平
成
19
／
認
定
こ
ど
も
園
建

設
◎�

平
成
20
／
小
学
校
屋
体
耐
震

補
強
工
事（
上
居
辺
小
・
北

中
音
更
小
）・
川
西
へ
き
地

保
育
所
新
築
工
事
・
佐
倉
地

区
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
発

電
設
備
工
事

◎�

平
成
21
／
中
士
幌
小
学
校
校

舎
棟
耐
震
改
修
工
事
・
士
幌

町
民
プ
ー
ル
改
修
工
事
・
役

場
庁
舎
非
常
用
電
源
設
備
設

置
工
事
・
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
設
備
改
修
工
事

◎�

平
成
22
／
士
幌
小
学
校
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
工
事
・
士

幌
中
央
中
学
校
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
工
事

◎�
平
成
23
／
士
幌
高
等
学
校
校

舎
耐
震
改
修
工
事
・
か
み
お

り
べ
木
と
太
陽
の
香
る
エ
コ

交
流
館
建
設

◎�

平
成
24
／
中
士
幌
公
民
館
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事　

◎�

平
成
25
／
移
住
体
験
住
宅
新

築
工
事

◎�

平
成
26
／
道
の
駅
し
ほ
ろ
温

泉
施
設
改
修
工
事
・
役
場
庁

舎
お
よ
び
コ
ミ
セ
ン
耐
震
改

修
工
事
・
公
営
住
宅
若
葉
団

地
新
築
工
事

◎�

平
成
27
／
役
場
庁
舎
耐
震
改

修
工
事
第
２
期
・
公
営
住
宅

若
葉
団
地
新
築
工
事
第
２
期
・

屋
体
施
設
吊
物
落
下
防
止
工

事
・
子
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事

◎�

平
成
28
／
士
幌
小
お
よ
び
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー

改
修
工
事
・
士
幌
町
地
域
創

造
発
信
拠
点
施
設
新
築
工
事
・

士
幌
町
中
央
中
校
舎
天
井
改

修
工
事

◎�

平
成
29
／
公
営
住
宅
南
百
戸

団
地
新
築
工
事
・
公
営
住
宅

睦
団
地
新
築
工
事
・
煙
突
用

断
熱
材
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工

事（
学
校
）・
校
内
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
整
備
工
事
・
農
園
付

き
住
宅
新
築
工
事

◎�

平
成
30
／
公
営
住
宅
南
百
戸

団
地
新
築
工
事
・
公
営
住
宅

睦
団
地
新
築
工
事
・
農
畜
産

加
工
研
修
施
設
改
築
工
事　

◎�

令
和
元
／
国
保
病
院
給
排
水

衛
生
設
備
改
修
工
事
・
士
幌

小
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
・

公
営
住
宅
若
葉
団
地
新
築
工

事
・
特
養
ホ
ー
ム
ナ
ー
ス
コ

ー
ル
設
備
改
修
工
事

◎�
令
和
２
／
公
営
住
宅
若
葉
団

地
新
築
工
事
・
学
校
施
設
屋

上
防
水
改
修
工
事
・
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
整
備
工

事
・
冷
房
設
備
設
置
工
事（
小

中
高
）・
終
末
処
理
場
建
替

工
事
・
防
災
無
線
整
備

財
産
と
負
債

　

町
が
将
来
の
財
政
運
営
に
備

え
た
積
立
金
は
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）度
末
で
は
一
般
会

計
分
17
件
、
56
億
１
３
０
０
万

円
が
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）度

末
と
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

度
末
の
積
立
状
況
を
比
較
す
る

と
、
す
で
に
目
的
を
果
た
し
て

廃
止
し
た
も
の
が
３
件
、
新
た

な
目
的
で
創
設
し
た
基
金
が
５

件
で
積
立
総
額
で
は
約
14
億
９

０
０
０
万
円
増
え
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

末
に
お
け
る
各
基
金
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。　

▽
財
政
調
整
基
金

８
億
４
８
４
０
万
円

　

開
村
以
来
の
基
本
財
産
の
流

れ
を
継
承
し
た
も
の
で
町
財
政

基
礎
を
強
化
し
、
不
時
の
支
出

に
備
え
る

▽
減
債
基
金

９
億
１
７
９
１
万
円

　

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）創

設
。
財
政
事
情
に
よ
り
町
債
の

償
還
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
の

財
源
に
充
て
る

▽
農
業
振
興
基
金

15
億
４
２
１
７
万
円

　

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）農

協
の
寄
付
に
よ
り
設
置
。
毎
年

度
元
金
か
ら
生
じ
る
利
子
を
も

っ
て
農
業
振
興
に
関
す
る
独
自

の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
創
設

以
来
毎
年
農
業
者
が
海
外
視
察

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
各
年
度

ご
と
に
運
営
委
員
が
事
業
を
決

め
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
１

９
９
１
年（
平
成
３
年
）度
の
農

協
60
周
年
記
念
を
期
し
て
寄
付

さ
れ
た
、
特
別
農
業
振
興
基
金

１
億
円（
１
０
０
年
間
積
立
て

し
将
来
の
農
業
振
興
に
充
て
る

目
的
）と
そ
の
後
団
体
、
個
人

か
ら
こ
の
基
金
に
寄
付
さ
れ
た

額
の
積
増
し
分
、
更
に
利
息
が

含
ま
れ
て
お
り
、
特
別
農
業
振

興
基
金
は
、
現
在
10
億
４
２
５

３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

▽
肉
用
牛
生
産
安
定
事
業
基
金

２
８
３
２
万
円

　

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）創

設
。
基
金
か
ら
生
じ
る
収
益
を

肉
牛
の
生
産
安
定
事
業
に
支
出

す
る
も
の

▽
土
地
開
発
基
金

２
億
１
０
０
０
万
円

　

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）度

創
設
。
公
共
用
地
の
先
行
取
得

の
た
め
の
基
金

▽
飯
島
賞
贈
呈
基
金

３
２
５
万
円

　

故
飯
島
房
芳
町
長
の
功
績
を

た
た
え
事
績
を
永
く
伝
え
る
た

59 第二編　社会と生活



め
、
住
民
の
寄
付
金
を
基
に
設

置
し
た
も
の
で
特
に
功
績
の
あ

っ
た
青
少
年
婦
人
層
に
主
に
賞

を
贈
呈
す
る
も
の
。

▽
太
田
寛
一
人
材
育
成
基
金　

１
億
４
０
６
８
万
円

　

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）、

名
誉
町
民
故
太
田
寛
一
の
遺
志

に
よ
り
遺
族
か
ら
の
寄
付
金
を

積
立
設
置
し
た
も
の
で
農
業
振

興
の
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

▽
国
鉄
士
幌
線
代
替
輸
送
確
保

基
金　

１
億
２
０
８
０
万
円

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）国

鉄
士
幌
線
廃
止
に
と
も
な
い
、

代
替
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
国

か
ら
の
交
付
金
を
基
に
代
替
バ

ス
運
転
事
業
者
に
対
す
る
欠
損

額
補
助
、
バ
ス
更
新
補
助
、
関

連
施
設
の
保
守
管
理
経
費
に
充

て
て
い
る
。

▽
愛
の
ま
ち
建
設
基
金

７
億
６
６
６
８
万
円

　

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）創

設
。
町
民
等
の
善
意
に
よ
る
寄

付
金
等
を
積
立
、
公
共
施
設
の

建
設
や
施
設
の
整
備
等
に
充
て

る
も
の
。

▽
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

基
金

　

３
億
９
３
２
万
円　

　

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）、

町
と
農
協
が
出
資
し
て
設
置
し

た
も
の
で
、
農
用
地
の
合
理
的

な
利
用
増
進
の
た
め
農
協
が
農

地
を
取
得
お
よ
び
貸
付
管
理
を

行
う
た
め
の
資
金
運
用
に
対
し
、

基
金
か
ら
生
じ
る
収
益
を
も
っ

て
利
子
補
給
す
る
も
の
。

▽
酪
農
振
興
基
金

３
億
２
５
５
９
万
円

　

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）創

設
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
設
置
事
業

に
対
し
基
金
か
ら
生
じ
る
収
益

を
も
っ
て
助
成
す
る
も
の
。

▽
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
基
金

１
億
１
０
０
０
万
円

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）創

設
。
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
資

金
の
一
部
を
原
資
と
し
て
積
立
、

地
域
活
性
化
事
業
の
促
進
を
図

る
も
の
。

▽
地
域
福
祉
基
金

　

１
億
５
８
７
７
万
円

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）創

設
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

民
間
団
体
が
行
う
事
業
に
対
し
、

基
金
か
ら
生
じ
る
収
益
を
も
っ

て
充
て
る
も
の
。

▽
農
業
災
害
対
策
基
金

　

１
億
７
２
万
円

　

２
０
１
２
年（
平
成
14
年
）創

設
。
農
業
災
害
が
発
生
し
た
際

の
支
援
に
要
す
る
経
費
お
よ
び

農
業
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
経
費
と
し
て
充
て
る
も

の
。

▽
活
き
生
き
ま
ち
づ
く
り
基
金

　

１
９
９
６
万
円

　

２
０
１
３
年（
平
成
15
年
）創

設
。
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費

に
充
て
る
も
の
。

▽
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金　

３
７
５
万
円

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）創

設
。
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に

必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
も

の
。

▽
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

６
２
７
万
円

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）創

設
。
町
に
お
け
る
間
伐
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の

森
林
整
備
お
よ
び
そ
の
促
進
に

必
要
な
事
業
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
も
の
。

◎
町
債
と
債
務
負
担
行
為

　

大
型
事
業
の
導
入
に
伴
い
、

町
債
の
発
行
額
も
増
加
し
て
お

り
町
債
総
額
は
１
９
９
０
年（
平

成
２
年
）度
の
47
億
円
に
対
し

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
末

で
は
、
84
億
円
と
37
億
円
増
の

約
１
・
８
倍
と
な
っ
た
が
、
２

０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
末
で

は
、
67
億
５
０
０
０
万
円
に
減

少（
図‒

２
参
照
）。

　

ま
た
、
町
が
将
来
的
に
責
任

を
も
つ
債
務
負
担
行
為
の
額
は
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度
末

で
は
16
億
円
あ
っ
た
が
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）度
末
で
は

１
９
１
５
万
円
と
な
っ
た
。

◎
土
地
そ
の
他

　

町
が
所
有
し
て
い
る
行
政
財

産
と
普
通
財
産
は
、
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）度
末
、
土
地
約

２
２
８
５
万
平
方
㍍
で
、
普
通

財
産
が
行
政
財
産
の
約
１
・
３

倍
と
な
っ
て
い
る
。
所
有
面
積

は
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

末
に
比
べ
４
２
０
万
平
方
㍍
の

増
と
な
っ
た
が
多
く
は
、
山
林
・

排
水
溝
・
雑
種
地
取
得
に
よ
る

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
H2年 1990 H7年 1995 H12年 2000 H17 2005 H22年 2010 H27 2015 R２年 2020

4,118

6,331

5,613

6,751

9,954

4,740

690 721

1,630

� （単位：百万円）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

 公債費 690 1,630 1,386 1,118 1,088 679 721

 基金総額 4,118 6,212 6,331 5,645 5,116 5,477 5,613

 町債総額 4,740 6,593 8,401 9,954 7,620 6,886 6,751

図－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町債と基金
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も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
建
物
で
は
、
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）度
末
の
延
面
積

で
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

末
に
比
べ
、
約
５
万
８
０
０
０

平
方
㍍
増
の
約
14
万
６
０
０
０

平
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
が
、
総

合
研
修
施
設
・
病
院
・
特
養
の

大
型
建
設
事
業
に
加
え
、
公
営

住
宅
の
増
改
築
、
へ
き
地
保
育

所
の
新
築
が
行
わ
れ
、
増
加
に

結
び
つ
い
て
い
る
。（
表‒

３
参

照
）ち
な
み
に
木
造
は
２
万
１

３
８
８
平
方
㍍
、
非
木
造
が
12

万
５
５
９
７
平
方
㍍
の
延
面
積

と
な
っ
て
い
る
。

町
税
の
状
況

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）町

財
政
全
体
か
ら
み
た
税
収
入
の

割
合
は
14
・
３
％
と
１
９
９
０

年（
平
成
２
年
）よ
り
６
・
８
％

上
昇
し
て
い
る
。

　

税
の
徴
収
率
は
現
年
度
賦
課

分
で
依
然
99
％
台
を
維
持
し
て

い
る
が
、
過
年
度
滞
納
繰
越
金

が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

よ
り
収
納
率
の
向
上
や
税
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
十
勝

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
に
加

盟
し
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

徴
収
を
強
化
し
て
い
る
。
更
に

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た

め
、
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

度
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始

し
た
。

　

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）度

に
お
け
る
住
民
一
人
当
た
り
の

税
額
は
、
８
万
３
千
円
で
あ
っ

た
が
、２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

度
に
お
け
る
住
民
一
人
当
た
り

の
税
額
は
、
19
万
５
千
円
で
、

約
２
・
３
倍
に
伸
び
て
い
る
。

十
勝
町
村
平
均
よ
り
５
万
６
千

円
高
い
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）町

税
の
構
成
比
は
、
町
民
税
48
％
、

固
定
資
産
税
45
％
、
市
町
村
た

ば
こ
税
ほ
か
が
７
％
と
な
っ
て

い
る
。

（
表‒

２　

図‒

３
参
照
）

特
別
会
計

　

町
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か
に

特
別
会
計
を
設
け
て
い
る
が
２

０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
か
ら

介
護
保
険
事
業
、
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）度
か
ら
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
が
特
別
会
計
で
運
営

さ
れ
、２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

度
に
老
人
保
健
事
業
、
２
０
１

７
年（
平
成
29
年
）度
に
、
農
業

共
済
事
業
が
廃
止
さ
れ
、
現
在

� （単位：千円）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

 総　額 642,257 760,521 798,934 918,035 915,061 1,049,702 1,211,682

 徴収率 100.1 101.1 99.6 99.3 99.4 99.3 99.5

1,400,000 101.5

H 2年 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020H 7年 H12年 H17年 H22年 H27年 R２年

101

100.5

100

99.5

99

98.5

98

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

町税と徴収率

徴収率総額

2－1－2（町税の状）

図－3
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表－3　　　　　　　町有財産土地と建物（一般会計所属）
1990

H2 年度末
2000

H12 年度末
2010

H22 年度末
2020

R ２年度末

土
地
（
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）

庁舎 34 34 23 23

消防その他施設 24 28 47 47

学校 793 801 588 446

公営住宅 163 163 106 106

公園その他 158 202 482 477

宅地 56 92 36 36

墳墓地 55 55 28 29

耕地 72 142 381 321

雑種地 280 283 661 845

排水溝 97 147 755 762

山林 16,048 18,456 18,808 18,983

採草放牧地 874 874 779 779

合計 18,654 21,277 22,694 22,854

建
物
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

本庁舎 3,662 3,662 3,556 3,556

その他 3,303 3,200 6,044 6,044

学校 39,953 46,808 42,606 32,854

公営住宅 20,958 24,310 23,998 24,946

その他施設 20,983 43,970 43,058 79,585

合計 88,859 121,950 119,262 146,985



常
任
委
員
会
、
産
業
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
が
本
会

議
審
議
の
予
備
的
審
査
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
常
任

委
員
会
構
成
も
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）に
、
よ
り
実
態
に
即

し
た
内
容
と
な
る
よ
う
総
務
常

成
15
年
）に
14
人
、
２
０
０
７

年（
平
成
19
年
）に
13
人
、
２
０

１
１
年（
平
成
23
年
）に
は
12
人

と
削
減
さ
れ
た
。

　

議
会
は
内
部
組
織
と
し
て
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

総
務
常
任
委
員
会
、
建
設
厚
生

７
つ
の
事
業
が
独
立
し
た
会
計

で
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。�

　

各
会
計
決
算
状
況
は
表‒

４

の
と
お
り
で
あ
る
。

　表－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別会計決算状況� （上段：歳入　下段：歳出　単位：百万円）

特別会計
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

（H ２年度） （H ７年度） （H12 年度） （H17 年度） （H22 年度） （H27 年度） （R2 年度）

国民健康保険事業特別会計
547 636 696 954 1,050 1,180 1,006

515 624 694 910 986 1,144 1,004

国民健康保険
病院事業会計

収益的収
支

779 907 950 796 875 837 834

777 906 949 844 888 918 839

資本的収
支

32 66 1,554 83 60 62 99

32 66 1,585 112 86 89 120

老人保健事業特別会計
446 627 762 879 3

445 626 750 863 3

後期高齢者医療事業特別会
計

82 96 105

79 94 103

介護保険事業特別会計
374 452 497 638 716

342 446 496 626 694

介護サービス事業特別会計
442 492 493 514

427 481 485 503

簡易水道事業特別会計
114 162 139 247 353 313 290

112 160 137 232 333 278 264

下水道事業特別会計
476 134 231 159 141 161 937

474 131 226 153 131 149 930

農業共済事業
特別会計

農作物
共済勘定

177 375 218 241 536 104

96 334 129 169 509 23

家畜
共済勘定

598 807 619 665 538 553

598 807 596 638 510 540

畑作
共済勘定

303 283 424 199 587 174

276 255 415 147 559 119

業務勘定
179 188 153 195 173 156

137 142 138 130 123

３
、
町
議
会
と
行
政
機
関

町
議
会
の
活
動

　

町
議
会
は
、
町
政
の
重
要
な

意
思
決
定
を
行
う
機
関
と
し
て

年
４
回
の
定
例
会
の
ほ
か
、
必

要
の
都
度
臨
時
会
が
開
か
れ
、

町
の
条
例
、
予
算
決
算
、
一
般

議
案
等
に
つ
い
て
審
議
し
て
い

る
。（
表‒

１
参
照
）

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
16
人
で
推
移
し
て
き
た

が
、
行
政
改
革
・
自
主
自
立
の

流
れ
の
中
で
、
２
０
０
３
年（
平

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町議会本会議の開催状況

年度 区分 回数 日数

審　　　　議　　　　件　　　　数

条例 予算
決算

事件
議案

専決
処分

決議
意見

書

諸願
陳情

選挙
選任

報告
調査 計

1 9 9 0
Ｈ ２ 年 度

定例会 4 17 15 34 27 3 4 16 6 33 138

臨時会 6 6 3 5 10 7 0 1 1 1 28

計 10 23 18 39 37 10 4 17 7 34 166

2 0 0 0
Ｈ 12 年度

定例会 4 11 38 37 20 1 7 8 8 21 140

臨時会 7 7 9 11 6 4 2 0 0 0 32

計 11 18 47 48 26 5 9 8 8 21 172

2 0 1 0
Ｈ 12 年度

定例会 4 16 22 44 17 3 15 3 6 12 122

臨時会 6 6 7 8 1 6 2 0 0 0 24

計 10 22 29 52 18 9 17 3 6 12 146

2 0 2 0
R ２ 年 度

定例会 4 12 36 41 7 1 10 0 8 9 112

臨時会 5 5 5 11 2 4 0 0 0 0 22

計 9 17 41 52 9 5 10 0 8 9 134
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三
常
任
委
員
会
を
総
務
常
任
委

員
会
・
産
業
常
任
委
員
会
の
二

つ
の
常
任
委
員
会
に
改
め
た
。

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）に
は
、

委
員
会
活
動
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
総
務
常
任
委
員
会
を
総
務

文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
常
任

委
員
会
を
産
業
厚
生
常
任
委
員

任
委
員
会
を
総
務
文
教
常
任
委

員
会
・
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

を
厚
生
常
任
委
員
会
・
産
業
常

任
委
員
会
を
産
業
建
設
常
任
委

員
会
に
改
め
た
。
２
０
０
３
年

（
平
成
15
年
）に
は
、
議
員
定
数

の
削
減
に
よ
り
総
務
文
教
・
厚

生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

鈴木　洋一

秋間　紘一 加納　三司 佐古　準一

𫝆田　鉄郎 加納　一郎

会
と
所
管
事
項
・
委
員
会
の
名

称
を
改
め
現
在
の
常
任
委
員
会

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
議
会
広
報
特
別
委
員
会
、

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
ほ

か
、
重
要
な
案
件
が
発
生
し
た

場
合
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
調
査
、
審
議
に
あ
た
っ
て
い

る
。
近
年
で
は
、
第
６
期
町
づ

く
り
総
合
計
画
・
地
方
創
生
策

定
お
よ
び
新
拠
点「
道
の
駅
」検

討
特
別
委
員
会
が
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）度
に
設
置
さ
れ
計

画
等
の
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
表‒

２
参
照
）

▽
歴
代
正
副
議
長（
平
成
３
年

度
以
降
）

議　

長

加
納
一
郎

　

平
成
３
年
５
月
〜
７
年
４
月

𫝆
田
鉄
郎

　

平
成
７
年
５
月
〜
11
年
４
月

鈴
木
洋
一

表－２　　　　　　　　　　　　　　士幌町議会特別委員会の設置状況�（Ｈ３～現在）（決算・予算特別委員会を除く）

期　間 委員会名及び調査事項

Ｈ６年度
（1994.11.11 ～ 1995.3.9）

病院運営調査・改築特別委員会
　病院運営の健全化のための実態調査と将来の病院改築等に関する視察調査等 （18 回　18 日開催）

Ｈ７年度～
Ｈ 10 年度

（1995.9.27 ～ 1999.3.31）

活性化促進対策特別委員会
　活力あるまちづくりを創造し、活性化を図るための研究 ・ 調査
　・第４期町づくり総合計画の審査 ・ 士幌高原の周辺整備調査 ・ 河川敷パークゴルフ場の整備状況
調査 ・ 平成８年 12 月に士幌　高原道路促進対策部会と医療 ・ 保健 ・ 福祉対策部会を設置し福祉村
整備計画、 高原開発の推進についての調査 ・ 研究Ｈ７年度
 （３回４日開催）／ H ８年度（１回１日開催）／ H ９年度（16 日 20 日開催）／ H10 年度（６日
10 日開催）

Ｈ 11 年度
（1999.6.18 ～ 2003.4.30）

地域振興特別委員会
　士幌高原道路に代わる地域の振興図るための調査・研究 （５回７日開催）

Ｈ 11 年度
（1999.6.18 ～ 2003.4.30）

福祉村対策特別委員会
　地域福祉の充実を図るための研究調 （6 回　７日開催）

Ｈ 12 年度
（2000.5.8）

福祉対策特別委員会
　病院運営のあり方、課題等の研究調査 （１回　１日開催）

Ｈ 12 年度
（2000.7.31）

地域振興特別委員会
　士幌高原道路建設中止に伴う町の振興策を図るための研究調査 （１回　１日開催）

Ｈ 13 ～
14 年度

（2001.9.17 ～ 2003.4.30）

市町村合併問題特別委員会
　地域の分析と将来予測、合併の必要性、メリット、デメリット、合併後の姿の調査研究
 Ｈ 13 年度　（２回　２日開催）／Ｈ 14 年度　（８回　10 日開催）

Ｈ 13 年度
（2001.12.7 ～ 2002.2.13）

職員の再任用条例及び関連条例審査特別委員会
　職員の再任用に関する条例案ほか関連６条例案について審査　　　　　　　
 （４回　４日開催）

Ｈ 15 ～
16 年度

（2003.5.8 ～ 2004.7.14）

市町村合併調査特別委員会
　市町村合併についての研究・調査
 Ｈ 15 年度　（12 回　12 日開催）／Ｈ 16 年度　（２回　２日開催）

Ｈ 16 年度
（2004.7.14 ～ 12.10）

議会議員定数検討特別委員会
　議会議員定数について検討 （４回　４日開催）

Ｈ 16 年度
（2004.7.14 ～ 2005.4.28）

まちづくり構想検討特別委員会
　自主自立のまちづくりを検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 （７回　７日開催）

Ｈ 17 年度
（2005.12.13 ～ 2006.1.30）

第５期町づくり総合計画策定検討特別委員会
　第５期町づくり総合計画についての基本構想、基本計画の検討 （４回　４日開催）

Ｈ 20 年度
（2008.6.18 ～ 2009.3.30）

自治基本条例案策定検討特別委員会
　自治基本条例に盛り込む議会関係条項の策定について検討 （３回　３日開催）

Ｈ 20 年度
（2008.9.30 ～ 2009.5.8）

議会議員定数等検討特別委員会
　議会議員定数について検討 　（４回　４日開催）

Ｈ 27 年度
（2015.6.24 ～ 2016.3.30）

第６期町づくり総合計画・地方創生策定及び新拠点「道の駅」検討特別委員会
　町づくり総合計画及び新拠点「道の駅」に係る基本構想、基本計画、実施計画の検討
 （８回　８日開催）
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秋
間
紘
一

　

平
成
23
年
５
月
〜
27
年
４
月

細
井
文
次

　

平
成
27
年
５
月
〜
31
年
４
月

加
藤
宏
一

　

令
和
元
年
５
月
〜
現
在

委
員
会
審
議
会
な
ど

　

町
が
設
置
し
て
い
る
法
律
に

基
づ
く
行
政
委
員
会
や
、
諮
問

機
関
と
し
て
の
審
議
会
な
ど
は

次
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
表‒

３
参
照
）

町
づ
く
り
計
画

　

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）飯

島
房
芳
町
長
が
町
過
疎
振
興
計

画
に
信
条
を
こ
め「
愛
の
ま
ち
」

建
設
計
画
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
て
以
来「
愛
」を
主
題
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
づ
く

り
計
画
は
第
２
期
の「
愛
と
緑

の
町
」建
設
に
続
き
、
１
９
８

６
年（
昭
和
61
年
）度
か
ら
１
９

９
５
年（
平
成
７
年
）度
ま
で
の

10
年
間
に
対
応
す
る
第
３
期
町

づ
く
り
総
合
計
画
で
は
、「　

愛

と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
町
＂
建
設

を
め
ざ
し
て
」が
テ
ー
マ
と
な
り
、

10
年
間
の
町
づ
く
り
の
基
本
方

針
、
施
策
を
樹
立
し
た
も
の
で
、

第
１
期
、
第
２
期
計
画
ま
で
の

生
産
基
盤
や
生
活
環
境
の
拡
充

に
加
え
、
生
涯
学
習
や
地
域
間

交
流
、
更
に
農
村
環
境
の
改
善

な
ど
精
神
的
な
分
野
の
充
実
に

も
重
点
が
お
か
れ
た
計
画
が
組

ま
れ
、
そ
の
実
現
を
果
た
し
た
。

４
、
町
づ
く
り

　

平
成
11
年
５
月
〜
19
年
４
月

佐
古
準
一

　

平
成
19
年
５
月
〜
23
年
４
月

加
納
三
司

　

平
成
23
年
５
月
〜
31
年
４
月

秋
間
紘
一

　

令
和
元
年
５
月
〜
現
在

副
議
長

鈴
木
洋
一

　

平
成
３
年
５
月
〜
７
年
４
月

山
中
芳
美

　

平
成
７
年
５
月
〜
11
年
４
月

志
村
光
一

　

平
成
11
年
５
月
〜
15
年
４
月

大
西
米
明

　

平
成
15
年
５
月
〜
23
年
４
月

表－３　　　　　　　　　　　　　　　町の各種委員会審議会等の設置状況� （令和３年４月現在）

名　称 根　拠 設置年月 委員の選任 委員数 年間の会議数
委員長・

会長・代表者
教育委員会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

農業委員会

固定資産評価審査委員会

社会教育委員会

国民健康保険運営協議会

公民館運営審議会

防災会議

行政不服審査会

国民保護協議会

懲戒審査委員会

社会福祉委員会

民生委員推薦会

子ども・子育て会議

予防接種健康被害調査委員会

地域包括支援センター運営協議会

教育支援委員会

学校運営協議会

特別職報酬等審議会

農業振興基金運用委員会

功労者選考委員会

町民会議

建設工事請負業者資格審査会及び

建設工事請負業者指名委員会

農業振興人材育成基金運用委員会

公共料金等審議会

農地利用集積円滑化事業基金管理協議会

酪農振興基金運用委員会

行政改革推進委員会

情報公開・個人情報保護審査会

男女共同参画審議会

環境審議会

給食センター運営委員会

保健医療福祉総合推進協議会

地方創生推進会議

都市交流推進委員会

空家対策協議会

開町記念事業検討委員会

法律

同

同

同

法・条例

法律

法・条例

同

同

同

同

同

同

条例

法

法・条例

同

同

同

同

条例

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

法・条例

条例

同

条例

規約

条例

条例

昭 27

昭 21

昭 26

昭 26

昭 26

昭 26

昭 24

昭 34・3

昭 57・9

昭 37・12

平 28・6

平 18・3

昭 28・8

昭 44・4

昭 44・4

平 25・10

平 21・4

平 18・1

平 27・4

平 29・12

昭 46・3

昭 48・3

昭 51・9

昭 61・6

平 12・4

昭 60・1

昭 62・3

平 22・7

平元・6

昭 60・6

平 18・4

平 17・4

平 19・4

昭 44・8

平 14・4

令 3・4

昭 62・6

令 3・4

令 3・4

議 会 同 意

議 会 で 選 挙

議 会 同 意

同

同

議 会 同 意

教 委 委 嘱

町 長 任 命

教 委 委 嘱

町 長 任 命

町 長 委 嘱

町 長 任 命

同

町 長 委 嘱

同

町 長 任 命

町 長 委 嘱

同

教 委 委 嘱

教 委 任 命

町 長 委 嘱

同

同

同

同

同

同

同

同

同

町 長 任 命

町 長 委 嘱

同

教 委 委 嘱

町 長 委 嘱

同

他 機 関 推 薦

町 長 委 嘱

同

5

4

2

3

14

3

11 人以内

9

18 人以内

30 人以内

5 人以内

30 人以内

3

20 人以内

14

10 人以内

4 人以内

9 人以内

16 人以内

12 人以内

5

10

7 人以内

40 人以内

5

6

5

9

9

10 人以内

5 人以内

10 人以内

10 人以内

7 人以内

15 人以内

20 人以内

9

10 人以内

15 人以内

12

定 4・随時

4

随時

12

1・随時

3

随時

2

随時

随時

随時

随時

随時

随時

1

随時

随時

2

各 12 人以内

随時

1

1

随時

随時

1

随時

1

1

1

随時

随時

随時

1

随時

1 ～ 2

2

随時

随時

土 屋　 仁 志

河 江　 信 一

佐 藤　 宣 光

井 上　 恵 一

渡 邊　 睦 実

土 生　 明 美

吉 田　 静 二

谷 本　 仁 志

中 村　　 貢

町 長

未 選 出

町 長

松 浦　　 護

樋 口　 正 寛

大 野　 准 弌

松 浪　 浩 之

未 選 任

鎌 田　 弘 美

清 水　　 弘

吉 田　 邦 彦

未 選 任

町 長

秋 間　 紘 一

東 村　 達 夫

町 長

町 長

未 選 出

町 長

町 長

七 條　 光 寛

未 選 出

大 西　 廉 子

東 村　 達 夫

清 水　　 弘

力 石　 憲 二

町 長

町 長

町 長

町 長

第６期町づくり総合計画

＂
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快
適
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

住
環
境
や
景
観
の
整
備
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
や
文
化
の
拠
点
と
も

い
え
る
総
合
研
修
施
設
の
建
設
、

上
居
辺
、
西
上
音
更
両
小
学
校

校
舎
の
改
築
な
ど
、
３
か
年
ご

と
に
実
施
計
画
を
見
直
す
中
で

多
く
の
施
策
の
実
現
を
み
た
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）度

か
ら
の
第
４
期
計
画
で
は「
ふ

れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、

①
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り

②
新
士
幌
産
業
づ
く
り

③
特
色
あ
る
拠
点
づ
く
り

④
士
幌
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

⑤
士
幌
の
人
づ
く
り
を
５
つ
の

重
点
事
業
群（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）と
し
て
推
進

し
、「
福
祉
村
」建
設
や
快
適
環

境
づ
く
り
事
業
の
推
進
、
観
光

や
交
流
と
連
動
す
る
農
業
の
構

築
、
生
涯
学
習
事
業
と
町
づ
く

り
の
連
携
強
化
な
ど
を
盛
り
込

み
、
21
世
紀
に
向
け
た
新
し
い

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度

か
ら
の
第
５
期
町
づ
く
り
総
合

計
画（
ユ
ー
ト
ピ
ア
プ
ラ
ン
21
）

で
は「
協
働
で
つ
く
る
活
き
生

き
し
ほ
ろ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、

①
文
化
を
高
め
知
性
と
ゆ
と
り

を
育
む
ま
ち
づ
く
り

②
健
康
で
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り

③
自
然
と
共
生
し
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

④
賑
わ
い
や
活
力
を
創
り
だ
す

ま
ち
づ
く
り

⑤
み
ん
な
で
考
え
み
ん
な
で
行

動
す
る
町
づ
く
り
を
基
本
目
標

に
事
業
の
実
現
を
図
り
、
子
育

て
支
援
や
環
境
・
防
災
等
に
係

る
事
業
を
進
め
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

か
ら
の
第
６
期
町
づ
く
り
総
合

計
画
で
は
、
日
本
の
人
口
減
少

を
抑
制
す
る
た
め
、国
が「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

「
士
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
重
点
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
、
一
体
的

に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を「
輝
く
未
来
へ　

し

ほ
ろ
創
生
」と
し
、

①
地
域
産
業
の
活
性
化
に
よ
り
、

多
様
な
雇
用
を
創
出
す
る

②
人
の
流
れ
を
増
や
し
、
住
環

境
を
充
実
さ
せ
、
移
住
・
定
住

を
促
す

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る

④
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
を
重

点
プ
ラ
ン
と
し
て
２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）度
ま
で
の
町
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
つ
り
と
イ
ベ
ン
ト

　

本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
た
７
０
０
０
人
の
ま

つ
り
は
、
２
０
１
８
年（
平
成

30
年
）度
で
40
回
を
数
え
た
。

士
幌
町
開
拓
１
２
０
周
年
を
記

念
し
た
こ
の
年
は
、
お
笑
い
芸

人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

士
幌
の
グ
ル
メ
な
ど
大
勢
の
参

加
者
に
笑
い
が
絶
え
な
い
も
の

と
な
っ
た
。
ま
つ
り
の
後
に
は
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に
よ
る
野
外
フ

ェ
ス「
シ
ホ
ロ
ッ
ク
」が
初
め
て

開
催
さ
れ
、
士
幌
の
夜
が
音
楽

で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

現
在
は
、
本
ま
つ
り
、
仮
装

盆
踊
り
と
２
日
で
開
催
し
て
い

る
が
、
以
前
は
、
地
区
、
団
体

に
よ
る
あ
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド
が
、

前
夜
祭
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）か

ら
は
、
姉
妹
都
市
提
携
を
記
念

し
て
美
濃
市
か
ら
贈
ら
れ
た「
花

み
こ
し
」が
町
の
若
者
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
っ
て
会
場
内
を
練

り
歩
く
な
ど
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
美
濃
市
か
ら
は
、

毎
年
こ
の
ま
つ
り
に
行
政
、
民

間
グ
ル
ー
プ
が
参
加
さ
れ
、
美

濃
和
紙
太
鼓
、
仁
輪
加
な
ど
伝

統
文
化
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
交
流
を
深
め
て
い

る
。

しほろ７０００人のまつり

士幌高原まつり

　

町
が
か
か
わ
る
そ
の
他
の
ま

つ
り
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
１

９
７
６
年（
昭
和
51
年
）か
ら
行

わ
れ
た「
や
ま
べ
祭
り
」、
収
穫

感
謝
の
つ
ど
い
か
ら
発
展
し
た

「
産
業
ま
つ
り（
の
ち
の
し
ほ
ろ

収
穫
祭
）」、
士
幌
高
原
道
路
の

促
進
を
図
る
一
環
と
し
て
企
画

さ
れ
た「
し
ほ
ろ
高
原
ま
つ
り
」、

冬
ま
つ
り
と
し
て
人
気
の
あ
っ

た「
雪
ん
子
ま
つ
り
」を
は
じ
め

多
く
の
ま
つ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
の
い
わ
れ
と
歴
史
の

中
、
発
展
を
続
け
て
き
た
が
、

中
に
は
住
民
ニ
ー
ズ
や
時
代
の

す
う
勢
の
変
化
に
よ
り
そ
の
開

催
目
的
・
効
果
が
薄
れ
て
き
た

も
の
が
あ
る
た
め
見
直
す
こ
と

と
し
た
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
公
民
館
・
関
係
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
委
員
に
よ
る「
ま

つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
見
直
し
検
討

チ
ー
ム
」を
組
織
し
、
検
討
案

を
町
長
に
建
議
、
町
長
は
町
民

会
議
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け

方
針
を
決
定
し
、

①
春
ま
つ
り「（
仮
称
）し
ほ
ろ

高
原
ま
つ
り
」

②
夏
ま
つ
り「（
仮
称
）し
ほ
ろ

７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
」

③
秋
ま
つ
り「（
仮
称
）し
ほ
ろ

収
穫
祭
」
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④
冬
ま
つ
り「（
仮
称
）し
ほ
ろ

雪
ん
子
ま
つ
り
」の
４
つ
に
集

約
し
、
数
年
間
実
施
後
、
見
直

し
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
、

再
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

多
く
の
ま
つ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
の
い
わ
れ
と
歴
史
の

中
、
発
展
を
続
け
て
き
た
が
、

「
や
ま
べ
祭
り
」は
１
９
９
９
年

（
平
成
11
年
）第
23
回
で
終
了
、

士
幌
高
原
道
路
の
促
進
を
図
る

「
し
ほ
ろ
高
原
ま
つ
り
」、「
雪
ん

子
ま
つ
り
」は
２
０
０
５
年（
平

成
17
年
）で
終
了
し
、
現
在
、

町
の
か
か
わ
る
ま
つ
り
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
た
。

　
◇
夏
ま
つ
り　
（
し
ほ
ろ
７
０

０
０
人
の
ま
つ
り
）

◇
秋
ま
つ
り　
（
し
ほ
ろ
収
穫

祭
）

み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る

集
い

　

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）２

月
の
第
１
回
以
降
、
２
０
０
６

年（
平
成
18
年
）ま
で
は
、「
町
民

の
つ
ど
い
」と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

町
功
労
者
お
よ
び
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
関
係
表
彰
、
町
づ
く
り
の

提
言
と
主
張
の
発
表
が
あ
り
、

記
念
講
演
で
は
、
毎
年
著
名
な

文
化
人
、
芸
能
人
を
講
師
に
招

い
た
ほ
か
、
健
康
づ
く
り
推
進

員
に
よ
る
ミ
ニ
劇
場
、
ミ
ニ
健

康
ま
つ
り
、
健
康
を
考
え
た
わ

が
家
自
慢
の
家
庭
料
理
展
示
会
、

ふ
る
里
づ
く
り
懇
話
会
に
よ
る

試
食
試
飲
会
、
士
幌
高
校
特
産

物
即
売
会
な
ど
が
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
毎

年
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
が
、

２
０
０
７
年(

平
成
19
年
）よ

り「
み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る

集
い
」に
変
更
と
な
り
、
著
名

な
文
化
人
、
芸
能
人
を
講
師
と

し
た
記
念
講
演
、
士
幌
町
文
化

賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
も
行

わ
れ
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

◇
町
づ
く
り
討
論
会

　

町
民
の
意
見
交
換
を
通
じ
、

町
づ
く
り
推
進
を
考
え
よ
う
と

し
て
１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）

３
月
に
初
め
て
町
づ
く
り
討
論

会
が
開
か
れ
た
。
毎
年
テ
ー
マ

を
変
え�

、
基
調
講
演
、
提
言

の
あ
と
全
体
討
論
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
く
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
２
０
０
３
年

（
平
成
15
年
）２
月
の
第
17
回
で

終
了
し
た
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

以
降
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

第
６
回　

平
成
４
年
１
月
19
日

　

私
の
地
域
づ
く
り

第
７
回　

平
成
５
年
１
月
24
日

　

住
ん
で
楽
し
い
町
づ
く
り　

第
８
回　

平
成
６
年
１
月
22
日

　
�

今
の
農
業
危
機
を
ど
う
打
開

す
る
か　

第
９
回　

平
成
７
年
１
月
22
日

　

�
21
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り　
第
10
回　

平
成
８
年
１
月
20
日

　

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る　

第
11
回　

平
成
９
年
１
月
18
日

　

高
齢
化
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

第
12
回　

平
成
10
年
１
月
17
日

　

�

21
世
紀
の
豊
か
な
農
村
生
活

の
創
造
を
め
ざ
し
て　

第
13
回　

平
成
11
年
１
月
30
日

　

新
し
い
農
村
環
境
の
創
造　

第
14
回�

平
成
12
年
２
月
26
日

　

�

21
世
紀
に
向
け
た
士
幌
の
未

来
と
人
づ
く
り　

第
15
回　

平
成
13
年
２
月
24
日

　

�

豊
か
な
地
域
の
創
造
と
人
づ

く
り　

第
16
回　

平
成
14
年
２
月
23
日

　

�

21
世
紀
の
地
域
の
創
造
と
人

づ
く
り　
　

第
17
回　

平
成
15
年
２
月
22
日

　

�

個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
の
創
造

と
人
づ
く
り

町
民
会
議

　

町
づ
く
り
事
業
に
広
く
町
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
住
民
運
動
の
促
進
を
は
か

っ
て
、
全
町
民
参
加
に
よ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
１
９

７
７
年（
昭
和
52
年
）「
愛
と
緑
」

の
町
民
会
議
が
発
足
し
、
１
９

８
６
年（
昭
和
61
年
）に
は
町
条

例
で「
士
幌
町
町
民
会
議
」と
さ

れ
た
。

　

町
民
会
議
は
、
町
づ
く
り
総

合
計
画
を
は
じ
め
多
く
の
案
件

に
つ
い
て
町
長
の
諮
問
に
応
ず

る
ほ
か
、
計
画
実
施
推
進
に
大

き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

　

委
員
は
40
人
以
内
と
し
、
地

区
公
民
館
、
青
年
、
女
性
、
各

機
関
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
者
の

ほ
か
学
識
経
験
者
お
よ
び
町
民

公
募
者
で
構
成
さ
れ
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）現
在
の
議
長
は
、

吉
田
静
二
で
委
員
数
は
31
人
と

な
っ
て
い
る
。

▽
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）10

月
以
降
の
議
長

　

森
本
清
一
／
佐
藤
庄
一
郎
／

小
松
繁
雄
／
東
村
達
夫

し
ほ
ろ
発
祥
の
地

　

美
濃
開
墾
合
資
会
社
が
中
士

幌
下
台
へ
集
団
入
植
し
た
の
が

士
幌
の
は
じ
ま
り
で
、
同
地
区

が「
発
祥
の
地
」と
な
る
。
町
で

は
中
士
幌
幹
線
13
号
の
一
角
に

「
発
祥
の
地
記
念
公
園
」を
設
け
、

入
植
者
の
子
孫
と
な
る
洞
田
和

夫
か
ら
寄
付
さ
れ
た
美
濃
地
方

の
古
い
様
式
を
模
し
て
建
て
ら

れ
た
住
宅
を
同
公
園
内
に
移
設

改
修
し「
美
濃
の
家
」の
名
称
で

保
存
す
る
一
方
、
町
民
は
じ
め

多
く
の
人
た
ち
の
見
学
に
供
し

て
い
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

は
、
同
公
園
に
隣
接
し
て「
伝

統
農
業
保
存
伝
承
館
」を
建
設
し
、

10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
開
拓

ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
と
施
設
見
学
会
を

行
っ
た
。

町づくり討論会基調講演（平成13年度アグネス・チャン）
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「
美
濃
の
家
」は
、
入
植
が
始

ま
っ
た
明
治
時
代
後
期
美
濃
地

方
か
ら
移
住
し
た
農
家
が
大
正

時
代
に
建
て
た
も
の
で
、
内
部

に
は
い
ろ
り
を
切
っ
た
居
間
や

当
時
を
し
の
ぶ
生
活
様
式
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

　

伝
承
館
は
開
拓
の
歴
史
を
た

ど
り
、
先
人
の
苦
労
を
体
験
、

学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
郷
土
愛

を
育
み
、
農
業
や
文
化
を
伝
承

す
る
た
め
建
設
し
た
も
の
で
、

都
市
か
ら
の
訪
問
者
等
に
も
広

く
伝
え
て
い
く
た
め
に
現
在
は
、

５
月
か
ら
10
月
ま
で
管
理
人
を

置
い
て
開
館
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
美
濃
の
家
に
保
管

し
て
い
た
開
拓
当
時
の
生
活
用

具
、
馬
耕
時
代
の
農
機
具
等
は

伝
承
館
に
移
し
た
。

　

地
元
住
民
の
協
力
に
よ
り
、

公
園
の
整
備
推
進
が
図
ら
れ
て

い
る
。１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

か
ら
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い

た「
開
拓
ま
つ
り
」は
１
９
９
９

年（
平
成
11
年
）度
を
最
後
に
休

止
さ
れ
た
。

姉
妹
都
市
提
携

　

本
町
の
開
拓
と
大
変
ゆ
か
り

の
深
い
岐
阜
県
美
濃
市
と
は
、

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）以
来
、

民
間
、
行
政
レ
ベ
ル
に
よ
る
相

互
交
流
や
、
児
童
、
生
徒
の
体

験
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

た
が
、
親
交
の
輪
が
広
ま
る
中
、

姉
妹
都
市
提
携
の
機
運
が
高
ま

り
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度

に
入
っ
て
正
式
協
議
が
さ
れ
、

双
方
の
議
会
の
同
意
を
経
て
、

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）２

月
11
日
新
装
の
士
幌
町
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た「
ま

ち
づ
く
り
町
民
の
つ
ど
い
」の

中
で
、
美
濃
市
の
西
部
晃
彦
市

長
と
小
川
町
長
が
多
く
の
町
民

の
見
守
る
中
、
姉
妹
都
市
提
携

の
仮
調
印
を
行
っ
た
。

　

ま
た
同
年
４
月
30
日
に
は
、

士
幌
町
か
ら
町
長
以
下
関
係
者

が
美
濃
市
を
訪
れ
、
両
市
町
長

に
よ
る
正
式
調
印
が
交
わ
さ
れ

５
月
１
日
の
市
制
40
周
年
記
念

式
典
で
披
露
さ
れ
た
。

　

美
濃
市
の
歴
史
は
古
く
卯
建

（
う
だ
つ
）の
町
並
と
手
す
き
和

紙
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
今
で
も
市
の
中
心
地
に
卯

建
の
あ
る
屋
根
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
卯
建
と
は
、
屋
根
の
両

側
を
高
く
上
げ
火
災
の
と
き
に

類
焼
を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
、
金
持
ち
で
な
い
と

卯
建
は
つ
く
れ
ず「
う
だ
つ
が

あ
が
ら
な
い
」の
語
源
と
な
っ

て
い
る
。

　

提
携
を
記
念
し
て
、
市
旗
、

町
旗
の
交
換
、
記
念
品
の
交
換

が
行
わ
れ
た
が
、
本
町
か
ら
は

柏
野
の
石
水
幸
治
が
制
作
し
た

カ
シ
ワ
の
木
の
根
に
よ
る
巨
大

テ
ー
ブ
ル
を
贈
り
、
美
濃
市
か

ら
は
花
み
こ
し
が
贈
ら
れ
、
毎

年
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
に
登

場
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
て

い
る
。
本
町
が
贈
っ
た
巨
大
テ

ー
ブ
ル
は
美
濃
市
役
所
ロ
ビ
ー

に
置
か
れ
て
い
る
。

　

美
濃
市
と
の
交
流
が
始
ま
っ

て
間
も
な
く
発
足
し
た
士
幌
町

岐
阜
会
は
、
姉
妹
都
市
提
携
後
、

更
に
活
動
が
活
発
に
な
り
、
毎

年
美
濃
市
の
花
ま
つ
り（
４
月

上
旬
）に
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
小
学
生
に
よ
る
相
互

訪
問
、
物
産
展
な
ど
で
の
両
市

町
の
特
産
物
販
売
で
も
多
く
の

人
達
に
よ
る
交
流
が
進
ん
で
い

る
。

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）度

に
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
と
な

り
、
11
月
に
美
濃
市
か
ら
提
灯

が
贈
呈
さ
れ
た
。
町
か
ら
は
、

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）１
月

に
20
周
年
記
念
と
本
美
濃
紙
が

「
和
紙
・
日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
」

の
一
つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
士
幌
石
工
ク
ラ

ブ
の
瀬
口
健
一
郎
が
制
作
し
た

十
勝
石
に「
美
濃
市
」の
文
字
と

開拓まつり

美濃市内のうだつの上がる町並み（姉妹都市）

「
市
章
」を
加
工
し
た
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。

他
地
域
等
と
の
交
流

　

美
濃
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

に
よ
る
交
流
の
ほ
か
に
も
多
く

の
交
流
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

◇
ふ
る
さ
と
会
と
の
交
流

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）に

設
立
し
た「
東
京
士
幌
会
」は
３

０
０
人
近
い
会
員
数
と
な
り
毎

年
情
報
交
換
、
地
場
産
品
の
斡

旋
、
物
産
展
等
へ
の
協
力
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
７
０
０
０
人
の

ま
つ
り
に
あ
わ
せ
た
ふ
る
さ
と

訪
問
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

２
０
０
９
年(

平
成
21
年)

度

総
会
に
お
い
て
解
散
さ
れ
、
有

志
で
の
活
動
と
な
っ
た
。（
解
散

時
会
員
数
１
７
４
人
）

　

東
京
に
続
く
札
幌
で
の
ふ
る

さ
と
会
の
設
立
が
関
係
者
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
１

９
９
３
年（
平
成
５
年
）11
月
札

幌
市
と
近
郊
に
住
む
士
幌
町
出

身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち

が「
札
幌
士
幌
会
」を
結
成
す
る

た
め
の
設
立
総
会
と
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
会
員
１
１
２
人（
加

入
者
２
０
５
人
）が
出
席
。
士
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幌
町
か
ら
は
小
川
町
長
以
下
、

農
協
、
商
工
会
関
係
者
８
人
が

来
賓
と
し
て
、
東
京
士
幌
会
代

表
、
札
幌
新
得
会
会
長
、
札
幌

清
水
会
会
長
も
出
席
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

　

札
幌
士
幌
会
は
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年)

度
現
在
会
員
数

１
２
０
人
で
活
動
し
て
お
り
、

町
か
ら
は
情
報
の
交
換
で
広
報

の
送
付
や
、
７
月
に
は
総
会
が

開
か
れ
、
会
員
27
人
と
町
か
ら

５
人
の
出
席
で
行
わ
れ
た
。
そ

の
他
、
幹
事
会
３
回
、
家
族
交

流
会
が
30
人
の
出
席
で
行
わ
れ
、

10
月
に
本
町
で
行
わ
れ
た「
し

ほ
ろ
収
穫
祭
」に
９
人
の
会
員

が
参
加
し
た
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）に

設
立
さ
れ
た
十
勝
士
幌
ふ
る
里

会
と
の
交
流
は
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）11
月
に
開
催
さ
れ

た
総
会
に
お
い
て
、
町
よ
り
広

報
誌
の
送
付
・
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

が
、
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

11
月
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会

に
お
い
て
、
会
則
を
廃
止
し
、

今
後
は
任
意
の
親
睦
組
織
と
し

て
の
活
動
と
な
っ
た
。（
当
時
の

会
員
状
況
は
１
都
４
県
97
人
）

◇
長
野
県
辰
野
町
と
の
交
流

　

戦
時
中
に
援
農
隊
と
し
て
本

町
に
入
っ
た
人
た
ち
が
１
９
９

１
年（
平
成
３
年
）に
47
年
ぶ
り

来
町
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
辰

野
町
に「
士
幌
会
」、
士
幌
町
に

「
辰
野
会
」が
組
織
さ
れ
交
流
が

続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

辰
野
町
は
、
日
本
一
の
ホ
タ

ル
の
里
を
売
り
も
の
に
し
て
い

る
が
、
士
幌
町
で
も
ホ
タ
ル
の

養
殖
に
取
り
く
み
は
じ
め
た
と

こ
ろ
で
、
ホ
タ
ル
交
流
へ
と
進

ん
だ
。１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

に
辰
野
町
で
は「
北
海
道
士
幌

町
に
蛍
を
飛
ば
す
会
」を
結
成
し
、

７
月
に
２
０
０
０
頭（
匹
）も
の

ホ
タ
ル
を
採
っ
て
、
同
会
の
役

員
な
ど
一
行
４
名
が
持
参
来
町

し
、
遊
水
公
園
に
ネ
ッ
ト
を
張

っ
て
放
虫
し
た
が
、
美
し
い
輝

き
に
連
日
多
く
の
町
民
に
感
動

を
与
え
た
。

　

町
で
は
担
当
者
、
ふ
る
里
づ

く
り
懇
話
会（
平
成
13
年
度
解
散
）

の
ス
タ
ッ
フ
が
辰
野
町
関
係
者

の
指
導
を
受
け
、
朝
陽
を
中
心

に
養
殖
活
動
を
続
け
、
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）に
は
、
環
境

庁
の
補
助
事
業（
ホ
タ
ル
の
里

整
備
事
業
）に
よ
り
水
路
・
遊

歩
道
・
休
憩
施
設
等
を
整
備
し

自
前
の
ホ
タ
ル
観
賞
会
を
毎
年

開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇
国
際
交
流

　

本
町
の
国
際
交
流
は
、
昭
和

40
年
代
以
来
、
海
外
視
察
研
修

を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た

が
、
そ
の
後
英
語
指
導
助
手
の

配
置
、
士
幌
高
校
の
文
化
交
流

事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）に
は
、
東
京
連
絡
事

務
所
の
若
杉
勝
利
連
絡
員
の
仲

介
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
の
通

商
代
表
部
商
務
参
事
官
ス
タ
ニ

ス
ラ
ウ
・
フ
ィ
リ
ペ
ッ
ク
氏
が

来
町
し
農
業
や
産
業
な
ど
を
視

察
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
交
流

提
起
が
あ
り
、
同
国
大
使
館
と

協
議
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド　

ニ
ポ
ロ
ミ
ッ
ツ
ェ
市
と
の
交
流

で
ま
と
ま
り
、
翌
年
度
士
幌
町

か
ら
町
長
以
下
10
名
と
東
京
士

幌
会
か
ら
11
名
の
総
勢
21
名
で

視
察
団
を
編
成
し
６
月
30
日
か

ら
７
月
11
日
に
か
け
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪

問
を
行
っ
た
。

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）に

は
、
ニ
ポ
ロ
ミ
ッ
ツ
ェ
市
よ
り
、

市
長
、
副
市
長
、
市
議
会
議
員

ら
一
行
５
名
が
来
町
し
、
町
内

視
察
や
町
民
と
の
交
流
が
行
わ

れ
今
後
の
交
流
展
開
を
確
認
し

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
本
町
か
ら
は
議
会

議
員
等
が
同
市
訪
問
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

は
文
化
交
流
団
が
来
町
し
て
い

る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）９

月
５
日
付
で
今
後
の
交
流
推
進

に
向
け
た
覚
書
の
交
換
を
行
っ

た
が
翌
年
度
以
降
の
交
流
は
な

い
。

　

士
幌
町
農
協
関
係
を
中
心
に

中
国
華
西
村
と
の
交
流
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
１
９
９
６
年

（
平
成
８
年
）と
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）に
友
好
視
察
団
が
来

町
し
、
本
町
か
ら
も
１
９
９
６

年（
平
成
８
年
）に
農
業
訪
中
団

が
、
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

に
は
民
間
交
流
団（
篠
原
昇
好

団
長
）22
名
が
同
村
を
訪
れ
た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）パ

ラ
グ
ア
イ
駐
日
大
使
お
よ
び
北

海
道
パ
ラ
グ
ア
イ
協
会
か
ら
パ

ラ
グ
ア
イ
イ
グ
ア
ス
市
と
の
国

際
交
流
の
紹
介
を
受
け
、
７
月

11
日
か
ら
21
日
に
小
林
町
長
、

加
納
町
議
会
議
長
、
髙
橋
Ｊ
Ａ

士
幌
町
代
表
理
事
組
合
長
ほ
か

５
名
に
よ
り
現
地
事
情
調
査
を

含
む
南
米
訪
問
を
実
施
し
た
。

翌
年
２
月
４
日
に
は
、
イ
グ
ア

ス
市
か
ら
の
訪
問
団
と
し
て
ロ

ベ
ル
ト
・
ラ
ミ
レ
ス
市
長
、
河

野
敏
明
市
議
会
議
長
、
福
井
一

朗
日
本
人
会
会
長
、
山
下
卓
一

農
協
総
務
担
当
理
事
が
来
町
し
、

情
報
交
換
・
住
民
相
互
の
訪
問

な
ど
今
後
の
交
流
促
進
向
け
た

覚
書
を
取
交
わ
し
た
。

◇
子
供
た
ち
の
交
流

　

長
い
歴
史
を
誇
る
新
田
小
学

校
と
神
奈
川
県
川
崎
市
の
下
河

原
小
学
校
を
は
じ
め
、
佐
倉
小

学
校
と
千
葉
県
佐
倉
市
、
上
居

辺
小
学
校
と
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
、

都
市
交
流
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
士
幌
町
・
美
濃
市
児
童

新田小学校と下河原小学校の交流
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交
流
事
業
は
、
２
０
０
９
年(

平
成
21
年)

で
７
回
目
を
迎
え
、

士
幌
小
学
校
・
中
士
幌
小
学
校
・

北
中
音
更
小
学
校
・
下
居
辺
小

学
校
・
西
上
音
更
小
学
校
５
校

の
６
年
生
44
人
が
美
濃
市
を
訪

れ
た
。
美
濃
市
で
は
、
士
幌
町

と
は
異
な
る
自
然
や
町
並
み
、

そ
し
て
文
化
や
歴
史
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
美
濃
市
児
童
１
５
８

人
が
本
町
を
訪
れ
士
幌
町
の
産

業
や
開
拓
の
歴
史
等
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
体
験
活

動
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
９
年(

令
和
元
年)

に
17
回
目
を
迎
え
、
士
幌
小
学

校
・
中
士
幌
小
学
校
２
校
の
６

年
生
43
人
が
美
濃
市
を
訪
問
し
、

美
濃
市
児
童
99
人
が
本
町
を
訪

れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
毎
年
多
く
の
府
県

の
高
校
、
大
学
等
か
ら
も
農
業

実
習
な
ど
の
た
め
本
町
を
訪
れ
、

長
い
交
流
の
歴
史
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。

　
◇
物
産
展
な
ど

　

毎
年
、
関
東
、
関
西
方
面
の

都
市
を
中
心
に
５
か
所
程
度（
札

幌
・
東
京
・
川
崎
・
大
阪
・
美

濃
）で
都
市
物
産
展
を
開
催
し

本
町
物
産
の
試
食
・
販
売
・
Ｐ

Ｒ
を
通
じ
、
現
地
関
係
者
、
住

民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
、
美
濃
市
産
業
祭
に
お

い
て
、
士
幌
町
の
特
産
品
の
販

売
・
試
食
・
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
現

地
関
係
者
お
よ
び
住
民
と
交
流

を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
会
員
制
度

「
お
い
し
さ
直
行
便
」事
業
を
開

始
し
、
士
幌
町
と
町
の
特
産
物

を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
、
都

市
住
民
を
会
員
と
す
る
特
産
品

の
直
送
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
１
９
９
９

年（
平
成
11
年
）を
も
っ
て
中
止

し
た
。

▽
物
産
展
の
主
な
出
展
品

　

美
濃
市　
　

美
濃
市
産
業
祭

　

・
主
な
出
展
品

　

馬
鈴
し
ょ
、
豆
類
、
片
栗
粉
、

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
ジ
ャ
ム
他

チ
セ
・
フ
レ
ッ
プ（
山
小
屋
）

　

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）に

「
士
幌
自
由
大
学
」が
開
か
れ
、

北
大
の
恵
迪
寮
生
が
参
加
し
、

地
元
の
青
年
た
ち
と
語
っ
た
夢

が
、
町
・
農
協
・
地
元
業
者
の

協
力
で
、
１
９
７
８
年（
昭
和

53
年
）に
実
現
し
た
。
当
時
の

町
広
報
の
表
紙（
11
月
号
）に
も

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）９
月
に
は
、
士
幌
小

屋
チ
セ
・
フ
レ
ッ
プ
設
立
40
周

年
記
念
式
典
が
町
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
町
民
や
、
設
立
時
の

関
係
者
、
北
大
恵
迪
寮
生
な
ど

約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。
北

大
恵
迪
寮
生
は
２
０
１
３
年（
平

成
25
年
）か
ら
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
を

開
催
し
、
長
期
休
業（
春
・
夏
・

冬
）中
の
小
中
学
生
に
、
宿
題

な
ど
の
勉
強
を
教
え
た
り
、
科

学
実
験
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
読
書

な
ど
を
通
し
て
ワ
イ
ワ
イ
と
楽

し
く
交
流
が
図
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
大
好
評
を
得
て
い
る
。

ふ
る
里
づ
く
り
活
動

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）に

発
足
し
た「
ふ
る
里
づ
く
り
懇

話
会
」は
、
消
滅
し
つ
つ
あ
る

身
近
な
動
植
物
を
保
護
育
成
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
た
新
し
い
産
品
等
の
開

発
を
考
え
、
心
豊
か
な
ふ
る
里

づ
く
り
を
進
め
る
目
的
で
町
民

有
志
に
よ
る
民
間
組
織
と
し
て

活
動
し
、
こ
れ
ま
で
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
果
実
酒
等
の
試
作
、

高
山
植
物
の
増
殖
、
探
鳥
会
、

ホ
タ
ル
の
増
殖
な
ど
を
続
け
成

果
を
あ
げ
た
。
そ
の
他
、
キ
ム

チ
、
手
打
ち
そ
ば
の
講
習
、
野

菜
等
の
栽
培
実
験
、
水
生
生
物

調
査
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
イ
チ
ャ

ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
等
活
動
の

巾
を
広
げ
た
ふ
る
里
づ
く
り
の

実
践
を
し
て
い
た
が
、
２
０
０

２
年（
平
成
14
年
）３
月
で
解
散

と
な
っ
た
。

株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ

の
設
立

　

町
で
は
、
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）か
ら
国
の
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
活
用
し
、「
し
ほ

ろ
創
生
賑
わ
い
創
出
事
業
」と

し
て
観
光
振
興
活
性
化
事
業
を

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度
ま

チセ・フレップ

で
の
３
か
年
事
業
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
中
で
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
新「
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」

と
連
動
さ
せ
、
＂
も
の
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
発
信
＂
を

テ
ー
マ
に
若
手
人
材
の
育
成
や

新
商
品（
特
産
品
）の
開
発
・
販

売
を
担
う
新
会
社
を
２
０
１
８

年（
平
成
30
年
）４
月
に
設
立
し

た
。

　

こ
の
会
社
で
は
、
次
の
事
業

を
行
う
。　

①
も
の
づ
く
り
／
・
特
産
品
の

企
画
・
開
発
・
農
畜
産
物
加
工

研
修
施
設
の
運
営
・
特
産
品
の

製
造
・
販
売

②
ひ
と
づ
く
り
／
・
若
手
人
材

の
支
援
・
育
成
・
各
種
認
証
取

得
支
援
・
町
内
労
働
力
確
保
の

推
進

③
ま
ち
発
信
／
・
士
幌
町
Ｐ
Ｒ

活
動
・
特
産
品
の
販
売
促
進

▽
代
表
取
締
役　

加
納　

曻

農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設

「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」

　
「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」（
町
内

の
小
学
生
に
よ
る
公
募
で
名
称

が
決
定
）は
、
旧「
道
の
駅
ピ
ア

21
し
ほ
ろ
」の
建
物
を
改
修
し
、

２
０
１
９（
令
和
元
年
）４
月
に
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化
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
退
任
後
に
本
町
で
就

業
さ
れ
、
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、

今
後
の
町
づ
く
り
の
人
材
と
し

て
期
待
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付（
ふ
る
さ
と

納
税
感
謝
特
典
贈
呈
事
業
）

　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対

し
て
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
）を

す
る
と
、ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
）

額
の
う
ち
、
一
定
の
上
限
ま
で
、

原
則
と
し
て
所
得
税
・
個
人
住

民
税
か
ら
２
０
０
０
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
控
除
さ
れ
る
。

完
成
。
士
幌
高
校
に
併
設
し
て

い
る
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー

の
研
修
部
門
を
移
行
し
、「
手
軽

に
」「
多
目
的
に
」「
よ
り
便
利
に
」

利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
同
年

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

農
畜
産
品
、
乳
加
工
品
を
製

造
す
る
３
つ
の
加
工
室
の
ほ
か
、

最
大
45
名
利
用
可
能
な
パ
ー
テ

ィ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
、
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
講
演
会
や
イ
ベ

ン
ト
に
利
用
で
き
る
。

　

女
性
団
体
や
女
性
農
業
者
の

利
用
が
多
く
、
あ
ん
こ
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
や
パ
ン
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
学
生
が
町
産
野
菜
を
使

っ
て
ピ
ザ
や
ス
ー
プ
を
調
理
す

る
な
ど
、
食
農
体
験
学
習「
大

地
く
ん
と
学
ぼ
う
」に
も
使
わ

れ
て
い
る
。

　

施
設
は
、
町
づ
く
り
会
社
の

㈱
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
が
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
し
、
研
修
の
受

付
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

士
幌
町
食
と
観
光
大
使

　

町
で
は
、
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）７
月
に
本
町
出
身
で

演
歌
歌
手
の
中
村
仁
美（
当
時

芸
名　

戸
川
よ
し
乃
）を「
士
幌

町
食
と
観
光
大
使
」に
任
命
し
た
。

歌
手
活
動
を
通
じ
て
全
国
に
士

幌
町
の
食
と
観
光
の
魅
力
発
信

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）10

月
に
は
、
十
勝
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
す
る「
と
か
ち
観
光

大
使
」に
も
任
命
さ
れ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都

市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条

件
不
利
地
域
に
移
住
し
て
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開

発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お

こ
し
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ

の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど
の「
地

域
協
力
活
動
」を
行
い
な
が
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
取
組
で
、
任
期
は
１
年
〜

３
年
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）の
３
人
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
現
在
ま
で
に
12
人
の
隊

員
が
、
特
産
品
開
発
・
移
住
促

進
・
観
光
促
進
・
情
報
発
信
・

ふ
る
さ
と
納
税
・
地
域
イ
ベ
ン

ト
で
の
活
動
な
ど
、
町
の
活
性

食と観光大使　中村　仁美

初代地域おこし協力隊

ふるさと納税返礼品

しほろキッチン（農産物加工研修施設）

　

本
町
に
お
い
て
も
２
０
１
５

年（
平
成
27
年
）６
月
か
ら
開
始

し
、
多
く
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、

町
づ
く
り
事
業
に
活
用
し
て
い

る
。
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１
、
保
健

第二章  保健と医療
人
口
の
自
然
増
減
の
変
化

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）か

ら
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）ま

で
の
10
年
間
に
お
け
る
本
町
の

平
均
人
口
は
７
１
０
１
人
で
、

そ
れ
以
前
の
10
年
間（
昭
和
55

年
〜
平
成
元
年
）の
平
均
７
１

３
０
人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
２
０
１
０
年（
平

成
22
年
）か
ら
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）ま
で
の
10
年
間
の
平

均
人
口
は
６
３
２
８
人
で
、
そ

れ
以
前
の
10
年
間（
平
成
12
年

〜
平
成
21
年
）の
平
均
６
８
２

８
人
と
比
べ
、
５
０
０
人
減
っ

て
い
る
、
こ
れ
は
死
亡
が
出
生

を
上
回
る
自
然
減
と
、
転
出
者

が
多
い
、
社
会
減
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
。

　

全
国
的
な
少
子
化
の
進
行
は

本
町
の
出
生
数
の
減
少
に
も
み

ら
れ
、
こ
こ
10
年
間
の
平
均
出

生
数
は
45
人（
年
間
）で
そ
の
前

の
10
年
平
均（
62
人
）よ
り
17
人

減
少
し
た
。

　

一
方
死
亡
数
で
は
、
２
０
１

０
年（
平
成
22
年
）か
ら
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）ま
で
の
10
年

間
に
お
け
る
平
均
は
、
86
人
と
、

前
の
10
年
間
で
平
均
よ
り
20
人

増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
こ

10
年
間
の
平
均
で
41
人
ま
で
減

少
す
る
自
然
減
の
増
加
と
な
っ

た
。（
表‒

１
、
図‒

１
参
照
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　

町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
町

民
の
健
康
の
維
持
増
進
と
保
健

衛
生
の
向
上
に
職
員
ス
タ
ッ
フ

一
同
が
相
談
・
訪
問
指
導
業
務

な
ど
に
つ
と
め
る
一
方
、
健
康

づ
く
り
推
進
員
と
連
携
し
、
毎

年
行
っ
て
き
た
総
合
検
診
の
ほ

か
新
規
事
業
と
し
て
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）か
ら
は
大
腸
が

ん
検
診
を
始
め
た
。
ま
た
、
１

９
９
５
年（
平
成
７
年
）か
ら
は

北
斗
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
脳

ド
ッ
ク
検
診
事
業
を
開
始
し
た
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
で
は
常
に
定
員

（
当
初
２
０
０
人
〜
現
在
50
人
）

い
っ
ぱ
い
の
１
０
０
％
受
診
と

な
り「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」「
Ｍ
Ｒ
Ａ
」等
の

検
査
で
脳
動
脈
瘤
と
診
断
さ
れ

手
術
す
る
人
も
多
く
１
９
９
７

年（
平
成
９
年
）で
は
10
人
が
手

術
を
受
け
て
い
る
ほ
か
毎
年
多

く
の
方
が
再
検
、
精
検
後
に
治

療
、
指
導
等
を
受
け
て
い
る
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

か
ら
は
、
帯
広
厚
生
病
院
の
協

力
を
得
て
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

人口の自然増減
表－１� （単位：人）

人　口
出　生 死　亡 自然増減

人　数 １万人当り 人　数 １万人当り 人　数 １万人当り

H ２年～ 11 年
までの 10 年平均 7,101 64 90 62 87 2 3

H12 年～ 21 年まで
の 10 年平均 6,828 62 91 66 97 △４ △6

H22 年～ R 元年まで
の 10 年平均 6,328 45 71 86 136 △ 41 △ 64
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図－1 出生・死亡者数の推移

� （単位：人）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

 出生数 82 55 60 70 60 42 37

 死亡者 61 63 51 74 72 96 83

町民保健センター

た
。
町
で
は
内
容
を
充
実
し
て

同
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

か
ら
、
心
身
障
害
者
の
た
め
の
、

心
の
デ
イ
ケ
ア
と
し
て「
ぬ
く

も
り
デ
イ
ケ
ア
」を
新
し
い
事

業
と
し
て
始
め
た
。

　

保
健
婦
は
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）度
で
１
名
増
員
し
４
名
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度
、

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

更
に
介
護
保
険
の
開
始
に
向
け

て
対
応
す
る
た
め
新
た
に
２
名

増
員
し
て
６
名
と
し
、
栄
養
士

も
１
名
か
ら
２
名
体
制
と
し
た
。

　

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
も

つ
介
護
福
祉
士
１
名
と
、
保
健

婦
２
名
が
配
置
さ
れ
、
介
護
相

談
の
窓
口
と
し
て
活
動
し
て
い

た
。

　

総
合
検
診
は
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）度
か
ら
今
ま
で
の
方

式
を
変
更
し
て
日
帰
り
人
間
ド

ッ
ク
方
式
と
成
人
病
検
診
方
式

に
切
り
替
え
町
立
国
保
病
院
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
が
ん
検
診
を
、

対
が
ん
協
会
に
委
託
し
て
実
施

し
て
き
た
が
人
数
制
限
も
あ
り
、

ま
た
、
町
立
病
院
の
運
営
収
益

を
始
め
た
。

　

健
康
を
守
る
た
め
の
予
防
教

室
等
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
る

が
高
脂
血
症
予
防
教
室
を
１
９

９
２
年（
平
成
４
年
）度
か
ら
、

ま
た
、
健
康
啓
蒙
活
動
と
し
て

健
康
ま
つ
り
で
の
健
康
づ
く
り

推
進
員
に
よ
る
寝
た
き
り
予
防

お
よ
び
痴
呆（
現
・
認
知
症
）予

防
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ニ
劇
の

開
催
な
ど
積
極
的
な
活
動
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　

道
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
た
母
子
保
健
事
業
が
１
９

９
７
年（
平
成
９
年
）よ
り
町
に

移
管
さ
れ
、
１
歳
６
か
月
検
診

お
よ
び
３
歳
児
検
診
等
が
新
し

く
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
始
さ
れ

の
向
上
を
図
る
目
的
も
あ
っ
て
、

結
核
検
診
な
ど
も
含
め
病
院
に

一
元
化
し
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
を
北
斗

病
院
と
の
連
携
に
よ
り
始
め
た
。

　

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）に

建
設
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

福
祉
村
建
設
の
核
と
し
て
建
設

中
の
国
保
病
院
、
総
合
福
祉
施

設
と
接
合
さ
せ
る
た
め
２
０
０

０
年（
平
成
12
年
）度
で
曳
家（
ひ

き
や
）工
事
が
行
わ
れ
た
。

（
※「
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
」

が
改
正
さ
れ
、
２
０
０
２
年（
平

成
14
年
）３
月
か
ら
看
護
婦
・

看
護
士
が「
看
護
師
」に
、
保
健

婦
・
保
健
士
が「
保
健
師
」に
統

一
さ
れ
た
。）

健
康
づ
く
り

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
保
健

行
政
部
門
に
つ
い
て
、
保
健
課

を
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）に

立
ち
上
げ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
で
実
施
し
て
い
る
。

　

町
民
の
健
康
の
維
持
増
進
と

保
健
衛
生
の
向
上
に
向
け
て
は
、

保
健
師
・
栄
養
士
を
中
心
と
し

て
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た「
健
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険
者
の
後
期
高
齢
者
医
療
支
援

金
を
調
整（
加
算
・
減
算
）す
る

と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
、
自
助
努
力
を
行
え
ば
支
援

金
を
減
ら
せ
る
と
の
施
策
を
導

入
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に

即
し
た
対
策
を
計
画
し
、
健
康

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

▽
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

・
健
康
教
育（
地
区
健
康
講
座
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
・
こ
ど
も

料
理
教
室
な
ど
）

・
病
態
別
健
康
講
座

・
女
性
健
康
ま
つ
り

・
ミ
ニ
健
康
ま
つ
り

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

・
健
康
づ
く
り
講
演
会

各
種
健（
検
）診

　

特
定
健
康
診
査
は
、
町
で「
特

定
健
診
」と
し
て
実
施
し
て
い

る
が
、
対
象
者
は
士
幌
町
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
〜

74
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
そ
れ
以
外
を
対
象
と
し

た
、
人
間
ド
ッ
ク
、
健
診
等
も

実
施
し
て
い
る
。

▽
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

・
特
定
健
診（
30
歳
〜
74
歳
士

幌
町
国
保
加
入
者
）・
後
期
高

齢
者
健
診（
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
）

康
づ
く
り
推
進
員
」と
連
携
し
、

相
談
・
訪
問
指
導
業
務
な
ど
を
、

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）ま
で

実
施
し
て
き
た
が
、
国
は
増
え

続
け
る
医
療
費
の
抑
制
を
目
的

と
し
て
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
約
６
割
を
占
め
る
生
活
習
慣

病
に
着
目
し
た
、「
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
」い
わ
ゆ

る『
メ
タ
ボ
健
診
』を
２
０
０
８

年（
平
成
20
年
）４
月
よ
り
導
入
、

各
健
康
保
険
の
保
険
者
に
定
め

た
数
値
目
標
を
達
成
し
、
メ
タ

ボ
の
該
当
者
お
よ
び
予
備
群
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

国
は
、
健
診
の
受
診
率
や
メ

タ
ボ
の
改
善
度
と
い
う
目
標
達

成
状
況
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
・
マ

イ
ナ
ス
10
％
の
範
囲
内
で
各
保

・
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク（
30
歳

以
上
の
町
民
）

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診（
40
歳
以
上
の

町
民
）

・
脳
ド
ッ
ク（
30
歳
〜
64
歳
の

町
民
）

・
各
種
が
ん
検
診（
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

な
ど
）

母
子
保
健
事
業

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
乳
幼
児
健
診
な
ど
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）８
月
に
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
母

子
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）を
開

設
し
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
に

お
け
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
一
般
開
放
に
あ
た

り
、
愛
称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、

計
13
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら「
マ
ミ
ー
ル
ー
ム

Yosuga‒

よ
す
が‒
」（
身
や
心

を
寄
せ
て
頼
り
と
す
る
所
）と

し
て
同
年
９
月
25
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

▽
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

・
乳
児
健
診（
生
後
４
か
月
〜

５
か
月
児
・
10
か
月
〜
11
か
月

児
）・
幼
児
健
診（
１
歳
６
か
月
児
・

３
歳
児
）

・
フ
ッ
素
塗
布
歯
科
検
診（
１

歳
７
か
月
〜
４
歳
未
満
）・
も

ぐ
も
ぐ
教
室（
生
後
７
か
月
前
後
）

・
赤
ち
ゃ
ん
相
談（
１
歳
ま
で
）・

頑
張
り
マ
マ
の
運
動
教
室（
子

育
て
中
の
マ
マ
）、
パ
パ
マ
マ

教
室

新
た
な
感
染
症

　

全
世
界
で
４
千
万
人
も
の
死

者
を
出
し
た
、
１
９
１
８
年
の

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
通
称「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」）以
降
、

被
害
の
大
き
な
感
染
症
の
流
行

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、

２
０
０
２
年
に
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）で
は
ア

ジ
ア
や
カ
ナ
ダ
を
中
心
に
感
染

が
拡
大
、
２
０
１
２
年
に
中
東

呼
吸
器
症
候
群（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）で

は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
国
々
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
な
ど
に
感
染

が
拡
大
し
、
い
ず
れ
も
ま
だ
、

治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
症
療
法
で
の
対
応
と
な
っ
て

い
る
。
幸
い
に
も
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
も
日
本
に
は
入
っ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
２
０
０
９

年（
平
成
21
年
）新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）が
国

内
で
も
発
生
し
、
本
町
で
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部

を
設
置
し「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」を
策
定
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
各

公
共
機
関
に
手
指
消
毒
薬
や
マ

ス
ク
等
の
配
置
お
よ
び
広
報
や

新
聞
折
り
込
み
に
よ
る
町
民
へ

の
情
報
提
供
並
び
に
予
防
接
種

等
の
対
策
を
行
っ
た
。

　

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
と
同
じ
弱

毒
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
現

在
で
は
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
一
つ
と
し
て
対
策
が

取
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
で
の
予
防
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｈ
５
Ｎ

１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス（
強
毒
型
）で
は
、
致
死
率

が
５
〜
15
％
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）末

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒

19
）が
中
国
を

中
心
に
感
染
拡
大
し
、
ス
ペ
イ

ン
か
ぜ
当
時
と
は
違
い
、
交
通

機
関
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
世
界

中
に
拡
大
し
、
世
界
保
健
機
関

女性健康まつり
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（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）３
月
11
日
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
宣
言
を
行
っ
た
。

　

日
本
で
も
３
月
26
日
に
政
府

が
対
策
本
部
を
設
置
し
、
４
月

７
日
に
は
、
７
都
府
県
に
緊
急

事
態
宣
言
、
４
月
16
日
に
は
13

都
道
府
県
、
５
月
４
日
に
は
感

染
拡
大
を
受
け
、
全
国
に
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。

　

北
海
道
で
は
、
１
月
28
日
に

中
国
武
漢
か
ら
の
旅
行
者
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
感
染

者
が
全
道
の
広
い
地
域
で
確
認

さ
れ
、
北
見
市
内
で
は
集
団
感

染
の
例
も
あ
り
、
北
海
道
独
自

で
鈴
木
知
事
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
が
２
月
28
日
に
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
態
に
よ
り
、
学
校
の

休
校
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
テ

レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）の
推
奨
、

飲
食
店
等
へ
の
外
出
自
粛
、
往

来
自
粛
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、

社
会
生
活
の
制
限
が
な
さ
れ
、

経
済
活
動
の
萎
縮
な
ど
、
社
会

生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
の
影
響

が
大
き
く
み
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
北
海
道

に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
て
、
３
月
２
日
付
で
対
策
本

部
を
設
置
し
、
感
染
対
策
を
図

る
と
共
に
、
広
報
等
に
よ
り
感

染
拡
大
防
止
に
向
け
た
情
報
、

町
の
対
応（
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、

公
共
施
設
の
閉
鎖
）な
ど
の
周

知
を
図
っ
た
。
５
月
25
日
に
は

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
解
除

さ
れ
た
が
、
感
染
は
世
界
的
に

も
広
が
り
、
死
者
も
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）１

月
に
は
、
東
京
・
千
葉
・
神
奈

川
な
ど
の
１
都
３
県
に
緊
急
事

態
宣
言
が
２
月
７
日
ま
で
再
度

発
出
さ
れ
、
同
13
日
に
は
、
大

阪
・
京
都
を
含
む
１
都
２
府
８

県
に
拡
大
さ
れ
、
同
２
月
７
日

に
は
、
１
都
２
府
７
県
に
３
月

７
日
ま
で
期
間
の
延
長
が
な
さ

れ
た
。
２
月
26
日
に
は
、
区
域

の
変
更
が
な
さ
れ
１
都
３
県
に

変
更
、
３
月
５
日
に
は
期
間
を

３
月
21
日
ま
で
延
長
と
し
、
21

日
で
緊
急
事
態
の
終
了
と
な
っ

た
。
２
月
現
在
累
計
で
40
万
人

以
上
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
死

者
も
累
計
で
６
千
人
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
医
療
施
設
・
福

祉
施
設
・
障
が
い
者
施
設
等
で

の
集
団
感
染
も
起
こ
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

４
月
に
入
り
、
感
染
者
が
再

度
首
都
圏
等
で
増
え
て
来
た
こ

と
か
ら
、
同
月
23
日
、
１
都
２

士幌町国民健康保険病院

と
な
っ
た
。

　

町
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
下

は
勿
論
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
期
間
に
お
い
て
も
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
感
染
防
止
対
策
の

徹
底
、
住
民
周
知
等
を
図
っ
て

き
た
が
、
町
内
で
の
感
染
者
が

発
生
し
た
。
幸
い
少
数
の
感
染

者
で
済
ん
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
限
ら
ず
、

気
候
変
動
等
に
伴
い
新
た
な
感

染
症
の
危
険
も
潜
ん
で
い
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で

も
な
く
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
・

共
生
）に
向
け
た
生
活
様
式
や

体
制
な
ど
を
ワ
ク
チ
ン
、
特
効

薬
の
開
発
と
と
も
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ち
な
み
に
日
本
国
内
に
お
け

る
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）９

月
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
累
計
感
染
者
数
は
１

６
９
万
人
以
上
、
死
亡
者
は
１

万
７
０
０
０
人
以
上
と
な
っ
て

い
る
。

府
１
県
に
対
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言

を
発
出
。
区
域
の
拡
大
と
期
間

の
延
長
が
な
さ
れ
、
５
月
14
日

に
は
、
同
月
16
日
よ
り
１
都
２

府
１
道
５
県
と
北
海
道
に
も
拡

大
さ
れ
た
が
、
６
月
21
日
に
は
、

沖
縄
県
を
除
き
解
除
と
な
っ
た
。

　

７
月
８
日
沖
縄
県
へ
の
期
間

の
延
長
と
東
京
都
に
対
し
、
第

４
次
と
な
る
緊
急
事
態
宣
言
が

７
月
12
日
か
ら
８
月
22
日
ま
で

宣
言
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
１

年
延
長
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
ほ
ぼ
無
観
客
開
催
が

決
定
す
る
な
ど
異
常
な
事
態
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

７
月
30
日
に
は
、
８
月
31
日

ま
で
と
す
る
、
期
間
の
延
長
と

１
都
１
府
４
県
へ
の
区
域
変
更

が
な
さ
れ
た
。
同
月
17
日
に
は

９
月
12
日
ま
で
と
す
る
期
間
の

延
長
と
１
都
１
府
９
県
へ
の
区

域
変
更
が
な
さ
れ
た
。
同
月
25

日
に
は
、
北
海
道
を
含
む
１
都

２
府
１
道
17
県
へ
の
区
域
変
更

が
な
さ
れ
た
。
９
月
９
日
に
は
、

同
月
30
日
ま
で
と
す
る
期
間
の

延
長
と
、
１
都
２
府
１
道
15
県

へ
の
区
域
の
変
更
が
な
さ
れ
、

同
月
28
日
に
９
月
30
日
を
も
っ

て
緊
急
事
態
が
終
了
す
る
こ
と

２
、
医
療

町
内
唯
一
の
医
療
施
設

　

農
協
か
ら
移
管
し
、
公
立
医

療
施
設
と
し
て
65
年
を
迎
え
る

士
幌
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

は
、
医
師
確
保
や
事
業
経
営
で

苦
労
を
繰
り
返
し
な
が
ら
歯
科

以
外
で
は
、
町
内
唯
一
の
医
療
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機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

医
師
体
制
は
、
病
院
規
模
な

ど
か
ら
考
え
る
と
常
勤
３
人
体

制
で
も
良
と
考
え
る
が
、
減
員

に
な
っ
た
場
合
の
診
療
体
制
・

当
直
体
制
を
考
え
る
と
常
勤
４

人
体
制（
内
科
中
心
）を
維
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

札
幌
医
大
か
ら
の
派
遣
と
嘱
託

医
な
ど
を
加
え
ほ
ぼ
４
〜
５
人

を
確
保
し
て
き
た
。
し
か
し
、

整
形
外
科
医
・
外
科
医
の
不
在
、

更
に
内
科
医
も
交
代
、
加
え
て

帯
広
・
音
更
方
面
で
の
大
型
病

院
の
開
業
、
近
代
化
に
と
も
な

い
町
立
病
院
離
れ
が
進
み
、
専

門
医
、
総
合
病
院
等
の
多
い
帯

広
・
音
更
へ
の
患
者
流
出
が
続

い
て
い
る
。

　

医
療
技
術
の
向
上
に
並
行
し

て
精
度
の
高
い
医
療
機
器
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
立
病

院
に
お
い
て
も
計
画
的
設
備
整

備
を
行
い
、
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）に
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ

を
導
入
、
そ
の
後
も
超
音
波
診

断
装
置
の
配
備
と
Ｘ
線
テ
レ
ビ

装
置
の
更
新
な
ど
高
度
な
医
療

提
供
を
は
か
る
た
め
順
次
整
備

を
図
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）か

ら
訪
問
看
護
を
開
始
し
、
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度

に
合
わ
せ
る
た
め
、
１
９
９
９

年（
平
成
11
年
）10
月
か
ら
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

独
立
し
保
健
セ
ン
タ
ー
で
業
務

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
病
院
で
の
看
護
師
不
足
な
ど

か
ら
、２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

３
月
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
廃
止
し
、
病
院
内
で
の
訪

問
看
護
事
業
と
し
て
再
開
し
た
。

　

１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）６

月
か
ら
高
山
俊
一
の
後
任
と
し

て
病
院
長
に
就
任
し
た
照
山
卓

爾
は
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

３
月
定
年
退
職
し
帯
広
市
へ
転

出
し
た
。
後
任
の
院
長
に
は
、

道
東
勤
医
協
桜
ヶ
岡
病
院（
釧

路
市
）に
勤
務
し
て
い
た
奥
山

敬
内
科
医
が
同
年
４
月
に
就
任

し
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）４

月
に
は
、
は
じ
め
て
理
学
療
法

士
を
採
用
配
置
し
、
機
能
訓
練

部
門
の
強
化
を
は
か
っ
た
。

　

福
祉
村
計
画
に
よ
り
１
９
９

９
年（
平
成
11
年
）８
月
に
着
工

し
た
病
院
の
改
築
は
、
翌
年
12

月
に
竣
工
し
、
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）２
月
に
落
成
記
念
式

典
を
挙
行
後
、
供
用
を
開
始
し

た
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）３

月
よ
り
病
床
数
60
床
に
よ
り
新

病
院
で
診
療
が
開
始
さ
れ
た
が
、

同
年
４
月
か
ら
の
院
長
は
、
副

院
長
で
あ
っ
た
整
形
外
科
の
石

橋
医
師
が
就
任
、
ま
た
、
北
大

医
学
部
の
眼
科
学
講
座
よ
り
医

師
の
派
遣
を
受
け
週
１
度
の
眼

科
診
療
も
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）３

月
に
は
病
床
を
一
般
病
床
40
床
・

療
養
病
床
20
床
へ
と
変
更
、
２

０
０
４
年（
平
成
16
年
）４
月
に

は
、
道
を
退
職
し
た
岡
田
克
良

が
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
着
任
、
病
院
改
革
を
推

進
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
石
橋

院
長
と
の
確
執
が
生
じ
、
一
時

は
岡
田
セ
ン
タ
ー
長
に
対
し
、

病
院
内
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止

す
る
騒
動
も
起
こ
っ
た
。
同
年

10
月
に
は
、
国
方
針
に
基
づ
き

医
薬
分
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
病

院
に
お
け
る
外
来
投
薬
に
つ
い

て
は
、
院
外
の
薬
局
に
よ
り
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年

11
月
末
に
は
、
石
橋
院
長
が
退

任
、
後
任
に
は
、
当
時
副
院
長

で
あ
っ
た
池
田
医
師
が
、
院
長

代
理
と
し
て
院
長
業
務
を
引
き

継
い
だ
。

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）５

月
、
道
立
寿
都
病
院
の
院
長
で

あ
っ
た
安
達
医
師
が
道
か
ら
の

派
遣
に
よ
り
院
長
と
し
て
着
任
、

当
時
医
師
住
宅
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
中
士
幌
地
区
の

一
軒
家
を
借
用
し
居
住
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
縁
で
、

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）12
月

に
国
保
病
院
中
士
幌
応
援
団
が

設
立
さ
れ
た
。

　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）３

月
に
は
、
３
人
の
医
師
が
１
度

に
退
職
、
年
休
の
消
化
に
よ
り

診
療
体
制
が
安
達
院
長
１
人
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

管
内
の
自
治
体
病
院
な
ど
の
応

援
を
受
け
る
な
ど
、
混
乱
が
生

じ
た
が
、
医
師
給
与
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、
４
月
か
ら
は
道

南
の
町
立
豊
浦
病
院
の
副
院
長

で
あ
っ
た
大
川
医
師
を
含
む
３

人
の
医
師
を
招
聘
し
、
常
勤
医

４
人
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）３

月
に
は
、
安
達
院
長
が
定
年
に

よ
り
退
職
、
４
月
よ
り
副
院
長

の
大
川
医
師
が
院
長
に
就
任
、

同
年
５
月
に
は
、
国
保
病
院
士

幌
応
援
団
が
設
立
さ
れ
、
当
時
、

道
よ
り
唐
突
に
示
さ
れ
た
自
治

体
病
院
の
再
編
案
に
対
し
、
中

士
幌
・
士
幌
両
応
援
団
よ
り「
国

保
病
院
の
存
続
に
関
す
る
要
望

書
」が
町
に
提
出
さ
れ
た
。

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）４

月
に
、
北
海
道
社
会
事
業
協
会

帯
広
病
院
の
協
力
に
よ
り
泌
尿

器
科
の
診
療
が
月
１
回
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）６

月
に
大
川
院
長
が
懲
戒
免
職
処

分（
の
ち
和
解
）と
な
り
当
時
、

士
幌
に
復
帰
し
て
副
院
長
だ
っ

た
池
田
医
師
が
、
院
長
代
理
に

就
任
、２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

１
月
に
は
院
長
に
正
式
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
池
田
院

長
も
定
年
を
３
度
延
長
し
、
２

０
２
０
年（
令
和
２
年
）３
月
に

退
任
、
４
月
か
ら
は
宮
西
内
科

医
師
が
院
長
に
就
任
し
、
診
療

国保病院医療機器
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に
あ
た
っ
て
い
る
。（
図‒

１
参

照
）

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）７

月
、
病
床
数
を
60
床
か
ら
10
床

減
床
し
、
一
般
病
床
の
み
の
50

床
に
変
更
し
た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）10

月
に
社
会
医
療
法
人
即
仁
会
医

業
経
営
研
究
所
の
竹
内
所
長
と

医
療
等
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を

締
結
、
病
院
経
営
問
題
と
医
師

確
保
対
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
受
け
、
今
ま
で
も
当
直

医
な
ど
の
派
遣
を
受
け
て
い
た
、

札
幌
医
科
大
学
の
呼
吸
器
・
ア

レ
ル
ギ
ー
内
科
学
講
座
よ
り
医

師
１
名（
１
年
交
代
）の
派
遣
を

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４
月

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
高
橋
教
授

が
令
和
元
年
度
で
退
官
と
な
り
、

ま
た
、
医
師
派
遣
制
度
の
関
係

で
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）３

月
末
を
も
っ
て
、
一
旦
医
師
の

派
遣
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
竹
内
医
療
等
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
所
属
す
る
社
会
医
療
法

人
即
仁
会
が
経
営
す
る
北
広
島

病
院
お
よ
び
札
幌
医
科
大
学
呼

吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
学
講

座
よ
り
短
期
医
師
の
派
遣
等
を

H2

院長

副院長

内科医師

内科医師

内科医師

内科医師 札幌医科大学（2～6か月交代）

2－2－2（町内唯一の医療施設）

札幌医科大学（1年交代）

安達博昭

安達博昭

安達博昭

井上紀雄

宮西秀二

宮西秀二

秋野公臣 隅　達則

諌山治彦徳永雄幸

池田和雄

池田和雄

（平成2年度以降）

池田和雄 大川　晃

大川　晃

遠藤芳夫草野　学栁川利正岩永健志松浦博志林　秀紀

岸田秀實

石徹白晶今田彰浩

守屋尚橘

守屋尚橘

髙橋克宗磯材泰之日下貴文

小池和宏石橋勇貴

石橋勇貴

石橋勇貴奥山　敬照山卓爾

石橋和宏

高山俊一

整形外科医師

外科医師

嘱託医師

医大派遣

医療参与

名誉院長

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
R元 R2 3

病院医師在勤一覧（図－1）図－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病院医師在勤一覧（平成２年以降）

（単位�: 人）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

 一日あたり入院患者数 55 34 29 42 42 41 36

 一日あたり外来患者数 207 171 140 149 122 95 69

10

60

110

160

210
（人）図－2

病院患者数の移りかわり病院患者数の移りかわり

表－１
士幌町国保病院（町村別・年齢別）入院患者の内訳
入院患者数（３月末）� （単位�: 人）

士幌町 上士幌町 音更町 その他 計

1990
( 平成２年） 48 12 0 2 62

2000
（平成 12 年） 31 1 1 0 33

2010
（平成 22 年） 42 3 0 0 45

2020
（令和 2 年） 27 2 0 2 31

年齢別（３月末）� （単位�: 人）

65 歳未満 65 ～ 70 71 ～ 80 81 以上 計

1990
( 平成２年） 12 5 26 19 62

2000
（平成 12 年） 3 3 6 21 33

2010
（平成 22 年） 0 3 7 35 45

2020
（令和 2 年） 2 1 5 23 31
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受
け
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
固
定
医
師
の
派
遣
が

望
ま
れ
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）３

月
末
現
在
の
入
院
数
は
31
人
で

病
床
数
50
床
に
対
し
62
％
、
30

年
前
、１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

の
同
時
期
に
比
べ
て
31
人
の
減

と
半
減
し
て
い
る
。
な
お
、
当

時
の
病
床
数
は
76
床
に
対
し
43

％
で
あ
っ
た
。（
表‒

１
参
照
）

　

一
日
あ
た
り
の
患
者
数
は
、

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）と
２

０
２
０
年（
令
和
２
年
）と
比
較

す
る
と
入
院
で
19
人
の
減
、
外

来
で
１
３
８
人
の
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
る
。（
図‒

２
、
表‒

２
参
照
）

　

病
院
事
業
会
計
は
、
町
民
福

祉
の
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

優
先
す
る
と
い
う
町
の
一
貫
し

た
姿
勢
か
ら
、
経
営
努
力
に
よ

っ
て
収
支
の
改
善
を
図
る
と
共

に
、
一
般
会
計
か
ら
毎
年
多
額

の
繰
入
を
し
て
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
き
た
が
、
国
の
医
療
政

策
、
医
師
の
異
動
な
ど
が
、
患

者
数
・
収
支
に
直
接
影
響
す
る

こ
と
が
多
い
。（
表‒

３
参
照
）

　

経
営
コ
ス
ト
の
低
減
を
は
か

る
た
め
業
務
の
一
部
を
民
間
委

託
と
し
、
現
在
、
医
事
業
務
、

給
食
業
務
の
一
部
の
ほ
か
清
掃

業
務
、
警
備
業
務
な
ど
を
民
間

委
託
す
る
な
ど
随
時
改
善
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
今
後
も
委
託

で
き
る
業
務
が
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

末
の
職
員
数
は
医
師
を
含
め
71

人
で
10
年
前
よ
り
10
人
の
増
と

な
っ
て
い
る
が
、
患
者
の
直
接

処
遇
職
員
の
増
加
が
主
な
も
の

で
あ
り
、
医
師
で
３
人
、
看
護

部
門
で
４
人
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

で
２
人
の
計
９
人
の
増
加
、
管

理
部
門
で
は
１
人
の
増
と
な
っ

て
い
る
。（
表‒

４
参
照
）

病
院
訴
訟
問
題

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）６

月
23
日
、
当
時
の
院
長
で
あ
る

大
川
医
師
を
懲
戒
免
職
処
分
と

し
た
直
接
的
な
原
因
は
、
職
務

遂
行
に
お
い
て
、
上
司
と
の
協

議
や
決
裁
を
受
け
ず
に
独
断
で

文
書
を
発
す
る
行
為
を
成
し
、

そ
の
中
に
は
、
不
適
切
・
不
穏

当
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
と
、
女
子
職
員
に
対
す
る
不

適
切
な
行
為（
セ
ク
ハ
ラ
）で
あ

っ
た
が
、
釧
路
地
方
裁
判
所
に

処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
て
提

訴
が
な
さ
れ
、
約
３
年
間
の
審

議
等
を
経
て
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）５
月
25
日
に
釧
路
地

方
裁
判
所
に
お
い
て
和
解
が
成

立
し
た
。

　

結
果
と
し
て
和
解
で
は
あ
る

が
、
裁
判
所
は
、
原
因
は
大
川

元
院
長
側
に
あ
る
が
、
町
の
処

分
で
あ
る
懲
戒
免
職
は
処
分
が

重
す
ぎ
る
と
の
判
断
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
、
本
人
の
行
動

等
に
よ
り
、
病
院
職
員
、
町
議

会
か
ら
も
対
処
す
る
こ
と
を
要

請
さ
れ
、
医
師
と
し
て
町
国
保

病
院
で
診
療
を
続
け
て
も
ら
う

こ
と
は
出
来
な
い
と
の
判
断
で

本
人
に
対
し
、
自
主
的
退
職
を

促
し
て
も
そ
の
意
思
が
な
く
拒

否
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
処
分
で

あ
っ
た
た
め
、
懲
戒
処
分
の
日

付
で
依
願
退
職
す
る
と
の
内
容

で
和
解
を
判
断
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

要
因
な
ど
を
考
え
て
い
く
と
、

大
川
院
長
は
、
病
院
の
現
状
を

把
握
し
よ
う
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、
経
営
会
議
で
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
の
や
り
取
り
、
町
議

会
で
の
質
疑
内
容
へ
の
い
ら
立

ち
、
例
年
行
っ
て
い
た
、
町
議

会
の
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
へ
の
拒
否
、
町

長
と
の
話
し
合
い
、
議
長
・
常

任
委
員
長
と
の
話
し
合
い
等
を

経
て
、
最
後
に
は
、
町
理
事
者

の
面
談
要
請
に
も
弁
護
士
を
通

せ
な
ど
、
常
識
を
疑
わ
せ
る
現

状
が
あ
っ
た
こ
と
の
末
に
よ
る

懲
戒
免
職
処
分
で
あ
っ
た
。

　

徳
永
医
師
か
ら
は
２
件
の
提

訴
が
な
さ
れ
た
。

　

１
件
目
は
、
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）３
月
に
提
訴
さ
れ
た
、

「
減
額
処
分
取
消
請
求
事
件
」で

あ
り
、
内
容
は
医
師
研
究
研
修

手
当
の
支
給
要
件
変
更
に
伴
う

も
の
で
、
主
に
専
門
医
資
格
に

支
給
す
る
と
変
更
し
た
も
の
で

あ
り
、
説
明
当
初
は
本
人
も
資

表－３　　　近年における病院会計決算の状況� （単位：百万円）

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

診療
収入

一般会計
繰入

収支
差引残

建設
改良費

支出

一般会計
繰入

2000
（平成 12 年） ６３８ ３０９ ０．５ 1,582 ０

2010
（平成 22 年） ５３１ ３４０ △１３ ３６ ０

2020
（令和 2 年） ４０１ ４０４ △１２ ４６ ０

表－４　　　　　　　　　　町国保病院職員の状況� （単位�: 人）

平成２年
３月末

平成 12 年
３月末

平成 22 年
３月末

令和２年
３月末

医師 ５ ５ ３ ６

薬剤師 ３ ２ １ １

臨床検査技師 ２ ２ ２ ２

放射線技師 ２ ２ ３ ３

理学療法士 ０ ０ １ １

臨床工学技士 ０ ０ １ ２

看護師 ７ ９ ２３ ２８

准看護師 １４ １７ １３ １０

栄養士 ２ １ １ ２

事務員 ７ ５ ４ ５

柔道整復師 １ １ － －

公務補 １ － － －

看護補助員 ４ ９ ８ １０

理療助手 １ １ １ －

調理員 ５ ６ － －

薬剤助手 １ １ ０ １

清掃員 ３ － － －

合　　　計 ５８ ６１ ６１ ７１
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格
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
の
が
、
途
中
か
ら
説
明

も
無
く
一
方
的
に
実
施
さ
れ
た

と
主
張
し
、
提
訴
と
な
っ
た
も

の
。

　

釧
路
地
裁
、
札
幌
高
裁
と
却

下
さ
れ
、
最
高
裁
に
上
告
さ
れ

た
が
上
告
を
棄
却
さ
れ
、
町
の

勝
訴
と
な
っ
た
。

　

２
件
目
は
、
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）10
月
に
提
訴
さ
れ
た「
損

害
賠
償
請
求
事
件
」で
あ
り
、

内
容
は「
減
額
処
分
取
消
請
求

事
件
」と
同
じ
で
あ
り
、
減
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
損
害
が
生

じ
た
の
で
賠
償
し
ろ
と
い
う
も

の
、
こ
の
事
件
も
地
裁
・
高
裁

と
却
下
さ
れ
、
最
高
裁
に
も
上

告
さ
れ
た
が
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）２
月
に
棄
却
さ
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
事
件
も
大

川
元
院
長
が
か
か
わ
っ
た
札
幌

の
弁
護
士
事
務
所
が
代
理
人
を

務
め
て
い
た
。

歯
科
医
院

　

町
内
に
お
け
る
歯
科
医
院
は
、

神
山
歯
科
医
院（
神
山
裕
充
）と

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に
開

業
し
た
む
ら
は
し
歯
科
医
院（
村

橋
政
洋
）の
２
医
院
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
２
０
０
８
年（
平
成

20
年
）に
旧
商
工
会
館
跡
に
、

し
ほ
ろ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
小

椋
克
裕
）が
開
業
し
、
３
医
院

で
歯
科
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

増
え
つ
づ
け
る
国
民
医
療

費
　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国

民
皆
保
険
を
支
え
る
重
要
な
基

盤
を
担
い
、
地
域
医
療
の
確
保

と
住
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し

て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や

低
所
得
者
の
占
め
る
割
合
が
高

い
な
ど
構
造
的
な
問
題
も
あ
り
、

加
え
て
急
速
に
進
展
す
る
高
齢

社
会
と
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど

に
よ
り
医
療
費
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　

国
民
の
医
療
に
か
か
る
費
用

は
年
々
増
加
し
て
お
り
国
民
健

康
保
険
で
見
た
全
国
の
１
人
当

た
り
の
療
養
諸
費
の
平
均
は
、

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）の
22

万
６
千
円
に
対
し
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）で
は
31
万
２
千
円

と
８
万
６
千
円
増
加
し
た
。
中

で
も
北
海
道
は
高
く
常
に
全
国

の
ワ
ー
ス
ト
１
の
位
置
に
お
り

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）よ
り

12
万
５
千
円
増
の
43
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
士
幌
町
の
国
保
で
は

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）の
20

万
２
千
円
に
対
し
同
７
年
で
は

29
万
２
千
円
と
８
万
９
千
円
の

増
で
全
国
、
全
道
と
比
べ
低
く
、

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）の
療

養
諸
費
の
額
１
人
当
た
り
で
、

全
国
比
２
万
円
、
全
道
比
で
は

実
に
14
万
３
千
円
も
低
く
な
っ

て
い
る
。

　

国
は
国
民
医
療
費
の
増
高
を

抑
え
る
た
め
、
１
９
９
４
年（
平

成
６
年
）医
療
関
連
法
を
改
正
し
、

入
院
時
食
事
代
の
患
者
負
担
、

外
来
薬
剤
一
部
負
担
な
ど
新
た

な
一
部
負
担
の
導
入
を
行
う
一

方
、
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

度
新
た
に
介
護
保
険
を
創
設
し

た
が
、２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）

の
１
人
当
た
り
の
療
養
諸
費
の

額
は
、
士
幌
町
で
39
万
６
千
円

と
全
国
平
均
よ
り
１
万
円
高
く
、

全
道
平
均
よ
り
９
万
２
千
円
低

く
な
っ
た
。

　

か
ね
て
よ
り
、
市
街
地
区
住

民
を
中
心
に
税
の
分
納
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
が
、
介
護
保
険
の
開

始
を
契
機
に
町
は
、
同
保
険
料

を
上
乗
せ
し
た
国
保
税
に
つ
い

て
、
従
来
の
10
月
と
12
月
の
２

回
の
納
期
を
７
・
８
月
と
10
・

12
月
、
翌
年
１
・
２
月
の
６
回

分
納
に
改
正
し
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）よ
り
適
用
し
た
。な
お
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
は
２
０

０
９
年（
平
成
21
年
）か
ら
年
２

回
の
納
期
を
年
４
回
の
納
期
と

変
更
し
た
。

　

国
の
医
療
制
度
改
革
大
綱
に

基
づ
き
２
０
０
８
年（
平
成
20

年
）よ
り
75
歳
以
上
と
65
歳
以

上
で
障
害
認
定
を
受
け
た
者
が

加
入
し
都
道
府
県
単
位
で
運
営

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
２
０

１
５
年（
平
成
27
年
）医
療
保
険

制
度
改
革
法
が
成
立
し
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
財
政
支
援
の
拡

充
、
入
院
時
の
食
事
代
の
段
階

的
引
き
上
げ
、
紹
介
状
な
し
の

大
病
院
受
診
時
の
定
額
負
担
の

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000
（円）

国民健康保険１人当たり療養諸費

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2019
R 元年度

 士幌町 202,973 292,276 307,160 396,409 270,292 291,936 320,794

 全道平均 310,620 435,647 460,644 489,057 341,885 383,551 413,568

 全国平均 226,462 312,806 356,239 386,444 299,333 349,697 378,939

国民健康保険1人当たり療養諸費図－３
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と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
な
ど

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

市
町
村
単
位
で
行
っ
て
い
る

限
り
で
き
な
か
っ
た
保
険
税
の

公
平
化
、
医
療
費
の
公
平
な
負

担
を
実
現
す
る
た
め
、
市
町
村

と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
状

況
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
２
０

１
５
年（
平
成
27
年
）度
で
被
保

険
者
一
人
当
た
り
12
万
８
千
円
、

全
国
、
全
道
平
均
よ
り
髙
く
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
に

お
い
て
も
被
保
険
者
一
人
当
た

り
15
万
６
千
円
と
全
道
平
均
よ

り
６
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
税
率
、
税
額
が
高
い

の
で
は
な
く
、
町
民
所
得
が
高

い
た
め
１
人
当
た
り
が
高
く
な

っ
て
い
る
。（
図‒

４
参
照
）

　

な
お
、
財
政
運
営
の
責
任
主

体
が
都
道
府
県
化
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
町
に
お
け
る
国
保

税
の
賦
課
方
式
を
４
方
式（
所

得
割
・
資
産
割
・
被
保
険
者
均

等
割
・
世
帯
平
等
割
）か
ら
３

方
式（
所
得
割
・
被
保
険
者
均

等
割
・
世
帯
平
等
割
）に
変
更

し
た
。

　

こ
れ
は
、
道
が
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
算
定
方
式

を
基
準
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
準
化
を
目
指
す
う
え
で
、
他

市
町
村
と
の
比
較
を
行
い
や
す

く
し
た
も
の
で
あ
る
。

導
入
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）の
１

人
当
た
り
の
療
養
諸
費
の
額
は
、

士
幌
町
で
29
万
２
千
円
と
全
国

平
均
よ
り
５
万
７
千
円
、
全
道

平
均
よ
り
９
万
１
千
円
低
く
な

っ
て
い
る
。（
図‒
３
参
照
）

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）４

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
の
責
任
主
体
は
都
道
府
県

士幌町国民健康保険における士幌町国保病院利用率
表－２� ※平成20年度から老人保健が除かれたため減少

診療日数の内、士幌町国保病院利用者

入　　院 外　　来 計

1990
( 平成２年） ４４％ ５４％ ４９％

2000
（平成 12 年） ３５％ ４１％ ３９％

2010
（平成 22 年） １１％ ２３％ ２０％

2020
（令和 2 年） ５％ １４％ １３％

後期高齢者分
参考

入　　院 外　　来 計

2010
（平成 22 年） ５９％ ５７％ ５８％

2020
（令和 2 年） ５７％ ４２％ ４９％

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

160,000

１人当たり国保税（円）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2019
R 元年度

 士幌町 64,785 72,972 78,026 90,195 113,486 128,433 156,479

 全道平均 70,814 80,296 82,355 82,241 91,510 92,244 95,841

 全国平均 62,092 70,620 79,123 80,352 88,578 92,124 96,829

1人当たり国保税
図－４
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第三章  福　祉
１
、
地
域
福
祉

「
支
え
合
い
で
、
安
心
安
全

を
共
感
す
る
ま
ち
」を
め
ざ

し
て

　

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む

中
、
本
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
、１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

で
１
１
０
２
人
、
高
齢
化
率

15
・
４
％
で
あ
っ
た
の
が
、
毎

年
増
え
続
け
、
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）に
は
１
５
６
７
人
、

高
齢
化
率
も
22
・
５
％
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）に
は
２
０

０
１
人
、
高
齢
化
率
も
33
・
４

％
と
、１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

と
比
べ
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

約
２
倍
に
、
高
齢
化
率
も
約
２

倍
と
な
っ
て
い
る
。
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
も
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）１
０
１
７
人
、
高

齢
化
率
17
・
0
％
と
超
高
齢
化

社
会
へ
と
急
激
に
進
ん
で
い
る
。

（
表‒

１
参
照
）

　

ち
な
み
に
２
０
１
９
年（
平

成
31
年
）１
月
１
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
に
お
け
る
全

国
の
平
均
高
齢
化
率
は
、
28
・

１
％
、
同
全
道
平
均
は
31
・
１

％
と
な
っ
て
お
り
、
管
内
に
お

い
て
最
も
高
い
高
齢
化
率
は
池

田
町
の
42
・
２
％
、
最
も
低
い

の
は
、
音
更
町
の
28
・
0
％
、

こ
の
時
点
で
の
士
幌
町
の
高
齢

化
率
は
32
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
で
は
高
齢
化
対
策
と
地
域

福
祉
の
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、

「
ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
プ
ラ
ン
」

と
題
し
た
平
成
８
年
〜
平
成
17

年
度
間
、
第
４
期
町
づ
く
り
総

合
計
画
に「
健
康
で
し
あ
わ
せ

な
地
域
づ
く
り
」を
、「
ユ
ー
ト

ピ
ア
プ
ラ
ン
21
」と
題
し
た
平

成
18
年
〜
平
成
27
年
度
間
、
第

５
期
町
づ
く
り
総
合
計
画
に「
健

康
で
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」を
２
０
１
６
年

（
平
成
28
年
）か
ら
の
第
６
期
町

づ
く
り
総
合
計
画
で
は
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を「
輝
く
未
来
へ　

し

ほ
ろ
創
生
」と
し
、
基
本
目
標

の
一
つ
を「
支
え
合
い
で
、
安

心
安
全
を
共
感
す
る
ま
ち
」を

目
指
し
た
諸
施
策
を
掲
げ
、
多

く
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

▽
安
心
安
全
地
域
づ
く
り
事
業

（
社
協
委
託
事
業
）

　

災
害
や
万
が
一
の
事
故
に
備

え
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

が
地
域
で
安
心
、
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
の
把
握
と
高
齢

者
等
の
安
否
確
認
を
行
う
事
業

①
安
心
安
全
福
祉
台
帳

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世

帯
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

や
障
が
い
者
等
を
災
害
等
の
発

生
時
に
地
域
で
協
力
す
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
、
対
象
者
の

情
報
等
の
台
帳
を
整
備
す
る
事

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢人口および高齢化率�

年　　　度 1990
（H ２年度）

1995
（H ７年度）

2000
（Ｈ 12 年度）

2005
（Ｈ 17 年度）

2010
（Ｈ 22 年度）

2015
（Ｈ 27 年度）

2020
（Ｒ２年度）

総世帯数 （戸） 2,218 2,307 2,443 2,571 2,589 2,705 2,774

総人口 （人） 7,260 7,072 6,970 6,864 6,579 6,289 5,992

65 歳以上人口（人） 1,102 1,348 1,567 1,710 1,743 1,872 2,001

率 （％） 15.4 19.7 22.5 24.9 26.5 29.8 33.4 

75 歳以上人口（人） 454 551 739 897 1,032 1,047 1,017

率 （％） 6.3 7.8 10.6 13.1 15.7 16.6 17.0 
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業令
和
２
年
度
登
録
件
数　

４
９

８
件

②
独
居
高
齢
者
等
安
否
確
認
訪

問
事
業

　

65
歳
以
上
の
単
身
も
し
く
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
に
安
否

確
認
や
福
祉
相
談
で
訪
問
し
、

地
域
社
会
に
お
い
て
安
心
し
て

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
事
業

令
和
２
年
度
訪
問
世
帯
数　

10

世
帯

③
若
葉
公
営
住
宅
安
否
確
認
事

業
　

高
齢
者
等
専
用
公
営
住
宅
で

の
日
常
の
見
守
り
事
業

令
和
２
年
度
延
べ
訪
問
件
数　

７
８
１
件

（
①
②
の
事
業
は
平
成
22
年
度
、

③
の
事
業
は
平
成
26
年
度
か
ら

開
始
）

▽
高
齢
者
等
生
活
費
扶
助
事
業

（
平
成
５
年
開
始
）

　

当
初
、
高
齢
者
の
み
を
対
象

と
し
て
い
た
が
、
平
成
13
年
度

よ
り
歳
末
扶
助
事
業
を
統
合
し
、

現
在
の
形
と
し
た
。
70
歳
以
上

の
高
齢
者
単
身
世
帯
、
70
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者

お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
低

所
得
世
帯
等
に
対
し
、
積
極
的

な
社
会
参
加
と
自
立
を
助
長
す

る
目
的
に
生
活
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

　

令
和
２
年
度　

46
万
円（
11
件
）

▽
介
護
手
当
支
給
事
業

　

寝
た
き
り
重
度
心
身
障
害
・

特
定
疾
患
の
65
歳
未
満（
要
介

護
認
定
者
を
除
く
）の
在
宅
者

の
介
助
者（
一
定
の
所
得
制
限

あ
り
）に
対
し
、
労
を
ね
ぎ
ら

う
目
的
で
介
護
手
当
を
支
給
す

る
事
業

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
お
よ

び
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
る
者
に
は
支
給
し
な

い
　

ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
介

護
手
当
お
よ
び
特
定
疾
患
患
者

介
護
手
当
は
重
複
支
給
し
な
い

　

令
和
２
年
度　

実
績
な
し

▽
福
祉
バ
ス

　

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）に

中
古
車
で
ス
タ
ー
ト
し
た
福
祉

バ
ス
の
運
行
も
数
度
の
バ
ス
更

新
を
経
て
、
多
く
の
福
祉
団
体

等
に
利
用
さ
れ
て
来
た
が
、
維

持
経
費
節
減
等
の
流
れ
の
中
、

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）度
で

終
了
し
、
福
祉
団
体
の
バ
ス
利

用
に
当
た
っ
て
は
経
費
助
成
に

切
り
替
わ
っ
た
。

変
化
す
る
障
が
い
者
施
策

　

社
会
の
中
に「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」の
理
念（
障
が
い

の
あ
る
人
が
障
が
い
の
な
い
人

と
同
等
に
生
活
し
、
共
に
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
社
会
を
目

指
す
理
念
）が
徐
々
に
浸
透
す

る
中
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

に
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
支
援
費

制
度
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

措
置（
行
政
命
令
）で
あ
っ
た
対

応
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ
と

変
化
し
、
市
町
村
の
責
任
へ
と

権
限
移
譲
が
な
さ
れ
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）に

は
、
３
障
が
い（
身
体
障
が
い
・

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
）

共
通
の
制
度
で
地
域
生
活
を
支

援
す
る「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
、
２
０
１
３
年（
平
成

25
年
）に
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
共
生
の
実
現
、
難
病
等
を

対
象
に
含
ん
だ
、「
障
害
者
総
合

支
援
法
」が
施
行
、
２
０
１
６

年（
平
成
28
年
）に
は
、
障
が
い

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を

図
る
た
め「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
障
が
い

者
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
本
町
に
お
い
て

も
、
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

に「
第
１
期
士
幌
町
障
が
い
者

福
祉
計
画
」、
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）に「
士
幌
町
障
が
い
福

祉
計
画
」を
策
定
し
、
町
の
中

に
な
か
っ
た
障
が
い
者
の
居
場

所
づ
く
り
等
に
多
く
の
町
民
・

障
が
い
者
団
体
な
ど
が
参
画
し

て
、
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
中
一
時
支

援
事
業「
す
ず
ら
ん
の
家
」、
２

０
１
０
年（
平
成
22
年
）に
ス
タ

ー
ト
し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー「
し
ほ
ろ
ほ
の
ぼ
の
ホ
ー

ム
」、
翌
年
に
は
就
労
継
続
支

援
事
業
Ｂ
型「
し
ほ
ろ
ほ
の
ぼ

の
ホ
ー
ム
共
同
作
業
所
」そ
し

て
障
が
い
者
の
居
住
の
場
所
で

あ
る
、
混
合
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム「
笑
顔
」へ
と
繋
が
っ
た
。

　

特
に
、
日
中
一
時
支
援
事
業

「
す
ず
ら
ん
の
家
」を
立
ち
上
げ

る
の
に
、
試
行
事
業
か
ら
関
わ

っ
た
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
を
中

心
と
し
て
、
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）す
ず
ら
ん
親
子
交
流

会
を
創
設
。
役
員
・
関
係
者
の

努
力
が
事
業
の
安
定
実
施
に
資

し
て
今
に
繋
が
り
、
２
０
０
９

年（
平
成
21
年
）に
設
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
士
幌
町
障
が
い
者

支
援
の
会
と
設
立
に
尽
力
さ
れ

た
各
福
祉
関
係
団
体
の
願
い
が

一
つ
と
な
り
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
創
設
。
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）に
は
、
両
者
が

合
併
、
し
ほ
ろ
ほ
の
ぼ
の
ホ
ー

ム
共
同
作
業
所
へ
と
連
な
る
活

動
に
繋
が
っ
て
い
く
中
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
士
幌
町
障
が
い
者
支

援
の
会
初
代
理
事
長
の
遠
藤
弘

美（
故
人
）の「
今
こ
こ
で
何
と

か
し
な
か
っ
た
ら
死
ん
で
も
死

に
き
れ
な
い
」と
の
強
い
思
い

と
行
動
力
に
よ
り
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）に
障
が
い
者
総
合

施
設
が
完
成
し
た
。

▽
町
内
に
お
け
る
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等

①
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
児

童
等
の
一
時
的
な
預
か
り
を
す

障がい者総合施設
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る
日
中
一
時
支
援
事
業

②
障
が
い
者
が
創
作
・
生
産
活

動
や
地
域
交
流
を
行
う
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

③
障
が
い
者
へ
就
労
に
必
要
な

知
識
お
よ
び
訓
練
の
場
を
提
供

す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

④
障
が
い
者
が
居
住
し
生
活
を

支
援
す
る
共
同
生
活
援
助（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）〜
４
床

⑤
障
が
い
者
の
食
事
や
排
泄
等

の
介
護
を
す
る
居
宅
介
護
、
重

度
訪
問
介
護

⑥
障
が
い
者
が
余
暇
活
動
等
で

外
出
す
る
際
、
同
行
し
て
介
護

す
る
移
動
支
援

⑦
在
宅
の
重
度
身
体
障
が
い
者

に
対
し
、
訪
問
に
よ
る
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業

⑧
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
軽
度
難
聴
児
に
対
し
、

補
聴
器
費
の
一
部
を
支
給
す
る

事
業

⑨
障
が
い
者
等
に
対
し
、
施
設

等
の
通
所
に
要
す
る
経
費
等
の

一
部
を
助
成
す
る
障
が
い
者
等

訓
練
通
所
費
等
助
成
事
業

⑩
在
宅
の
障
が
い
者
が
町
内
で

就
労
訓
練
や
体
験
等
を
行
う
た

め
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
地

域
就
労
支
援
事
業

⑪
障
が
い
者
が
自
ら
運
転
ま
た

は
搭
乗
出
来
る
よ
う
に
自
動
車

を
改
造
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

⑫
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
に
対

し
て
紙
お
む
つ
等
の
購
入
費
用

を
助
成
す
る
事
業

⑬
手
話
通
訳
者
ま
た
は
要
約
筆

記
者
を
派
遣
し
、
聴
覚
障
が
い

者
の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
事

業国
民
年
金

　

国
民
年
金
制
度
は
、
１
９
５

９
年（
昭
和
34
年
）に
発
足
し
て

以
来
着
実
に
発
展
し
て
お
り
、

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）の
公

的
年
金
制
度
の
大
改
正
に
よ
る

基
礎
年
金
の
導
入
を
経
て
国
民

皆
年
金
が
実
現
し
た
。
高
齢
化

社
会
の
進
行
と
と
も
に
年
金
制

度
が
老
後
の
所
得
保
障
の
一
翼

を
担
う
役
割
を
は
た
し
、
制
度

を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

よ
り
一
層
の
定
着
し
た
運
営
が

重
要
で
あ
り
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）１
月
か
ら
基
礎
年
金

番
号
制
が
導
入
さ
れ
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）ま

で
は
、
国
の
機
関
委
任
事
務
、

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）度
ま

で
は
国
の
法
定
受
託
事
務
と
し

て
保
険
料
徴
収
に
も
携
わ
っ
て

い
た
が
２
０
０
２
年（
平
成
14

年
）度
か
ら
は
、
法
定
受
託
事

務
と
し
て
資
格
の
取
得
・
喪
失
・

申
請
書
な
ど
の
窓
口
業
務
や
相

談
業
務
が
市
町
村
の
業
務
と
な

っ
て
い
る
。

　

人
口
の
減
少
で
被
保
険
者
数

は
年
々
減
っ
て
い
る
が
、
高
齢

化
に
よ
り
給
付
人
口
、
給
付
額

は
増
加
し
て
い
る
。

（
表‒

２
参
照
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
施
設
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
特
養
ホ
ー

ム
で
の
お
む
つ
た
た
み
な
ど
、

一
時
は
、
20
の
女
性
団
体
等
３

０
０
人
が
交
代
で
参
加
し
て
い

た
。
現
在
で
も
10
の
団
体
・
個

人
で
延
べ
３
０
０
以
上
が
活
動

し
て
い
る
。
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）２
月
か
ら
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
の
虚
弱
高
齢
者
に
対

す
る
介
助
補
助
を
行
う
グ
ル
ー

プ「
デ
イ
友
の
会
」が
で
き
会
員

15
名
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
も

あ
る
が
、
団
体
等
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
会
員
等
が
減
少
し
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）５

月
か
ら
町
の
助
成
を
受
け
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
発
足
し
、

２
人
１
組
で
夕
食
を
届
け
な
が

ら
高
齢
者
等
へ
の
声
か
け
運
動

が
は
じ
め
ら
れ
た
。

　

町
は
介
護
保
険
の
施
行
開
始

に
向
け
、
１
９
９
９
年（
平
成

11
年
）度
か
ら
２
年
間
、
計
３

回
の
住
民
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
養
成
講
座
を
開
設
し
て
有
資

格
者
の
養
成
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
に
81
人
の
町
民
が
こ
の
資
格

を
取
得
し
た
。
養
成
講
座
ご
と

の
修
了
者
が
自
主
的
に
グ
ル
ー

プ
を
結
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
、
女
性
団
体
、
福
祉
団
体
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
学
童
生
徒
も
含

め
45
団
体
で
組
織
し
、
情
報
交

換
、
ふ
れ
あ
い
研
修
旅
行（
身

障
者
を
対
象
）の
実
施
、
会
員

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民年金概況� （単位：名・万円）

事　　　項 1995（H ７年度） 2005（H17 年度） 2015（H27 年度） 2020（R ２年度）

被保険者数 ２, １９５ ２, ０８６ １, ４８４ １, １９８

内）強制加入 １, ７３０ １, ６５５ １, １３５ ９０９

内）任意加入 １７ ９ １５ １１

保険料納入額 ２０, ６９９ ー ー ー

給付状況 人　数 金　額 人　数 金　額 人　数 金　額 人　数 金　額

　老齢年金
（含通産・基礎） 1,172 62,692 1,592 101,852 1,836 125,056 1,963 137,872

　障害年金・障害
基礎年金 106 9,563 115 10,247 113 9,688 101 8,585

　母子年金・遺族
基礎年金 8 535 14 985 8 580 7 503

　寡婦年金 23 1,101 14 606 6 260 3 126

小　　　計 1,309 73,891 1,735 113,690 1,963 135,584 2,074 147,086

　福祉年金 47 1,643 3 72 0 0 0 0

合　　　計 1,356 75,534 1,738 113,762 1,963 135,584 2,074 147,086
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社
会
福
祉
法
人
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
町
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
地
域
福
祉
増
進
の
た
め
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）頃
か

ら
啓
蒙
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
中
士
幌
地
区

を
皮
切
り
に
、
北
町
、
中
町
、

西
町
へ
と
広
げ
そ
れ
ぞ
れ
に
福

祉
推
進
員
を
置
い
て
地
域
の
支

え
合
い
運
動
と
し
て
活
動
を
は

じ
め
た
。

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度

に
は
一
般
介
護
講
座
、
福
祉
教

育
懇
談
会
等
を
開
催
、
１
９
９

７
年（
平
成
９
年
）５
月
か
ら
老

人
等
給
食
配
達
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
１
９
９

９
年（
平
成
11
年
）４
月
に
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
町

か
ら
の
受
託
に
よ
り
は
じ
め
た

が
、
介
護
保
険
の
導
入
に
よ
り

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）か
ら

事
業
者
指
定
を
受
け「
訪
問
介

護
事
業
所
」と
し
て
事
業
を
開

始
し
た
。
８
月
か
ら
は
、
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
普
及

事
業
を
開
始
し
、
タ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
を
会
場
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

を
月
１
回
開
催
。
そ
の
後
２
０

研
修
、
広
報
の
発
行
を
行
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い

た
が
、２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

３
月
に
解
散
し
た
。

《
士
幌
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
》

　

毎
年
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
慰
問
、
独
居
老
人
昼
食
会
支

援
な
ど
社
会
奉
仕
を
積
極
的
に

行
い
、
５
年
ご
と
の
節
目
の
年

に
は
町
内
施
設
等
へ
の
記
念
物

寄
贈
行
為
を
続
け
て
い
た
が
、

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）３
月

に
50
年
５
か
月
に
わ
た
る
歴
史

に
幕
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
解
散

時
会
員
数
12
名
、
会
長　

堀
江

博
文
）

近
年
に
お
け
る
寄
贈
品

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）30
周

年
時
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て「
母
子
像
」

（
１
５
０
万
円
）

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）35
周

年
時
、
絵
画
４
点
を
町
立
病
院

に
寄
贈（
２
０
０
万
円
）

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）40
周

年
時
、
福
祉
車
両（
ム
ー
ブ
ス

ロ
ー
バ
）（
１
５
０
万
円
）

福
祉
団
体

《
社
会
福
祉
協
議
会
》

０
１
年（
平
成
13
年
）４
月
か
ら

毎
週
開
催
、
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）４
月
に
は
マ
ー
ジ
ャ

ン
サ
ロ
ン（
い
き
い
き
遊
び
ク

ラ
ブ
）を
開
設
、２
０
０
７
年（
平

成
19
年
）に
農
村
部
初
の
上
居

辺
サ
ロ
ン
が
開
設
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
５

か
所
で
運
営
さ
れ
て
い
た
サ
ロ

ン
が
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

に
は
町
内
す
べ
て
の
地
区
に
お

い
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

士
幌
町
社
会
福
祉
大
会
は
１

９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
第
７

回
と
し
て
11
月
に
開
催
し
た
が
、

こ
ど
も
お
祭
り
広
場
を
同
時
に

セ
ッ
ト
し
世
代
を
超
え
た
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
好
評
で
あ
っ

た
。
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

か
ら
は「
地
域
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」

と
名
称
を
変
更
し
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
交
流

を
中
心
と
し
た
催
し
に
切
り
か

え
、
毎
年
２
千
枚
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
使
用
さ
れ
る「
段
ボ
ー
ル

迷
路
」が
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
を

代
表
す
る
催
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）か

ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
広
報
紙「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」

を
毎
月
発
行
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
毎
年
開
催
、
２
０
０
５

年（
平
成
17
年
）地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業（
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
）開
始
、２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）福
祉
有
償
運
送
事
業

開
始（
現
在
は
無
償
運
行
）、
２

０
０
８
年（
平
成
20
年
）見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
開
始
、
２

０
０
９
年（
平
成
21
年
）介
護
予

防
事
業（
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
教
室
）

の
開
始
、
２
０
１
０
年（
平
成

22
年
）救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
設
置
事
業
開
始
、
２
０
１
２

年（
平
成
24
年
）そ
ば
打
ち
同
好

会
結
成
、
２
０
１
３
年（
平
成

25
年
）入
学
祝
い
品「
漢
字
の
字

典
」贈
呈
事
業
開
始
、
２
０
１

６
年（
平
成
28
年
）社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
同
年
法
人
後

見
事
業
開
始
、
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）カ
ラ
オ
ケ
サ
ロ
ン
開
設
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）日
常

生
活「
た
す
け
愛
」事
業
開
始
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

介
護
保
険
施
行
当
初
よ
り
、

訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
み
在

宅
福
祉
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

な
ど
を
背
景
に
、
２
０
１
０
年

（
平
成
22
年
）３
月
に
社
会
福
祉

法
人
・
士
幌
愛
風
会
に
事
業
を

移
管
し
た
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）11

月
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
社

会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
日
頃

の
社
会
福
祉
事
業
活
動
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
全
国
協
議
会
会

長
か
ら
優
良
社
協
表
彰
を
受
け

た
。

　

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）の

設
立
以
来
、
会
長
の
職
に
あ
っ

た
有
澤
武
一
は
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）３
月
31
日
で
勇
退
し
、

そ
の
後
同
協
議
会
の
顧
問
と
な

っ
た
が
、
20
年
近
い
福
祉
活
動

の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
１
９
９

９（
平
成
11
年
）12
月
、
社
会
福

祉
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表

彰
を
受
け
た
。

地域ふれあいひろば「段ボール迷路」
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▽
町
の
地
域
福
祉
活
動
実
践
事

業
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い

る
事
業

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
福
祉

運
送
事
業
・
サ
ロ
ン
推
進
事
業
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

・
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
・

お
楽
し
み
昼
食
会
開
催
事
業
・

送
迎
用
車
両
管
理
事
業

士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
歴
代

会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　

有
澤
武
一（
昭
53
〜
平
９
・
３
）

　

森
本
辰
蔵（
平
９
・
４
〜
19
・
３
）

　

吉
田　

勝（
平
19
・
４
〜
25
・
３
）

　

鎌
田
弘
美（
平
25
・
４
〜
令
２
・
９
）

　

佐
藤
弘
夫（
令
２
・
10
〜
現
在
）

《
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団
》

　

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）６

月
２
日
に
設
立
し
、
事
業
を
開

始
し
た
高
齢
者
生
き
が
い
事
業

団
も
発
足
後
36
年
が
経
過
し
た
。

受
注
件
数
は
、
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）度
で
は
４
２
１
件
の

受
注
で
決
算
額
は
２
４
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

　

会
員
登
録
数
は
41
人
で
平
均

年
齢
は
73
・
８
歳
と
な
っ
て
い

る
。

　

理
事
長　

佐
藤
弘
夫

《
士
幌
町
共
同
募
金
委
員
会
》

　

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）、

全
国
的
に
展
開
し
た
第
１
回
目

の
共
同
募
金
運
動（
赤
い
羽
根
）

が
は
じ
ま
り
、
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）度
、74
回
目
を
迎
え
た
。

当
初
は
戦
後
復
興
の
一
助
と
し

て
戦
争
の
打
撃
を
受
け
た
福
祉

施
設
を
中
心
に
資
金
支
援
す
る

活
動
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
き
た
が
、
そ
の
後
、「
社
会
福

祉
事
業
法（
平
成
12
年
社
会
福

祉
法
に
改
正
）」を
も
と
に「
民

間
の
社
会
福
祉
の
推
進
」に
向
け
、

社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の
た
め

活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
の
問

題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団
体

を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

ま
た
、
住
民
の
や
さ
し
さ
や
思

い
や
り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、

共
同
募
金
は
住
民
主
体
の
運
動

を
進
め
て
い
る
。

　

募
金
運
動
期
間
は
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
３
か
月
間
で
、
10

月
よ
り
各
戸
募
金
、
11
月
か
ら

特
別
募
金（
個
人
・
法
人
）、
12

月
は
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を

受
け
付
け
て
い
る
。
毎
年
目
標

額
に
対
し
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
実

績
を
上
げ
、
善
意
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
募
金
は
審
査
委
員
会
で

審
査
さ
れ
た
後
、
町
内
福
祉
団

体
等
へ
助
成
さ
れ
る
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）に

は
北
海
道
共
同
募
金
会
士
幌
分

会
か
ら
士
幌
町
共
同
募
金
委
員

会
へ
名
称
を
変
更
し
、
２
０
２

０
年（
令
和
２
年
）10
月
に
佐
藤

弘
夫
が
会
長
に
就
任
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

《
日
本
赤
十
字
社
士
幌
分
区
》　

　

分
区
長
は
、
町
長
が
委
嘱
さ

れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度　

社
員
数　

３
７
９
人

　

社
費
の
実
績　

48
万
２
千
円

・
赤
十
字
奉
仕
団

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

に
士
幌
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
結

成
さ
れ
た
。

　

奉
仕
団
は
、
主
と
し
て
地
域

で
起
こ
る
災
害
時
の
救
助
、
救

護
等
の
後
方
支
援
活
動
を
行
う

ほ
か
、
赤
十
字
普
及
活
動
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を

活
動
目
標
と
し
て
い
る
。
発
足

後
本
町
で
の
災
害
救
護
活
動
は

な
い
。

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）４

月
現
在
の
団
員
数
９
人

　

委
員
長

　

矢
野
政
凱（
平
９
〜
13
）

　

金
森
三
重
子（
平
14
〜
現
在
）

《
老
人
ク
ラ
ブ
》

　

は
じ
め
て
町
内
で
老
人
ク
ラ

ブ
が
設
立
さ
れ
た
の
が
１
９
５

３
年（
昭
和
28
年
）の
朝
陽
老
人

ク
ラ
ブ
で
、
発
足
時
18
名
の
会

員
で
活
動
し
て
い
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
各
地
で
設

立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
活

動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後

ク
ラ
ブ
の
統
合
、
分
離
等
が
あ

り
現
在
は
、
士
幌
市
街
が
２
ク

ラ
ブ
の
ほ
か
各
公
民
館
単
位
の

ク
ラ
ブ
と
な
り
全
町
で
11
の
単

位
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
た
が
、

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）上
居

辺
楽
友
会
が
活
動
を
休
止
、
現

在
10
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

と
な
っ
た
。

　

１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）４

月
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
設

立
さ
れ
、
以
降
ク
ラ
ブ
間
の
交

流
を
は
じ
め
、
研
修
旅
行
、
交

歓
会
等
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
士
幌
高
原
銅
像
周
辺

環
境
整
備
奉
仕
活
動
等
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１

９
９
４
年（
平
成
６
年
）に
は
ダ

ン
ス
部
、
カ
ラ
オ
ケ
部
が
設
け

ら
れ
、
以
来
女
性
部
も
含
め
た

部
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）に

連
合
会
創
立
30
周
年
を
迎
え
、

同
年
11
月
14
日
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
記
念
式
典
を
開

催
し
歴
代
会
長
等
に
対
す
る
功

労
者
表
彰
と
ク
ラ
ブ
交
歓
会
を

盛
大
に
行
っ
た
。
ま
た
、
あ
わ

せ
て
記
念
誌「
三
十
年
の
軌
跡
」

を
発
行
し
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）創

立
50
周
年
記
念
誌「
延
年
寿
」発

刊
　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）４

月
現
在
の
会
員
数
２
８
３
人

連
合
会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　

鈴
木
清
孝（
平
３
〜
４
）

　

森
本
武
次
郎（
平
５
〜
８
）

　

加
納
一
郎（
平
９
〜
14
）

　

出
村
一
介（
平
15
〜
20
）

　

鈴
木
俊
道（
平
21
〜
26
）

　

篠
原
昇
好（
平
27
〜
30
）

　

大
野
准
弌（
平
31
〜
現
在
）

　
《
十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
士
幌
町
分
会
》

　

分
会
は
、
１
９
５
４
年（
昭

和
29
年
）６
月
に
設
立
さ
れ
、

現
在
の
会
員
は
約
45
人
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）11

月
に
は
、
大
阪
で
開
か
れ
た
全

国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
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の
部
に
池
本
進
が
北
海
道
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。

　

町
内
８
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
役
員
８
名
、
監
事
２
名
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
事
業
は
、
各
種
情
報
の

提
供
、
会
員
の
健
康
増
進
や
交

流
を
図
る
た
め
の
活
動
と
し
て

会
員
研
修
旅
行
、
在
宅
重
度
障

が
い
者
交
流
会
が
あ
り
、
社
会

参
加
促
進
事
業
と
し
て
、
地
域

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
、
北
海
道
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
士
幌
町

老
人
・
障
が
い
者
合
同
運
動
会
、

北
十
勝
身
障
者
分
会
研
修
会
に

参
加
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

聴
覚
相
談
会
や
、
会
員
の
歳
末

激
励
等
も
実
施
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）11

月
創
立
40
周
年
記
念
式
典
お
よ

び
記
念
誌「
40
年
の
あ
ゆ
み
」発

刊
　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）11

月
創
立
50
周
年
記
念
誌「
50
年

の
あ
ゆ
み
」発
刊

分
会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　
尾
形
一
郎（
昭
55
・
１
〜
平
５
・
３
）

　

高
士
真
吉（
平
５
・
４
〜
13
・
３
）

　

堀
江
徳
雄（
平
13
・
４
〜
25
・
２
）

　

藤
内　

昇（
平
25
・
２
〜
現
在
）

《
士
幌
町
遺
族
会
》

　

戦
没
者
遺
族
で
組
織
し
毎
年

旭
川
護
国
神
社
団
体
参
拝
、
合

同
慰
霊
祭
の
実
施
、
会
員
研
修

等
を
行
っ
て
い
る
が
戦
後
75
年

が
経
過
し
会
員
数
が
減
少
、
現

在
会
員
は
28
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）３

月
に
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

記
念
誌「
み
た
ま
永
久
に
安
か

れ　

‒

士
幌
の
戦
争
外
史‒

」を

発
行
配
布
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

昭
和
15
年
に
士
幌
村
が
発
刊
し

た
慰
問
写
真
集「
つ
わ
も
の
の
郷
」

が
全
ペ
ー
ジ
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　

森
本
辰
蔵（
昭
50
〜
平
６
）

　

平
野
春
雄（
平
７
〜
12
年
）

　

大
野
准
弌（
平
13
〜
現
在
）

《
カ
ト
レ
ア
の
会
》

　

７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
行
事

参
加
の
ほ
か
、
会
員
研
修
旅
行

を
実
施
し
て
い
た
。
１
９
９
４

年（
平
成
６
年
）総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
内
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
を
設
置
、

収
益
を
母
子
福
祉
事
業
に
あ
て

て
い
る
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）に

士
幌
町
母
子
福
祉
会
か
ら
士
幌

町
カ
ト
レ
ア
の
会
に
名
称
を
変

更
。
年
々
会
員
が
減
少
し
て
い

る
が
、
花
壇
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
各
研
修
会
参
加
の
他
、

子
ど
も
を
含
め
た
忘
年
会
を
実

施
し
て
い
る
。（
会
員
数
11
人
）

会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　

高
野
紘
子（
昭
59
・
３
〜
平
17
）

　

小
枝
千
恵
子（
平
18
〜
現
在
）

《
士
幌
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
》

　

知
的
障
が
い
者
の
家
族
で
構

成
さ
れ
る
会
で
、
１
９
７
９
年

（
昭
和
54
年
）の
結
成
以
来
24
年

間
会
長
を
務
め
た
遠
藤
弘
美
に

替
わ
り
、
２
０
０
３
年（
平
成

15
年
）に（
故
）菊
池
敏
子
、
２

０
０
５
年（
平
成
17
年
）か
ら
は

小
川
潤
が
会
長
に
就
任
。（
会
員

13
名
）

　

毎
年
会
員
交
流
、
会
員
研
修

等
を
行
っ
て
い
た
。
２
０
０
４

年（
平
成
16
年
）か
ら
士
幌
町
内

の
障
が
い
児
の
た
め
の
事
業
を

行
う
目
的
で
、
同
会
が
事
務
局

と
な
り
町
内
の
各
関
係
機
関
に

呼
び
か
け「
す
ず
ら
ん
親
子
交

流
会
」を
結
成
、２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）度
ま
で
の
３
年
間
障

が
い
児
の
長
期
休
暇
中
や
放
課

後
の
預
か
り
事
業
、
学
習
会
の

開
催
な
ど
を
行
っ
た
。
事
業
は

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）に
開

所
さ
れ
た
日
中
一
時
支
援
事
業

所「
す
ず
ら
ん
の
家
」へ
引
き
継

が
れ
、
同
会
会
員
か
ら
も
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。

そ
の
後
２
０
０
９
年（
平
成
21

年
）に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
士
幌
町
障
が
い
者
支
援
の
会

に
も
同
会
会
員
か
ら
役
員
や
会

員
と
し
て
参
画
し
、
町
内
の
障

が
い
者
福
祉
向
上
に
努
め
て
い

た
が
、２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

３
月
を
も
っ
て
解
散
し
た
。

《
社
会
福
祉
法
人
士
幌
愛
風
会
》

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス（
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
）創
設
の
た
め
設
立
準
備

委
員
会
を
経
て
１
９
９
１
年（
平

成
３
年
）12
月
に
社
会
福
祉
法

人「
士
幌
愛
風
会
」と
し
て
認
可

さ
れ
、
以
降
ケ
ア
ハ
ウ
ス
し
ほ

ろ
愛
風
苑
と
介
護
保
険
制
度
で

士
幌
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所「
な
ご
み
」・
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ほ
ろ
・
士
幌
愛

風
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

４
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）３

月
愛
風
会
創
立
20
周
年
・
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
及

び
地
域
共
生
型
交
流
施
設（
な

ご
み
）新
築
落
成
記
念
式
典
挙
行
。

同
年
５
月
創
立
20
周
年
記
念
誌

「
20
年
の
あ
ゆ
み
」発
刊

　
（
事
業
内
容
は
高
齢
者
福
祉

の
項
参
照
）

理
事
長

　

有
沢
武
一（
平
４
〜
７
）

　

森
本
辰
蔵（
平
８
〜
21
）

　

鈴
木
洋
一（
平
22
〜
現
在
）

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

士
幌
町
障
が

い
者
支
援
の
会
》

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）に

設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
障

が
い
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
模

索
す
る
中
で
、
関
係
福
祉
団
体
、

関
係
家
族
の
協
力
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
。
障
が
い
者
総
合
施
設

「
ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ム
」と「
す
ず

ら
ん
の
家
」を
運
営
し
、
事
業

と
し
て
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
日
中
一
時
支
援
事
業
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
行

っ
て
い
る
。

理
事
長

　

遠
藤
弘
美（
平
21
・
８
〜
26
・
２
）

　

藤
内　

昇（
平
26
・
４
〜
現
在
）

善
意
の
寄
付
金

　

毎
年
多
く
の
住
民
、
団
体
等

か
ら
、
町
の
施
設
整
備
の
た
め

や
、
文
化
振
興
、
福
祉
事
業
、

愛
の
町
建
設
等
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
多
額
の
浄
財
が
よ
せ
ら
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れ
て
い
る
が
、
１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）以
降
の
主
な
寄
付
者

名
を
記
録
し
た
。（
１
件
10
万
円

以
上
と
す
る
）

　

広
報
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な

い
方
、
匿
名
を
希
望
さ
れ
た
方

は
除
い
て
あ
る
。

◎
平
成
４
年

　

・
清
水
定
雄��

他
・
佐
藤
庄

一
郎
・
相
沢
は
な
み
・
北
斗
産

業
㈱
・
矢
坂
賢
哉
・
栗
山
吉
輝
・

北
海
道
民
謡
協
会
十
勝
支
部
・

長
瀬
民
男
・
吉
川
久
美
子
・
鈴

木
二
三
・
㈱
つ
つ
み
・
土
屋
高

道
・
堀
江　

裕
・
宮
崎
賢
太
郎
・

後
藤　

豊
・
小
坂
司
馬
夫
・
㈱

安
井
測
量
設
計
事
務
所
・
末
永

敏
子
・
滝
口
一
夫
他
22
名
・
石

川
浪
子

◎
平
成
５
年

　

・
纐
纈
富
子
・
緑
川
良
夫
・

須
田
三
重
子
・
士
幌
町
歌
謡
同

好
会
・
中
山
竹
千
代
・
西
部　

寛
・
今
野
幸
夫
・
古
川
一
夫
・

堀
田
一
男
・
北
斗
運
輸
㈱
・
上

士
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
・
士

幌
町
農
業
協
同
組
合
・
遠
藤
正

人
・
高
橋
一
三
・
成
田　

清
・

矢
野
ハ
ナ
・
松
山
幸
道
・
杉
井

隆
志
・
瀬
口
義
一
・
宮
保　

清
・

仙
石
ち
か
子
・
小
山
内
貞
・
西

部　

守
・
加
納
ト
メ
・
丸
尾
文

子
・
高
橋
道
夫
・
高
橋
富
雄
・

今
田
ま
さ
よ
・
佐
藤
二
美
・
川

瀬
忠
夫
・
矢
野
ア
ヤ
ノ
・
小
坂

司
馬
夫
・
菅
野
清
子
・
㈱
安
井

測
量
設
計
事
務
所
・
溝
口
一
夫

他
一
名
・
手
島　

忠
・
和
田
晴

男
他
19
名

◎
平
成
６
年

　

・
勝
矢
良
平
・
朝
井
敏
美
・

遠
藤
定
雄
・
斉
藤
健
市
・
後
藤

辰
雄
・
㈱
北
海
道
フ
ー
ズ
・
高

田
隆
夫
・
細
野
初
美
・
荒
木
昇

平
・
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
・

山
澤
源
蔵
・
三
浦
タ
ミ
子
・
森

山
久
夫
・
加
納
春
美
・
小
禄
ボ

ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
後
藤
喜

一
・
野
曽
原
富
久
子
・
金
子
恭

則
・
吉
田
志
津
枝
・
窪
田
浩
一
・

安
村
志
朗
・
船
戸
真
知
子
・
足

立
有
康
・
緑
川
良
夫
・
仲
島
ツ

タ
子
・
中
原
宣
哉
・
川
瀬　

猛
・

大
野
憲
光
・
加
藤　

隆
・
岡
本

静
子
・
梛
野
欣
治
・
宮
野
雅
彦
・

小
坂
司
馬
夫
・
山
口
勝
雄
・
森

本
晃
永
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事

務
所
・
梅
本
吉
伸
他
５
名
・
和

田
晴
男
他
24
名　

◎
平
成
７
年

　

・
池
本　

進
・
及
川
昭
一
・

森
本
義
三
・
遠
藤
久
雄
・
小
椋

誠
志
・
後
藤
美
枝
子
・
今
野
貞

夫
・
安
村
志
朗
・
菊
地
カ
ズ
エ
・

飯
島
和
吉
・
平
田
美
江
子
・
船

戸
真
知
子
・
㈱
北
海
道
フ
ー
ズ
・

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
・
鈴
木

照
光
・
塩
谷
欣
司
・
伊
藤　

登
・

長
平
敏
彦
・
西
方
し
げ
子
・
㈱

つ
つ
み
堤
基
・
加
納
き
み
・
臼

井　

清
・
曽
我
ト
ヨ
子
・
大
野

　

斎
・
野
原
ち
よ
子
・
安
達
菊

雄
・
丸
谷
深
代
・
谷
本
幸
枝
・

棚
橋
和
枝
・
河
村
千
代
子
・
安

村
志
朗
・
小
椋　

卓
・
野
村
正

行
・
小
坂
司
馬
夫
・
田
中
と
し
・

㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所
・
富

澤
俊
夫
・
和
田
晴
男
他
８
名
・

石
垣
牧
子
他
18
名
・
森
本
勝
他

70
名

◎
平
成
８
年

　

・
仙
石　

貢
・
恩
田　

寛
・

今
木
節
子
・
佐
藤
昌
子
・
西
部

進
・
桑
原
一
敏
・
㈱
岩
佐
・
㈱

北
海
道
フ
ー
ズ
・
高
橋
正
光
・

大
西
住
子
・
高
士
茂
造
・
帯
広

信
用
金
庫
・
成
田
吉
信
・
山
中

登
美
子
・
白
木
千
代
・
森
本　

毅
・
林　

信
雄
・
士
幌
中
央
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
荒　

勇
・
安
村
志
朗
・

小
坂
司
馬
夫
・
山
内
豊
満
・
早

坂
孝
夫
・
菊
池
欣
一
・
㈱
安
井

測
量
設
計
事
務
所
・
丸
次
須
美

子◎
平
成
９
年

　

・
渋
谷
保
雄
・
清
野
要
之
進
・

河
田
幸
夫
・
小
坂
浅
一
・
長
瀬

み
さ
子
・
掛
水
定
男
・
平
田
孝

広
・
荒　

弘
・
小
椋　

卓
・
士

幌
町
農
業
協
同
組
合
・
森
本
順

二
・
松
井
時
恵
・
中
原
栄
子
・

堀
江
一
仁
・
遠
藤
弘
美
・
森
本

勇
雄
・
後
藤　

侃
・
河
太
利
夫
・

恩
田
勝
夫
・
矢
野
一
雄
・
後
藤

　

豊
・
三
島
竹
子
・
伊
藤　

登
・

岡
田
は
な
・
斉
藤
登
美
枝
・
高

橋
貞
夫
・
熊
谷
ト
シ
・
伊
賀
ふ

ゆ
・
森
本
義
三
・
小
坂
司
馬
夫
・

磯
角
静
司
・
㈱
安
井
測
量
設
計

事
務
所

◎
平
成
10
年

　

・
安
村
志
朗
・
波
多
野
邦
夫
・

前
野
武
司
・
前
野
フ
サ
・
田
守

ふ
み
子
・
宇
佐
見
誠
・
士
幌
歌

謡
同
好
会
・
堀
江
輝
次
・
山
口

昭
・
荒
井　

覚
・
後
藤
金
蔵
・

洞
田
長
作
・
長
屋
友
喜
・
三
上

明
子
・
武
井
徳
松
・
士
幌
交
通

㈱
・
国
枝
俊
彦
・
井
尾
由
一
・

小
見
山
政
規
・
服
部
幸
子
・
長

屋
義
晴
・
片
山
為
平
・
佐
藤
幸

子
・
丹
野　

章
・
斉
藤
弘
康
・

平
井
順
子
・
㈲
山
口
建
設
・
高

橋
チ
カ
・
武
藤
増
太
郎
・
森
本

清
一
・
加
藤
民
雄
・
遠
藤
和
雄
・

石
水
祐
治
・
掛
水
ト
キ
・
森
本

賢
次
・
吉
川
武
子
・
中
井
健
次
・

加
納
拾
・
安
村
志
朗
・
牧
野　

繁
・
山
本
安
徳
・
瀬
口
繁
子
・

森
本
貞
子
・
須
田
茂
雄
・
品
田

高
根
・
小
川
寅
之
助
・
浪
内
一

洋
・
上
屋
敷
昭
子
・
㈱
安
井
測

量
設
計
事
務
所
・
高
橋
幸
子

◎
平
成
11
年

　

・
加
納
勝
美
・
坪
井
功
一
・

石
田
正
幸
・
石
水
照
子
・
沖
館

慶
一
・
服
部
高
雄
・
西
部　

寛
・

丹
野
恵
子
・
河
村
富
美
子
・
今

田
忠
夫
・
波
多
野
ま
さ
子
・
小

坂
司
馬
夫
・
神
野
春
夫
・
古
川

一
枝
・
川
口　

清
・
目
黒
恵
子
・

稲
葉
結
香
・
松
倉　

翠
・
金
森

百
合
子
・
中
鉢
利
春
・
福
田
高

美
・
栗
田
孝
一
・
横
山
和
将
・

安
村
志
朗
・
矢
野
明
信
・
細
野

　

武
・
竹
腰
春
子
・
波
多
野
候

憲
・
飯
島
コ
ウ
・
島　

芳
美
・

田
中　

護
・
河
江
ツ
ル
子
・
溝

口
一
夫
・
山
西
輝
美
・
サ
カ
エ

農
機
㈱
・
岡
部
芳
子
・
荒
木
昇

平
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所

◎
平
成
12
年

　

・
古
川
幸
郎
・
田
中
ユ
キ
エ
・

部
田
菊
子
・
北
嶋
一
栄
・
堀
江

英
雄
・
森
本
慶
一
・
富
田　

澄
・

山
田
チ
サ
・
波
多
野
ミ
サ
ヲ
・

松
山
志
ず
・
茂
木
松
雄
・
森
本

マ
ツ
子
・
増
田
ト
シ
ヨ
・
矢
野

成
則
・
纐
纈
政
由
・
安
村
志
朗
・

坂
本
道
枝
・
瀬
口
健
一
郎
・
所
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澄
子
・
横
山
和
将
・
山
口
悦

子
・
松
崎
し
づ
子
・
村
瀬　

隆
・

名
波
一
男
・
安
村
志
朗
氏
銅
像

建
立
期
成
会
・
㈱
安
井
測
量
設

計
事
務
所

◎
平
成
13
年　

　

・
池
本
文
昭
・
柴
田
喜
美
夫
・

三
本
善
則
・
坪
井　

健
・
大
野

憲
光
・
神
山
裕
充
・
鈴
木
俊
道
・

佐
藤
輝
美
・
士
幌
町
酪
農
振
興

協
会
・
香
川
紀
子
・
野
田　

亮
・

窪
田
宜
嗣
・
篠
原
智
子
・
士
幌

町
農
業
協
同
組
合
・
葛
西
弘
子
・

和
田
登
志
男
・
北
川
て
る
子
・

山
根
克
己
・
丹
野
信
行
・
新
庄

定
義
・
遠
藤
征
旺
・
近
藤
和
三
・

岡
崎
誠
次
・
森
本
ふ
じ
・
安
村

志
朗
・
武
藤
絹
子
・
林　

義
博
・

西
部　

斌
・
小
阪
司
馬
夫
・
仁

科
一
男
・
沓
澤
君
代
・
宗
原
徳

雄
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所
・

金
田
美
世
子

◎
平
成
14
年　

　

・
布
谷
ス
エ
子
・
梅
本
晴
紀
・

大
野
祐
史
・
上
田
マ
ツ
・
森
本

美
津
子
・
浅
野
晴
夫
・
千
葉
勝

男
・
岡
林
菊
雄
・
二
瓶
勝
善
・

三
木
信
彦
・
上
杉
真
由
美
・
藤

田
信
夫
・
門
真
藤
雄
・
村
瀬　

隆
・
酒
井　

豊
・
遠
藤
綾
子
・

武
井
洋
右
・
岡
本
静
子
・
藤
村

英
次
・
加
藤
キ
ヨ
ノ
・
森
本
英

敬
・
佐
藤
陽
一
・
所
ミ
ト
リ
・

佐
藤
と
よ
・
沓
澤
君
代
・
河
村

敏
彦
・
安
村
志
朗
・
河
野
昭
二

郎
・
菊
池
節
子
・
角
田
冨
夫
・

安
村
節
子
・
長
瀬
知
之
・
吉
田

　

勲
・
大
友
初
男
・
山
田
正
治
・

和
田
登
志
男
・
荒
木
昇
平
・
宇

佐
見
保
・
土
屋
シ
ズ
・
斉
藤
あ

き
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所
・

神
田　

均

◎
平
成
15
年

　

・
吉
川
久
美
子
・
加
藤
破
魔

男
・
早
坂
要
次
郎
・
中
島
フ
ミ

子
・
寺
田　

清
・
森
本
正
博
・

士
幌
歌
謡
同
好
会
・
竹
部
き
よ
・

大
熊　

肇
・
成
瀬
貞
子
・
立
花

幸
子
・
加
納　

博
・
足
立
順
司
・

堀
田
寅
男
・
有
坂
弘
治
・
高
橋

富
江
・
宗
像
節
子
・
山
澤　

功
・

板
垣
明
彦
・
国
枝
清
由
・
神
戸

敬
子
・
伊
藤　

武
・
椎
橋
政
夫
・

佐
藤
英
民
・
鷲
見
ト
シ
子
・
吉

田
敏
子
・
船
戸
智
恵
子
・
西
部

秀
樹
・
宮
崎
信
一
・
上
野
孝
子
・

足
立
順
司
・
岡
崎
春
子
・
森
本

正
博
・
中
島
み
さ
子
・
山
口
泰

正
・
山
口
ミ
サ
・
佐
藤　

勉
・

安
村
志
朗
・
寺
町
隆
男
・
佐
藤

敏
美
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務

所
・
荒
木
昇
平

◎
平
成
16
年　

　

・
武
藤
敏
美
・
宮
野
雅
彦
・

北
嶋
一
榮
・
多
田　

博
・
鈴
木

慶
記
・
津
田
多
香
子
・
加
納
道

夫
・
堀　

醇
・
㈱
ト
ー
シ
ン
・

山
口
利
江
・
柳
井
正
一
・
樋
口

正
寛
・
今
田
忠
幸
・
保
坂　

勇
・

森
本
明
彦
・
山
下
征
夫
・
朝
陽

地
区
水
道
利
用
組
合
・
田
中
ミ

サ
ヲ
・
荻　

静
江
・
増
田
博
和
・

安
村
志
朗
・
小
林　

隆
・
名
波

忠
男
・
勝
矢
久
枝
・
塩
谷
善
七
・

三
本
美
幸
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

２
０
０
４
実
行
委
員
会
・
横
山

食
品
㈱
・
吉
田
清
子
・
重
森
善

之
助
・
中
道
機
械
㈱
・
荒
木
昇

平
・
横
山
克
己
・
中
島
増
す
子
・

土
生
正
吉

◎
平
成
17
年　

　

・
谷
口
正
典
・
萱
森
愛
子
・

西
部
竹
男
・
熊
谷
賢
一
・
田
中

秀
行
・
宮
崎
信
一
・
篠
原
金
治
・

佐
藤　

久
・
湯
澤
秀
夫
・
㈱
平

田
建
設
・
北
嶋　

孝
・
及
川
正

義
・
成
田
哲
也
・
遠
藤
定
雄
・

藤
原
一
夫
・
尾
形
美
津
子
・
㈲

士
幌
ハ
イ
ヤ
ー
・
鈴
木
俊
道
・

市
川
一
浩
・
柴
田
梅
子
・
矢
野

文
子
・
瀬
戸
俊
男
・
安
村
志
朗
・

小
林
ア
ヤ
子
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ

ン
２
０
０
５
実
行
委
員
会
・
今

田
平
子
・
㈱
ア
ル
ム
シ
ス
テ
ム
・

㈲
ひ
ま
わ
り
・
中
井
た
み
子
・

野
曽
原
隆
・
山
口
健
一

◎
平
成
18
年　

　

・
加
藤
楯
彦
・
田
中　

端
・

渡
邊
睦
実
・
藤
谷
辰
雄
・
㈱
平

田
建
設
・
山
川
秀
男
・
鈴
木
淳

子
・
兼
山
喜
市
・
遠
藤
定
雄
・

志
村
光
一
・
石
王
ユ
リ
子
・
早

坂
順
子
・
阿
部
き
み
子
・
坂
井

正
次
・
高
橋
勝
司
・
山
本
孝
司
・

鴨
川
繁
雄
・
横
山
食
品
㈱
・
野
々

村
啓
子
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事

務
所
・
重
森
榮
子
・
木
幡
利
則
・

竹
迫
真
樹

◎
平
成
19
年　

　

・
長
瀬
弘
子
・
井
上
義
孝
・

佐
藤
澄
子
・
㈱
平
田
建
設
・
早

坂
孝
夫
・
桑
原
一
敏
・
永
森
ミ

ワ
・
朝
井
康
子
・
土
屋
喜
恵
子
・

神
屋
静
江
・
北
村
捷
満
・
荒
井

　

覚
・
原
尾　

進
・
山
田
章
夫
・

足
立
好
弘
・
今
田
鉄
郎
・
有
澤

武
一
・
武
藤
み
き
子
・
小
原　

玉
・
村
瀬
峰
男
・
波
多
野
義
美
・

西
部
君
子
・
森　

弘
志
・
斉
藤

和
子
・
栗
山
吉
博
・
高
橋
美
千

子
・
吉
田　

孝
・
㈱
安
井
測
量

設
計
事
務
所
・
岡
部
睦
男

◎
平
成
20
年

　

・
鈴
木　

博
・
朝
井
康
子
・

加
納
一
郎
・
小
林
ち
よ
・
近
藤

タ
ケ
・
能
登　

茂
・
神
野
な
つ

子
・
㈱
平
田
建
設
・
武
井
志
津

子
・
今
井
光
仁
・
山
川
孝
一
郎
・

丹
野　

恵
子
・
篠
原
安
夫
・
三

井　

勉
・
辻　

宜
義
・
川
上
ユ

キ
子
・
斉
藤
雅
之
・
長
田
直
幸
・

佐
藤　

勉
・
飯
沼
千
恵
子
・
加

藤
洋
一
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事

務
所
・
加
納
利
男

◎
平
成
21
年

　

・
土
生
美
智
子
・
土
屋
一
郎
・

船
戸
敬
二
・
西
部
俊
正
・
木
幡

利
則
・
士
幌
小
学
校
開
校
百
周

年
記
念
協
賛
会
・
堀
江
一
仁
・

安
村
艶
子
・
土
生
美
智
子
・
㈱

平
田
建
設
・
飯
島　

勝
・
山
岸

　

馨
・
波
多
野
弘
幸
・
谷
田
清

蔵
・
篠
原
一
廣
・
市
原
照
義
・

森
本　

勝
・
大
西
孝
子
・
山
内

徳
彦
・
富
田　

実
・
塩
谷　

力
・

坪
井
功
一
・
吉
田　

勝
・
野
中

栄
忠
・
大
野
准
弌
・
古
田
常
雄
・

重
森
初
美
・
㈱
安
井
測
量
設
計

事
務
所

◎
平
成
22
年

　

・
加
藤
治
雄
・
水
上
良
明
・

小
松
繁
雄
・
山
田
高
広
・
庄
司

光
恵
・
後
藤
国
昭
・
野
村　

晃
・

庄
司
光
恵
・
小
川
清
美
・
㈱
平

田
建
設
・
中
尾　

有
・
西
堀
田

地
区
営
農
用
水
事
業
促
進
期
成

会
・
加
納
み
よ
子
・
佐
藤
正
博
・

伊
藤
和
一
・
高
橋
勝
司
・
三
田

正
眞
・
堀
江
輝
次
・
加
納
幸
夫
・

平
野
重
信
・
荒
井
茂
雄
・
河
野
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徳
昭
・
木
澤
人
武
・
浅
野
春
雄
・

㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所
・
清

水
章
宏

◎
平
成
23
年

　

・
松
本
正
明
・
伊
賀
静
雄
・

羽
藤　

勲
・
後
藤
き
よ
み
・
堀

江　

信
・
栗
山
吉
博
・
岡
部
睦

男
・
瀬
戸
敏
美
・
樋
口
正
寛
・

㈱
平
田
建
設
・
大
井
春
広
・
森

本
英
伸
・
河
村
博
道
・
小
川
キ

ヨ
・
野
田
勅
子
・
加
納　

清
・

服
部
茂
徳
・
横
山
食
品
㈱
・
品

田
タ
ツ
・
堀
部　

薫
・
横
山
美

治
・
高
橋
康
宏
・
小
椋
タ
ツ
子
・

日
下
米
子
・
北
嶋
雅
子
・
白
木

美
恵
子
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事

務
所

◎
平
成
24
年

　

・
佐
藤
節
子
・
植
田
廣
幸
・

臼
井
文
雄
・
伊
藤　

博
・
月
田

ケ
イ
子
・
沓
澤　

求
・
小
川　

清
・
柴
山
幸
夫
・
山
本
シ
ズ
エ
・

茂
木
ト
シ
・
㈱
平
田
建
設
・
亀

村
東
子
・
吉
川
民
義
・
㈲
士
幌

ハ
イ
ヤ
ー
・
鈴
木　

敏
・
宮
崎

喜
久
子
・
長
平
和
子
・
川
原
祥

嗣
・
増
田
秀
則
・
原　

幸
雄
・

牧
田
光
雄
・
河
口
武
一
・
荒
井

茂
雄
・
山
田
真
人
・
鈴
木
年
秋
・

小
椋　

卓
・
牧
田
光
雄
・
㈱
安

井
測
量
設
計
事
務
所

◎
平
成
25
年

　

・
国
井
ユ
リ
子
・
加
納
文
一
・

大
場
未
叔
・
森
本
寿
徳
・
林　

幸
三
・
中
原　

弘
・
森
本
耕
二
・

河
野
富
彦
・
高
橋
正
文
・
士
幌

歌
謡
同
好
会
・
石
垣
順
作
・
三

井
舞
子
・
坂
本
為
吉
・
鴨
川
正

寛
・
三
島
久
子
・
服
部
日
出
夫
・

伊
藤
ク
ニ
コ
・
川
崎
敏
彦
・
田

中
純
子
・
冨
山
俊
郎
・
㈱
平
田

建
設
・
伊
賀
文
雄
・
輔
田　

等
・

高
橋
広
樹
・
曽
我
部
志
子
・
牧

野　

繁
・
ふ
と
し
会
・
飯
澤
勇

一
・
山
中
峰
義
・
川
村
信
子
・

藤
井
淳
一
・
㈱
安
井
測
量
設
計

事
務
所
・
藤
澤
隆
夫
・
宮
本
弘
幸

◎
平
成
26
年

　

・
宮
本
弘
幸
・
石
垣
銀
次
郎
・

遠
藤
文
江
・
成
瀬
英
二
・
庄
司

キ
ヱ
子
・
池
田
健
一
・
菊
地
友

恵
・
船
戸　

稔
・
中
野
雅
隆
・

河
合
春
江
・
成
田
有
人
・
中
島

み
さ
子
・
㈱
平
田
建
設
・
高
士

眞
吉
・
柴
田
喜
美
夫
・
佐
野
修

二
・
洞
田
範
明
・
金
森
百
合
子
・

荻　

静
江
・
古
田
常
雄
・
室
本

敏
行
・
北
村
保
廣
・
篠
原
安
夫
・

佐
古
法
代
・
山
岸
利
明
・
㈱
安

井
測
量
設
計
事
務
所

◎
平
成
27
年

　

・
遠
藤
行
雄
・
加
藤　

守
・

山
岸　

均
・
後
藤
尚
司
・
㈲
士

幌
ハ
イ
ヤ
ー
・
井
上
二
三
夫
・

酒
井
栄
津
子
・
鈴
木　

博
・
清

水　

充
・
松
山
雅
則
・
纐
纈
利

美
・
能
登
ヒ
ナ
子
・
㈱
平
田
建

設
・
鷲
見
詔
幸
・
吉
田　

勲
・

堀
田
隆
浩
・
小
松
淳
子
・
吉
田

志
津
枝
他
２
名
・
三
島
重
浩
・

加
納　

博
・
平
田
里
惠
・
士
幌

歌
舞
愛
友
会
・
伊
藤
ヒ
ロ
子
・

堀
江
徳
仁
・
㈱
安
井
測
量
設
計

事
務
所
・
木
原
セ
イ
子
・
土
橋

義
清

◎
平
成
28
年

　

・
加
藤
友
子
・
東
井
忠
彦
・

鈴
木
邦
子
・
佐
藤
秀
勝
・
高
士

昌
弘
・
和
田
政
市
・
川
瀬
喜
代

子
・
古
川
フ
サ
子
・
樋
口
豊
司
・

佐
藤
敏
明
・
永
森
ノ
ブ
子
・
士

幌
町
中
央
中
学
校
開
校
50
周
年

記
念
事
業
協
賛
会
・
山
本
雅
晴
・

㈱
平
田
建
設
・
吉
田　

久
・
帯

広
信
用
金
庫
・
加
藤
悦
子
・
丸

毛
清
孝
・
井
上　

司
・
杉
山　

誠
・
野
田
勅
子
・
辻　

修
・
勝

野
サ
エ
子
・
山
根
静
江
・
㈱
共

成
・
丸
尾
英
芳
・
瀬
口
隆
宏
・

宍
戸
拓
治
・
滝　

紀
好
・
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
台
風
災
害
義
援
金
募

金
活
動
会
・
士
幌
歌
舞
愛
友
会
・

河
合
幹
夫
・
篠
原
真
人
・
白
木

幹
男
・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務

所
・
吉
田　

均

◎
平
成
29
年

　

・
高
橋
正
文
・
小
椋　

卓
・

池
本
文
昭
・
北
斗
産
業
㈱
・
士

幌
電
設
㈱
・
山
根
一
則
・
森
本

英
子
・
㈱
平
田
建
設
・
山
口
昌

也
・
加
藤
道
夫
・
中
山
武
次
・

堀
田
敬
子
・
平
田
定
之
・
飯
沼

　

実
・
中
田
金
敏
・
成
田
哲
也
・

堀　

光
生
、
節
子
・
須
藤
梅
吉
・

士
幌
歌
舞
愛
友
会
・
横
山
食
品

㈱
・
佐
藤
春
三
・
㈱
安
井
測
量

設
計
事
務
所
・
瀬
口
健
一
郎
・

小
野
寺
保

◎
平
成
30
年

　

・
高
橋
正
文
・
片
山
て
る
子
・

八
木
森
洋
子
・
岡
田
祥
一
・
士

幌
歌
謡
同
好
会
・
長
屋
牧
場
・

山
口
ク
ニ
子
・
柴
山
恵
美
子
・

㈱
平
田
建
設
・
瀬
戸
榮
作
・
加

納
美
好
・
大
口
静
夫
・
棚
橋
隆

行
・
長
瀬
直
道
・
藤
村　

延
・

長
瀬
明
子
・
高
山　

宏
・
辻
本

喜
弘
・
服
部
髙
雄
・
平
井
昌
直
・

㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所

◎
平
成
31
年
・
令
和
元
年

　

・
石
水
茂
幸
・
赤
間
敏
博
・

所　

浩
司
・
太
田
ひ
さ
・
河
江

信
一
・
河
村
博
道
・
及
川
邦
子
・

士
幌
歌
謡
同
好
会
・
北
川
昌
盛
・

長
屋
牧
場
・
後
藤
晴
久
・
加
納

康
司
・
田
辺　

豊
・
㈱
平
田
建

設
・
國
枝
俊
彦
・
鎌
田
吉
博
・

三
浦
ゆ
う
子
・
高
橋
寛
彰
・
士

幌
歌
舞
愛
友
会
・
斉
藤
雅
之
・

山
本
雅
晴
・
長
瀬
則
行
・
原　

勝
・
片
山
茂
男
・
㈱
安
井
測
量

設
計
事
務
所

◎
令
和
２
年

　

・
河
江
智
恵
子
・
太
田
義
則
・

飯
沼　

実
・
河
口
ひ
と
み
・
兼

山
栄
治
・
㈲
富
田
牧
場
・
赤
間

敏
博
・
長
屋
牧
場
・
加
納　

博
・

㈱
佐
藤
塗
装
工
業
・
㈱
平
田
建

設
・
堀　

光
生
他
一
名
・
平
田

定
之
・
西
部
良
子
・
小
坂
正
志
・

大
野　

斎
・
森
本
龍
太
・
三
洋

興
熱
㈱
・
細
野
芳
春
・
松
山
一

美◎
令
和
３
年

　

・
㈱
安
井
測
量
設
計
事
務
所
・

平
田
昌
克
・
士
幌
町
農
業
協
同

組
合
・
北
斗
運
輸
㈱
・
佐
藤
敏

実
・
長
屋
牧
場
・
㈱
佐
藤
塗
装

工
業
・
寺
田
ス
マ
子
・
土
橋
年

春
・
阿
部
一
巳
・
齊
藤
達
也
・

赤
間
敏
博
・
竹
腰
一
康
・
㈱
平

田
建
設
・
高
橋
節
子
・
小
椋　

卓
・
㈱
奥
原
商
会
・
出
村
信
之
・

大
野
裕
一
・
信
太
勢
子
・
二
川

政
義
・
國
井
克
己
・
横
山
食
品

㈱
・
士
幌
歌
舞
愛
友
会
・
三
本

伸
二
・
山
田
敏
明
・
山
下
博
司
・

大
野
祐
史
・
㈱
ト
ー
エ
ン
・
川

崎　

康
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２
、
高
齢
者
福
祉

老
人
福
祉
か
ら
高
齢
者
福

祉
へ

　

老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
る

以
前
の
高
齢
者
福
祉
施
策
は
、

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
養
老
施

設
へ
の
収
容
保
護
が
中
心
だ
っ

た
が
、
高
齢
者
の
増
加
、
高
齢

者
の
就
労
機
会
の
減
少
な
ど
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
た
こ
と
を
受
け
、
１
９
６
３

年（
昭
和
38
年
）、
高
齢
者
の
心

身
の
健
康
の
保
持
や
生
活
の
安

定
を
目
的
と
し
て
老
人
福
祉
法

が
制
定
さ
れ
た
。
１
９
７
０
年

代
半
ば
ま
で
は
施
設
の
整
備
に

重
点
が
置
か
れ
た
が
、
以
降
、

在
宅
福
祉
へ
の
認
識
が
高
ま
り
、

在
宅
福
祉
施
策
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。�

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に

は
、
老
人
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
住

民
に
身
近
な
市
区
町
村
に
お
い

て
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。�

ま
た
、

急
速
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
高
齢
者
が

増
加
す
る
一
方
、
核
家
族
化
に

よ
り
、
家
族
の
介
護
機
能
が
低

下
し
、
高
齢
者
の
介
護
が
社
会

的
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）、
介

護
保
険
法
が
制
定
さ
れ
、
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）４
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お

い
て
も
高
齢
者
を
取
り
巻
く
問

題
に
対
し
て
多
方
面
か
ら
の
施

策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

▽
主
な
事
業
の
変
遷

・
高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業（
平

成
５
年
開
始
）

　

町
有
バ
ス
運
行
地
域
を
除
く

国
道
２
４
１
号
線
士
幌
23
号
バ

ス
停
以
南
、
ま
た
は
、
士
幌
28

号
バ
ス
停
以
北
の
停
留
所
付
近

に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
し
、
公
的
交
通
機

関
を
利
用
す
る
場
合
の
交
通
費

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
積

極
的
な
社
会
参
加
を
促
し
、
福

祉
増
進
を
目
的
に
助
成
す
る
事

業
　

平
成
11
年
度
の
利
用
実
績
は
、

次
の
と
お
り

町
営
バ
ス
無
料
証
明
書
交
付
数

　

４
４
３
人

民
間
バ
ス
無
料
乗
車
券
延
べ
使

用　

２
１
６
０
枚（
助
成
額
64

万
６
千
円
）

　

令
和
２
年
度
実
績
で
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
営
以
外
の
路
線
バ
ス
乗
車

券
延
べ
利
用
者
の
状
況

　

令
和
２
年
度　

５
１
７
枚（
助

成
額
16
万
５
千
円
）

　

事
業
開
始
当
初
か
ら
平
成
17

年
度
ま
で
は
、
町
営
バ
ス
の
利

用
に
際
し
無
料
証
明
書
を
交
付

し
て
い
た
が
、
平
成
18
年
度
よ

り
全
路
線
無
料
化
に
伴
い
、
無

料
証
明
書
の
交
付
は
終
了
し
た
。

・
高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
設
置

事
業

　

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
世
帯
等
の
在
宅
者

に
対
し
、
日
常
生
活
に
お
け
る

急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
対

応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
す
る
事
業

　

令
和
２
年
度　

31
件（
扶
助

額
66
万
８
千
円
）

　

こ
の
事
業
は
、
１
９
８
６
年

（
昭
和
61
年
）老
人
福
祉
電
話「
シ

ル
バ
ー
ホ
ー
ン
あ
ん
し
ん
」と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
よ
り
利
用

者
な
ど
の
利
便
性
を
高
め
な
が

ら
、
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

度
よ
り
高
齢
者
緊
急
通
報
装
置

設
置
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

・
在
宅
介
護
用
品
等
扶
助
事
業

（
平
成
８
年
開
始)

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
た
め

日
常
的
に
介
護
用
品
等
を
必
要

と
す
る
老
人
を
介
護
す
る
世
帯

に
対
し
、
そ
の
費
用
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
一
部
助
成
を
行
う
。

対
象
者
は
町
内
に
居
住
す
る
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
者
で
紙
お

む
つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ト
の
購
入

に
必
要
な
経
費
の
一
部
補
助
。

　

平
成
11
年
度　

１
１
２
万
６

千
円（
23
人
）　�

　

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
支
給
要
件
を
要
介
護
３
以

上
の
在
宅
高
齢
者
等
、
市
町
村

民
税
非
課
税
な
ど
の
所
得
制
限

を
導
入
し
た
。

令
和
２
年
度　

支
給
実
績
な
し

・
敬
老
会
の
開
催

　

多
年
に
わ
た
り
本
町
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
高
齢
者
の
労
苦

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
77
歳
お
よ
び
88
歳
の
高
齢

者
を
招
待
し
、
祝
賀
会
を
開
催

す
る
事
業

　

令
和
元
年
度　

対
象
者　

77

歳　

55
名　

88
歳　

35
名　
　

　

出
席
者　

77
歳　

28
名　

88

歳　

10
名　

※
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

中
止

　

敬
老
会
事
業
も
75
歳
以
上
の

方
を
招
き
実
施
し
て
き
た
が
、

人
数
が
増
え
１
か
所
で
実
施
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
12
年
度
よ
り
地
区

公
民
館
の
協
力
を
得
て
、
市
街

地
・
中
士
幌
地
区
・
東
部
・
西

部
の
４
か
所
に
分
け
平
成
14
年

度
ま
で
実
施
、
平
成
15
年
度
か

ら
は
、
75
歳
・
77
歳
・
80
歳
・

88
歳
・
90
歳
・
99
歳
・
１
０
０

歳
の
節
目
の
年
齢
を
対
象
に
１

か
所
で
実
施
、
平
成
20
年
度
か

ら
は
、
77
歳
と
88
歳
に
限
定
し

実
施
し
て
い
る
。

・
敬
老
祝
い
金
等
支
給
事
業

　

社
会
に
貢
献
し
た
多
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
町
民
の

敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
高
齢
の
町
民

敬老会
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に
対
し
お
祝
い
金
等
を
支
給
す

る
事
業

　

令
和
２
年
度　

　

お
祝
い
金
等　

１
１
２
人

２
９
２
万
円（
77
・
88
・
１
０

０
歳
）

　

プ
ラ
ザ
緑
風
入
湯
券（
利
用

実
績
）　

２
０
３
５
枚（
75
歳
以

上
の
お
祝
い
金
対
象
者
外
）81

万
４
千
円

※
１
０
０
歳
を
迎
え
た
高
齢
者

（
右
記
１
１
２
人
の
内
数
）３
人

　

30
万
円

　

敬
老
祝
い
金
も
75
歳
以
上
の

方
に
１
人
一
律
２
万
円
を
支
給

し
て
い
た
が
、
平
成
15
年
度
に

は
、
75
歳（
１
万
５
千
円
）・
77

歳（
２
万
円
）・
80
歳（
２
万
５

千
円
）・
88
歳（
３
万
円
）・
90
歳

（
３
万
５
千
円
）・
99
歳（
５
万

円
）・
１
０
０
歳（
10
万
円
）の

支
給
に
変
更
、
平
成
20
年
度
か

ら
、
77
歳（
２
万
円
）・
88
歳（
３

万
円
）・
１
０
０
歳（
10
万
円
）

に
変
更
し
た
。（
一
部
商
品
券
）

・
在
宅
寝
た
き
り
老
人
介
護
手

当
支
給（
平
成
５
年
開
始
）平
成

11
年
度
実
績　

94
万
４
千
円

（
11
件
）お
よ
び
、
在
宅
痴
呆
性

老
人
介
護
手
当
支
給（
平
成
７

年
開
始
）平
成
11
年
度
実
績　

１
２
４
万
円（
16
件
）に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
平
成
12
年
度
よ
り
継
続

者
の
み
の
支
給
と
な
り
、
平
成

14
年
度
で
終
了
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）に

開
所
し
た
町
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
、
老
朽
化
も
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
２
０
０
２
年（
平
成

14
年
）11
月
に
改
築
さ
れ
、
12

月
に
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ほ
ほ
え
み
」と
し
て
落
成
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

　

入
所
定
員
の
１
０
７
床
は
、

ほ
ぼ
満
床
で
推
移
し
入
所
待
機

を
し
て
い
る
者
も
数
多
く
な
っ

て
い
る
。
入
所
者
の
約
７
割
は

女
性
で
推
移
し
て
お
り
、
平
均

年
齢
は
87
歳
と
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
。
ま
た
、
町
内
か
ら
入

所
し
て
い
る
人
は
約
７
割
で
推

移
し
て
い
る
。
年
々
介
護
度
の

重
度
化
が
進
み
、
お
む
つ
の
常

用
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
施

設
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

行
わ
れ
る
一
方
、
多
く
の
団
体

の
訪
問
、
住
民
善
意
の
寄
付
等

入
所
者
の
物
心
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
。（
表-

１
参
照
）

　

短
期
受
入
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
も
10
床
に
対
し
令
和
２
年
度

で
１
日
平
均
４
・
２
人
利
用
と

な
っ
て
い
る
。
職
員
は
２
０
０

０
年（
平
成
12
年
）４
月
１
日
現

在
施
設
長
以
下
49
名
、
２
０
２

１
年（
令
和
３
年
）４
月
１
日
現

在
施
設
長
以
下
パ
ー
ト
等
含
め

69
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
介
護

職
員
は
45
名
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

か
ら
介
護
保
険
制
度
の
開
始
で
、

こ
れ
ま
で
の
措
置
制
度
か
ら
介

護
認
定
を
受
け
て
の
契
約
制
度

に
か
わ
り
、
入
所
者
全
員
の
介

護
認
定
を
制
度
開
始
前
に
行
っ

た
が
５
名
が
自
立
と
判
定
さ
れ

た
。
制
度
で
は
自
立
の
者
の
入

所
は
認
め
て
い
な
い
が
制
度
開

始
前
に
既
に
入
所
し
て
い
た
者

に
限
り
５
年
間
の
経
過
措
置
と

し
て
入
所
が
継
続
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に

よ
り
、
入
所
者
と
家
族
の
面
会

を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
５
月
に
家
族
会
よ
り
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
寄
贈
が
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
が
可
能
と
な

り
、
画
面
越
し
で
は
あ
る
が
利

用
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
介
護
保
険

事
業

　

道
内
で
２
番
目
の
施
設
と
な

る
新
型
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム「
ケ

ア
ハ
ウ
ス
」が
１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。
社
会
福
祉
法
人
士
幌
愛

風
会
を
設
立
し
準
備
し
て
い
た

も
の
で
、
家
庭
環
境
や
、
住
宅

事
情
に
恵
ま
れ
な
い
高
齢
者
に

ケ
ア
を
配
慮
し
つ
つ
自
立
し
た

生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活

の
拠
点
と
し
て
、
一
人
用
居
室

26
、
夫
婦
用
居
室
２
、
あ
わ
せ

て
30
人
定
員
で
建
設
さ
れ
た
が

す
ぐ
に
待
機
者
が
で
る
ほ
ど
の

人
気
で
あ
っ
た
。

　

60
歳
以
上
の
者
で
自
炊
が
で

き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低

下
等
が
あ
り
、
ま
た
、
高
齢
等

の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に

は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
人
で
、

表－１　　　　　　　　　　　要介護度別入所者数� （年度末数：人）

年度 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

2005
（H17 年度） ２ ７ ２５ ４０ ３３ １０７

2010
（H22 年度） ０ ３ ２７ ４６ ３１ １０７

2015
（H27 年度） １ ７ ３８ ３６ ２２ １０４

2020
（R ２年度） ０ １ ３９ ３６ ２８ １０４

特別養護老人ホーム

ケアハウスしほろ　愛風苑
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家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
人
に
居
室
を
提
供

し
、
食
事
３
食
の
ほ
か
、
モ
ー

ル
系
温
泉
へ
の
入
浴
と
、
職
員
、

相
談
員
に
よ
る
生
活
助
言
が
気

軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
全
道
的
な
注
目
を
あ

つ
め
開
設
当
初
は
、
道
内
多
く

の
市
町
村
関
係
者
の
視
察
対
応

に
追
わ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
直
後
の
７
月
に
は
、

当
時
の
横
路
北
海
道
知
事
も
ふ

る
さ
と
訪
問
で
来
町
し
同
施
設

へ
立
寄
り
見
学
と
入
居
者
と
の

懇
談
を
行
っ
て
い
る
。

　

待
機
者
が
多
く
、
増
築
の
要

望
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

道
へ
増
築
の
働
き
か
け
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）に
補
助
採
択
さ
れ
、

20
人
分
の
増
築
を
１
９
９
６
年

と
97
年（
平
成
８
年
と
９
年
）の

２
年
継
続
事
業
で
行
い
増
築
分

を
三
階
建
て
と
し
た
定
員
50
人

の
新
し
い
施
設
と
し
て
１
９
９

７
年（
平
成
９
年
）11
月
に
再
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

現
在
の
入
所
者
の
出
身
地
別

で
は
士
幌
町
の
31
人
に
続
き
十

勝
管
内
17
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
表-

２
参
照
）

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
併
設
し
て
造

ら
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
も
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
施
設
の
利
用
は
、
町
内
に

居
住
す
る
概
ね
65
歳
以
上
の
者

で
身
体
の
虚
弱
等
で
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、
か

つ
通
所
が
可
能
な
者
を
対
象
に
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
生
活
指
導
、
日
常
動

作
訓
練
等
を
行
っ
て
お
り
、
１

日
の
定
員
を
15
人
と
し
て
週
５

日
間
開
設
し
て
き
た
が
利
用
者

も
多
く
な
り
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）５
月
か
ら
は
土
曜
日

も
開
設
し
対
応
し
た
。（
表-

３

参
照
）

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

か
ら
は
介
護
保
険
制
度
へ
移
行
、

通
所
介
護
事
業
所
の
指
定
を
受

け
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方
が
利
用
す
る
事
業
所
と

な
り
、
一
日
利
用
定
員
を
30
人

と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）実
通
所
者
数
73
名
年

間
延
べ
４
４
３
５
名
を
数
え
る
。

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）４

月
か
ら
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
指
定
を
受
け
て
、
士
幌
愛
風

会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
開

設
。
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

４
月
か
ら
は
、
指
定
訪
問
介
護

事
業
所
指
定
を
受
け
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ほ
ろ
と
し

て
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
事
業
を
引
き
継
い
で
訪
問
介

護
事
業
所
を
開
所
し
た
。（
表‒

４
参
照
）

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）４

月
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所「
な
ご
み
」を
開
所
、

翌
年
６
月
、
登
録
定
員
を
15
名

か
ら
18
名
に
増
員
、
２
０
１
５

年（
平
成
27
年
）４
月
に
は
、
登

録
定
員
を
18
名
か
ら
25
名
に
増

員
し
た
。

　

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）４

月
、
士
幌
愛
風
会
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
事
業
休
止
、
令
和
元

年
12
月
に
は
、
非
常
用
発
電
設

備
を
設
置
し
た
。

　

職
員
は
２
０
２
１
年(

令
和

３
年)

４
月
現
在
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
・
訪

問
介
護
事
業
全
体
で
施
設
長
・

事
務
員
・
生
活
相
談
員
・
介
護

員
・
看
護
師
兼
機
能
訓
練
指
導

員
・
介
護
支
援
専
門
員
・
訪
問

介
護
員
等
で
34
名(

非
常
勤
含

む)

が
在
職
し
て
い
る
。

託
老
所

　

町
は
、
１
９
９
９
年（
平
成

11
年
）度
で
、
将
来
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
設
置
を
想
定
し
た
託

老
所
を
試
行
的
に
開
設
し
た
。

在
宅
の
痴
呆
性
老
人（
２
０
０

４
年
12
月
以
降「
痴
呆
」を『
認

知
症
』へ
と
呼
称
変
更
）等
の
介

護
者
に
代
わ
っ
て
、
対
象
者
を

一
定
期
間
通
所
さ
せ
、
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
と
通
所
者
の

痴
呆
進
行
を
防
ぐ
目
的
で
当
面

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）10
月

１
日
か
ら
２
０
０
０
年（
平
成

表－２　　　　　　　　　　　ケアハウス入居者状況� （単位：人）

年度 入　居　者　数 出　身　地　別
定員 男 女 町内 管内 管外

1994
（H ６年度） ３０ ７ ２３ １１ ９ １０

1999
（Ｈ１１年度） ５０ １４ ３６ １８ ２２ １０

2005
（H １７年度） ５０ １４ ３６ ２５ １９ ６

2010
（H ２２年度） ５０ １５ ３５ ２８ １６ ６

2015
（Ｈ２７年度） ５０ １２ ３８ ３２ １６ ２

2020
（R ２年度） ５０ １２ ３８ ３１ １７ ２

表－３　　　　　　　　　　　デイサービス利用状況� （単位：人）

年度
実通所者 年間延べ利用

者数要支援要介護
認定者 自立者 計

2000
（Ｈ 12 年度） １０３ １３ １１６ ５, ７０９

2005
（Ｈ 17 年度） ８８ ３ ９１ ６, １５５

2010
（Ｈ 22 年度） １０６ ０ １０６ ７, ９７５

2015
（Ｈ 27 年度） １００ ０ １００ ６, ６９８

2020
（Ｒ２年度） ７３ ０ ７３ ４, ４３５

※平成28年度以降の自立者は、介護予防・日常生活支援総合事業の対象者

表－４　　　　　　　　　　ホームヘルパー活動状況
年　度 ヘルパー

人員
派遣実
世帯数

訪問活動状況
延べ回数 １日当世帯数

2010
（H22 年度） ７ ５２３（17） ５，０５２（650） １３．９（1.8）

2012
（H24 年度） ８ ５１３（12） ５，００８（188） １３．９（1.0）

2014
（H26 年度） ６ ３８５（15） ３，５１０（208） ９．７（2.0）

2016
（H28 年度） ５ ３６０（43） ２，９８０（441） ８．８（2.3）

2018
（H30 年度） ４ ３６９（45） ２，１９３（368） ７．１（2.0）

2020
（R ２年度） ５ ３９６（38） ２，２３１（290） ７．５（2.1）

※下段（　）内は障害福祉サービス
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３
、
児
童
福
祉

幼
児
の
保
育

　

児
童
福
祉
施
設
と
し
て
認
可

を
受
け
て
い
る
保
育
所
が
町
立

士
幌
保
育
所
と
法
人
運
営
の
中

士
幌
保
育
園
の
２
か
所
あ
る
ほ

か
、
町
内
各
小
学
校
校
下
単
位

に
へ
き
地
保
育
所
を
６
か
所
設

置
し
て
い
た
が
出
生
数
の
減
少

に
よ
る
少
子
化
現
象
が
進
み
、

各
施
設
入
所（
園
）児
童
数
も
定

員
を
大
幅
に
下
回
る
状
況
が
続

い
た
。
特
に
平
成
に
入
っ
て
か

ら
の
減
少
が
大
き
く
、
士
幌
保

育
所
で
は
昭
和
60
年
代
後
半
に

比
べ
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
へ
き
地
保
育
所
で
も
地

区
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の

今
後
の
推
移
に
よ
っ
て
は
統
合

再
編
の
検
討
に
迫
ら
れ
る
状
態

に
あ
っ
た
。

　

施
設
整
備
で
は
、
今
ま
で
児

童
館
を
利
用
し
て
い
た
西
上
へ

き
地
保
育
所
が
１
９
９
４
年（
平

成
６
年
）に
、
ま
た
地
区
集
会

施
設
内
で
併
設
し
て
い
た
新
田

保
育
所
が
１
９
９
７
年（
平
成

９
年
）に
そ
れ
ぞ
れ
新
築
さ
れ

近
代
的
な
保
育
施
設
に
生
ま
れ

か
わ
り
、
他
の
へ
き
地
保
育
所

も
ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
図
ら
れ

る
な
ど
保
育
環
境
の
整
備
を
進

め
た
。

　

中
士
幌
保
育
園
で
は
、
町
の

「
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ン
」に
則
り

当
時
老
朽
化
し
て
い
た
施
設
を

取
り
壊
し
、
保
育
園
・
児
童
館
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
む

児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
２
０
０

１
年（
平
成
13
年
）新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
、
中
士
幌
地
域
の
子
育

て
拠
点
と
し
て
重
要
な
働
き
を

担
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に

は
士
幌
、
中
士
幌
両
認
可
保
育

所
で
国
庫
補
助
に
よ
る
障
害
児

保
育
促
進
事
業
を
実
施
し
て
設

備
等
の
強
化
を
は
か
り
、
同
年

10
月
か
ら
障
害
児
保
育
の
指
定

保
育
所
と
し
て
受
入
れ
体
制
を

と
っ
た
。

　

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
乳
児
保
育
実
施
保

育
園
の
拡
充
お
よ
び
２
０
０
２

年（
平
成
14
年
）よ
り
保
育
時
間

の
延
長
、
一
時
保
育
事
業
を
開

始
し
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。

　

町
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
は
、
２
０
０
８
年（
平
成

20
年
）に
士
幌
保
育
所
と
幼
稚

園
を
併
せ
互
い
の
施
設
を
廊
下

等
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
管
理
棟

な
ど
一
部
を
増
築
し
て
設
置
さ

れ
た
。
当
時
は
そ
れ
ぞ
れ
に
保

育
所
は
厚
生
労
働
省
、
幼
稚
園

は
文
部
科
学
省
と
許
認
可
が
分

か
れ
て
い
た
が
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）の
法
改
正
に
よ
り

内
閣
府
に
一
本
化
さ
れ
た
。

（
表‒

１
参
照
）

士幌町認定こども園「なかよし」

表－１　　　　認定こども園・認可保育所の状況� （単位：人）

年　度 名　　称
児　　　童 職　　　員

定員 月平均
在籍

所長・
園長

保育士・
保育教諭 調理員 公務補

1990
（H ２年度）

士幌保育所 120 89 1 7 2 1

中士幌保育園 45 35 1 3 1 ―

2000
（H12 年度）

士幌保育所 90 63 1 6 1 1

中士幌保育園 45 26 1 3 1 ―

2010
（H22 年度）

認定
こども園

長 90 82 1 25 ― ―

短 70 44

中士幌保育園 45 32 1 4 1 ―

2020
（Ｒ２年度）

認定
こども園

長 135 119 1 27 ― ―

短 25 10

中士幌保育園 45 22 1 6
管理栄

養士 1・
調理員 1

―

※認定こども園の定員については、平成31年４月１日より受入児の動向に合わせ変更、総
数では変更なし

12
年
）３
月
31
日
ま
で
の
期
間

試
み
た
。

　

施
設
は
、
神
苑（
フ
レ
ン
ド

ハ
ウ
ス
東
）に
あ
る
町
有
住
宅

を
内
部
改
造
し
て「
ふ
れ
あ
い

の
家
ア
カ
シ
ヤ
」と
名
付
け
、

事
業
の
実
施
を
社
会
福
祉
法
人

士
幌
愛
風
会
に
委
託
し
た
。

　

事
業
内
容
等
は
、
要
網
で
定

め
、
利
用
者
の
生
活
状
況
の
見

守
り
、
日
常
生
活
動
作
訓
練
の

ほ
か
給
食
提
供
を
行
い
、
利
用

時
間
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
、

必
要
な
人
に
は
、
前
後
２
時
間

ま
で
の
延
長
を
認
め
た
。
試
行

期
間
中
は
利
用
者
負
担
を
徴
さ

な
い
が
、
給
食
代
と
お
や
つ
代

が
必
要
で
あ
っ
た
。（
実
費
）

　

要
網
で
定
員
は
定
め
て
い
な

い
が
、
施
設
規
模
、
介
助
担
当

者
等
の
状
況
か
ら
み
て
一
日
６

〜
７
人
が
限
度
で
期
間
中
お
お

む
ね
、
そ
の
人
数
が
利
用
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
み
た

町
は
、
事
業
の
必
要
性
を
認
め
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
以

降
は
本
実
施
と
す
る
こ
と
と
し
、

条
例
を
制
定
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。

　

試
行
期
と
事
業
内
容
等
で
違

う
の
は
、
利
用
対
象
者
を
介
護

保
険
事
業
に
準
じ
て
認
定
さ
れ

た
者
と
し
、
利
用
料
金
も
同
様

に
算
定
さ
れ
た
額
を
納
め
る
こ

と
と
し
た
ほ
か
は
、
大
き
な
変

更
は
な
い
。
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）度
で
実
利
用
者
９
人
、

延
べ
６
３
８
人
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、
介
護
保
険
制
度
の
浸
透

に
よ
り
翌
年
度
か
ら
利
用
者
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
２

０
０
３
年（
平
成
15
年
）度
で
廃

止
と
し
た
。
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へ
き
地
保
育
所
で
も
児
童
の

減
少
か
ら
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）度
、
地
域
運
営
で
下

居
辺
地
区
へ
き
地
保
育
所
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
で
上
居
辺
地
区

へ
き
地
保
育
所
に
町
か
ら
移
行

さ
れ
開
所
、
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）に
は
、
川
西
地
区
の

新
田
・
西
上
・
北
中
音
更
へ
き

地
保
育
所
を
統
合
し
川
西
へ
き

地
保
育
所「
あ
お
ば
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
運
営
に
よ
る
佐
倉
地
区
へ

き
地
保
育
所
が
開
所
さ
れ
た
。

　

地
域
が
運
営
に
深
く
か
か
わ

っ
て
努
力
し
て
き
た
が
、
出
生

数
の
減
少
に
よ
る
少
子
化
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
小
学

校
の
統
廃
合
時
期
と
も
絡
み
、

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）３
月

で
下
居
辺
地
区
へ
き
地
保
育
所

が
閉
所
、
２
０
１
９
年（
平
成

31
年
）３
月
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
佐
倉
地

区
へ
き
地
保
育
所
が
閉
所
さ
れ

た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）２

月
に
上
居
辺
へ
き
地
保
育
所
が

高
齢
者
交
流
館
を
併
設
し
て「
か

み
お
り
べ
木
と
太
陽
の
香
る
エ

コ
交
流
館
」と
し
て
落
成
、
へ

き
地
保
育
所
と
し
て
は
現
在
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
上
居
辺
地
区
へ
き
地
保

育
所
と
川
西
へ
き
地
保
育
所
の

２
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

（
表‒

２
参
照
）

子
育
て
支
援

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）の

１
・
57
シ
ョ
ッ
ク（
出
生
率
が
２
・

07
を
下
回
っ
た
場
合
は
総
人
口

を
保
つ
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
）

を
経
て
、
国
の
少
子
化
対
策
と

し
て
、１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」、
２
０
０

３
年（
平
成
15
年
）少
子
化
対
策

基
本
法
・
次
世
代
育
成
支
援
対

策
基
本
法
、
２
０
１
２
年（
平

成
24
年
）の
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
と
数
々
の
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。

　

町
も
１
９
９
９
年（
平
成
11

年
）３
月
に
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
効
果

的
な
施
策
を
計
画
的
に
実
施
で

き
る
よ
う「
士
幌
町
チ
ャ
イ
ル

ド
プ
ラ
ン
」（
児
童
環
境
づ
く
り

行
動
計
画
：
計
画
期
間
平
成
11

年
度
〜
平
成
20
年
度
）、
２
０

０
５
年（
平
成
17
年
）３
月
に「
士

幌
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行

動
計
画
」（
計
画
期
間
平
成
17
年

度
〜
平
成
26
年
度
）、
２
０
１

５
年（
平
成
27
年
）３
月
に「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
計
画
期
間
平
成
27
年
度
〜
平

成
31
年
度
、
第
１
期
）・
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）３
月
に「
第

２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」（
計
画
期
間
令
和
２
年

度
〜
令
和
６
年
度
）を
作
成
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

中
士
幌
保
育
園
の
改
築
、
認
定

こ
ど
も
園
事
業
の
充
実
な
ど
、

子
育
て
支
援
環
境
の
整
備
に
努

め
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
を
中
士
幌
保
育
園
に
委

託
し
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

未
就
園
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
一
時
預
か
り
事
業
や
、

こ
れ
ら
未
就
園
児
を
持
つ
親
た

ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
な

ど
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

目
的
に
し
た
事
業
の
ほ
か
、
国

の
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付

金
で
導
入
し
た
子
育
て
支
援
カ

ー（
移
動
保
育
車
＝
か
ぼ
ち
ゃ

バ
ス
）を
活
用
し
て
地
域
巡
回

に
よ
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

保
育
料
の
徴
収
に
あ
た
っ
て

は
、
国
・
町
の
少
子
化
対
策
と

し
て
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

度
、
多
子
軽
減
に
よ
る
第
２
子

半
額
や
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り

親
等
が
無
料
な
ど
、
２
０
０
９

年（
平
成
21
年
）度
で
は
、
保
育

料
に
上
限
を
設
け
、
第
３
子
以

降
無
料
、
２
０
１
６
年（
平
成

28
年
）度
で
は
ひ
と
り
親
世
帯

等
全
て
無
償
化
、
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）度
、
第
２
子
以
降

完
全
無
償
化
、
非
課
税
世
帯
全

て
無
償
化
、
を
経
て
、
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）10
月
以
降
３

歳
以
上
完
全
無
償
化
と
な
っ
て

い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）８

月
に
は
、
母
子
保
健
型
の「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
、
保
健
師
等
の
専
門
職
が
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

ま
で
の
母
子
保
健
や
育
児
に
関

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　���へき地保育所の状況� （単位：人）

保　育　
所 定　　員

1990（Ｈ２年度） 2000（Ｈ 12 年度） 2010（Ｈ 22 年度） 2020（Ｒ２年度）

平　均
在籍数 保育士 平　均

在籍数 保育士 平　均
在籍数 保育士 平　均

在籍数 保育士

下居辺 30 24 2 6 2 11 3

上居辺 45 31 3 13 2 21 4 15 4

佐　倉 30 20 2 15 2 18 5

新　田 30 16 2 9 2

西　上 30 8 2 13 2

北　中 20 12 2 13 2

川　西 45 36 6 20 5

計 111 13 69 12 86 18 35 9

※平成21年　新田・西上・北中のへき地保育所が統合、川西へき地保育所となる
※平成26年３月　下居辺へき地保育所閉所　※平成31年３月　佐倉へき地保育所閉所
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４
、
福
祉
村
建
設

福
祉
村
構
想

　

士
幌
町
は
以
前
か
ら
国
保
病

院
を
中
核
と
し
た
一
帯
を
福
祉

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

こ
と
ば
の
教
室
を
配
置
し
た
ほ

か
、
若
葉
公
営
住
宅
を
高
齢
者

向
け
と
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

更
に
中
央
公
園
も
隣
接
す
る
医

療
、
保
健
、
福
祉
等
の
施
設
環

境
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
病
院
、
特
養
ホ
ー

ム
の
改
築
も
計
画
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
や
、
医
療
、
保

健
、
福
祉
の
三
つ
の
機
能
が
そ

れ
ぞ
れ
縦
割
の
た
め
十
分
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
生
ず
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
第
４
期
町
づ

く
り
総
合
計
画
に「
福
祉
村
」建

設
計
画
を
盛
り
込
み
総
合
福
祉

政
策
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に

し
た
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）５

月「
士
幌
町
医
療
保
健
福
祉
対

策
検
討
委
員
会
」を
設
置
、行
政
、

医
療
、
福
祉
関
係
者
の
ほ
か
町

民
を
含
む
13
名
の
委
員
を
委
嘱

し「
士
幌
町
に
お
け
る
医
療
、

保
健
、
福
祉
の
総
合
対
策
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」に
つ
い
て
諮

問
し
た
。

　

諮
問
事
項
の
医
療
、
保
健
、

福
祉
の
有
機
的
総
合
対
策
や
、

病
院
お
よ
び
附
属
施
設
の
建
設

計
画
、
特
養
ホ
ー
ム
の
改
築
構

想
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
検
討

し
た
委
員
会
は
、
翌
年
３
月
ま

で
７
回
開
か
れ
、
こ
の
間
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
専

門
家
を
講
師
と
し
た
講
演
、
研

修
会
の
開
催
、
先
進
地
視
察
な

ど
の
実
施
を
経
て
、
最
終
的
な

意
見
集
約
を
行
い
、
１
９
９
７

年（
平
成
９
年
）３
月
町
長
に
答

申
し
た
。

　

答
申
で
は
、
急
激
に
進
む
高

齢
化
で
厳
し
い
社
会
環
境
を
迎

え
る
中
、
国
の
施
策
変
化
で
医

療
制
度
が
変
わ
り
、
新
し
く
介

護
保
険
の
導
入
等
で
医
療
と
保

健
、
福
祉
の
基
盤
が
大
き
く
変

革
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
町

民
の
健
康
な
生
活
を
支
え
る
医

療
、
保
健
、
福
祉
の
シ
ス
テ
ム

（
ソ
フ
ト
）と
施
設（
ハ
ー
ド
）の

見
直
し
が
提
案
さ
れ
た
。

福
祉
村
の
施
設

　

総
合
福
祉
対
策
に
つ
い
て
検

討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
た
町

病
院
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
委
託
）

（
平
成
30
年
度
開
始
）

　

令
和
２
年
度
実
績　

４
人
７

回
利
用　

10
万
５
千
円

・
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ（
し

ほ
ろ
Ｍ
ｏ
ｍ
ｏ�

ｂ
ｙ
母
子
モ
）

（
平
成
30
年
度
開
始
）

　

令
和
２
年
度
実
績　

登
録
者

数
１
１
９
人

・
高
等
学
校
等
修
学
支
援
金
給

付
事
業（
平
成
21
年
度
開
始
）

　

高
等
学
校
に
在
学
す
る
児
童

の
保
護
者
等
に
対
し
、
学
費
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
修
学
上

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

事
業

　

令
和
２
年
度
実
績　

25
人　

２
５
０
万
円

・
子
育
て
支
援
祝
い
金（
平
成

19
年
度
開
始
）

　

令
和
２
年
度
実
績　

６
２
３

万
円（
入
学
祝
17
人
・
出
産
祝

37
人
）

※
平
成
11
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

補
助
事
業
は
、
ス
タ
ー
ト
当
初

は
24
台
、
翌
年
に
は
30
台
、
次

の
年
は
７
台
へ
減
、
平
成
14
年

に
は
１
台
へ
の
補
助
、
翌
年
か

ら
、
平
成
17
年
度
ま
で
利
用
が

な
く
廃
止
と
な
っ
た
。

・
こ
ど
も
の
育
ち
応
援
特
別
給

付
金（
令
和
２
年
度
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
等
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
ひ

と
り
親
世
帯
等
の
子
育
て
世
帯

の
生
活
を
応
援

　

令
和
２
年
度
実
績　

対
象
世

帯
１
２
６
世
帯　

６
３
０
万
円

子育て世代包括支援センター「マミールーム Yosuga　- よすが -」

す
る
妊
産
婦
等
か
ら
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
そ
の
状
況
を
継

続
的
に
把
握
し
、
支
援
を
必
要

と
す
る
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
等
の
情
報
提
供
、
関
係
機

関
と
の
協
力
に
よ
る
支
援
プ
ラ

ン
の
策
定
な
ど
一
貫
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。
こ
の
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

「
マ
ミ
ー
ル
ー
ム
Ｙ
ｏ
ｓ
ｕ
ｇ

ａ-

よ
す
が-

」と
命
名
さ
れ
た
。

こ
の「
よ
す
が
」と
は
、
身
や
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
、

頼
り
と
す
る
こ
と
を
表
す
、
と

し
て
い
る
。

▽
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
社
会
福
祉
法
人
温
真
会
委
託
）

（
平
成
11
年
度
開
始
）

　

子
育
て
家
庭
の
育
児
相
談
・

指
導
・
育
児
サ
ー
ク
ル
の
支
援
・

育
成
、
育
児
に
関
す
る
情
報
提

供
な
ど

・
キ
ッ
ズ
・
ク
ラ
ブ（
乳
幼
児

学
級
）

・
不
妊
治
療
費
助
成　
（
平
成

16
年
度
開
始
）

令
和
２
年
度
実
績　

申
請
５
人

　

30
万
円

・
産
後
デ
イ
ケ
ア
事
業（
慶
愛
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は
、
具
体
的
施
策
を
検
討
す
る

た
め
、１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

４
月
に
総
合
福
祉
対
策
室
を
設

け
専
任
職
員
２
名
を
配
置
、
庁

内
に「
総
合
福
祉
検
討
委
員
会
」

を
設
置
、
道
・
保
健
所
と
の
協

議
、
先
進
地
視
察
等
を
経
て
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）11
月

に
福
祉
村
整
備
計
画
を
策
定
し

た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）８

月
に
病
院
改
築
・
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
新
築
・
町
民
保
健
セ
ン

タ
ー
移
設
改
修
に
着
手
、
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）12
月
に
は

竣
工
し
、
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）２
月
に
落
成
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
た
。

　

同
年
８
月
に
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
改
築
に
着
手
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）11
月

に
竣
工
、
12
月
か
ら
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
民
間
に

よ
る
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
士

幌
ひ
ま
わ
り
館
」、
２
０
０
７

年（
平
成
19
年
）日
中
一
時
支
援

事
業「
す
ず
ら
ん
の
家
」、
２
０

１
１
年（
平
成
23
年
）混
合
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
笑
顔
」、
２
０

１
２
年（
平
成
24
年
）社
会
福
祉

法
人
士
幌
愛
風
会
に
よ
る
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

「
な
ご
み
」、
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

士
幌
障
が
い
者
支
援
の
会
に
よ

る
障
が
い
者
総
合
施
設
、
見
守

り
付
き
高
齢
者
等
向
け
公
営
住

宅
が
設
置
さ
れ
た
。（
図‒

１
参

照
）

　

こ
の
福
祉
村
整
備
中
に
、
計

画
時
の
想
定
以
上
に
社
会
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）の
介
護
保
険
制

度
ス
タ
ー
ト
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）の
障
が
い
者
に
対
す

総合福祉センター

る
支
援
費
制
度
の
導
入
、
医
療

保
険
制
度
、
子
育
て
支
援
制
度

の
変
遷
な
ど
、
益
々
業
務
の
専

門
性
も
求
め
ら
れ
る
な
か
、
小

林
町
長
は
、「
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面

の
整
備
は
一
応
達
成
し
た
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
を
生

か
し
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
目

指
す
」と
し
た
。

N

P

P
P

P

P

P P

P

“ふれ愛ユートピア” 実現をめざして　士幌町『福祉村』配置図

障がい者総合施設
「ほのぼのホーム」
「すずらんの家」

北町公民館

愛風会小規模多機能施設なごみ
ケアハウスしほろ愛風苑

土幌デイサービスセンター

特別養護老人ホーム
「ほほえみ」

グループホーム
「土幌ひまわり館」

混合型グループホーム
「笑顔」

国民健康保険病院
町民健康
センター

ゲートボール場

中央公園

グランド

認定こども園
「なかよし」

こども発達相談センター
言葉通級指導教室
（ことばの教室）

見守り付高齢者等向け住宅
公営住宅若葉団地

屋内ゲートボール場

総合福祉センター

ふれあい広場

西
　２
　線

ふ
れ
あ
い
通

２－３－４（福祉村）
（図－１）

図－１

N

P

P
P

P

P

P P

P

“ふれ愛ユートピア” 実現をめざして　士幌町『福祉村』配置図

障がい者総合施設
「ほのぼのホーム」
「すずらんの家」

北町公民館

愛風会小規模多機能施設なごみ
ケアハウスしほろ愛風苑

土幌デイサービスセンター

特別養護老人ホーム
「ほほえみ」

グループホーム
「土幌ひまわり館」

混合型グループホーム
「笑顔」

国民健康保険病院
町民健康
センター

ゲートボール場

中央公園

グランド

認定こども園
「なかよし」

こども発達相談センター
言葉通級指導教室
（ことばの教室）

見守り付高齢者等向け住宅
公営住宅若葉団地

屋内ゲートボール場

総合福祉センター

ふれあい広場

西
　２
　線

ふ
れ
あ
い
通

２－３－４（福祉村）
（図－１）
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５
、
公
的
介
護
保
険

地
域
で
支
え
る
介
護

　

我
が
国
の
高
齢
化
は
、
世
界

に
類
を
み
な
い
早
さ
で
進
行
し

て
お
り
、
特
に
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
人
口
の
比
率
が
高
ま

っ
て
、
寝
た
き
り
高
齢
者
や
認

知
症
高
齢
者
な
ど
要
介
護
者
が

急
増
し
て
い
る
。（
表‒

１
参
照
）

　

一
方
、
核
家
族
化
、
女
性
の

社
会
進
出
の
拡
大
、
扶
養
意
識

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
介
護
力
は
次
第
に
低
下

し
、
家
庭
外
へ
求
め
る
介
護
ニ

ー
ズ
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国

で
は
新
た
な
介
護
シ
ス
テ
ム
構

築
の
必
要
性
を
指
摘
し
１
９
９

４
年（
平
成
６
年
）頃
か
ら
社
会

保
険
方
式
に
基
礎
を
お
い
た
シ

ス
テ
ム
の
創
設
の
検
討
を
は
じ

め
た
。

　

国
の
老
人
保
健
福
祉
審
議
会

で
数
年
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
案
大
綱
を
基
に

法
案
が
作
成
さ
れ
、
１
９
９
６

年（
平
成
８
年
）11
月
29
日
第
１

３
９
回
臨
時
国
会
に「
介
護
保

険
関
連
３
法
案
」が
提
出
さ
れ
た
。

同
制
度
に
対
す
る
世
論
も
賛
否

両
論
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
制
度

の
事
業
主
体
が
予
定
さ
れ
る
地

方
自
治
体
の
中
に
抵
抗
も
強
く

衆
参
両
院
の
法
案
審
議
に
長
期

間
を
費
や
し
臨
時
国
会
と
１
９

９
７
年（
平
成
９
年
）の
通
常
国

会
で
は
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
、

そ
の
後
法
案
の
修
正
、
再
修
正

が
は
か
ら
れ
、
同
年
12
月
９
日

３
法
案
は
可
決
成
立
し
た
。

　

な
お
法
施
行
は
、
準
備
期
間

を
と
っ
て
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）４
月
１
日
か
ら
と
な
っ
た
。

介
護
保
険
制
度
の
し
く
み

　

社
会
全
体
で
支
え
る
新
し
い

し
く
み「
介
護
保
険
制
度
」が
２

０
０
０
年（
平
成
12
年
）４
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
し
く
み
は
、
公

費（
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
）

と
40
歳
以
上
の
国
民
の
負
担
で

運
営
さ
れ
る
も
の
で
事
業
の
運

営
主
体
は
市
町
村
と
な
る
。
65

歳
以
上
の
人
を
第
１
号
被
保
険

者
と
定
め
、
日
常
生
活
に
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
認
定

を
う
け
て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
を
第
２
号
被
保
険
者
と

し
て
初
老
期
認
知
症
、
脳
血
管

障
害
な
ど
の
老
化
に
よ
っ
て
介

護
や
支
援
が
必
要
と
認
定
さ
れ

た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可

能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分
か
れ
、

介
護
認
定
審
査
会
が
行
う
認
定

を
受
け
、
要
支
援
１
、
２
と
要

介
護
度
１
か
ら
５
ま
で
の
区
分

の
い
ず
れ
か
に
認
定
さ
れ
た
人

が
区
分
ご
と
の
毎
月
の
給
付
限

度
額
に
そ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）に
よ
り
在

宅
、
施
設
い
ず
れ
か
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
し
て
は
、

介
護
給
付
と
し
て
在
宅
で
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
訪
問
介
護
を

は
じ
め
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪

問
看
護
な
ど
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
短
期
入
所
生
活
介
護（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
地
域
密
着

型
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
の
ほ
か
福
祉

用
具
貸
与
な
ど
、
多
く
の
メ
ニ

ュ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
介
護
老
人

福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
へ
の
入
所
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、

費
用
の
１
割（
一
定
所
得
以
上

２
割
ま
た
は
３
割
）と
施
設
入

所
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
は
更
に
食

費
・
居
住
費
が
利
用
者
の
負
担

と
し
て
必
要
と
な
る
。

��

介
護
保
険
の
保
険
料
は
第
１

号
被
保
険
者
と
第
２
号
被
保
険

者
で
は
異
な
り
、
第
１
号（
65

歳
以
上
の
人
）の
保
険
料
の
額

は
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
に
応
じ
て
市
町
村

が
独
自
に
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
低
所
得
者
の
負
担

が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
前
年
の

所
得
を
基
準
に
現
行
12
段
階
で

決
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
２
号

（
40
歳
〜
64
歳
の
人
）の
保
険
料

は
、
各
医
療
保
険
ご
と
に
決
め

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険

の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
た
額
が

給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
。
ま

た
、
保
険
料
の
半
分
は
事
業
主

表－１　　　　　　　　　人口と高齢化率の将来推計
士幌町総人口（人）

全国総人口
（万人）

士幌町
高齢化率

（％）

全国
高齢化率

（％）
40 ～ 64 歳

（人）
65 歳以上

（人）

1990 年（平成２年） 7,149 2,345 1,102 12,361 15.4 12.1 

1995 年（平成７年） 7,010 2,415 1,331 12,557 19.0 14.6 

2000 年（平成 12 年） 6,839 2,393 1,541 12,693 22.7 17.3 

2005 年（平成 17 年） 6,755 2,361 1,696 12,776 25.1 21.0 

2010 年（平成 22 年） 6,416 2,272 1,731 12,805 27.0 23.0 

2015 年（平成 27 年） 6,132 2,103 1,794 12,709 29.3 26.6 

推　　　　　　　　計

2020 年（令和２年） 5,824 1,871 1,938 12,532 33.3 28.8 

2025 年（令和７年） 5,514 1,713 1,972 12,254 35.8 30.0 

2030 年（令和 12 年） 5,217 1,597 1,930 11,912 37.0 31.1 

2035 年（令和 17 年） 4,946 1,486 1,865 11,521 37.7 32.8 

2040 年（令和 22 年） 4,659 1,372 1,801 11,091 38.7 35.3 

2045 年（令和 27 年） 4,362 1,261 1,719 10,642 39.4 36.8 

※国勢調査および人口問題研究所統計より
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の
負
担
と
な
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

国
保
税（
料
）と
同
様
、
市
町
村

が
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
計
算

さ
れ
国
保
税（
料
）と
同
時
に
納

入
す
る
。

　

な
お
、
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
は
原
則
的
に
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

年
金
が
少
額
の
人
は
直
接
市
町

村
へ
の
個
別
納
入
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
は
、
こ
の
制
度
に
対
応
す

る
た
め
、
３
年
ご
と
に
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
高
齢

者
の
現
状
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

現
状
と
問
題
点
、
高
齢
者
人
口

と
要
介
護
者
等
の
将
来
推
計
を

立
て
る
中
で
当
面
の
サ
ー
ビ
ス

見
込
量
・
供
給
量
を
割
出
し
、

介
護
事
業
費
の
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
そ
の
結
果
、
士
幌
町
の

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
２
年

（
平
成
12
年
か
ら
14
年
）の
３
年

間
に
適
用
す
る
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
の
月
額
が
３
３
６

０
円
と
算
出
さ
れ
た
。
２
０
２

１
年
か
ら
の
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
月
額
保
険
料

は
６
１
０
０
円
と
第
７
期
の
計

画
と
同
額
に
維
持
さ
れ
た
が
、

上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。（
表

-

２
参
照
）

　

第
８
期
に
お
け
る
北
海
道
平

均
の
保
険
料
は
、
５
６
９
３
円
、

十
勝
平
均
で
は
、
５
６
１
７
円

で
、
士
幌
町
の
保
険
料
は
そ
れ

ぞ
れ
と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る

が
施
設
規
模
が
人
口
割
合
か
ら

見
て
大
き
く
、
サ
ー
ビ
ス
見
込

量
・
供
給
量
が
多
い
た
め
で
あ

る
。（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１

０
７
床
）十
勝
の
月
額
保
険
料

の
最
高
額
は
芽
室
町
の
６
３
０

０
円
、
最
低
額
は
、
広
尾
町
の

４
４
０
０
円
で
あ
る
。
ち
な
み

に
全
国
平
均
は
６
０
１
４
円
と

な
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
町
で
は
、
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
の
１
９
９

９
年（
平
成
11
年
）４
月
よ
り
町

民
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
士
幌
町

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
介
護
相
談
や
制
度
改
正

に
向
け
た
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整

備
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
２

０
０
５
年（
平
成
17
年
）の
介
護

保
険
法
改
正
に
伴
い
、
２
０
０

６
年（
平
成
18
年
）地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
改
編
し
運
営
し

て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
介

護
予
防
支
援
を
行
う「
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
紹
介

す
る「
総
合
相
談
」、
成
年
後
見

制
度
活
用
や
虐
待
防
止
へ
の
取

り
組
み
を
行
う「
権
利
擁
護
」、

地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
や
ケ
ア

マ
ネ
支
援
な
ど
を
行
う「
包
括
的
・

継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
主
に
４
つ
の
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
高
齢
化
社
会
の
中
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年（
令
和
７
年
）

以
降
は
医
療
や
介
護
の
需
要
が
、

さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自

立
生
活
の
支
援
の
目
的
で
、
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支

援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）の
構

築
に
向
け
て
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー（
社
協
委
託
）を
配

置
し
、
地
域
課
題
・
地
域
資
源

の
洗
い
出
し
な
ど
の
取
り
組
み

を
強
め
、
し
ほ
ろ
日
常
生
活
支

援「
た
す
け
愛
」を
実
施
し
て
い

る
。

▽
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

〇
町
内
に
お
け
る
介
護
保
険
事

業
サ
ー
ビ
ス
等

①
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）〜
１
０
７

床②
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

〜
定
員
30
名

③
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

④
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

〜
定
員
25
名

⑤
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）〜
15
床

⑥
短
期
入
所
生
活
介
護（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）〜
10
床（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
併
設
）

⑦
訪
問
看
護
〜
士
幌
町
国
保
病

院⑧
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
助
成

〇
地
域
支
援
事
業

・
ま
る
元
運
動
教
室（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ

ン
タ
ー
委
託
）

　

令
和
２
年
度
参
加
延
べ
人
数

　

１
０
１
３
人　

事
業
実
績
額

　

２
２
５
万
４
千
円（
個
人
負

担
含
む
）

・
い
き
い
き
運
動
教
室（
㈱
オ

カ
モ
ト
委
託
）

　

令
和
２
年
度
参
加
延
べ
人
数

１
１
９
人

事
業
実
績
額　

51
万
６
千
円

・
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
教
室（
ふ

ま
ね
っ
と
し
ほ
ろ
へ
の
助
成
）

　

令
和
２
年
度
助
成
額

18
万
円

・
権
利
擁
護
業
務（
成
年
後
見

申
立
）

　

令
和
２
年
度　

申
立　

な
し

・
認
知
症
総
合
支
援
事
業（
大

江
病
院
委
託
）

　

令
和
２
年
度
実
績

41
万
２
千
円

表－２　　　　　介護保険料の変遷（基準額）
第１期介護保険事業計画 H12 年 4 月～ H15 年 3 月 ３，３６０円

第２期介護保険事業計画 H15 年 4 月～ H18 年 3 月 ３，６００円

第３期介護保険事業計画 H18 年 4 月～ H21 年 3 月 ３，８００円

第４期介護保険事業計画 H21 年 4 月～ H24 年 3 月 ４，０００円

第５期介護保険事業計画 H24 年 4 月～ H27 年 3 月 ４，８００円

第６期介護保険事業計画 H27 年 4 月～ H30 年 3 月 ５，１００円

第７期介護保険事業計画 H30 年 4 月～ R ３年３月 ６，１００円

第８期介護保険事業計画 R ３年４月～ ６，１００円
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第四章  生活環境
１
、
環
境
衛
生
と
上
・

下
水
道

ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
必
ず
、

ご
み
あ
り
」近
年
社
会
構
造
の

変
化
や
生
活
水
準
の
向
上
に
伴

い
、
各
家
庭
、
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
は
、
年
々
増
加

し
種
類
も
多
様
化
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
行
政
の

重
要
な
責
務
と
な
っ
て
い
る
が
、

士
幌
町
と
上
士
幌
町
は
１
９
７

４
年（
昭
和
49
年
）に
２
町
の
構

成
に
よ
る
組
合
を
設
立
し
、
ご

み
焼
却
施
設
を
建
設
し
て
処
分

を
行
っ
て
き
た
。

　

建
設
後
20
年
間
稼
働
し
続
け

た
同
施
設
も
ご
み
処
理
量
の
増

加
や
ご
み
質
の
変
化
等
か
ら
老

朽
化
に
よ
る
能
力
低
下
も
著
し

く
、
ま
た
毒
性
物
質
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
に
対
す
る
規
制
も
厳
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
施
設
の
改
築

を
行
う
こ
と
に
な
り
１
９
９
５

年
と
１
９
９
６
年（
平
成
７
年

と
８
年
）の
２
年
事
業
で
同
施

設
敷
地
内
に
最
先
端
の
技
術
を

導
入
し
た
ご
み
焼
却
施
設
を
建

設
し
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

２
月
か
ら
新
施
設
で
の
受
け
入

れ
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
不
燃
物
処
理
の
た
め
の

最
終
埋
立
処
分
場
も
容
量
が
限

界
と
な
り
新
た
に
二
重
の
遮
水

シ
ー
ト
を
張
り
浸
出
水
処
理
設

備
を
備
え
た
施
設
を
造
成
、
５

万
４
千
立
方
㍍
の
容
量
で
１
９

９
８
年（
平
成
10
年
）10
月
か
ら

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）の
15

年
間
に
対
応
す
る
予
定
で
供
用

を
開
始
し
た
。

　

町
は
、
可
燃
物
、
不
燃
物
と

大
型
ご
み
に
分
け
た
分
別
収
集

を
行
っ
て
き
た
が
、
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）度
で
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
を
国
道
２
４
１
号

沿
い
27
号
角
に
設
置
し
て
、
子

ど
も
会
、
公
民
館
等
団
体
を
対

象
に
、
新
聞
紙
、
空
き
缶
、
空

き
ビ
ン
、
そ
の
他
を
有
価
物
と

し
て
回
収
、
業
者
へ
の
売
り
払

い
代
金
を
団
体
等
へ
交
付
し
て

き
た
。

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
制
定
さ
れ
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）４
月
か
ら
本
格
施
行

と
な
り
、
消
費
者
、
市
町
村
、

事
業
者
の
責
任
分
担
が
明
示
さ

れ
、
町
は
資
源
ご
み
の
分
別
回

収
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
規
模
が
小
さ
く
こ
の
事

業
に
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
新

た
に
中
士
幌
地
区
に
倉
庫
を
改

造
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

と
回
収
資
源
を
保
管
す
る
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
設
置
す
る
と
と

も
に
町
民
に
対
す
る
分
別
排
出

徹
底
の
協
力
依
頼
と
専
用
回
収

車
を
配
備
し
て
収
集
に
あ
た
っ

て
い
る
。
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）度
か
ら
は
、
上
士
幌
町

の
資
源
ゴ
ミ
も
対
象
に
受
け
入

れ
て
い
る
。（
上
士
幌
は
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
し
）

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）10

月
よ
り
町
民
の
理
解
と
協
力
に

よ
り
ご
み
処
理
費
の
有
料
化
が

導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
可

燃
物
、
不
燃
物
の
大
幅
な
減
量

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

に
お
け
る
ご
み
の
収
集
量
は
、

可
燃
物
で
９
９
６
㌧
、
１
９
９

５
年（
平
成
７
年
）の
９
４
８
㌧

と
比
べ
48
㌧
の
増
、
不
燃
物
は

２
９
０
㌧
で
平
成
７
年
の
７
７

５
㌧
よ
り
４
８
５
㌧
も
減
少
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
成
果
の
現

れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（
表

‒

１
参
照
）

　

資
源
ご
み
の
対
象
と
な
る
の

は
、
紙
類（
ダ
ン
ボ
ー
ル
含
む
）、

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
の
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
、
プ
ラ
ス
チ
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ッ
ク
製
容
器
包
装
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
類
等
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

か
ら
小
型
家
電
の
収
集
も
行
っ

て
い
る
。（
表‒

２
参
照
）

　

今
後
も
、
可
燃
・
不
燃
ご
み

と
の
一
層
の
分
別
を
図
り
、
ご

み
の
減
量
と
資
源
と
し
て
の
活

用
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

し
尿
処
理

　

下
水
道
の
普
及
に
よ
り
、
し

尿
の
汲
み
取
り
量
は
減
少
し
、

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度
に

２
３
０
０
キ
ロ
㍑
あ
っ
た
量
が

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度
で

は
１
６
５
０
キ
ロ
㍑
と
な
っ
た
。

一
方
農
村
地
区
の
浄
化
槽
の
普

及
に
よ
り
浄
化
槽
汚
泥
の
汲
み

取
り
量
が
増
加
し
１
９
９
９
年

（
平
成
11
年
）度
で
６
０
０
キ
ロ

㍑
の
量
が
処
理
場
に
搬
入
さ
れ

た
。

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

で
１
２
０
６
キ
ロ
㍑
と
な
り
、

し
尿
、
汚
泥
合
わ
せ
て
２
３
２

９
キ
ロ
㍑
が
処
理
場
に
搬
入
さ

れ
た
。２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

に
は
、
２
３
７
０
キ
ロ
㍑
が
搬

入
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　

し
尿
の
処
理
は
帯
広
市
に
あ

る
旧
中
島
処
理
場
に
搬
入
処
理

し
て
い
た
が
、
経
年
に
よ
る
施

設
の
著
し
い
老
朽
化
に
よ
り
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
十
勝

川
流
域
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）４
月
か
ら
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。
汲
み
取
り
収
集
に

つ
い
て
は
許
可
業
者
が
行
っ
て

い
る
。

火
葬
場
と
墓
地

　

本
町
の
火
葬
場
は
１
９
７
５

年（
昭
和
50
年
）に
建
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
遺
体
を
荼
毘

（
だ
び
）に
付
し
て
き
た
が
年
数

の
経
過
に
伴
い
老
朽
化
が
進
み
、

故
障
と
葬
儀
が
重
な
る
た
び
に

隣
町（
主
に
上
士
幌
町
）の
世
話

に
な
っ
て
い
た
。

　

火
葬
場
改
築
の
要
望
が
多
く

な
っ
て
い
た
が
町
は
１
９
９
７

年（
平
成
９
年
）度
で
現
施
設
敷

地
内
に
改
築
す
る
方
針
で
地
元

住
民
と
協
議
し
了
解
を
得
て
１

９
９
６
年（
平
成
８
年
）に
地
質

調
査
、
測
量
、
設
計
を
実
施
、

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度
で

本
体
工
事
、
翌
年
度
に
外
構
工

事
を
行
っ
て
１
９
９
８
年（
平

成
10
年
）１
月
か
ら
供
用
開
始

し
た
。

　

新
し
い
施
設
は「
士
幌
聖
苑
」

と
名
付
け
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部
２
階
建
て
と
し
、
建
築
面

積
５
０
６
平
方
㍍
、
大
型
炉
２

基
を
備
え
、
告
別
式
ホ
ー
ル
、

収
骨
室
の
ほ
か
待
合
和
室
２
室

36
畳
、
待
合
ロ
ビ
ー
等
が
付
設

さ
れ
て
い
る
。

　

改
築
後
火
葬
場
の
業
務
は
民

間
委
託
と
し
た
。

　

町
営
の
共
同
墓
地
は
、
士
幌
、

中
士
幌
、
下
居
辺
の
３
か
所
に

あ
り
、
毎
年
除
草
剤
の
散
布
、

草
刈
り
、
花
壇
の
造
成
等
周
辺

環
境
の
整
備
を
行
っ
て
き
て
い

る
が
、１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

に
中
士
幌
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）に
は
士
幌
と
そ
れ
ぞ

れ
の
共
同
墓
地
内
の
通
路
お
よ

び
駐
車
場
に
つ
い
て
舗
装
整
備

を
は
か
っ
た
。

マ
イ
マ
イ
ガ

　

ド
ク
ガ
科
に
分
類
さ
れ
る
ガ

の
一
種
で
、
日
本
を
始
め
、
ア

ジ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
東
部
な
ど

に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

　

約
10
年
周
期
で
大
発
生
を
繰

り
返
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
２

０
０
８
年（
平
成
20
年
）と
２
０

０
９
年（
平
成
21
年
）士
幌
町
に

お
い
て
も
大
発
生
し
た
。
当
時

の
役
場
だ
よ
り
、
広
報
に
は
、

卵
塊
の
対
処
方
法
や
、
消
防
署

が
街
灯
や
公
共
施
設
で
ふ
化
し

た
幼
虫
を
水
圧
で
駆
除
す
る
様

子
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

実
際
、
夜
間
、
街
灯
の
近
く

を
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
況

や
、
壁
や
道
路
一
面
に
へ
ば
り

つ
く
状
態
と
な
り
、「
身
の
毛
も

よ
だ
つ
」と
は
こ
の
こ
と
、
Ｌ

ごみ処理状況
表－１� （単位：kg）

年　　度
士　幌　町 上　士　幌　町 計

可燃物 不燃物 可燃物 不燃物 可燃物 不燃物

1995
（H ７年度） 948,420 775,420 1,284,880 884,060 2,233,300 1,659,480

2000
（H12 年度） 1,161,900 829,610 1,203,840 646,880 2,365,740 1,476,490

2005
（H17 年度） 1,132,770 393,700 1,173,360 500,850 2,306,130 894,550

2010
（H22 年度） 813,680 186,420 779,900 202,270 1,593,580 388,690

2015 
（H27 年度） 893,150 216,550 926,310 312,660 1,819,460 529,210

2020
（R ２年度） 995,910 289,530 996,090 330,920 1,992,000 620,450

表－２　　　　　　リサイクルセンター資源物受入状況� （単位：㎏）

区　　分 2005
（H17 年度）

2010
（H22 年度）

2015
（H27 年度）

2020
（Ｒ２年度）

新 聞 紙 235,057 190,520 147,510 102,780

雑 誌 218,987 96,840 100,540 89,250

ダ ン ボ ー ル 219,750 142,680 117,710 121,054

プ ラ ス チ ッ ク 113,708 97,238 92,765 85,165

ペ ッ ト ボ ト ル 27,754 28,100 23,756 25,010

ガ ラ ス 瓶 98,646 75,407 73,202 60,509

紙 パ ッ ク 6,198 5,181 4,360 3,280

ア ル ミ 缶 13,923 12,120 14,986 13,210

ス チ ー ル 缶 37,883 30,860 18,920 14,820

発 泡 ス チ ロ ー ル 6,754 5,788 4,554 3,680

そ の 他 紙 49,664 43,136 40,256 40,814

古 紙 0 64,704 60,384 49,021

小 型 家 電 － － 1,720 2,856
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Ｅ
Ｄ
電
球
で
あ
れ
ば
あ
ま
り
ガ

が
近
寄
ら
な
い
た
め
電
球
の
交

換
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
再
度
の
大
発
生
の
報

告
は
な
い
。

上
水
道
・
下
水
道

　

水
道
は
住
民
の
快
適
な
日
常

生
活
を
営
む
上
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
町

は
、
農
村
地
域
と
し
て
は
早
く

か
ら
施
設
整
備
に
取
り
組
み
、

１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）ま
で

に
全
町
地
域
で
上
水
道
施
設
を

完
了
し
た
。
普
及
率
の
上
昇
と

と
も
に
使
用
量
も
増
加
し
１
９

８
９
年（
平
成
元
年
）の
全
町
の

給
水
量
95
万
６
千
㌧
に
対
し
１

９
９
９
年（
平
成
11
年
）で
は
１

４
６
万
３
千
㌧
と
１
・
５
倍
に
、

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）で
は

１
７
８
万
８
千
㌧
と
１
・
87
倍

に
達
し
、
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）で
は
１
９
２
万
３
千
㌧

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

の
士
幌
簡
易
水
道
区
域
内
の
普

及
率
は
99
・
９
％
で
あ
っ
た
。

　

施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
上

士
幌
町
の
ゴ
ル
フ
場
造
成
に
伴

う
士
幌
簡
水
水
源
地
の
移
転
を

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）９
月

に
か
け
行
っ
た
ほ
か
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）度
か
ら
は
、
西

士
幌
地
区
、
雑
用
水
施
設
の
全

面
改
修
を
行
う
た
め
道
営
営
農

用
水
事
業
と
新
田
地
区
簡
易
水

道
の
区
域
拡
張
事
業
と
の
ア
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業（
注
）が
開
始

さ
れ
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）

度
に
完
成
し
た
。
西
堀
田
地
区

雑
用
水
施
設
も
朝
陽
地
区
簡
易

水
道
に
移
行
し
町
内
の
飲
用
水

供
給
施
設
は
士
幌
町
簡
易
水
道
・

新
田
地
区
簡
易
水
道
と
朝
陽
地

区
簡
易
水
道
の
３
か
所
と
な
っ

た
。（
表‒

３
参
照
）

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度

か
ら
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

度
ま
で
、
道
営
事
業
を
活
用
し

士
幌
町
簡
易
水
道
の
施
設
・
設

備
お
よ
び
管
路
の
更
新
を
図
っ

た
。

　
【（
注
）�

ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事

業
と
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
事

業
を
共
同
で
行
う
事
業
の
こ
と

を
云
い
、
別
々
に
事
業
を
実
施

す
る
よ
り
事
業
コ
ス
ト
が
低
く

な
る
。】

　

十
勝
管
内
の
町
村
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
は
じ
め
た
本
町
の
下
水

道
事
業
も
供
用
開
始
以
来
40
年

以
上
と
な
り
こ
の
間
普
及
率
も

上
昇
し
て
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

よ
る
地
域
の
環
境
改
善
と
保
健

衛
生
面
か
ら
も
大
き
な
成
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

水
洗
化
率
は
、
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）度
で
士
幌
55
・
５

％
、
中
士
幌
で
47
・
２
％
で
あ

っ
た
の
が
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）度
で
は
、
士
幌
99
・
６
％
、

中
士
幌
97
・
３
％
と
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
伸
び
て
い
る
。

　

士
幌
終
末
処
理
場
は
、
供
用

開
始
後
40
年
を
超
え
、
機
械
、

電
気
関
係
の
機
器
類
の
老
朽
化

が
激
し
く
、
今
後
の
維
持
管
理

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）全
面

改
築
に
向
け
実
施
設
計
を
実
施
、

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）改
築

工
事
に
着
手
し
、
２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）４
月
か
ら
供
用
開

始
し
た
。

◇
下
水
道
普
及
状
況（
令
和
３

年
３
月
現
在
）

・
士
幌
地
区

処
理
面
積　

１
７
１
㌶
、
利
用

３
１
０
３
人
、
水
洗
化
率
99
・

６
％

・
中
士
幌
地
区　

処
理
面
積　

49
㌶
、
利
用
６
５

２
人
、
水
洗
化
率
97
・
３
％

士幌終末処理場

表－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　��士幌町内飲用水供給施設� （令和２年度現在）　

施　設　名 士幌町
簡易水道

新田地区
簡易水道

朝陽地区
簡易水道

合　計
区　　　　域

士 幌 市 街 新 田 朝 陽

士 幌 南 西 上 下 居 辺

士 幌 北 中 音 更 上 居 辺

中 士 幌 農 村 部 （ 上 士 幌 １ 件 ） 佐 倉

中 士 幌 市 街 士 幌 南 の 一 部

（ 音 更 ２ 件 ） （ 本 別 56 件 ）

（ 上 士 幌 ２ 件 ）

（ 池 田 ２ 件 ）

開 始 年 度 昭和 46 年 昭和 51 年 昭和 60 年

給 水 人 口 （ 人 ） 4,327 569 1,308 6,204

給 水 量（ 千 ト ン ） 601 668 654 1,923

区 域 内 普 及 率（ ％） 99.9 98.4 100
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２
、
快
適
環
境
づ
く
り

全
町
公
園
化
に
向
か
っ
て

　

町
は
、
第
３
期
町
づ
く
り
総

合
計
画「
愛
と
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
町
」（
昭
和
61
年
〜
平
成
７
年
）

の
中
の「
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
」「
安
全
で
緑
豊
か
な
環

境
づ
く
り
」な
ど
に
基
づ
き
、

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）に
快

適
環
境
づ
く
り
構
想
を
立
て
る

た
め
検
討
委
員
会
を
設
置
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）度
か
ら
具
体
的

な
事
業
を
進
め
た
。
当
時
の
小

川
町
長
は
、
平
成
５
年
度
の
町

政
方
針
で
重
点
項
目
の
一
つ
と

し
て
、
快
適
環
境
づ
く
り
を
通

し
て「
潤
い
」と「
ゆ
と
り
」の
生

活
実
感
を
上
げ
て
い
る
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）６

月
の
広
報
で
は
中
士
幌
地
区
の

桜
並
木（
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
）が
広
報
の
表
紙
に
、

ま
た
、
住
ま
い
の
環
境
整
備
の

広
報
記
事
で「
モ
デ
ル
農
家
と

奨
励
地
区
」の
中
で『
環
境
を
整

備
し
町
全
体
が
公
園
の
よ
う
に

な
る
』と
の
記
載
が
あ
り
、
多

く
の
事
業
が
取
り
組
ま
れ
、
今

の
町
づ
く
り
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。

　

快
適
環
境
づ
く
り
検
討
委
員

会
は
、２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

に
環
境
審
議
会
に
統
合
し
た
。

◎
取
り
組
ま
れ
た
主
な
事
業

◇
農
村
地
区
ト
イ
レ
の
水
洗
化

事
業（
平
成
５
年
度
開
始
）

　

下
水
道
供
用
区
域
外
の
主
に

農
村
地
区
に
お
い
て
ト
イ
レ
の

水
洗
化
を
は
か
る
場
合
、
一
戸

に
つ
き
20
万
円
の
助
成
と
50
万

円
の
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給

を
行
う
事
業
で
、
２
０
０
０
年

（
平
成
12
年
）度
か
ら
は
合
併
浄

化
槽
と
な
り
、
補
助
額
を
30
〜

75
万
円
に
引
き
上
げ
た
。
２
０

０
８
年（
平
成
20
年
）に
は
補
助

額
を
30
万
円
に
固
定
、
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）度
ま
で
に
４

５
８
基
の
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
、

町
が
補
助
し
た
金
額
は
、
１
憶

２
５
２
５
万
円
、
利
子
補
給
金

は
２
０
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
利
子
補
給
は
、
平
成

24
年
度
で
終
了
し
た
。

◇
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
事
業（
平
成
５
年
度
〜
平

成
14
年
度
）

　

人
間
と
自
然
が
共
生
す
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
、
住
宅
周
辺

や
公
園
な
ど
身
近
な
緑
か
ら
道

路
、
河
川
、
耕
地
防
風
林
へ
と

つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
大
自
然
の
緑

に
つ
な
ぐ
た
め
の
樹
木
等
の
植

栽
を
行
う
事
業
で
、
第
２
期
町

づ
く
り
総
合
計
画
の「
緑
と
十

字
の
星
」、
第
３
期
計
画
の「
南

北
縦
の
線
、
東
西
横
の
線
」計

画
を
補
強
す
る
も
の
で
国
道
、

道
道
の
ほ
か
、
町
道
主
要
幹
線

の
並
木
整
備
と
公
園
の
グ
リ
ー

ン
化
を
計
画
的
に
進
め
た
。

◇
住
環
境
整
備
地
区
奨
励
事
業

（
平
成
５
年
度
〜
平
成
18
年
度
）

　

５
戸
以
上
の
農
家
が
ま
と
ま

っ
て
住
環
境
整
備
を
行
う
場
合
、

奨
励
金
を
交
付
す
る
事
業
で
毎

年
３
地
区
程
度
を
対
象
に
農
家

の
統
一
看
板
設
置
、
大
型
ご
み

処
理
事
業
な
ど
を
実
施
。

◇
モ
デ
ル
農
家
イ
メ
ー
ジ
画
作

成
事
業（
平
成
５
年
度
〜
平
成

８
年
度
）

　

将
来
あ
る
べ
き
、
快
適
で
う

る
お
い
の
あ
る
住
環
境
の「
姿
」

を
イ
メ
ー
ジ
画
と
し
て
作
成
し
、

こ
れ
を
家
族
全
員
の
目
標
と
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
改
善
し
て

い
く
事
業
で
、
住
環
境
整
備
に

特
に
関
心
の
あ
る
農
家
を
モ
デ

ル
と
し
て
指
定
し
、
ふ
さ
わ
し

い
整
備
方
法
の
助
言
を
行
い
な

が
ら
将
来
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
図

化
。
１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

度
ま
で
に
27
戸
が
指
定
を
受
け
、

楽
し
み
な
が
ら
目
標
達
成
に
取

り
組
ん
だ
。

◇
花
を
利
用
し
た
豊
か
な
地
域

づ
く
り
事
業（
平
成
５
年
度
開
始
）

　

道
路
沿
い
に
様
々
な
花
を
植

え
た
り
、
ま
た
住
宅
周
辺
や
畑

に
は
土
壌
の
有
機
化
と
低
農
薬

に
効
果
的
な
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

ひ
ま
わ
り
、
菜
種
な
ど
の
花
を

植
え
る
な
ど
、
景
観
を
演
出
す

る
た
め
の
事
業
で
、
国
道
沿
い

に
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
造
成
し

た
り
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル（
平

成
12
年
〜
平
成
14
年
）の
実
施

し
た
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

花
の
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し

た
。

　

中
士
幌
地
区
で
は
、
バ
ス
タ

ッ
チ
の
空
地
に
環
境
整
備
の
一

還
と
し
て
、
平
成
17
年
に
花
壇

を
作
成
。
平
成
18
年
よ
り
毎
年

花
が
植
え
ら
れ
、
通
行
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ
ｒ
ｏ

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
会（
現
・

し
ほ
ろ
花
遊
び
の
会
）に
よ
る
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会（
平
成

役場庁舎南側花壇

しほろ花遊びの会で植樹した花壇
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表－１　　　　　　　　　　　　　町が管理している公園�
名　称 面積（㎡） 名　称 面積（㎡）

中央公園 16,759 中士幌東団地公園 1,923

さくら公園 3,058 緑光団地公園 2,236

遊水公園 15,000 平原団地公園 1,080

みどり公園 300 コミュニティ広場 2,150

朝陽公園 13,631 交通公園 24,454

柏公園 12,396 発祥の地記念公園 19,624

下居辺運動公園 21,402 みのりの団地公園 1,836

下居辺開拓 100 年記念公園 2,793 いこい団地公園 1,580

睦南団地公園 3,196 計 143,418

16
年
度
開
始
）、
役
場
花
壇
の

植
栽（
平
成
18
年
度
開
始
）な
ど

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

◇
そ
の
ほ
か
士
幌
市
街
で
は
商

店
街
近
代
化
事
業
と
し
て
街
灯
、

街
路
樹
の
整
備
と
併
せ
電
柱
の

移
設
な
ど
景
観
整
備
を
進
め
た
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）７

月
か
ら
地
球
規
模
に
拡
大
し
た

環
境
問
題
に
対
し
て
、
環
境
負

荷
軽
減
に
取
り
組
み
、
政
策
や

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
環
境
へ
の
配

慮
を
取
り
入
れ
た
環
境
自
治
体

を
目
指
し
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
環
境
自
治
体
会
議
環
境
政

策
研
究
所
が
開
発
し
た
Ｌ
Ａ

Ｓ‒

Ｅ（
ラ
ス
・
イ
ー
：
ロ
ー

カ
ル
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ズ
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ン
・
エ
ン
バ

イ
ロ
メ
ン
ト
）の
運
用
を
行
っ

て
お
り
、
庁
内
に
町
長
を
本
部

長
と
し
た
環
境
政
策
推
進
本
部

を
立
ち
上
げ
、
環
境
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
会
議
・
目
標
設
定
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
士
幌
町
独
自
の
目

標（
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を

目
標
：
電
気
使
用
量
・
水
道
使

用
量
・
燃
料
・
廃
棄
物
排
出
量
）

を
設
定
し
活
動
し
て
い
る
。

　

当
初
の
目
標
は
、
Ｌ
Ａ
Ｓ‒

Ｅ
第
１
ス
テ
ー
ジ（
役
場
庁
内

の
事
務
活
動
）で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）か
ら

は
、
Ｌ
Ａ
Ｓ‒

Ｅ
第
２
ス
テ
ー

ジ（
地
域
全
体
の
環
境
政
策
の

実
施
等
）に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。

　

年
末
に
は
、
全
て
の
職
場
に

お
い
て
、
外
部
監
査
を
実
施
し

て
お
り
、
運
用
の
評
価
を
受
け

て
い
る
。

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）５

月
に
は
、『
第
25
回
環
境
自
治
体

会
議
し
ほ
ろ
会
議
』が
本
町
の

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
自
治
体

関
係
者
や
環
境
団
体
、
学
識
経

験
者
、
事
業
者
、
町
民
な
ど
延

べ
約
６
２
０
人
が
集
い
、
環
境

に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
事
例
発
表
や
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
東
村
達
夫
実

行
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣
言
の

後
小
林
町
長
の
挨
拶
、
ま
た
分

科
会
で
は
、
第
１
分
科
会
で
、

士
幌
高
等
学
校
環
境
専
攻
班
の

カ
シ
ワ
林
の
貴
重
性
に
つ
い
て

の
話
題
提
供
、
第
２
分
科
会
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
、
第
３
分
科
会
で
、
Ｊ
Ａ

士
幌
町
西
田
康
一
畜
産
部
長（
当

時
）が
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

を
核
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
後
、

町
内
農
家
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
な
ど
を
視
察
し
た
。

士
幌
町
環
境
基
本
条
例

　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）３

月
、
士
幌
町
の
環
境
保
全
お
よ

び
創
造
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
や
、
施
策
の
基
本
と
な

る
こ
と
を
定
め
、
町
民
が
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上
で

必
要
と
す
る
良
好
な
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
士

幌
町
環
境
基
本
条
例
」が
制
定

さ
れ
た
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
た
基
本
理

念
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
０

８（
平
成
20
年
）３
月
に「
士
幌

町
環
境
基
本
計
画
」（
平
成
20
年

〜
平
成
29
年
）を
策
定
し
た
。

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）２
月

に
は
第
２
期
士
幌
町
環
境
基
本

計
画
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。

公
園
整
備

　

士
幌
町
の
公
園
は
自
然
体
験

型
と
し
て
、
士
幌
高
原
ヌ
プ
カ

の
里
、
朝
陽
公
園
、
下
居
辺
運

動
公
園
と
水
防
広
場
が
あ
り
、

市
街
地
型
公
園
と
し
て
は
中
央

公
園
、
遊
水
公
園
、
柏
公
園
、

さ
く
ら
公
園
、
当
時
の
駅
の
様

子
が
残
っ
て
い
る
交
通
公
園
、

の
ほ
か
、
各
公
民
館（
団
地
）に

併
設
し
て
公
園
を
整
備
し
て
い

る
。
ま
た
歴
史
保
存
の
公
園
と

し
て
発
祥
の
地
記
念
公
園
が
中

士
幌
に
、
地
区
開
拓
１
０
０
年

記
念
公
園
が
下
居
辺
に
造
成
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
旧
役
場
庁
舎

跡
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
し
て

い
る
。（
表‒

１
参
照
）

　

町
は
既
存
公
園
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
が
、
特
に
市
街

地
区
公
園
で
一
部
利
用
者
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
ご
み
や
空
き

缶
等
の
散
乱
、
設
備
の
破
損
な

ど
が
目
立
ち
せ
っ
か
く
の
町
民

い
こ
い
と
安
ら
ぎ
の
場
所
が
犯

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
み

の
持
ち
帰
り
の
徹
底
と
モ
ラ
ル

の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
家
庭
、

地
域
に
呼
び
か
け
る
一
方
、
監

視
、
巡
回
を
実
施
し
て
防
止
に

つ
と
め
て
い
る
。

中央公園
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脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

　

昭
和
50
年
代
か
ら
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

る
粉
じ
ん（
車
粉
）が
人
体
へ
の

悪
影
響
や
健
康
被
害
な
ど
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
、
国
は「
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」を
制
定
。

道
も
北
海
道
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
推
進
条
例
で
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
使
用
を
禁
止
す
る
地
域

を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）４

月
か
ら
道
内
市
町
村
を
順
次
指

定
地
域
と
し
現
在
は
道
内
す
べ

て
の
地
域
で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

は
使
用
で
き
な
い
。
そ
の
結
果

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
車
粉

公
害
は
な
く
な
っ
た
が
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
切
り
替

え
当
時
は
各
地
で
冬
の
交
通
事

故
が
多
発
し
た
。

　

現
在
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
へ
の
運
転
者
の
慣
れ
と
同
タ

イ
ヤ
の
改
良
も
進
み
脱
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
交
通
事
故
も

減
少
し
て
い
る
。

衛
生
組
合

　

市
街
地
の
環
境
衛
生
の
推
進

組
織
と
し
て
、
士
幌
、
中
士
幌
、

下
居
辺
に
市
街
地
住
民
を
組
合

員
と
し
た
衛
生
組
合
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
活
動
を
行

っ
て
き
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

連
合
会
を
組
織
し
共
通
事
業
を

試
み
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
て

い
る
。

　

士
幌
市
街
衛
生
組
合
は
町
の

委
託
を
受
け
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
花
苗
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

み
、
町
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

貢
献
し
て
き
た
が
、
10
年
度
を

も
っ
て
他
の
組
織
に
事
業
を
移

し
た
。

　

下
居
辺
市
街
衛
生
組
合
は
平

成
16
年
度
で
休
止
し
た
。
中
士

幌
市
街
衛
生
組
合
は
、
平
成
15

年
度
で
解
散
し
た
が
、
翌
年
度

中
士
幌
地
域
衛
生
組
合
と
し
て

再
結
成
さ
れ
た
。

　

士
幌
市
街
衛
生
組
合
は
、
２

０
０
５
年（
平
成
17
年
）12
月
に

一
定
の
役
割
を
終
え
た
と
し
て

解
散
し
た
。

◇
各
衛
生
組
合
長（
解
散
時
）

士
幌
市
街
衛
生
組
合
長

　

後
藤
忠
雄（
連
合
会
長
）

中
士
幌
市
街
衛
生
組
合
長　
　

　

三
上
洋
幸

下
居
辺
市
街
衛
生
組
合
長　
　

　

磯
⻆
静
司

公
害
対
策

　

本
町
に
お
け
る
公
害
対
策
は

主
と
し
て
士
幌
農
協
で
ん
粉
工

場
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
液
を
原

因
と
す
る
悪
臭
対
策
だ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

　

事
業
主
体
の
士
幌
農
協
は
早

く
か
ら
種
々
研
究
を
進
め
対
策

を
講
じ
改
善
に
向
け
た
努
力
を

し
て
い
る
が
、
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）度
に
は
道
営
畑
総
事

業
を
行
う
中
で
廃
液
中
の
悪
臭

の
元
と
な
る
蛋
白
質
を
と
る
装

置（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）を
導
入
、
水
処
理

に
よ
る
に
お
い
の
除
去
に
努
め

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が

完
全
無
臭
に
は
い
た
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

国
の
方
針
に
よ
る
で
ん
粉
工

場
の
再
編
整
備
計
画
に
よ
る
統

合
が
進
め
ら
れ
、
２
０
０
１
年

（
平
成
13
年
）に
は
澱
粉
工
場
を

新
設
、
廃
液
無
臭
化
の
た
め
デ

カ
ン
タ
排
水
処
理
施
設
・
フ
リ

ュ
ー
ム
排
水
処
理
施
設
を
設
置

し
た
。

　

町
は
毎
年
機
器
測
定
と
官
能

試
験
に
よ
る
悪
臭
物
質
測
定
を

行
う
一
方
、
公
害
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
独
自
の
官
能
法
調
査
を
実

施
し
て
公
害
対
策
協
議
会
で
分

析
、
事
業
主
体
へ
の
改
善
指
導

を
行
っ
て
い
た
が
、
悪
臭
発
生

源
の
地
道
な
諸
対
策
効
果
が
着

実
に
発
揮
さ
れ
、
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）に
は
臭
気
度
合
い

も
か
な
り
低
く
な
り
、
臭
気
を

感
じ
な
い
状
況
下
の
測
定
と
な

っ
た
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
ま

た
、
悪
臭
に
係
わ
る
公
害
モ
ニ

タ
ー
の
報
告
か
ら
も
澱
粉
工
場

に
よ
る
も
の
よ
り
も
、
畜
産
に

起
因
す
る
悪
臭
の
報
告
が
多
く

な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
澱
粉

関
連
の
悪
臭
が
か
な
り
低
減
さ

れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と

な
っ
た
た
め
臭
気
モ
ニ
タ
ー
も

中
止
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
澱
粉
に
起
因
す

る
悪
臭
対
策
等
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
士
幌
町
公
害
対
策
協
議

会
も
、
本
来
の
目
的
を
概
ね
達

成
す
る
状
況
に
な
っ
た
た
め
行

政
改
革
の
推
進
に
基
づ
き
発
展

的
に
関
係
機
関
の
整
理
統
廃
合

に
併
せ
、
士
幌
町
環
境
審
議
会

に
そ
の
業
務
を
統
合
し
廃
止
し

た
。

　

近
年
、
河
川
の
水
質
汚
染
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
士
幌
町

で
は
音
更
川
、
士
幌
川
、
居
辺

川
の
町
内
を
流
れ
る
主
要
河
川

に
つ
い
て
水
質
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

　

調
査
は
、
河
川
ご
と
に
調
査

地
点
を
設
け
年
２
回
、
水
素
イ

オ
ン
濃
度
、
生
物
科
学
的
酸
素

要
求
量
、
浮
遊
物
質
量
、
溶
存

酸
素
量
と
大
腸
菌
群
数
に
つ
い

て
実
施
し
て
お
り
、
調
査
結
果

は
、
平
均
で
お
お
む
ね
環
境
基

準
内
と
な
っ
て
い
る
が
、
年
度
、

調
査
時
期
に
よ
っ
て
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
な
い
項
目
も
あ
り

特
に
大
腸
菌
群
数
の
数
値
が
環

境
基
準
値
を
一
部
超
え
る
検
査

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
要
因
と

し
て
、
生
活
・
農
業
排
水
も
憂

慮
さ
れ
る
が
季
節
的
な
河
川
等

の
変
動
に
よ
る
自
然
的
要
因
の

影
響
が
あ
る
た
め
原
因
を
特
定

し
に
く
い
。
し
か
し
、
調
査
位

置
間
に
お
い
て
何
ら
か
の
汚
濁

物
質
の
流
入
が
考
慮
さ
れ
る
た

め
、
各
地
域
に
存
在
す
る
施
設

等
か
ら
の
適
切
な
排
水
管
理
が

望
ま
れ
る
と
と
も
に
今
後
も
監

視
が
必
要
と
な
る
。
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人
口
の
割
合
）は
29
・
３
％
で
、

全
国
平
均
の
26
・
６
％
を
上
回

っ
て
い
る
。（
図‒

１
・
２
参
照
）

　

ま
た
、
人
口
の
う
ち
就
業
者

を
産
業
別
に
分
類
す
る
と
、
農

業
を
中
心
と
し
た
第
１
次
産
業

の
比
率
が
43
％
で
前
回
調
査
と

変
わ
ら
ず
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
等
の
第
３
次
産
業
が
45

％
で
前
回
を
１
％
上
回
っ
た
。

（
表‒

１
、
図‒

３
参
照
）

物
価
と
消
費
者

�

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ブ

ル
崩
壊
を
直
接
の
発
端
と
し
て
、

第五章  住民生活
１
、
生
活
、
政
治

人
口
の
横
ば
い
か
ら
減
少
へ

　

士
幌
町
の
人
口
は
、
１
９
８

０
年（
昭
和
55
年
）の
国
勢
調
査

で
６
９
７
９
人
と
昭
和
に
入
っ

て
以
降
は
じ
め
て
７
千
人
を
下

回
っ
た
が
、
次
回
の
同
調
査
で

７
０
４
４
人
と
な
り
、
以
来
７

千
人
台
を
維
持
し
、
１
９
９
５

年（
平
成
７
年
）の
国
勢
調
査
で

は
７
０
１
０
人
と
辛
う
じ
て
７

千
人
台
を
守
っ
た
が
、
２
０
０

０
年（
平
成
12
年
）の
国
勢
調
査

で
６
８
３
９
人
と
６
千
人
台
に

落
ち
、２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

の
国
勢
調
査
で
５
８
４
８
人
と
、

つ
い
に
６
千
人
を
割
り
、
人
口

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。（
主
要

統
計
の
戸
数
と
人
口
参
照
）

　

ち
な
み
に
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）３
月
末
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
本
町
の
人
口

は
６
２
８
９
人
、
２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）３
月
末
現
在
で
は

５
９
９
２
人
と
６
千
人
台
を
下

回
っ
た
。

　

少
子
、
高
齢
化
が
進
み
２
０

１
５
年（
平
成
27
年
）の
国
勢
調

査
で
み
る
本
町
の
高
齢
化
率（
町

総
人
口
に
対
す
る
65
歳
以
上
の

100以上

男性 女性

350 200250
H7年 人数 H27年 人数 H7年 人数 H27年 人数
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図－１　　　　　　　　　　　　　　　　年齢別人口� （単位：人）
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図－２　　　　　　年齢別人口数　

1990
H ２年度

2000
H12 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

■老年人口（65 歳以上） 1,102 1,541 1,731 1,794
■生産人口（15 ～ 64 歳） 4,579 4,231 3,774 3,494
■年少人口（０～ 14 歳） 1,468 1,054 911 844



停
滞
し
た
日
本
経
済
は
、「
失
わ

れ
た
10
年
」さ
ら
に
は「
失
わ
れ

た
20
年
」を
経
験
し
、
20
世
紀

以
降
の
先
進
国
に
お
い
て
、
20

年
以
上
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て

年
率
１
％
以
下
の
低
成
長
が
続

き
、
日
本
銀
行
に
よ
る
金
融
緩

和
政
策
に
よ
っ
て
も
民
間
投
資

は
回
復
せ
ず
、
流
動
性
の
罠
か

ら
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
の
時
点
で
、
日

本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
９
９
１

年
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
、
日
経
平

均
株
価
指
数
は
ピ
ー
ク
時
の
３

分
の
１
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
中
、
安
倍
内
閣
の
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
経
済
政
策
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
社

会
保
障
へ
の
財
源
と
の
理
由
に

よ
り
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
１

９
８
９
年（
平
成
元
年
）４
月
か

ら
３
％
、
１
９
９
７
年（
平
成

９
年
）４
月
か
ら
５
％
、
２
０

１
４
年（
平
成
26
年
）４
月
か
ら

８
％
、
そ
し
て
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）10
月
か
ら
標
準
税
率

10
％（
軽
減
税
率
８
％
）と
な
っ

た
。

　

近
年
の
物
価
水
準
は
安
定
を

保
っ
て
お
り
、
北
海
道
の
消
費

者
総
合
物
価
指
数
の
動
き
を
対

2147 32

411643

441343

43

1次産業 2次産業 3次産業

12 45

1990年
（平成2年）
（総数3,846人）

2000年
（平成12年）
（総数3,686人）

2010年
（平成22年）
（総数3,399人）

2015年
（平成27年）
（総数3,341人）

図－３　産業分数別就業人口比率の変化（国勢調査）
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北海道消費者物価指数の推移（平成27年＝100）（図－4）
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図－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道消費者物価指数の推移（平成27=100）

表－１　産業分類別１５歳以上就業人口の推移（国勢調査）�
産　業　分　類 1990

（平成２年）
2000

（平成 12 年）
2010

（平成 22 年）
2015

（平成 27 年）
第
一
次
産
業

農 業 男 女 計 男 女 計 1,459 1,417
林 業 940 840 1,780 835 733 1,568 17 13
漁 業 19 5 24 11 2 13 1 0

第
二
次
産
業

鉱 業 4 2 6 3 1 4 0 2
建 設 業 1 1 2 5 2 7 170 152
製 造 業 257 53 310 205 35 240 261 256

第
三
次
産
業

電 気・ ガ ス・
熱 供 給 ・
水 道 業

173 109 282 181 148 329 1 9

情 報 通 信 業 8 2 10 5 1 6 4 3
運輸業・郵便業 144 145
卸売業・小売業 164 23 187 152 19 171 242 240
金融業・保険業 142 218 360 142 229 371 12 17
不 動 産 業 10 12 22 5 19 24 9 9
学術研究、専門・
技術サービス業 2 0 2 30 54

宿 泊 業、 飲 食
サ ー ビ ス 業 117 112

生活関連サービ
ス 業、 娯 楽 業 52 43

医 療・ 福 祉 259 273
教 育 ・ 学
習 支 援 業 96 107

複合サービス業 180 186
サ ー ビ ス 業

（ 他 に 分 類 さ
れ な い も の ）

375 359 734 369 416 785 157 139

公 務 148 156
分類不能の産業 107 27 134 122 44 166 40 8

総 数 2,200 1,651 3,851 2,037 1,649 3,686 3,399 3,341
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帯
広
市
に
在
住
し
て
い
る
消
費

生
活
専
門
相
談
員
と
予
約
に
よ

る
専
門
相
談
の
で
き
る
体
制
を

整
備
、２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

４
月
か
ら
は
、
音
更
町
の
協
力

に
よ
り
音
更
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
対
応
す

る
こ
と
と
な
り
、
増
え
て
い
る

振
り
込
め
詐
欺
・
送
り
付
け
商

法
な
ど
の
悪
徳
商
法
の
相
談
体

制
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

生
活

　

少
子
、
高
齢
化
と
と
も
に
核

家
族
化
が
進
み
、
独
居
老
人
、

高
齢
夫
婦
世
帯
の
増
加
で
人
口

は
増
え
な
い
が
、
世
帯
数
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。（
表‒

３
参
照
）

　

女
性
の
社
会
進
出
、
共
働
き

の
増
加
で
生
活
水
準
は
向
上
し

前
年
上
昇
率
で
み
る
と
、
１
９

９
１
年（
平
成
３
年
）以
降
６
年

ま
で
連
続
上
昇
し
て
い
た
が
、

７
年
、
８
年
は
教
養
娯
楽
、
家

具
・
家
事
用
品
、
被
服
、
履
物

な
ど
の
値
下
が
り
に
よ
り
下
落

と
な
っ
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）で

は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
影

響
な
ど
に
よ
り
再
び
上
昇
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
同
水
準
で
推

移
し
て
い
た
が
、
２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　諸物価の動き
区　分 平成２年 平成 11 年 平成 21 年 令和元年 令和２年 令２と平 11

の比率品　名 規格・単位

自主流通米 水晶米ゴール
ド 10 ㎏ 4,820 ― ― ― ― ―

自主流通米 きらら 397
10 ㎏ ― 3,444 ― ― ― ―

自主流通米 ほしのゆめ
10 ㎏ ― ― 3,629 ― ― ―

米 ななつぼし
10 ㎏ ― ― ― 4,129 3,961 ―

米 コシヒカリ
10 ㎏ ― ― ― 4,381 4,338 ―

豚　肉 100 ｇ 200 207 189 220 217 1.05 
牛　肉 100 ｇ ― 208 445 364 340 1.63 
鶏　肉 100 ｇ ― 102 112 130 123 1.21 
牛　乳 1,000 ㎖ 199 197 200 226 231 1.17 
鶏　卵 Ｍ玉 10 個 ― 201 178 189 182 0.91 
味　噌 １㎏ 346 386 337 ― ― ―
味　噌 750g 程度 ― ― ― 283 284 ―
醤　油 濃口１ℓ 489 344 324 315 308 0.90 
砂　糖 上白糖１㎏ 343 239 189 222 214 0.90 

プロパンガ
ス ５㎥ 2,398 3,690 5,432 6,106 6,102 1.65 

灯　油 １ℓ 52 40 66.5 92.1 77.3 1.93 
ガソリン １ℓ ― 97 123 140 130 1.34 
トイレット

ペーパー １２ロール 569 512 408 384 387 0.76 

クリーニング ワイシャツ
１枚 ― 126 170 180 171 1.36 

※ �H２～H21は十勝生活圏小売価格調査より（10月10日調査分）　牛肉は平成19年から企画変更（ももスライ
スからローススライス）※令和元・２年は北海道物価情報　（令和元・２年10月分、生活圏別平均価格十勝分）

ク
に
よ
り
下
落
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）に
は
消
費
税
増
税

に
よ
り
上
昇
し
た
。（
図‒

４
参

照
）

　

諸
物
価
の
動
き
は
、
１
９
９

９
年（
平
成
11
年
）と
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）と
比
べ
る
と
、

あ
ま
り
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ

な
い
が
、
灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
な
ど
の
燃
料
系
が
倍
近
く
に

増
え
て
い
る
。（
表‒

２
参
照
）

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に

会
員
59
名
で
発
足
し
た
士
幌
消

費
者
協
会
は
、
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
度
）で
は
会
員
数
も
１

４
６
名
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
会

員
研
修
や
愛
町
購
買
運
動
の
ほ

か
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
空
き
缶
回

収
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
展

開
、
廃
油
に
よ
る
石
け
ん
作
り

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
き
た
。

　

ま
た
１
９
９
４
年（
平
成
６

年
）度
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

買
い
物
袋
を
作
成
し
会
員
に
配

布
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）７

月
に
は
十
勝
消
費
者
大
会
を
士

幌
町
で
開
催
し
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
管
内
か
ら
２
８

６
名
の
代
表
が
集
ま
り
、
記
念

講
演
の
あ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
の
推
進
や
消
費
税
率
引
き
上

げ
反
対
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
消
費
者

協
会
だ
よ
り
、
各
種
啓
発
活
動
、

消
費
者
相
談
な
ど
の
対
応
を
行

っ
て
き
た
が
、
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）度
で
会
員
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
解
散
と
な
っ
た
。

　

町
消
費
者
協
会
が
解
散
し
た

こ
と
、
ま
た
、
訪
問
販
売
や
オ

レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
消
費
生
活

に
お
け
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０

０
７
年（
平
成
19
年
）４
月
か
ら

表－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯数の推移（国勢調査）
核家族世帯

単
独
世
帯

そ
の
他
の
世
帯

合計夫
婦
の
み

夫
婦
と
子

ひ
と
り
親

1990
（H ２年） 464 644 84 388 541 2,121

2000
（H12 年） 570 595 108 498 491 2,262

一　般　世　帯 施設等の世帯 総　数

世
帯
数

世
帯
人
員

１
世
帯
当
た
り
人
員

世
帯
数

世
帯
人
員

世
帯
数

世
帯
人
員

2010             
（H22 年） 2,453 6,233 2.54 5 183 2,458 6,416

2015  
  （H27 年） 2,474 5,939 2.40 5 193 2,479 6,132
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２
、
宗
教

宗
教
法
人

　

戦
後
は
、
神
社
、
仏
閣
な
ど

宗
教
活
動
の
組
織
は
宗
教
法
人

と
し
て
登
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
在
町
内
に
あ
る
主
な

宗
教
法
人
の
現
況
等
に
つ
い
て

略
記
す
る
。

〈
神
社
〉

○
士
幌
神
社　
　

字
士
幌
東
４

条
２
丁
目
１
番
地

・
祭
神　

大
国
魂
神
・
大
己
貴

神
・
小
名
彦
名
神

・
現
況

　

令
和
３
年　

６
代
宮
司　

原

田
要　

名
誉
宮
司　

小
林
隆

・
昭
和
11
年
当
社
へ
奉
納
さ
れ

た
曙
吟
社
奉
納
額
は
文
化
価
値

の
高
い
も
の
と
し
て
平
成
元
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
の
講
座
テ
キ
ス
ト

登
載

○
中
士
幌
神
社

字
中
士
幌
西
２
線
84
番
地

・
祭
神　

天
照
大
神

・
現
況

　
（
現
）兼
務
宮
司　

原
田
要

・
秋
に
奉
納
す
る
浦
安
の
舞
は

昭
和
15
年
に
皇
紀
２
６
０
０
年

記
念
と
し
て
全
国
の
各
神
社
で

舞
が
奉
納
さ
れ
そ
れ
以
来
続
け

ら
れ
て
い
る
。

○
各
地
域
に
お
け
る
神
社

・
下
居
辺
神
社（
下
居
辺
）・
白

山
神
社（
百
戸
）・
佐
倉
神
社（
佐

倉
）・
第
八
部
落
稲
荷
神
社（
北

一
区
）・
出
雲
神
社（
南
旭
区
）・

太
田
神
社（
西
上
）・
中
音
更
神

社（
中
音
更
）・
柏
野
神
社（
柏
）・

上
居
辺
神
社（
西
居
辺
）・
中
士

幌
神
社（
実
勝
）・
新
田
神
社（
新

田
）・
平
和
神
社（
平
和
）・
朝
陽

神
社（
朝
陽
）・
士
幌
五
社
大
明

神
社（
士
幌
南
）

て
い
る
が
、
と
な
り
近
所
と
の

付
き
合
い
は
薄
れ
、
カ
ギ
っ
子

の
出
現
も
多
く
な
っ
た
。
２
世

代
、
３
世
代
の
同
居
生
活
を
送

る
世
帯
も
減
少
し
、
情
報
化
時

代
の
到
来
で
都
市
文
化
の
浸
透

も
早
く
生
活
慣
習
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
き
た
。

　

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
式
は
簡

素
化
さ
れ
て
き
て
い
る
反
面
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
と
い
っ
た

新
た
な
形
の
催
し
や
慣
習
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

結
婚
式
に
対
す
る
若
者
の
考

え
も
変
化
し
、
仲
人
な
し
の
結

婚
式
、
友
人
だ
け
で
祝
う
会
、

で
き
ち
ゃ
っ
た
結
婚
で
入
籍
だ

け
で
済
ま
せ
る
方
法
な
ど
古
い

し
き
た
り
か
ら
合
理
的
な
考
え
、

行
動
に
と
移
行
し
て
い
る
。

　

車
、
電
化
製
品
の
普
及
で
家

庭
の
文
化
生
活
の
水
準
を
押
し

上
げ
て
き
た
が
、
近
年
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等

が
普
及
し
更
に
便
利
な
生
活
を

す
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）の

普
及
に
よ
り
情
報
過
多
や
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
状
況

も
見
ら
れ
る
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
物
質
的
水
準

に
加
え
余
暇
を
利
用
し
た
レ
ジ

ャ
ー
等
、
心
の
ゆ
と
り
に
向
け

た
生
活
向
上
が
望
ま
れ
る
。

　

全
体
的
な
生
活
水
準
が
向
上

し
て
い
る
中
で
、
ひ
と
り
親
世

帯
、
高
齢
者
世
帯
、
年
金
生
活

者
、
季
節
労
働
者
な
ど
ま
だ
生

活
レ
ベ
ル
の
低
い
世
帯
も
多
く
、

行
政
、
地
域
で
支
え
合
い
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
階
層
の
人
た
ち

の
生
活
を
向
上
さ
せ
、
全
体
が

幸
せ
と
な
る
町
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
期
待
さ
れ
る
。

〈
仏
教
〉

○
松
濤
山
真
徳
寺　

字
中
士
幌

西
２
線
80
番
地

・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

・
現
況

　

三
代
住
職　

松
浪
浩
之

・
寺
は
北
十
勝
最
古
の
お
寺

・
本
堂
は
北
十
勝
最
古
の
木
造

建
築
と
し
て
、
文
化
財
的
価
値

が
非
常
に
高
い
。

○
白
雲
山
聖
教
寺　
　

字
士
幌

西
２
線
１
６
７
番
地

・
真
宗
大
谷
派

・
現
況

　

第
４
世
住
職　

岩
田
広
大

・
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
は
、

大
正
元
年
当
時
町
内
で
播
種
、

そ
の
後
当
寺
へ
移
植
さ
れ
た
も

の
で
町
内
の
名
木
で
あ
る
。
そ

の
他
、
桐
の
木
、
菩
提
樹
、
白

の
下
が
り
藤
が
あ
る
。

○
正
眼
山
實
相
寺　
　

字
士
幌

西
２
線
１
６
１
番
地

・
臨
済
宗
妙
心
寺
派

・
現
況

　

仲
島
信
隆
住
職

○
放
光
山
報
恩
寺

字
下
居
辺
西
２
線
１
３
２
番
地

・
真
宗
大
谷
派

・
現
況

　

３
代
住
職　

田
辺　

豊

・
境
内
に
樹
齢
１
０
０
年
余
の

赤
松
が
あ
り
、
容
姿
端
麗
町
保

存
木
。

○
瑞
雲
山
全
龍
寺　
　

字
士
幌

西
２
線
１
５
８
番
地

・
曹
洞
宗

・
現
況

　

６
代
住
職　

齋
藤
祥
貴

・
境
内
地
に
大
正
12
年
建
立
、

地
上
５
・
５
㍍
の
子
安
弘
法
大

師
石
像
あ
り
、
町
内
最
大
の
石

仏
で
あ
る
。

○
立
正
山
本
光
寺　
　

字
士
幌

西
２
線
１
６
０
番
地

・
日
蓮
宗
身
延
派

・
現
況

　

第
２
世
住
職　

本
田
光
一

・
記
念
物
件

　

北
海
道
随
一
の
六
尺
木
像
鬼

子
母
神

　

思
親
桜
〜
１
０
０
年
桜
の
古

木
　

石
碑
〜
御
宝
塔

○
慈
光
山
弘
勝
寺　
　

字
中
士

幌
西
２
線
74
番
地

・
真
言
宗
東
寺
派

・
現
況
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６
代
住
職　

野
川
真
瑞

・
記
念
物
件

　

十
勝
八
十
八
ヵ
所
霊
場
仏
体

二
体
安
置

　

身
代
わ
り
地
蔵
尊

○
紫
雲
山
照
圓
寺　
　

字
士
幌

33
番
地
１

・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

・
記
念
物

　

黒
松
〜
盆
栽
を
地
上
に
下
ろ

し
60
年
幹
周
１
・
５
㍍

〈
天
理
教
〉

○
天
理
教
十
陽
分
教
会　
　

字

士
幌
東
２
条
２
丁
目
１
番
地

・
現
況

　

４
代
会
長　

池
本
文
昭

○
天
理
教
昇
記
分
教
会　
　

字

士
幌
東
３
条
１
丁
目
２
番
地

・
現
況

　

３
代
会
長　

福
田　

功

３
、
公
安

火
災
の
発
生

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）か

ら
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）ま

で
の
30
年
間
に
本
町
で
発
生
し

た
火
災
の
発
生
件
数
は
１
２
１

件
で
年
平
均
４
件
と
な
っ
て
い

る
。

　

損
害
額
が
大
き
な
火
災
と
し

て
は
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

に
牛
舎
等
の
施
設
が
焼
損
し
た

の
が
２
件
あ
り
約
６
千
万
円
の

損
害
と
な
っ
た
。
林
野
火
災
は
、

７
件
、
年
平
均
0.2
件
と
な
っ
て

い
る
が
、
１
９
９
８
年（
平
成

10
年
）４
月
西
上
地
区
で
発
生

し
た
、
一
部
国
有
林
を
含
む
林

野
16
㌶
が
焼
け
、
推
定
５
０
０

万
円
の
損
害
を
被
っ
た
。
火
入

れ
後
の
残
火
処
理
が
不
完
全
で
、

お
り
か
ら
の
強
風
で
あ
お
ら
れ

延
焼
し
た
も
の
で
消
火
作
業
は

困
難
を
極
め
た
が
、
林
道
が
火

防
線
の
役
割
を
果
た
し
更
な
る

延
焼
は
く
い
止
め
鎮
火
さ
せ
た
。

こ
の
火
災
で
カ
ラ
マ
ツ
等
推
定

５
４
０
０
本
が
消
失
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
年
平

均
で
0.3
人
、
死
者
は
年
平
均
で

0.1
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
６

年
・
12
年
・
17
年
に
各
１
名
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２

０
年（
令
和
２
年
）度
は
６
件
の

火
災
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

（
表‒

１
参
照
）

救
急
業
務

　

本
町
の
救
急
業
務
は
、
１
９

８
３
年（
昭
和
58
年
）７
月
か
ら

消
防
署
に
お
い
て
救
急
隊
員
９

名
を
配
置
し
て
業
務
を
開
始
し

た
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
や
疾
病

構
造
の
変
化
に
加
え
交
通
事
故

の
多
発
等
を
背
景
に
救
急
需
要

は
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
り
、

救
急
業
務
に
対
す
る
住
民
の
ニ

ー
ズ
は
一
層
高
度
化
、
多
様
化

し
て
い
る
。

　

従
来
救
急
隊
員
の
教
育
訓
練

は
、
１
３
５
時
間
と
さ
れ
て
い

た
が
、１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）

よ
り
応
急
処
置
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
教
育
訓
練
も
２
５
０
時
間

に
拡
大
さ
れ
た
。
更
に
同
年
、

救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ
れ
、

医
師
の
指
示
の
も
と
に
３
つ
の

特
定
行
為（
除
細
動
・
静
脈
路

確
保
の
た
め
の
輸
液
・
器
具
に

よ
る
気
道
確
保
）を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

士
幌
消
防
署
で
は
、
１
９
９

８
年（
平
成
10
年
）３
月
に
、
こ

れ
ま
で
の
救
急
自
動
車
を
更
新

し
高
規
格
救
急
自
動
車
を
導
入
、

併
せ
て
高
度
救
命
処
置
用
資
機

材
を
装
備
し
、
２
０
１
０
年（
平

成
22
年
）３
月
に
高
規
格
救
急

自
動
車
１
台
を
増
車
す
る
と
と

も
に
、
救
急
救
命
士
を
養
成
お

よ
び
採
用
し
、
２
０
２
１
年（
令

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火災発生状況

年　度

火　災　件　数 焼　損　面　積

焼損
棟数

損害額
（千円）

罹　災

負傷者 死者

建物 林野 車両 その他 小計 建物
（㎡）

林野
（ａ） 世帯数 人員

H2 ～
11 年度 20 2 2 5 29 5,170 1,611 30 140,924 24 65 2 1

H12 ～
21 年度 26 2 14 7 49 3,204 124 28 136,013 16 28 7 2

H22 ～
R 元年度 13 3 10 17 43 3,405 367 13 102,958 0 0 0 0

合計 59 7 26 29 121 11,779 2,102 71 379,895 40 93 9 3

年平均 2.0 0.2 0.9 1.0 4.0 392.6 70.1 2.4 12,663 1.3 3.1 0.3 0.1 

R ２年度 3 0 0 3 6 276 0 3 8,503 0 0 0 0 
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和
３
年
）３
月
現
在
14
名
の
救

急
救
命
士
資
格
者
と
気
管
挿
管

７
名
、
薬
剤
投
与
13
名
、
ビ
デ

オ
硬
性
喉
頭
鏡
４
名
、
処
置
拡

大
２
行
為
８
名
な
ど
救
急
業
務

の
資
格
を
得
て
お
り
、
一
層
の

体
制
の
強
化
お
よ
び
高
度
化
に

努
め
て
い
る
。

　

救
急
患
者
の
搬
送
先
病
院
は
、

救
急
指
定
病
院
で
あ
る
町
国
保

病
院
、
患
者
の
、
か
か
り
つ
け

医
、
帯
広
市
の
二
次
・
三
次
救

急
病
院
と
の
連
携
を
取
り
対
応

し
て
い
る
。

　

士
幌
消
防
署
で
は
、
重
篤
傷

病
者
の
救
命
効
果
を
高
め
る
た

め
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
消
防
団

員
は
じ
め
一
般
住
民
な
ど
多
く

の
町
民
が
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
て
修
了
証
を
受
け
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）以

降
の
年
平
均
出
動
件
数
は
２
２

２
件
と
な
っ
て
お
り
、
救
急
出

動
状
況
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

急
病
と
広
域
化
に
伴
い
近
隣
町

村
へ
の
出
動
が
増
え
て
い
る
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
の

出
動
件
数
は
、
２
４
７
件
と
な

っ
て
い
る
。（
表‒

２
参
照
）

消
防
団
活
動

　

自
衛
警
防
組
織
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
本
町
の
消
防
団
は
２

０
２
０
年（
令
和
２
年
）で
創
立

95
周
年
と
な
る
。
こ
の
間
多
く

の
人
々
が
団
活
動
を
引
き
継
ぎ

火
災
や
災
害
の
守
り
手
と
し
て

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

消
防
署
が
で
き
た
こ
と
と
火

災
等
の
減
少
か
ら
、
か
つ
て
山

火
事
の
多
か
っ
た
時
代
と
比
べ

出
動
回
数
は
減
っ
て
き
て
い
る

が
万
が
一
に
備
え
、
消
防
演
習

な
ど
訓
練
は
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
ほ
か
予
防
活
動
も
消
防
署

員
と
連
携
し
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
団
員
数
は
47
人
で
あ
る

が
、
市
街
地
区
の
団
員
が
減
少

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
農
村
地

区
か
ら
の
入
団
を
働
き
か
け
多

く
の
方
に
入
団
い
た
だ
く
と
と

も
に
、２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

に
は
、
士
幌
消
防
団
と
し
て
初

め
て
女
性
団
員
も
入
団
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

日
頃
の
訓
練
成
果
を
確
か
め

合
う
た
め
、
毎
年
全
道
各
地
よ

り
選
抜
さ
れ
た
消
防
団
の
消
防

操
法
訓
練
大
会
が
江
別
に
あ
る

北
海
道
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、

本
町
も
過
去
３
回
出
場（
昭
和

53
年
、
平
成
６
年
、
22
年
）し
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）に
は

優
秀
な
成
績
を
収
め
優
良
賞
を

受
賞
し
た
。

◇
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）以

降
の
団
幹
部

▽
団
長

平
井
康
也（
平
３
・
４
〜
７
・
３
）

／
杉
原
憲
司（
平
７
・
４
〜

11
・
３
）／
金
森
史
公（
平
11
・

４
〜
27
・
３
）／
大
西
米
明（
平

27
・
４
〜
現
在
）

▽
副
団
長

杉
原
憲
司（
平
３
・
４
〜
７
・
３
）

／
大
口
静
夫（
平
７
・
４
〜
９
・

３
）／
重
森
善
之
助（
平
９
・
４

〜
11
・
３
）／
守
屋
英
男（
平

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救急出動状況�
年　　度 交通事故 労　災 運　動 負　傷 急　病 その他 計

Ｈ２～ 11 年度
件　数 294 45 12 133 659 505 1,648

人　員 482 44 12 126 644 476 1,784

Ｈ 12 ～ 21 年度
件　数 279 51 14 212 1,158 578 2,292

人　員 355 51 14 202 1,119 548 2,289

Ｈ 22 ～Ｒ元年度
件　数 209 67 22 328 1,484 612 2,722

人　員 226 67 22 317 1,415 561 2,608

合　　　計
件　数 782 163 48 673 3,301 1,695 6,662

人　員 1,063 162 48 645 3,178 1,585 6,681

年　平　均
件　数 26.1 5.4 1.6 22.4 110.0 56.5 222.1 

人　員 35.4 5.4 1.6 21.5 105.9 52.8 222.7 

Ｒ２年度
件　数 19 8 2 36 158 24 247 

人　員 22 8 2 34 154 23 243 

士幌消防団
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15
〜
20
年
）／
杉
原
憲
司（
平
21

年
〜
現
在
）

▽
中
士
幌
消
防
後
援
会
長

田
中　

登（
昭
63
〜
平
５
）

　

※
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

か
ら
統
合
に
よ
り
士
幌
消
防
後

援
会
と
な
る
。

消
防
施
設
と
消
防
署

　

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）に

北
十
勝
消
防
事
務
組
合
設
立
と

共
に
設
置
し
た
士
幌
消
防
署
も

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）で
50

年
が
経
過
し
た
。

　

こ
の
間
庁
舎
の
移
転
改
築
、

消
防
装
備
、
施
設
等
の
充
実
に

加
え
消
防
署
員
の
増
員
と
計
画

的
な
消
防
学
校
へ
の
派
遣
教
育

に
よ
る
資
質
の
向
上
で
体
制
強

化
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

消
防
施
設
等
も
充
実
さ
れ
、

11
・
４
〜
12
・
10
）／
大
西
米

明（
平
12
・
11
〜
27
・
３
）／
佐

藤
秀
勝（
平
27
・
４
〜
31
・
３
）

／
末
永
秀
雄（
平
31
・
４
〜
現
在
）

▽
第
一
分
団
長

大
口
静
夫（
平
３
・
４
〜
７
・
３
）

／
金
森
史
公（
平
７
・
４
〜

11
・
３
）／
佐
藤
秀
勝（
平
11
・

４
〜
27
・
３
）／
末
永
秀
雄（
平

27
・
４
〜
31
・
３
）／
谷
本
仁

志（
平
31
・
４
〜
現
在
）

▽
第
二
分
団
長

重
森
善
之
助（
昭
62
・
４
〜
平
９
・

３
）／
守
屋
英
男（
平
９
・
４
〜

11
・
３
）／
大
西
米
明（
平
11
・

４
〜
12
・
10
）／
高
士
昌
弘（
平

12
・
11
〜
現
）

▽
団
員
定
数　

55
名（
令
和
３

年
３
月
現
在
）

　

団
員
数　

本
部
〜
７
名
、
第

一
分
団
〜
27
名
、
第
二
分
団
〜

13
名　

計
47
名

《
団
員
殉
職
》

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）６

月
14
日
、
町
内
北
地
区
の
倉
庫

か
ら
出
火
し
た
火
災
で
消
防
団

員
船
戸
勝
美（
当
時
第
一
分
団

庶
務
部
長
）が
殉
職
し
た
。
当

日
故
人
は
消
防
署
が
吹
鳴
し
た

サ
イ
レ
ン
を
聴
く
と
す
ぐ
に
消

防
署
に
駆
け
つ
け
消
防
車
で
火

災
現
場
に
出
動
。
燃
え
盛
る
火

災
標
的
を
相
手
に
懸
命
な
消
火

作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
化
学

物
質
を
多
く
含
ん
だ
農
業
用
資

材
の
燃
焼
で
発
生
す
る
有
毒
ガ

ス
を
多
量
に
吸
い
込
み
急
激
な

身
体
の
変
調
を
訴
え
た
。
急
き

ょ
救
急
車
で
町
立
病
院
に
搬
送

さ
れ
入
院
、
手
当
を
施
し
た
が
、

治
療
の
甲
斐
な
く
同
日
午
後
11

時
頃
逝
去
し
た
。
死
因
は
気
道

熱
傷
、
急
性
心
筋
梗
塞
と
診
断

さ
れ
た
。

　

故
人
は
、
１
９
６
５
年（
昭

和
40
年
）か
ら
両
親
が
経
営
し

て
い
る
理
髪
館
に
従
事
し
て
い

た
が
、１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）

に
士
幌
消
防
団
へ
入
団
、
父
親

に
次
い
で
２
代
目
の
消
防
団
員

と
な
っ
た
。
温
厚
誠
実
な
人
柄

で
団
員
の
信
望
も
厚
く
１
９
９

１
年（
平
成
３
年
）に
は
第
一
分

団
庶
務
部
長
に
推
挙
さ
れ
、
団

幹
部
と
し
て
活
躍
中
で
あ
っ
た
。

28
年
間
に
亘
る
団
活
動
中
多
く

の
表
彰
の
栄
を
受
け
て
き
た
が
、

年
間
出
動
率
90
％
以
上
の
団
員

に
贈
ら
れ
る「
精
勤
表
彰
」を
20

回
受
け
る
と
い
う
北
十
勝
消
防

事
務
組
合
所
属
の
４
町
消
防
団

で
は
じ
め
て
の
快
挙
を
な
し
と

げ
た
。

　

士
幌
消
防
団
で
は
職
務
で
殉

ぜ
ら
れ
た
労
苦
に
報
い
る
た
め

副
分
団
長
特
進
と
団
葬
を
執
行

し
て
霊
を
慰
め
た
。

　

殉
職
団
員
に
対
し
、
日
本
消

防
協
会
会
長
お
よ
び
北
海
道
消

防
協
会
会
長
よ
り
、
特
別
功
労

章
、
特
別
功
績
章
が
、
ま
た
北

十
勝
消
防
事
務
組
合
管
理
者
か

ら
功
労
章
、
士
幌
町
長
か
ら
は

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
殉
職
は
、
公
務
災
害
と

認
定
さ
れ
、
弔
慰
金
、
年
金
等

が
遺
族
に
支
給
さ
れ
た
。

　

本
町
で
消
防
団
員
の
火
災
に

よ
る
殉
職
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。

《
消
防
後
援
会
》

　

消
防
団
活
動
に
対
す
る
市
街

地
住
民
の
後
援
組
織
と
し
て
消

防
後
援
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

市
街
地
全
戸
が
加
入
し
て
会
費

を
集
め
、
災
害
出
動
の
際
、
消

防
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

警
備
後
方
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

▽
士
幌
消
防
後
援
会
長

島
田　

淳（
昭
63
〜
平
７
）／
中

島
光
男（
平
８
〜
10
）／
横
山
吉

雄（
平
11
〜
14
）／
滝　

千
冬（
平

消
防
水
利
と
し
て
１
９
９
８
年

（
平
成
10
年
）度
で
防
火
水
槽
３

基
、
11
年
度
で
１
基
新
設
し
た

の
を
は
じ
め
、
老
朽
化
し
た
も

の
は
順
次
規
格
に
あ
っ
た
防
火

水
槽
に
造
り
替
え
、
現
在
町
内

に
47
基
の
防
火
水
槽
と
消
火
栓

74
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
化
学
消
防
車（
署
）と
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
団
）の
更

新
を
は
か
っ
て
い
る
。（
表‒

３

参
照
）

　

中
士
幌
消
防
会
館
は
、
１
９

９
５
年（
平
成
７
年
）に
中
士
幌

士幌消防署

表－３　　　　　　　　　　　　　�消防車両等の状況� （令和３年３月現在）

消防車両

水

槽

付

消

防

ポ
ン
プ
自
動
車

化

学

消

防

ポ
ン
プ
自
動
車

小

型

動

力

ポ

ン

プ

付

水

槽

車

林

野

火

災

工

作

車

資

材

運

搬

車

高
規
格
救
急
車

指

揮

車

広

報

車

合

計
消防署 １ １ １ ２ １ ６

第１分団 ２ ２ １ ５

第２分団 １ １ ２

計 ３ １ １ １ ２ ２ １ ２ １３
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分
遣
所
の
改
築
と
し
て
行
わ
れ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部

二
階
建
て
と
し
建
築
延
面
積
は

３
９
８
平
方
㍍
、梯
子（
は
し
ご
）

を
あ
し
ら
っ
た
サ
イ
レ
ン
塔
、

ホ
ー
ス
を
か
た
ど
っ
た
ひ
さ
し

や
、
時
計
な
ど
斬
新
な
外
観
と

な
っ
て
い
る
。
無
線
遠
隔
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
装
置
を
つ
け
た
施
設

は
、
中
士
幌
地
区
消
防
活
動
の

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て

い
る
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４

月
か
ら
、
オ
ー
ル
十
勝
で
、
と

か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
が
設

立
さ
れ
、
今
ま
で
北
十
勝
消
防

事
務
組
合
士
幌
消
防
署
と
し
て

の
活
動
が
、
と
か
ち
広
域
消
防

事
務
組
合
士
幌
消
防
署
と
し
て

の
活
動
と
な
っ
た
。

　

変
わ
っ
た
点
と
い
え
ば
、
１

１
９
番
通
報
は
今
ま
で
市
町
村

ご
と
の
地
元
消
防
署
で
受
け
付

け
て
い
た
が
、
帯
広
市
内
に
配

置
さ
れ
た
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一

括
受
付
さ
れ
、
最
も
近
い
消
防

署
へ
出
動
指
令
が
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
町
内
で
は
、
字

上
音
更
38
号
・
字
士
幌
33
号
以

北
に
つ
い
て
は
、
上
士
幌
消
防

署
が
近
い
た
め
、
上
士
幌
消
防

署
か
ら
の
出
動
と
な
る
。（
大
き

な
事
故
・
火
災
は
士
幌
消
防
署

も
出
動
す
る
。）

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）４

月
現
在
の
士
幌
消
防
署
の
署
員

数
は
、
署
長
以
下
20
人（
局
派

遣
１
名
含
む
）と
な
っ
て
い
る
。

警
察

　

町
内
の
警
察
体
制
は
、
士
幌

と
中
士
幌
に
駐
在
所
が
置
か
れ
、

士
幌
２
名
、
中
士
幌
１
名
の
警

察
官
が
常
駐
し
て
治
安
維
持
・

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
い
る
。

　

士
幌
駐
在
所
は
、
市
街
大
通

り
に
面
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
築
後
30
年
に
な
り
老
朽
化

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）に
表
通
り
か

ら
外
れ
た
近
く
へ
移
転
改
築
し

た
。

　

駐
在
所
は
ミ
ニ
広
報
紙
を
発

行
し
て
住
民
に
配
付
し
、
犯
罪

防
止
や
交
通
事
故
防
止
に
対
す

る
住
民
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
中
で
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
帯
広
署
管
内
の
事
件
発

生
状
況
や
そ
の
手
口
を
公
表
し
、

町
内
で
の
事
件
発
生
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

中
士
幌
駐
在
所
に
勤
務
し
て

い
た
園
部
和
廣
巡
査
長
は
、
１

９
９
７
年（
平
成
９
年
）、
警
察

庁
が
実
施
し
た
第
３
回
全
国
交

番
・
駐
在
所
広
報
活
動
コ
ン
ク

ー
ル
で
同
巡
査
長
が
パ
ソ
コ
ン

で
制
作
し
た
広
報
紙
が「
ミ
ニ

広
報
紙
の
部
」で
警
察
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
た
。

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
は
じ

め
と
す
る
一
連
の
オ
ウ
ム
関
連

事
件
や
和
歌
山
の
カ
レ
ー
殺
人

事
件
な
ど
国
内
で
は
凶
悪
な
犯

罪
が
多
く
発
生
し
殊
に
、
近
年

は
少
年
に
よ
る
殺
人
事
件
等
凶

悪
犯
罪
が
多
発
し
、
し
か
も
極

悪
化
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
過
去
に
少

中士幌消防会館

駐在所発行の「ミニ広報紙」

年
に
よ
る
傷
害
事
件
が
発
生
し
、

驚
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
は
凶
悪
犯
と
思
わ
れ

る
事
件
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
た

だ
窃
盗
事
件
の
発
生
は
後
を
絶

た
な
い
。

◇
警
察
官（
令
和
３
年
４
月
現
在
）

　

◎
士
幌
駐
在
所

　
　

所
長　
　
　

高
野
英
樹

　
　

巡
査
部
長　

伊
藤
和
将

　

◎
中
士
幌
駐
在
所

　
　

巡
査
部
長　

海
田
卓
弥

防
犯
と
交
通
安
全
運
動

　

町
の
防
犯
協
会
は
、
犯
罪
を

未
然
に
防
止
し
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
し
、
協
会
組
織
は
各
種
団
体
、

各
公
民
館
の
代
表
等
で
構
成
し

て
き
た
。

　

ま
た
、
町
の
交
通
安
全
対
策

は
、「
交
通
安
全
推
進
委
員
会
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
事
故
の
な

い
町
を
め
ざ
し
て
交
通
安
全
施

設
等
の
整
備
や
住
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
つ
と
め
て
き
た
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）６

月
20
日
か
ら
続
い
た
交
通
死
亡

事
故「
ゼ
ロ
」の
日
は
、
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）３
月
16
日
で

１
０
０
０
日
を
達
成
し
、
次
は

１
５
０
０
日
を
目
指
し
て
い
た

が
、
１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

12
月
10
日
、
町
内
の
若
者
が
尊

い
生
命
を
失
う
死
亡
事
故
で
、

こ
れ
ま
で
十
勝
管
内
１
位
、
全

道
第
７
位
を
誇
っ
た
記
録
も
１

２
６
９
日
で
消
滅
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
そ
の
後
も
毎
年
１
〜

２
名
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
特
に
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）に
は
、
10
月
５
日
か

ら
11
月
16
日
ま
で
の
40
日
間
で

４
件
、
４
名
の
死
亡
事
故
発
生

と
い
う
異
常
事
態
と
な
っ
た
。

（
表‒

４
参
照
）

表－4　　　　　　　　�　　　町内交通事故発生状況
年　　　度 物損事故件数 人身事故件数 負　傷　者 死　亡　者

平２～
11 年度 1,708 175 281 18

平 12 ～
21 年度 1,682 214 309 14

平 22 ～
令元年度 1,346 86 118 5

合計 4,736 475 708 37

年平均 157.9 15.8 23.6 1.2

令２年度 １０７ ７ ７ ０
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
死

亡
事
故
防
止
に
大
き
な
役
割
を

占
め
て
い
る
が
、
乳
幼
児
の
安

全
対
策
と
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）４

月
か
ら
法
施
行
と
な
っ
た
。
町

で
は
当
時
、
６
歳
未
満
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
て
、
購
入
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
完
全
着
用

を
呼
び
か
け
た
。

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

犯
罪
被
害
等
を
未
然
に
防
止
す

る
対
策
や
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い

た
士
幌
町
防
犯
協
会
と
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
伸
展
を
目
標
に

活
動
し
て
き
た
士
幌
町
交
通
安

全
推
進
委
員
会
は
、
役
員
選
出

母
体
が
公
民
館
な
ど
と
重
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
業
務
の
類
似

性
な
ど
も
有
る
こ
と
か
ら
、
２

０
１
２
年（
平
成
24
年
）４
月
５

日
に
組
織
を
統
合
す
る
た
め
解

散
し
、
同
日
設
立
総
会
に
お
い

て「
士
幌
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
」と
組
織
名
を
改
め
、
両

事
業
を
継
承
し
て
活
動
し
て
い

る
。

　
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
」は

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）３
月

末
現
在
で
１
９
９
１
日
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
更

な
る
伸
展
を
目
標
に
、
町
民
総

ぐ
る
み
に
よ
る
事
故
防
止
、
交

通
安
全
運
動
の
啓
発
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

▽
歴
代
防
犯
協
会
長

　

加
納
一
郎（
平
３
〜
６
）／
𫝆

田
鉄
郎（
平
７
〜
10
）／
鈴
木
洋

一（
平
11
〜
14
）／
太
田　

助（
平

15
）／
力
石
憲
二（
平
16
〜
23
）

▽
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長

　

河
江　

力（
解
散
時
）

▽
士
幌
町
生
活
安
全
推
進
協
議

会
会
長

　

加
納
利
春（
平
24
〜
現
在
）

◇
交
通
安
全
指
導
員

　

町
で
は
交
通
安
全
指
導
員
会

を
設
置
し
て
14
名
の
指
導
員
が

活
動
し
て
い
る
。
指
導
員
は
毎

月
２
回
定
例
出
勤
し
、
児
童
、

生
徒
の
登
下
校
時
に
合
わ
せ
て

街
頭
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
ほ

か
、
期
別
、
特
別
の
交
通
安
全

期
間
中
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
、
学

校
行
事
等
に
も
要
請
に
応
じ
街

頭
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
年
間

出
動
延
人
数
は
、
一
時
期
５
０

０
人
程
度
に
及
ん
だ
時
期
も
あ

っ
た
が
、
年
々
減
少
し
、
２
０

１
９
年（
令
和
元
年
）で
２
５
５

人
と
な
っ
て
い
る
。

▽
交
通
指
導
員
会
会
長　
　
　

　

木
下
邦
男（
現
在
）

青
少
年
の
健
全
育
成

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行

防
止
を
図
る
た
め
町
は
法
律
に

基
づ
き
青
少
年
問
題
協
議
会
を

設
置
し
て
青
少
年
の
育
成
、
指

導
、
保
護
お
よ
び
矯
正
な
ど
総

合
的
な
対
策
に
あ
た
っ
て
お
り
、

街
頭
補
導
、
子
ど
も
映
画
会
、

講
演
会
や
少
年
団
の
助
長
な
ど

関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

た
が
、２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

度
で
廃
止
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
等
で
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
は
学
童
保
育
所

を
開
設
し
、
現
在
、
士
幌
、
中

士
幌
、
上
居
辺
、
の
３
校
で
実

施
し
て
い
る
。

４
、
労
働

労
働
組
織

　

本
町
の
就
業
人
口
は
約
３
３

０
０
人
程
度
で
近
年
大
き
な
変

化
は
な
い
。

　

町
内
労
働
団
体
の
協
議
体
と

し
て
組
織
し
て
い
た
士
幌
地
区

労
働
組
合
協
議
会（
略
称
〜
士

幌
地
区
労
）は
、１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）10
月
か
ら
士
幌
地
区

連
合
会（
略
称
〜
士
幌
地
区
連
合
）

と
名
称
を
変
更
し
た
。
こ
れ
は

中
央
の
労
働
組
織
の
統
合
等
に

よ
る
も
の
で
総
評
、
同
盟
等
の

統
合
で
新
し
く
で
き
た
日
本
労

働
組
合
総
連
合
、
北
海
道
連
合

会
の
傘
下
に
入
り
地
区
労
の
発

展
的
継
承
組
織
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

士
幌
地
区
連
合
の
加
盟
組
合

は
、
地
区
労
当
時
の
単
組
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
い
だ
が
行
政
改

革
に
よ
る
行
政
機
関
の
撤
退（
全

農
林
等
）な
ど
で
減
少
し
１
９

９
９
年（
平
成
11
年
）当
時
は
３

単
産
、
２
９
８
組
合
員
で
あ
っ

た
が
、２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

12
月
現
在
４
単
産
、
１
８
７
組

合
員
で
活
動
を
行
い
、
約
１
０

０
名
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。

　

連
合
は
毎
年
総
会
を
開
き
運

動
の
総
括
と
、
新
し
い
運
動
方

針
を
決
め
活
動
し
て
い
る
が
、

組
織
強
化
拡
大
の
と
り
く
み
と

し
て
未
加
盟
組
合
の
加
入
促
進

や
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
の

運
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

士
幌
町
農
協
労
組
は
士
幌
地

区
連
合
に
は
加
盟
せ
ず
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）士

幌
地
区
連
合
の
主
な
事
業

・
雇
用
労
働
条
件
改
善
の
取
り

組
み
・
労
働
者
福
祉
運
動
・
地

区
集
会
の
開
催（
メ
ー
デ
ー
等
）・

国
民
運
動
の
取
り
組
み
・
各
種

事
業
の
支
援

▽
歴
代
連
合
会
長（
士
幌
地
区

連
合
と
な
っ
た
以
降
）

川
本
征
三（
平
２
〜
５
※
５
年

９
月
ま
で
は
地
区
労
議
長
）／

佐
藤
行
雄（
平
６
〜
７
）／
佐
々

木
利
勝（
平
８
〜
９
）／
赤
根
信

彦（
平
10
）／
佐
藤
弘
一（
平
11

〜
13
）／
里
見
哲
世（
平
14
）／

山
口　

進（
平
15
〜
16
）／
鈴
木

博
之（
平
17
）／
鈴
木　

修（
平

18
）／
羽
賀
正
典（
平
19
）／
市

川　

徹（
平
20
）／
入
江　

広（
平

21
）／
赤
根
和
美（
平
22
）／
木

村　

雅（
平
23
）／
赤
根
和
美（
平

24
）／
山
中
洋
子（
平
25
）／
岡

田
め
ぐ
み（
平
26
）／
山
中
明
裕

（
平
27
）／
佐
藤
詩
緒（
平
28
）／

菊
地
志
津
子（
平
29
）／
植
松
秀

樹（
平
30
）／
山
中
洋
子（
令
元
）
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加
工
を
中
心
と
し
た
農
業
関
連

産
業
に
労
働
力
が
集
中
し
、
農

作
業
に
従
事
す
る
人
員
確
保
が

容
易
で
は
な
い
。
特
に
除
草
時

期
と
収
穫
時
期
は
需
要
が
集
中

す
る
た
め
よ
り
困
難
を
極
め
て

い
る
。

　

現
在
町
内
で
は
、
農
民
協
議

会
に
よ
る
援
農
調
整
の
ほ
か
民

間
援
農
組
織
、
高
齢
者
生
き
が

い
事
業
団
が
労
働
力
を
配
給
し
、

年
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
年

間
延
べ
で
３
千
人
に
近
い
労
働

力
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
需

要
に
対
し
て
は
80
％
前
後
に
し

か
達
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
は
独
自
に

ア
ル
バ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
等
で
労

働
力
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

あ
る
が
風
呂
は
な
い
、
ま
た
居

室
で
の
自
炊
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
な
ど
若
干
の
不
満
も
あ
る
。

　

近
年
で
は
民
間
の
ア
パ
ー
ト

等
も
多
く
建
設
さ
れ
、
空
き
が

み
ら
れ
る
こ
と
お
よ
び
士
幌
高

校
の「
高
原
寮
」が
閉
寮
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）に
、
通
学
困
難
な
高

校
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
改

修
を
行
っ
た
。

△
入
居
状
況

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）商
工

業
５
人
、
町
・
農
協
関
係
他
24

人　

計
29
人

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）商
工

業
８
人
、
町
・
農
協
関
係
他
22

人　

計
30
人

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）商
工

業
６
人
、
町
・
農
協
職
員
９
人
、

農
業
１
人
、
高
校
生
７
人
の
計

23
人

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）商
工

業
３
人
、
町
・
農
協
職
員
３
人
、

農
業
８
人
、
高
校
生
10
人
の
計

24
人

農
業
労
働
力
対
策

　

安
定
的
な
農
業
労
働
力
供
給

を
目
指
し
て
対
策
協
議
会
が
設

置
さ
れ
、
労
働
力
確
保
と
需
要

調
整
を
図
っ
て
い
る
が
、
食
品

／
入
江　

広（
令
２
）

◇
加
盟
組
合

・
北
教
組
、
Ｊ
Ｐ
労
連
、
自
治

労（
全
道
庁
・
士
幌
町
職
）

季
節
労
働
者
対
策

　

夏
の
仕
事
を
主
な
生
活
財
源

と
し
て
い
る
労
働
者
の
大
半
は
、

冬
期
失
業
状
態
と
な
る
が
、
国

の
季
節
労
働
者
冬
期
雇
用
援
護

制
度
に
よ
り
、
積
雪
寒
冷
地
冬

季
講
習
の
受
講
で
一
定
額
の
支

給
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
士
幌

町
で
も
２
つ
の
組
合
が
受
け
皿

と
な
っ
て
講
習
が
開
か
れ
た
。

　

同
制
度
は
一
定
期
間
だ
け
の

時
限
立
法
制
度
で
あ
っ
た
が
、

期
限
切
れ
の
都
度
、
若
干
の
条

件
手
直
し
を
は
か
り
な
が
ら
更

新
さ
れ
て
き
た
が
、
２
０
０
７

年（
平
成
19
年
）３
月
末
を
も
っ

て
冬
季
技
能
講
習
助
成
給
付
金

制
度
が
廃
止
と
な
り
、
雇
用
保

険
の
特
例
一
時
金
も
平
成
19
年

度
よ
り
支
給
日
数
が
50
日
か
ら

40
日
に
縮
小
さ
れ
た
。
季
節
労

働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
段

と
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
町
で

は
こ
れ
に
変
わ
る
支
援
策
と
し

て
、
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

度
以
降
、
季
節
労
働
者
冬
季
雇

用
対
策
事
業
を
行
い
、
２
０
０

９
年（
平
成
21
年
）度
以
降
に
つ

い
て
は
、
近
年
の
雇
用
情
勢
の

悪
化
等
に
伴
い
、
対
象
者
の
範

囲
を
拡
大
し
、
雇
用
保
険
特
例

受
給
資
格
者
以
外
の
失
業
者
も

対
象
と
し
実
施
し
て
き
た
が
、

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）季
節

労
働
者
冬
季
雇
用
対
策
と
し
て

の
事
業
は
終
了
し
た
。

　

な
お
、
季
節
労
働
者
の
通
年

雇
用
の
促
進
を
目
的
に
、
十
勝

北
西
部
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

（
音
更
町
、
士
幌
町
、
上
士
幌
町
、

鹿
追
町
、
新
得
町
、
清
水
町
、

芽
室
町
、
幕
別
町
の
８
町
で
構

成
）が
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

10
月
に
設
立
さ
れ
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
季
節
労
働
者
の
雇

緊急雇用対策事業

フレンドハウス

高齢者生きがい事業団定期総会

用
の
確
保
や
就
職
促
進
に
向
け

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
雇
用
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

勤
労
青
少
年
ア
パ
ー
ト

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に

改
築
さ
れ
た
定
員
30
人
の
勤
労

青
少
年
ア
パ
ー
ト「
フ
レ
ン
ド

ハ
ウ
ス
」は
改
築
当
初
、
民
間

の
ア
パ
ー
ト
や
下
宿
屋
の
少
な

い
本
町
で
、
独
身
青
少
年
が
結

婚
す
る
ま
で
の
生
活
拠
点
と
し

て
常
に
満
室
の
状
況
と
な
っ
た
。

低
料
金
で
食
事
の
心
配
も
い
ら

な
い
と
い
う
魅
力
の
反
面
、
居

室
以
外
は
共
同
で
シ
ャ
ワ
ー
は
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安村　志朗 飯島　和吉 太田　寛一

小川　寅之助鈴木　洋一中島　康夫 加納　一郎

５
、
栄
誉

名
誉
町
民

　

町
の
発
展
に
大
き
な
功
績
が

あ
り
町
民
の
範
と
す
る
も
の
を

永
く
た
た
え
る
た
め
に
名
誉
町

民
制
度
が
１
９
７
１
年（
昭
和

46
年
）に
設
け
ら
れ
、
１
９
７

５
年（
昭
和
50
年
）に
洞
田
逸
治
、

飯
島
房
芳
、
１
９
８
１
年（
昭

和
56
年
）に
太
田
寛
一
の
３
名

が
称
号
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

で
新
た
に
飯
島
和
吉
、
安
村
志

朗
の
２
人
に
名
誉
町
民
の
称
号

が
贈
ら
れ
た
。

　

飯
島
和
吉
は
、
下
居
辺
地
区

で
農
畜
産
業
を
営
む
傍
ら
、
地

区
発
展
に
情
熱
を
注
ぎ
、
そ
の

振
興
策
に
日
夜
を
分
か
た
ず
奔

走
し
、
私
財
を
な
げ
う
っ
て
ま

で
も
そ
の
意
思
を
貫
い
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
や
が
て
地
区
住

民
の
信
望
を
一
身
に
集
め
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
推
さ
れ
て
農
業

共
済
組
合
、
農
業
委
員
会
、
町

議
会
な
ど
相
次
い
で
多
く
の
役

職
を
歴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
旺
盛
な
責
任
感
と
政
治
感

覚
か
ら
、
農
業
共
済
組
合
で
は
、

最
後
の
組
合
長
理
事
と
し
て
、

当
時
低
迷
を
続
け
て
い
た
運
営

の
刷
新
を
提
唱
、
こ
れ
を
町
に

移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
戸

加
入
の
目
標
達
成
を
図
る
な
ど
、

そ
の
後
の
事
業
発
展
に
寄
与
し

た
の
を
は
じ
め
、
町
議
会
に
は

５
期
19
年
間
在
職
、
こ
の
間
産

業
常
任
委
員
長
、
総
務
常
任
委

員
長
を
歴
任
し
、
昭
和
54
年
に

は
議
会
議
長
に
就
任
し
て
円
滑

な
議
会
運
営
に
尽
力
し
た
。

　

公
正
無
私
の
人
柄
は
、
町
長

推
挙
へ
と
つ
な
が
り
、
就
任
後

は
、「
融
和
と
福
祉
」を
町
政
の

柱
と
し
て
懸
案
解
決
に
挺
身
、

町
政
推
進
の
基
礎
を
つ
く
る
な

ど
多
く
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

安
村
は
、
士
幌
町
産
業
組
合

に
奉
職
以
来
、
農
業
会
、
農
業

協
同
組
合
と
通
算
55
年
余
に
わ

た
り
、
農
業
の
経
営
、
生
活
安

定
の
た
め
心
血
を
注
ぎ
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
通
じ
農
家
、

農
業
経
済
の
充
実
強
化
に
果
た

し
た
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
く
、

特
に
近
代
的
農
村
工
業
の
発
祥

の
源
流
で
も
あ
る
馬
鈴
し
ょ
で

ん
粉
工
場
創
業
に
従
事
し
、
合

理
化
で
ん
粉
工
場
、
馬
鈴
し
ょ

総
合
処
理
施
設
を
は
じ
め
画
期

的
諸
事
業
で
大
成
功
を
農
民
に

も
た
ら
し
た
。
爾
来
、
農
協
の

参
事
、
専
務
、
組
合
長
、
会
長

を
歴
任
、
特
に
前
組
合
長
の
太

田
寛
一
が
ホ
ク
レ
ン
会
長
、
全

農
会
長
に
就
任
し
て
い
た
間
、

専
務
の
職
に
あ
っ
た
が
、
実
質

的
な
士
幌
農
協
の
ト
ッ
プ
と
し

て
卓
越
し
た
経
済
運
営
の
眼
を

持
し
て
そ
の
力
量
と
指
導
力
を

発
揮
し
、
付
加
価
値
農
業
の
集

大
成
と
も
い
わ
れ
る
全
国
に
誇

る
士
幌
農
業
、
士
幌
農
協
の
確

立
に
限
り
な
く
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
系
統
機
関
の

役
員
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
ほ
か
、
町
の
多
く
の
審

飯島　房芳 洞田　逸治

議
会
等
の
委
員
も
重
任
し
町
づ

く
り
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

　

両
人
は
１
９
９
４
年（
平
成

６
年
）12
月
の
定
例
町
議
会
で

名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
、
１
９

９
５
年（
平
成
７
年
）２
月
の
町
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民
の
つ
ど
い
の
席
上
名
誉
町
民

称
号
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度

で
新
た
に
加
納
一
郎
、
小
川
寅

之
助
の
２
人
に
名
誉
町
民
の
称

号
が
贈
ら
れ
た
。

　

加
納
は
、
昭
和
19
年
士
幌
村

西
上
地
区
に
入
植
、
農
業
経
営

の
将
来
展
望
と
し
て
機
械
化
に

よ
る
効
率
的
農
業
を
目
指
し
耕

地
面
積
の
拡
大
に
取
組
み
、
今

日
の
大
規
模
モ
デ
ル
農
業
と
し

て
の
本
町
農
業
経
済
発
展
に
寄

与
、
寒
地
農
業
経
営
の
先
駆
者

と
し
て
斯
界
を
リ
ー
ド
し
近
代

農
業
の
確
立
に
貢
献
し
た
。

　

地
域
住
民
に
推
さ
れ
て
町
議

会
議
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、

全
士
幌
農
民
連
盟
委
員
長
な
ど

相
次
い
で
多
く
の
役
職
を
歴
任
、

卓
越
し
た
経
済
感
覚
と
持
前
の

行
動
力
に
よ
り
、
多
く
の
懸
案

解
決
に
挺
身
、
本
町
農
業
の
振

興
、
町
政
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
。

　

小
川
は
、
士
幌
村
役
場
に
奉

職
以
来
、
若
く
し
て
教
育
長
、

助
役
に
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
豊

か
な
識
見
と
実
践
力
は
、
町
民

の
全
幅
の
信
頼
を
集
め
町
長
へ

と
推
挙
さ
れ
、
就
任
さ
れ
る
や

持
前
の
手
腕
を
発
揮
、
町
政
全

般
に
わ
た
り
懸
案
解
決
に
挺
身
、

連
続
３
期
無
投
票
当
選
を
果
た

さ
れ「
緑
豊
か
な
田
園
農
村
づ

く
り
」を
基
本
に
町
づ
く
り
を

展
開
、
将
来
の
財
政
状
況
を
見

据
え
た
大
型
事
業
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
町
民
と
の
対
話

と
協
調
を
心
が
け
町
民
参
加
に

よ
る
町
づ
く
り
の
基
盤
を
作
ら

れ
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

両
人
は
２
０
０
５
年（
平
成

17
年
）12
月
の
定
例
町
議
会
で

名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
、
２
０

０
６
年（
平
成
18
年
）３
月
の
町

民
の
つ
ど
い
の
席
上
名
誉
町
民

称
号
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）度
、

新
た
に
鈴
木
洋
一
、
中
島
康
夫

の
２
人
に
名
誉
町
民
の
称
号
が

贈
ら
れ
た
。

　

鈴
木
は
、
昭
和
38
年
４
月
、

元
町
農
協
組
合
長
で
日
本
農
業

の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
太
田
寛
一
氏
の
後
押
し
に
よ

り
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
に
渡
り

最
先
端
の
米
国
酪
農
を
学
ん
だ
。

約
20
か
月
の
研
修
を
終
え
、
帰

国
後
は
家
業
の
酪
農
を
受
け
継

ぎ
、
新
牛
舎
を
建
て
、
搾
乳
や

給
餌
な
ど
を
機
械
化
し
、
北
海

道
酪
農
の
近
代
化
に
多
大
な
影

響
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
議
員
、
農
業

委
員
会
委
員
、
社
会
福
祉
法
人

士
幌
愛
風
会
理
事
長
な
ど
多
く

の
役
職
を
歴
任
、
町
政
の
発
展
、

本
町
農
業
の
振
興
、
地
域
福
祉

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

　

中
島
は
、
昭
和
52
年
か
ら
平

成
19
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り

町
森
林
組
合
理
事
と
し
て
林
業

の
振
興
に
寄
与
し
、
特
に
平
成

18
年
の
音
更
町
・
士
幌
町
・
上

士
幌
町
の
各
森
林
組
合
広
域
合

併
に
あ
っ
て
は
合
併
推
進
協
議

会
長
と
し
て
奔
走
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
議
員
、
農
業

委
員
会
委
員
、
町
土
地
開
発
公

社
理
事
、
社
会
福
祉
法
人
士
幌

町
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
な

ど
多
く
の
役
職
を
歴
任
、
町
政

の
発
展
、
本
町
農
業
の
振
興
、

地
域
福
祉
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。

　

両
人
は
２
０
２
１
年（
令
和

３
年
）９
月
の
定
例
町
議
会
で

名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
、
同
年

11
月
の
開
町
１
０
０
周
年
記
念

式
典
の
席
上
名
誉
町
民
称
号
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

晴
れ
の
叙
位
・
叙
勲
者
た

ち平
成
13
年　
（
自
治
）

　
（
故
）上
田
一
男
・
特
旨
叙
位

　
「
従
六
位
」

平
成
21
年　
（
自
治
）

　
（
故
）飯
島
和
吉
・
特
旨
叙
位

　
「
正
六
位
」

平
成
23
年　
（
自
治
）

　
（
故
）小
川
寅
之
助
・
特
旨
叙

　

位「
従
六
位
」

平
成
28
年　
（
地
域
医
療
）

　
（
故
）高
山
俊
一
・
特
旨
叙
位

　
「
正
六
位
」

平
成
29
年　
（
農
業
）

　
（
故
）森
本　

勝
・
特
旨
叙
位

　
「
従
六
位
」

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）以

降
に
士
幌
町
各
界
で
叙
勲
を
受

け
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

平
成
５
年　
（
自
治
）飯
島
和
吉
・

勲
五
等
双
光
旭
日
章

平
成
７
年　
（
教
育
）（
故
）岩
橋

清
海
・
勲
五
等
瑞
宝
章
／（
消
防
）

淡
中
輝
愛
・
勲
六
等
単
光
旭
日

章平
成
８
年　
（
消
防
）有
澤
武
一
・

勲
六
等
瑞
宝
章

平
成
９
年　
（
教
育
）池
田
茂
一
・

勲
五
等
双
光
旭
日
章

平
成
10
年　
（
自
治
）（
故
）三
上

昌
博
・
勲
六
等
瑞
宝
章
／（
消
防
）

（
故
）平
井
康
也
・
勲
六
等
瑞
宝

章
／（
消
防
）（
故
）中
島
光
男
・

勲
六
等
単
光
旭
日
章

平
成
11
年　
（
高
齢
者
）北
嶋
一

栄
・
勲
六
等
単
光
旭
日
章

平
成
12
年　
（
自
治
）小
川
寅
之

助
・
勲
五
等
双
光
旭
日
章
／（
教

育
）中
島
敏
夫
・
勲
五
等
瑞
宝

章平
成
13
年　
（
自
治
）沓
澤　

清
・

勲
五
等
瑞
宝
章
／（
自
治
）平
野

春
雄
・
勲
六
等
単
光
旭
日
章
／

（
医
療
）高
山
俊
一
・
勲
五
等
双

光
旭
日
章

平
成
14
年　
（
自
治
）（
故
）安
村

順
七
・
勲
五
等
瑞
宝
章
／（
教
育
）

鈴
木
清
孝
・
勲
五
等
瑞
宝
章

平
成
15
年　
（
自
治
）中
島
正
一
・

勲
六
等
単
光
旭
日
章
／（
自
治
）

吉
田
喬
一
・
旭
日
双
光
章
／（
自

治
）中
島
康
夫
・
旭
日
双
光
章

平
成
16
年　
（
消
防
）重
森
善
之

助
・
瑞
宝
単
光
章

平
成
17
年　
（
自
治
）和
田
善
吾
・

旭
日
単
光
章
／（
統
計
）河
野
富

剛
・
瑞
宝
単
光
章

平
成
19
年　
（
自
治
）（
故
）朝
井

　

剛
・
旭
日
単
光
章
／（
自
治
）

遠
藤
定
雄
・
旭
日
単
光
章

平
成
22
年　
（
自
治
）（
故
）加
納
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一
郎
・
旭
日
単
光
章
／（
消
防
）

佐
藤
東
吾
・
瑞
宝
双
光
章
／（
観

測
）星
屋
好
男
・
瑞
宝
単
光
章

／（
消
防
）高
田
信
悦
・
瑞
宝
単

光
章

平
成
23
年　
（
自
治
）山
中
芳
美
・

旭
日
単
光
章

平
成
24
年　
（
自
治
）（
故
）清
野

要
之
進
・
旭
日
単
光
章
／（
自
治
）

三
井　

勉
・
旭
日
単
光
章
／（
福

祉
）野
々
村
勝
子
・
瑞
宝
単
光

章平
成
25
年　
（
自
治
）（
故
）森
本

民
夫
・
旭
日
単
光
章

平
成
26
年　
（
福
祉
）佐
藤
末
子
・

瑞
宝
単
光
章

平
成
27
年　
（
自
治
）（
故
）佐
古

準
一
・
旭
日
単
光
章
／（
自
治
）

（
故
）森
本
辰
藏
・
旭
日
単
光
章

平
成
28
年　
（
自
治
）（
故
）鎌
田

貞
次
郎
・
旭
日
単
光
章
／（
消
防
）

金
森
史
公
・
瑞
宝
双
光
章

平
成
29
年　
（
自
治
）（
故
）寺
町

隆
男
・
旭
日
単
光
章

平
成
30
年　
（
学
校
保
健
）大
口

靜
夫
・
瑞
宝
双
光
章
／（
自
治
）

鈴
木
洋
一
・
旭
日
双
光
章

平
成
31
年　
（
自
治
）（
故
）矢
坂

希
一
・
旭
日
単
光
章

令
和
２
年　
（
援
護
）大
野
准
弐
・

旭
日
単
光
章

令
和
３
年　
（
自
治
）（
故
）𫝆
田

鉄
郎
・
旭
日
単
光
章

町
の
功
労
者
表
彰

　

町
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
表

彰
の
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

以
降
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
町

民
の
つ
ど
い
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
た
。

▽
産
業
貢
献
賞

平
成
４
年
／
出
村
一
介
・
斉
藤

敏
夫　

平
成
５
年
／
森
本
清
一

　

平
成
６
年
／
板
垣
邦
宏
・（
故
）

成
田
忠
一　

平
成
７
年
／（
故
）

宮
野　

博
・
森
本
賢
次　

平
成

８
年
／
吉
田
喬
一
・
山
口　

昭

　

平
成
９
年
／
矢
坂
希
一
・
石

水
幸
治　

平
成
10
年
／
加
藤
英

雄
・
太
田　

助　

平
成
11
年
／

土
屋
一
郎
・
平
田　

坦　

平
成

12
年
／
鈴
木
廣
三
・（
故
）国
枝

初
夫

▽
教
育
文
化
功
労
賞

平
成
４
年
／
岩
橋
清
海　

平
成

５
年
／
神
山　

翁　

平
成
６
年

／
鈴
木
晃
一　

平
成
７
年
／
谷

本
コ
ス
ミ　

平
成
８
年
／
三
浦

康
夫　

平
成
９
年
／
古
田
雪
次
・

紺
野
光
男　

平
成
10
年
／
野
久

一
郎
・
松
倉
滋　

平
成
11
年
／

小
川
辰
葊

▽
社
会
貢
献
賞

平
成
４
年
／
荒
井
清
太
郎
・
尾

形
一
郎　

平
成
５
年
／
淡
中
輝

愛
・
川
上
て
い　

平
成
６
年
／

中
島
光
男　

平
成
７
年
／
栗
山

吉
輝　

平
成
８
年
／
平
井
康
也
・

谷
本
幸
枝　

平
成
９
年
／
澤
田

　

勉
・
猪
飼
幸
太
郎　

平
成
10

年
／
松
井
茂
雄
・
福
見
定
吉　

平
成
11
年
／
伊
藤
芳
伊
・
高
士

イ
ツ
子　

平
成
12
年
／
重
森
善

之
助
・
大
西
住
子

▽
自
治
貢
献
賞

平
成
５
年
／
和
田
善
吾
・
中
島

正
一　

平
成
６
年
／
清
野
要
之

進　

平
成
７
年
／
丹
野
正
行
・

河
野
富
剛　

平
成
８
年
／
中
島

康
史
・
加
納
一
郎　

平
成
９
年

／
新
庄
晴
也
・
鎌
田
貞
次
郎　

平
成
10
年
／
朝
井　

剛　

平
成

11
年
／
小
川
寅
之
助　

平
成
12

年
／
𫝆
田
鉄
郎
・
山
中
芳
美
・

山
田
登
美
雄
・
山
本
政
行

▽
飯
島
賞

平
成
４
年
／
士
幌
高
等
学
校
農

業
ク
ラ
ブ　

平
成
５
年
／
今
田

司
郎
・
板
東
真
一　

平
成
６
年

／
田
中
端　

平
成
７
年
／
成
田

吉
信　

平
成
８
年
／（
故
）今
木

勝
徳　

平
成
９
年
／（
故
）丸
次

博
司　

平
成
10
年
／
士
幌
高
校

乳
牛
改
良
研
究
会
・
和
田
良
子

　

平
成
11
年
／（
故
）高
橋
瑛
三

郎　

平
成
12
年
／
宮
部
正
彦

▽
善
行
賞

平
成
４
年
／
纐
纈
富
子　

平
成

５
年
／
洞
田
長
作　

平
成
６
年

／
士
幌
町
商
工
会
婦
人
部
・
中

士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会　

平
成

７
年
／
荒
木
昇
平　

平
成
８
年

／
施
設
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　

平
成
11
年
／
佐
藤
勘
八　

平
成
12
年
／
酒
井
力
・
宇
佐
見

誠
治

▽
特
別
表
彰

平
成
９
年
／
小
坂
司
馬
夫

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

に
町
表
彰
条
例
が
全
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
の
種
類

等
が
変
更
さ
れ
た
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）以

降
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
町
民

の
つ
ど
い
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

た
が
、２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

以
降
は
、
新
年
交
礼
会
に
併
せ

表
彰
さ
れ
て
い
る
。

▽
産
業
功
労
賞

平
成
13
年
／
谷
本　

榮　

平
成

15
年
／
森
本
慶
一　

平
成
18
年

／（
故
）今
田
司
朗　

平
成
19
年

／
鴨
川
繁
雄　

平
成
25
年
／
長

瀬
直
道
・
兼
山
喜
市　

平
成
28

年
／
早
坂
孝
夫
・
小
林
雅
明
・

松
山
一
美　

平
成
30
年
／
鹿
島

憲
夫　

平
成
31
年
／
高
橋
正
道
・

飯
沼　

実　

令
和
３
年
／
渡
邊

睦
美

▽
教
育
文
化
功
労
賞

平
成
22
年
／
小
松
繁
雄

▽
社
会
功
労
賞

平
成
15
年
／
森
本
マ
ツ
子　

平

成
16
年
／
津
田
範
之　

平
成
19

年
／
大
槻
フ
サ
子　

平
成
21
年

／
土
生
富
夫
・
平
松
茂
子
・
白

木
美
恵
子　

平
成
22
年
／
浅
野

一
男　

平
成
27
年
／
菱
沼
美
和

子　

平
成
28
年
／
金
森
史
公　

平
成
29
年
／
河
江　

力　

令
和

３
年
／
稲
葉
サ
チ
子

▽
自
治
功
労
賞

平
成
13
年
／
大
口
靜
夫　

平
成

14
年
／
坂
本
為
吉　

平
成
16
年

／
志
村
光
一
・
國
井
興
治　

平

成
18
年
／
寺
町
隆
男
・
三
井　

勉　

平
成
20
年
／
鈴
木
洋
一
・

森
本
民
夫　

平
成
21
年
／
井
原

力
也　

平
成
24
年
／
佐
古
準
一
・

富
田
忠
雄
・
杉
原
憲
司　

平
成

28
年
／
服
部
悦
朗
・
力
石
憲
二

　

令
和
２
年
／
加
納
三
司
・
細

井
文
次
・
和
田
鶴
三
・
出
村　

寛▽
飯
島
賞

平
成
16
年
／
下
居
辺
小
学
校
熟
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年
農
園
講
師
団　

平
成
20
年
／

谷
本
幸
枝　

平
成
22
年
／
士
幌

ソ
ー
ラ
ン
の
会

▽
善
行
賞

平
成
13
年
／
篠
原
隆
雄　

平
成

14
年
／
永
田　

豊　

平
成
15
年

／
白
木　

登
・（
故
）酒
井　

豊

　

平
成
16
年
／
磯
角
静
司
・
前

寺
英
延　

平
成
17
年
／
神
山
ツ

ヤ
子
・
士
幌
消
防
団
第
２
分
団

　

平
成
19
年
／
大
野
憲
光　

平

成
21
年
／
坂
本
道
枝　

平
成
22

年
／
士
幌
交
通
㈱　

平
成
24
年

／
木
谷
文
彦　

平
成
31
年
／
お

茶
の
間
中
町
・
中
士
幌
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン　

令
和
３
年
／
足
立

良
子

▽
特
別
表
彰

平
成
17
年
／
仁
科
有
加
那

大
臣
表
彰

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）以

降
町
民
、
団
体
が
各
部
門
で
関

係
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
た
の

は
次
の
と
お
り
。（
判
明
し
て
い

る
も
の
の
み
）

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）１

月
、
省
庁
の
再
編
が
行
わ
れ
名

称
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

▽
農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

畜
産
・
平
成
４
年
／
渡
辺
一

元

　

研
究
・
平
成
６
年
／
Ｊ
Ａ
士

幌
町
家
畜
診
療
課

　

畜
産
・
平
成
６
年
／
加
納
英

章
　

統
計
・
平
成
7
年
／
河
野
富

剛
　

畜
産
・
平
成
12
年
／
加
納　

昇
　

畜
産
・
平
成
16
年
／
古
田
常

雄
　

統
計
・
平
成
17
年
／
河
合
哲

二
　

統
計
・
平
成
22
年
／
藤
内
享

一▽
法
務
大
臣
表
彰

　

保
護
司
・
平
成
５
年
／
酒
井

信
一

　

保
護
司
・
平
成
６
年
／
玉
田

禮
子

　

保
護
司
・
平
成
19
年
／
矢
野

政
凱

　

保
護
司
・
平
成
21
年
／
白
木

裕
一

　

人
権
擁
護
・
平
成
27
年
／
嶋

田
美
代
子

▽
科
学
技
術
庁
長
官
表
彰
の
ち

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

放
射
線
安
全
管
理
・
平
成
６

年
／
亀
山
研
二

　

教
育
・
平
成
25
年
／
神
野
光

男
　

教
育
・
平
成
26
年
／
力
石
憲

二▽
自
治
大
臣
表
彰
の
ち
総
務
大

臣
表
彰

　

統
計
・
平
成
７
年
／
河
野
富

剛（
総
務
庁
長
官
）　

　

公
平
委
員
・
平
成
９
年
／
中

尾　

有

　

公
平
委
員
・
平
成
13
年
／
大

野
憲
光

　

統
計
・
平
成
18
年
／
河
合
哲

二
　

統
計
・
平
成
23
年
／
藤
内
亨

一
　

消
防
・
平
成
26
年
／
金
森
史

公
　

統
計
・
平
成
28
年
／
大
野
准

弌
　

公
平
委
員
・
平
成
28
年
／
横

山
正
弘

▽
通
商
産
業
大
臣
表
彰
の
ち
経

済
産
業
大
臣
表
彰

　

工
業
統
計
・
平
成
10
年
／
Ｊ

Ａ
士
幌
町（
食
品
加
工
）

　

統
計
・
平
成
23
年
／
髙
下
慎

一▽
厚
生
大
臣
表
彰
の
ち
厚
生
労

働
大
臣
表
彰

　

民
生
委
員
・
平
成
11
年
／
谷

本
幸
枝

　

民
生
委
員
・
平
成
11
年
／
伊

藤
芳
伊

　

社
会
福
祉
・
平
成
11
年
／
有

澤
武
一

　

国
保
事
業
・
平
成
12
年
／
平

野
春
雄

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
平
成
13
年

／
真
徳
寺
仏
教
婦
人
会

　

民
生
委
員
・
平
成
20
年
／
浅

野
一
男
／
土
生
富
夫
／
白
木
美

恵
子
／
平
松
茂
子

　

国
保
事
業
・
平
成
20
年
／
森

本
辰
蔵

　

民
生
委
員
・
平
成
26
年
／
菱

沼
美
和
子

　

援
護
事
業
・
平
成
26
年
／
大

野
准
弌

　

現
代
の
名
工
・
平
成
27
年
／

北
井
和
雄

　

民
生
委
員
・
令
和
２
年
／
稲

葉
サ
チ
子

北
海
道
知
事
表
彰

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）以

降
で
北
海
道
知
事
表
彰
を
受
け

た
の
は
次
の
と
お
り
。（
判
明
し

て
い
る
も
の
の
み
）

▽
社
会
貢
献
賞

平
成
３
年
／（
納
税
）堀
江
嘉
照
、

（
統
計
）藤
内
亨
一
、（
林
野
）中

島
昌
昭　

平
成
６
年
／（
統
計
）

土
屋
高
道　

平
成
８
年
／（
福
祉
）

有
澤
武
一
、（
統
計
）遠
藤
弘
美

　

平
成
９
年
／（
納
税
）吉
田
喬

一
、（
統
計
）中
鉢
徳
司
・
吉
川

民
義
、（
農
業
）加
納
一
郎　

平

成
10
年
／（
統
計
）嘉
藤　

稔　

平
成
11
年
／（
国
保
）森
本
辰

蔵
、（
自
治
）小
川
寅
之
助
、（
農

業
）鈴
木
広
三　

平
成
12
年
／（
国

保
）大
口
靜
夫
、（
統
計
）小
椋　

卓
・
森
本
晃
永
・
宇
佐
見
輝
男

　

平
成
13
年
／（
統
計
）吉
田　

勝　

平
成
17
年
／（
自
治
）志
村

光
一
、（
交
通
安
全
）篠
原
昇
好

　

平
成
19
年
／（
青
少
年
問
題
）

原
尾
進　

平
成
20
年
／（
自
治
）

鈴
木
洋
一　

平
成
22
年
／（
福
祉
）

千
葉
公
雄　

平
成
23
年
／（
国
保
）

朝
井
康
子　

平
成
26
年
／（
統
計
）

髙
下
慎
一��

平
成
28
年
／（
自
治
）

土
生
明
美　

平
成
30
年
／（
自
治
）

大
西
米
明　

平
成
31
年
／（
自
治
）

清
水
秀
雄　

令
和
元
年
／（
社
会
）

樋
口
正
寛�（
社
会
）稲
葉
サ
チ

子　

令
和
２
年
／（
社
会
）松
浪

浩
之　
（
自
治
）加
納
三
司

▽
産
業
貢
献
賞

平
成
12
年
／（
自
治
）板
垣
邦

宏
、（
畜
産
）多
田
政
行
、（
畜
産
）

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会　

平

成
14
年
／（
自
治
）森
本
慶
一
、
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（
農
業
機
械
）岡
部
睦
男　

平
成

24
年
／（
林
業
）中
島
康
夫　

平

成
25
年
／（
技
能
）北
井
和
雄　

平
成
26
年
／（
農
業
）秋
間
紘
一

　

令
和
２
年
／（
農
業
）塚
越　

毅▽
善
行
賞

平
成
８
年
／（
交
通
安
全
）大
西

佳
子
・
白
木
美
恵
子　

平
成
10

年
／（
交
通
安
全
）篠
原
昇
好
・

重
森
善
之
助
・
津
田
範
之
・
森

本
マ
ツ
子　

平
成
11
年
／（
自

立
更
生
援
護
）高
士
真
吉　

平

成
12
年
／（
交
通
安
全
）大
槻
フ

サ
子　

平
成
16
年
／（
交
通
安
全
）

木
下
邦
夫
・
岩
舘
マ
サ
、（
福
祉
）

遠
藤
弘
美　

平
成
17
年
／（
福
祉
）

尾
形
一
郎　

平
成
18
年
／（
福
祉
）

小
椋
喜
美
子　

平
成
19
年
／（
福

祉
）多
田
孝
雄
・
堀
江
徳
雄　

平
成
21
年
／（
福
祉
）星
屋
睦
子

　

平
成
23
年
／（
福
祉
）片
山　

實　

平
成
28
年
／（
交
通
安
全
）

吉
田　

均
・
品
田
勝
子

黄
綬
褒
章

　

他
の
規
範
と
な
る
よ
う
な
技

術
や
事
績
を
有
す
る
方

　

平
成
29
年
／
北
井
和
雄

藍
綬
褒
賞

　

平
成
12
年
／（
保
護
司
）酒
井

信
一　

平
成
22
年
／（
統
計
）河

合
哲
二　

平
成
25
年
／（
統
計
）

藤
内
亨
一　

令
和
元
年
／（
統
計
）

髙
下
慎
一

紺
綬
褒
賞

　

公
共
に
対
し
多
額
の
私
財
を

寄
付
し
た
も
の
に
贈
ら
れ
る
紺

綬
褒
賞
、
近
年
町
内
で
受
賞
し

た
も
の
は
次
の
と
お
り
。

平
成
７
年
／
北
海
道
フ
ー
ズ
㈱
、

安
村
志
朗　

平
成
９
年
／
北
海

道
フ
ー
ズ
㈱　

平
成
11
年
／
森

本
清
一　

平
成
18
年
／
遠
藤
定

雄　

平
成
20
年
／
加
納
一
郎　

平
成
21
年
／
安
村
艶
子　

平
成

23
年
／
加
納
み
よ
子　

平
成
29

年
／
北
斗
産
業
㈱　

令
和
２
年

／
加
納　

曻

開
町
80
周
年
式
典
の
表
彰

　

町
の
開
町
80
周
年
式
典
が
２

０
０
１
年（
平
成
13
年
）11
月
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、

町
政
進
展
に
功
績
が
あ
っ
た
人

び
と
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

■
功
労
者
表
彰

　

▽
特
別
功
労

　

安
村
志
朗（
士
幌
町
名
誉
町
民
・

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
名
誉
会

長
）

　

▽
自
治
功
労

・
町
長
、
町
議
会
議
長
の
職
に

あ
り
退
任
さ
れ
た
方

　

町
長　

小
川
寅
之
助

　

議
長　

坂
本
為
吉　

加
納
一

郎　

𫝆
田
鉄
郎

・
町
議
会
議
員
、
行
政
委
員
会

委
員
で
12
年
以
上
在
職
並
び
に

前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
20
年
以

上
在
職
さ
れ
た
方

○
30
年
以
上

　

農
業
委
員　

鈴
木
廣
三

○
20
年
以
上

　

町
議
会
議
員　

中
島
康
夫　

鈴
木
洋
一

　

教
育
委
員　

大
口
靜
夫　

小

川
辰
葊

　

選
挙
管
理
委
員　

三
井　

勉

　

農
業
委
員　

板
垣
邦
宏　

加

納
一
郎

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

石
水
幸
治

○
12
年
以
上

　

議
会
議
員　

山
田
登
美
雄　

鎌
田
貞
次
郎　

矢
坂
希
一　

山

中
芳
美　

清
水
秀
雄

　

教
育
委
員　

尾
形
文
夫　

鈴

木
俊
道　

篠
原
育
子

　

選
挙
管
理
委
員　

樋
口
孝
夫

　

公
平
委
員　

中
尾　

有　

大

野
憲
光

　

農
業
委
員　

森
本
慶
一　

加

藤
英
雄　

森
本　

勝

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

小
坂
淺
一　

島
田　

淳

・
法
令
お
よ
び
町
条
例
に
規
定

す
る
各
種
委
員
で
20
年
以
上
在

職
並
び
に
前
回
表
彰
を
受
け
ら

れ
30
年
ま
た
は
40
年
以
上
在
職

さ
れ
た
方

○
50
年
以
上

　

統
計
調
査
員　

河
野
富
剛

○
40
年
以
上

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

平
野
春
雄

　

統
計
調
査
員　

山
本
政
行　

河
合
哲
二　

大
野
准
弌

○
30
年
以
上

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

大
口
靜
夫

　

統
計
調
査
員　

土
屋
髙
道　

遠
藤
弘
美　

吉
川
民
義　

中
鉢

徳
司　

嘉
藤　

稔　

小
椋　

卓

　

森
本
晃
永　

宇
佐
見
輝
男

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事

吉
田
喬
一　

堀
江
嘉
照

○
20
年
以
上

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

森
本
辰
蔵

　

社
会
福
祉
委
員　

谷
本
幸
枝

　

伊
藤
芳
伊

　

農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会

委
員　
（
故
）國
枝
初
夫

　

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員　

有
澤
武
一

　

統
計
調
査
員　

荒
井
茂
雄　

森
本
慶
一　

久
保
田
勇

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事

　
（
故
）真
柳
光
雄

▽
社
会
福
祉
功
労

・
社
会
福
祉
事
業
に
係
わ
る
各

種
役
職
者
等
に
20
年
以
上
在
職

並
び
に
前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ

30
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

○
30
年
以
上

　

保
護
司　

酒
井
信
一

○
20
年
以
上

　

社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

有

澤
武
一

　

共
同
募
金
士
幌
分
会
長　

有

澤
武
一

開町８０周年記念式典
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▽
防
災
功
労

・
防
災
事
業
に
係
わ
る
各
種
役

職
者
等
お
よ
び
消
防
団
員
と
し

て
20
年
以
上
在
職
並
び
に
前
回

表
彰
を
受
け
ら
れ
30
年
ま
た
は

40
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

○
40
年
以
上

　

消
防
団
員　

重
森
善
之
助

○
30
年
以
上

　

交
通
安
全
指
導
員　

髙
士
イ

ツ
子　

大
西
住
子　

白
木
美
恵

子　

津
田
範
之　

森
本
マ
ツ
子

　

消
防
団
員　

金
森
史
公　

原

尾　

進　

佐
藤
秀
勝　

北
出
淳

一　

牧
田
光
雄　

大
西
米
明　

杉
原
憲
司　

國
光
政
博　

大
口

靜
夫　

西
部
秀
樹　

北
嶋　

孝

○
20
年
以
上

　

交
通
安
全
推
進
委
員　

篠
原

昇
好

　

交
通
安
全
指
導
員　

松
井
茂

雄　

重
森
善
之
助　

大
槻
フ
サ

子　

木
下
邦
男　

岩
舘
マ
サ

　

消
防
団
員　

髙
士
昌
弘　

有

澤
忠
男　

末
永
秀
雄　

古
屋
芳

夫　

谷
本
仁
志　
（
故
）守
屋
英

男　

川
崎
和
範　

加
藤
富
雄　

酒
井
信
明　

尾
形
憲
一　

三
浦

明
雄　

白
木
裕
一

▽
産
業
功
労

・
農
畜
産
業
、
林
業
、
商
工
業

事
業
に
係
わ
る
役
職
者
等
に
20

年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

　

農
協
理
事　

森
本　

勝

　

商
工
会
理
事　

杉
原
憲
司

■
高
齢
者
顕
彰（
順
不
同
）

　

80
歳
以
上
で
、
本
町
に
80
年

以
上
在
住

　

三
浦
正
作　

平
野
春
雄　

大

野
ト
キ
子　

栗
田
孝
一　

洞
田

長
作　

赤
間
佐
智
子　

佐
古　

實　

坪
井
藤
子　

中
鉢
富
士
雄

　

瀬
口
さ
だ
を　

塩
谷　

勝　

堀
江
嘉
人　

大
友
と
り
よ　

足

立
ま
き
ゑ　

市
原
哲
治　

加
納

美
佐
保　

森
本
武
次
郎　

髙
橋

三
代
治　

髙
橋
ヱ
ナ
ヨ　

大
野

　

保　

井
尾
は
な
ゑ　

三
島
み

つ
子　

三
島
吉
一　

加
藤
好
明

　

土
橋
治
太
郎　

木
原
は
え　

波
多
野
實　

波
多
野
か
づ
ゑ　

吉
田
ナ
ミ
子　

國
井
與
平　

國

井
雪
子　

山
口
勝
雄　

竹
迫
キ

ミ　

服
部
ゆ
き　

北
村
ヨ
ネ　

安
村
ち
よ
子　

鎌
田　

豊　

佐
々

木
松
太
郎　

鎌
田
ス
イ　

成
田

フ
ジ
エ　

髙
橋
ハ
ル　

岡
本
ク

ラ　

山
本　

昇　

斉
藤　

渡　

佐
藤
藏
治　

河
村
藤
市　

早
坂

長
吉　

河
村
す
へ
の　

堀
江
嘉

照　

髙
橋
與
一　

髙
橋
止
子　

永
森
俊
雄　

吉
田
さ
わ　

佐
藤

孝
一　

篠
原
定
義　

伊
賀
志
ず

ゑ　

六
車
實
子　

林　

一
郎　

鈴
木
ト
シ
ヱ　

伊
藤
兵
太
郎　

西
部
き
く
ゑ　

瀬
戸
福
治　

荒

井
梅
吉　

伊
藤
篤
次　

足
立
理

三　

足
立
英
子　

瀬
戸　

榮　

遠
藤
定
雄　

船
戸
銀
市　

窪
田

み
つ
子　

佐
藤
と
よ　

服
部
幸

子　

河
合
松
夫　

上
杉
米
市　

足
立
ま
つ　

安
藤
と
し
ゑ　

部

田
菊
子　

藤
原
芳
之
助　

杉
原

は
ぎ
よ　
（
故
）西
部
た
け
の　

佐
藤
な
み　

立
山
ハ
ツ
子　

三

輪
徳
市　

森
嵜　

巌　

森
嵜
節

子　

髙
橋　

茂　

髙
橋
榮
之
助

　

小
谷
津
た
つ　

松
居
ふ
さ　

船
戸
つ
ぎ
子　

星
屋
善
藏　

後

藤
秋
子　

仙
石
ち
か
子　

加
藤

鶴
枝　

纐
纈
富
子　

大
野
と
き

　

髙
橋
武
男　

守
屋
さ
だ
ゑ　

沓
澤
君
代　

市
原
信
夫　

瀬
戸

幸
男　

臼
井
進
一　

飯
島
和
吉

　

堀
田
寅
一　

田
中
ミ
サ
ヲ　

田
中
す
へ　

樋
口
よ
し
ゑ　

波

多
野
ミ
サ
ヲ　

宇
佐
見
武
夫　

小
椋
か
ね
よ　

長
瀬
ま
す
ゑ　

今
田
ま
さ
よ　

早
坂
き
よ
子　

藤
村
留
八　

赤
間
初
男　

鈴
木

清
孝　

大
西
ヨ
ネ　

後
藤
は
き

の　

宮
崎
は
な
ゑ　

井
上
ま
つ

の　

長
尾
な
つ
子　

黒
田
す
ゞ

枝　

加
納
き
み　

宇
佐
見
誠　

後
藤
ツ
ウ　

小
川
ト
メ　

水
上

は
ね
子　

以
上
１
２
７
名

開町９０周年記念式典

開
町
90
周
年
式
典
の
表
彰

　

町
の
開
町
90
周
年
式
典
が
２

０
１
１
年（
平
成
23
年
）11
月
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、

郷
土
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た

人
び
と
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

■
功
労
者
表
彰

▽
特
別
功
労

鈴
木
洋
一（
元
士
幌
町
議
会
議
長
）

森
本　

勝（
前
士
幌
町
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

▽
自
治
功
労

・
町
議
会
議
長
の
職
に
あ
り
退

任
さ
れ
た
方

　

議
長　

鈴
木
洋
一　

佐
古
準

一

・
町
議
会
議
員
、
行
政
委
員
会

委
員
で
12
年
以
上
在
職
並
び
に

前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
20
年
以

上
在
職
さ
れ
た
方

○
20
年
以
上

　

町
議
会
議
員　

清
水
秀
雄　

大
西
米
明

○
12
年
以
上

　

町
議
会
議
員　

佐
古
準
一　

富
田
忠
雄　

志
村
光
一　

國
井

興
治　

寺
町
隆
男　

森
本
民
夫

　

井
原
力
也　

杉
原
憲
司

　

教
育
委
員　

力
石
憲
二

　

農
業
委
員　

二
川
政
義　

髙

橋
正
道　

大
野
一
郎　

千
葉
公

雄　

加
納
康
司　

平
田
定
之　
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選
挙
管
理
委
員　

浅
野
一
男

　

公
平
委
員　

野
久
一
郎

・
法
令
お
よ
び
町
条
例
に
規
定

す
る
各
種
委
員
で
20
年
以
上
在

職
並
び
に
前
回
表
彰
を
受
け
ら

れ
30
年
ま
た
は
40
年
以
上
在
職

さ
れ
た
方

○
40
年
以
上

　

統
計
調
査
員　

藤
内
享
一

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

大
口
靜
夫

○
30
年
以
上

　

統
計
調
査
員　

吉
田　

勝

　

農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会

委
員　

秋
間
紘
一　

飯
島
眞
房

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

森
本
辰
藏

○
20
年
以
上

　

統
計
調
査
員　

髙
下
慎
一

　

農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会

委
員　

稲
葉
正
志　

高
村
典
久

　

宮
本
弘
幸　

塚
越　

毅　

七

條
光
寛

　

農
業
振
興
基
金
運
用
委
員
会

委
員　

森
本　

勝

　

農
地
保
有
合
理
化
促
進
事
業

基
金
管
理
協
議
会
委
員　

森
本

　

勝

　

農
業
振
興
人
材
育
成
基
金
運

用
委
員
会
委
員　

森
本　

勝　

太
田
登
美
江

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

朝
井
康
子

　

社
会
福
祉
委
員　

平
松
茂
子

　

土
生
富
夫　

浅
野
一
男　

本

田
光
一

　

社
会
教
育
委
員　

鈴
木
晃
一

　

大
西
廉
子

　

体
育
指
導
委
員　

細
井
文
次

　

吉
田　

均

▽
社
会
福
祉
功
労

・
社
会
福
祉
事
業
に
係
わ
る
各

種
役
職
者
等
に
20
年
以
上
在
職

さ
れ
た
方

○
20
年
以
上

　

保
護
司　

白
木
裕
一　

玉
田

禮
子　

野
川
真
瑞

　

遺
族
会　

森
本
辰
蔵

　

カ
ト
レ
ア
の
会　

高
野
紘
子

　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会　

星
屋

睦
子　

遠
藤
弘
美

▽
防
災
功
労

・
防
災
事
業
に
係
わ
る
各
種
役

職
者
等
お
よ
び
消
防
団
員
と
し

て
20
年
以
上
在
職
並
び
に
前
回

表
彰
を
受
け
ら
れ
30
年
ま
た
は

40
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

○
40
年
以
上

　

消
防
団
員　

金
森
史
公　

大

西
米
明　

佐
藤
秀
勝　

北
出
淳

一　

牧
田
光
雄　

西
部
秀
樹

○
30
年
以
上

　

消
防
団
員　

髙
士
昌
弘　

古

屋
芳
夫　

末
永
秀
雄　

谷
本
仁

志　

酒
井
信
明　

尾
形
憲
一

　

交
通
安
全
指
導
員　

木
下
邦

男　

岩
舘
マ
サ

○
20
年
以
上

　

消
防
団
員　

本
田
光
一　

田

村
誠
悟　

馬
場
基
範　

雄
塚
宏

之　

吉
田　

均　

中
川　

敏　

寺
町
雅
人　

寺
田
典
之

　

交
通
安
全
指
導
員　

本
田
光

一▽
防
犯
協
会
理
事　

白
木　

登

産
業
功
労

・
農
畜
産
業
、
林
業
、
商
工
業

事
業
に
係
わ
る
役
職
者
等
に
20

年
以
上
在
職
さ
れ
た
方
並
び
に

前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
30
年
以

上
在
職
さ
れ
た
方

○
30
年
以
上

　

農
協
理
事　

森
本　

勝

○
20
年
以
上

　

森
林
組
合
理
事　

中
島
康
夫

■
高
齢
者
顕
彰（
順
不
同
）

　

本
町
に
90
年
以
上
在
住
し
、

90
歳
以
上
の
方

　

大
野
ト
キ
子　

洞
田
長
作　

堀
江
嘉
人　

木
原
は
え　

波
多

野
か
づ
ゑ　

鎌
田
ス
イ　

髙
橋

止
子　

佐
藤
孝
一　

遠
藤
定
雄

　

瀬
口
さ
だ
を　

後
藤
秋
子　

纐
纈
富
子　

市
原
信
夫　

加
藤

好
明　

加
納
き
み　

國
井
雪
子

　

山
本　

昇　
（
故
）小
谷
津
た

つ　

黒
田
す
ゞ
枝　

瀬
戸　

榮

　

赤
間
佐
智
子　
（
故
）三
島
み

つ
子　

波
多
野
實　

吉
田
ナ
ミ

子　

成
田
フ
ジ
エ　

吉
田
さ
わ

　

六
車
實
子　

河
合
松
夫　

立

山
ハ
ツ
子　

加
藤
鶴
枝　

沓
澤

君
代　

瀬
戸
幸
男　

小
川
ト
メ

　

加
納
美
佐
保　
（
故
）髙
橋
ハ

ル　

佐
藤
と
よ　

船
戸
つ
ぎ
子

　

服
部
ゆ
き

開
町
１
０
０
周
年
式
典
の

表
彰

　

町
の
開
町
１
０
０
周
年
式
典

が
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）11

月
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

さ
れ
、
郷
土
の
発
展
に
功
績
が

あ
っ
た
人
び
と
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。

■
功
労
者
表
彰

　

▽
特
別
功
労

・
多
年
に
わ
た
り
町
内
外
の
各

種
公
職
を
は
じ
め
多
く
の
要
職

に
あ
っ
て
、
地
域
社
会
の
振
興

並
び
に
町
政
進
展
に
貢
献
さ
れ

た
者

　
（
故
）髙
橋
正
道（
元
士
幌
町

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）

　

杉
原
憲
司（
元
士
幌
町
商
工

会
会
長
・
元
士
幌
消
防
団
長
）

・
現
在
、
全
道
全
国
の
機
関
団

体
で
大
き
な
役
職
を
担
っ
て
い

る
者

　

池
本
柳
次（
北
海
道
議
会
議
員
）

　

篠
原
末
治（
ホ
ク
レ
ン
農
業

協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）

　

松
山
幸
雄（
一
般
社
団
法
人

日
本
家
畜
商
協
会
会
長
）

　

▽
自
治
功
労

・
町
議
会
議
長
の
職
に
あ
り
退

任
さ
れ
た
方

　

議
長　

加
納
三
司

・
町
議
会
議
員
、
行
政
委
員
会

委
員
で
12
年
以
上
在
職
並
び
に

前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
20
年
以

上
在
職
さ
れ
た
方

○
20
年
以
上

　

町
議
会
議
員　

清
水
秀
雄　

大
西
米
明

○
12
年
以
上

　

町
議
会
議
員　

和
田
鶴
三　

加
納
三
司　

秋
間
紘
一　

加
藤

宏
一　

細
井
文
次　

服
部
悦
朗

出
村　

寛

　

教
育
委
員　

宮
本
勢
津
子

　

選
挙
管
理
委
員　

河
江
信
一

　

佐
藤
秀
勝　

白
木
裕
一

　

公
平
委
員　

横
山
正
弘　

加

藤
弘
子

　

農
業
委
員　

渡
邊
睦
実

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

吉
田
孝
章　

杉
山　

誠
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・
法
令
お
よ
び
町
条
例
に
規
定

す
る
各
種
委
員
で
20
年
以
上
在

職
並
び
に
前
回
表
彰
を
受
け
ら

れ
30
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

○
30
年
以
上

　

社
会
教
育
委
員　

大
西
廉
子

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

大
口
靜
夫

　

社
会
福
祉
委
員　

本
田
光
一

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

吉
田

均
　

統
計
調
査
員　

大
野
准
弌　

髙
下
慎
一

○
20
年
以
上

　

社
会
教
育
委
員　
（
故
）國
井

美
佐
子　

加
納
利
春

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員　

神
山
裕
充

　

社
会
福
祉
委
員　

樋
口
正
寛

菱
沼
美
和
子　

稲
葉
サ
チ
子

　

損
害
評
価
会
委
員　

久
保
武

美
　

町
民
会
議
委
員　

金
森
史
公

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

古
川

幸
郎　

時
光
宏
三　

名
波
香
代

子　

宇
佐
見
豊
文

▽
社
会
福
祉
功
労

・
社
会
福
祉
事
業
に
係
わ
る
各

種
役
職
者
等
に
20
年
以
上
在
職

並
び
に
前
回
表
彰
を
受
け
ら
れ

30
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方　

○
30
年
以
上

　

保
護
司　

白
木
裕
一　

野
川

真
瑞

○
20
年
以
上

　

遺
族
会　

大
野
准
弌　

浪
内

一
洋

　

温
真
会　

松
浪
浩
之

▽
防
災
功
労

・
防
災
事
業
に
係
わ
る
各
種
役

職
者
等
及
び
消
防
団
員
と
し
て

20
年
以
上
在
職
並
び
に
前
回
表

彰
を
受
け
ら
れ
30
年
以
上
在
職

さ
れ
た
方

○
30
年
以
上

　

消
防
団
員　

大
西
米
明　

佐

藤
秀
勝　

髙
士
昌
弘　

末
永
秀

雄　

谷
本
仁
志　

古
屋
芳
夫　

遊
塚
宏
之　

馬
場
基
範　

田
村

誠
悟　

寺
町
雅
人　

吉
田　

均

　

本
田
光
一　

中
川　

敏

　

交
通
安
全
指
導
員　

木
下
邦

男　

本
田
光
一

○
20
年
以
上

　

消
防
団
員　

井
上　

始　

森

本
悦
淑　

矢
野
雅
樹　

渡
部
雅

晴　

森
本
耕
二　

小
川
秀
樹　

中
波
俊
一　

今
木
教
雄　

朝
井

宏
嗣　

船
戸
勝
博　

力
石
和
彦

　

加
藤
和
宏　

中
川　

豊　

杉

原
勝
人　

伊
賀
和
弘　

久
保
田

裕
一　

兼
山
和
浩　

三
島　

敦

　

交
通
安
全
指
導
員　

吉
田　

均　

長
平
和
子　

品
田
勝
子

■
高
齢
者
顕
彰

　

本
町
に
１
０
０
年
以
上
在
住

し
、
１
０
０
歳
以
上
の
方

　

赤
間
佐
智
子　

髙
橋
止
子

し
め
や
か
に
公
葬

　

町
の
公
葬
規
定（
規
準
）に
よ

り
或
い
は
こ
れ
に
準
じ
て
行
わ

れ
た
公
葬
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（
平
成
４
年
以
降
）

◇
後
藤
辰
雄

町
民
葬（
平
成
７
年
２
月
）

　

昭
和
16
年
士
幌
村
役
場
に
奉

職
、
以
来
、
産
業
、
総
務
、
税

務
、
企
画
の
各
課
長
、
教
育
委

員
会
次
長
な
ど
経
て
昭
和
42
年

に
助
役
に
就
任
、
更
に
昭
和
51

年
に
は
推
さ
れ
て
士
幌
町
長
に

当
選
、
約
７
年
間
町
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
町
の
発
展
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
。

◇
佐
藤
国
夫

町
議
会
議
員
会
上
居
辺
地
区
合

同
葬（
平
成
８
年
１
月
）

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）５

月
町
議
会
議
員
と
な
り
、
建
設

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
活
躍
中
、

任
期
半
ば
に
し
て
病
に
倒
れ
急

逝
さ
れ
た
。
地
域
で
も
多
く
の

役
職
を
歴
任
そ
の
死
が
悼
ま
れ

た
。

◇
伊
藤
豊
蔵

町
民
葬（
平
成
９
年
９
月
）

　

昭
和
30
年
か
ら
５
期
20
年
間
、

村
、
町
議
会
議
員（
内
副
議
長

５
年
）の
職
に
あ
り
、
ま
た
社

会
教
育
委
員
と
し
て
24
年（
内

委
員
長
16
年
）、
農
業
委
員
、

国
保
運
営
協
議
会
委
員
等
の
要

職
を
重
ね
地
方
自
治
に
多
大
な

貢
献
、
そ
の
他
社
会
福
祉
協
議

会
役
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
士
幌
、
十
勝
の
会
長
、

道
連
の
副
会
長
を
つ
と
め
幅
広

い
活
動
で
多
大
の
尽
力
を
つ
く

し
た
。

◇
井
尾
一
男

町
民
葬（
平
成
10
年
４
月
）

　

１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）か

ら
１
期
４
年
間
村
議
会
議
員
を

つ
と
め
終
戦
直
後
の
混
迷
し
た

時
代
背
景
の
中
、
村
政
の
振
興
、

発
展
に
寄
与
、
ま
た
民
生
委
員

と
し
て
27
年
間（
内
10
年
副
総

務
）、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

12
年（
旧
委
員
長
職
務
代
理
８

年
）、
更
に
社
会
福
祉
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
農
業
共

済
組
合
の
各
役
員
、
納
税
貯
蓄

組
合
長
と
し
て
地
域
社
会
の
福

祉
増
進
に
献
身
的
な
活
動
を
果

た
し
た
。

◇
安
村
順
七

士
幌
町
行
政
機
関
合
同
葬（
平

成
14
年
10
月
）

　

昭
和
28
年
士
幌
村
役
場
に
奉

職
、
以
来
、
農
林
、
農
業
共
済
、

建
設
、
企
画
の
各
課
長
、
収
入

役
な
ど
経
て
平
成
10
年
助
役
に

就
任
、
町
長
の
良
き
女
房
役
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
。
特
に
農
政

関
係
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
全

国
に
誇
る
本
町
農
業
の
近
代
化

に
尽
力
さ
れ
た
。

◇
成
田
吉
信

町
関
係
機
関
・
団
体
合
同
葬（
平

成
17
年
４
月
）

　

平
成
11
年
５
月
町
議
会
議
員

と
な
り
地
方
自
治
の
進
展
に
活

躍
、
農
業
委
員
会
会
長
、
士
幌

高
校
振
興
会
会
長
な
ど
地
域
で

も
多
く
の
役
職
を
歴
任
、
任
期

半
ば
に
し
て
病
に
倒
れ
急
逝
さ

れ
た
。

◇
高
橋
寿
顕

士
幌
町
議
会
議
員
会
・
清
澄
常

会
合
同
葬（
平
成
19
年
９
月
）

　

平
成
19
年
５
月
町
議
会
議
員
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と
な
り
、
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
副
委
員
長
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
活
躍
中
、
任
期
半
ば

に
し
て
不
慮
の
事
故
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
。

◇
安
村
志
朗

士
幌
町
・
士
幌
町
農
業
協
同
組

合
合
同
葬（
平
成
21
年
２
月
）

　

昭
和
13
年
士
幌
産
業
組
合
に

奉
職
、
以
来
、
士
幌
村
農
協
参

事
、
専
務
理
事
に
就
任
。
故
太

田
寛
一
組
合
長
の
も
と
で
澱
粉

工
場
や
食
品
工
場
建
設
を
手
掛

け
、
付
加
価
値
農
業
に
よ
る
農

家
経
済
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
。

昭
和
57
年
か
ら
組
合
長
、
会
長

理
事
、
名
誉
会
長
を
務
め
ら
れ

た
。
平
成
７
年
に
は
士
幌
町
名

誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
た
。

◇
飯
島
和
吉

町
葬（
平
成
21
年
５
月
）

　

昭
和
34
年
士
幌
村
議
会
議
員

に
当
選
、
以
来
、
５
期
19
年
間

議
員
と
し
て
在
職
、
そ
の
間
昭

和
54
年
議
長
に
就
任
。
昭
和
57

年
に
は
士
幌
町
長
に
当
選
、
１

期
４
年
を
全
う
さ
れ
た
。
平
成

５
年
に
は
勲
五
等
双
光
旭
日
章

を
授
与
、
平
成
７
年
に
は
士
幌

町
名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
た
。

◇
加
納
一
郎

町
葬（
平
成
22
年
５
月
）

　

昭
和
47
年
か
ら
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
22
年
10
か
月
農
業

行
政
に
参
画
、
こ
の
間
会
長
職

務
代
理
者
、
会
長
に
就
任
、
昭

和
54
年
５
月
に
は
士
幌
町
議
会

議
員
に
当
選
、
以
来
４
期
16
年

の
長
き
に
亘
り
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
、
平
成
３
年
に
は
議
長

に
も
就
任
し
た
。
平
成
17
年
に

は
士
幌
町
名
誉
町
民
に
推
挙
さ

れ
た
。

◇
小
川
寅
之
助

町
葬（
平
成
23
年
８
月
）

　

昭
和
26
年
士
幌
村
役
場
に
奉

職
、
若
く
し
て
産
業
課
長
・
総

務
課
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、

昭
和
44
年
に
教
育
長
に
就
任
、

昭
和
51
年
２
月
に
は
助
役
に
就

任
、
昭
和
61
年
12
月
に
は
、
第

13
代
士
幌
町
長
に
就
任
、
以
来
、

平
成
10
年
12
月
ま
で
の
３
期
12

年
の
長
き
に
亘
り
在
職
し
、「
緑

豊
か
な
田
園
農
村
づ
く
り
」を

基
本
理
念
に
、
日
夜
分
か
た
ぬ

町
づ
く
り
を
展
開
さ
れ
た
。
平

成
17
年
に
は
士
幌
町
名
誉
町
民

に
推
挙
さ
れ
た
。
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１
、
農
業
経
営

拡
大
す
る
経
営
規
模

　

農
家
数
が
年
々
減
少
し
、
１

９
９
０
年（
平
成
２
年
）に
は
５

１
７
戸
あ
っ
た
農
家
戸
数
も
２

０
１
５
年（
平
成
27
年
）に
は
３

６
１
戸
と
な
っ
た
。
特
に
兼
業

農
家
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か

第一章  農　業

ら
専
業
化
率
が
上
昇
し
専
業
農

家
の
割
合
は
、
93
％
に
な
っ
た
。

（
表‒

１
、
図‒

１
参
照
）

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
に

お
け
る
農
家
戸
数
は
３
６
０
戸

（
町
産
業
振
興
課
調
べ
）と
な
っ

て
い
る
。

　

一
戸
平
均
の
経
営
面
積
も
２

０
１
５
年（
平
成
27
年
）度
で

42
・
３
㌶
と
な
り
、
１
９
９
０

年（
平
成
２
年
）度
よ
り
12
・
７

㌶
増
加
、
91
％
の
農
家
が
20
㌶

以
上
の
経
営
面
積
と
な
っ
て
い

表－1　　　　　　　　　　　　　　　　　経営耕地規模別農家戸数の変化
　　　　　　　　　　　年度

区分
1990（平成２年） 1995（平成 7 年）2000（平成 12 年）2005（平成 17 年）2010（平成 22 年）2015（平成 27 年）

総 農 家 戸 数 517 496 441 414 394 361
専 業 （83％）429 （81％）404 （77％）338 （86％）356 （88％）346 （91％） 329
1 種 兼 業 76 77 100 55 32 27
2 種 兼 業 12 15 3 3 16 5
経
営
耕
地
規
模
別

1ha 未満 9 32 20 13 9 11
1 ～５ha 未満 18 14 6 10 7 5
５～ 10ha 未満 15 15 7 5 7 3
10 ～ 20ha 未満 51 29 20 12 12 12
20ha 以上 （82％）424 （82％）406 （88％）388 （90％）374 （91％）359 （91％）330

離 農 戸 数 S61 ～ H2
14

H ３～７
21

H ８～ 12
55

H13 ～ 17
27

H18 ～ 22
20

H23 ～ 27
33

� ※農林業センサスより

0

329 32

346 48

356 58

338 103

404 92

429 88

100 200

農家数の比較

300 400 500 600

2015（H27年）

2010（H22年）

2005（H17年）

2000（H12年）

1995（H7年）

1990（H2年）

専業農家数 兼業農家数 ※農林業センサスより

図－１� 農家数の比較

29.6

31.8

33.5

35.8

38.7

42.3

45

40

35

30

25

20

農家1戸当たりの経営面積（図－2）

1 9 9 0
平成 2年

1 9 9 5
平成 7年

2 0 0 0
平成 12年

2 0 0 5
平成 17年

2 0 1 0
平成 22年

2 0 1 5
平成 27年

農家1戸当たりの経営面積
※農林業センサスからより

図－２� （単位：ha）
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る
。（
図‒

２
参
照
）

　

経
営
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、

農
業
産
出
額
も
増
え
て
お
り
、

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に
は

耕
畜
併
せ
て
１
６
５
億
円
が
２

０
１
９
年（
令
和
元
年
）に
は
約

１
・
６
倍
の
２
６
７
億
円
と
な

っ
て
い
る
。（
図‒

３
参
照
）

健
闘
す
る
農
家
経
済

　

主
要
農
産
物
の
価
格
は
、
国

の
施
策
や
国
際
的
環
境
に
よ
っ

て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
本
町

畑
作
農
家
の
主
要
作
物
と
な
っ

て
い
る
、
小
麦
、
馬
鈴
し
ょ
、

て
ん
菜
や
、
酪
農
家
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
乳
価
な
ど
に
大
き
く

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ（
平

成
27
年
）・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11（
平
成
30

年
）、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
令
和
元
年
）

な
ど
の
経
済
協
定
や
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）農
業
者
個
別
所

得
補
償
制
度
、
２
０
１
３
年（
平

成
25
年
）経
営
所
得
安
定
対
策

制
度
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
が
増
す
中
、
農
家

は
規
模
拡
大
、
コ
ス
ト
の
引
き

下
げ
、
技
術
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
経
営
の
防
衛
に
努
め
た
。

（
表‒

２
参
照
）

　

農
家
経
済
の
動
向
を
見
る
と
、

農
業
産
出
額（
図‒

３
参
照
）は

（億円） 耕種 畜産

※農林水産省統計

1985(S60年) 1990(H2年) 2000(12年) 2005(H17年) 2015(H27年) 2018(H30年) 2019(R元年)
0

50

100

150

200

250

300

80 92 85 91 81 80 73

194
203198

121

9773

55

農業産出額（推計）農業産出額（推計）図－３

主要畑作物の作付け動向�図－５

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主要農産物の行政価格の推移� （単位：円）

区　　　　分 単    位 適用期間 Ｓ 60 Ｈ２ Ｈ７ Ｈ 12 Ｈ 17 Ｈ 22 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｒ１

小 麦

政府買入価格 60 ㎏ 年　産 11,092 9,223 9,110 8,824 7,197・平成 19 年から水田・畑作経営所得安定対策に移行
麦作経営安定資金 6,463 6,650・平成 23 年から農業者戸別所得補償制度に移行
関連対策① ・平成 25 年産から経営所得安定対策に移行
　　〃　②

大 豆

基準価格 60 ㎏ 年　産 17,210 14,397 14,218 ・平成 7 年産までは「大豆なたね交付金暫定措置法」に基づく価格
交付金単価 8,350 8,020・平成 12 年産から「大豆交付金暫定措置法」に基づく交付金単価
関連対策① 150 ・平成 19 年から水田・畑作経営所得安定対策に移行
　〃　　② ・平成 23 年から農業者戸別所得補償制度に移行
　〃　　③ 300・平成 25 年産から経営所得安定対策に移行
　〃　　④ 1,000

馬 鈴 し ょ

原料基準価格 1 ｔ 年　産 17,480 14,600 14,410 13,960 13,640・平成 19 年から原料基準価格は廃止
関連対策 110 450・平成 19 年から水田・畑作経営所得安定対策に移行

・平成 23 年から農業者戸別所得補償制度に移行
・平成 25 年産から経営所得安定対策に移行

て ん 菜
最低生産者価格 1 ｔ 年　産 20,260 17,530 17,310 17,040 16,640・平成 19 年から水田・畑作経営所得安定対策に移行
奨励金 760 ・平成 23 年から農業者戸別所得補償制度に移行
関連対策 190 190 130 550・平成 25 年産から経営所得安定対策に移行

食 用

馬 鈴 し ょ
保証基準価格 1 ㎏

10 ～ 12

月
84.00 75.50 75.50 75.50 79.50 79.50 79.50 87.00 87.00 83.00 83.00 

1 ～ 3 月 93.50 93.50 

加 工 原

料 乳

保証価格 1 ㎏ 会計年度 90.07 77.75 75.75 72.13 
（安定基準価格） 70.17 65.98 64.26 61.83 

加工原料乳補給金単価 10.56 8.23 8.31 
脱脂粉乳・バター 10.40 11.85 12.90 12.69 
生クリーム等
チーズ 15.53 15.28 

・平成 13 年度から、新たに加工原料乳生産者補給金制度に移行、補給金単価のみ決定
・平成 29 年度から、生クリーム等液状乳製品向けを追加、単価を一本化
・平成 30 年度から、「加工原料乳生産者補給金等暫定措置法」を廃止、恒久法として

「畜産経営の安定に関する法律」を改正、生産者交付金を交付

乳 用

雄 子 牛

保証基準価格 1 頭 改定時以降 134,000 165,000 157,000
交雑種 175,000 175,000 181,000 199,000 205,000 210,000 216,000 274,000
乳用種 131,000 110,000 116,000 130,000 133,000 136,000 141,000 164,000

0

2,990 2,315 585109 612 2,492 312

4062,1046157911262,3612,800

2,539 2,345 879293 513 2,352 443

4392,4516149104262,067

2,150 2,230 777270 549 2,610 571

5972,4405368065512,2102,076

2,104 2.090 931631 370 2,272 623

2,360

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

主要畑作物の作付け動向図－5

2020（R2年度）

2015（H27年度）

2010（H22年度）

2005（H17年度）

2000（H12年度）

1995（H7年度）

1990（H2年度）

馬鈴薯 てん菜 大豆 小豆 菜豆 小麦 スイートコーン

（単位：ha、kg/10a）
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大
き
く
伸
び
て
き
て
お
り
、
２

０
１
８
年（
平
成
30
年
）の
農
業

産
出
額
は
２
８
３
億
７
千
万
円

（
２
０
２
０
十
勝
の
農
業
資
料

編　

令
和
３
年
１
月
北
海
道
十

勝
総
合
振
興
局
）で
帯
広
市
を

含
め
た
十
勝
管
内
の
市
町
村
で

上
位
３
番
目
の
額（
耕
種
・
畜
産
）

と
な
っ
て
お
り
、
生
産
者
、
指

導
者
の
努
力
の
結
果
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。（
図‒

４
参
考
）

　

本
町
の
畑
作
は
主
要
４
作
目

（
小
麦
、
馬
鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
、

豆
類
）の
輪
作
体
型
で
経
営
さ

れ
て
き
た
が
、
１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）に
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

を
導
入
し
た
の
を
は
じ
め
、
１

９
９
０
年（
平
成
２
年
）に
は
、

一
部
の
農
家
で
は
あ
る
が
、
な

が
い
も
、
に
ん
じ
ん
、
玉
ね
ぎ

を
、
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
長
ね
ぎ
が
、

ま
た
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

に
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
導
入
さ

れ
第
５
の
作
目
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ

い
て
は
２
０
１
６
年（
平
成
28

年
）以
降
、
作
付
け
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
価
格
の
変
動
等
も

多
く
作
付
け
戸
数
は
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
を
除
き
多
く
は
な
い
。

（
表‒

３
、
図‒

５
参
照
）

麦
作
集
団

　

地
力
維
持
作
物
と
し
て
秋
ま

き
小
麦
が
大
々
的
に
導
入
さ
れ

集
団
共
同
化
に
よ
る
運
営
が
実

施
さ
れ
て
か
ら
50
数
年
が
経
過

し
た
。
町
内
全
地
区
で
11
の
麦

作
組
合
が
結
成
さ
れ
、
集
団
ご

と
に
３
～
５
台
の
コ
ン
バ
イ
ン

を
所
有
し
、
全
町
で
２
５
０
０

㌶
以
上
の
小
麦
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
た
が
、
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）か
ら
は
２
５
０
０
㌶

を
下
回
り
、
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）度
で
は
、
２
２
０
０

㌶
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
組
合
参
加
に
よ
る
士
幌
町

麦
作
連
絡
協
議
会（
麦
連
協
）を

組
織
し
て
組
合
間
の
事
業
や
運

営
の
推
進
調
整
を
図
る
一
方
、

品
種
の
更
新
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）か
ら「
ホ
ク
シ
ン
」に

替
え
て「
き
た
ほ
な
み
」を
導
入
、

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）か
ら

全
面
積「
き
た
ほ
な
み
」に
移
行

し
た
が
、
２
０
１
３
年（
平
成

25
年
）に
一
部
の
地
域
で「
ゆ
め

ち
か
ら
」を
導
入
し
た
も
の
の
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）全
面

積「
き
た
ほ
な
み
」と
な
っ
た
。

（
表‒

４
参
照
）

　

ま
た
、
収
穫
物
の
受
入
基
準

を
定
め
る
ほ
か
、
農
協
の
乾
燥

施
設
で
の
受
入
作
業
に
も
従
事

し
て
い
る
。

　

小
麦
の
収
穫（
刈
取
り
）は
短

期
間
に
集
中
す
る
た
め
、
刈
取

り
時
に
長
雨
が
続
く
と
穂
発
芽

が
発
生
し
多
く
の
量
が
規
格
外

品
と
な
っ
て
商
品
価
値
が
な
く

な
る
が
、
集
団
ご
と
の
プ
ー
ル

計
算
で
平
等
の
取
り
扱
い
と
し

て
い
る
。

54.35%

7.69%

5.30%

4.87%

4.21%

2.17%

21.41%

24,517,272

3,469,246

2,388,374

2,197,662

1,899,985

9,659,527

牛乳

その他

豆類

小麦

てん菜

馬鈴薯

畜産物45,110,679千円

（R2.3.31現在）

978,613

種目別販売額（図－6）

販売総額

種目別販売額
図－４
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7,000
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9,000
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平成2年度

1995
平成7年度
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2,360 2,230 2,210 2,090
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293

270 551 631
426

585 791 879

910
777

806 931
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614
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2,492
2,104

2,352 2,451
2,610
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571 597
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馬鈴薯 てん菜 大豆 小豆 菜豆 小麦 スイートコーン

主要畑作物作付の変遷�
図－５

表－３　　　　　　　　　　　新しい作目の導入

作物名 導入年度
平成 11 年度

実績
平成 21 年度

実績
令和元年度

実績

作付面積（ha）

スイートコーン 昭 60 468.7 554.9 662.6 

ながいも 平２ 34.9 47.8 36.3 

にんじん 平２ 129.5 93.1 46.4 

玉ねぎ 平２ 24.1 25.7 25.6 

キャベツ 平４ 43.1 9.6 －

長ねぎ 平４ 24.1 2.2 2.1 

ブロッコリー 平 15 － 9.1 6.6 

（単位：ha、kg/10a）
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過
去
に
何
回
も
穂
発
芽
被
害

で
大
き
な
損
害
が
で
て
い
る
が
、

各
組
合
と
も
、
処
理
能
力
の
高

い
コ
ン
バ
イ
ン
へ
の
切
換
え
と
、

予
備
乾
燥
施
設
の
設
置
を
図
り
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

努
力
を
し
て
い
る
。

　

麦
連
協
は
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）２
月
創
立
30
周
年
を

迎
え
、
記
念
誌「
麦
心
」を
発
行

し
、
記
念
行
事
を
行
っ
た
。
２

０
２
０
年（
令
和
２
年
）２
月
に

は
、
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
、
同
年
６
月
に
記
念
誌

「
麦
輝
」を
発
行
し
て
い
る
。

▽
歴
代
麦
作
連
絡
協
議
会
会
長

�

（
平
成
３
年
以
降
）

平
成
３
年
～
６
年
／
清
水
秀
雄

平
成
７
年
～
９
年
／
大
野
准
弌

平
成
10
年
～
11
年
／
神
野
春
夫

平
成
12
年
～
13
年
／
三
木
信
彦

平
成
14
年
～
15
年
／
横
山
克
己

平
成
16
年
～
18
年
／
川
上
明
伸

平
成
19
年
～
21
年
／
市
原
照
義

平
成
22
年
～
23
年
／
中
島
邦
康

平
成
24
年
～
25
年
／
三
島
孝
二

平
成
26
年
～
27
年
／
中
山
康
博

平
成
28
年
～
30
年
／
加
納
利
男

令
和
元
年
～
現
在
／
中
島
直
行

豊
作
と
凶
作

　

毎
年
の
出
来
秋
を
み
て
、
農

家
は「
一
喜
一
憂
」を
く
り
返
し

て
い
る
が
、
冷
害
に
強
い
安
定

作
物
の
導
入
や
農
業
技
術
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
過
去
に
あ
っ

た
よ
う
な
全
作
物
が
全
滅
に
近

い
被
害
を
受
け
る
状
況
は
激
減

し
た
。

　

し
か
し
、
年
に
よ
っ
て
は
異

常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な

被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

近
年
で
は
１
９
９
３
年（
平
成

５
年
）に
春
先
か
ら
の
低
温
、

多
雨
、
日
照
不
足
と
秋
の
降
霜

で
特
に
豆
類
を
中
心
に
大
き
な

被
害
と
な
っ
た
。
町
は
、「
冷
害

対
策
本
部
」を
設
置
し
、
①
救

農
土
木
工
事
、
②
天
災
資
金
融

資
、
③
共
済
金
前
払
利
子
補
給
、

④
再
生
産
種
子
購
入
助
成
、
⑤

飼
料
購
入
助
成
、
⑥
営
農
資
金

利
子
補
給
等
の
諸
対
策
を
、
講

じ
た
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）に

は
、
５
月
の
２
度
に
わ
た
る
降

雪
と
、
そ
れ
以
降
の
低
温
続
き

で
生
育
期
の
作
物
に
障
害
が
で

て
、
そ
の
後
の
多
雨
と
極
端
な

日
照
不
足
が
重
な
る
な
ど
各
作

物
に
異
常
な
冷
湿
害
を
も
た
ら

し
た
。

　

こ
の
年
は
、
４
月
か
ら
低
温

で
推
移
し
、
５
月
の
降
雪
後
月

末
に
30
度
を
超
え
る
日
も
あ
っ

た
が
そ
の
後
は
平
年
以
下
の
気

温
で
推
移
、日
照
時
間
も「
ゼ
ロ
」

の
日
が
多
く
平
年
の
40
％
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
町
は
、「
異

常
気
象
対
策
協
議
会
」を
設
置

し
て
諸
対
策
を
講
じ
た
。

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）豆

類
は
春
先
か
ら
の
低
温
、
日
照

不
足
の
影
響
で
生
育
が
遅
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
降
霜
に
よ
り
大

豆
・
小
豆
の
収
量
減
、
品
質
の

低
下
を
も
た
ら
し
、
金
時
類
に

つ
い
て
も
色
流
れ
の
被
害
が
著

し
い
年
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）春

先
か
ら
比
較
的
高
め
の
気
温
と

好
天
に
恵
ま
れ
、
干
ば
つ
傾
向

な
が
ら
も
周
期
的
な
降
雨
も
あ

り
、
各
農
作
物
で
平
年
以
上
の

表－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積と総収量の推移　

年　度 1990
（Ｈ 2 年）

1995
（Ｈ 7 年）

2000
（Ｈ 12 年）

2005
（Ｈ 17 年）

2010
（Ｈ 22 年）

2015
（Ｈ 27 年）

2020
（Ｒ２年）

品種等
チホク チホク タクネ ホクシン ホクシン ホクシン きたほなみ ゆめ

ちから きたほなみ きたほなみ

一般 種子 一般 一般 一般 種子 一般 一般 種子 一般 種子

町内

総反収
（㎏） 495 404 252 465 593 603 356 415 472 668 755 773 599 631 

規格内
反収 7.22 4.61 3.19 7.14 8.12 8.30 4.26 5.11 5.95 9.83 11.98 12.43 9.05 9.79 

規格外
反収 1.02 2.12 1.01 0.61 1.77 1.75 1.67 1.80 1.92 1.31 0.60 0.45 0.94 0.74 

歩　留 87.50 68.50 76.00 92.10 82.00 82.60 71.82 73.98 75.58 88.24 95.25 96.52 90.57 93.01 
面　積
（ha） 2,444 2,071 2,331 2,372 2,546 2,391 2,204

収
量
が
確
保
さ
れ
、
３
年
連
続

の
豊
作
と
な
り
、
農
業
産
出
額

は
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）に

は
小
麦
が
６
月
中
旬
以
降
の
降

雨
、
低
温
、
日
照
不
足
に
よ
り

生
育
が
停
滞
し
、
７
月
も
降
雨

量
が
多
く
収
穫
前
か
ら
穂
発
芽

な
ど
の
品
質
低
下
が
見
ら
れ
、

最
終
的
に
は
収
量
、
品
質
と
も

に
平
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

こ
の
年
は
、
畑
作
物
も
同
様
な

天
候
に
悩
ま
さ
れ
、
全
品
種
に

大
き
な
被
害
が
出
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年（
平

成
22
年
）は
春
先
か
ら
の
低
温

多
雨
、
６
月
中
旬
以
降
は
記
録

的
な
高
温
・
多
湿
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
な
ど
天
候
不
順
の
影

響
を
受
け
２
年
連
続
の
被
害
の

多
い
年
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

は
、
部
分
的
な
被
害
は
あ
っ
た

が
、
甚
大
な
被
害
も
な
く
過
去

最
高
の
収
穫
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

は
、
６
月
か
ら
の
降
雨
、
曇
天
、

低
温
に
よ
り
生
育
の
停
滞
、
台

風
の
上
陸
に
よ
る
倒
伏
、
大
雨

の
影
響
に
よ
る
停
滞
水
に
よ
り

作
業
の
遅
延
や
品
質
低
下
を
誘

発
し
た
。
11
月
に
は
観
測
史
上

平成５年冷夏（８月１０日、まだ開花しない小豆）
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最
も
早
い
積
雪
に
見
舞
わ
れ
、

町
で
は「
士
幌
町
異
常
気
象
農

業
災
害
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

関
係
職
員
に
よ
る
馬
鈴
し
ょ
収

穫
支
援
緊
急
対
策（
手
拾
い
収
穫
）

を
は
じ
め
支
援
対
策
を
講
じ
た
。

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）は

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）の
大

豊
作
に
肉
薄
す
る
豊
穣
の
出
来

秋
に
な
っ
た
。

　

災
害
に
対
す
る
農
業
共
済
事

業
の
対
応
は
、
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）で
畑
作
物
共
済
金
、

４
億
９
千
万
円
、
１
９
９
６
年

（
平
成
８
年
）で
は
小
麦
の
穂
発

芽
を
中
心
と
し
た
被
害
に
３
億

５
千
万
円
、
畑
作
物
で
は
２
億

２
千
万
円
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）で
畑
作
物
共
済
金
３

億
１
千
万
円
、
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）に
は
小
麦
の
被
害
に

５
億
３
千
万
円
、
畑
作
物
で
は

２
億
３
千
万
円
、
２
０
１
０
年

（
平
成
22
年
）で
は
小
麦
の
被
害

に
５
億
円
、
畑
作
物
は
、
４
億

９
千
万
円
、
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）で
は
小
麦
で
６
億
５

千
万
円
、
畑
作
物
で
２
億
７
千

万
円
の
共
済
金
支
払
額
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年
内
支
払
を

行
い
、
農
家
経
済
を
大
き
く
支

え
た
。

２
、
基
盤
整
備

更
に
進
む
農
村
近
代
化

　

本
町
は
早
く
か
ら
国
、
道
の

直
轄
事
業
や
農
業
構
造
改
善
事

業
な
ど
の
補
助
事
業
を
多
く
取

り
入
れ
農
村
近
代
化
を
図
っ
て

き
た
が
、
こ
こ
30
年
更
に
多
く

の
事
業
に
公
共
投
資
を
行
い
農

村
近
代
化
を
進
行
さ
せ
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

に
お
け
る
町
決
算
額
の
中
で
、

農
林
業
費
支
出
は
、
30
億
９
千

万
円
に
の
ぼ
り
、
全
体
の
27
％

を
占
め
、
１
９
８
９
年（
平
成

元
年
）の
農
林
業
費
支
出
額
17

億
円
に
比
べ
13
億
円
増
加（
１
・

８
倍
）し
て
お
り
、
農
業
投
資

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。
し
か
し
、
２
０
０

９
年（
平
成
21
年
）度
に
お
け
る

町
決
算
額
の
中
の
農
林
業
費
支

出
は
、
20
億
８
千
万
円
で
、
全

体
の
24
％
。
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）度
に
お
け
る
町
決
算

額
の
中
で
の
、
農
林
業
費
支
出

は
、
９
億
３
７
０
０
万
円
、
全

体
の
12
％
を
占
め
て
い
る
が
10

年
間
単
位
で
比
較
す
る
と
一
時

期
10
億
円
ず
つ
減
少
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
地
方
分
権
に
伴
う
補

助
金
・
負
担
金
改
革
等
に
伴
う

も
の
で
あ
り
、
町
の
財
政
規
模

な
ど
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）か

ら
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）ま

で
の
10
年
間
の
農
林
業
費
決
算

累
計
額
は
、
２
２
１
億
円
と
な

っ
て
お
り
、
更
に
同
じ
10
年
間

に
士
幌
町
内
で
国
お
よ
び
道
が

実
施
し
た
農
林
業
関
係
事
業
費

は
２
１
２
億
円
に
達
し
、
合
わ

せ
る
と
年
平
均
43
億
円
強
の
額

が
農
林
業
関
係
の
事
業
に
使
わ

れ
て
い
る
。
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）か
ら
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）ま
で
の
10
年
間
の
農

林
業
費
決
算
累
計
額
は
、
１
７

７
億
円
で
、
更
に
同
じ
10
年
間

に
士
幌
町
内
で
国
お
よ
び
道
が

実
施
し
た
農
林
業
関
係
事
業
費

は
１
４
１
億
円
に
達
し
、
合
わ

せ
る
と
年
平
均
32
億
円
弱
の
額

が
農
林
業
関
係
の
事
業
に
使
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）か
ら
２
０
１
９

年（
令
和
元
年
）ま
で
の
10
年
間

の
農
林
業
費
決
算
累
計
額
は
、

１
２
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

更
に
同
じ
10
年
間
に
士
幌
町
内

で
国
お
よ
び
道
が
実
施
し
た
農

林
業
関
係
事
業
費
は
68
億
円
で
、

合
わ
せ
る
と
年
平
均
18
億
円
強

の
額
が
農
林
業
関
係
の
事
業
に

使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
過

去
10
年
と
比
較
す
る
と
、
年
平

均
10
億
円
強
減
少
し
て
い
る
。

◎
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）以

降
に
行
わ
れ
た
補
助
事
業
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

○
農
業
生
産
体
質
強
化
総
合
推

進
対
策
事
業（
平
成
３
年
で
終
了
）

　

事
業
最
終
年
と
し
て
浅
層
排

水
、
心
土
破
砕
事
業
の
ほ
か
、

い
も
類
産
地
再
編
整
備
特
別
対

策
事
業
と
し
て
、
フ
レ
ン
チ
フ

ラ
イ
用
、
ブ
ロ
ッ
ク
用
、
チ
ッ

プ
用
の
色
彩
選
別
機
６
台
を
設

置
。
事
業
費
総
額
は
２
億
５
千

万
円
。

○
農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造

改
善
モ
デ
ル
事
業（
士
幌
西
部

地
区
）

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
１
９

９
０
年（
平
成
２
年
）度
で
組
合

員
全
戸
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
設
備

を
導
入
し
た
他
、
１
９
９
１
年

（
平
成
３
年
）に
バ
ラ
栽
培
用
水

耕
ハ
ウ
ス
一
棟
を
建
設
、
同
４

年
に
は
北
中
地
区
に
農
村
広
場

建
設
と
し
て
管
理
棟
、
木
道
の

整
備
を
は
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）で
終
わ
っ
た
が
こ
の

間
の
事
業
費
は
約
３
億
円
と
な

っ
た
。

○
先
進
的
農
業
生
産
総
合
推
進

対
策
事
業

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）か

ら
６
年
ま
で
の
事
業
で
、
馬
鈴

し
ょ
貯
蔵
庫
一
棟（
７
億
２
千

万
円
）、
熟
成
堆
肥
製
造
施
設

二
棟（
上
居
辺　

２
億
１
千
万
円
）

を
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）に

建
設
し
た
の
を
は
じ
め
、
１
９

９
３
年（
平
成
５
年
）に
は
サ
ラ

ダ
製
造
ラ
イ
ン
一
式（
東
松
山

近代的な農作業風景
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市　

８
億
８
千
万
円
）、
同
６

年
で
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
製
造
ラ
イ

ン
一
棟
一
式
を
建
設
し
た
。

○
農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造

改
善
事
業（
士
幌
中
央
地
区
）

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に

指
定
を
受
け
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）ま
で
事
業
が
行
わ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
１
９
９
１

年（
平
成
３
年
）に
農
産
物
加
工

冷
凍
食
品
貯
蔵
庫（
７
億
９
千

万
円
）、
１
９
９
３
年（
平
成
５

年
）度
で
コ
ロ
ッ
ケ
製
造
施
設

と
同
加
工
設
備
整
備
で
12
億
３

千
万
円
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽

培
施
設
を
１
億
６
千
万
円
で
、

更
に
農
林
漁
業
体
験
実
習
館（
士

幌
農
協
記
念
館
）を
７
億
５
千

万
円
の
事
業
費
に
よ
り
建
設
し

た
。

○
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）か

ら
の
事
業
で
、
８
年
に
は
、
伝

統
農
業
保
存
伝
承
館（
７
千
万
円
）

を「
発
祥
の
地
」に
建
設
し
た
ほ

か
、
佐
倉
交
流
セ
ン
タ
ー（
５

千
万
円
）も
完
成
さ
せ
た
。

　

10
年
度
事
業
と
し
て
、
小
麦

受
入
乾
燥
施
設
を
７
億
１
千
万

高橋はるみ北海道知事（当時）の視察

円
で
、
ま
た
豆
類
乾
燥
調
整
施

設
を
４
億
３
千
万
円
で
行
っ
て

い
る
。

　

そ
の
他
農
業
生
産
体
制
強
化

総
合
推
進
対
策
事
業
の
中
で
１

９
９
６
年（
平
成
８
年
）に
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
処
理
加
工
ラ
イ
ン

一
式
を
３
億
２
千
万
円
で
整
備

し
、
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

に
は
、
京
都
府
福
知
山
市
に
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
製
造
処
理
施
設
を

建
設
し
た
が
事
業
費
は
10
億
４

千
万
円
で
あ
っ
た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

で
新
た
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た「
地

域
農
業
基
盤
確
立
農
業
構
造
改

善
事
業
」で
は
原
料
馬
鈴
し
ょ

貯
蔵
庫
と
農
業
気
象
高
度
利
用

施
設（
情
報
シ
ス
テ
ム
）で
14
億

円
の
事
業
を
行
っ
た
。
原
料
馬

鈴
し
ょ
貯
蔵
庫
は
こ
れ
ま
で
の

バ
ラ
貯
蔵
施
設
と
は
異
な
り
コ

ン
テ
ナ
の
ま
ま
貯
蔵
す
る
冷
蔵

装
置
付
き
の
施
設
で
ス
チ
ー
ル

コ
ン
テ
ナ
９
４
８
８
基
と
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
３
台
も
併
せ
て
導

入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
翌
11
年
度
の
同
事
業

で
も
食
用
馬
鈴
し
ょ
貯
蔵
庫（
前

年
事
業
と
同
様
コ
ン
テ
ナ
１
万

４
６
４
基
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

３
台
含
む
）ポ
テ
ト
ス
ナ
ッ
ク

製
造
施
設
、
食
用
馬
鈴
し
ょ
選

別
施
設
の
ほ
か
、
前
年
か
ら
２

年
継
続
事
業
で
行
っ
た
農
業
気

象
高
度
利
用
施
設（
情
報
シ
ス

テ
ム
）な
ど
あ
わ
せ
て
21
億
１

千
万
円
を
投
資
し
て
事
業
を
実

施
し
た
。

　

農
業
基
本
法
第
21
条
に
基
づ

い
た
農
業
構
造
政
策
の
中
で
、

１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）に
第

１
次
農
業
構
造
改
善
事
業（
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
）と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
本
事
業
は
、
そ
の
後

第
２
次
農
構
、
新
農
構
と
引
継

ぎ
更
に
事
業
名
を
変
え
な
が
ら

延
々
と
１
９
９
９
年（
平
成
11

年
）ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

農
業
生
産
総
合
関
係
事
業
も
含

め
、
土
地
改
良
以
外
の
基
盤
整

備
に
投
入
し
た
事
業
資
金
は
２

７
９
億
円
と
な
り
、
内
補
助
金

は
、
１
３
４
億
と
な
っ
た
。
昭

和
30
年
～
40
年
代
の
貨
幣
価
値

を
考
え
る
と
莫
大
な
額
で
あ
る
。

こ
の
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、

時
の
政
治
経
済
や
社
会
の
要
求
・

要
望
等
に
対
応
し
名
称
や
内
容
、

手
法
、
予
算
規
模
を
変
え
な
が

ら
展
開
さ
れ
、
全
国
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
が
こ
の
事
業
を
導
入

し
、
そ
の
結
果
、
農
業
・
農
村

の
生
産
力
・
生
活
基
盤
が
整
備

さ
れ
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の

食
料
自
給
率
は
大
幅
に
低
下
し
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
過

疎
化
が
進
展
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
対
応
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
基
本
法
に
か

わ
り
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法（
新
農
業
基
本
法
）が
１
９

９
９
年（
平
成
11
年
）に
制
定
さ

れ
、
農
業
構
造
改
善
事
業
も
な

く
な
り
、
代
わ
っ
て
経
営
構
造

対
策
が
２
０
０
０
年（
平
成
12

年
）か
ら
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

○
農
業
生
産
総
合
対
策
事
業

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）に

は
、
十
勝
管
内
の
澱
粉
工
場
の

再
編
に
伴
い
、
士
幌
農
協
澱
粉

工
場
の
加
工
処
理
施
設
、
貯
蔵

施
設
、
排
水
処
理
施
設
等
の
整

備
で
事
業
費
87
億
４
千
万
円
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）集
出

荷
貯
蔵
施
設
の
改
造
に
は
事
業

費
９
億
６
千
万
円
の
生
産
振
興

総
合
対
策
事
業
を
実
施
し
た
。

○
耕
畜
連
携
・
資
源
循
環
総
合

対
策
条
件
整
備
事
業

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）食

品
加
工
の
際
に
出
る
野
菜
く
ず

か
ら
家
畜
の
飼
料
等
を
作
る
た

め
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

建
設
に
２
億
１
千
万
円
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業　

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト（
２
基
）消

化
液
散
布
機（
２
台
）に
１
億
７

千
万
円
、
２
０
０
４
年（
平
成

16
年
）バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト（
１

基
）に
６
千
万
円
。

○
経
営
構
造
対
策
事
業

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）農

産
物
生
産
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
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に
１
億
４
千
万
円
。

○
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事

業
　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）農

畜
産
物
集
出
荷
施
設
整
備
に
１

億
３
千
万
円
、
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
加

工
施
設
の
整
備
に
10
億
８
千
万

円
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
収
穫
機

（
２
台
）の
導
入
に
５
千
万
円
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）小
麦

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
の
整
備
に

21
億
１
千
万
円
、
農
業
用
機
械

（
５
台
）の
導
入
に
４
千
万
円
、

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）食
用

馬
鈴
し
ょ
受
入
検
品
施
設
の
整

備
に
７
千
万
円
、
食
用
馬
鈴
し

ょ
選
果
施
設
整
備
に
４
億
９
千

万
円
、
種
子
用
馬
鈴
し
ょ
選
別

施
設
整
備
に
６
千
万
円
、
２
０

１
３
年（
平
成
25
年
）農
業
用
機

械
等（
20
戸
：
29
台
）の
導
入
に

１
億
５
千
万
円
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）農
業
用
機
械
等

（
16
戸
：
21
台
）の
導
入
に
１
億

３
千
万
円
、
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）農
業
用
機
械
等（
30
戸
：

38
台
）の
導
入
に
２
億
３
千
万
円
、

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）農
業

用
機
械
等（
２
戸
：
７
台
）の
導

入
に
８
千
万
円
、
で
ん
粉
工
場

取
水
施
設
に
２
千
万
円
、
公
共

牧
場
に
１
億
４
千
万
円
、
２
０

１
７
年（
平
成
29
年
）農
業
用
機

械
等（
３
戸
：
５
台
）の
導
入
に

３
千
万
円
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）種
馬
鈴
し
ょ
集
出
荷

調
整
に
２
億
２
千
万
円
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）農
作
業
用

機
械（
３
戸:

９
台
）の
導
入
に

７
千
万
円
、
大
豆
バ
ラ
受
入
施

設
に
８
千
万
円

○
北
海
道
地
域
づ
く
り
総
合
交

付
金
事
業

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）家

畜
防
疫
車
整
備
に
２
千
万
円
、

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）馬
鈴

し
ょ
集
出
荷
貯
蔵
施
設
エ
チ
レ

ン
供
給
制
御
装
置
整
備
に
３
千

万
円
、２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

小
麦
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
選
別
機

整
備
に
１
億
５
千
万
円
、
２
０

１
６
年（
平
成
28
年
）ジ
ャ
ガ
イ

モ
保
管
施
設
加
湿
装
置
整
備
に

１
千
万
円
、
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）豆
類
自
動
包
装
ラ
イ

ン
整
備
に
３
千
万
円
、
乳
成
分
・

体
細
胞
数
測
定
装
置
導
入
に
６

千
万
円
、
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）豆
類
色
彩
選
別
機
改
修

整
備
に
８
千
万
円

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）馬

鈴
し
ょ
集
出
荷
貯
蔵
施
設
に
37

億
８
千
万
円
、
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）農
業
用
機
械
等
の
導

入
に
６
億
３
千
万
円

・
畑
作
構
造
転
換
事
業

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）省

力
化
機
械
等（
42
戸
：
48
台
）の

導
入
に
１
億
８
千
万
円
、
２
０

１
９
年（
令
和
元
年
）病
害
虫
抵

抗
品
種
の
導
入
に
３
千
万
円
、

豆
類
の
省
力
栽
培
に
向
け
た
取

組
に
３
千
万
円
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）て
ん
菜
の
風
害
・

湿
害
軽
減
技
術
の
導
入
に
６
千

万
円
、
病
害
虫
抵
抗
品
種
の
導

入
に
３
千
万
円
、
豆
類
の
省
力

栽
培
に
向
け
た
取
組
に
６
千
万

円
、
り
病
率
の
低
い
種
子
の
供

給
に
向
け
た
取
組
に
２
千
万
円

・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交

付
金

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）脱

炭
素
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
築

事
業
に
２
千
万
円

畑
作
土
地
改
良

　

士
幌
町
は
、
土
地
基
盤
整
備

事
業
を
早
く
か
ら
実
施
し
、
農

業
生
産
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）以

降
に
お
け
る
、
国
営
・
道
営
・

町
営
に
よ
る
当
町
内
で
実
施
し

た
事
業
は
表-

１
・
表-

２

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

道
営
土
地
改
良
事
業
で
は
、

明
渠
排
水
・
暗
渠
排
水
・
石
礫

除
去
・
農
地
造
成
等
が
含
ま
れ
、

地
域
全
体
の
土
地
条
件
の
整
備

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）か

ら
道
は
、「
21
世
紀
高
生
産
基
盤

整
備
促
進
特
別
対
策
事
業
」（
通

称
～
農
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
）

を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

農
業
の
国
際
化
が
進
む
中
で
、

体
質
の
強
い
農
業
経
営
を
実
現

す
る
た
め
、
農
家
が
今
必
要
と

し
て
い
る
生
産
基
盤
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

農
家
負
担
を
軽
減
す
る
特
別
対

策
事
業
で
既
存
の
整
備
事
業
で

は
事
業
費
の
20
％
程
度
か
か
る

農
家
負
担
を
５
％
と
し
、
従
来

と
の
差
額
は
道
と
町
が
負
担
す

る
制
度
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

事
業
の
対
策
期
間
は
５
年
間
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
５
年
ご

と
に
継
続
し
、
農
家
負
担
に
つ

い
て
は
、
現
在
７
．
５
％
と
な

っ
て
い
る
。
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国営、道営土地改良（農業基盤整備）事業一覧
表－１� （※総事業費１億円以上の事業）

事業名 地区名 工事期間 総事業費（百万円） 事　　業　　内　　容

国営直轄明渠排水 オピチャ 平６～９ 1,694 明渠排水

国営造成施設整備 西士幌 平８～ 12 2,006 畑かん施設

道営担い手畑総 上居辺 昭 59 ～平 14 5,622 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去・農地造成・区画整理

道営担い手畑総 士幌南 昭 62 ～平 16 6,984 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去

道営担い手畑総 西吉野 昭 62 ～平 15 6,396 明渠排水・農道・畑かん・暗渠排水・石礫除去・農地造成　
　　区画整理

道営担い手畑総 上押帯 平元～ 16 1,650 農道・暗渠排水・石礫除去・農地造成・区画整理

道営担い手畑総 新　田 平８～ 13 912 農道・区画整理・石礫除去

道営緊急畑総 士幌北部東 平２～５ 791 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去

道営緊急畑総 士幌北部西 平２～５ 506 暗渠排水・農道・石礫除去

道営緊急畑総 共　益 平５～ 12 1,101 農道・暗渠排水・区画整理・石礫除去

道営緊急畑総 西　上 平５～ 13 1,891 農道・暗渠排水・区画整理・石礫除去

道営緊急畑総 佐倉　 平７～ 13 906 明渠排水・農道・暗渠排水・区画整理・石礫除去

道営明渠排水 士幌東 平３～９ 1,026 明渠排水

道営農地開発 上音更 昭 62 ～平 13 816 農道・明渠排水・農地造成

道営農地開発 川　西 平３～ 13 1,498 農道・明渠排水・農地造成

道営農地開発 豊年　 平４～ 12 544 農道・農地造成

道営農地保全 士幌中央 平８～ 13 282 石礫除去

道営農地保全 士幌西 平９～ 14 350 石礫除去

道営営農用水 西士幌新田 平 10 ～ 13 757 営農用水

道営広域農道 十勝北西部 昭 62 ～平 10 2,270 西９線 24 号～ 40 号・40 号西９線～西３線

道営基幹農道舗装 第２新田２期 昭 63 ～平４ 210 新田５号線

道営開拓地農道 栄　進 平元～７ 268 新田６号線、川西西 16 線

道営広域関連農道 協　進 平９～ 14 437 基線国道 241 号～ 31 号

道営農免農道 中音更 平３～ 10 433 川西西１線 30 号～ 35 号

道営農免農道 居辺東 平４～ 13 753 29 号東７線～東 14 線

道営農免農道 中音更２期 平７～ 14 667 川西西１線 35 号～ 38 号

道営農免農道 平　和 平６～ 10 296 基線 31 号～ 35 号

道営農免農道 新　光 平７～ 14 735 東６線 21 号～ 27 号

道営農免農道 富　秋 平 11 ～ 17 800 西３線 13 号～ 21 号

道営農道特別対策 西３線 平５～９ 428 西３線 21 号～士幌市街、中央線・21 号西２線～西３線

道営農道特別対策 南百戸 平７～ 10 182 幹線 23 号～ 29 号

道営農道特別対策 瑞　穂 平 10 ～ 12 151 20 号基線～東３線

道営農道特別対策 豊　進 平９～ 13 385 西１線 15 号～ 21 号

道営農地保全 士幌北生 平 16 ～ 19 165 石礫除去

道営営農用水 西士幌新田２期 平 13 ～ 18 1,378 営農用水

国営かんがい排水 上音更 平 19 ～ 24 3,900 明渠排水

国営かんがい排水 富秋士幌川下流域 平 24 ～令４ 6,310 明渠排水

国営かんがい排水 士幌西部 平 24 ～令２ 4,970 明渠排水

道営担い手畑総 士幌西部北 平 16 ～ 20 304 暗渠排水・石礫除去

道営担い手畑総 士幌東部 平 17 ～ 22 1,047 明渠排水・暗渠排水・石礫除去・農道

道営担い手畑総 士幌佐倉 平 18 ～ 23 705 暗渠排水・石礫除去・農道

道営担い手畑総 士幌南部 平 19 ～ 23 376 暗渠排水・石礫除去

道営担い手畑総 下居辺 平 20 ～ 24 582 明渠排水・石礫除去

道営担い手畑総 士幌西部南 平 21 ～ 25 1,482 暗渠排水・石礫除去・区画整理・農地造成

道営担い手畑総 士幌北部 平 23 ～ 26 497 客土・暗渠排水・石礫除去

道営担い手畑総 上居辺第２ 平 24 ～ 28 1,218 農道・客土・暗渠排水・石礫除去・区画整理・農地造成

道営担い手畑総 西上第２ 平 26 ～ 30 559 明渠排水・暗渠排水・石礫除去・区画整理

道営担い手畑総 士幌佐倉第２ 平 27 ～令１ 683 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去・区画整理

道営担い手畑総 士幌南部第２ 平 29 ～令６ 1,917 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去・区画整理

道営担い手畑総 第２下居辺 平 30 ～令５ 1,090 暗渠排水・石礫除去・区画整理

道営担い手畑総 士幌川西西 令２～令８ 2,278 明渠排水・区画整理・農地造成

道営担い手畑総 士幌川西東北 令３～令７ 990 区間整理

道営草地整備 新　田 平 24 ～ 29 1,069 草地整備改良・草地造成改良・障害物整備　　　　　　　　
家畜保護施設整備・他

道営農道特別対策 上居辺（柏・柏野） 平 30 ～令４ 300 農道

道営通作条件整備 北　中 令２～６ 400 農道

道営営農用水 西堀田 平 16 ～ 20 2,337 営農用水

道営営農用水 士　幌 平 27 ～令２ 2,009 営農用水
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市町村営土地改良事業一覧
表－２� （単位：百万円）

施行年度 事業名 事　業　内　容 事業費

昭 63 ～平６ 佐倉地区土地改良総合整備 明渠排水・農道・暗渠排水・石礫除去農地開発・区画整理 605

平元～３ 西士幌地区土地改良総合整備 農道・石礫除去 115

平６～９ 共進ふるさと農道 西１線 10 号～ 13 号、10 号西２線～西１線 13 号西１～基線 88

平５～６ 実勝ふるさと農道 21 号幹線～西３線 33

平５～６ 西居辺ふるさと農道 32 号東７線～東 10 線 69

平９～ 11 開運ふるさと農道 28 号東 10 線～東 14 線 130

平 10 ～ 12 西居辺南ふるさと農道 28 号東７線～東９線 69

平 11 ～ 12 西堀田ふるさと農道 20 号東４線～東５線 30

平 12 ～ 14 郷愛道営農道特別対策 農　道 288

平 12 ～ 13 開運ふるさと農道 農　道 54

平 13 ～ 14 北開ふるさと農道 農　道 35

平 17 ～ 19 北旭ふるさと農道 農　道 118

平 20 ～ 21 北旭東ふるさと農道 農　道 34

平 20 東雲ふるさと農道 農　道 7

平 21 ～ 22 日進ふるさと農道 農　道 37

平 22 ～ 24 西居辺北ふるさと農道 農　道 90

平 21 ～ 24 実勝第２ふるさと農道 農　道 150

平 22 ～ 24 日の出ふるさと農道 農　道 100

平 27 ～ 29 上居辺地区農道整備事業 農　道 103

平 27 ～ 30 中士幌地区農道整備事業 農　道 46

平 27 ～令１ 士幌南地区農道整備事業 農　道 63

令１～２ 中士幌 20 号西地区農道整備事業 農　道 27

平 29 ～令１ 下居辺地区農地耕作条件改善事業 農　道 424

令２～４ 士幌南地区農地耕作条件改善事業 明渠排水 280

平 25 農業体質強化基盤整備促進事業 明渠排水 36

平 26 新田地区小規模土地改良事業 明渠排水 23

平 27 ～ 29 新栄地区小規模土地改良事業 明渠排水 70

平 30 新田２地区小規模土地改良事業 明渠排水 15

令１ 上居辺地区小規模土地改良事業 明渠排水 10

令２・４ 士幌南地区小規模土地改良事業 明渠排水 20

令３ 実勝地区小規模土地改良事業 明渠排水 6

平 24 ～ 25 農業体質強化基盤整備促進事業 明渠排水 288
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３
、
農
政
・
農
業
共
済

農
業
委
員
会
の
活
動

　

１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）３

月「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」が
公
布
さ
れ
、
こ
の
法

律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
農

業
委
員
会
は
、
戦
後
断
行
さ
れ

た
農
民
開
放
、
農
地
改
革
の
推

進
業
務
を
実
施
し
て
い
た「
農

地
委
員
会
」を
引
き
継
ぎ
、
農

地
を
守
り
、
有
効
に
活
用
す
る

た
め
の
行
政
委
員
会
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。
農
業
情
勢
の
変

化
に
よ
っ
て
業
務
の
重
点
が
移

り
、
ま
た
拡
大
さ
れ
、
そ
の
時
々

の
農
政
の
課
題
を
先
取
り
す
る

方
向
で
農
地
の
流
動
化
あ
っ
旋

業
務
、
担
い
手
育
成
等
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
農
地
保
有
合
理

化
促
進
事
業
で
は
、
農
用
地
の

合
理
的
な
利
用
集
積
を
図
り
、

均
衝
の
あ
る
農
地
流
動
化
対
策

を
進
め
、
更
に
優
良
農
地
等
の

適
正
配
分
で
は
地
区
農
用
地
利

用
調
整
協
議
会
が
農
地
の
貸
し

手
、
借
り
手
の
掘
り
起
こ
し
と

あ
っ
せ
ん
調
整
を
行
い
、
地
区

内
農
地
流
動
化
を
積
極
的
に
図

っ
て
経
営
規
模
拡
大
に
努
め
て

い
る
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

の
あ
っ
せ
ん
実
績
は
78
件
で
５

１
７
㌶
、
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）度
で
32
件
、
４
５
２
㌶

と
な
っ
て
い
る
。

　

委
員
の
定
数
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
12
人
と
農
協
理
事
か
ら

推
薦
す
る
者
１
人
、
町
議
会
が

推
薦
す
る
学
識
経
験
者
１
人
の

計
14
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）か
ら

町
議
会
の
推
薦
が
無
く
な
り
13

人
で
構
成
し
て
い
た
。（
表‒

１

参
照
）

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）９

月
に「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
職
選

挙
法
に
基
づ
く
選
挙
制
か
ら
、

町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
任
命
制
と
な
り
、
２
０

１
６
年（
平
成
28
年
）４
月
よ
り

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
定

数
を
13
人
か
ら
地
区
団
体
一
般

公
募
13
人
、
利
害
関
係
を
有
し

な
い
者
１
人
の
計
14
人
に
改
正

し
た
。

　

委
員
会
は
毎
月
１
回
定
例
総

会
を
開
く
ほ
か
、
２
０
０
７
年

（
平
成
19
年
）ま
で
は
、
農
地
・

農
政
・
農
業
後
継
者
対
策
の
３

つ
の
小
委
員
会
を
設
置
、
２
０

０
８
年（
平
成
20
年
）か
ら
は
、

議
会
か
ら
の
推
薦
が
３
人
減
少

し
た
こ
と
に
伴
い
、
農
地
・
農

業
振
興
の
二
つ
の
小
委
員
会
に

再
編
し
、
き
め
細
か
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

▽
農
業
委
員
会
会
長（
平
成
３

年
以
降
）

　

板
垣
邦
宏（
平
３
・
５
～
５
・

７
）／
加
藤
英
雄（
平
５
・
７
～

８
・
７
）／
森
本
慶
一（
平
８
・

７
～
14
・
７
）／
成
田
吉
信（
平

14
・
７
～
17
・
４
）／
二
川
政

義（
平
17
・
４
～
17
・
７
）／
井

原
力
也（
平
17
・
７
～
20
・
７
）

／
山
田
真
人（
平
20
・
７
～

23
・
７
）／
赤
間
敏
博（
平
23
・

７
～
26
・
７
）／
渡
邊
睦
実（
平

26
・
７
～
令
２
・
７
）／
森
本

耕
二（
令
２
・
７
～
現
在
）

農
地
集
団
化
事
業

　

士
幌
町
農
業
委
員
会
で
は
、

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）以
降
、

農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
農
地
集
団
化
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
、
地
域
全
体
の
安

定
合
理
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
が
、
１
９
９
０
年

（
平
成
２
年
）以
降
の
事
業
実
施

状
況
は「
農
地
集
団
化
事
業
一
覧
」

（
表‒

２
参
照
）の
と
お
り
で
、

農業委員会定期総会

表－１　　　　　　　　　　　　農業委員の定数

年　度 選挙による
委　　　員

選任による委員
計議会が

推薦した委員
農協推薦
理　　事

1990（H ２） 12 4 1 17
1993（H ５） 12 5 1 18
1996（H ８） 12 4 1 17
1999（H11） 12 5 1 18
2002（H14） 12 5 1 18
2005（H17） 12 4 1 17
2008（H20） 12 1 1 14
2011（H23） 12 1 1 14
2014（H26） 12 ― 1 13

※平成27年９月「農業委員会等に関する法律」が改正され公募等により町議会の同意を得て、町長が任命する。

年　度 公募（推薦・応募） 計
2017　 （H29） 14 14
2020（令和２） 14 14

表－２　　　　　　　　　　　農地集団化事業一覧
年　度 地区名 実施面積 受益戸数 移動率 集団化率 受益駐在区

平２～３ 佐倉
地区 700 36 23.1 40.2 佐倉地区

全域

平３～４ 下居辺
地区 850 48 30.6 36.5 下居辺地区

全域

平５～６ 士幌北
地区 1,000 80 34.7 34.7 士幌北地区

全域

平７～８ 上居辺
地区 1,430.7 110 34.6 33.9 上居辺地区

全域

平９～ 10 中士幌
地区 1,000 114 16.5 34.4 中士幌地区

全域

平 11 ～ 12 新田地
区 1,000 47 46.3 34.5 新田地区

全域

平 13 ～ 15 士幌南
地区 650 89 26.2 36.3 士幌南地区

全域

平 16 ～ 17 川西
地区 1,140 41 21.6 41.6 西上・中音

更地区全域

平 18 ～ 19 佐倉地
区 650 58 29.1 35.6 佐倉地区

全域

平 20 ～ 21 下居辺
地区 750 38 29.7 40.2 下居辺地区

全域

平 22 ～ 23 士幌北
地区 600 47 38.5 42.3 士幌北地区

全域
※平成24年度以降は実施事業なし
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間
断
な
く
町
内
各
地
区
に
つ
い

て
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

の
士
幌
北
地
区
の
事
業
以
降
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

本
事
業
は
、
全
体
的
な
見
直

し
の
中
で
更
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
後
継
者
と
農
業
者
年
金

　

昭
和
50
年
代
後
半
ま
で
毎
年

20
人
以
上
い
た
新
規
農
業
後
継

者（
い
わ
ゆ
る
農
家
の
跡
取
り
）

も
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て

年
々
減
少
し
、
か
つ
て
の
半
数

以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
担
い
手
育
成
は
、
長
年
、

町
関
係
機
関
が
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
が
、
士
幌
高
校
に
よ
る

農
業
青
年
育
成
の
ほ
か
農
業
後

継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
に
重

点
を
置
き
推
進
し
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
は
、
農
業

後
継
者
結
婚
推
進
員
会（
２
０

１
２
年（
平
成
24
年
）度
に
農
業

担
い
手
支
援
協
議
会
に
改
称
）

が
主
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
後
継
者
の
結
婚
を
成
立

さ
せ
た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

か
ら「
北
海
道
す
ず
ら
ん
の
里

交
流
会
」に
本
町
の
青
年
が
毎

年
１
～
４
名
参
加
し
、
関
西
女

性
と
の
交
流
会
の
中
か
ら
、
２

０
１
８
年（
平
成
30
年
）の
間
に

８
名
の
後
継
者
を
結
婚
に
結
び

つ
け
た
。「
北
海
道
す
ず
ら
ん
の

里
交
流
会
」は
２
０
１
０
年（
平

成
22
年
）よ
り「
北
海
道
十
勝
農

業
青
年
と
の
交
流
会
」へ
名
称

が
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
２

０
１
７
年（
平
成
29
年
）か
ら
大

阪
市
で
の
開
催
に
代
わ
り
十
勝

で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会
主

催
で
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

に
事
業
を
開
始
し
た「
十
勝
農

業
青
年
と
名
古
屋
独
身
女
性
の

交
流
会
」に
も
１
９
９
８
年（
平

成
10
年
）度
か
ら
本
町
の
農
業

青
年
が
参
加
し
、
２
０
０
２
年

（
平
成
14
年
）に
１
名
、
２
０
０

８
年（
平
成
20
年
）に
１
名
の
後

継
者
を
結
婚
に
結
び
つ
け
た
が
、

名
古
屋
交
流
会
は
同
年
を
も
っ

て
終
了
し
た
。

　

農
業
者
年
金
は
、
経
営
を
移

譲
し
た
も
の
に
年
金
を
支
給
す

る
制
度
と
し
て
１
９
７
０
年（
昭

和
45
年
）に
法
制
化
さ
れ
た
。

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）１
月

か
ら
は「
積
立
方
式
」を
採
用
す

る
政
策
年
金
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

に
お
け
る
本
町
の
年
金
加
入
者

は
、
４
２
６
人
で
、
年
金
受
給

者
は
、
移
譲
年
金
２
６
５
人
、

老
齢
年
金
31
人
の
、
合
わ
せ
て

２
９
６
人
が
７
６
０
０
万
円
余

の
年
金
を
受
給
し
、
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）度
で
は
、
加
入

者
が
２
６
５
人
、
受
給
者
は
２

９
６
人
が
９
千
万
円
余
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
。

農
業
振
興
基
金
と
人
材
育

成
基
金

　

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）農

協
か
ら
の
寄
付（
３
億
円
）を
原

資
と
し
て
設
置
し
た「
農
業
振

興
基
金
」は
、
基
金
か
ら
生
ず

る
果
実
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
農
業
振
興
事
業
を
実
施
し

て
き
た
が
、
と
り
わ
け
果
実
運

用
の
当
初
か
ら
取
り
進
め
た
農

家
を
主
と
す
る
海
外
研
修
視
察

は
毎
年
計
画
的
に
行
わ
れ
、
１

９
９
１
年（
平
成
３
年
）ま
で
に

町
内
農
家
の
ほ
ぼ
全
戸
が
こ
の

研
修
に
参
加
す
る
と
い
う
他
に

例
を
見
な
い
事
業
と
し
て
注
目

さ
れ
た
。

　

毎
年
、
農
業
振
興
基
金
運
用

委
員
が
そ
の
年
ご
と
の
農
業
振

興
上
の
重
点
事
項
を
選
定
し
、

事
業
費
の
配
分
を
行
っ
て
い
る

が
、
士
幌
高
校
の
農
業
教
育
振

興
に
も
重
点
配
分
さ
れ
て
い
た
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
末

現
在
の
基
金
残
高（
特
別
基
金

除
く
）は
、
約
５
億
円
余
で
、

ほ
か
に
白
老
と
苫
小
牧
に
原
野
、

山
林
、
宅
地
23
㌶
を
保
有
し
て

い
る
。

◎
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

の
基
金
に
よ
る
事
業
は
次
の
と

お
り
。

　

農
薬
空
袋
処
理
事
業
・
農
業

廃
棄
物
処
理
事
業
・
基
幹
作
物

輪
作
維
持
支
援
事
業
な
ど
で
支

出
総
額
は
、
１
億
１
千
万
円
余

と
な
っ
た
。

　

１
９
８
４
年（
昭
和
59
年
）、

名
誉
町
民
故
太
田
寛
一（
元
士

幌
農
協
組
合
長
）の
生
前
の
意

志
に
よ
り
、
遺
族
か
ら
の
寄
付

金（
１
億
円
）を
積
立
て
設
置
し

た「
太
田
寛
一
人
材
育
成
基
金
」

は
、
農
業
振
興
の
た
め
の
人
材

を
育
成
す
る
事
業
に
充
て
る
も

の
で
、
農
業
振
興
基
金
同
様
果

実
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運

用
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
て

い
る
が
、
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

ア
グ
リ
研
究
グ
ル
ー
プ
活
動
助

成
・
人
材
育
成
団
体
活
動
助
成

（
啓
明
塾
）、
農
協
青
年
・
女
性

部
研
修
講
座
の
３
事
業
で
事
業

費
決
算
額
は
、
１
３
３
万
円
で

あ
っ
た
。

　

な
お
、
近
年
は
低
金
利
に
よ

り
果
実
収
入
も
減
少
し
て
い
る

た
め
、
農
業
振
興
基
金
に
よ
る

事
業
も
含
め
、
事
業
件
数
お
よ

び
事
業
費
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

真
価
発
揮
す
る
農
業
共
済

事
業

　

１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）農

業
共
済
組
合
か
ら
町
へ
移
管
し

た
農
業
共
済
事
業
は
、
１
９
７

９
年（
昭
和
54
年
）度
か
ら
は
、

馬
鈴
し
ょ
・
て
ん
菜
・
豆
類
が
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度
か

ら
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
た
ま

ね
ぎ
が
畑
作
共
済
と
し
て
事
業

に
加
わ
り
、
小
麦
を
含
め
た
本

町
の
主
要
作
目
の
ほ
と
ん
ど
が

共
済
制
度
対
象
と
な
り
、
家
畜

共
済
事
業
も
合
わ
せ
、
災
害
を

受
け
た
農
家
の
損
失
補
償
と
、

再
生
産
の
た
め
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　

共
済
目
的
ご
と
の
引
受（
加
入
）

も
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
く
、
更
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に
家
畜
は
補
償
の
選
択
加
入
で

万
一
に
備
え
て
い
る
。

　

家
畜
の
飼
育
頭
数
が
年
々
増

加
し
、
共
済
引
受
も
１
９
９
５

年（
平
成
７
年
）度
で
４
万
頭
を
、

ま
た
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）

度
か
ら
乳
牛
お
よ
び
肥
育
牛
の

子
牛
共
済
制
度
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
５
万
頭
を
超
え
、

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度
の

引
受
実
績
は
６
万
４
５
１
８
頭

に
達
し
た
。

　

一
方
、
農
畑
作
物
の
被
害
、

家
畜
の
事
故（
死
廃
・
病
傷
）に

対
し
て
補
償
す
る
共
済
金
は
、

年
に
よ
っ
て
違
う
が
、
冷
湿
害

被
害
を
受
け
た
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）の
畑
作
物
共
済
金
４

億
９
千
万
円
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）の
農
作
物（
小
麦
）共

済
金
３
億
５
千
万
円
、
２
０
０

３
年（
平
成
15
年
）の
畑
作
物
共

済
金
３
億
１
千
万
円
、
２
０
０

９
年（
平
成
21
年
）の
農
作
物（
小

麦
）共
済
金
５
億
３
千
万
円
、

翌
年
に
は
、
農
作
物（
小
麦
）共

済
金
５
億
円
、
畑
作
物
共
済
金

３
億
２
千
万
円
余
、
２
０
１
６

年（
平
成
28
年
）度
で
は
、
農
作

物
共
済
勘
定
で
６
億
５
千
万
円

余
、
畑
作
物
共
済
勘
定
で
２
億

７
千
万
円
余
、
家
畜
共
済
勘
定

表－4　　　　　　　　　　　　　　　　家畜共済引受（加入）状況
1990

（H ２）
1995

（H ７）
2000

（平 12）
2005

（H17）
2010

（平 22）
2015

（H27）
2016

（H28）

乳用
成牛

加入戸数 107 98 93 85 80 69 67
加入頭数 10,866 13,172 13,641 15,209 14,985 13,981 13,851

共済金額（百万円） 3,117 4,801 3,174 3,280 2,828 2,403 2,580

乳用
子牛等

加入戸数 51 64 56 54
加入頭数 9,519 13,337 13,602 13,092

共済金額（百万円） 343 263 358 420

肥育用
成牛

加入戸数 36 37 39 30 35 29 30
加入頭数 17,212 27,382 25,352 27,759 32,208 32,423 32,073

共済金額（百万円） 3,607 8,081 3,166 4,047 4,353 5,197 6,101

肥育用
子牛

加入戸数 6 7 6 6
加入頭数 1,417 2,106 1,845 1,893

共済金額（百万円） 69 83 102 149

馬・
種畜

その他

加入戸数 43 45 32 35 34 23 25
加入頭数 362 214 148 637 918 815 820

共済金額（百万円） 176 167 66 111 135 128 155

合　計
加入戸数 163 153 139 123 117 100 101
加入頭数 28,440 40,768 39,141 54,541 63,554 62,666 61,729

共済金額（百万円） 6,900 13,049 6,406 7,850 7,662 8,188 9,405
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農業共済金事業支払共済金状況

表－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農畑作物引受（契約）状況� （単位：百万円）

項　　　　　目 1995
（H ７）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

農作物
（小麦）

加入戸数（戸） 349 311 292 274 260 247 244 242
引受面積（a） 249,834 210,353 235,200 245,080 260,242 244,189 237,921 235,482
共済金額（保険加入額）（百万円） 1,176 1,030 1,238 1,709 977 1,262 1,583 1,500

畑作物（て
ん菜・馬鈴
しょ・豆類）

加入戸数（戸） 354 317 287 271 260 252 250 ―
共済金額（保険加入額）（a） 642,780 640,482 605,650 639,615 619,729 647,244 652,946 ―
共済金額（保険加入額）（百万円） 5,148 5,350 4,692 4,882 4,291 5,224 5,451 ―

共済金額合計（百万円） 6,380 5,930 6,591 5,268 6,486 7,034 ―

図－１　　　　　　　　　　　　　　　　農業共済金事業支払共済金状況� （単位：百万円）
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度
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
１

９
９
６
年（
平
成
８
年
）度
で
十

勝
農
業
共
済
組
合
、
３
単
独
組

合
と
士
幌
町
の
５
団
体
に
よ
る

「
管
内
農
業
共
済
組
合
等
広
域

合
併
検
討
委
員
会
」を
設
置
し

て
検
討
に
入
っ
た
。

　

合
併
案
は
、
十
勝
農
業
共
済

組
合
の
運
営
方
針
に
士
幌
町
ほ

か
３
組
合
の
条
件
が
ど
こ
ま
で

満
た
さ
れ
る
か
を
主
体
に
検
討

が
進
め
ら
れ
た
が
、
特
に
士
幌

町
が
提
起
し
て
き
た
農
家
負
担

の
軽
減
も
し
く
は
現
状
の
維
持

に
つ
い
て
は
、
逆
に
大
幅
増（
事

務
費
賦
課
金
）が
見
込
ま
れ
、

農
協
と
一
体
で
進
め
て
い
る
奨

励
事
業
等
も
後
退
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
町
は
、
１
９
９
８
年

（
平
成
10
年
）４
月
、
農
家
を
対

象
と
し
た
地
区
別
懇
談
会
を
開

き
、
検
討
経
過
の
説
明
と
意
見

聴
取
を
行
っ
た
が
、
全
体
的
な

意
見
と
し
て
、
条
件
的
に
不
利

と
な
る
合
併
に
は
反
対
、
広
域

化
す
る
こ
と
で
末
端
の
サ
ー
ビ

ス
が
悪
く
な
る
と
い
う
意
見
の

一
方
、
合
併
に
不
参
加
の
場
合
、

国
の
補
助
金
等
が
減
額
さ
れ
運

営
上
問
題
は
な
い
か
、
ま
た
行

政
上
立
場
が
悪
く
な
ら
な
い
か

と
心
配
す
る
声
も
一
部
あ
っ
た
。

　

町
は
、
十
勝
の
合
併
案
と
懇

談
会
の
意
見
を
も
と
に
、
町
で

設
置
し
た
、
広
域
合
併
検
討
委

員
会
、
農
業
共
済
事
業
運
営
協

議
会
で
慎
重
な
検
討
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
示
さ
れ
た

合
併
案
で
は
、
条
件
が
違
い
す

ぎ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
１

９
９
８
年（
平
成
10
年
）５
月
に

十
勝
の
検
討
委
員
会
か
ら
離
脱

し
た
。

　

士
幌
を
除
く
４
組
合
は
、
更

に
協
議
を
続
け
て
き
た
が
、
合

併
に
向
け
た
合
意
が
成
立
し
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）２
月

に
合
併
調
印
、
同
年
４
月
か
ら
、

新
し
い
組
合
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

か
つ
て
管
内
に
20
あ
っ
た
農

業
共
済
組
合
も
こ
れ
で
、
１
組

合
１
公
営
事
業
体
と
な
っ
た
。

　

町
が
農
業
共
済
事
業
を
開
始

し
た
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）

は
道
内
で
10
の
市
町
村
が
農
業

共
済
事
業
を
公
営
で
行
っ
て
い

た
が
そ
れ
ぞ
れ
広
域
合
併
で
逆

移
譲
し
、
本
町
は
北
海
道
で
唯

一
、
市
町
村
営
で
実
施
し
て
い

た
。
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図－２

で
は
、
３
億
６
千
万
円
余（
病

傷
事
故
は
現
物
給
付
と
し
て
補

償
）が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　

農
業
共
済
組
合
当
時
行
っ
て

い
た
家
畜
診
療
業
務
は
、
Ｊ
Ａ

士
幌
町
が
担
当
し
、
町
か
ら
の

嘱
託
獣
医
契
約
に
よ
り
共
済
加

入
畜
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
の
農
業
共
済
組

織
の
一
県
一
組
合
化
の
推
進
を

受
け
、２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）

３
月
、
町
営
事
業
と
し
て
は
43

年
間
で
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な

っ
た
。（
表‒

３
、
４
・
図‒

１
、

２
参
照
）

農
業
共
済
合
併
不
参
加

　

十
勝
管
内
20
の
農
業
共
済
組

合
を
一
本
化
す
る
方
向
で
進
め

ら
れ
て
き
た
組
合
の
広
域
合
併

は
、
１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）、

士
幌
町
の
ほ
か
、
音
更
町
、
幕

別
町
、
豊
頃
町
の
３
農
業
共
済

組
合
が
不
参
加
の
中
、
16
組
合

で
発
足
し
、
同
年
４
月
か
ら
十

勝
農
業
共
済
組
合
と
し
て
事
業

を
開
始
し
た
。

　

士
幌
町
と
３
組
合
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
単
独
組
織
と
し
て

事
業
を
続
け
て
き
た
が
、
そ
の

後
も
道
、
農
水
省
の
執
拗
な
合

併
要
請
を
受
け
た
こ
と
か
ら
再
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士
幌
町
農
業
共
済
事
業
の

廃
止

　

北
海
道
で
唯
一
の
市
町
村
営

に
よ
る
農
業
共
済
と
し
て
、
法

令
等
遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
加
入
者
間
の
公
平
を
図

り
信
頼
さ
れ
る
農
業
共
済
を
目

指
し
運
営
を
行
っ
て
き
た
が
、

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度
か

ら
市
町
村
農
業
共
済
事
業
の
事

務
費
補
助
金
が
地
方
交
付
税
に

一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
事
業
運
営
に
危
機
感
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

た
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）11

月
、
農
林
水
産
省
か
ら「
１
県

１
組
合
化
の
取
組
の
推
進
」の

通
知
を
受
け
、
北
海
道
で
は
、

５
ブ
ロ
ッ
ク
化
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
り
、
２
０
１
１
年（
平

成
23
年
）十
勝
農
業
共
済
組
合

と「
十
勝
管
内
農
業
共
済
組
合

組
織
再
編
検
討
協
議
会
」を
創

設
し
、
協
議
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）12

月
に
第
２
段
階
で
あ
る
再
編
検

討
委
員
会
へ
移
行
し
、
再
編
後

の
基
本
構
想
案
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

士
幌
町
が
行
っ
て
い
る
家
畜
診

療
の
嘱
託
の
継
続
や
、
多
頭
飼

0

100

210

242

180

144
159

357

246

385

323

497

464

307

200

300

400

500

600

死廃

（百万円）

病傷

19
90
（H
2）

19
91
（H
3）

19
92
（H
4）

19
93
（H
5）

19
94
（H
6）

19
95
（H
7）

19
96
（H
8）

19
97
（H
9）

19
98
（H
10
）

19
99
（H
11
）

20
00
（H
12
）

20
01
（H
13
）

20
02
（H
14
）

20
03
（H
15
）

20
04
（H
16
）

20
05
（H
17
）

20
06
（H
18
）

20
07
（H
19
）

20
08
（H
20
）

20
09
（H
21
）

20
10
（H
22
）

20
11
（H
23
）

20
12
（H
24
）

20
13
（H
25
）

20
14
（H
26
）

20
15
（H
27
）

20
16
（H
28
）

育
加
入
者
の
事
務
費
賦
課
金
負

担
軽
減
措
置
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
継
続
し
て
い
た
が
、
十
勝

農
業
共
済
組
合
と
の
意
見
の
隔

た
り
が
大
き
く
、
再
編
の
時
期

の
延
長
な
ど
を
行
っ
た
が
、
意

見
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
協
議
が
膠

着
す
る
状
態
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）７

月
に
北
海
道
農
業
共
済
組
合
連

合
会
よ
り
再
編
の
道
筋
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
士
幌
町
の
家
畜
診
療
所
を

「
開
業
扱
い
」と
す
る
案
が
打
診

さ
れ
、
再
編
の
時
期
を
２
０
１

７
年（
平
成
29
年
）３
月
末
を
最

終
期
限
と
し
て
協
議
を
続
け
る

こ
と
と
な
り
、
町
が
農
業
共
済

事
業
を
廃
止
し
、
十
勝
農
業
共

済
組
合
が
士
幌
町
に
区
域
を
拡

大
し
、
農
業
共
済
事
業
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
２
０
１

７
年（
平
成
29
年
）３
月
27
日
に

は
、「
農
業
共
済
事
業
町
営
43
年

を
振
り
返
る
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

４
、
畜　

産

成
長
続
け
る
畜
産

　

乳
価
の
値
下
が
り
と
、
牛
肉

輸
入
自
由
化（
平
成
３
年
）の
影

響
で
肉
牛
価
格
の
低
迷
、
近
年

で
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ（
平
成
27

年
）、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11（
平
成
30
年
）、

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
令
和
元
年
）が
続

く
な
ど
、
道
内
の
畜
産
農
家
の

経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
町
の
畜
産
に
つ
い
て
も
同

条
件
下
で
は
あ
る
が
、
酪
農
、

肉
牛
経
営
と
も
、
規
模
拡
大
、

経
営
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
成

長
を
続
け
て
い
る
。（
図‒

１
参

照
）

240

平成2 平成7 平成12 平成17 平成22 平成27 令和２

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（頭）

261 162 138 93 59 35

家畜飼養頭数調図－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家畜飼養頭数調

� （単位：百万円）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
H12 年度

2005
H17 年度

2010
H22 年度

2015
H27 年度

2020
R ２年度

 肉用牛 21,093 31,359 34,493 44,849 50,922 51,976 58,999

 乳用牛 13,105 15,936 15,961 18,799 19,572 18,954 20,007

 馬 240 261 162 138 93 59 35
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指
定
生
乳
生
産
者
団
体
と
乳
業

者
の
交
渉
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

新
し
い
補
給
金
単
価
の
算
出
方

法
は
、
過
去
３
年
の
平
均
生
産

量
、
乳
量
等
か
ら
算
出
さ
れ
た

変
化
率
を
前
年
度
の
補
給
金
単

価
に
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
。

　

規
模
拡
大
と
個
体
の
能
力
向

上
に
よ
り
、
頭
数
や
生
乳
生
産

量
が
増
え
て
い
る
が
、
１
９
９

３
年（
平
成
５
年
）５
月
に
、
士

幌
町
農
協
は
町
内
生
乳
生
産
５

万
㌧
、
肉
牛
３
万
頭
達
成
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
農
業
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
催
し
更
な
る
飛
躍
を

祈
り
祝
っ
た
。
ま
た
、
乳
牛
飼

育
頭
数
の
規
模
拡
大
に
よ
る
牛

舎
や
設
備
の
拡
充
増
設
を
行
い
、

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）度
に

１
戸
当
た
り
牛
乳
出
荷
量
が
１

　

士
幌
町
の
畜
産
産
出
額
は
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）の
農

林
統
計
に
よ
れ
ば
91
億
に
達
し
、

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）の
68

億
円
に
比
べ
て
23
億
円
の
増
、

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）の
農

林
統
計
で
は
、
１
２
４
億
に
達

し
、
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

の
68
億
円
に
比
べ
て
56
億
円
増

の
１
・
82
倍
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）の

農
林
統
計
に
よ
れ
ば
２
０
３
億

に
達
し
、
２
０
０
６
年（
平
成

十
八
年
）の
１
２
４
億
円
に
比

べ
て
79
億
円
増
と
な
り
、
産
出

額
を
１
戸
当
た
り（
２
０
１
５

年（
平
成
27
年
）農
林
セ
ン
サ
ス
）

で
見
る
と
、
酪
農
は
１
億
２
千

万
円（
十
勝
平
均
８
４
０
０
万

円
）、
肉
牛
農
家
１
億
６
千
万

円（
十
勝
平
均
５
０
０
０
万
円
）

と
十
勝
平
均
の
１
戸
当
た
り
産

出
額
を
大
き
く
し
の
い
で
い
る
。

　

政
府
が
決
め
る
加
工
原
料
乳

保
証
価
格
は
、
１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）１
キ
ロ
当
た
り
90
・

07
円
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
に

入
っ
て
か
ら
70
円
台
ま
で
下
が

っ
た
。２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

度
か
ら
は
、
国
の
定
め
る
保
証

価
格
と
基
準
取
引
価
格
が
廃
止

さ
れ
、
加
工
原
料
乳
価
格
は
、

０
０
０
㌧
を
超
え
る
実
績
を
上

げ
た
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）の

乳
価
は
、
１
０
０
・
84
円（
Ｊ

Ａ
士
幌
町
調
）、
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会
帯
広
支
所

調
で
は
１
０
１
・
50
円
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
乳
牛
飼
育
頭

数
の
規
模
拡
大
に
よ
る
牛
舎
や

設
備
の
拡
充
増
設
を
行
い
、
２

０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
に
１

戸
当
た
り
牛
乳
出
荷
量
が
１
５

０
０
㌧
、
１
頭
当
た
り
１
万
２

０
０
キ
ロ
を
超
え
る
実
績
を
上

げ
た
。

　

家
畜
の
糞
尿
に
よ
る
環
境
汚

染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

国
は
、１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適

正
化
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」を
制
定
、
同
年
11
月

１
日
か
ら
施
行
と
な
り
、
畜
産

業
を
営
む
者
は
堆
肥
舎
等
の
施

設
整
備
を
環
境
防
止
策
と
し
て

行
う
こ
と
が
義
務
化
と
な
っ
た
。

　

本
町
の
場
合
、
酪
農
、
肉
牛

経
営
の
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
す

で
に
堆
肥
舎
等
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
利
用
促
進
に
つ
い
て

は
、
肉
牛
施
設
を
中
心
に
周
辺

畑
作
農
家
の
土
づ
く
り
の
た
め

の
堆
肥
還
元
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
い
環
境
対
策
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
広
域
利
用
も
で

き
な
い
か
、
士
幌
高
原
道
路
代

替
振
興
策
の
中
で
検
討
さ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）か

ら
は
、
地
域
の
課
題
と
し
て
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続

的
発
展
を
図
る
に
は
、
家
畜
ふ

ん
尿
の
耕
畜
連
携
に
よ
る
適
切

な
処
理（
堆
肥
）と
農
村
環
境
の

維
持
・
向
上
が
必
要
で
あ
り
、

環
境
問
題
と
し
て
地
球
温
暖
化

（
温
室
効
果
ガ
ス
）対
策
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
実
証
施

設
と
し
て
３
基
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
町
が
設
置
、
２
０

１
２
年（
平
成
24
年
）Ｊ
Ａ
士
幌

町
が
設
置
し
た
技
術
実
証
施
設

４
基
を
経
て
、
現
在
で
は
、
町

内
に
13
基
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
が
稼
働
し
て
い
る
。

酪
農
経
営

　

酪
農
の
専
業
化
、
大
型
化
が

進
み
酪
農
経
営
の
形
態
も
大
き

く
変
化
し
て
き
た
。
１
９
９
９

年（
平
成
11
年
）度
に
お
け
る
本

町
の
搾
乳
農
家
は
89
戸
で
１
万

６
千
頭
を
超
え
る
乳
牛
を
飼
養

し
て
お
り
、
１
戸
当
た
り
１
６

０
頭
。２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

度
に
お
け
る
搾
乳
農
家
は
80
戸

で
、
１
万
９
千
頭
を
超
え
る
乳

牛
を
飼
養
し
て
お
り
、
１
戸
当

た
り
２
４
０
頭
に
及
ぶ
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

に
お
い
て
搾
乳
農
家
は
63
戸
と

減
少
し
た
が
、
１
万
９
千
頭
を

超
え
る
乳
用
牛
を
飼
養
し
て
お

り
、
１
戸
当
た
り
３
０
０
頭
余

に
も
及
ぶ
。

　

規
模
の
拡
大
に
伴
い
、
飼
養

形
態
、
搾
乳
形
態
も
進
歩
し
、

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
ス
タ

ン
チ
ョ
ン
方
式（
つ
な
ぎ
飼
い
）

か
ら
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
方
式（
放

し
飼
い
）へ
、
ま
た
搾
乳
方
法

も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
か
ら
ミ

ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た

昨
今
の
労
働
力
不
足
も
あ
り
、

今
で
は
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
も
増
え

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
主
流

と
し
た
近
代
的
経
営
は
、
労
働

の
省
力
化
、
経
営
の
合
理
化
、

効
率
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）８

月
、
雪
印
乳
業
大
阪
工
場
の
乳

製
品
に
よ
る
食
中
毒
事
件
は
、

そ
の
後
同
乳
業
大
樹
工
場
の
原

料
乳
か
ら
造
ら
れ
た
脱
脂
粉
乳

の
製
造
過
程
で
発
生
し
た
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
が
原
因
で
あ
る
こ

バイオガスプラント
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と
が
判
明
し
、
生
乳
生
産
者
は

じ
め
農
協
お
よ
び
関
係
機
関
に

衝
撃
を
与
え
た
。

国
営
草
地
開
発

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）度

に
畜
産
基
地
建
設
を
完
了
さ
せ

農
協
の
ヌ
プ
カ
ウ
シ
公
共
育
成

牧
場
の
整
備
を
図
っ
た
が
、
１

９
９
４
年（
平
成
６
年
）度
に
、

新
た
に
国
営
草
地
開
発
事
業
を

開
始
し
、
現
ヌ
プ
カ
ウ
シ
牧
場

を
隣
接
す
る
形
で
造
成
さ
れ
た
。

国
有
林
７
７
０
㌶
の
払
い
下
げ

を
受
け
、
う
ち
４
０
０
㌶
余
を

草
地
造
成
し
道
路
等
の
付
帯
事

業
も
か
ら
め
総
事
業
費
43
億
円

を
投
入
し
て
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）度
で
完
成
し
た
。
本

町
酪
農
畜
産
の
飼
料
供
給
補
完

的
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
事
業
の
完
成
で
牧
場
の
総

面
積
は
、
１
５
６
６
㌶
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
上
士

幌
町
の
区
域
に
も
お
よ
ぶ
た
め

同
町
の
協
力
も
得
な
が
ら
進
め

ら
れ
た
。

　

こ
の
国
営
草
地
開
発
事
業
区

域
の
中
に
士
幌
高
原
観
光
資
源

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
樹
齢
８
０
０
年
と
も
い

わ
れ
る
天
然
巨
木
ミ
ズ
ナ
ラ
が

存
在
し
て
い
た
。
こ
の
巨
木
か

ら
半
径
百
㍍
の
区
域
は
草
地
開

発
せ
ず
周
囲
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で

老
大
樹
を
守
る
と
共
に
老
木
の

治
療
や
保
護
を
含
め
た
保
全
計

画
に
よ
り
御
神
木
と
し
て
保
存

し
て
い
た
が
、
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）老
木
の
た
め
倒
れ
て

し
ま
っ
た
。

酪
農
振
興
組
織

　

搾
乳
農
家
の
集
ま
り
と
し
て

組
織
し
て
い
る
酪
農
振
興
協
議

会
は
、
全
道
、
十
勝
の
酪
農
対

策
協
議
会
を
通
じ
長
年
乳
価
運

動
や
酪
農
振
興
に
係
る
活
動
を

続
け
て
い
る
が
、
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）４
月
か
ら
、
別
組

織
で
あ
っ
た
、
乳
牛
検
定
組
合

お
よ
び
デ
イ
リ
ー
ヘ
ル
パ
ー
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
組
合
）と
一
体
化
し
、

効
率
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

乳
牛
検
定
事
業
は
、
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）に
他
に
先
が

け
て「
Ａ
Ｔ
検
定
法
」の
実
験
的

な
取
り
組
み
を
開
始
し
、
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）に
は「
Ａ

Ｔ
検
定
法
」が
制
度
化
さ
れ
た
。

現
行
の
制
度
下
で
は
、
搾
乳
ご

と
に
立
ち
会
い
を
要
し
て
い
た

が
、
タ
イ
マ
ー
の
設
置
に
よ
り
、

搾
乳
時
間
間
隔
、
お
よ
び
各
個

体
ご
と
の
分
娩
後
日
数
に
基
づ

い
た
補
正
係
数
に
よ
っ
て　

日

乳
量
、
日
乳
脂
量
を
推
定
す
る

手
法
で
１
回
の
立
ち
会
い
で
済

み
、
立
ち
会
い
に
伴
う
作
業
と

経
費
の
軽
減
を
図
り
従
来
と
同

様
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。

　

タ
イ
マ
ー
設
置
に
６
万
５
千

円
の
費
用
を
要
し
た
が
、
町
と

Ｊ
Ａ
士
幌
町
で
各
１
万
円
補
助

し
、
事
業
を
開
始
し
た
。

　

酪
農
労
働
の
軽
減
対
策
と
し

て
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
が
１

９
８
９
年（
平
成
元
年
）度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
９
０
年（
平

成
２
年
）度
で
は
、
年
間
延
べ

利
用
が
６
３
５
人
日
だ
っ
た
が
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
の

活
用
は
全
体
で
４
８
７
７
人
日

を
利
用
し
て
い
る
。（
表‒

１
参

照
）

・
士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
会
長

�

　
　

宇
佐
見
庸
夫（
現
在
）

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）11
月

設
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）12
月

し
ほ
ろ
酪
農
50
年
の
あ
ゆ
み

発
刊

肉
牛
振
興

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）、

新
上
、
緑
陽
、
士
幌
北
と
三
つ

の
肉
牛
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
肉

牛
セ
ン
タ
ー
は
、
18
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
一
般
の
肉
牛
飼
養
農
家

を
加
え
る
と
、
38
戸
で
約
３
万

４
千
頭
の
肉
牛
を
飼
養
し
て
い

た
が
、２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

で
は
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー
は
町
内

に
19
か
所
あ
り
、
こ
れ
に
一
般

の
肉
牛
飼
養
農
家
を
加
え
る
と
、

41
戸
で
約
６
万
頭
の
肉
牛
を
飼

養
し
て
い
る
。

表－１　　　　　　　　酪農ヘルパー活用実績の推移（内訳）� （平成11年度）　

目的 レジャー 傷病
事業 研修 葬儀 結婚 定休日 傷病 出産 割当 その他

人口 407.5 333.5 190.5 103.0 68.5 64.0 62.0 36.5 13.0 312.0 

割合（％） 25.6 21.0 12.0 6.5 4.3 4.0 3.9 2.3 0.8 19.6 

� （平成21年度）

目的 レジャー 傷病 傷事業 研修 葬儀 農作業 農休日 結婚 出産 割当 その他

人口 268.0 103.3 563.3 467.5 38.5 47.0 446.0 82.0 5.0 10.0 155.0 

割合（％） 12.3 4.7 25.8 21.4 1.7 2.1 20.4 3.6 0.3 0.6 7.1 

� （令和元年度）

目的 レジャー 傷病 傷事業 研修 葬儀 農作業 農休日 結婚 出産 割当 欠員 従業員
休 その他

人口 217.5 365.25 392.75 507.5 81.0 320.5 1,543.5 15.0 1.0 2.0 654.0 697.5 80.0 

割合（％） 4.5 7.5 8.1 10.4 1.7 6.6 31.6 0.3 0.0 0.0 13.4 14.3 1.6 
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そ
の
内
約
２
万
５
千
頭
余
が

肉
専
用
種
・
和
牛
・
Ｆ
１
で
、

残
り
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雄
子

牛
と
な
る
。
肉
牛
肥
育
セ
ン
タ

ー
は
、
１
か
所
５
０
０
頭
か
ら

２
千
頭
の
規
模
で
飼
養
し
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
以
外
の
農
家
も

含
め
た
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭

数
は
、
約
１
４
０
０
頭
余
り
と

な
る
。
肉
牛
施
設
か
ら
出
る
牛

の
排
せ
つ
物
を
利
用
し
た
堆
肥

を
、
周
辺
畑
作
農
家
の
土
づ
く

り
に
還
元
す
る
た
め
各
セ
ン
タ

ー
に
利
用
組
合
を
つ
く
り
耕
畜

連
携
を
確
立
し
て
い
る
。

　

肉
牛
生
産
農
家
は
、
１
９
７

０
年（
昭
和
45
年
）以
来
、
肉
牛

振
興
会
を
組
織
し
、
飼
養
管
理

技
術
研
鑽
を
行
い
、
枝
肉
共
励

会
等
を
開
催
し「
し
ほ
ろ
牛
」の

品
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。

▽
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
会
長　

　

力
石
和
彦（
現
在
）

　

会
員
数
25
戸

食
肉
加
工
施
設

　

１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）、

株
式
会
社
士
幌
町
振
興
公
社
を

設
立
し
て
食
肉
処
理
加
工
施
設

を
建
設
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適

う「
し
ほ
ろ
牛
」生
産
を
目
指
し
、

町
内
生
産
肉
牛
の「
と
殺
」処
理

（
帯
広
市
）後
の
加
工
を
最
新
の

施
設（
懸
垂
脱
骨
）で
処
理
し
、

１
頭
ご
と
、
部
位
ご
と
に
バ
ー

コ
ー
ド
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
、
近

年
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
か
ら
通
い

コ
ン
テ
ナ
を
導
入
す
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

提
携
し
て
い
る
本
州
の
有
力

食
肉
メ
ー
カ
ー
㈱
吉
田
ハ
ム
と

の
業
務
提
携
を
行
い
、
営
業
成

績
も
年
々
向
上
し
て
お
り
、
１

９
９
９
年（
平
成
11
年
）度
実
績

で
は
、
１
万
２
千
頭
余
の
処
理

で
、
正
肉
出
来
高
４
０
０
０
㌧
、

第
２
次
加
工
製
品（
筋
引
・
整
形
）

は
、
１
８
０
０
㌧
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
で

は
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
が
厳
し
い
環
境
の
中
で

１
万
８
０
１
頭
の
処
理
、
正
肉

出
来
高
３
０
７
８
㌧
ミ
ン
チ
加

工
６
０
８
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）２

月
に
は
、
創
立
30
周
年
記
念
式

典
を
開
催
。
ま
た
、
２
０
１
９

年（
令
和
元
年
）11
月
に
は
、
記

念
事
業
と
し
て
沖
縄
へ
社
員
旅

行
を
行
っ
た
。
同
年
12
月
に
は
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
屋
外
移
設
工
事

お
よ
び
発
電
機
新
設
工
事
を
行

っ
て
い
る
。

▽
代
表
取
締
役
社
長　

　

菊
地
和
浩（
士
幌
町
農
業
協

同
組
合
常
務
理
事
）

　

令
和
３
年
度
現
在

　

職
員
数
46
人

口
蹄
疫（
伝
染
病
）発
生

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）５

月
11
日
、
本
町
に
隣
接
す
る
本

別
町
押
帯
の
肉
牛
肥
育
農
家
か

ら
、
ウ
イ
ル
ス
性
家
畜
法
定
伝

染
病「
口
蹄
疫
」が
発
生
し
た
。

口
蹄
疫
は
、
世
界
中
で
最
も
恐

れ
ら
れ
て
い
る
伝
染
病
で
日
本

で
は
本
別
で
の
感
染
の
約
２
か

月
前
、
宮
崎
県
で
92
年
ぶ
り
に

牛
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
終
息
し

た
ば
か
り
で
、
安
全
宣
言
を
し

た
翌
日
に
本
別
町
で
の「
ま
さ
か
」

の
感
染
畜
発
生
と
な
っ
た
。
北

海
道
で
は
初
め
て
の
発
生
で
あ

る
。

　

口
蹄
疫
は
口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス

が
、
牛
を
は
じ
め
豚
、
羊
、
山

羊
そ
の
ほ
か
多
く
の
偶
蹄
類（
ひ

づ
め
の
形
が
割
れ
て
い
る
動
物
）

に
感
染
し
、
死
亡
率
は
５
％
位

と
さ
れ
て
い
る
が
、
発
育
障
害
、

流
産
、
乳
房
炎
、
不
妊
症
な
ど

の
障
害
が
で
て
、
生
産
性
の
低

下
に
結
び
つ
き
、
そ
の
影
響
が

大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
感

染
力
は
ウ
イ
ル
ス
の
型
に
よ
っ

て
異
な
る
が
予
防
法
が
な
く
、

感
染
が
発
見
さ
れ
る
と
す
ぐ
、

感
染
牛
は
も
ち
ろ
ん
状
況
に
よ

っ
て
そ
の
牛
群
全
頭
が
殺
処
分

さ
れ
る
。

　

本
別
町
で
の
発
生
に
伴
い
、

北
海
道
知
事
は
家
畜
伝
染
病
予

防
法
に
基
づ
き
、
発
生
農
場
の

飼
育
牛
７
０
５
頭
の
殺
処
分
と

半
径
10
キ
ロ
以
内
の
本
別
、
池

田
、
上
士
幌
、
士
幌
、
音
更
町

の
一
部
を
移
動
制
限
地
域
に
設

定
し
、
翌
12
日
午
前
０
時
か
ら

は
制
限
地
域
内
の
家
畜
の
移
動

と
人
工
授
精
、
放
牧
を
禁
止
し

た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
内
に
通
ず
る

主
要
な
道
路
に
消
毒
ポ
イ
ン
ト

を
設
け
畜
産
農
家
に
出
入
り
す

る
車
両
す
べ
て
に
対
し
消
毒
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
本
町
も

役
場
内
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
万
全
対

策
を
検
討
、
発
生
農
家
か
ら
半

径
10
キ
ロ
以
内
の
移
動
制
限
地

域
に
41
戸
の
畜
産
農
家
が
、
８

食肉処理加工施設

しほろ牛
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８
０
０
頭
強
の
牛
を
飼
養
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
道
東
３
線

東
側
の
道
路
４
か
所
を
消
毒
ポ

イ
ン
ト
と
し
、
関
係
職
員
と
と

も
に
町
議
会
議
員
や
農
業
委
員
、

農
協
役
員
、
農
民
協
役
員
が
毎

日
交
代
で
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
立

ち
、
畜
産
農
家
に
出
入
り
す
る

車
両
す
べ
て
に
対
し
タ
イ
ヤ
な

ど
へ
噴
霧
に
よ
る
懸
命
の
消
毒

作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
多
く
の

人
が
出
入
り
す
る
役
場
や
農
協

の
玄
関
前
に
は
、
消
毒
用
マ
ッ

ト
を
設
置
し
、
ま
ん
延
防
止
対

策
を
と
っ
た
ほ
か
、
一
般
住
民

へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ

の
配
付
等
で
協
力
を
呼
び
か
け

た
。

　

道（
十
勝
防
疫
対
策
本
部
）は
、

５
月
18
日
、
発
生
農
場
の
畜
舎

農
機
具
の
消
毒
、
残
存
飼
料
の

処
分
な
ど
す
べ
て
の
防
疫
処
分

が
終
了
し
た
こ
と
を
公
表
、
更

に
同
25
日
に
は
、
家
畜
の
移
動

制
限
区
域
内
の
１
３
９
戸
お
よ

び
疫
学
的
関
連
に
よ
り
血
液
検

査
を
実
施
し
て
い
た
制
限
区
域

外
の
85
戸
す
べ
て
に「
異
常
な
し
」

を
確
認
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
最

長
潜
伏
期
間（
３
週
間
程
度
）を

待
っ
て
、
６
月
９
日
午
前
零
時

に「
口
蹄
疫
終
息
宣
言
」が
出
さ

ミニトマトジュース

５
、
溶
液
栽
培

バ
イ
テ
ク
研
究
所

　

士
幌
で
初
め
て
の
冬
季
間
溶

液（
水
耕
）栽
培
試
験
を
行
う
た

め
１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）に

寒
地
バ
イ
テ
ク
研
究
所
を
設
立

し
、東
芝
プ
ラ
ン
ト
建
設（
本
社
・

東
京
）と
業
務
提
携
を
図
り
な

が
ら
作
物
の
溶
液
栽
培
や
苗
の

生
長
点
培
養
な
ど
の
研
究
を
行

い
農
協
所
有
の
溶
液
栽
培
ハ
ウ

ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ワ
サ
ビ
栽

培
に
応
用
し
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。

　

東
芝
プ
ラ
ン
ト
建
設
研
究
グ

ル
ー
プ
は
10
年
以
上
に
わ
た
り

士
幌
で
技
術
開
発
や
指
導
に
当

た
っ
て
き
た
が
、
士
幌
で
の
研

究
の
使
命
も
ひ
と
区
切
り
と
な

り
、
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

３
月
末
で
グ
ル
ー
プ
研
究
員
を

撤
退
さ
せ
た
。
農
協
は
そ
の
後

も
独
自
に
栽
培
溶
液
の
改
善
や
、

生
育
環
境
分
析
な
ど
応
用
面
で

研
究
を
進
め
ハ
ウ
ス
内
で
の
生

産
性
向
上
に
努
力
し
て
い
る
。

溶
液
栽
培
団
地

　

士
幌
農
協
が
団
地
造
成
で
設

置
し
た
溶
液
栽
培
ハ
ウ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
に
中
士
幌
栽
培
団
地

67
棟
、
士
幌
栽
培
団
地
19
棟
、

西
上
栽
培
団
地
８
棟
の
合
計
94

棟
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
リ
ー

ス
向
け
ハ
ウ
ス
と
し
て
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ワ
サ
ビ
苗
、

バ
ラ
、
ス
タ
ー
チ
な
ど
花
き
類

と
イ
チ
ゴ
リ
レ
ー
苗
の
栽
培
を

行
っ
て
い
た
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

「
し
ほ
ろ
キ
ュ
ー
ト
」の
名
称
で

道
内
市
場
へ
、
ま
た
イ
チ
ゴ
は

帯
広
の
製
菓
業
者
を
中
心
に
そ

れ
ぞ
れ
露
地
物
収
穫
以
降
の
端

境
期
に
出
荷
し
た
ほ
か
、
花
き

類
は
道
内
の
ほ
か
本
州
市
場
へ

も
出
荷
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

ワ
サ
ビ
苗
は
静
岡
県
山
葵
組
合

連
合
会
か
ら
の
委
託
栽
培
で
育

苗
し
た
も
の
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
リ
ー
ス
向
け
ハ
ウ
ス

の
ほ
か
、
バ
イ
テ
ク
研
究
所
で

は
テ
ス
ト
ハ
ウ
ス
６
棟
と
馴
化

株
、
選
果
場
、
選
花
場
な
ど
を

有
し
て
い
る
が
、
１
９
９
３
年

（
平
成
５
年
）に
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
栽
培
用
の
施
設
を
作
り
ハ
ウ

ス
で
生
産
し
て
い
た
。

　
「
新
規
就
農
者
に
よ
る
施
設

園
芸
」と
い
う
新
た
な
形
の
農

業
を
確
立
す
る
た
め
、
作
物
の

栽
培
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
可
能

で
、
高
齢
者
や
農
業
未
経
験
者

で
も
取
り
組
み
が
で
き
る
養
液

栽
培
に
着
目
し
、
加
工
品
の
生

産
に
取
り
組
み
、
新
規
参
入
者

も
ピ
ー
ク
時
に
は
25
戸
と
な
っ

た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気

後
退
、
価
格
低
迷
、
価
格
変
動

に
翻
弄
さ
れ
撤
退
者
が
増
え
た
。

　

現
在
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
わ

さ
び
苗
を
主
力
に
し
、
遊
休
ハ

ウ
ス
の
用
途
転
換
も
実
施
し
て

い
る
。２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

現
在
、
中
士
幌
栽
培
団
地
に
つ

い
て
は
、
中
士
幌
牧
場
の
開
設

に
伴
い
、
一
部
で
畜
産
施
設
へ

の
建
て
替
え
工
事
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。

れ
た
。

　

今
回
の
伝
染
病
の
感
染
経
路

は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
迅

速
な
防
疫
体
制
で
他
へ
の
感
染

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
将
来
再
発

の
際
の
手
本
と
な
る
。
ま
た
牛

肉
消
費
な
ど
へ
の
風
評
被
害
も

心
配
さ
れ
た
が
、
一
過
性
の
も

の
で
、
や
が
て
鎮
静
し
た
。

　

本
町
の
対
策
本
部
は
、
終
息

宣
言
後
も
事
後
処
理
や
今
後
の

対
策
を
検
討
し
て
き
た
が
、
９

月
７
日
任
務
を
終
え
解
散
し
た
。

　

口
蹄
疫
発
生
で
２
０
０
０
年

（
平
成
12
年
）の
家
畜
品
評
会
は

中
止
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）４

月
、
国
内
で
約
10
年
ぶ
り
と
な

る
口
蹄
疫
が
宮
崎
県
で
発
生
し

た
。
感
染
が
疑
わ
れ
る
牛
豚
等

の
殺
処
分
や
埋
却
、
農
場
消
毒
、

移
動
制
限
等
の
防
疫
措
置
が
講

じ
ら
れ
、
同
年
７
月
に
す
べ
て

の
移
動
制
限
が
解
除
さ
れ
、
翌

年
２
月
に
は「
ワ
ク
チ
ン
非
接

種
口
蹄
疫
清
浄
国
」と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
飼
養
衛
生
管
理
の

徹
底
や
早
期
摘
発
の
た
め
の
監

視
な
ど
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
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１
、
士
幌
町
農
協

発
展
す
る
農
協

　

１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）に

産
業
組
合
と
し
て
設
立
し
、
農

業
会
を
経
て
農
業
協
同
組
合
と

な
っ
た
士
幌
農
協
は
、
２
０
２

１
年（
令
和
３
年
）に
満
90
周
年

を
迎
え
る
。

　

設
立
当
初
か
ら「
堅
実
第
一

主
義
」を
組
合
の
方
針
と
し
、

組
合
を
信
頼
し
て
参
加
・
利
用

す
る
組
合
員
の
生
活
と
経
済
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
し

て
き
た
精
神
は
、
今
も
脈
々
と

第二章  農協と団体

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

早
い
時
期
か
ら
事
業
規
模
、

財
政
状
況
な
ど
の
各
分
野
に
お

い
て
道
内
各
農
協
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
位
置
し
て
き
た
士
幌
農

協
は
、
益
々
飛
躍
、
発
展
し
、

今
で
は
全
国
に
誇
る
有
数
な
農

業
協
同
組
合
と
し
て
万
人
が
認

め
る
組
織
に
発
展
し
た
。

　

今
日
の
士
幌
農
協
の
隆
盛
が

あ
る
の
は
、
開
拓
以
来
先
人
の

血
の
に
じ
む
苦
労
と
英
知
を
引

き
継
い
だ
農
民
の
強
い
意
志
と

歴
代
指
導
者
等
の
先
見
性
の
豊

か
さ
に
よ
る
も
の
で
士
幌
農
協

が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大

き
い
も
の
が
あ
る
。

　

近
年
の
決
算
書
等
か
ら
見
た

士
幌
農
協
の
主
な
業
務
成
績
は

「
表‒

１
」の
と
お
り
で
、
組
合

員
は
後
継
者
難
等
に
よ
る
離
農

で
減
少
し
て
い
る
が
他
の
部
門

で
は
堅
実
な
業
績
が
示
さ
れ
て

お
り
中
で
も
、
貯
金
保
有
高
は
、

ＪＡ士幌町本部事務所

表－１　　　　　　　　　　　　　　士幌農協事業の伸長� （単位：百万円）

1995
（平成７年）

2005
（平成１７年）

2010
（平成２２年）

2015
（平成２７年）

2020
（令和２年）

貯金
保有高 ５７, ６５７ ７２, ６３８ ７８, ２９５ ８６, ７６３ １０２, ９５５

有形
固定資産 ４１, ６３１ ６３, ３６７ ６６, ９０６ ６９, １２３ ７９, ２４４

農畜産
物販売高 １９, ７９９ ２４, ５５３ ２６, ９６８ ３８, １２７ ４０, ３１３

貸付金 １０, ３４２ ９, ７９６ ８, ７６８ ８, ４９８ ７, ６３０

購買品
供給高 １０, １７５ １２, ５６３ １４, ０３１ １５, ９７５ １６, ３０５

1990
（H ２年）

1995
（H ７年）

2000
（H12 年）

2005
（H17 年）

2010
（H22 年）

2015
（H27 年）

2020
（R2 年）

正組合員
戸数 ５５３ ５１１ ４９４ ４５５ ４３６ ４１３ ３９５

職員数 １７２ １８６ １４８ １５３ １６０ １６５ １６９

144第二章　農協と団体



１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）の
３

４
７
億
円
に
対
し
、
２
０
１
９

年（
令
和
元
年
）で
は
９
５
２
億

円
と
30
年
間
で
約
２
・
７
倍
の

伸
び
と
な
り
、
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）に
は
、
１
０
２
９
億

円
と
１
千
億
円
を
超
え
、
農
民

の
経
済
力
の
向
上
が
伺
え
る
。

（
図‒

１
参
照
）

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４

月
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
で
発

電
し
た
電
力
を
自
施
設
で
消
費

す
る「
電
力
の
地
産
地
消
」に
乗

り
出
し
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）２

月
か
ら
、
各
戸
に
情
報
端
末（
タ

ブ
レ
ッ
ト
・
複
合
機
）を
設
置

し
組
合
員
営
農
支
援
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）の

節
目
の
年
に
新
本
部
事
務
所
を

完
成
さ
せ
る
た
め
、
工
事
が
進

め
ら
れ
、
同
年
５
月
６
日
に
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執

り
行
わ
れ
た
。
同
年
11
月
に
90

周
年
記
念
式
典
と
併
せ
新
事
務

所
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

◎
近
年
の
主
な
経
過

▽
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

　

農
協
貯
金
４
０
０
億
円
、
長

期
共
済
保
有
高
７
０
０
億
円
達

成
　

内
部
審
査
室
設
置

　

安
村
志
朗
組
合
長
が
退
任
し

会
長
理
事
と
な
り
、
組
合
長
理

事
森
本　

勝
、
専
務
理
事
太
田

助
が
就
任

　

新
田
事
業
所
開
設
30
周
年
記

念
式
典

　

田
名
部
農
林
水
産
大
臣
来
町

　

農
協
の
新
愛
称「
Ｊ
Ａ
」ス
タ
ー
ト

▽
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

　

海
外
農
業
事
情
視
察
研
修
最

終
年
と
な
る（
第
21
回
）

　

森
本
組
合
長
ホ
ク
レ
ン
理
事

就
任

　

生
乳
出
荷
５
万
㌧
、
肉
用
牛

飼
養
３
万
頭
達
成
記
念
祝
賀
会

開
催

　

北
海
道
フ
ー
ズ
創
立
20
周
年

記
念
式
典
開
催

▽
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

　

農
協
婦
人
部
設
立
40
周
年
記

念
式
典
開
催

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

森
本　

勝

　

専
務
理
事　

太
田　

助

　

常
務
理
事　

髙
橋
正
道

　

農
協
記
念
館
建
設

　

佐
倉
事
業
所
改
築

　

安
村
志
朗
名
誉
会
長
規
程
を

制
定

▽
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）

　

安
村
志
朗
名
誉
会
長
が
名
誉

町
民
の
称
号
を
受
け
る

　

役
員
補
欠
選
挙
実
施

　

安
村
名
誉
会
長
中
国
華
西
村

訪
問

▽
１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

　

中
国
華
西
村
友
好
視
察
団
来

訪
　

名
誉
組
合
員
鈴
木
辰
治
組
合

葬
　

販
売
事
業
２
０
０
億
円
超
Ｊ

Ａ
組
合
長
会
議
士
幌
農
協
で
開

催
　

下
居
辺
事
業
所
改
築
、
同
事

H2
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H7 H12 H17

総額 定期的貯金 当座的貯金

H27 H28 H29 H30 R1

図－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯金保有高の推移

� （単位：百万円）

1990
H ２年度

1995
H ７年度

2000
Ｈ 12 年度

2005
Ｈ 17 年度

2010
Ｈ 22 年度

2015
Ｈ 27 年度

2020
Ｒ２年度

総額 37,669 57,659 70,061 72,638 77,192 86,763 102,955
定期的貯金 31,052 45,593 54,676 53,529 25,841 25,943 24,173

当座的貯金 6,617 12,066 15,385 19,109 51,351 60,820 78,782
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業
所
開
設
50
周
年
記
念
式
典
開

催▽
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

森
本　

勝

　

専
務
理
事　

髙
橋
正
道

　

常
務
理
事　

触
沢
春
芳

　

Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗「
ア
ス
ポ
」

オ
ー
プ
ン

　

豊
田
章
一
郎
経
団
連
会
長
来

訪▽
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

　

モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
大
統
領
夫

人
来
訪

　

各
麦
作
組
合
設
立
30
周
年
記

念
式
典
開
催

　

食
用
馬
鈴
し
ょ
大
型
コ
ン
テ

ナ
、
貯
蔵
庫
建
設

▽
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

　

士
幌
町
馬
事
振
興
会
設
立
20

周
年
記
念
式
典
開
催

　

安
村
志
朗
名
誉
会
長
銅
像
建

立
期
成
会
発
足

　

関
西
食
品
工
場
竣
工
式
並
び

に
落
成
祝
賀
会
開
催

▽
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

　

安
村
志
朗
名
誉
会
長
銅
像
除

幕
式

　

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会
設

立
30
周
年
記
念
式
典
開
催

　

国
営
草
地
開
発
事
業
完
了（
草

地
・
牧
野
造
成
ほ
か
）

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

森
本　

勝

　

専
務
理
事　

髙
橋
正
道

　

常
務
理
事　

田
中　

弘

　

代
表
監
事　

鴨
川
繁
雄

　

常
任
監
事　

田
中　

端

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
追
肥
機
利

用
組
合
設
立
総
会

　

士
幌
町
肉
牛
振
興
会
設
立
30

周
年
を
祝
う
会
開
催

��
安
村
志
朗
名
誉
会
長
銅
像
建

立
除
幕
式

　

苫
小
牧
低
温
農
業
倉
庫
完
成

▽
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

　

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
、

（
社
）中
央
畜
産
会
主
催
畜
産
大

賞
最
優
秀
賞
受
賞

　

農
協
青
年
部
設
立
40
周
年
記

念
式
典

　

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
、

北
海
道
産
業
貢
献
賞
受
賞

　

で
ん
粉
工
場
地
鎮
祭
執
行

　

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
、

畜
産
大
賞
・
北
海
道
産
業
貢
献

賞
受
賞
を
祝
う
会　
　
　
　
　

　

で
ん
粉
工
場
竣
工
式
な
ら
び

に
祝
賀
会

　

森
本
武
次
郎
名
誉
組
合
員
組

合
葬

　

組
合
創
立
70
周
年
記
念
式
典

開
催

　

組
合
創
立
70
周
年
記
念
芸
能

「
長
山
洋
子
シ
ョ
ー
」

▽
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）

　

士
幌
町
農
協
女
性
部
中
音
更

支
部
設
立
35
周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
農
協
女
性
部
西
上
支

部
設
立
35
周
年
記
念
式
典

　

第
１
回
農
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

　

下
居
辺
地
区
種
子
用
麦
作
組

合
設
立
30
周
年
記
念
式
典

　

上
居
辺
事
業
所
開
設
50
周
年
・

地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
設

立
50
周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
農
業
法
人
会
発
足
40

周
年
を
祝
う
会

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

森
本　

勝

　

専
務
理
事　

髙
橋
正
道

　

常
務
理
事　

田
中　

弘　

　

代
表
監
事　

鴨
川
繁
雄

　

常
勤
監
事　

田
中　

端

　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
設
置

　

肉
牛
生
産
出
荷
準
提
携
産
地

（
首
都
圏
コ
ー
プ
）協
定
調
印
式

　

士
幌
町
農
協
女
性
部
下
居
辺

支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典　

▽
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）

　

西
上
地
区
馬
鈴
し
ょ
振
興
会

設
立
30
周
年
記
念
視
察

　

士
幌
町
農
協
女
性
部
創
立
50

周
年
記
念
式
典

　

佐
倉
麦
作
機
械
利
用
組
合
設

立
30
周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
農
協
蔬
菜
生
産
振
興

協
議
会
長
葱
部
会
創
立
10
周
年

を
祝
う
会

　

農
業
関
係
リ
ー
ダ
ー
・
海
外

農
業
研
修
視
察
派
遣
要
領
制
定

　

北
海
道
信
連
シ
ス
テ
ム
へ
一

部
貯
金
移
行

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）

　

北
海
道
麦
作
共
励
会
最
優
秀

賞
下
居
辺
種
子
用
麦
作
組
合
受

賞
　

士
幌
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産

協
議
会
創
立
10
周
年
を
祝
う
会

　

苫
小
牧
常
温
倉
庫
完
成

　

Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
会
長
宮
田

勇
氏
来
組

　

セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

設
置

　

公
正
取
引
委
員
会
調
査

　

牛
乳
消
費
減
退
に
よ
る
生
産

調
整

　

中
士
幌
事
業
所
開
設
50
周
年

記
念
式
典

▽
２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ジ
ャ
ス
シ
ス
テ

ム
移
行

　

士
幌
町
農
協
青
年
部
士
幌
南

支
部
設
立
45
周
年
記
念
式
典

　

食
品
工
場
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
設
置

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

森
本　

勝

　

専
務
理
事　

髙
橋
正
道

　

常
務
理
事　

向
井
察
光　

　

代
表
監
事　

小
林
雅
明

　

常
勤
監
事　

横
山
正
弘

　

清
遊
会
開
催

　

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
設

立
50
周
年
記
念
式
典

▽
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

　

Ａ
コ
ー
プ「
ア
ス
ポ
店
」10
周

年
感
謝
デ
ー

　

役
員
選
挙
制
度
審
議
会

　

国
産
牛
肉
産
地
フ
ォ
ー
ラ
ム

し
ほ
ろ
開
催

　

小
麦
作
付
農
家
全
戸
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
認
証
取
得

　

士
幌
町
コ
ス
モ
ス
会
発
足
30

周
年
を
祝
う
会

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
体

制
の
確
立

　

国
土
交
通
省
政
策
統
括
官
賞

受
賞

　
（
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
輸
送

へ
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
す
る
省
エ

ネ
事
業
）

▽
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

　

Ｊ
Ａ
女
性
部「
家
の
光
ク
ッ

キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
食
彩
ｉ
ｎ
し

ほ
ろ
」開
催

146第二章　農協と団体



　

士
幌
南
麦
作
組
合
設
立
40
周

年
記
念
式
典

　

Ａ
コ
ー
プ「
ア
ス
ポ
店
」11
周

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

清
遊
会
開
催

　

西
上
事
業
所
開
設
45
周
年
記

念
式
典

　

大
豆
・
て
ん
菜
全
戸
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
認
証

▽
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

　

安
村
志
朗
名
誉
会
長　

士
幌

町
・
士
幌
農
協
合
同
葬

　
「
家
の
光
文
化
賞
」受
賞

　
　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

髙
橋
正
道

　

専
務
理
事　

早
坂
孝
夫

　

常
務
理
事　

向
井
察
光　

　

代
表
監
事　

小
林
雅
明

　

常
勤
監
事　

横
山
正
弘

　

総
代
会
開
催　

森
本　

勝
前

組
合
長
、
名
誉
組
合
員
推
戴

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
加
工
施
設

増
設

　

下
居
辺
地
区
豆
類
種
子
生
産

組
合
設
立
35
周
年
記
念
祝
賀
会

▽
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

　

士
幌
町
農
協
青
年
部
上
居
辺

支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
蔬
菜
協
議
会
設
立
20

周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会
設

立
40
周
年
を
祝
う
会

　

小
麦
新
品
種「
き
た
ほ
な
み
」

導
入
に
対
応
す
る
乾
燥
調
整
施

設
の
増
設

　

農
協
役
員
補
選
の
実
施（
無

投
票
）

　

農
協
青
年
部
設
立
50
周
年
記

念
事
業「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ｉ

ｎ
し
ほ
ろ
」

　

平
野
春
雄
名
誉
組
合
員　

農

協
・
農
業
委
員
会
合
同
葬

　

農
協
青
年
部
設
立
50
周
年
記

念
事
業「
ば
ん
え
い
競
馬
イ
ベ

ン
ト（
俺
た
ち
バ
ン
バ
る
で
ぃ
）」

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

　

生
鮮
プ
ラ
ス
便
の
開
始

　

組
合
創
立
80
周
年
記
念
式
典

　

組
合
創
立
80
周
年
記
念
特
別

公
演「
コ
ロ
ッ
ケ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」

開
催

▽
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

　

農
協
青
年
部
中
士
幌
支
部
設

立
50
周
年
記
念
式
典

　

農
協
青
年
部
上
居
辺
支
部
設

立
50
周
年
記
念
式
典

　

し
ほ
ろ
牛
一
頭
販
売
開
始

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

髙
橋
正
道

　

専
務
理
事　

早
坂
孝
夫

　

常
務
理
事　

篠
原
末
治

　

代
表
監
事　

小
林
雅
明

　

常
勤
監
事　

井
上
恵
一

　

原
材
料
確
保
対
策
を
ス
タ
ー

ト（
澱
粉
原
料
確
保
に
よ
る
生

産
者
所
得
の
安
定
化
と
ユ
ー
ザ

ー
へ
の
供
給
責
任
）

　

清
遊
会
開
催

　

新
田
事
業
所
開
設
・
農
協
青

年
部
新
田
支
部
創
立
50
周
年
記

念
式
典

　

第
２
回
高
品
質
て
ん
菜
出
荷

共
励
会　

最
優
秀
賞　

㈱
ナ
ガ

セ▽
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

　

下
居
辺
地
区
種
子
用
麦
作
組

合
設
立
40
周
年
記
念
・
祝
賀
会

　

中
士
幌
地
区
お
届
け
隊
を
開

始
　

㈱
北
海
道
フ
ー
ズ
創
立
40
周

年
　

第
３
回
高
品
質
て
ん
菜
出
荷

共
励
会　

優
秀
賞　

藤
井
淳
一

▽
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

　

士
幌
町
酪
農
・
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
設
立

　

ア
ス
ポ
店
日
曜
営
業
開
始

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
協
議

会
設
立
20
周
年
記
念
式
典

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

髙
橋
正
道

　

専
務
理
事　

篠
原
末
治

　

常
務
理
事　

七
條
光
寛

　

代
表
監
事　

成
瀬　

功

　

常
勤
監
事　

井
上
恵
一

　

現
金
チ
ャ
ー
ジ（
電
子
マ
ネ
ー
）

機
能
を
付
加
し
た
新
ア
ス
ポ
カ

ー
ド
の
運
用
開
始

▽
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

　

農
協
青
年
部
士
幌
南
支
部
設

立
55
周
年
記
念
式
典

　

購
買
割
戻
カ
ー
ド
廃
止
、
新

ア
ス
ポ
カ
ー
ド
に
割
戻
機
能
追

加
　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業　

ア
ス
ポ
電
気（
電
気
供
給

事
業
）開
始

　

新
ア
ス
ポ
店
地
鎮
祭

　

北
海
道
を
襲
っ
た
４
つ
の
台

風
の
影
響
で
過
去
最
低
の
馬
鈴

し
ょ
取
扱
量
を
記
録

　

新
ア
ス
ポ
店
建
設
住
民
説
明

会
開
催

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）

　

旧
ア
ス
ポ
店
閉
店

　

新
ア
ス
ポ
店
開
店
奉
告
祈
願

祭
　

新
ア
ス
ポ
店
開
店

　

㈱
士
幌
町
振
興
公
社
創
立
30

周
年
記
念
式
典

　

酪
友
会
50
周
年
記
念
式
典

　

道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
オ
ー

プ
ン
に
よ
り
出
店

▽
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

　

士
幌
西
地
区
麦
作
組
合
設
立

50
周
年
記
念
祝
賀
会

　

士
幌
北
地
区
麦
作
組
合
創
立

50
周
年
記
念
式
典

　

松
室
地
区
麦
作
組
合
設
立
50

周
年
記
念
式
典

　

士
幌
南
麦
作
組
合
設
立
50
周

年
記
念
式
典

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業　

ア
ス
ポ
電
気（
一
般
向
け

高
圧
）供
給
開
始

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業　

ア
ス
ポ
電
気（
一
般
向
け

低
圧
）供
給
開
始

　

役
員
改
選

　

代
表
理
事
組
合
長　

篠
原
末
治

　

専
務
理
事　

七
條
光
寛

　

常
務
理
事　

國
井
浩
樹

　

代
表
監
事　

井
原
誠
一

　

常
勤
監
事　

中
島
利
一

　

髙
橋
正
道
前
組
合
長
に
相
談

役
を
委
嘱

　

髙
橋
正
道
前
組
合
長
を
名
誉

組
合
員
に
推
戴

　

清
遊
会
開
催

▽
２
０
１
９
年（
平
成
31
年
・

令
和
元
年
）

　

上
居
辺
西
麦
作
組
合
設
立
50

周
年
記
念
式
典

　

中
士
幌
麦
作
組
合
設
立
50
周

年
記
念
式
典

　
「
し
ほ
ろ
牛
」地
域
団
体
商
標
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登
録

　

生
乳
生
産
量
９
万
ト
ン
達
成

　

胆
振
東
部
地
震
時
の
対
応
に

経
済
産
業
大
臣
か
ら
感
謝
状
授

与
　

㈱
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
創
立
30
周

年▽
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

　

農
協
青
年
部
上
居
辺
支
部
創

立
60
周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会
50

周
年
記
念
式
典

　

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会　

全
国
麦
作
共
励
会（
集
団
の
部
）

日
本
農
業
新
聞
会
長
賞
受
賞

　

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会　

北
海
道
麦
作
共
励
会（
集
団
の
部
）

最
優
秀
賞
受
賞

　

中
士
幌
牧
場
育
成
牛
飼
養
開

始
　

篠
原
末
治
組
合
長
、
ホ
ク
レ

ン
会
長
就
任
に
よ
る

　

役
員
改
選　

　

会
長
理
事　

篠
原
末
治

　

代
表
理
事
組
合
長　

國
井
浩
樹

　

常
務
理
事　

菊
地
和
浩

▽
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）

　

第
７
回
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１

準
グ
ラ
ン
プ
リ（
特
別
顧
問
賞

二
階
俊
博
国
土
強
靭
化
提
唱
者

賞
）受
賞

　

組
合
創
立
90
周
年
記
念
式
典

広
が
る
関
連
施
設

　

付
加
価
値
農
業
確
立
の
原
点

と
な
っ
た
合
理
化
で
ん
粉
工
場

が
１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）、

全
国
に
先
駆
け
建
設
さ
れ
て
以

来
、
士
幌
農
協
は
、「
生
産
か
ら

加
工
、消
流
ま
で
」を
合
言
葉
に
、

生
産
の
増
強
を
図
る
一
方
、
農

畜
生
産
物
の
処
理
加
工
施
設
を

次
々
建
設
す
る
と
共
に
、
手
堅

い
流
通
戦
略
で
農
家
経
済
を
安

定
強
固
な
も
の
と
し
て
き
た
。

特
に
馬
鈴
し
ょ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

施
設（
食
品
加
工
工
場
、
生
食

用
選
果
施
設
、
冷
凍
、
冷
蔵
貯

蔵
施
設
、
放
射
線
照
射
施
設
な

ど
）で
は
着
実
な
成
果
を
挙
げ

全
国
各
地
へ
の
消
費
拡
大
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

士
幌
農
協
は
、
馬
鈴
し
ょ
関

連
施
設
の
ほ
か
、
町
内
に
溶
液

栽
培
団
地
施
設（
寒
地
バ
イ
テ

ク
研
究
所
）、
土
壌
診
断
セ
ン

タ
ー
、
種
子
馬
鈴
し
ょ
貯
蔵
施

設
、
麦
乾
燥
調
整
施
設
、
自
家

発
電
設
備
、
肉
牛
振
興
施
設（
肥

育
セ
ン
タ
ー
19
か
所
）、
畜
産

総
合
施
設
、
酪
農
団
地
、
ヌ
プ

カ
ウ
シ
共
同
利
用
模
範
牧
場
、

食
肉
処
理
施
設
ほ
か
多
く
の
施

設
を
有
し
て
い
る
が
、
事
業
成

果
を
全
国
規
模
に
発
展
さ
せ
る

た
め
、
道
内
に
は
、
釧
路
と
苫

小
牧
に
農
業
倉
庫
を
上
春
別
に

肉
用
素
牛
集
出
荷
繁
留
施
設
を

建
設
し
た
ほ
か
、
本
州
で
は
埼

玉
県
熊
谷
市
に
消
費
地
集
出
荷

施
設
と
同
県
東
松
山
市
に
関
東

食
品
加
工
研
究
所
を
設
置
し
、

大
消
費
地
周
辺
で
馬
鈴
し
ょ
食

品
の
加
工
供
給
を
新
た
な
試
み

と
し
て
行
い
、
成
功
を
収
め
て

い
る
。
ま
た
大
阪
泉
佐
野
市
に

も
農
業
倉
庫
が
建
設
さ
れ
て
お

り
、
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

に
は
食
品
加
工
工
場
の
関
西
進

出
を
図
り
京
都
府
福
知
山
市
に

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
工
場
を
建
設
し
、

周
辺
都
市
を
消
費
エ
リ
ア
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

農
協
は
本
部
事
務
所
の
ほ
か

地
区
６
か
所（
中
士
幌
、
佐
倉
、

上
居
辺
、
下
居
辺
、
新
田
、
西

上
）に
事
業
所
を
置
き
地
区
農

民
の
通
常
の
農
協
利
用
の
便
を

図
っ
て
い
る
。

農
協
記
念
館

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
士
幌
農

協
は
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
計
画
し
て
い
た「
農
協
記
念
館
」

を
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度

に
建
設
し
、
士
幌
農
業
の
歴
史

や
、
農
協
の
各
事
業
、
そ
し
て

今
日
の
士
幌
農
協
を
築
い
た
太

田
寛
一
元
組
合
長（
元
ホ
ク
レ
ン
、

全
農
会
長
）の
業
績
を
展
示
等

で
紹
介
す
る
と
共
に
農
業
研
修

や
加
工
実
習
等
に
広
く
開
放
し

て
い
る
。

　

同
施
設
は
、
役
場
向
か
い（
南

側
）に
建
設
さ
れ
一
部
２
階
建

て
の
面
積
は
１
５
５
１
平
方
㍍

で
、
士
幌
農
業
体
験
ホ
ー
ル
の

ほ
か
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
食
品

加
工
実
習
室
、
農
業
情
報
室
、

気
象
情
報
コ
ー
ナ
ー
と「
野
の

宰
相
」「
北
の
闘
魂
」と
も
呼
ば

れ
た
故
太
田
寛
一
名
誉
組
合
長

の
功
績
を
永
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
の「
太
田
寛
一
記
念
室
」が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

同
記
念
館
は
地
元
農
民
の
利

用
は
も
と
よ
り
、
道
内
外
か
ら

町
、
農
協
を
訪
れ
る
人
た
ち
の

視
察
コ
ー
ス
と
も
な
り
、
士
幌

農
業
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
う
施
設
と
し
て
成
果
を
挙

げ
て
い
る
。

農協記念館

食品工場

148第二章　農協と団体



直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
式
典

を
中
止
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

歴
代
の
功
労
者
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
の
こ

と
か
ら
、
感
染
防
止
策
を
最
大

限
考
え
、
功
労
者
、
実
行
委
員

の
み
の
参
集
で
Ｊ
Ａ
士
幌
町
青

年
部
設
立
60
周
年
記
念
感
謝
状

贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

▽
女
性
部
部
長　

曽
我
礼
子（
現

在
）

▽
青
年
部
部
長　

酒
井
敬
明（
現

在
）

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）士

幌
農
協
は
満
80
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
故
太

田
寛
一
と
共
に
士
幌
農
協
を
築

い
た
故
安
村
志
朗
名
誉
組
合
長

の
功
績
を
称
え
る
た
め「
安
村

志
朗
記
念
室
」を
増
設
し
た
。

女
性
部
と
青
年
部

　

農
協
に
は「
農
村
婦
人
の
地

位
向
上
と
明
る
い
豊
か
な
農
村

づ
く
り
」を
目
指
し
て
設
立
さ

れ
た
女
性
部（
旧
婦
人
部
）と
、

農
業
後
継
者
等
を
中
心
に
将
来

の
農
協
活
動
を
担
う
青
年
部
が

あ
る
。
女
性
部
・
青
年
部
は
士

幌
農
協
を
陰
か
ら
支
え
る
組
織

と
し
て
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）女

性
部（
当
時
は
婦
人
部
）は
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
。
発
足
当
時

は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
で
経
済

的
に
も
精
神
的
に
も
不
安
定
な

時
代
で
農
業
を
陰
か
ら
支
え
た

婦
人
の
役
割
は
極
め
て
大
き
か

っ
た
。
農
業
の
機
械
化
と
共
に

農
村
婦
人
の
肉
体
労
働
も
軽
減

さ
れ
、
今
日
で
は
家
族
の
健
康

管
理
、
食
生
活
の
改
善
、
家
計

の
合
理
化
等
に
努
め
る
一
方
女

性
部
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
農
業
経
営
を
支
え
て
い
る
。

　

女
性
部
は
地
区
ご
と
に
支
部

（
10
支
部
）を
置
き
、
一
般
部
員
、

若
妻
部
員
と
金
令
層
部
員（
高

齢
者
）の
３
部
会
制
を
と
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
、
部
会
で
活

動
し
て
い
る
ほ
か
、
町
の
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
に
も
加
盟
し
、

全
町
の
女
性
た
ち
と
の
連
携
も

図
り
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
健
康

管
理
研
修
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

青
年
部
は
女
性
部
よ
り
数
年

遅
れ
て
創
設
さ
れ
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）で
創
立
60
周
年
と

な
る
。
農
業
経
営
、
農
業
技
術

を
学
び
農
村
の
民
主
化
と
社
会

的
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る

た
め
組
織
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
部

員
の
交
流
活
動
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

畑
作
・
畜
産
・
土
壌
診
断
の
三

部
会
ご
と
の
学
習
会
、
研
究
会

や
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
運
動

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）１

月
に
設
立
60
周
年
記
念
式
典
を

計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
感

染
防
止
策
を
講
じ
た
中
で
練
り

青年部６０周年記念オブジェを道の駅ピア２１しほろに設置（ペコポちゃん）

２
、
農
民
団
体

農
民
協
議
会

　

士
幌
町
で
戦
後
は
じ
め
て
結

成
さ
れ
た
農
民
運
動
組
織
は
、

１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）の

「
士
幌
村
新
郷
土
建
設
連
盟
」で
、

現
士
幌
町
農
民
協
議
会
の
発
端

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
連
盟
は
、
そ
の
後
、
農
民

同
盟
、
農
民
民
主
協
議
会
と
、

全
農
連
を
経
て
１
９
９
０
年（
平

成
２
年
）に
は
、
農
民
協
議
会

と
改
称
し
、
こ
の
間
組
織
の
改

編
、
整
備
を
行
い
な
が
ら
、
農

業
振
興
や
農
民
の
生
活
安
定
の

た
め
、
大
同
団
結
し
て
幅
広
い

運
動
を
展
開
し
多
く
の
成
果
を

あ
げ
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）、

士
幌
町
農
民
協
議
会
は
組
織
結

成
50
周
年
を
迎
え
、
同
年
12
月

６
日
、
農
業
会
館
大
ホ
ー
ル
を

会
場
に
記
念
式
典
を
開
催
し
、

多
く
の
来
賓
と
盟
友
が
出
席
す

る
中
、
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
な
ど
セ
レ
モ
ニ
ー
と
祝
賀
会

を
開
催
、記
念
誌「
続
土
と
人
と
」

を
発
刊
し
今
後
一
層
の
団
結
を

誓
い
合
っ
た
。

　

草
創
期
は
、「
全
村
一
農
協
」

運
動
で
当
時
町
内
に
３
つ
あ
っ

た
農
協
組
織
の
一
本
化
の
実
現
、

自
衛
隊（
予
備
隊
）の
演
習
地
買

収
反
対
運
動
の
展
開
、
更
に
農

業
労
働
力
対
策
と
し
て
農
業
労

務
者
受
入
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

青
森
県
を
中
心
に
若
い
男
女
の

労
働
力
を
受
け
入
れ
、
春
耕
期

か
ら
秋
の
収
穫
ま
で
農
家
家
族

の
一
員
と
し
て
、
労
働
力
確
保

を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ら
労
務
者
の
中
に
は
、

当
町
の
農
業
青
年
と
結
婚
し
専

業
農
家
の
主
婦
と
し
て
在
住
す

る
者
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
を

経
な
が
ら
農
業
は
近
代
化
、
大

型
化
へ
と
進
む
が
、
農
業
、
農

民
を
と
り
ま
く
情
勢
は
常
に
厳

し
く
貿
易
の
自
由
化
反
対
闘
争

や
、
乳
価
闘
争
、
農
畜
産
物
の

価
格
闘
争
な
ど
、
時
代
時
代
の

問
題
を
的
確
に
分
析
し
運
動
に

結
び
つ
け
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

　

活
動
の
目
標
と
し
て
、
①
誰

に
も
束
縛
さ
れ
な
い
、
自
由
で

民
主
的
な
組
織
に
し
よ
う
。
②

個
人
の
意
見
を
尊
重
し
、
整
理

し
て
組
織
全
体
の
力
に
ま
と
め

よ
う
。
③
非
農
業
者
と
農
業
者

が
提
携
す
る
た
め
の
運
動
を
も

り
あ
げ
よ
う
。
④
農
業
経
営
と
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れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
を
挟
ん
で
組
織

活
動
は
中
断
し
た
が
戦
後
の
１

９
５
３
年（
昭
和
28
年
）道
内
の

自
衛
隊
反
基
地
闘
争
を
繰
り
広

げ
る
中
で
全
日
農
北
海
道
連
合

会
と
し
て
再
建
さ
れ
た
。

　

士
幌
町
農
民
組
合
は
こ
れ
に

合
わ
せ
結
成
さ
れ
た
。
初
代
委

員
長
は
、
石
垣
春
雄
で
農
業
委

員
、
農
協
役
員
な
ど
を
組
織
か

ら
送
り
込
む
活
動
も
行
っ
て
い

た
。
３
・
９
冷
害
諸
対
策
要
求

運
動（
昭
和
39
年
の
冷
害
対
策
）

を
始
め
、
農
畜
産
物
の
価
格
闘

争
、
同
自
由
化
阻
止
闘
争
、
農

協
中
央
会
・
振
興
局
農
務
課
と

の
要
請
懇
談
会
、
税
務
学
習
会

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

十
勝
の
農
業
を
守
り
、
後
継
者

が
育
つ「
家
族
農
業
」を
基
本
と

す
る
経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

▽
士
幌
町
農
民
組
合

　

組
合
員　

26
人

歴
代
執
行
委
員
長（
平
成
３
年

以
降
）

　

清
水
秀
雄（
昭
62
～
平
12
）　

　

鈴
木
博
文（
平
12
～
25
）　　

　

渡
邉
一
元（
平
26
～
現
在
）　

　
　
　

農
村
生
活
を
充
実
発
展
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
ょ
う
。

の
４
点
を
掲
げ
、
組
織
・
税
金

対
策
、
産
業
振
興
対
策
、
農
政
・

情
報
対
策
な
ど
、
具
体
的
活
動

目
標
を
定
め
運
動
を
進
め
て
い

る
。

▽
会　

長（
平
成
４
年
以
降
）

　

後
藤
義
孝（
平
４
～
５
）／
成

田
吉
信（
平
６
～
11
）／
篠
原
一

廣（
平
12
～
17
）／
三
本
善
則（
平

18
～
19
）／
横
山
和
敏（
平
20
～

21
）／
河
村
幸
芳（
平
22
～
25
）

／
加
藤　

智（
平
26
～
27
）／
竹

迫
真
樹（
平
28
～
令
元
）／
篠
原

貴
幸（
令
２
～
現
在
）

農
民
組
合

　

北
海
道
で
農
民
組
合
が
組
織

さ
れ
た
の
は
１
９
２
５
年（
大

正
14
年
）に
日
本
農
民
組
合
旭

川
村
米
飯
支
部
を
結
成
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

日
本
農
民
組
合
は
、
絶
対
主

義
的
天
皇
制
と
半
封
建
的
地
主

制
度
の
中
で
小
作
料
の
減
免
や

農
民
の
土
地
取
得
要
求
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
も
許
さ

れ
な
か
っ
た
時
代
に
厳
し
い
弾

圧
と
闘
い
な
が
ら
要
求
実
現
の

た
め
闘
う
組
織
と
し
て
結
成
さ
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１
、
林
業

森
林
と
自
然
環
境
保
全

　

森
林
は
、
国
土
保
全
対
策
上

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
士
幌
町
で
は
、
森
林
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
長
期
的
に
適

切
な
森
林
整
備
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）に
は
、
自
然
保
護
と

緑
の
育
成
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
た「
士
幌
町
自
然

環
境
等
保
全
条
例
」を
制
定
し

自
然
環
境
の
保
全
と
無
秩
序
な

開
発
を
防
止
す
る
た
め
、
自
然

環
境
保
全
地
区
の
指
定
を
行
い

乱
開
発
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　

環
境
保
全
地
区
の
指
定
は
、

自
然
的
社
会
的
諸
条
件
か
ら
み

て
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然

環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
が
特

に
必
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
町
長
が
諮
問
機
関
と
し

て
設
置
し
て
い
る「
士
幌
町
自

然
環
境
保
全
審
議
会
」の
意
見

を
聞
き
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
そ
の
指
定
を
受

け
て
い
る
の
は
５
地
区
で
内
訳

は（
表‒

１
）の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め

に
必
要
な
監
視
お
よ
び
指
導
を

行
わ
せ
る
た
め
、
自
然
環
境
等
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保
全
監
視
人
を
委
嘱
し
、
保
全

指
定
地
区
の
み
で
な
く
町
内
全

域
を
巡
回
し
資
源
の
乱
獲
防
止
、

自
然
保
護
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
監
視
業
務
の
運
営
は

「
士
幌
町
開
発
と
自
然
保
護
の
会
」

に
委
託
し
実
施
し
て
い
た
が
、

組
織
の
改
編
に
よ
り
２
０
０
３

年（
平
成
15
年
）６
月
か
ら「
し

ほ
ろ
自
然
環
境
に
親
し
む
会
」

に
委
託
し
て
い
る
。

　

士
幌
町
内
に
お
け
る
森
林
面

積
は
、
約
５
６
０
０
㌶
で
町
総

面
積
の
約
22
％
を
占
め
て
い
る
。

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）の
総

面
積
と
比
べ
約
１
１
０
０
㌶
減

少
し
た
が
、
新
田
牧
場
を
中
心

と
し
た
林
地
開
発
が
主
な
原
因

と
見
ら
れ
、
民
有
林
面
積
は
、

５
４
４
９
㌶
、
内
人
工
林
地
が

２
９
６
６
㌶
で
人
工
林
率
は
54

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
工
林
の
樹
種
は
、
ほ
と
ん

ど
カ
ラ
マ
ツ
と
な
っ
て
い
る
が

伐
期
齢
に
達
し
た
森
林
も
増
え
、

今
後
計
画
的
な
伐
採
、
造
林
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

町
有
の
防
風
保
安
林
は
、
６

５
５
㌶
程
度
と
若
干
減
少
し
て

い
る
。（
表‒

２
参
照
）

表－１　　　　　士幌町自然環境保全地区指定状況
指定箇所 所有者 指定面積 森林現況等

農協自然公園
（農協所有天然林） 農　協 17.04ha ヤチダモ・ハンノキ二次林

森林公園
（北地区柏林） 町 4.64ha カシワ二次林

朝陽居辺坂 町 44.59ha シナノキ・イタヤ林

朝陽天然林 町 3.64ha シナノキ・イタヤ林

創造の森下居辺
刑務所跡地 町 82.25ha 落葉広葉樹林

（ミズナラ・イタヤ・ヤチダモ林）

表－２　　　　　　　　　　所有者形態別森林面積� （単位：ha）

　　　　　　　　　面積

所有区分

立　　　木　　　地 無立
木地 合　計 人工

林率人工林 天然林 計

国　　有　　林 5 145 150 150 3%

民　有　林

町 有 林 1,362 471 1,833 26 1,859 73%

私 有 林 等 1,604 1,641 3,245 345 3,590 45%

小 計 2,966 2,112 5,078 371 5,449 54%

合　　　　　計 2,971 2,257 5,228 371 5,599 53%

� ※令和元年度北海道林業統計（令和３年３月北海道水産林務部）
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町
有
林
と
創
造
の
森

　

町
有
林
は
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）現
在
、
１
８
５
９
㌶

で
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）当

時
か
ら
約
２
６
０
㌶
増
え
全
体

の
73
％
が
人
工
林
と
な
っ
て
い

る
。

　

毎
年
計
画
的
な
人
工
造
林
、

除
間
伐
、
下
刈
等
を
行
っ
て
い

る
が
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

か
ら
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

ま
で
の
実
績
は（
表‒

３
）の
と

お
り
で
あ
る
。

　

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）に

取
得
し
、
町
の「
自
然
環
境
保

全
地
区
」に
指
定
し
て
い
た
、

下
居
辺
旧
刑
務
所
農
場
跡
地
８

２
㌶
を
整
備
し
、「
士
幌
創
造
の

森
」を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）か
ら

事
業
を
進
め
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）に
完
成
し
た
。

　

こ
の
地
区
は
、
樹
齢
50
年
以

上
の
ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
タ
ヤ
類
を

含
む
約
20
種
も
の
貴
重
な
天
然

広
葉
樹
林
と
し
て
保
全
さ
れ
て

お
り
、「
創
造
の
森
」事
業
で
は
、

植
栽
や
間
伐
を
進
め
る
一
方
、

渓
流
路
や
３
つ
の
散
策
路
を
造

成
し
た
ほ
か
、
休
憩
室
や
ト
イ

レ
、
木
工
作
業
室
な
ど
を
備
え

た「
や
ま
び
こ
ハ
ウ
ス
」と
展
望

台
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
森
と

の
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
整
備
さ

れ
た
。

森
林
組
合

　

低
廉
な
輸
入
外
材
の
増
加
、

長
期
的
な
立
木
価
格
の
低
迷
な

ど
林
業
事
情
の
厳
し
い
中
、
士

創造の森

幌
町
森
林
組
合
は
、
民
有
林
の

振
興
と
組
合
の
健
全
運
営
を
目

指
し
努
力
し
て
い
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

か
ら
、
第
２
次
流
域
森
林
総
合

整
備
事
業
、
緊
急
間
伐
実
施
事

業
が
始
ま
り
、
遅
れ
る
間
伐
の

解
消
に
重
点
を
置
い
た
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
民
有
林
の
事
業
受
託

お
よ
び
公
費
造
林
等
補
助
制
度

の
利
用
を
促
し
、
組
合
員
の
負

担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
造
林
、

造
林
地
の
下
刈
や
除
間
伐
事
業

を
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

全
力
を
注
い
だ
。

　

組
合
の
体
質
強
化
や
、
多
面

的
事
業
の
展
開
を
目
指
し
た
森

林
組
合
の
広
域
合
併
が
指
導
さ

れ
、
管
内
も
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

広
域
化
に
向
け
検
討
に
入
り
、

西
部
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、

音
更
、
士
幌
、
上
士
幌
、
新
得
、

鹿
追
、
清
水
の
６
町
に
よ
る「
十

勝
西
部
地
区
広
域
合
併
協
議
会
」

を
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）に

発
足
さ
せ
、
同
12
年
３
月
を
目

途
に
、
長
期
間
協
議
を
続
け
た

が
、
合
併
実
施
計
画
策
定
の
合

意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方

北
十
勝
３
町（
音
更
、
士
幌
、

上
士
幌
町
）の
各
組
合
は
、
業

務
協
業
に
よ
り
、
労
務
関
係
の

連
携
で
労
働
力
確
保
、
工
場
側

の
仕
様
に
即
応
、
有
利
な
材
の

生
産
体
制
充
実
に
努
め
、
２
０

０
７
年（
平
成
19
年
）10
月
、
十

勝
大
雪
森
林
組
合
と
し
て
合
併

し
た
。

　

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）５

月
に
合
併
後
初
の
総
代
会
が
開

催
さ
れ
、
理
事
会
に
お
い
て
中

島
康
夫
が
組
合
長
に
選
任（
平

成
23
年
４
月
ま
で
）さ
れ
た
。

　

建
築
用
の
木
材
加
工
を
行
う

道
東
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
、
１

９
９
３
年（
平
成
５
年
）10
月
中

士
幌
幹
線
道
路
沿
い
に
完
成
し

た
。
こ
の
工
場
は
木
造
住
宅
の

土
台
、
柱
、
け
た
、
は
り
な
ど

の
構
造
の
事
前
加
工（
プ
レ
カ

ッ
ト
）を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
で
行
い
、
家
一
棟
分
の
加
工

を
ほ
と
ん
ど
無
人
状
態
で
わ
ず

か
一
日
で
仕
上
げ
て
し
ま
う
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
国
産

カ
ラ
マ
ツ
材
の
需
要
拡
大
に
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

▽
士
幌
町
森
林
組
合　

組
合
長

（
平
成
３
年
～
合
併
ま
で
）

　

吉
田
喬
一（
昭
59
～
平
６
）／

中
島
康
夫（
平
７
～
合
併
ま
で
）

表－３　　（１）町有林の現況
（令和２年４月）

区　　分 面積（ha） 蓄積
（1000 ㎥）

天然林 ４７１ ３９

人工林 １, ３５９ ３５３

無立木 ２９ ―

合　　計 １, ８５９ ３９２

（2）町有林管理状況
（上段　平22～平26：下段　平27～令元）

人工造林
植
　
栽

45.27（ha）

32.99（ha）

間　伐
面
　
積

300.84（ha）

139.63（ha）

町有林管理
事業費

金
　
額

121（百万円）

87（百万円）

（３）町有林伐採売払の状況
（上段　平22～平26　：　下段　平27～令元）

面　積 材　積 売払収入

皆　　伐

５１（ha） １１（1000 ㎥） ３１（百万円）

２０（ha） ４（1000 ㎥） １６（百万円）
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２
、
内
水
面
漁
業

３
つ
の
養
魚
場

　

町
内
に
は
、
３
か
所
の
養
魚

場
が
あ
り
、
士
幌
淡
水
養
魚
園

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内水面漁業� （令和２年）

名　称 所　在
使用池

おもな魚種 摘　要
面積（㎡）

士幌淡水養魚園 新　栄 2,100 ニジマス ・釣り堀

朝陽ヤマベ園 朝　陽 3,700 サクラマス、ニジマス、オショロコマ ・釣り堀・活魚で出荷

士幌フィッシング
パーク 西　上 5,800 ニジマス、オショロコマ、イトウ ・管理釣場・釣り堀

合　　　計 11,600

は
、
鹿
追
町
町
界
の
新
栄
地
区

で
、
以
前
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
経

営
し
て
い
た
が
、
釣
り
堀
を
営

み
、
ニ
ジ
マ
ス
を
主
と
し
て
い

る
。

　

朝
陽
ヤ
マ
ベ
園
は
、
朝
陽
地

区
内
の
湧
水
を
利
用
し
、
３
７

０
０
平
方
㍍
の
池
に
サ
ク
ラ
マ

ス
、
ニ
ジ
マ
ス
、
オ
シ
ョ
ロ
コ

マ
を
養
殖
し
、
各
地
に
出
荷
、

釣
り
堀
と
し
て
も
愛
好
者
に
提

供
し
て
い
る
。
以
前
、
町
で
行

っ
て
い
た「
や
ま
べ
祭
り
」の
放

流
用
や
ま
べ
は
同
園
の
や
ま
べ

を
利
用
し
た
。

　

西
上
地
区
に
あ
る
士
幌
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
は
、
西
上
地

区
ウ
オ
ッ
プ
川
上
流
の
良
質
な

湧
水
を
利
用
し
、
一
時
は
姫
ま

す
を
養
殖
し
て
出
荷
し
て
い
た

が
現
在
は
、
ニ
ジ
マ
ス
、
オ
シ

ョ
ロ
コ
マ
、
イ
ト
ウ
を
中
心
に

養
殖
し
て
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ

ー
ス
で
の
釣
り
お
よ
び
え
さ
釣

り
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
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１
、
商
業
と
商
工
会

商
業
活
動

　

町
内
で
は
、
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
に
20
以
上
の
業

種
が
商
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

３
年
～
５
年
ご
と
に
調
査
さ
れ

る
十
勝
の
商
業
統
計
で
報
告
さ

れ
た
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

度
の
本
町
の
小
売
商
店
数
は
66

店
、
年
間
商
品
販
売
額
は
75
億

１
千
万
円
と
さ
れ
、
２
０
１
６

年（
平
成
28
年
）経
済
セ
ン
サ
ス

で
は
、
卸
売
・
小
売
業
で
35
店
、

年
間
商
品
販
売
額
34
億
７
千
万

円
と
、
店
舗
数
は
31
店
舗
、
年

間
商
品
売
上
額
も
、
約
40
億
円

減
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に

音
更
町
の
国
道
２
４
１
号
沿
い

に
大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
て

以
降
、
音
更
、
帯
広
間
の
同
国

道
路
沿
い
に
は
、
日
用
品
の
総

合
販
売
店
や
家
電
製
品
を
取
り

扱
う
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
次
々
進
出
し
、
士

幌
町
内
の
商
業
経
営
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
商

店
街
近
代
化
事
業
等
に
よ
る
店

舗
の
改
築
、
拡
張
改
善
等
で
販

売
高
が
増
し
た
業
種
も
あ
り
、

今
後
と
も
自
助
努
力
を
重
ね
、
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消
費
の
流
出
を
最
小
限
と
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

年
中
無
休
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
近
年
は
地
方
に
も

進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
町

で
も
国
道
２
４
１
号
の
士
幌
市

街
へ
の
南
北
入
口
付
近
、
市
街

地
お
よ
び
中
士
幌
市
街
地
に
、

３
つ
の
チ
ェ
ー
ン
店
５
店
舗
が

そ
れ
ぞ
れ
営
業
し
て
い
る
。

士
幌
町
商
工
会

　

１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）に

「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る

法
律
」が
制
定
さ
れ
、
同
年
６

月
施
行
と
な
っ
た
が
、
士
幌
町

に
お
い
て
も
同
年
12
月
27
日
、

士
幌
町（
村
）商
工
会
を
設
立
し
、

爾
来
、
町
の
商
工
業
振
興
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
昭
和
40
年
代
の
高

度
経
済
成
長
時
代
、
ま
た
昭
和

50
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
安
定
成
長
期
、
昭
和
61
年
か

ら
の
バ
ブ
ル
景
気
を
経
て
、
平

成
３
年
に
は
バ
ブ
ル
景
気
が
崩

壊
し
、
そ
の
後
、
金
融
危
機
が

発
生
し
平
成
不
況
が
平
成
23
年

ま
で
つ
づ
く
こ
と
と
な
る
。
平

成
24
年
頃
よ
り
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

景
気
が
始
ま
り
平
成
30
年
ま
で

継
続
す
る
が
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）に
は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
」の

感
染
拡
大
に
よ
り
戦
後
最
大
の

景
気
後
退
局
面
と
な
る
。
こ
の

よ
う
に
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
す
る
中
、
町
内
の
商
工
業
者

も
経
営
の
改
善
に
つ
い
て
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

商
工
会
で
は
町
が
行
っ
た
商

店
街
診
断
で
の「
診
断
勧
告
」を

分
析
し
、
自
立
す
る
商
店
街
確

立
を
め
ざ
し
、
具
体
的
施
策
を

も
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
特
に

商
店
街
近
代
化
の
一
連
の
諸
事

業
に
よ
っ
て
、
町
並
み
整
備
を

図
り
、
核
施
設
の「
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
」を
商
工
会
の
拠
点
と
し
て
、

会
員
に
対
す
る
経
営
改
善
普
及

事
業
を
中
心
に
指
導
推
進
を
図

っ
て
い
る
ほ
か
、
１
９
９
７
年

（
平
成
９
年
）新
装
し
た
Ｊ
Ａ
し

商店街の街並み
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士幌町商工会会員の業種構成
表－１

事業分類 業種細分類

1990（平成２年度） 2000（平成 12 年度） 2010（平成 22 年度） 2020（令和２年度）

士
幌

中
士
幌

下
居
辺

計 士
幌

中
士
幌

下
居
辺

計 士
幌

中
士
幌

下
居
辺

計 士
幌

中
士
幌

下
居
辺

計

小　売　業

食料品小売業 14 2 1 17 10 3 0 13 7 1 0 8 4 1 0 5

繊維製品小売業 6 0 0 6 4 0 0 4 1 0 0 1 0 0 0 0

医薬品・化粧品小売業 3 1 0 4 3 1 0 4 3 1 0 4 2 1 0 3

金物・せともの小売業 3 0 0 3 2 0 0 2 2 0 0 2 0 0 0 0

燃料・石油小売業 3 1 0 4 2 1 0 3 2 0 0 2 3 0 0 3

電気製品小売業 3 0 0 3 2 0 0 2 4 0 0 4 3 0 0 3

その他の小売業 10 1 0 11 13 5 0 18 7 2 0 9 13 1 0 14

計 42 5 1 48 36 10 0 46 26 4 0 30 25 3 0 28

卸　売　業 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

サービス業

飲食業 16 1 0 17 16 1 0 17 22 0 1 23 18 0 1 19

理・美容室 8 1 0 9 9 1 0 10 10 2 0 12 8 2 0 10

旅館業 3 0 1 4 5 0 1 6 2 0 2 4 2 0 1 3

運輸業 3 0 0 3 2 0 0 2 5 0 0 5 5 0 0 5

農機具・自動車修理業 6 2 1 9 7 2 1 10 7 3 1 11 6 3 0 9

その他のサービス業 13 2 0 15 17 1 0 18 29 7 2 38 10 3 1 14

計 49 6 2 57 56 5 2 63 75 12 6 93 49 8 3 60

製　造　業

建設資材等製造業 10 2 0 12 4 1 0 5 4 1 0 5 2 1 0 3

その他の製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 3 0 0 3

食品製造業 0 2 0 2 0 1 0 1 0 1 0 1 3 2 0 5

農業機械製造業 2 0 0 2 3 0 0 3 0 0 0 0

製材業 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

計 13 4 0 17 7 2 0 9 6 2 0 8 8 3 0 11

不動産業
物品賃貸業

不動産賃貸業 7 0 0 7

物品賃貸業 1 0 0 1

計 8 0 0 8

医療・福祉 その他医療業・福祉 1 0 0 1

建設業 18 7 0 25 19 7 0 26 20 6 0 26 22 8 0 30

農林業 1 0 0 1 1 0 0 1 2 0 0 2 4 0 0 4

その他業種 3 0 0 3

鉱　　業 （砂利採取業） 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0

家畜商業 2 1 0 3 1 0 0 1 1 0 0 1

定款会員 6 0 0 6 6 0 0 6 4 0 0 4 12 1 0 13

合　　　　計 132 24 3 159 127 24 2 153 134 24 6 164 132 23 3 158

特別会員 （含む準会員） 2 1 0 3 0 1 0 1 0 0 0 0
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ほ
ろ「
ア
ス
ポ
」店
と
も
連
携
し

た
商
工
振
興
を
推
進
し
て
い
る
。

　

商
店
街
近
代
化
事
業
で
改
築

す
る
こ
と
に
な
っ
た「
Ａ
コ
ー

プ
士
幌
店
」は
、
当
初
市
街
中

心
部
か
ら
若
干
離
れ
た
場
所
へ

の
移
転
を
計
画
し
て
い
た
が
、

Ａ
コ
ー
プ
が
中
心
街
か
ら
抜
け

る
こ
と
に
よ
る
商
店
街
の
空
洞

化
や
、
農
協
組
合
員
の
み
で
な

く
、
市
街
地
住
民
が
多
く
利
用

し
て
い
る
こ
と
、
更
に
町
内
の

商
業
活
動
を
商
工
会
と
協
調
し

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ほ
し
い

と
い
う
町
の
要
請
を
受
け
、
現

在
地
へ
の
移
転
改
築
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
へ
の
移
転
を
図
る
た

め
町
は
、
移
転
予
定
地
沿
線
に

居
住
す
る
住
民
へ
代
替
地
を
用

意
し
、
そ
の
実
現
を
図
っ
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
Ａ
コ
ー
プ
は

「
ア
ス
ポ
」と
命
名
し
、
町
内
か

ら
数
店
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

店
し
、
そ
れ
ぞ
れ
相
乗
効
果
を

あ
げ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
友
の
会
が
早
く
か

ら
実
施
し
て
い
る
シ
ー
ル
事
業

（
奥
様
シ
ー
ル
）は
１
９
９
６
年

（
平
成
８
年
）４
月
か
ら
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
制
を
併
用
し「
大
地

く
ん
カ
ー
ド
」と
し
て
機
能
の

充
実
を
図
っ
た
。
こ
の
事
業
は

商
店
街
協
同
組
合
が
行
い
、
商

工
会
が
運
営
協
力
を
し
て
い
る
。

　

商
工
会
の
主
な
活
動
は
、
大

き
く「
経
営
改
善
普
及
事
業
」と

「
地
域
振
興
事
業
」に
分
類
さ
れ

る
が
、
前
者
で
は
、
商
工
会
に

関
連
す
る
法
律
改
正
が
施
行
さ

れ
、
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

に
は「
中
小
企
業
基
本
法
の
改

正
」、
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法（
小

規
模
基
本
法
）」と「
商
工
会
及

び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模

事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
小
規
模
支
援
法
）改
正
」が
施

行
さ
れ
、
本
町
で
は
、
２
０
１

７
年（
平
成
29
年
）に
こ
れ
ら
法

律
を
受
け
北
海
道
内
市
町
村
に

先
駆
け
て「
士
幌
町
小
規
模
企

業
基
本
条
例
」が
公
布
さ
れ
た
。

　

商
工
会
で
は
、
小
規
模
２
法

の
成
立
を
受
け
て
、
２
０
１
５

年（
平
成
27
年
）の
第
一
回
申
請

に
て
、
経
済
産
業
省
よ
り
、
北

海
道
内
の
商
工
会
で
初
と
な
る

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を

受
け
、
令
和
２
年
に
は
、
全
国

的
に
小
規
模
事
業
者
な
ど
の
経

営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
大

規
模
災
害
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
自
然
災
害
等
へ

の
事
前
の
備
え
、
事
後
の
い
ち

早
い
復
旧
を
支
援
す
る
た
め
、

士
幌
町
と
の
連
盟
に
て
北
海
道

よ
り
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計

画
の
認
定
を
受
け
、
災
害
に
係

る
新
た
な
枠
組
み
を
構
築
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
商
工
会
に
関
連
す

る
法
律
等
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
商
工
会
の
中
心
的

支
援
内
容
で
あ
っ
た
、
事
業
者

の
経
営
、
労
務
管
理
お
よ
び
税

務
、
金
融
、
取
引
等
は
、
基
礎

経
営
的
改
善
普
及
事
業
と
位
置

づ
け
さ
れ
、
新
た
に「
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
資
す

る
も
の
」を
重
点
事
業
と
し
た

体
系
へ
と
遷
移
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
振
興
事
業
」で

は「
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
事
業
」と
し
て
、
各

部
会
の
強
化
促
進
・
広
報
活
動
・

商
店
街
景
観
美
化
の
推
進
・
商

品
券
発
行
事
業
・
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）に

は「
商
工
会
に
よ
る
不
動
産
事
業
」

許
認
可
を
取
得
、
平
成
23
年
よ

り
本
格
的
に
参
入
し
、
不
動
産

事
業
関
連
に
よ
る
定
住
人
口
の

増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）に

は
、
商
工
業
者
の
後
継
者
問
題

お
よ
び
経
営
者
の
高
齢
化
等
を

要
因
と
し
た
廃
業
等
に
よ
り
商

店
街
で
の
空
店
舗
数
が
増
加
。

空
店
舗
に
よ
る
商
店
街
空
洞
化

は
、
商
店
街
で
の
不
足
業
種
が

生
じ
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
商
店

街
機
能
と
し
て
重
要
度
の
高
い

回
遊
性
低
下
を
生
じ
結
果
的
に

商
店
街
の
魅
力
が
衰
退
し
、
空

店
舗
数
が
更
に
増
加
す
る
負
の

循
環
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
町
の
支
援

に
よ
り「
商
店
街
空
店
舗
対
策

事
業
」と
し
て
、
商
工
会
が
店

舗
を
取
得
し
賃
貸
店
舗
と
し
て

有
効
に
活
用
す
る
事
業
を
実
施

し
２
事
業
所
が
開
業
。
そ
の
後

５
事
業
者
が「
士
幌
町
商
工
業

活
性
化
推
進
事
業
」に
よ
り
空

店
舗
を
活
用
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）に

は
、
町
の
支
援
に
よ
り「
町
づ

く
り
」の
た
め
の
収
益
事
業
と

し
て「
小
規
模
水
力
発
電
事
業
」

に
参
入
、
売
電
事
業
に
よ
り
得

ら
れ
る
財
源
の
活
用
に
よ
り
地

域
振
興
に
資
す
る
事
業
を
展
開

し
商
工
業
の
振
興
を
図
っ
て
い

る
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）に

は
、「
士
幌
町
地
域
創
造
発
信
拠

点
施
設（
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ

ろ
）」指
定
管
理
業
務
を
受
託
し

平
成
29
年
に
移
転
開
業
し
た
、

町
内
に
お
い
て
交
流
人
口
最
大

の
受
入
施
設
で
あ
る「
道
の
駅

ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」の
総
合
的
な

管
理
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　

商
工
会
の
会
員
数
は
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）度
末
現
在

１
５
８
会
員
で
、
１
９
９
０
年

（
平
成
２
年
）度
末
と
比
べ
１
会

員
減
少
し
て
い
る
。（
表‒

１
参

照
）

▽
商
工
会
会
長（
平
成
３
年
以
降
）

　

山
中
芳
美（
昭
57
～
平
４
）／

杉
原
憲
司（
平
５
～
17
）／
有
澤

忠
男（
平
17
～
22
）／
大
口
静
夫

（
平
22
～
24
）／
中
村　

貢（
平

24
～
現
在
）

商
工
会
青
年
部
と
女
性
部

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に

会
員
36
人
で
組
織
し
て
い
た
商

工
青
年
部
も
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）度
末
で
部
員
数
14
人

と
な
り
、
か
つ
て
よ
り
減
少
し

た
も
の
の
賛
助
部
員
な
ど
の
入

部
に
よ
り
安
定
し
た
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

　

近
年
の
主
な
活
動
は
、
し
ほ
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ろ
っ
ち
夏
祭
り
花
火
大
会
の
開

催
、
各
種
研
修
会
の
実
施
、
各

種
事
業
へ
の
参
加
協
力
を
行
っ

て
い
る
。

▽
商
工
会
青
年
部
部
長（
平
成

３
年
度
以
降
）

　

尾
形
憲
一（
平
３
～
４
）／
谷

本
仁
志（
平
５
～
６
）／
寺
田
典

之（
平
７
～
８
）／
岡
崎
譲
二（
平

９
～
12
）／
今
木
教
雄（
平
13
～

14
）／
波
多
野
達
也（
平
15
～

16
）／
朝
井
宏
嗣（
平
17
～
18
）

／
鈴
木
賢
一（
平
19
～
20
）／
黒

坂
幸
一（
平
21
～
22
）／
中
村　

徹（
平
23
～
24
）／
原
尾
英
祐（
平

25
～
26
）／
田
中
純
一（
平
27
～

28
）／
大
林
祐
也（
平
29
～
30
）

／
柴
田
真
稔（
平
31
～
令
２
）／

高
橋
梢
太（
令
３
～
現
在
）

　
　
　
　

　

女
性
部
員
は
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年
）度
末
で
32
人
と
な

っ
て
お
り
１
９
９
９
年（
平
成

11
年
）度
末
の
53
人
か
ら
減
少

し
て
い
る
が
、
活
動
は
活
発
で

各
種
研
修
の
実
施
、
各
種
事
業

へ
の
参
加
協
力
、
環
境
美
化
運

動
事
業（
花
壇
事
業
）、
交
通
安

全「
愛
の
鈴
」製
作
贈
呈
等
を
積

極
的
に
行
い
、
士
幌
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
に
も
加
盟
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

以
前
は
、
商
工
会
婦
人
部
と

し
て
い
た
が
、
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）度
で
女
性
部
と
名
称

の
変
更
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

全
国
商
工
会
婦
人
部
連
合
会
が

「
商
工
会
女
性
部
」と
名
称
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。

　
▽
商
工
会
女
性
部
部
長（
平
成

３
年
度
以
降
）

　

谷
本
幸
枝（
昭
59
～
平
13
）／

鈴
木
久
子（
平
14
～
18
）／
浅
野

幸
子（
平
19
～
20
）／
加
藤
弘
子

（
平
21
～
24
）／
森　

悦
子（
平

25
～
28
）／
末
永
美
津
代（
平
29

～
令
２
）／
岡
崎
睦
子（
令
３
～

現
在
）

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）４

月
１
日
、
士
幌
町
で
初
め
て
の

４
階
建
て
施
設「
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
施
設
は
、

商
店
街
近
代
化
事
業
と
合
わ
せ

商
店
街
の
核
施
設
と
し
て
、
商

工
会
館
を
併
設
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
活
動
の
拠
点
と
す
る
た
め

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度
、

商
業
基
盤
施
設
整
備
事
業（
国
庫
）

と
商
工
会
館
建
設
事
業（
道
費
）

の
補
助
を
受
け
建
設
し
た
も
の

で
、
士
幌
町
商
工
会
が
事
業
主

体
と
な
っ
た
。
旧
寿
の
家
跡
地

（
２
１
８
３
平
方
㍍
）に
鉄
骨
造

屋
根
４
階
建
と
し
、
総
工
事
費

３
億
２
３
０
０
万
円
を
投
じ
て

建
設
し
た
。

　

同
施
設
は
、
商
工
会
館
の
ほ

か
、
自
由
に
く
つ
ろ
い
だ
り
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
で
き
る

ア
ト
リ
ウ
ム
や
大
小
の
会
議
室
、

集
会
室
を
も
ち
、
商
店
街
活
動

の
拠
点
、
商
店
街
近
代
化
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
期
待
が
も
た

れ
て
い
る
。

　

商
工
会
で
は
、
同
年
４
月
16

日
複
合
施
設「
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
」

落
成
式
を
開
催
し
、
地
域
振
興

発
展
の
推
進
拠
点
と
す
る
こ
と

を
誓
っ
た
。

道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ

　

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）度

に
、
国
道
２
４
１
号
線
士
幌
市

街
南
側
入
口
沿
い
に
設
置
さ
れ

た「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」は
周
遊
観

光
者
等
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
時
休

憩
の
場
や
地
場
特
産
品
の
展
示

販
売
、
し
ほ
ろ
牛
を
中
心
と
し

た
地
場
産
品
の
材
料
に
よ
る
調

理
食
品
の
販
売
施
設
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
の
営
業
成
績

は
、
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
経
営
努
力
と
年

数
の
経
過
で
施
設
の
存
在
も
広

く
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、

年
々
好
転
し
て
き
た
。

　

こ
の
施
設
を
よ
り
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
１
９
９
６
年

（
平
成
８
年
）に「
道
の
駅
」と
し

て
登
録
申
請
、翌
年（
平
成
９
年
）

指
定
を
受
け
道
内
44
番
目
の
道

の
駅
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　
「
道
の
駅
」は
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
な
ど
の
休
息
施
設
と
、

行
政
が
設
置
す
る
物
産
館
な
ど

の
地
域
振
興
施
設
を
一
体
的
に

整
備
し
た
多
機
能
型
施
設
で
無

料
駐
車
場
の
ほ
か
、
水
洗
ト
イ

レ
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
、
オ
ス

ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
に
公
衆
電
話
、

地
域
の
特
産
品
や
観
光
案
内
、

道
路
情
報
が
得
ら
れ
る
地
域
情

報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
旅
行

者
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
と

地
域
情
報
の
発
信
や
物
産
品
の

販
売
で
地
域
振
興
を
図
る
目
的

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）７
月
現
在

道
内
１
２
８
か
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　
「
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」の

管
理
運
営
業
務
は
第
三
セ
ク
タ

ー
で
あ
る
㈱
士
幌
町
物
産
振
興

公
社
が
行
っ
て
き
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
等
に
よ
り
新
た
に
移

転
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
２

０
１
６
年（
平
成
28
年
）度
末
を

も
っ
て
道
の
駅
機
能
を
閉
鎖
、

㈱
士
幌
町
物
産
振
興
公
社
の
解

散
と
合
わ
せ
２
０
１
７
年（
平

タウンプラザ

道の駅 ピア２１しほろ
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成
29
年
）３
月
で
施
設
を
閉
館

し
た
。

　
「
新
・
道
の
駅
」（
士
幌
町
地

域
創
造
発
信
拠
点
施
設
）は
、

国
土
交
通
省
が
選
定
す
る
重
点

「
道
の
駅
」と
し
て
も
選
定
さ
れ
、

「
ま
ち
」の
魅
力
、
と
り
わ
け
基

幹
で
あ
る「
農
」と「
食
」の
情
報

発
信
、
商
店
街
や
観
光
資
源
へ

導
く
た
め
の
道
標
と
し
て
様
々

な
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

国
道
往
来
者
の
休
憩
施
設
と
併

せ
、
防
災
機
能
や
交
通
情
報
な

ど
、
道
路
機
能
の
向
上
を
図
り

つ
つ
、
更
な
る
振
興
の
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

国
道
２
７
４
号
と
国
道
２
４
１

号
が
交
差
す
る
南
側
に
建
設
さ

れ
た
。

　

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
士
幌

町
商
工
会
が
指
定
管
理
者
と
し

て
選
定
さ
れ
、
軽
食
・
飲
食
提

供
施
設
の
経
営
者
と
し
て
㈱
ａ

ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
、
地
場
産
品
等

提
供
施
設
の
経
営
者
と
し
て
士

幌
町
農
業
業
同
組
合
が
選
定
さ

れ
た
。

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）４

月
23
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た「
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」

は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を

見
せ
、
オ
ー
プ
ン
数
日
後
の
５

月
３
日
に
は
士
幌
町
の
人
口
を

超
え
る
約
７
５
０
０
人
、
こ
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

に
か
け
て
は
６
万
８
千
人
と
い

う
大
勢
の
来
場
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

８
月
１
日
に
は
来
場
者
数
が
延

べ
１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。

（
表‒

１
参
照
）

　

十
勝
の
広
大
な
大
地
で
育
っ

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ビ
ー
ト
、
し

ほ
ろ
牛
、
小
麦
な
ど
を
使
用
し

た
特
産
品
の
ほ
か
、
士
幌
高
校

生
が
開
発
し
た
商
品
な
ど
を
販

売
し
好
評
を
得
て
い
る
。

信
金
士
幌
支
店

　

帯
広
信
用
金
庫
士
幌
支
店
は
、

１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）出
張

所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）

に
支
店
に
昇
格
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）12
月
で
開
設
60
周

年
を
迎
え
た
。

　

同
支
店
は
町
内
唯
一
の
独
立

し
た
金
融
機
関
と
し
て
、
着
実

な
業
績
を
見
せ
て
い
る
が
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
も
積
極
的

に
行
い
、
町
内
行
事
へ
の
協
賛
、

仮
装
盆
お
ど
り
大
会
な
ど
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。
ま
た
、

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）11
月
、

士
幌
町
・
士
幌
町
商
工
会
・
士

幌
町
農
業
協
同
組
合
と
信
金
の

４
者
間
で「
士
幌
町
結
婚
支
援

事
業
」連
携
協
定
を
締
結
す
る

な
ど
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
。

▽
歴
代
支
店
長（
平
成
２
年
以
降
）

　

中
山
敏
勝（
平
２
～
４
）／
本

村
正
幸（
平
４
～
７
）／
鈴
木
頼

夫（
平
７
～
10
）／
鈴
木
経
義（
平

10
～
13
）／
高
橋
嗣
明（
平
13
～

15
）／
深
澤
洋
史（
平
15
～
18
）

／
伊
藤
幸
彦（
平
18
～
21
）／
藤

村
秀
憲（
平
21
～
22
）／
宇
佐
美

等（
平
23
～
26
）／
丸
山
教
範（
平

26
～
28
）／
中
井
崇
仁（
平
28
～

31
）／
堀
川
真
志（
平
31
～
現
在
）

２
、
商
店
街

商
店
街
近
代
化
事
業

　

本
町
の
顔
と
も
い
う
べ
き
士

幌
市
街
商
店
街
は
、
以
前
の
国

道
２
７
４
号（
旧
道
道
本
別
新

得
線
）、
２
０
１
７
年（
平
成
29

年
）４
月
か
ら
は
、
道
道
本
別

士
幌
線
と
、
道
道
士
幌
停
車
場

線（
西
２
線
通
り
）沿
い
で
形
成

さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）に

実
施
し
た
道
の
商
店
街
診
断
で

の
各
種
提
言
を
参
考
に
開
始
し

た
士
幌
町
商
店
街
近
代
化
事
業

は
、
１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）

か
ら
実
施
し
た
道
道
本
別
新
得

線（
平
成
５
年
４
月
１
日
付
で

国
道
昇
格
）拡
幅
整
備
事
業（
マ

イ
ウ
ェ
イ
・
ア
ワ
ー
ロ
ー
ド「
ふ

れ
あ
い
の
道
」）と
連
動
し
て
進

め
ら
れ
、
引
き
続
き
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）か
ら
の
道
道
士

幌
停
車
場
線
拡
幅
事
業
の
完
了

（
平
成
10
年
度
）と
共
に
整
備
が

終
了
し
た
。

「士幌町結婚支援事業」連携協定締結式

道の駅「ピア２１しほろ」
入り込み数の推移

表－１� （令和２年）

年度 利用者数

２００４（平成１６年度） ２５７, ７００人

２００６（平成１８年度） ２３２, １６８人

２００８（平成２０年度） ２４５, ５９５人

２０１０（平成２２年度） ２７４, ０９８人

２０１２（平成２４年度） ２６４, １８７人

２０１４（平成２６年度） ２５４, ４７４人

２０１６（平成２８年度） １９３, １２７人

・平成28年12月30日　道の駅の機能を閉鎖
・平成29年　3月28日　閉館
・平成29年　4月23日　リニューアルオープン

２０１７（平成２９年度） ４４６，１０１人

２０１８（平成３０年度） ３８２，８１７人

２０１９（令和元年度） ４１０，６９１人

２０２０（令和２年度） ３１０，５２１人

160第一章　商工業



農
協
の
食
品
加
工
工
場

　

馬
鈴
し
ょ
を
中
心
と
し
た
士

幌
農
協
の
食
品
工
場
は
、「
馬
鈴

し
ょ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」の
中
で

随
時
拡
充
さ
れ
特
に
コ
ロ
ッ
ケ

部
門
は
１
９
９
３
年（
平
成
５

年
）以
降
工
場
施
設
、
製
造
ラ

イ
ン
の
増
強
を
図
り
売
上
げ
を

大
幅
に
増
や
し
て
い
る
。

　

ま
た
馬
鈴
し
ょ
の
加
工
流
通

の
合
理
化
を
図
る
た
め
関
東
に

進
出
し
た
東
松
山
市
の
関
東
食

品
開
発
研
究
所
で
は
、
１
９
９

３
年（
平
成
５
年
）に
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
製
造
ラ
イ
ン
一
式
を
新
設
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
は

関
西
進
出
を
果
た
し
、
京
都
府

福
知
山
市
で
食
品
加
工
施
設（
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
製
造
工
場
）の
建

設
を
行
い
翌
年
か
ら
操
業
を
開

始
し
た
。

　

合
理
化
で
ん
粉
工
場
は
馬
鈴

し
ょ
栽
培
の
根
幹
を
な
す
も
の

と
し
て
食
用
・
加
工
以
外
の
芋

処
理
に
着
実
な
操
業
を
続
け
て

い
る
が
、
で
ん
粉
価
格
の
低
迷

で
売
上
額
は
減
少
し
て
い
る
。

　

で
ん
粉
工
場
の
再
編
整
理
計

画
で
、
ホ
ク
レ
ン
芽
室
工
場
が

廃
止
と
な
り
、
新
た
に
１
市
３

町
４
農
協（
帯
広
市
、
芽
室
町
、

清
水
町
、
新
得
町
）の
馬
鈴
し

す
る
た
め
設
立
し
活
動
し
た
、

商
店
街
近
代
化
推
進
協
議
会（
平

成
元
年
設
立
）や
商
店
街
協
同

組
合（
平
成
３
年
設
立
）が
事
業

完
成
ま
で
果
た
し
た
役
割
は
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　

２
つ
の
事
業
で
そ
れ
ぞ
れ
沿

線
の
店
舗
、
住
宅
等
は
ほ
と
ん

ど
改
築
、
移
転
し
町
並
み
が
一

新
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た

人
に
は
、
昔
の
面
影
が
な
く
な

り
、「
ど
こ
が
ど
こ
だ
か
分
か
ら

な
く
な
っ
た
」と
言
わ
れ
る
ぐ

ら
い
の
変
貌
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
問
題
な
ど
も
あ
り
、
空
き
店

舗
も
目
立
つ
状
態
に
あ
る
。

３
、
工
業

伸
び
る
食
品
加
工

　

士
幌
町
の
工
業
生
産
は
、
２

０
１
８
年（
平
成
30
年
）の
工
業

統
計
に
よ
る
と
、
製
品
出
荷
額

１
９
８
億
円
で
１
９
８
９
年（
平

成
元
年
）に
比
べ
１
・
９
倍
と

な
っ
て
い
る
。

　

製
品
出
荷
額
の
80
％
、
従
業

員
数
の
88
％
は
、
食
糧
品
製
造

で
占
め
、
当
町
の
工
業
は
、
そ

の
大
半
を
農
協
関
連
の
食
品
製

造
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。（
表‒

１
参
照
）

　

先
行
の
旧
本
別
新
得
線
拡
幅

工
事
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
道
」

と
し
て
幹
西
１
線（
い
こ
い
団

地
西
端
）か
ら
国
道
２
４
１
号

ま
で
の
２
９
０
０
㍍
を
拡
幅
し
、

う
ち
市
街
地
９
０
０
㍍（
役
場

入
口
か
ら
西
１
線
ま
で
）を
マ

イ
ウ
ェ
イ
・
ア
ワ
ー
ロ
ー
ド
事

業
と
し
て
、
無
電
柱
化
、
植
栽

（
花
壇
）、
歩
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
舗
装
、
街
路
灯
の
整
備

を
図
っ
た
。

　

更
に
中
心
部
の
３
７
０
㍍
の

区
間（
寿
し
大
洋
～
キ
ン
グ
商

会
ス
タ
ン
ド
）を
シ
ン
ボ
ル
ゾ

ー
ン
と
し
て
０
・
５
㍍
の
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
と
し
、
両
サ
イ
ド
の

歩
道
を
町
有
地
を
も
っ
て
拡
幅

し
た
。

　

士
幌
市
街
発
祥
の
地
が
同
道

路
沿
い
、
現
聖
教
寺
西
側
に
当

た
る
が
地
元
有
志
が
期
成
会
を

つ
く
り
、
道
路
拡
幅
整
備
事
業

に
合
わ
せ
同
地
に「
市
街
地
発

祥
の
記
念
碑
」を
建
立
し
た
。

　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
た
、
士
幌
停
車

場
線
拡
幅
工
事
は
、
歩
道
拡
幅

に
併
せ
て
、
マ
イ
ウ
ェ
イ
・
ア

ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
本

別
新
得
線
と
同
様
の
施
工
で
行

わ
れ
た
。

　

旧
本
別
新
得
線
の
事
業
は
、

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）か
ら

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）ま
で

の
５
か
年
で
総
事
業
費
17
億
５

千
万
円
、
ま
た
士
幌
停
車
場
線

の
拡
幅
事
業
で
は
、
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）か
ら
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）で
事
業
費
は
20

億
４
千
万
円
を
超
え
る
大
事
業

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
用
地
補
償

と
町
並
み
整
備
事
業
等
に
よ
り

店
舗
の
改
築
、
移
転
等
の
整
備

が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
市
街
地
再

開
発
事
業
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
広
場
の
造
成（
旧
役
場
跡
地
）、

更
に
商
工
会
館
を
併
設
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
タ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
建
設
な
ど
商
店
街

は
も
と
よ
り
周
辺
環
境
も
大
き

く
変
貌
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
事
業
を
推
進

バス待合所付近

ょ
を
士
幌
工
場
が
受
け
入
れ
る

再
編
整
備
計
画
に
伴
い
、
原
料

集
荷
対
象
区
域
が
拡
大
し
、
原

料
受
入
数
量
も
こ
れ
ま
で
の
年

間
約
８
万
㌧
か
ら
14
万
㌧
と
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

国
は
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

度
の
補
正
予
算
で
新
工
場
建
設

に
対
す
る
事
業
費
補
助
を
決
定

表－１�士幌の工業の推移��士幌の工業�

年　度 事業所数 従業員数 製品出荷額

H 元 １１ ５３２人 １０５億６，５７９万円

H ５ １３ ６９７人 １６０億８，４８６万円

H10 １２ ８７２人 １９０億７，７９１万円

H15 １２ ７８９人 １９２億７０５万円

H20 １１ ６４１人 １９５億８，１０４万円

H25 １０ ５９９人 １９６億７７２万円

H30 １０ １，０９３人 １９８億４，２１７万円

産業別の現況（平成30年調）

区　　分 事業所数

パルプ・紙・紙加工品製造業 １

金属製品製造業 １

食料品製造業 ５

木材一般製材製造業 １

はん用機械器具製造業 １

飼料・その他 １

総　　計 10
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し
た
。

　

新
工
場
建
設
を
含
む
関
連
事

業
は
87
億
１
５
０
０
万
円
の
計

画
事
業
費
で
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）８
月
に
完
成
し
操
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
中
で「
で
ん
粉
粕
」

か
ら
出
る
悪
臭
防
止
施
設
の
整

備
を
図
り「
士
幌
の
ニ
オ
イ
」と

言
わ
れ
た
悪
臭
も
大
幅
に
減
少

し
、
悪
臭
対
策
は
一
段
落
し
た
。

　

農
協
の
馬
鈴
し
ょ
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
内
施
設
概
要
と
主
要
農
産

物
の
加
工
実
績
は「
表‒

２
」「
表

‒

３
」の
と
お
り
で
あ
る
。

お
も
な
製
造
工
場

　

町
内
に
は
、
馬
鈴
し
ょ
関
連

工
場
の
ほ
か
幾
つ
か
の
特
色
あ

る
工
場
が
立
地
し
て
い
る
。

◎
森
産
業
株
式
会
社

　

十
勝
バ
ー
ク
で
知
ら
れ
る
森

産
業
は
、
１
９
９
４
年
に
本
社

工
場
、
事
務
所
を
中
音
更
基
線

（
士
幌
新
橋
南
）に
移
転
改
築
し
、

更
に
１
９
９
６
年
に
は
東
北
営

業
所（
盛
岡
市
）を
開
設
す
る
な

ど
営
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　

バ
ー
ク
堆
肥（
十
勝
バ
ー
ク
）

は
牛
糞
、
樹
皮
に
高
温
発
酵
促

進
剤
を
添
加
し
、
約
１
年
間
発

酵
熟
成
し
て
、
水
分
調
整
、
粒

径
区
分
を
経
て
完
全
無
臭
の
有

機
質
土
壌
改
良
材
が
で
き
あ
が

る
が
、
農
地
の
有
機
質
補
給
の

ほ
か
、
製
品
加
工
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
園
芸
培
養
土
と
し
て
市

場
開
拓
も
行
い
、
順
調
な
経
営

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

森
産
業
は
系
列
会
社
と
し
て
、

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）に
、

㈱
協
和
興
産
を
深
川
市（「
十
勝

バ
ー
ク
」道
央
プ
ラ
ン
ト
）に
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）に
は
、

富
士
化
水
工
業
㈱
と
の
共
同
出

資
で
、
㈱
富
士
フ
ォ
レ
ッ
ク
ス

を
設
立（
森
産
業
本
社
内
）し
、

家
畜
糞
尿
の
処
理
装
置
の
設
計

販
売
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ロ

ー
ソ
ン
新
得
サ
ホ
ロ
店
を
開
設

す
る
な
ど
経
営
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。

代
表
取
締
役
社
長　

森　

雅
三

▽
平
成
12
年
以
降
の
主
な
出
来

事
・
平
成
17
年

　

西
上
地
区
温
室
栽
培
事
業
開

始

　

本
社
敷
地
内
に「
十
勝
そ
ば

玉
置
屋
」本
店
開
店

　

㈱
協
和
興
産
、
業
務
統
合（
製

造
・
総
務
）

・
平
成
18
年

　

無
農
薬
野
菜
苗
栽
培
試
験
・

販
売
開
始

・
平
成
19
年

　

㈱
協
和
興
産
、
㈱
み
ど
り
に

称
号
変
更

　

第
３
回「
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
」も
の
づ
く
り
地
域
貢

献
賞
受
賞

・
平
成
20
年

　

北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の

共
同
研
究
を
開
始

・
平
成
22
年

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
開
始

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
共
同
研
究
を
終
了

し
、
事
業
化
開
始

　

岩
手
県
一
関
市
千
厩
町
に
東

北
事
業
所
開
設

・
平
成
23
年

　

恵
庭
市
に
道
央
事
業
所
開
設

・
平
成
24
年

　

栃
木
県
鹿
沼
市
に
関
東
分
析

室
を
開
設

・
平
成
25
年

　

㈱
み
ど
り
を
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

に
称
号
変
更
し
、
恵
庭
市
へ

移
転

・
平
成
26
年

　

東
北
事
業
所
を
岩
手
県
花
巻

市
に
移
転
。
花
巻
工
場
を
開

設

　

士
幌
町
商
店
街
に「
雑
貨
店

も
り
の
く
ま
さ
ん
」を
開
店

・
平
成
27
年

　

士
幌
町
に
て
創
業
40
年
の
謝

恩
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
を
設
立
。
森
産
業
の

士幌農協馬鈴しょコンビナート内施設概要
表－２�

施設名 建設年次 建設面積（施設）㎡

コバルト照射施設 昭 48 １, ９１２

フレンチフライ工場 昭 48 １２, ３４５

スイートコーン工場 昭 60 ３, １４０

調理食品コロッケ工
場 昭 62 ～平６ １３, ５５９

食用馬鈴しょ選果プ
ラント 昭 49 ～平 24 ５, ０３３

馬鈴しょ貯蔵施設 昭 48 ～平 30 ７８, ４１１

給排水施設 昭 48 （3,855）

自家用発電施設 平元～平 13 ８８７

スナック工場 平 28 ４, ５０７

合　　　計
（3,855）

１１９, ７９４

表－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�士幌農協主要農産物加工実績� （百万円）

平成２年
売上金額

平成７年
売上金額

平成 12 年
売上金額

平成 17 年
売上金額

平成 22 年
売上金額

平成 27 年
売上金額

令和元年
売上金額

精粉でん粉 ２, ２５５ ２, ２９７ １, ４７３ １, ２９５ ６１８ ８１３ ７３６

食用いも ７, ３３３ ７, ６６０ ７, ０２６ ８, ４０２ ９, ９８０ １１, ６８１ １０, ４４５

馬鈴しょ加工食品
（スナック・冷凍食品） １０, ９０９ １７, ８４９ １７, ８０４ １８, ９１０ １９, １２２ ２１, ８７７ ２３, ０３１

合　計 ２０, ４９７ ２７, ８０６ ２６, ３０３ ２８, ６０７ ２９, ７２０ ３４, ３７１ ３４, ２１２

� ※決算書による

162第一章　商工業



株
式
を
集
約
し
事
業
継
承
に

備
え
る
。

・
平
成
28
年

　

広
島
県
三
次
市
の
東
洋
林
産

化
成
㈱
を
子
会
社
化
。
㈱
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
ト
ー
リ
ン
に
改
称

　

㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
を
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｘ
販
売
に
称
号
変
更

・
令
和
２
年

　

森
産
業
㈱
が
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

販
売
を
吸
収
合
併

◎
横
山
食
品
㈱
道
東
工
場

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）本

町
に
進
出
し
た
横
山
食
品
㈱
道

東
工
場（
本
社
札
幌
市
）は
、
同

年
12
月
に
操
業
を
開
始
し
道
東

北
を
エ
リ
ア
に
パ
ン
粉
の
生
産

を
行
っ
て
い
る
が
、
需
要
量
の

伸
び
か
ら
、
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）と
翌
94
年（
平
成
６
年
）

の
二
度
に
わ
た
り
増
築
と
設
備

の
増
設
を
行
い
、
粉
砕
包
装
ラ

イ
ン
の
能
力
ア
ッ
プ
で
日
産
製

造
量
の
増
強
を
図
る
な
ど
意
欲

的
な
操
業
を
続
け
て
い
る
。

　

同
工
場
で
は
高
品
質
の
パ
ン

粉
を
製
造
す
る
た
め
、
他
の
工

場
に
は
な
い
次
の
方
法
で
行
っ

て
い
る
。

①�

パ
ン
の
大
き
さ
を
本
社
工
場

の
も
の
よ
り
約
60
％
小
さ
く

す
る

②
焙
焼
時
間
を
25
％
長
く
す
る

③�

第
二
発
酵
室
を
従
来
の
方
式

と
変
え
る

▽
平
成
12
年
以
降
の
主
な
出
来

事
・
平
成
13
年

　

道
東
工
場
落
成
10
周
年
を
迎

え
、消
費
者
の「
安
全
」「
安
心
」

の
要
請
に
応
え
る
た
め
Ｉ
Ｓ

Ｏ
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
建

物
の
増
改
築
や
設
備
の
更
新

等
、
品
質
の
向
上
と
衛
生
面

の
改
善
を
行
う
。

・
平
成
17
年

　

新
社
長
に
横
山
昭
仁
就
任

　

最
新
型
焙
焼
式
メ
イ
キ
ャ
ッ

プ
ラ
イ
ン
を
導
入
し
更
な
る

品
質
向
上
を
図
っ
た
。

・
平
成
22
年

　

複
合
型
異
物
選
別
機（
ノ
ン

ベ
ル
ト
レ
ナ
ス
タ
ー
）導
入

に
よ
り
異
物
混
入
対
策
の
強

化
を
図
る
。

　

工
場
長
に
田
中
欣
晃
就
任

・
平
成
23
年

　

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
事
業
承
認

・
平
成
24
年

　

自
動
計
量
器
、
梱
包
機
を
導

入
し
、
更
な
る
生
産
効
率
向

上
を
図
っ
た
。

・
平
成
28
年

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
装
置
を
設
置
に

よ
り
、
異
物
混
入
対
策
の
強

化
を
図
る
。

・
平
成
30
年

　

自
動
開
袋
給
粉
機
導
入
し
、

異
物
混
入
対
策
強
化
、
生
産

効
率
向
上
を
図
る
。

・
令
和
２
年

　

製
品
冷
蔵
庫
、
冷
却
設
備
更

（
環
境
保
護
の
為
）

　

放
冷
室
除
湿
用
再
熱
コ
イ
ル

設
置
に
よ
り
生
産
効
率
向
上

を
図
る
。

◎
十
勝
パ
ッ
ケ
ー
ジ
株
式
会
社

　

馬
鈴
し
ょ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

東
側
に
あ
る
十
勝
パ
ッ
ケ
ー
ジ

㈱
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
全
国
大

手
ト
ー
モ
ク
の
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
１
９
８
０
年（
昭
和
50
年
）

農
協
の
誘
致
に
よ
り
設
立
し
た
。

馬
鈴
し
ょ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
品

包
装
材
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
を
制
作
し
各
地
に
出
荷
し
て

い
る
。

▽
平
成
23
年
以
降
の
主
な
出
来

事
・
平
成
24
年

　

代
表
取
締
役　

吉
尾　

佶

・
平
成
26
年

　

㈱
ト
ー
モ
ク
の
完
全
連
結
子

会
社
化

　

代
表
取
締
役　

中
橋
光
男

・
平
成
29
年　

㈱
ト
ー
モ
ク
が

士
幌
農
協
か
ら
隣
接
地
一
万

二
千
八
百
㎡
購
入

　

㈱
ト
ー
モ
ク
道
東
営
業
所
開

設
・
平
成
30
年

　

代
表
取
締
役　

井
上
光
男

軽
工
業
団
地

　

軽
工
業（
企
業
）の
誘
致
の
た

め
、
１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）

に
町
土
地
開
発
公
社
が
造
成
販

売
し
た
軽
工
業
団
地
は
、
中
小

の
工
場
の
立
地
の
便
を
図
っ
た

も
の
で
、
１
９
９
９
年（
平
成

11
年
）、
団
地
の
す
べ
て
が
埋

ま
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
企

業
を
含
む
10
社
が
企
業
を
営
ん

で
い
た
が
、
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）で
一
企
業
が
都
合
に

よ
り
閉
鎖
す
る
な
ど
、
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）現
在
、
６
社

が
業
務
を
営
ん
で
い
る
。（
表‒

４
参
照
）

商
工
振
興
団
地

　

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）新

生
地
区
に
造
成
し
分
譲
し
た
資

材
置
場
団
地
は
、
建
設
事
業
に

伴
う
資
材
や
機
械
の
一
時
置
場

と
し
て
、
１
区
画
１
１
８
８
平

方
㍍
を
24
区
画
造
成
し
た
が
、

現
在
20
区
画
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。

立地決定企業等の内訳
表－４�

企　業　名 立地年月日および
主要製品名 敷地面積

ヤ マ ト 運 輸 昭６３．１０　運送業 ４，３６５㎡

秋津道路 ( 株 ) 昭５９．７　アスファルト
合材 ５，３８４㎡

士 幌 機 工 昭５６．８　農機具 １，５４１㎡

( 株 ) 反 町
建 鉄 工 業 昭５２．７　建設金物 １，３３６㎡

帯 広 鋼 建 昭５９．２　建設金物 １，５０４㎡

士幌交通 ( 株 ) 昭６３．９　一般旅客運送業 ５，２９３㎡
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１
、
士
幌
高
原
道
路

高
原
道
路
構
想

　

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）、

士
幌
村
議
会
議
員
や
村
の
有
志

が
新
田
牧
場
か
ら
白
雲
山
を
経

て
然
別
湖
ま
で
を
踏
査
し
、
こ

こ
に
町
道
を
付
け
よ
う
と
大
き

な
構
想
を
う
ち
あ
げ
た
。
新
田

地
区
一
帯
が
自
衛
隊
の
演
習
地

と
し
て
買
収
さ
れ
よ
う
と
し
た

の
を
、
町
を
挙
げ
て
阻
止
し
た

直
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

東
ヌ
プ
カ
山
麓
一
帯
に
広
が

る
小
カ
シ
ワ
の
疎
林
は
、
そ
れ

ま
で
不
毛
の
地
と
さ
れ
て
き
た

が「
新
農
村
建
設
計
画
」に
よ
っ

て
、
農
用
地
と
し
て
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
農

協
の
牧
場
が
あ
り
、
牧
道
を
付

第二章  観　光

け
た
り
、
草
地
を
改
良
し
た
の

を
は
じ
め
、
山
裾
の
国
有
林
の

無
林
木
地
を
町
が
借
り
受
け
植

林
す
る
な
ど
山
の
少
な
い
士
幌

町
は
、
東
ヌ
プ
カ
山
麓
と
は
古

く
か
ら
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
。�

　
「
坊
主
山
」と
も
い
わ
れ
た
よ

う
に
山
火
事
が
頻
繁
に
起
き
、

そ
の
消
火
作
業
に
は
多
く
の
町

民
が
出
動
し
消
火
に
つ
と
め
た
。

　

日
照
り
の
年
は「
雨
乞
い
」、

長
雨
の
年
は「
照
り
乞
い
」と
多

く
の
人
た
ち
が
山
越
え
し
て
然

別
湖
の
弁
天
様
に
お
参
り
を
し
、

ま
た
農
民
の
生
活
が
貧
し
い
頃

の
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
の
イ
ワ

ナ（
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
）釣
り
な
ど

開
拓
当
時
か
ら
の
深
い
か
か
わ

り
か
ら
発
想
さ
れ
た
こ
の
道
路

構
想
は
偶
然
に
生
ま
れ
た
も
の

で
は
な
い
。

工
事
着
工

　

構
想
実
現
に
向
け
検
討
を
続

け
て
き
た
町
は
、
道
路
予
定
コ

ー
ス
が
上
士
幌
、
鹿
追
２
町
の

区
域
を
通
過
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）

ま
で
に
両
町
内
通
過
の
同
意
を

取
り
付
け
、
国
立
公
園
内
で
の

町
道
士
幌
然
別
湖
間
線
道
路
建

設
工
事
に
か
か
る
承
認
申
請
を

厚
生
省
に
提
出
し
て
い
た
が
、

１
９
６
５
年
10
月
27
日
付
け
で
、

国
立
公
園
審
議
会
の
議
を
経
た

同
道
路
の
建
設
は
厚
生
大
臣（
鈴

木
善
幸
）名
で
許
可
承
認
と
な

っ
た
。

　

１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）国

有
林
の
貸
し
付
け
を
受
け
町
道

と
し
て
事
業
に
着
手
、
１
９
６

９
年（
昭
和
44
年
）ま
で
に
２
・

４
キ
ロ
㍍
の
道
路
建
設
が
行
わ

れ
た
。

道
道
に
昇
格

　

こ
の
道
路
は
士
幌
町
を
起
点

に
上
士
幌
町
、
鹿
追
町
区
域
を

通
っ
て
十
勝
を
代
表
す
る
観
光

地
、
然
別
湖
に
至
る
道
路
で
あ

り
、
そ
の
広
域
性
、
公
共
性
か

ら
町
は
１
９
６
８
年（
昭
和
43

年
）に
道
道
昇
格
の
要
請
を
し

た
と
こ
ろ
翌
年
６
月
に
承
認
さ

れ
、
以
降
道
道
と
し
て
事
業
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）か

ら
道
土
木
部（
帯
広
建
設
管
理

部
）に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
た
工

事
は
１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）

ま
で
に
４
４
０
㍍
延
長
さ
れ
た
。

道
路
工
事
中
断

　

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）全

士幌高原道路建設予定地
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国
的
に
公
害
問
題
や
自
然
環
境

保
全
に
対
す
る
世
論
が
急
速
な

高
ま
り
を
見
せ
、
道
内
自
然
保

護
団
体
な
ど
も
こ
の
道
路
計
画

に
よ
る
自
然
破
壊
へ
の
危
惧
を

抱
く
よ
う
に
な
り
、
１
９
７
２

年（
昭
和
47
年
）４
月
、
北
海
道

自
然
保
護
協
会
は
、「
士
幌
高
原

道
路
予
定
コ
ー
ス
」に
は
貴
重

な
動
植
物
が
存
在
し
、
道
路
建

設
に
よ
っ
て
重
大
な
被
害
を
受

け
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
ト
ン

ネ
ル
工
法
を
取
り
入
れ
る
等
、

適
切
な
方
法
へ
の
工
事
設
計
の

変
更
に
つ
い
て
道
へ
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
地

区
労
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
鹿

追
町
自
然
を
守
る
会
も
同
趣
旨

か
ら
建
設
中
止
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。
ま
た
翌
、
１
９
７
３

年（
昭
和
48
年
）に
は
鹿
追
町
議

会
で
こ
の
道
路
の
建
設
反
対
の

決
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
団
体
の
道
路
建
設
中
止
申

し
入
れ
や
自
然
保
護
の
全
国
的

な
運
動
は
、
士
幌
町
に
と
っ
て

も
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
た
が
、

こ
の
道
路
建
設
に
あ
た
っ
て
一

部
自
然
へ
の
配
慮
に
欠
け
て
い

た
こ
と
も
事
実
と
し
て
認
め
、

開
発
優
先
の
考
え
方
を
改
め
て

自
然
を
守
り
な
が
ら
開
発
を
進

め
る
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
と

な
り
、１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）

６
月
に「
開
発
と
自
然
保
護
の
会
」

を
結
成
し
た
。
以
来
同
会
は
、

士
幌
高
原
一
帯
の
清
掃
、
植
樹
、

自
然
保
護
に
対
す
る
町
民
啓
蒙
、

講
習
会
な
ど
を
行
う
一
方
、
自

然
に
配
慮
し
た
道
路
の
建
設
を
、

道
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
要
請

し
て
き
た
。

　

道
は
各
団
体
か
ら
の
中
止
申

し
入
れ
や
自
然
保
護
に
対
す
る

従
来
の
建
設
方
式
の
反
省
に
た

っ
て
、１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）

以
降
こ
の
道
路
の
新
規
開
削
を

中
止
し
、
既
設
道
路
の
法
面
等

の
緑
化
、
自
然
復
元
に
努
め
未

着
工
部
分
２
・
６
キ
ロ
㍍
に
つ

い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
法
等
を

取
り
入
れ
た
工
事
計
画
、
ル
ー

ト
変
更
の
検
討
に
入
り
、
１
９

７
５
年（
昭
和
50
年
）に
建
設
省
、

環
境
庁
と
の
協
議
を
進
め
る
一

方
、
自
然
保
護
団
体
等
に
も
意

見
を
求
め
た
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）か

ら
道
は
、
㈱
北
海
道
開
発
コ
ン

サ
ル
に
委
託
し
て
こ
の
高
原
道

路
に
対
す
る「
環
境
影
響
評
価

調
査（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）」

を
３
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
た

が
、
こ
の
調
査
に
基
づ
き
道
内

部
で
路
線
、
工
法
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
１
９
８
７
年（
昭

和
62
年
）に
公
聴
会
を
開
催
、

地
元
３
町（
士
幌
、
上
士
幌
、

鹿
追
）の
同
意
を
得
る
と
共
に

道
内
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員

会
に
付
議
、「
お
お
む
ね
妥
当
」

と
の
答
申
を
受
け
た
。

　

更
に
道
は
自
然
保
護
に
万
全

を
期
す
べ
く
、
十
勝
自
然
保
護

協
会（
１
９
７
１
年
設
立
）等
と

の
協
議
に
よ
り
、
１
９
８
８
年

（
昭
和
63
年
）か
ら
３
か
年
か
け

て
地
域
自
然
環
境
の
詳
細
調
査

を
行
い
、
１
９
９
１
年（
平
成

３
年
）調
査
を
終
了
、
そ
れ
ぞ

れ
自
治
体
関
係
機
関
に
報
告
書

が
配
布
さ
れ
た
。

　

６
年
に
わ
た
る
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
は
全
国
的
に
も

ま
れ
な
こ
と
で
、
自
然
に
配
慮

し
た
モ
デ
ル
的
な
道
路
造
成
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。

推
進
と
反
対

　

道
は
、
１
９
７
３
年（
昭
和

48
年
）以
降
新
規
開
削
を
中
断

し
既
設
開
削
部
分
の
補
修
整
備

と
起
点
か
ら
の
改
良
舗
装
、
歩

道
設
置
な
ど
の
工
事
を
行
い
な

が
ら
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を

通
じ
、
ま
た
自
然
保
護
団
体
や

労
働
団
体
等
の
意
見
を
尊
重
し

て
路
線
や
工
法
の
変
更
、
動
植

物
に
配
慮
し
て
必
要
な
場
所
に

つ
い
て
ト
ン
ネ
ル
、
陸
橋
等
の

工
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
示

し
反
対
の
立
場
を
と
る
団
体
等

の
理
解
を
求
め
た
。

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）地

区
労
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
が
工
事
再

開
に
賛
成
の
立
場
を
表
明
、
翌

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）に
は
、

高
原
道
路
建
設
反
対
の
決
議
を

し
た
鹿
追
町
が
地
元
住
民
の
強

い
求
め
に
応
じ
、
早
期
完
成
の

陳
情
を
議
会
が
採
択
し
１
９
７

３
年（
昭
和
48
年
）の
反
対
決
議

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

　

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）に

設
立
し
た
十
勝
自
然
保
護
協
会

は
、
当
初
北
海
道
自
然
保
護
協

会
と
連
動
し
道
路
建
設
に
あ
た

っ
て
路
線
、
ト
ン
ネ
ル
工
法
な

ど
建
設
上
の
注
文
も
出
し
消
極

的
な
が
ら
同
道
路
建
設
を
認
め

よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が

同
協
会
内
の
意
見
の
統
一
が
で

き
ず
、１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

十
勝
自
然
保
護
協
会
は
分
裂
し
、

反
対
派（
及
川
派
）と
柔
軟
派（
野

洲
派
）に
別
れ
た
。
道
自
然
保

護
連
合
は
十
勝
自
然
保
護
協
会

（
及
川
派
）を
認
知
し
最
後
ま
で

反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

　

一
方
高
原
道
路
建
設
を
強
力

に
推
進
す
る
士
幌
町
で
は
工
事

中
断
に
よ
る
戸
惑
い
も
一
時
期

あ
っ
た
が
、
自
然
の
大
切
さ
を

深
く
認
識
し
地
元
の
責
任
と
し

て
自
然
を
守
る
活
動
を
積
極
的

に
進
め
よ
う
と「
開
発
と
自
然

保
護
の
会
」と
連
携
し
、
並
木

の
植
栽
、
環
境
保
全
清
掃
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
古
木
の
保
全
、

森
林
コ
ー
ス
の
造
成
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
の
普
及
奨
励
、
野

鳥
観
察
会
、
野
草
を
食
べ
る
会

な
ど
自
然
を
大
切
に
自
然
に
親

し
む
活
動
を
進
め
て
き
た
。
ま

た
地
域
の
自
然
を
守
る
た
め
１

９
７
２
年（
昭
和
47
年
）か
ら
地

士幌高原道路早期完成決起集会
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元
住
民
に
監
視
員
を
委
嘱
、
そ

の
後
も
専
従
の
監
視
員
を
置
い

て
自
然
保
護
の
強
化
を
図
っ
て

き
た
。

　

地
元
と
し
て
の
道
路
建
設
再

開
へ
の
願
い
は
強
く
、
中
断
以

降
も
毎
年
行
政
と
民
間
が
一
体

と
な
っ
て
道
を
は
じ
め
関
係
機

関
に
道
路
建
設
の
促
進
を
要
請

し
て
き
た
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）か

ら
は
鹿
追
、
上
士
幌
、
士
幌
３

町
で
の
合
同
陳
情
、
翌
１
９
９

２
年（
平
成
４
年
）に
は
、
十
勝

町
村
会
、
十
勝
町
村
議
会
議
長

会
が
十
勝
の
主
要
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
道
路
の
促
進
に

つ
い
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　

分
裂
以
来
、
十
勝
自
然
保
護

協
会
反
対
派
は
、
環
境
庁
、
道
、

帯
広
土
木
現
業
所
等
に
対
し
、

こ
の
道
路
建
設
反
対
を
強
く
申

し
入
れ
る
一
方
、
哺
乳
類
学
会

で
の
反
対
決
議
や
署
名
運
動
等

に
よ
る
反
対
行
動
を
先
鋭
化
し
、

ま
た
こ
れ
に
呼
応
し
て
北
海
道

自
然
保
護
協
会
も
反
対
を
声
明

す
る
と
と
も
に
活
動
を
顕
著
に

し
て
き
た
。

　

賛
否
両
論
の
運
動
は
報
道
機

関
の
関
心
を
深
め
て
大
き
く
報

道
さ
れ
残
る
２
・
６
キ
ロ
㍍
の

「
建
設
か
反
対
か
」は
、
当
時
全

国
的
な
注
目
を
集
め
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）５

月
、
札
幌
市
で
開
か
れ
た
北
海

道
自
然
保
護
協
会
総
会
に
会
員

と
し
て
出
席
し
た
元
参
議
院
議

員
丸
谷
金
保
は
、
か
つ
て
昭
和

30
年
代
士
幌
村
農
民
連
盟
事
務

局
長
と
し
て
演
習
地
反
対
や
新

田
地
区
開
発
に
そ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
高
原
道
路
の
必

要
性
を
力
説
し
た
闘
士
の
一
人

で
あ
っ
た
が
若
き
日
に
描
い
た

夢
実
現
へ
の
情
熱
は
な
お
脈
々

と
し
て
燃
え
、
同
総
会
の
席
上

こ
の
道
路
建
設
の
経
緯
と
必
要

性
を
強
く
訴
え
た
。

　

出
席
会
員
の
中
に
は
、
そ
の

意
見
に
賛
同
し
、
反
対
行
動
に

批
判
的
な
人
も
い
た
が
反
対
決

議
を
覆
す
ま
で
に
は
い
た
ら
な

か
っ
た
。

全
線
ト
ン
ネ
ル
案

　

環
境
ア
セ
ス
や
動
植
物
の
詳

細
調
査
を
終
え
た
道
は
１
９
９

２
年（
平
成
４
年
）７
月
、
定
例

道
議
会
で
清
水
誠
一
議
員（
帯

広
市
選
出
）の
士
幌
高
原
道
路

の
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る

質
問
で
横
路
孝
弘
知
事
は
、
調

査
終
了
後
、
速
や
か
に
道
路
建

設
が
出
来
る
よ
う
取
り
組
む
と

言
明
、
加
え
て
現
地
調
査
は
お

お
む
ね
２
年
間
で
実
施
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
年
９

月
帯
広
土
木
現
業
所
に
よ
る
測

量
調
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
関
係
者
が
現
地
入
り
し
た

が
反
対
派
の
抵
抗
も
あ
り
、
こ

の
日
は
混
乱
を
避
け
て
中
断
し

た
が
、
10
月
に
入
っ
て
か
ら
平

穏
に
測
量
を
進
め
た
。

　

士
幌
高
原
道
路
は
地
域
振
興

の
う
え
か
ら
も
必
要
な
道
路
で

あ
る
と
位
置
付
け
る
横
路
知
事

は
、
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

９
月
30
日
の
道
議
会
で「
自
然

環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
未
開
通
区
間
全
線

を
ト
ン
ネ
ル
で
結
ぶ
案
を
基
本

と
す
る
こ
と
が
最
善
と
考
え
る
」

と
答
弁
し
、
事
態
は
新
た
な
展

開
を
迎
え
た
。

　

道
土
木
部
で
は
、
知
事
見
解

を
う
け
、
い
く
つ
か
の
全
線
ト

ン
ネ
ル
案
を
つ
く
り
建
設
省
、

環
境
庁
と
の
ル
ー
ト
選
定
の
協

議
と
併
せ
て
、
学
識
経
験
者
に

よ
る
検
討
委
員
会
も
開
き
協
議

を
続
け
て
き
た
が
最
終
的
に
環

境
上
一
番
影
響
の
少
な
い
ル
ー

ト
と
し
て
第
２
展
望
台（
銅
像

の
あ
る
第
１
展
望
台
か
ら
１
．

８
キ
ロ
㍍
）付
近
か
ら
白
雪
山

の
南
西
下
を
通
り
然
別
湖
南
端

に
抜
け
る
延
長
２
７
０
０
㍍
の

う
ち
２
４
４
０
㍍
を
ト
ン
ネ
ル

と
す
る
ル
ー
ト
を
選
択
し
、
１

９
９
４
年（
平
成
６
年
）12
月
の

定
例
道
議
会
で
横
路
知
事
が
正

式
表
明
し
た
。

　

新
た
な
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の

地
域
住
民
へ
の
説
明
会
が
同
年

12
月
17
日
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
士
幌
、
上
士
幌
、

鹿
追
、
音
更
の
町
民
約
５
０
０

人
が
つ
め
か
け
、
道
路
の
必
要

性
、
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
選
定

経
過
、
今
後
の
事
業
計
画
な
ど

詳
し
い
説
明
を
受
け
た
が
説
明

後
の
質
疑
応
答
で
は
、
早
期
着

工
、
完
成
を
要
望
す
る
声
が
相

次
い
で
出
さ
れ
た
。

　

帯
広
土
木
現
業
所
か
ら
は
１

９
９
５
年（
平
成
７
年
）度
に
は

環
境
に
配
慮
し
た
調
査
設
計
を

行
い
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

た
。

環
境
庁
承
認

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）５

月
９
日
、
一
般
道
道
士
幌
然
別

湖
線
の
計
画
ル
ー
ト
の
是
非
を

判
断
す
る
た
め
環
境
庁
自
然
環

境
保
全
審
議
会
自
然
公
園
部
会

の
一
行
が
十
勝
入
り
し
た
。
到

着
後
帯
広
市
で
小
委
員
会（
委

員
12
人
）を
開
催
し
、
高
原
道

路
建
設
の
賛
成
側
、
反
対
側
の

代
表
か
ら
意
見
を
聞
き
、
翌
10

日
に
は
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

賛
成
側
の
立
場
か
ら
は
、
十

勝
総
合
開
発
期
成
会
長
、
北
海

道
商
工
会
連
合
会
十
勝
支
部
長

な
ど
12
人
が
出
席
し
、
小
川
町

長
は
そ
の
代
表
と
し
て
意
見
陳

述
を
行
っ
た
。

　

意
見
陳
述
で
小
川
町
長
は
、

こ
の
道
路
は
十
勝
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
や
、
商
業
の
振
興

に
大
き
く
寄
与
で
き
る
こ
と
、

新
し
い
滞
在
型
・
体
験
型
の
観

光
が
実
現
で
き
る
こ
と
な
ど
具

体
的
な
内
容
を
述
べ
る
と
と
も
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に「
30
年
間
に
及
ぶ
地
域
の
熱

い
思
い
を
理
解
願
い
公
園
計
画

車
道
と
し
て
認
め
て
欲
し
い
」

と
陳
情
意
見
を
述
べ
た
。

　

翌
10
日
の
現
地
調
査
で
は
安

田
環
境
庁
西
北
海
道
国
立
公
園
・

野
生
生
物
事
務
所
長
の
説
明
で
、

士
幌
高
原
ヌ
プ
カ
の
里
、
第
２

展
望
台
、
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
入

口
、
開
削
終
点
、
然
別
湖
ト
ン

ネ
ル
出
口
、
千
畳
く
ず
れ
を
視

察
し
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審
議

会
は
、
環
境
庁
長
官
の
諮
問
機

関
で
、
今
回
の
目
的
は
大
雪
山

国
立
公
園
計
画
見
直
し
の
現
地

視
察
と
し
て
来
勝
し
た
。

　

環
境
庁
か
ら
諮
問
を
受
け
て

い
た
同
審
議
会
は
、
現
地
で
の

意
見
陳
述
や
視
察
結
果
を
も
と

に
審
議
を
続
け
て
い
た
が
５
月

30
日
、
一
部
留
意
す
る
意
見（
付

帯
意
見
）を
付
け
て
は
い
る
が
、

士
幌
高
原
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
へ

の
変
更
計
画
を
認
め
る
決
定
を

し
た
。
承
認
に
あ
た
り
留
意
す

る
意
見
と
し
て
付
け
ら
れ
た
の

は
次
の
と
お
り
。

①
地
質
、
地
形
に
つ
い
て
専
門

的
に
調
べ
る
。

②
工
事
実
施
に
伴
う
周
辺
へ
の

影
響
や
排
ガ
ス
の
影
響
を
検

討
し
、
そ
の
対
策
を
と
る
。

③
然
別
湖
地
区
の
道
路
な
ど
、

各
施
設
整
備
は
慎
重
で
適
正

な
利
用
に
努
め
る
。

ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）８

月
26
日
道
内
の
自
然
保
護
運
動

関
係
者
21
人（
代
表
八
木
北
大

名
誉
教
授
）が
堀
達
也
知
事
を

相
手
取
り
、
士
幌
高
原
道
路
の

建
設
に
か
か
わ
る
一
切
の
支
出

差
し
止
め
を
求
め
る
行
政
訴
訟

を
札
幌
地
裁
に
起
こ
し
た
。

　

訴
状
に
よ
る
公
費
違
法
支
出

差
止
請
求
の
趣
旨
と
し
て
、
道

路
建
設
予
定
地
は
エ
ゾ
ナ
キ
ウ

サ
ギ
の
生
息
地
で
あ
り
、
コ
マ

ク
サ
の
自
生
地
と
し
て
も
判
明

し
て
い
る
こ
と
や
、
全
線
ト
ン

ネ
ル
ル
ー
ト
と
し
て
も
そ
の
出

入
口
周
辺
は
日
本
最
大
規
模
の

風
穴
地
域
で
地
下
に
は
永
久
凍

土
も
存
在
し
、
こ
の
風
穴
に
よ

っ
て
エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、
コ
ケ

モ
モ
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
な
ど
の

高
山
植
物
が
自
生
、
ま
た
出
入

口
周
辺
に
も
氷
河
期
の
生
き
残

り
と
言
わ
れ
る
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ

ギ
が
生
息
し
て
お
り
、
道
路
建

設
に
よ
り
自
然
環
境
で
の
生
態

系
の
破
壊
、
種
の
破
壊
、
遺
伝

資
源
の
破
壊
な
ど
生
物
多
様
性

の
脅
威
に
あ
た
る
と
し
、
こ
の

計
画
は「
北
海
道
自
然
環
境
保

全
指
針
」を
は
じ
め「
環
境
基
本

法
」「
文
化
財
保
護
法
」に
違
反

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
裁
判

は
公
費
支
出
差
し
止
め
の
訴
訟

で
あ
る
が
、
道
路
建
設
に
よ
る

動
植
物
、
と
り
わ
け
ナ
キ
ウ
サ

ギ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
争
う
も

の
で
通
称「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
」

と
呼
ば
れ
た
。

　

一
方
、
道
は
、
こ
の
訴
状
に

対
し
、
道
路
建
設
に
か
か
わ
っ

て
違
法
性
の
問
題
は
生
じ
な
い

と
し
、
環
境
基
本
法
は
国
の
債

務
を
規
定
し
た
も
の
で
地
方
公

共
団
体
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、

文
化
財
保
護
法
で
は
カ
ラ
フ
ト

ル
リ
シ
ジ
ミ
個
体
の
み
が
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
そ
の
生
息
地
ま
で
指
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
計
画
が
実

行
さ
れ
て
も
直
ち
に
天
然
記
念

物
の
滅
失
等
の
罰
則
を
定
め
た

同
法（
１
０
７
条
の
２
第
１
項
）

違
反
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
、

ま
た
、
道
の
自
然
環
境
保
全
指

針
に
つ
い
て
は
、
法
的
規
制
を

伴
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
道
し
る
べ
と
し
た
も
の
で

違
法
と
は
な
ら
な
い
と
反
論
し
、

こ
の
道
路
は
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
充
実
な
ど
に
よ
る
観
光
開
発

や
地
域
振
興
の
支
援
、
更
に
道

道
鹿
追
糠
平
線
の
代
替
ル
ー
ト

と
し
て
、
ま
た
交
通
事
故
や
災

害
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
必
要
性
の

あ
る
道
路
と
し
て
争
う
こ
と
と

し
た
。

　

同
裁
判
は
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）11
月
28
日
の
第
１
回

口
頭
弁
論
か
ら
始
ま
り
、
札
幌

地
裁
が
現
地
調
査
を
行
い
、
ま

た
原
告
、
被
告
双
方
に
よ
る
激

し
い
や
り
と
り
で
延
々
と
進
め

ら
れ
て
き
た
が
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）３
月
、
時
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
対
象
事
業
と
な
っ
て
い

た
士
幌
高
原
道
路
が
工
事
中
止

と
決
定
し
た
こ
と
か
ら
同
年
４

月
15
日
開
か
れ
た
第
13
回
口
頭

弁
論
で
原
告
側
が
訴
え
の
取
り

下
げ
を
申
し
出
、
提
訴
か
ら
２

年
８
か
月
に
及
ぶ
裁
判
は
終
結

し
た
。

時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

堀
知
事
は
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）１
月
６
日
、
道
庁
内

で
年
頭
の
記
者
会
見
を
行
い
構

想
着
手
か
ら
時
が
経
ち
住
民
ニ

ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ
た
道
の

大
規
模
事
業
の
継
続
を
含
め
て

見
直
す
た
め「
時
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」（
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え

た
施
策
の
再
評
価
）制
度
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

１
月
中
に
も
要
綱
を
定
め
道
庁

内
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

事
業
の
点
検
、
再
評
価
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
連
の
食
糧
費
等
裏
金
操
作

に
よ
る
不
正
経
理
の
発
覚
で
厳

し
い
世
論
か
ら
視
線
を
反
ら
そ

う
と
も
み
ら
れ
る
こ
の
施
策
は
、

前
述
の
記
者
会
見
で
は
対
象
事

業
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
新
聞
等
の
報
道
な
ど
で

は
、
士
幌
高
原
道
路
な
ど
が
対

象
事
業
と
し
て
や
り
玉
に
あ
が

る
だ
ろ
う
と
の
観
測
も
あ
り
、

士
幌
町
内
は
じ
め
近
辺
地
域
に

大
き
な
動
揺
と
不
安
が
広
が
っ

た
。

　

時
の
ア
セ
ス
は
、
事
業
の
①

ナキウサギ
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必
要
性
、
②
妥
当
性
、
③
優
先

性
、
④
効
果
、
⑤
住
民
意
識
、

⑥
代
替
性
な
ど
６
項
目
に
つ
い

て
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
道
道
士
幌
然
別
湖

線
は
環
境
庁
の
承
認
も
受
け
、

新
規
開
削
こ
そ
中
断
し
て
い
た

が
既
設
部
分
の
整
備
な
ど
継
続

的
に
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
新
ル
ー
ト
に
よ
る
事

業
再
開
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
時
、
こ
の
制
度
の
対
象
に

な
る
も
の
で
な
い
と
強
く
主
張

し
て
き
た
が
、
道
は
こ
の
年
の

７
月
15
日
の
政
策
会
議
で
士
幌

高
原
道
路
を
含
む
６
事
業
を
時

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
事
業
と

し
て
決
定
公
表
し
た
。

　

対
象
事
業
と
な
っ
た
こ
と
で

地
域
に
は
危
機
感
が
高
ま
り
、

４
町
の
促
進
期
成
会
を
は
じ
め
、

町
内
各
機
関
、
団
体
に
よ
る
強

力
な
促
進
運
動
が
展
開
さ
れ
、

同
年
８
月
25
日
に
は
北
十
勝
４

町
住
民
や
、
札
幌
士
幌
会
会
員

な
ど
２
６
０
名
の
促
進
要
請
団

を
札
幌
に
派
遣
し
、
代
表
に
よ

る
道
幹
部
へ
の
要
請
の
ほ
か
、

班
編
成
に
よ
る
道
議
会
や
関
係

部
局
へ
の
要
請
と
札
幌
市
民
へ

の
支
援
、
協
力
要
請
の
た
め
の

ビ
ラ
配
り
等
を
行
い
道
路
促
進

に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
。

　

決
定
さ
れ
た
対
象
６
事
業（
そ

の
後
３
事
業
増
え
て
９
事
業
と

な
る
）は
、
そ
の
後
も
覆
さ
れ

る
こ
と
な
く
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）３
月
を
目
途
に
再
評

価
し
施
行
方
針
が
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

道
路
建
設
中
止

　

時
の
ア
セ
ス
対
象
事
業
に
決

定
し
た
士
幌
高
原
道
路
は
、
そ

の
後
担
当
部
局
の
道
建
設
部
で

「
検
討
評
価
調
書
」が
作
ら
れ
、

西
村
副
知
事
を
座
長
と
す
る
検

討
チ
ー
ム（
８
名
）で
再
評
価
、

施
行
方
針
の
検
討
に
入
っ
た
。

　

一
方
士
幌
町
で
は
、
時
の
ア

セ
ス
は
事
業
の
中
止
、
廃
止
を

前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
再

評
価
の
結
果
で
継
続
・
中
止
が

決
ま
る
と
い
う
知
事
の
見
解
と

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）に
行

っ
た
北
海
道
知
事
選
挙
で
道
道

士
幌
然
別
湖
線
の
早
期
完
成
を

実
現
さ
せ
る
と
し
た
堀
知
事
の

公
約
を
信
じ
対
象
事
業
と
な
っ

た
後
も
促
進
運
動
を
展
開
、
道

へ
の
波
状
的
な
促
進
要
請
の
ほ

か
、
数
度
に
わ
た
る
１
０
０
０

人
以
上
を
動
員
し
た
地
域
住
民

総
決
起
集
会
を
開
く
な
ど
大
詰

め
を
迎
え
た
道
の
方
針
決
定
に

地
元
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

他
の
対
象
事
業
が
早
々
と
中

止
決
定
す
る
中
、
士
幌
高
原
道

路
に
対
す
る
方
針
決
定
は
遅
れ
、

道
建
設
部
が
交
通
解
析
調
査
、

概
算
工
事
費
算
出
、
住
民
意
識

調
査
、
事
業
効
果
分
析
、
環
境

調
査
な
ど
を
行
っ
て
検
討
評
価

調
書
を
取
り
ま
と
め
た
の
は
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）３
月

11
日
で
あ
っ
た
。

　
「
検
討
評
価
調
書
」で
は
、
本

道
路
の
必
要
性
、
妥
当
性
は
あ

る
と
判
断
す
る
が
、
地
形
、
地

質
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
し
、「
建
設

部
と
し
て
は
、
本
道
路
の
未
開

削
区
間
の
工
事
着
工
は
、
現
時

点
で
は
難
し
い
と
判
断
す
る
」

と
さ
れ
た
。

　

建
設
部
か
ら
検
討
評
価
調
書

の
提
出
を
受
け
た「
時
の
ア
セ

ス
検
討
チ
ー
ム
」は
３
月
17
日
、

事
業
の
取
扱
い
を
、
①
道
路
の

直
接
効
果
に
よ
る
費
用
弁
益
比

は
０
・
54
と
低
い
値
、
②
広
域

ル
ー
ト
の
形
成
の
面
か
ら
見
る

と
効
果
は
大
き
く
な
い
、
③
道

民
意
識
調
査
に
よ
る
と
自
然
環

境
に
与
え
る
影
響
を
重
視
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
、
④
観
光
客

や
売
上
の
増
加
に
対
す
る
期
待

は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
、
⑤
有
識

者
の
意
見
は
推
進
す
べ
き
と
す

る
意
見
が
あ
る
一
方
、
凍
結
や

中
止
を
求
め
る
意
見
も
多
く
見

ら
れ
た
と
し
て
中
止
を
前
提
と

し
た
内
容
の
調
書
を
同
日
、
知

事
を
ト
ッ
プ
と
す
る
道
の
政
策

会
議
に
提
出
し
た
。
政
策
会
議

は
知
事
の
ほ
か
、
副
知
事
、
出

納
長
と
一
部
の
部
長
ク
ラ
ス
ら

道
庁
幹
部
だ
け
で
話
し
合
う「
時

の
ア
セ
ス
」の
最
終
意
志
決
定

機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
既
に
結
果

の
出
て
い
る
他
の
対
象
事
業
の

検
討
で
は
、
政
策
会
議
で
ほ
と

ん
ど
意
見
の
や
り
と
り
が
な
く

担
当
部
局
の
方
針
に
従
っ
て
結

論
が
出
さ
れ
た
が
、
士
幌
高
原

道
路
で
は
約
１
時
間
切
れ
間
無

く
発
言
が
続
い
た
と
い
わ
れ
、

「
中
止
と
い
う
結
論
は
無
理
が

あ
る
、
今
の
時
点
で
判
断
し
な

く
て
い
い
」中
止
で
な
く「
凍
結
」

を
求
め
る
と
い
う
異
論
も
出
た

と
い
う
。
最
終
的
に
は
知
事
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
た
が
知
事
は

環
境
へ
の
打
撃
が
懸
念
さ
れ
る
、

経
済
効
果
が
さ
ほ
ど
得
ら
れ
な

い
と
の
判
断
で「
中
止
」の
結
論

を
出
し
た
。

　

建
設
部
の
検
討
評
価
調
書
で

は
、
現
時
点
で
の
工
事
着
工
は

難
し
い
と
し
て
い
る
も
の
の
動

植
物
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
こ
の
道
路
は
必
要
で
あ
り
、

妥
当
と
認
め
て
い
る
の
に
知
事

の
判
断
に
は
矛
盾
を
感
ず
る
。

同
日
午
後
５
時
25
分
堀
知
事
か

ら
小
林
町
長
に
電
話
が
入
り「
工

事
取
り
止
め
」決
定
が
知
ら
さ

れ
た
。
町
長
室
に
詰
め
か
け
た

関
係
者
一
同
か
ら
怒
り
と
無
念

の
息
が
漏
れ
た
。

　

30
年
来
の
地
元
の
悲
願
と
し

て
地
域
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し

て
き
た「
道
道
士
幌
然
別
湖
線

道
路
」は
こ
の
瞬
間「
ま
ぼ
ろ
し
」

と
化
し
た
。

代
替
振
興
策

　

電
話
で「
建
設
中
止
」を
伝
え

掘知事から中止決定の電話を受ける小林町長
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た
道
は
、
翌
日
時
の
ア
セ
ス
検

討
チ
ー
ム
の
西
村
博
司
副
知
事

ら
道
幹
部
が
士
幌
町
役
場
を
訪

れ
た
。
し
か
し
町
側
は「
知
事

が
説
明
に
く
る
べ
き
だ
」と
強

硬
に
反
発
し
た
が
最
終
的
に
は

小
林
町
長
と
𫝆
田
鉄
郎
議
長
の

２
人
が
同
副
知
事
か
ら
挨
拶
の

み
を
受
け
る
と
し
て
会
う
こ
と

と
し
た
。
西
村
副
知
事
は
中
止

に
至
っ
た
知
事
判
断
を
示
し
た

上
で
、
地
域
振
興
に
積
極
的
支

援
す
る
道
の
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
小
林
町
長
は「
知

事
自
ら
が
説
明
に
来
る
べ
き
と

多
く
の
町
民
は
怒
り
を
も
っ
て

い
る
。
ア
セ
ス
の
制
度
を
無
視

し
て
政
治
判
断
で
決
着
さ
せ
る

の
で
あ
れ
ば
制
度
そ
の
も
の
に

疑
問
が
残
る
」と
改
め
て
不
信

感
を
示
し
、
知
事
に
直
接
地
元

に
来
て
説
明
す
る
よ
う
伝
え
て

欲
し
い
と
強
く
求
め
た
。
副
知

事
ら
の
訪
問
は
20
分
ほ
ど
で
終

わ
り
、
今
後
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
再
度
打
ち
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
知
事
は
士
幌
町
を

訪
れ
る
こ
と
な
く
、
同
年
４
月

11
日
執
行
の
北
海
道
知
事
選
挙

で
候
補
者
と
し
て
、
３
月
末
遊

説
の
た
め
十
勝
入
り
し
、
管
内

半
数
以
上
の
市
町
村
を
巡
回
し

た
が
本
町
に
は
立
ち
寄
ら
な
か

っ
た
。
当
選（
再
選
）後
の
記
者

会
見
で
高
原
道
路
建
設
中
止
問

題
に
つ
い
て「
私
自
身
が
地
元

に
話
す
機
会
を
つ
く
り
た
い
」

と
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
は
実

現
せ
ず
、
中
止
を
発
表
し
て
以

来
、
町
長
が
知
事
と
接
触
し
た

の
は
同
年
７
月
28
日
が
は
じ
め

て
で
あ
っ
た
。
し
か
も
他
の
用

務
で
来
勝
し
た
折
に
帯
広
市
で

地
元
４
町（
士
幌
、
上
士
幌
、

鹿
追
、
音
更
）の
町
長
と
議
長

と
の
懇
談
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、

時
の
ア
セ
ス
に
よ
る
中
止
経
過

の
説
明
は
な
く
今
後
の
地
域
振

興
策
に
つ
い
て
の
懇
談
と
な
っ

た
。

　

懇
談
の
席
上
小
林
町
長
は
、

建
設
中
止
の
結
論
は
大
変
残
念

で
あ
る
。
高
原
道
路
に
対
す
る

地
域
の
思
い
は
重
く
受
け
止
め

て
欲
し
い
と
述
べ
、
地
域
主
体

の
振
興
策
を
積
極
的
に
支
援
す

る
よ
う
求
め
て
、
具
体
的
に
は

「
士
幌
高
原
を
中
心
と
し
た
環

境
教
育
の
拠
点
づ
く
り
や
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
実
現
等
を

軸
と
す
る
振
興
策
」の
方
針
を

伝
え
支
援
を
要
請
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
士
幌
町
で
は
、

助
役
を
は
じ
め
と
し
た
役
場
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
、
１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

か
ら
10
か
年
の
町
づ
く
り
総
合

計
画
で「
高
原
道
路
の
早
期
開

通
の
促
進
」と
こ
れ
を
前
提
と

し
た
農
業
振
興
策
や「
自
然
環

境
教
育
メ
ッ
カ
づ
く
り
」な
ど

の
施
策
修
正
や
町
と
し
て
の
代

替
施
策
の
策
定
に
着
手
し
た
。

「
地
域
の
思
い
は
思
い
と
し
て
、

行
政
と
し
て
は
現
実
的
な
振
興

策
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
士
幌
町
は
、
道
路
建
設

の
民
間
推
進
組
織「
開
発
と
自

然
保
護
の
会
」総
会
で
小
林
町

長
が
道
の
中
止
決
定
で
断
念
す

る
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
今
後
の

施
策
に
は
町
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
町
、
町
議
会
が
連

携
し
て
進
め
て
い
く
と
報
告
し
、

今
後
の
協
力
を
求
め
、
同
会
も

異
論
は
な
く
町
の
振
興
策
へ
の

支
援
と
推
進
活
動
を
進
め
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
道
路
促
進
運
動
を
展
開

す
る
た
め
組
織
し
て
い
た
北
十

勝
４
町
の
町
長
と
議
長
で
構
成

し
て
い
た「
道
道
士
幌
然
別
湖

線
促
進
期
成
会
」も
総
会
を
開

き
組
織
の
解
散
を
す
る
こ
と
と

し
た
が
、
新
た
な
広
域
連
携
を

図
る
た
め
の
協
議
機
関
を
設
立

す
る
こ
と
に
な
り「
北
十
勝
４

町
地
域
振
興
連
絡
協
議
会（
町
長
・

議
長
）」を
設
立
、
当
面
は
士
幌

高
原
道
路
に
関
わ
る
地
域
振
興

策
を
検
討
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

一
方
、
道
は
道
庁
と
十
勝
支

庁
に
士
幌
高
原
道
路
に
代
わ
っ

て
地
域
振
興
策
を
検
討
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
、
士
幌
町
な
ど
地
元
４
町
が

進
め
る
振
興
策
づ
く
り
へ
の
助

言
や
具
体
的
な
支
援
策
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
、
今
後
２
年
間

を
め
ど
に
振
興
策
を
固
め
る
一

方
、
着
手
で
き
る
事
業
に
つ
い

て
は
来
年
度
予
算
案
で
実
現
を

図
っ
た
。

　

町
で
は
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）10
月
を
め
ど
に
地
域
振

興
策
の
取
り
ま
と
め
を
目
指
し

作
業
を
進
め
、
施
策
に
町
民
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
町
内
団

体
へ
の
提
言
要
請
や
町
民
に
は

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
メ
ー
ル
」に
よ
る

意
見
募
集
な
ど
を
行
っ
た
と
こ

ろ
多
く
の
提
言
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・

提
言
は
、
庁
内
で
組
織
し
た「
振

興
方
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」等
で
検
討
し
振
興
策
に

ふ
さ
わ
し
い
事
業
の
検
討
を
進

め
、「
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
連

絡
協
議
会
」に
士
幌
町
の
意
見

と
し
て
提
出
し
た
。
同
協
議
会

で
は
士
幌
町
中
心
の
振
興
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
４
町

広
域
連
携
で
の
振
興
策
づ
く
り

を
進
め
、
次
の
よ
う
な
基
本
方

針
を
決
定
し
た
。

①
新
世
紀「
農
業
」の
先
進
地
と

す
る
た
め
に
。

②
自
然
・
生
活「
環
境
」の
調
和

の
と
れ
た
共
生
地
域
と
す
る

た
め
に
。

③
農
業
・
農
村
景
観
と
自
然
が

融
和
す
る「
観
光
」の
拠
点
と

す
る
た
め
に
。

　

そ
の
後
４
町
協
議
会
で
は
３

つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
①

交
流
産
業
担
い
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
②
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム

プロジェクトチーム発足
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
③
流
域
環
境

保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
④
ネ
イ

チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
な
る
基
本
的
考
え

方
を
ま
と
め
、
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
22
事
業
で
構
成
さ
れ
る
北
十

勝
４
町
地
域
振
興
計
画
を
ま
と

め
、
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

１
月
道
に
地
域
振
興
計
画
を
提

出
し
た
。

◎
士
幌
高
原
道
路
の
足
ど
り

１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）

・
大
雪
山
国
立
公
園
指
定

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）

・
士
幌
村
議
会
議
員
に
よ
る
ル

ー
ト
踏
査

１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）

・
新
田
地
区
草
地
造
成
に
着
手

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）

・
他
町
村
通
過
に
伴
う
承
認
申

請
・
町
道
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

を
決
定

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）

・
公
園
事
業
計
画
で
車
道
と
決

定（
厚
生
大
臣
着
工
許
可
）

１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）

・
町
道
と
し
て
国
庫
補
助
に
採

択
さ
れ
着
工

１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）

・
道
道
に
昇
格（
道
道
士
幌
然

別
湖
線
と
な
る
）

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）

・
道
道
と
し
て
着
工

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）

・
十
勝
自
然
保
護
協
会
設
立

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）

・
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
北

海
道
知
事
、
帯
広
営
林
局
長

に
反
対
要
望
書
提
出

・
鹿
追
町
自
然
を
守
る
会
が
帯

広
土
木
現
業
所
、
上
士
幌
営

林
署
長
に
工
事
中
止
陳
情
書

提
出

・
士
幌
町
開
発
と
自
然
保
護
の

会
結
成

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）

・
鹿
追
町
議
会
が
士
幌
高
原
道

路
阻
止
を
決
議

・
新
規
部
分
の
開
削
を
中
断
、

既
設
部
分
の
法
面
保
護
を
中

心
に
工
事
を
進
め
る
こ
と
を

決
定

・
第
１
回
士
幌
高
原
の
つ
ど
い

開
催

１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）

・
道
土
木
部
、
ト
ン
ネ
ル
工
法

な
ど
を
含
む
工
事
計
画
を
検

討（
ト
ン
ネ
ル
試
堀
）

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）

・
変
更
ル
ー
ト
現
地
踏
査
実
施

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）

・
北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例

制
定

１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）

・
道
の
自
然
環
境
調
査
開
始

１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）

・
自
然
環
境
調
査
報
告
ま
と
ま

る　

駒
止
ト
ン
ネ
ル
案
に
内

定
１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）

・
地
元
３
町
で
説
明
会
を
開
催

　
（
出
席
者　

延
５
３
９
人
）

・
士
幌
町
自
然
環
境
保
全
監
視

人
配
置

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）

・
鹿
追
町
議
会
が
道
路
早
期
完

成
の
請
願
を
可
決
、
１
９
７

３
年
の
反
対
決
議
に
ピ
リ
オ

ド
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査（
駒
止
湖

の
水
位
と
の
関
係
）

・
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
地
下
水
脈

は
確
認
で
き
ず
と
発
表（
帯

広
土
現
）

・
検
討
会
議
、
ア
セ
ス
報
告
書

の
内
容
は
お
お
む
ね
妥
当
と

答
申

・
動
植
物
な
ど
詳
細
調
査
を
開

始
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）

・
士
幌
、
上
士
幌
、
鹿
追
の
３

町
長
・
議
会
議
長
合
同
陳
情

　
（
十
勝
支
庁
長
、
帯
広
土
現

所
長
、
北
海
道
知
事
）

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

・
道
道
士
幌
然
別
湖
線
早
期
完

成
決
起
集
会

・
早
期
完
成
を
求
め
る
署
名
２

万
人
集
ま
る

・
現
地
測
量
調
査
に
着
手

・
十
勝
自
然
保
護
協
会
が
野
洲

派
と
及
川
派
に
分
裂

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

・
道
議
会
で「
ト
ン
ネ
ル
案
を

基
本
と
す
る
」と
知
事
答
弁

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

・
道
が
新
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
公

表
・
士
幌
、
上
士
幌
、
鹿
追
、
音

更
の
４
町
に
よ
る
道
道
士
幌

然
別
湖
線
促
進
期
成
会
設
立

・
音
更
町
、
士
幌
町
、
上
士
幌

町
の
３
町
議
会
が
早
期
完
成

へ
の
促
進
議
決
を
行
う

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）

・
環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審
議

会
が
３
点
の
留
意
事
項
を
付

け
て
新
ト
ン
ネ
ル
案
を
承
認

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）２
月

・
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
着
工
に
向

け
た
水
平
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

実
施

８
月

・
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
開
始（
公

費
違
法
支
出
差
止
請
求
訴
訟
）

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）１
月

・
堀
知
事
が「
時
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」導
入
を
発
表

２
月

・
促
進
期
成
会（
４
町
）の
青
壮

年
が
十
勝
20
市
町
村
へ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

７
月

・
士
幌
高
原
道
路
が
時
の
ア
セ

ス
対
象
事
業
に
確
定

・
町
内
各
団
体（
５
団
体
）、
４

町
期
成
会
の
要
請
活
動
活
発

化
８
月

・
２
６
０
人
の
大
要
請
団
札
幌

へ
促
進
要
請

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）５
月

・
士
幌
高
原
道
路
促
進
地
域
住

民
総
決
起
集
会（
参
加
者
１

４
０
０
人
）

６
月

・
代
表
者
30
人
、
道
庁
や
道
議

会
へ
促
進
要
請

10
月

・
道
民
意
識
調
査
集
計
結
果
公

表
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）２
月

・
間
接
効
果
な
ど
を
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
賛
成
・
反
対
の
各
団
体
か
ら

意
見
聴
取

３
月
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・
道
建
設
部
が
検
討
評
価
調
書

を
ま
と
め
る
。
道
路
の
必
要

性
、
妥
当
性
は
あ
る
が
、
引

き
続
き
調
査
、
検
討
が
必
要

で
、
現
時
点
で
の
工
事
着
工

は
難
し
い
と
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
道
の
政
策
会
議
で
知
事
判
断

に
よ
り
建
設
中
止
と
な
る

４
月

・
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
で
原
告
側

が
訴
え
を
取
り
下
げ

６
月

・
４
町
に
よ
る
促
進
期
成
会
解

散
７
月

・
新
た
に
４
町
の
地
域
振
興
連

絡
協
議
会
を
設
立
、
今
後
の

地
域
振
興
策
の
検
討
協
議
に

備
え
る

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）１
月

・
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
連
絡

協
議
会
、
振
興
計
画
決
定

・
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
計
画

を
道
に
提
出

　
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
計
画

　　

士
幌
高
原
道
路（
道
道
士
幌

然
別
湖
線
）の
代
替
振
興
策
と

し
て
、
北
十
勝
４
町
が
策
定
し

た「
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
計
画
」

は
、
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

度
よ
り
実
施
に
向
け
た
具
体
的

な
検
討
を
進
め
、
即
実
施
可
能

な
事
業
に
つ
い
て
は
、
４
町
と

協
議
の
う
え
道
と
支
援
に
向
け

た
協
議
調
整
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
22
事
業

の
検
討
を
進
め
た
。

　

な
お
、
本
計
画
の
中
で
重
点

事
業
と
し
て
３
つ
の
事
業
を
指

定
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

道
に
お
い
て
も
調
査
研
究
費
を

計
上
し
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

重
点
事
業

①
交
流
産
業
担
い
手
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

自
然
体
験
指
導
者
養
成
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業（
道
支
援
事

業　

地
域
特
性
を
活
か
し
た

担
い
手
づ
く
り
事
業
）

②
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
実
証
施
設
整
備
事
業（
道

支
援
事
業　

環
境
に
負
担
の

か
け
な
い
家
畜
糞
尿
処
理
シ

ス
テ
ム
の
策
定
事
業
）

③
流
域
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

　

流
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

事
業
、
北
十
勝
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業

　
（
道
支
援
事
業　

流
域
環
境

保
全
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事

業
）

士
幌
町
が
関
係
す
る
事
業
の
う

ち
、
事
業
実
施
お
よ
び
実
施

可
能
と
な
っ
た
事
業

①
総
合
的
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
支
援
事
業

　

道
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、

今
後
の
推
進
に
必
要
な
調
査

研
究
お
よ
び
検
討
会
の
実
施

②
農
産
物
加
工
施
設
廃
棄
物
再

資
源
化
事
業

　

道
の
補
助
を
受
け
、
国
庫
補

助
の
上
乗
せ
支
援
を
受
け
る
。

③
下
居
辺
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く

り
事
業
の
推
進

　

道
に
お
い
て
、
道
道
事
業
お

よ
び
河
川
景
修
事
業
に
お
い

て
、
駐
車
公
園
、
道
道
の
歩

道
拡
張
に
伴
う
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
―
ド
化
、
水
ゾ
ー
ン
の

整
備

４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過

⑴
交
流
産
業
担
い
手
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

士
幌
町
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
進
め
る「
自
然
体
験
指
導
者

養
成
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」に

つ
い
て
は
、
２
０
０
２
年（
平

成
14
年
）３
月
道
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
に
お
い
て
、

道
立
運
営
で
は
、
財
政
的
な
面

や
運
営
面
で
実
施
困
難
と
の
見

解
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、

士
幌
高
校
を
道
立
に
移
管
し
、

自
然
体
験
指
導
者
養
成
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
が
可
能
か
道
、

町
双
方
で
検
討
さ
れ
た
。
町
に

お
い
て
は
、
教
育
委
員
会
、
高

校
関
係
団
体
、
機
能
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て「
士

幌
高
校
の
在
り
方
」と
し
て
検

討
さ
れ
た
が
、
同
年
６
月
教
育

委
員
会
よ
り
町
に
対
し
て「
平

成
13
年
10
月
５
日
付
け
で
認
可

を
受
け
た
現
行
学
科
の
主
旨
に

従
い
士
幌
高
校
を
存
続
す
る
」

と
の
検
討
結
果
の
提
出
が
あ
っ

た
。
町
は
、
自
然
体
験
に
農
業

体
験
も
合
わ
せ
な
が
ら
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
連
携
し
た

食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

度
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー　

床
面
積　

１
階
９
０
８
・
28

㎡　

２
階
２
１
３
・
34
㎡　

地
下
１
階
12
・
96
㎡

事
業
費　

４
億
３
３
８
９
千

円

　

ま
た
、
２
０
０
３
年（
平
成

15
年
）11
月
に「
食
農
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
し
ほ
ろ
」が
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
基
調
講
演「
今
、

地
産
地
消
活
動
に
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
」フ
ァ
ー
ム
＆
ス
ペ

ー
ス
・
レ
ラ
世
話
人
新
田
み
ゆ

き
氏
。
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

⑵
循
環
型
農
業
担
い
手
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

振
興
計
画
の
重
点
事
業
で
あ

る「
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
実

証
施
設
整
備
事
業
」に
つ
い
て
、

士
幌
町
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム

検
討
会
を
中
心
に
関
心
の
あ
る

生
産
者
も
特
別
委
員
と
し
て
参

加
し
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個

別
プ
ラ
ン
ト
型（
２
５
０
頭
規
模
）

２
基
の
建
設
を
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）に
、
翌
年
同
規
模
を

１
基
建
設
し
た
。

⑶
流
域
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　

上
士
幌
町
が
主
管
町
と
な
り
、

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）６
月

の
北
十
勝
４
町
地
域
振
興
連
絡

協
議
会
総
会
に
お
い
て
北
十
勝

流
域
憲
章
が
決
定
さ
れ
、
同
年
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11
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。

⑷
ネ
イ
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

鹿
追
町
が
主
管
町
と
な
り
、

各
町
の
観
光
拠
点
の
連
携
整
備

が
検
討
さ
れ
た
。

　

士
幌
町
に
お
け
る
拠
点
と
し

て
、
プ
ラ
ザ
緑
風
の
改
築
に
伴

い
、
居
辺
川
修
景
整
備
、
道
道

整
備
が
実
施
さ
れ
た
。

２
、
士
幌
の
観
光

観
光
基
地

　

士
幌
町
で
は
一
般
的
な
観
光

資
源
は
乏
し
く
、
唯
一
、
士
幌

高
原
道
路
の
開
通
を
見
込
ん
で

整
備
を
図
っ
て
き
た「
士
幌
高

原
ヌ
プ
カ
の
里
」一
帯
が
景
観

の
地
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
り
、
毎
年
町
内
外
か
ら

同
地
を
訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ

て
い
た
。

　

士
幌
高
原
ヌ
プ
カ
の
里
は
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
る
た

め
の
学
習
体
験
の
里
と
し
て
整

備
し
て
き
た
も
の
で「
ロ
ッ
ジ

ヌ
プ
カ
」を
中
心
に
、
高
山
植

物
園
、
遊
具
、
遊
歩
道
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
ほ
か
、
コ
テ
ー
ジ
、

木
材
展
示
館
施
設
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
と
し

て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス

造
成
と
共
に
全
道
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
競
技
大
会
が
同
コ
ー
ス

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
協

会
は
、
士
幌
高
原
道
路
促
進
運

動
が
活
発
化
し
、
高
原
で
の
観

光
開
発
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き

た
時
期
を
と
ら
え
、
１
９
８
２

年（
昭
和
57
年
）に
民
間
組
織
と

し
て
設
立
し
た
も
の
で
、
町
内

の
観
光
資
源
の
調
査
研
究
、
郷

土
の
特
産
品
、
名
産
品
の
調
査

開
発
、
観
光
地
の
宣
伝
紹
介
や

観
光
客
の
誘
致
活
動
な
ど
を
通

じ
住
民
の
文
化
民
芸
の
向
上
発

展
と
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

年
間
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

し
ほ
ろ
収
穫
祭
、
北
海
道
バ
ル

ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
上
士

幌
町
）、
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
ト（
札
幌
市
）、
と
か
ち

大
収
穫
市
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り

（
帯
広
市
）な
ど
、
広
報
宣
伝
活

動
と
し
て
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
発
行
、
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
な
ど
、
企
画
振
興
活
動
と

し
て
は
、
し
ほ
ろ
７
０
０
０
人

の
ま
つ
り
、
し
ほ
ろ
っ
ち
夏
祭

り（
花
火
大
会
）、
ホ
タ
ル
観
賞

会
の
協
力
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
北
海
道
十
勝
平
野
・
山

麓
ル
ー
ト
代
表
者
会
議
へ
の
参

加
・
活
動
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
の
状
況
は

22
事
業
者
、
特
別
会
員　

11
団

体
、
賛
助
会
員　

13
団
体

　

観
光
協
会
会
長

加
藤
邦
彦（
現
在
）

北
十
勝
４
町
広
域
観
光
振

興
事
業

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）の

道
東
自
動
車
道
清
水
～
夕
張
間

の
全
面
開
通
に
向
け
、
札
幌
圏

や
千
歳
空
港
を
利
用
す
る
観
光

客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
士
幌
町
・
音
更
町
・
上
士

幌
町
・
鹿
追
町
の
４
町
で
構
成

す
る
北
十
勝
４
町
広
域
観
光
振

興
協
議
会
が
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）５
月
に
設
立
さ
れ
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
事

業
の
連
携
強
化
と
観
光
客
誘
致

に
向
け
た
取
組
と
し
て
滞
在
型

観
光
客
の
誘
致
と
動
向
の
把
握

を
目
的
と
し
た
事
業
の
取
組
を

行
っ
た
。

　

開
通
後
も
連
携
し
て
誘
客
促

進
へ
の
取
組
を
続
け
る
こ
と
と

な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
発
信

事
業
や
バ
ス
ツ
ア
ー
の
企
画
、

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
４

町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
今
後
の
観

光
客
の
課
題
な
ど
を
探
っ
て
い

る
。

で
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
麓「
大
雪

山
国
立
公
園
」内
に
位
置
す
る

こ
の
周
辺
は
、
十
勝
平
野
を
視

界
１
８
０
度
で
さ
え
ぎ
る
も
の

な
く
、
そ
の
景
観
は
北
海
道
で

も
有
数
の
自
然
豊
か
な
場
所
と

し
て
、
自
然
を
守
り
な
が
ら
、

都
会
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
貴
重

な
地
域
資
源
と
し
て
今
後
の
整

備
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
下
居
辺
地
域
は
、
温
泉

施
設
と
ホ
タ
ル
の
里
、
ま
た
、

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に
整

備
し
た
、
移
住
体
験
住
宅「
オ

リ
ベ
」や
２
０
１
８
年（
平
成
30

年
）に
整
備
し
た
農
園
付
き
住

宅
を
有
し
、
町
内
第
二
の
観
光

資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
交
流
人
口

の
増
加
を
図
り
、
農
業
、
商
業

等
の
関
連
産
業
と
の
相
乗
効
果

を
考
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、

都
市
と
農
村
を
結
ぶ
新
た
な
共

存
関
係
を
目
指
し
た
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
体
験
型
観
光
の

研
究
、
推
進
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

観
光
協
会

　

士
幌
町
に
観
光
協
会
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
、
や
が
て
40
年
に

士幌高原ヌプカの里

移住体験住宅「オリベ」
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２
７
人
で
、
１
９
９
１
年（
平

成
３
年
）の
実
績
に
対
し
、
宿

泊
で
69
％
、
休
憩
で
46
％
に
し

か
達
し
て
い
な
い
。
ま
た
毎
年

町
民
世
帯
に
10
枚
ず
つ
交
付
し

て
い
る
無
料
入
湯
券
の
利
用
も

清
渓
園
の
利
用
も
含
め
40
％
程

度
と
な
っ
た
。

　

緑
風
荘
は
建
設
後
23
年
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

町
で
は
第
４
期
町
づ
く
り
総
合

計
画
に
お
い
て
、
下
居
辺
地
区

を
温
泉
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た「
特
色
あ
る
拠
点
づ
く
り
」

の
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
、

下
居
辺「
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
」

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の

計
画
の
中
で
緑
風
荘
に
代
わ
る

温
泉
宿
泊
施
設
の
整
備
を
図
る

こ
と
と
し
準
備
を
進
め
て
き
た

が
、
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

度
で
、
町
づ
く
り
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
町
民
の
意
見
を
聴
し
、

参
考
に
し
な
が
ら
設
計
を
行
い
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）６
月

に
着
工
し
た
。

　

予
定
ど
お
り
工
事
が
進
み
８

月
に
は
本
体
部
分
が
完
成
、
外

構
工
事
並
び
に
備
品
購
入
に
つ

い
て
も
順
調
に
進
み
、
当
初
の

予
定
通
り
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

名
称
は
公
募
の
結
果
、
帯
広

市
の
小
池
八
重
子
さ
ん
か
ら
応

募
が
あ
っ
た『
し
ほ
ろ
温
泉「
プ

ラ
ザ
緑
風
」』に
決
定
。
オ
ー
プ

ン
に
先
駆
け
９
月
26
日
に
は
、

町
内
外
か
ら
の
来
賓
者
、
各
主

要
団
体
長
、
地
元
関
係
者
、
工

事
関
係
者
等
多
数
に
よ
り
落
成

式
を
挙
行
、
10
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
挙
行
し
た
。

　
「
下
居
辺
交
流
施
設
」と
位
置

づ
け
た
新
し
い
温
泉
施
設
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
、

延
床
面
積
約
３
６
０
０
平
方
㎡

で
、
部
屋
数
は
和
・
洋
室
併
せ

て
15
室（
和
室
11
室
、洋
室
３
室
、

身
障
者
用
１
室
）で
洋
室
３
室

の
う
ち
２
室
に
つ
い
て
は
、
家

族
・
小
グ
ル
ー
プ
で
利
用
で
き

る「
メ
ゾ
ネ
ッ
ト（
１
室
が
１
階

と
中
２
階
で
造
ら
れ
双
方
併
せ

て
利
用
で
き
る
）」�

タ
イ
プ
と

な
っ
て
お
り
、
約
60
名
の
宿
泊

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

浴
場
部
分
は
、
利
用
者
か
ら
希

望
の
多
か
っ
た
サ
ウ
ナ
、
露
天

風
呂
を
完
備
、
そ
の
他
レ
ス
ト

ラ
ン
、
休
憩
室
、
地
場
産
品
展

示
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置

し
た
。
ま
た
、
旧
緑
風
荘
の
一

部
も
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）

度
か
ら
別
館
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

　

運
営
は
、
町
50
％
出
資
の
第

三
セ
ク
タ
ー「
株
式
会
社
ベ
リ

オ
ー
レ
」を
設
置
し
、
同
社
に

委
託
し
て
き
た
が
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
よ
り
、
２
０
０

６
年（
平
成
18
年
）度
か
ら
同
社

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し

基
本
契
約
を
締
結
し
、
施
設
を

管
理
運
営
さ
せ
て
い
る
。

　

施
設
利
用
状
況
は
、
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）度
で
、
宿
泊

９
６
５
８
人
、
日
帰
り
宴
会
３

２
８
４
人
、
入
湯
利
用
者
は
９

万
５
５
７
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
町
民
世
帯
に
交
付

し
て
い
る
無
料
入
湯
券
の
利
用

率
は
、
配
布
枚
数
に
対
し
55
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

の
施
設
利
用
率
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
大

幅
に
減
少
し
、
宿
泊
５
５
５
９

人
、
日
帰
り
宴
会
３
６
２
人
、

入
湯
利
用
者
は
８
万
２
９
０
人

と
な
っ
て
お
り
、
無
料
入
湯
券

の
利
用
率
は
41
％
と
な
っ
た
。

（
表‒

１
参
照
）

３
、
下
居
辺
温
泉

緑
風
荘
か
ら
、
し
ほ
ろ
温

泉
プ
ラ
ザ
緑
風
へ

　

１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）

に
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ

る
補
助
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

農
民
健
康
増
進
施
設「
緑
風
荘
」

は
、
町
内
は
じ
め
て
の
温
泉
宿

泊
施
設
と
し
て
、
良
質
な
泉
源

と
閑
静
な
環
境
の
保
養
地
と
し

て
好
評
で
あ
っ
た
が
、
施
設
規

模
も
小
さ
く
、
ま
た
近
隣
に
近

代
的
な
温
泉
施
設
も
増
え
て
き

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用
客
も

年
々
減
少
し
、
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）度
の
利
用
実
績
は
、

宿
泊
１
９
７
３
人
、
休
憩
１
５

しほろ温泉プラザ緑風

表－１　　　�しほろ温泉プラザ緑風利用状況� （単位：人）

年　度
利用者数

宿　泊 休　憩
１９９９

（平成１１年度） １, ９７３ １, ５２７

２００1
（平成１３年度） ５, ６５６ ３, ８３３

２００３
（平成１５年度） １１, ３７２ ５, ２５２

２００５
（平成１７年度） ９, １９９ ６, １１０

２００７
（平成１９年度） １１, ２０７ ６, ５０６

２００９
（平成２１年度） ９, ００４ ５, ４７６

２０１１
（平成２３年度） ８, ５２７ ５, ５２９

２０１３
（平成２５年度） ９, ２０９ ５, ４９５

２０１５
（平成２７年度） １０, ６０４ ５, ７０６

２０１７
（平成２９年度） ９, ２６２ ４, ８４８

２０１９
（令和元年度） ９, ６５８ ３, ２８４

２０２０
（令和２年度） ５, ５５９ ３６２
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山
の
湯
温
泉

　

緑
風
荘
よ
り
４
年
早
い
、
１

９
７
３
年（
昭
和
48
年
）に
温
泉

脈
を
掘
り
当
て
た
坪
坂
屯
が
、

有
限
会
社
山
の
湯
温
泉
清
渓
園

と
し
て
温
泉
旅
舘
を
開
業
、
そ

の
後
１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）

に
は
、
会
社
が
西
潟
征
男
に
引

き
継
が
れ
、
家
庭
的
な
自
然
体

の
サ
ー
ビ
ス
が
親
し
ま
れ
、
幅

広
い
常
連
客
層
に
よ
っ
て
手
堅

い
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）か

ら
は
町
の
発
行
す
る
無
料
入
湯

券
の
利
用
も
可
能
と
な
り
好
評

を
得
て
い
た
が
、
２
０
１
２
年

（
平
成
24
年
）10
月
に
休
業
と
な

っ
た
。

山の湯温泉
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１
、
道
路

進
む
改
良
舗
装
化

　

士
幌
町
に
お
け
る
町
道
の
認

定
路
線
は
、
２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）４
月
現
在
で
３
５
２

路
線
、
実
延
長
５
８
６
キ
ロ
㍍

と
な
っ
て
い
る
。

　

車
社
会
の
今
日
、
住
民
の
生

活（
交
通
）手
段
と
し
て
使
わ
れ

る
道
路
の
整
備
は
、
年
々
着
実

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
農

畜
産
物
の
輸
送
な
ど
利
用
度
の

高
い
、
農
村
道
を
優
先
し
て
整

備
が
図
ら
れ
て
い
る
。
町
道
全

体
の
改
良
率
は
82
・
５
％
で
舗

装
率
も
51
・
５
％
と
、
１
９
９

１
年（
平
成
３
年
）の
舗
装
率
26

％
か
ら
み
て
大
き
く
伸
び
た
。

　

道
路
の
交
通
安
全
施
設
と
し

て
、
幅
員
の
拡
張
・
歩
道
の
設

置
も
進
め
ら
れ
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）８
月
現
在
、
町
道

の
歩
道
設
置
は
71
路
線
延
48
キ

ロ
㍍
で
、
通
学
児
童
等
の
安
全

第三章  建設と交通

確
保
に
備
え
て
い
る
。

　

士
幌
市
街
地
の
道
路
に
つ
い

て
は
、１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）

か
ら
行
わ
れ
た
現
国
道
２
７
４

号
拡
幅
工
事（
ふ
れ
あ
い
の
道
）

と
、
１
９
９
３
年
以
降
実
施
し

た
士
幌
停
車
場
線
拡
幅
事
業
で

中
心
部
の
整
備
を
図
っ
た
が
、

裏
通
り
に
つ
い
て
も
順
次
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

旧
道
道
本
別
新
得
線
は
、
１

９
９
３
年（
平
成
５
年
）４
月
１

日
、
清
水
～
士
幌
間（
国
道
２

４
１
号
に
交
わ
る
地
点
ま
で
）

が
国
道
に
昇
格
、
国
道
２
７
４

号
と
な
っ
た
。

　

国
道
２
４
１
号
交
点
か
ら
本

別
ま
で
は
道
道
本
別
士
幌
線
と

し
て
残
り
帯
広
建
設
管
理
部
に

よ
っ
て
道
路
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

国
道（
２
７
４
号
）に
昇
格
し

た
士
幌
市
街
区
間
は
、
同
昇
格

前
に「
ふ
れ
あ
い
の
道
」と
し
て

道
路
の
拡
幅
整
備
が
図
ら
れ
、

道
道
と
し
て
残
っ
た
国
道
２
４

１
号
以
東
の
本
別
士
幌
線
に
つ

い
て
も
、
１
９
９
３
年（
平
成

５
年
）か
ら
、
帯
広
建
設
管
理

部（
当
時
：
帯
広
土
木
現
業
所

～
平
成
22
年
４
月
支
庁
改
革
に

よ
り
名
称
変
更
）に
お
い
て
拡

幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
下
居
辺
市
街
に
向
か

っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
、
居
辺

坂
の
急
勾
配
、
半
楕
円
形
に
カ

ー
ブ
す
る
箇
所
も
緩
和
さ
れ
直

線
部
分
も
多
く
交
通
安
全
上
好

ま
し
い
整
備
が
図
ら
れ
１
９
９

８
年（
平
成
10
年
）８
月
か
ら
供

用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

下
居
辺
市
街
か
ら
本
別
町
の

境
界
ま
で
の
区
間
は
、
勾
配
・

カ
ー
ブ
と
も
に
急
な
箇
所
が
多

く
こ
れ
を
抜
本
的
に
改
良
す
る

た
め
、
従
来
ル
ー
ト
よ
り
南
側

の
谷
を
経
由
す
る
新
ル
ー
ト
に

変
更
し
工
事
が
行
わ
れ
、
２
０

１
０
年（
平
成
22
年
）３
月
よ
り

供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
２
０
０

０
年（
平
成
12
年
）度
に
着
工
し
、

総
工
費
65
億
円
が
投
じ
ら
れ
た
。

　

新
ル
ー
ト
は
延
長
３
９
１
０

㍍
で
、
４
本
の
橋
が
架
か
り
、

中
で
も
山
景
大
橋（
２
６
４
・

８
㍍
）は
、
５
年
が
か
り
で
架

設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
小

曲
線
半
径
は
40
㍍
か
ら
２
０
０

㍍
へ
、
最
急
勾
配
は
７
・
４
％

か
ら
４
％
へ
緩
和
さ
れ
た
。

　

士
幌
町
中
音
更
か
ら
西
２
線

22
号
を
結
ぶ
延
長
約
３
キ
ロ
㍍

の
新
ル
ー
ト「
士
幌
防
災
」で
は
、

士
幌
新
橋
の
南
１
・
７
㎞
地
点

士幌大橋開通
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士幌町内道路橋りょう現況
表－１� 令和３年４月現在

路線数 実延長
（km）

改良済
（km）

舗装済
（km）

改良率
（％）

舗装率
（％）

橋りょう

数 延長
（ｍ）

国　　道 2 24.6 24.6 24.6 100.0 100.0 4 320

道　　道 9 70.8 70.8 67.9 100.0 95.9 21 1,025

町　　道 352 586.3 483.8 302.1 82.5 51.5 202 3,518

合　　計 363 681.7 579.2 394.6 85.0 57.9 227 4,863

参　　考

平成３年

当時町道 282 551 330 146 60 26 166 2,529

に
新
た
に「
士
幌
大
橋
」が
設
置

さ
れ
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
と
耐
震
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
狭
い
道
路
幅
員
や
直

角
交
差
点
の
解
消
が
図
ら
れ
た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）12

月
15
日
に
は
開
通
式
が
執
り
行

わ
れ
、
交
通
安
全
宣
言
や
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、「
士
幌
防
災
」

の
永
続
、
町
の
発
展
を
祈
願
し
、

地
域
の
住
民
を
代
表
し
て
出
村

一
介
・
光
代
夫
妻
と
息
子
、
孫

の
三
世
代
夫
婦
６
人
を
先
頭
に

「
士
幌
大
橋
」の
渡
り
初
め
を
行

い
、
開
通
を
祝
っ
た
。

　

士
幌
防
災
の
完
成
に
伴
い
、

旧
道（
士
幌
新
橋
を
含
む
）は
２

０
１
７
年（
平
成
29
年
）４
月
に

国
管
理
か
ら
北
海
道
管
理
へ
と

移
管
さ
れ
た
。（
表‒

１
参
照
）

橋
り
ょ
う

　

町
内
の
河
川
等
に
架
け
ら
れ

て
い
る
橋
り
ょ
う
は
、
町
道
で

２
０
２
か
所
、
延
長
３
５
１
８

㍍
に
及
ん
で
お
り
、
１
９
９
１

年（
平
成
３
年
）と
比
べ
36
か
所

９
８
９
㍍
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
架
橋
事
業
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
直
轄
明
渠
事
業
に
よ
り

増
加
あ
る
い
は
延
長
を
図
っ
た

も
の
で
、
既
設
の
橋
り
ょ
う
も

含
め
す
べ
て
永
久
橋
化
さ
れ
て

い
る
。

　

町
道
の
ほ
か
に
国
道
、
道
道

で
も
そ
れ
ぞ
れ
何
か
所
か
の
橋

が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
道
道

本
別
士
幌
線
で
は
、
拡
幅
工
事

に
伴
い
、
昔
か
ら
大
雨
等
の
被

害
で
通
行
止
め
を
招
い
て
い
た

居
辺
橋
が
１
９
９
６
年（
平
成

８
年
）か
ら
、
架
け
か
え
工
事

が
現
橋
よ
り
北
側
で
進
め
ら
れ

４
年
間
の
難
工
事
を
経
て
１
９

９
９
年（
平
成
11
年
）に
完
成
し

た
。

　

現
在
、
国
道
で
４
か
所
、
延

長
３
２
０
㍍
、
道
道
で
21
か
所

１
０
２
５
㍍
の
橋
が
架
け
ら
れ

て
い
る
。

除
雪
と
道
路
維
持

　

町
道
の
改
良
・
舗
装
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
交
通
量
増
加
に

加
え
、
車
両
の
大
型
化
と
経
年

に
伴
う
損
傷
箇
所
も
多
く
点
在

し
て
お
り
、
付
帯
す
る
道
路
側

溝
整
備
等
を
含
む
道
路
維
持
に

努
め
て
い
る
。

　

夏
期
の
路
面
維
持
は
、
地
区

保
全
隊
事
業
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
改
良
済

道
路
は
砂
利
、
未
改
良
道
路
は

砂
利
お
よ
び
火
山
礫
を
散
布
し

良
好
な
走
行
が
保
た
れ
る
路
面

と
な
る
よ
う
努
め
た
。
ま
た
、

グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
路
面
の
不

陸
均
し
を
全
町
的
に
行
う
と
と

も
に
、
保
全
隊
要
望
に
合
わ
せ

砂
利
等
の
散
布
前
後
に
実
施
し

た
。

　

道
路
施
設
の
維
持
で
は
、
重

機
借
り
上
げ
に
よ
る
道
路
法
面

補
修
、
側
溝
整
備
等
、
町
有
車

両
に
よ
る
道
路
路
肩
の
草
刈
り
、

雑
木
の
除
去
等
を
実
施
し
道
路

維
持
を
図
っ
て
い
る
。

　

冬
期
の
交
通
路
を
確
保
す
る

た
め
に
除
雪
作
業
は
欠
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
町
で
は
早
く
か

ら
直
営
除
雪
車
両
の
ほ
か
、
民

間
機
動
力
を
借
り
上
げ
て
除
雪

作
業
を
行
い
交
通
路
の
確
保
に

当
た
っ
て
い
る
。

　

帯
広
開
発
建
設
部
は
、
１
９

９
４
年（
平
成
６
年
）、
国
道
２

冬期間の除雪
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２
、
交
通

民
間
バ
ス
と
町
営
バ
ス

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）３

月
で
廃
止
と
な
っ
た
国
鉄
士
幌

線
の
代
替
輸
送
機
関
は
、
バ
ス

転
換
事
業
に
よ
っ
て
、
十
勝
バ

ス
、
拓
殖
バ
ス
の
両
社
が
従
来

の
定
期
運
行
の
ほ
か
、
鉄
道
代

替
分
を
増
便
し
、
３
町
と
帯
広

を
結
ぶ
沿
線
住
民
の
足
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）８

月
１
日
の
運
行
回
数
は
、
両
バ

ス
会
社
合
わ
せ
て
、
帯
広
お
よ

び
音
更
高
校
方
面（
上
り
）が
22

回
、
上
士
幌
方
面（
下
り
）が
21

回
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の

減
少
に
よ
り
当
初
の
運
行
回
数

よ
り
若
干
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）５
月

現
在
の
運
行
回
数
は
、
両
バ
ス

会
社
合
わ
せ
て
、
帯
広
お
よ
び

音
更
高
校
方
面（
上
り
）が
17
回
、

上
士
幌
方
面（
下
り
）が
17
回
と

な
っ
て
お
り
、
更
に
減
少
し
て

い
る
。

　

バ
ス
転
換
事
業
は
、
国
の
特

別
措
置
法
に
よ
る
士
幌
線
転
換

交
付
金（
23
億
４
９
０
０
万
円
）

で
行
わ
れ
、
代
替
バ
ス
の
初
期

購
入
等
の
必
要
額
を
除
き
、
関

係
４
市
町
に
配
分
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
将
来
の
車
両
更
新
補

助
、
バ
ス
運
営
費
補
助
、
関
連

施
設（
待
合
所
等
）保
守
管
理
な

ど
の
目
的
の
た
め
基
金
と
し
て

備
え
た
。
１
９
９
４
年（
平
成

６
年
）に
最
初
の
車
両
更
新（
９

台
）が
は
か
ら
れ
た
が
、
本
町

の
負
担
の
補
助
額
は
６
３
０
０

万
円
。２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）

車
両
更
新（
９
台
）で
は
、
補
助

額
は
約
７
２
０
０
万
円
で
あ
っ

た
。

　

士
幌
町
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
配
置
し
、
中
学
生
の
通
学
を

主
と
し
て
８
路
線
で
運
行
し
て

い
る
が
、
一
部
路
線
を
除
き
、

一
般
住
民
を
混
乗
さ
せ
て
、
町

民
バ
ス
と
し
て
利
便
を
図
っ
て

い
る
。（
表‒

１
参
照
）

４
１
号
沿
い
キ
ン
グ
商
会
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
東
側
に
士
幌
除

雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
、
前

年
度
で
国
道
に
昇
格
し
た
国
道

２
７
４
号
と
国
道
２
４
１
号
の

除
雪
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

っ
た
。

　

冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る

た
め
に
、
町
有
車
両
８
台
の
他
、

借
り
上
げ
除
雪
車
両
28
台
で
除

排
雪
を
行
う
と
と
も
に
、
圧
雪

路
面
の
整
正
、
歩
道
の
確
保
、

吹
き
溜
ま
り
箇
所
の
拡
幅
等
を

実
施
し
、
凍
結
防
止
剤
を
散
布

し
交
差
点
、
坂
道
等
の
交
通
安

全
対
策
に
努
め
、
吹
雪
対
策
と

し
て
、
吹
き
だ
ま
り
の
多
い
地

帯
を
中
心
に
防
雪
柵
を
設
置
し
、

吹
雪
に
備
え
て
い
る
。

　

本
町
は
比
較
的
降
雪
の
少
な

い
地
区
と
さ
れ
て
い
る
が
、
年

に
よ
っ
て
降
雪
量
に
差
が
あ
り
、

ま
た
農
村
部
で
は
降
雪
量
が
少

な
く
て
も
各
地
に
吹
き
だ
ま
り

が
で
き
、
除
雪
の
た
め
の
出
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

現
在
、
町
が
保
有
し
て
い
る

道
路
維
持
の
車
両
等
は
、
除
雪

グ
レ
ー
ダ
ー
、
除
雪
ダ
ン
プ
、

小
型
除
雪
車
２
台
、
除
雪
ド
ー

ザ
ー
、
小
型
シ
ョ
ベ
ル
、
除
雪

ト
ラ
ッ
ク
２
台
、
小
型
ト
ラ
ッ

ク
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）の

機
構
改
革
で
車
両
課
は
車
両
セ

ン
タ
ー
と
呼
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
２
０
０
２
年（
平
成

14
年
）の
機
構
改
革
で
建
設
課

に
統
合
さ
れ
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
格
納
庫

を
改
築
し
、
旧
国
鉄
バ
ス
当
時

か
ら
使
わ
れ
て
き
た
車
庫
を
解

体
、
同
跡
に
鉄
骨
造
り
、
約
５

０
０
平
方
㍍
の
車
庫
が
整
備
さ

れ
、全
車
両
が
格
納
さ
れ
て
い
る
。

士幌町車両センター

スクールバス利用状況
表－１

1995
（H ７年度）

2000
（H12 年度）

2005
（H17 年度）

2010
（H22 年度）

2015
（H27 年度）

2020
（R ２年度）

ス
ク
ー
ル
バ
ス

路　線　数 ６ ６ ６ ６ ６ ８

乗車
人員

小学生 ７２ ６３ ６２ ５９ ６７ ８２

中学生 １５６ １２８ ９８ ８４ ７９ １０６

高校生 ５０ ３７ ４０ ３５ ２０ ３２

計 ２７８ ２２８ ２００ １７８ １６６ ２２０

一
般
利
用
者

路　線　数 ５ ５ ５ ５ ５ ７

運　行　日　数 ２７３ ２７１ ２４４ ２４３ ２４３ ２４３

年間延乗客数 １４，３９８ ９，３６９ ７，４６２ ４，７４４ ３，８９５ １，５００

１日当たり平均 ５２．７ ３４．６ ３０．６ １９．５ １６．０ ６．２
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ

バ
ス
）の
運
行

　

町
で
は
、
高
齢
者
な
ど
交
通

弱
者
の
方
の
病
院
や
買
い
物
等

へ
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
士
幌
市
街
を
巡
回
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
９
人
乗
り
）

の
運
行
を
２
０
１
５
年（
平
成

27
年
）４
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
２
０

１
３
年（
平
成
25
年
）か
ら
試
験

運
行
を
繰
り
返
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
な
ど
通
年
運
行
に
向

け
て
の
取
組
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
目
標
と
し

た
一
日
平
均
20
人
以
上
の
利
用

を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
北
回
り
便
・
南

回
り
便
の
２
路
線
で
運
行
さ
れ

て
い
る
。

高
齢
者
等
移
動
支
援
実
証
事
業

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

か
ら
、
農
村
部
、
中
士
幌
に
居

住
の
交
通
弱
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
交
付
を
実
証
事
業
と
し
て
開

始
し
た
。

　

自
動
車
運
転
免
許
証
を
保
有

し
て
い
な
い
75
歳
以
上
を
対
象

と
し
、
自
宅
～
役
場
間
２
往
復

分
を
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
に
よ

り
交
付
し
た
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度��

利
用
実
績　

58
名

利
用
金
額　

39
万
８
千
円

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

に
は
対
象
を
70
歳
以
上
の
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
方
や
身
体

の
不
自
由
な
方
な
ど
に
も
拡
大

し
、
自
宅
～
役
場
間
６
往
復
分

の
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

し
た
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

利
用
実
績　

78
名　

利
用
金
額　

１
７
２
万
３
千
円

　

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）度

か
ら
、
自
宅
～
役
場
間
12
往
復

分
に
拡
大
し
、
本
格
運
用
を
開

始
し
た
。

ハ
イ
ヤ
ー
・
バ
ス
・
貨
物

自
動
車

▽
士
幌
ハ
イ
ヤ
ー

　

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）創

業
の
士
幌
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
現
在
、

５
代
目
の
石
垣
好
典
が
社
長
と

な
っ
て
い
る
。
士
幌
町
は
町
長

専
用
の
公
用
車
を
持
た
ず
、
早

く
か
ら
士
幌
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用

し
、
道
内
的
に
も
珍
し
が
ら
れ

て
い
た
が
、
最
近
は
、
自
治
体

の
行
政
改
革
を
進
め
る
中
で
士

幌
方
式
が
進
み
十
勝
管
内
で
も

半
数
に
近
い
自
治
体
が
町
長
専

用
車
の
廃
止
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

に
、
士
幌
停
車
場
線
道
路
拡
幅

と
近
代
化
事
業
に
よ
り
、
既
存

地
に
新
社
屋（
車
庫
併
設
）を
改

築
し
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）４

月
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一

路
線（
新
田
線
）の
運
行
を
町
の

委
託
で
開
始
し
て
い
る
。

　

普
通
車
、
特
大
車（
ワ
ゴ
ン

車
等
）マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
保
有
し
、

社
長
の
ほ
か
10
人
の
社
員
で
経

営
し
て
い
る
。

　

営
業
種
目
、
旅
客
運
送
、
運

転
代
行
、
観
光
貸
切
り
等
で
あ

る
。

・
代
表
取
締
役　

石
垣
好
典

▽
士
幌
運
輸
有
限
会
社

　

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）の

創
業
で
、
現
在
は
大
型
ト
ラ
ッ

ク
、
重
機
な
ど
を
保
有
し
、
農

畜
産
物
や
砂
利
の
一
般
貨
物
運

送
業
の
ほ
か
、
建
築
物
解
体
業
、

産
業
廃
棄
物
・
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
、
浄
化
槽
維
持
管
理

（
保
守
点
検
・
清
掃
）、
し
尿
汲

取
り
、
各
種
基
礎
工
事（
ハ
ウ

ス
等
下
地
掘
削
、
農
産
物
堆
積

土
場
整
備
）、
路
盤
材（
火
山
石
、

火
山
灰
）販
売
等
多
岐
に
わ
た

っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）10
月

新
社
屋
に
移
転
。

・
代
表
取
締
役　

仁
科　

弘

▽
北
斗
運
輸
株
式
会
社

　

１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）北

斗
産
業
株
式
会
社
が
株
主
と
な

り
設
立
、
主
に
農
協
系
統
機
関

を
取
引
先
と
し
、
飼
料
、
肥
料
、

ビ
ー
ト
、
砂
利
の
ほ
か
、
枝
肉
、

チ
ル
ド
肉
、
冷
凍
食
品
等
の
運

送
で
品
目
に
よ
っ
て
本
州
方
面

へ
の
運
送
が
行
わ
れ
る
。

　

輸
送
事
業
の
ほ
か
、
産
業
廃

棄
物
関
連
の
許
可
証
の
取
得
に

よ
り
、
廃
棄
物
の
収
集
、
建
物

解
体
な
ど
事
業
の
拡
大
を
は
か

っ
て
い
る
。

・
代
表
取
締
役
会
長　
　

�

國
井
浩
樹

▽
士
幌
交
通
株
式
会
社

　

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）創

業
、
西
部
自
動
車
整
備
工
場
で

は
、
１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）

か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
を
置
い
て
貸

し
出
し
を
し
て
い
た
が
、
北
海

道
フ
ー
ズ
、
士
幌
農
協
馬
鈴
し

ょ
関
係
従
業
員
輸
送
の
需
要
に

応
え
、
旅
客
運
送
事
業
と
し
て

会
社
を
設
立
し
た
も
の
で
、
１

９
８
９
年（
平
成
元
年
）か
ら
は
、

運
行
区
域
を
拡
大
、
観
光
専
用

バ
ス
を
導
入
す
る
と
共
に
社
屋

も
新
築
、
２
０
１
８
年（
平
成

30
年
）９
月
貸
切
バ
ス
事
業
者

安
全
性
評
価
認
定
制
度
の
認
定

を
受
け
る
。

　

16
台
の
バ
ス
を
所
有
し
て
い

る
。

・
代
表
取
締
役　

細
谷
庫
嗣

▽
ヤ
マ
ト
運
輸（
株
）十
勝
士
幌

セ
ン
タ
ー

　

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）に

宅
配
便
業
界
最
大
手
の
同
社
が

町
の
軽
工
業
団
地
に
開
設
し
た

も
の
で
、
士
幌
、
上
士
幌
を
エ

リ
ア
と
し
て
活
発
な
営
業
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

・
士
幌
セ
ン
タ
ー
長　

山
口
生

時

コミュニティバス
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３
、
通　

信

変
わ
る
通
信
手
段

　

日
本
の
通
信
手
段
と
し
て
の

始
ま
り
は
、「
飛
脚
」（
ひ
き
ゃ
く
）

制
度
が
原
点
で
、
郵
政
事
業
で

の
郵
便
業
務
は
そ
の
延
長
線
上

に
あ
る
。
速
く
知
ら
せ
た
い
こ

と
は「
速
達
郵
便
」大
事
な
通
信

事
項
は「
書
留
郵
便
」ま
た
小
荷

物
を
届
け
た
い
と
き
は「
小
包

郵
便
」と
郵
政
事
業
で
は
多
く

の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
国
民
の
情

報
伝
達
の
手
助
け
を
し
て
い
る
。

　

速
達
郵
便
よ
り
速
い
通
信
手

段
と
し
て
電
報
が
使
わ
れ
、
更

に
電
話
の
普
及
へ
と
つ
な
が
る

が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
日
本

電
信
電
話
公
社
が
担
当
し
て
き

た
。
１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）

同
公
社
は
民
営
化
さ
れ「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」

と
称
し
て
い
る
。

　

電
話
が
一
般
化
し
て
い
な
か

っ
た
時
代
の
電
報
は
緊
急
時
の

通
信
手
段
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
、
吉
事
と
凶
事
で
の
慶
弔

電
報
が
ほ
と
ん
ど
で
、
通
常
電

報
は
ま
ず
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
電
話
に
つ
い
て
は
、

公
社
の
民
営
化
と
共
に
一
般
業

者
の
電
話
事
業
へ
の
参
入
で
競

争
激
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
電
話
機

も
様
変
わ
り
し
、
多
機
能
機
種

と
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
増
加

で
、
こ
な
し
き
れ
な
い
利
用
者

も
多
く
い
る
。

　

近
年
携
帯
電
話
が
急
激
に
普

及
し
、
出
始
め
の
頃
は
営
業
な

ど
特
定
の
者
し
か
所
持
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
で
は
中
学
生
、

高
校
生
ま
で
多
く
の
人
が
所
有

し
て
い
る
。

　

携
帯
電
話
等
の
エ
リ
ア
の
拡

大
と
難
聴
地
区
解
消
を
図
る
た

め
、
電
話
会
社
は
各
地
に
無
線

中
継
の
た
め
の
多
く
の
鉄
塔
を

設
置
し
て
い
る
。

　

下
居
辺
の
居
辺
川
沿
い
地
区

住
民
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
地

上
波
放
送
が
受
診
で
き
な
い
と

い
う
苦
情
が
あ
っ
た
が
、
１
９

９
６
年（
平
成
８
年
）度
で
日
本

通
信
放
送
機
構
と
町
が
Ｂ
Ｓ
ア

ン
テ
ナ
、
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

購
入
助
成
を
行
い
、
同
地
区
の

難
視
聴
を
解
消
し
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地

域（
佐
倉
・
上
居
辺
・
下
居
辺

の
３
地
区
）を
解
消
す
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
受
け
無
線
シ
ス

テ
ム
普
及
支
援
事
業
を
実
施
、

ま
た
、
町
内
市
街
部
と
農
村
部

の
情
報
格
差（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
）を
解
消
す
る
た
め
、

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
事
業
に
よ
り
、
無
線
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

に
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
や
無
線
シ
ス
テ
ム
普

及
支
援
事
業
に
よ
り
、
町
内
全

域
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備
す

べ
く
、
事
業
に
着
手
し
、
令
和

４
年
度
よ
り
供
用
を
開
始
す
る

予
定
。

町
内
の
郵
便
局

　

町
内
に
は
、
士
幌
、
中
士
幌
、

居
辺
と
三
つ
の
郵
便
局
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
管
轄
し
て

郵
政
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
郵

政
の
民
営
化
が
叫
ば
れ
て
か
ら

全
国
的
な
合
理
化
で
事
業
の
統

廃
合
、
職
員
の
削
減
が
行
わ
れ
、

士
幌
町
で
も
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）、
居
辺
局
の
集
配
業

務
が
士
幌
郵
便
局
に
移
管
さ
れ

る
な
ど
縮
小
の
方
向
に
進
ん
で

い
る
。

　

地
域
に
密
着
し
た
職
場
を
目

指
す
各
郵
便
局
は
独
自
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
住
民
と
接
し
、
士
幌

郵
便
局
で
は
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）か
ら
、
局
舎
内
を
主

会
場
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
多
く
の
町
民
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
健
康
づ
く

り
教
室
と
セ
ッ
ト
と
し
て
９
月

中士幌郵便局 士幌郵便局

自
動
車
関
連
業
種

　

自
動
車
の
普
及
が
進
み
、
こ

れ
に
関
連
す
る
産
業
も
多
く
あ

る
が
、
士
幌
町
内
で
は
自
動
車

修
理
工
場
が
士
幌
と
中
士
幌
で

営
業
さ
れ
て
お
り
、
主
な
工
場

と
し
て
、
士
幌
自
動
車
整
備
工

場
、
西
部
自
動
車
整
備
工
場
、

中
士
幌
自
動
車
工
業
、
中
川
自

動
車
の
ほ
か
農
業
用
車
両
を
主

と
す
る
今
木
ト
ラ
ク
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
等
が
あ
る
。

　

町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は「
表‒

２
」の
と
お
り
で
あ
り
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）に
は

町
内
に
11
か
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

４
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

士幌町内ガソリンスタンドの現状
表－２� 令和２年８月現在

地　域　別
ガソリンスタンド ( 販売用 )

数 許可数量 ( ㎘ )

士幌市街 １ １０

中士幌市街 １ １０

士幌地区農村部 ２ ６４
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に
開
催
し
、
町
民
保
健
セ
ン
タ

ー
の
保
健
婦（
現
在
は
保
健
師
）、

栄
養
士
の
講
演
と
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
本
町
出
身
で
札
幌
在
住

の
全
盲
ギ
タ
リ
ス
ト（
音
楽
療

法
士
）樋
口
清
美
を
ゲ
ス
ト
に
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
愛
好
家
の

杉
本
局
長
も
共
演
す
る
な
ど
、

来
場
し
た
住
民
に
感
銘
を
与
え

た
。

　

ま
た
、
地
元
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
風
景
入
り
日
付
印
を
つ
く

り
、
中
士
幌
局
で
は
１
９
９
１

年（
平
成
３
年
）に「
美
濃
の
家
」

を
、士
幌
局
は
翌
年（
平
成
４
年
）

に「
ヌ
プ
カ
の
里
」を
そ
れ
ぞ
れ

デ
ザ
イ
ン
し
好
評
を
博
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
士
幌
郵
便
局
で

は
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

太
陽
光
を
活
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー

発
電
施
設
を
設
置（
当
時
全
国

３
番
目
）し
、
災
害
時
の
貯
金

窓
口
端
末
機
等
の
電
源
確
保
に

居辺郵便局

備
え
、２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

に
は
郵
便
局
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地

域
や
郵
便
局
の
情
報
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る「
電
子
郵
便
局
」を
開

設
し
た
。

　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）10

月
民
営
化
法
施
行
に
よ
り
合
理

化
で
事
業
の
統
廃
合
、
職
員
の

削
減
が
行
わ
れ
、
士
幌
町
で
も

居
辺
局
の
集
配
業
務
に
続
き
、

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）に
は

中
士
幌
局
の
集
配
業
務
も
士
幌

郵
便
局
に
移
管
さ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）に

中
士
幌
郵
便
局
の
郵
便
舎
が
新

築
さ
れ
た
。

▽
士
幌
郵
便
局
長　
　

�

高
野　

均（
現
在
）

▽
中
士
幌
郵
便
局
長　
　

�

毛
利
敏
広（
現
在
）

▽
居
辺
郵
便
局
長　
　

�
�

池
田
一
彦（
現
在
）

４
、
建　

設

減
少
す
る
公
共
事
業

　

１
９
９
０
年
代
、
国
の
公
共

事
業
見
直
し
が
政
情
絡
み
で
叫

ば
れ
た
。
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、

国
・
道
に
よ
る
建
設
事
業
も
含

め
莫
大
な
公
共
投
資
を
行
い
、

基
盤
整
備
を
図
っ
て
き
た
。
道

路
整
備
、
土
地
改
良
事
業
を
主

と
し
た
、
国
・
道
の
直
轄
事
業

は
、
50
億
円
を
超
え
、
年
に
よ

っ
て
差
は
あ
る
が
、
町
の
行
う

建
設
事
業
費
も
加
え
る
と
70
億

～
80
億
円
の
投
資
額
と
な
る
。

　

増
え
て
い
た
公
共
事
業
も
２

０
０
０
年
代
、
公
共
事
業
の
見

直
し
と
財
政
難
の
折
か
ら
、
本

町
の
工
事
等
発
注
額
も
減
少
し

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）で
は

25
億
円
を
超
え
て
い
た
が
、
道

路
改
良
お
よ
び
公
共
施
設
の
建

設
も
一
段
落
し
た
２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）で
は
、
５
億
円
を

切
り
、２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

で
は
、
４
億
円
を
切
る
投
資
額

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
公
共
工
事
の
施
工
に

あ
た
っ
て
は
、
２
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
建
設
工
事
請
負
業
者
資

格
審
査
会
の
審
査
を
経
て
登
録

さ
れ
た
業
者
が
建
設
工
事
の
指

名
競
争
入
札
参
加
の
有
資
格
者

と
な
り
、
工
事
ご
と
の
請
負
業

者
指
名
委
員
会
で
指
名
を
受
け

た
業
者（
数
社
）に
よ
る
競
争
入

札
で
落
札
し
た
者
が
工
事
施
工

業
者
と
な
る
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）に

行
っ
た
資
格
審
査
で
有
資
格
者

と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
、
14

種
別
全
体
で
延
べ
２
２
０
３
業

者
と
な
っ
て
い
る
が
、
２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）に
行
っ
た
資

格
審
査
で
有
資
格
者
と
し
て
登

録
さ
れ
た
の
は
、
15
種
別
全
体

で
延
べ
１
３
１
７
業
者
と
な
り
、

８
８
６
業
者
減
少
し
て
い
る
。

町
内
の
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
業
者
は
、
一
般
土
木
工
事
、

建
築
工
事
な
ど
９
種
別
に
延
30

社
が
登
録
さ
れ
入
札
へ
の
参
加

と
工
事
の
施
工（
落
札
者
）に
あ

た
っ
て
き
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

で
、
町
が
行
っ
た
建
設
事
業
等

に
係
る
入
札
件
数
は
、
土
木
工

事
の
41
件
を
は
じ
め
建
築
、
電

気
、
管
工
事
や
設
計
委
託
等
を

含
め
１
２
８
件
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年
）度
で
、
町
が
行
っ

た
建
設
事
業
等
に
係
る
入
札
件

数
は
、
土
木
工
事
の
17
件
を
は

じ
め
建
築
、
電
気
、
管
工
事
や

設
計
委
託
等
を
含
め
58
件
と
な

り
、
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。

（
表‒

１
参
照
）

建設工事入札参加資格審査結果
表－１�

工事種別 平成 11 年度
資格者数

令和元年度
資格者数

資　格　者　の　内　訳
町　内 管　内 道　内 道　外

一般土木工事 330 １５５ ７ ６５ ５８ ２５

舗装工事 135 ７０ ２ ２６ ２９ １３

鋼橋上部工事 107 ４４ １ ８ ２３ １２

建築工事 207 １０４ ５ ４０ ３５ ２４

電気工事 171 １２８ ３ ３７ ３８ ５０

管工事 216 １３２ ４ ３５ ４８ ４５

道路標識設置 275 ７６ ６ ３３ ３０ ７

建築設計 125 ９６ ０ １７ ５８ ２１

土木設計 166 １５１ ０ ２９ ８５ ３７

測量 175 １４１ ０ ２９ ８０ ３２

地質調査 81 ８４ ０ ７ ５１ ２６

塗装 46 ４７ １ ２１ ２０ ５

造園 73 １６ １ ６ ７ ２

機械器具設置 96 ７１ ０ ３ ２８ ４０

林産物売払 ２ ０ ２ ０ ０

技術資料

計 ２，２０３ １, ３１７ ３０ ３５８ ５９０ ３３９
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公
営
住
宅　

　

宅
地
分
譲
が
進
み
、
マ
イ
ホ

ー
ム
建
設
を
す
る
人
が
増
加
し

て
い
る
が
、
ま
だ
賃
貸
住
宅
の

需
要
は
多
く
、
町
の
公
営
住
宅

も
政
策
空
き
家
を
除
け
ば
、
空

き
家
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
高

い
入
居
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）に「
士
幌
町
公
共
賃
貸

住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
立
て
、
団
地
ご
と
の
建
替
計

画
に
よ
り
事
業
に
着
手
し
た
。

　

建
設
年
度
の
古
い
団
地
か
ら

改
築
す
る
方
針
で
、
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）度
か
ら
、
長
い

間
、
更
新
の
た
め
政
策
空
き
家

を
多
く
も
っ
て
い
た
大
通
西
団

地
の
改
築
が
始
ま
り
、
同
年
で

は
１
棟
６
戸（
２
階
建
）を
２
棟
、

翌
年
度
で
６
戸
１
棟
の
ほ
か
、

12
戸
１
棟
の
建
設
を
行
い
、
２

０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
で
１

棟
６
戸（
２
階
建
）、
２
０
０
１

年（
平
成
13
年
）度
で
１
棟
12
戸

（
２
階
建
）の
建
設
を
行
い
、
４

か
年
で
48
戸
分
の
整
備
を
図
っ

た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
町
内
初
の
世

代
混
合
型
住
宅
と
し
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
で
１
棟

６
戸
の
住
宅
は
、
１
階
が
単
身

高
齢
者
向
け
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２
階

は
一
般
世
帯
用
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
な

っ
て
お
り
、
１
棟
12
戸
の
住
宅

は
１
階
は
高
齢
者（
夫
婦
）と
身

障
者
世
帯
向
け
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
２

階
が
一
般
世
帯
用
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
世
帯

向
け
に
も
全
戸
水
洗
ト
イ
レ
、

浴
槽
を
備
え
、
単
身
高
齢
者
・

身
障
者
向
け
の
１
階
で
は
手
す

り
を
付
け
た
浴
室
、
車
椅
子
対

応
の
台
所
、
更
に
各
部
屋
の
段

差
を
な
く
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

非
常
用
ベ
ル
を
取
り
入
れ
た
高

齢
者
、
障
が
い
者
に
優
し
い
造

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
通
西
団
地
の
整
備
終
了
後

は
、
中
士
幌
み
の
り
野
団
地
に
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度
に

１
棟
８
戸（
一
般
４
戸
・
特
公

賃
４
戸
）、
２
０
０
５
年（
平
成

17
年
）度
に
１
棟
８
戸
の
建
設

を
行
っ
た
。
２
０
１
１
年（
平

成
23
年
）度
以
降
で
は
、
16
棟

44
戸
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特
に
、２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

度
か
ら
翌
年
度
に
か
け
て
、
若

葉
団
地
に
お
い
て
３
棟
14
戸
の

木
造
平
屋
の
公
営
住
宅
が
２
か

年
計
画
で
建
設
さ
れ
た
が
、
こ

の
公
営
住
宅
は
見
守
り
付
き
高

齢
者
等
向
け
住
宅
と
し
て
整
備

さ
れ
、
独
居
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
に
対
し
定
期
的
に
見
守

り
を
行
う
な
ど
、
社
会
的
弱
者

に
配
慮
し
た
構
造
、
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
た
改
築
ま
で
に
時
間
の
か

か
る
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、

修
繕
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
し

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ

て
い
る
。

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

末
に
は
４
４
５
戸
の
公
営
住
宅

を
有
し
て
い
た
が
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）度
末
で
は
４
１
１

戸
と
な
っ
て
い
る
。（
表‒

２
参
照
）

町
の
宅
地
分
譲

　

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）に

町
が
初
め
て
宅
地
分
譲
し
た「
み

ど
り
団
地
」（
30
区
画
）以
降
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
ま

で
に
27
団
地
が
造
成
さ
れ
５
８

５
区
画
が
分
譲
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）ま

で
に
12
団
地
が
造
成
さ
れ
３
６

９
区
画
が
分
譲
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
分
譲
の

要
望
が
多
く
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）で
新
た
に
常
盤
団
地

と
し
て
31
区
画
の
造
成
を
行
っ

た
ほ
か
、
中
士
幌
新
東
団
地
の

第
２
期
造
成
で
24
区
画
の
整
備

を
行
い
、
宅
地
供
給
と
し
て
の

分
譲
を
開
始
し
た
。

公営住宅　若葉団地

表－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��士幌町公営住宅� 令和２年度末　

団　地　名 若年
1LDK

高齢
1LDK 2DK 高齢

2LDK 2LDK 3DK 3LDK 合計

大通西 12 12 12 12 48

南百戸 17 10 29 8 64

睦 34 12 34 80

若葉 11 31 3 12 33 8 98

中士幌北 12 4 16

中士幌東 12 11 23

士幌北 10 10

下居辺 4 4

士幌南 12 12

昭和南 24 24

みのり野 12 12

特公賃みのり野 4 4

特公賃協進 8 8

公協賃かしわ荘 4 4 8

合　　計 8 23 94 15 66 116 89 411
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みのり野団地

　

常
盤
団
地（
現
在
の
緑
光
）は
、

士
幌
幹
線
沿
い（
南
団
地
の
防

風
林
を
挟
ん
だ
西
側
）に
造
成

さ
れ
、
１
区
画
約
４
０
０
平
方

㍍（
１
２
０
坪
）か
ら
４
９
５
平

方
㍍（
１
５
０
坪
）の
31
区
画
で
、

１
区
画
約
３
０
８
万
円
か
ら
４

０
０
万
円
で
売
り
出
さ
れ
た
。

市
街
地
に
も
そ
れ
程
遠
く
な
く
、

手
頃
な
価
格
か
ら
若
い
夫
婦
世

帯
が
多
く
購
入
し
、
１
９
９
５

年（
平
成
７
年
）度
末
に
は
完
売

と
な
る
人
気
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
中
士
幌
新
東
団
地
の

第
２
期
分
譲
地
は
、
第
１
期
新

東
団
地
と
し
て
分
譲
し
た
南
側

に
続
け
て
造
成
し
、
24
区
画
分

を
１
区
画
４
６
５
平
方
㍍（
約

１
４
１
坪
）か
ら
５
９
７
平
方

㍍（
約
１
８
１
坪
）の
面
積
と
し

価
格
も
１
区
画
当
た
り
約
３
５

２
万
円
か
ら
４
５
０
万
円
で
分

譲
さ
れ
た
。
同
地
区
で
の
分
譲

は
、
帯
広
方
面
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
の
通
勤
範
囲
と
し
て
人

気
が
あ
り
、
ま
た
仕
事
を
終
え

た
定
年
退
職
者
も
含
め
、
町
外

か
ら
の
契
約
者
も
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）の

い
こ
い
団
地
の
分
譲
以
降
は
、

土
地
開
発
公
社
が
土
地
を
取
得

し
て
造
成
分
譲
を
行
っ
た
。

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に
は
、

常
盤
第
２
団
地
29
区
画
、
ま
た
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
中

士
幌
新
東
団
地
第
３
期
造
成
で

15
区
画
を
整
備
分
譲
し
た
。
そ

れ
以
降
も
分
譲
の
要
望
が
多
く

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）新
た

に「
み
の
り
野
団
地
」と
し
て
56

区
画
の
造
成
を
行
っ
た
。「
み
の

り
野
団
地
」は
、
中
士
幌
新
南

に
造
成
さ
れ
、
１
区
画
約
３
４

０
平
方
㍍（
１
０
３
坪
）か
ら
４

８
０
平
方
㍍（
１
４
５
坪
）の
区

画
で
、
１
区
画
約
２
７
７
万
円

か
ら
３
３
９
万
円
で
売
り
出
さ

れ
た
。
帯
広
か
ら
20
キ
ロ
㍍
通

勤
圏
で
あ
る
分
譲
地
は
の
ど
か

に
広
が
る
田
園
の
一
等
地
に
大

き
な
区
画
と
自
然
豊
か
な
住
環

境
が
何
よ
り
も
魅
力
の
優
良
分

譲
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
み
の
り
野
団
地
」以
降
の
分

譲
は
、
士
幌
町
土
地
開
発
公
社

が
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）６

月
に
解
散
し
た
こ
と
か
ら
、
士

幌
町
の
事
業
と
し
て
分
譲
し
て

い
る
。

　

ま
た
、「
み
の
り
野
団
地
」以

降
の
分
譲
区
画
数
は
12
区
間
か

ら
４
区
間
と
少
数
区
画
で
、
ど

の
地
区
も
市
街
地
か
ら
近
く
完

売
と
な
る
人
気
で
あ
っ
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

に
は「
み
ど
り
団
地
」９
区
画
が

整
備
さ
れ
た
。
近
年
に
お
け
る

分
譲
で
は
、
い
ず
れ
も
３
か
ら

９
区
画
と
小
規
模
の
分
譲
と
な

っ
て
い
る
。（
表‒

３
参
照
）

表－３　　　　　　　　　　　　士幌町の団地分譲の変遷� 令和3年3月

団　地　名 分譲開始 区　画 事業主体 未分譲区画

みどり 昭和 38 年 30 士幌町

中士幌南 昭和 39 年 12 同

中士幌北 昭和 39 年 24 同

中士幌北 昭和 46 年 10 同

南百戸 昭和 42 年 20 開発振興公社

南百戸 昭和 43 年 12 士幌町

南百戸 昭和 46 年 14 同

いこい 昭和 50 年 85 土地開発公社

中士幌東 昭和 51 年 48 同

士幌南 昭和 57 年 64 同

士幌南（第 2 期） 昭和 62 年 25 同

中士幌新東 昭和 62 年 25 同

常盤 平成５年 31 同

中士幌新東（第２期） 平成５年 24 同 1

常盤（第２期） 平成９年 29 同

中士幌新東（第３期） 平成 10 年 15 同

みのり野 平成 16 年 56 士幌町 29

ゆうすい（第１期） 平成 16 年 9 同

ゆうすい（第２期） 平成 17 年 12 同

いこい（第２期） 平成 19 年 6 同

士幌北（第１期） 平成 22 年 5 同

士幌北（第２期） 平成 23 年 4 同

士幌北（第３期） 平成 24 年 6 同

士幌北（第４期） 平成 25 年 3 同

大通西 平成 28 年 8 同

士幌北（第５期） 平成 30 年 4 同

定住促進（新生・高徳） 令和１年 4 同 3

みどり 令和２年 9 同 6

民
間
の
宅
地
分
譲

　

民
間
の
宅
地
分
譲
で
は
、
中

士
幌
市
街（
旧
国
鉄
中
士
幌
駅

西
側
）に
帯
広
の
業
者
が
、「
ヌ

プ
カ
の
森
」団
地
と
し
て
約
20

区
画
を
造
成
分
譲
し
た
ほ
か
、

士
幌
町
農
協
が
職
員
の
福
利
厚

生
の
一
環
と
し
て
士
幌
市
街
高

徳
の
組
合
所
有
地
を
宅
地
化
し

約
30
区
画
を
、
同
組
合
職
員
を

主
体
に
分
譲
し
た
。
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１
、
教
育
行
政

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
求
め
て

～
生
き
る
力

　

学
校
教
育
は
、
児
童
・
生
徒

の
心
身
の
調
和
と
豊
か
な
人
格

形
成
を
培
い
、
生
涯
学
習
の
基

礎
を
固
め
る
場
と
し
て
重
要
な

第一章  教　育

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
町
内

各
学
校
で
は「
学
習
指
導
要
領
」

に
基
づ
く
教
育
課
程
に
地
域
に

根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育

計
画
を
策
定
し
て
実
践
し
て
い

る
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）９

月
か
ら
学
校
週
５
日
制
が
導
入

さ
れ
月
１
回
の
第
２
土
曜
日
が

休
み
と
な
っ
た
。
学
校
週
５
日

制
は「
子
供
の
ゆ
と
り
あ
る
生

活
の
実
現
」と「
個
性
や
創
造
性

を
育
て
る
教
育
を
目
指
す
」こ

と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
、
そ

の
後
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）

大口　靜夫（教育委員長）

尾形　文夫（教育長）佐藤　正一（教育長）

土屋　仁志（教育長） 神野　光男（教育長）堀江　博文（教育長）

太田　助（教育委員長）力石　憲二（教育委員長）
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４
月
か
ら
は
第
４
土
曜
日
も
休

日
に
、
月
２
回
の
週
５
日
制
と

な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
時
は
、
子

供
の
学
力
の
低
下
や
休
み
の
過

ご
し
方
な
ど
に
懸
念
す
る
声
も

あ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
の
自
主

性
が
育
ち
、
学
習
面
や
生
活
面

で
も
望
ま
し
い
姿
が
み
ら
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
完
全
実
施
に

よ
っ
て
更
に
ゆ
と
り
と
豊
か
さ

の
あ
る
教
育
と
な
る
よ
う
、
家

庭
、
地
域
、
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度

は
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
年
度

に
あ
た
り
、
完
全
学
校
週
５
日

制
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
の
目
的
は「
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
国
際

社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
を
育
成
す
る
こ
と
」、「
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
」、「
ゆ
と
り
あ
る

教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、

基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
を
は

か
り
、
個
性
を
生
か
す
教
育
を

充
実
す
る
こ
と
」、「
各
学
校
が

創
意
工
夫
を
生
か
し
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
」

と
さ
れ
て
お
り
、
各
学
校
と
連

携
を
は
か
り
、
教
育
内
容
の
充

実
に
努
め
た
。

　

ま
た「
総
合
的
学
習
の
時
間
」

が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
、
新
た

な
学
校
づ
く
り
が
学
校
長
を
中

心
に
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

不
足
が
ち
と
い
わ
れ
る
読
書
体

験
を
積
極
的
に
補
い
、
児
童
の

豊
か
な
感
受
性
を
発
達
さ
せ
る

活
動
と
し
て
、
読
書
活
動
の
推

進
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

か
ら
小
学
校
、
２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）度
か
ら
中
学
校
を
対

象
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

が
、
ど
ん
な
に
変
化
し
予
測
困

難
に
な
っ
て
も
、
自
ら
課
題
を

見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
、
判
断
し
て
行
動
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
描
く
幸
せ
を
実
現

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
明
る

い
未
来
を
、
共
に
創
っ
て
い
き

た
い
。
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
新
し
い「
学
習
指
導
要
領
」に

合
わ
せ
て
教
育
課
程
の
基
準
が

改
訂
さ
れ
た
。

　

町
で
は
、
２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）度
か
ら
４
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る「
士
幌
町
教
育

振
興
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

教
育
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的

な
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
今
日

の
社
会
は
、
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能

を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
技
術

革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
、
町
の
学
校
教
育

に
お
い
て
は
、
教
育
実
践
の
テ

ー
マ
で
あ
る「
過
去
を
見
直
し
、

今
を
見
極
め
、
先
を
見
据
え
る

教
育
」を
基
調
と
し
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持

っ
て「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け

る
た
め
、
学
校
は
も
と
よ
り
家

庭
や
地
域
と
連
携
し
て「
確
か

な
学
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か

な
体
」の
調
和
の
と
れ
た
育
成

を
目
指
し
、
地
域
の
温
か
い
眼

差
し
の
中
で
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
人
間
性
豊
か
で
創

造
性
に
あ
ふ
れ
、
心
身
と
も
に

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

少
子
、
高
齢
化
の
進
む
中
、

全
国
的
に
児
童
、
生
徒
の
数
も

減
少
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、

い
じ
め
、
登
校
拒
否
、
校
内
暴

力
な
ど
深
刻
な
状
況
が
各
地
で

続
き
、
本
町
で
は
幸
い
に
表
面

に
出
る
程
の
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
が
、
生
徒
指
導
で
は
生

命
や
人
権
の
大
切
さ
を
徹
底
し
、

豊
か
な
思
い
や
り
を
も
っ
た
心

を
育
て
る
教
育
に
努
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正

　

今
ま
で
教
育
委
員
会
は
、
町

長
の
任
命
す
る
委
員
５
名
で
組

織
し
て
い
た
が「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
施
行
に
伴
い
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）４
月
よ
り
教
育
委
員

会
制
度
が
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
の

課
題
と
し
て
、
教
育
委
員
長
と

教
育
長
の
ど
ち
ら
が
責
任
者
か

わ
か
り
に
く
い
、
い
じ
め
等
の

問
題
に
対
し
て
必
ず
し
も
迅
速

に
対
応
で
き
て
い
な
い
、
地
域

住
民
の
民
意
が
十
分
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
、
等
と
の
指
摘
が

全
国
的
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
教
育
行
政
に
お
け
る
責

任
体
制
の
明
確
化
、
迅
速
な
危

機
管
理
体
制
の
構
築
、
地
域
の

民
意
を
代
表
す
る
首
長
と
の
連

携
強
化
等
を
図
る
た
め
改
正
さ

れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新「
教

育
長
」の
設
置
、
会
議
招
集
の

規
定
・
議
事
録
の
作
成
・
公
表

等
を
規
定
し
、
教
育
長
へ
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
会
議
の

透
明
化
、
首
長
が
参
加
す
る「
総

合
教
育
会
議
」の
設
置
、
教
育

の
目
標
や
施
策
の
根
本
的
な
方

針
を
定
め
る「
大
綱
」を
首
長
が

策
定
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら

れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
旧
制
度
下
で
任

命
さ
れ
た
教
育
委
員
長
、
教
育

長
は
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

４
月
以
降
も
任
期
内
で
あ
れ
ば

在
任
可
能
で
あ
っ
た
が
、
力
石

委
員
長
、
堀
江
教
育
長
と
も
退

任
す
る
こ
と
を
自
ら
選
ん
だ
。

　

教
育
委
員
長
、
教
育
長
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。（
平
成
３
年

以
降
）

◎
教
育
委
員
会（
旧
制
度
下
）

▽
委
員
長

　

大
口
靜
夫（
昭
63
・
10
～
平

11
・
11
）

　

太
田　

助（
平
12
・
２
～
平

16
・
９
）

　

力
石
憲
二（
平
16
・
10
～
平

27
・
３
）
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▽
教
育
長　

　

尾
形
文
夫（
昭
62
・
４
～
平

11
・
３
）

　

佐
藤
正
一（
平
11
・
４
～
平

15
・
３
）

　

神
野
光
男（
平
15
・
４
～
平

25
・
３
）

　

堀
江
博
文（
平
25
・
４
～
平

27
・
３
）

◎
教
育
委
員
会（
新
制
度
下
）　

▽
教
育
長

　

堀
江
博
文（
平
27
・
４
～
令
３
・

３
）

　

土
屋
仁
志（
令
３
・
４
～
現
在
）

施
設
整
備

　

学
校
の
施
設
整
備
は
年
次
計

画
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
快
適

な
学
校
生
活
の
環
境
改
善
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）の

下
居
辺
小
を
は
じ
め
翌
年
に
は

上
居
辺
小
、
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）西
上
音
更
小
、
１
９

９
８
年（
平
成
10
年
）佐
倉
小
と
、

中
央
中
で
は
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）に
校
舎
、
翌
年
に
は

体
育
館
が
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
一
通
り
学
校
改
築
は

終
了
し
た
こ
と
と
な
る
。

・
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
、

中
央
中
で
は
校
舎
改
修
、
４
小

学
校
プ
ー
ル
濾
過
器
設
置
、
上

居
辺
小
屋
体
暖
房
設
備
改
修
、

中
士
幌
小
校
舎
塗
装
塗
り
替
え
、

中
士
幌
小
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
改
修
、

北
中
音
更
小
石
油
暖
房
機
更
新

・
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）度
、

５
小
学
校
洋
式
ト
イ
レ
改
修
、

・
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度
、

西
上
音
更
小
・
新
田
小
浄
化
槽

設
置

・
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）度
、

北
中
音
更
小
浄
化
槽
設
置
、
中

士
幌
小
放
送
設
備
改
修
、
北
中

音
更
小
石
油
暖
房
機
更
新

・
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）度
、

町
内
各
小
学
校
防
犯
用
警
報
装

置
設
置
、
下
居
辺
小
浄
化
槽
設

置
、
佐
倉
小
屋
内
体
育
館
屋
根

塗
装
、
下
居
辺
小
施
設
整
備
改

修・
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）度
、

士
幌
小
便
所
改
修
、
下
居
辺
小

体
育
館
屋
根
塗
装

・
２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度
、

西
上
音
更
小
体
育
館
屋
根
塗
装
、

佐
倉
小
・
新
田
小
・
西
上
音
更

小
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
更
新

・
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）度
、

士
幌
小
校
舎
外
壁
塗
装
、
上
居

辺
小
・
下
居
辺
小
・
北
中
音
更

小
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
更
新

・
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）度
、

上
居
辺
小
・
北
中
音
更
小
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
、
士
幌
小
校

舎
外
壁
塗
装
、
士
幌
小
・
中
士

幌
小
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
更
新
、

士
幌
小
カ
リ
ヨ
ン
制
御
装
置
取

り
替
え

・
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度
、

中
士
幌
小
校
舎
棟
耐
震
改
修
お

よ
び
断
熱
改
修
、
中
央
中
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
ガ
ラ
ス
修
繕
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
、
士
幌
小
体
育
館

外
壁
塗
装
、
下
居
辺
小
校
舎
暖

房
機
器
更
新
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備

・
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）度
、

士
幌
小
体
育
館
外
壁
塗
装
、
士

幌
小
・
中
央
中
太
陽
光
発
電
設

備
設
置

・
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）度
、

中
士
幌
小
体
育
館
塗
装

・
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度
、

全
校
防
犯
用
カ
メ
ラ
付
ド
ア
ホ

ン
設
置
、
中
士
幌
小
体
育
館
塗

装・
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）度
、

士
幌
小
校
舎
・
中
士
幌
小
体
育

館
塗
装
、
中
央
中
音
楽
室
暖
房

設
備
改
修

・
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）度
、

上
居
辺
小
外
灯
設
置
、
中
士
幌

小
プ
ー
ル
解
体
、
中
央
中
校
舎

外
壁
東
面
塗
装

・
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）、

各
校
屋
体
施
設
吊
り
物
落
下
防

止
対
策
、
中
央
中
校
舎
外
壁
南

面
塗
装

・
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度
、

士
幌
小
ボ
イ
ラ
ー
改
修
・
玄
関

ス
ロ
ー
プ
改
修
、
中
央
中
校
舎

吊
り
天
井
落
下
対
策
改
修
・
校

舎
外
壁
塗
装

・
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）度
、

士
幌
小
・
中
央
中
校
内
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
整
備
、
士
幌
小
ボ
イ

ラ
ー
・
特
別
支
援
教
室
改
修
、

中
央
中
体
育
館
塗
装

・
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度
、

士
幌
小
通
学
路
整
備
、
中
士
幌

小
校
舎
屋
根
塗
装
・
体
育
館
暖

房
機
改
修
・
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

士幌小学校

上居辺小学校

中士幌小学校

中央中学校
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小中学校施設一覧
表－１� （令和３年４月現在）

学校名
校　舎 屋内体育館 学校プール

教職員住
宅（戸）建築年次 総面積

（㎡）
普通教室
（㎡）

特別教室
（㎡） 建築年次 面積（㎡） 建築年次 面積（ｍ）

士幌小学校 昭和 63 4,204 748 633 平成元 1,311 9

中士幌小学校 昭和 53 1,668 401 347 昭和 61 820 4

上居辺小学校 平成４ 1,693 247 273 昭和 55 615 平成７ 25 × 10 8

令和２年３月閉校
佐倉小学校 平成 10 1,118 147 227 昭和 59 587 昭和 55 20 × 8 5

平成 31年３月閉校
下居辺小学校 平成３ 1,141 194 164 昭和 58 579 昭和 60 25 × 5 5

平成 28年３月閉校
北中音更小学校 昭和 57 799 101 180 昭和 51 566 昭和 55 25 × 8 5

平成 31年３月閉校
新田小学校 昭和 60 1,036 224 246 昭和 61 586 昭和 63 25 × 8 5

平成 31年３月閉校
西上音更小学校 平成７ 1,203 225 158 昭和 60 585 昭和 60 20 × 8 6

士幌町中央中学校 平成７ 4,100 726 1,225 平成８ 1,350 12

環
境
整
備
、
中
央
中
体
育
館
塗

装・
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
、

士
幌
小
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び

身
障
者
用
ト
イ
レ
設
置
・
体
育

館
壁
面
塗
装
、
中
士
幌
・
上
居

辺
小
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
、
中
央

中
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
、
吹
奏
楽

部
楽
器
購
入

・
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

利
用
し
、
各
小
中
学
校
で
冷
房

設
備
設
置
、
国
が
推
し
進
め
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」の

実
現
に
向
け
て
補
助
金
を
活
用

し
、
情
報
機
器
・
通
信
環
境
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
、
ま
た

児
童
生
徒
用
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
も
年
次
計
画
で
整
備
さ
れ

た
。（
表‒

１
参
照
）

189 第五編　教育と文化



２
、
小
中
学
校

減
少
す
る
児
童
・
生
徒

　

古
く
か
ら
学
校
は
、
地
域
活

動
の
拠
り
所
と
し
て
各
地
域
の

発
展
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
が
、
多
く
の
学
校
で
節
目

の
年
に
記
念
式
や
記
念
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）に
は
下
居
辺
小
、
１

９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
は
士

幌
小
が
開
校
90
周
年
を
、
２
０

０
１
年（
平
成
13
年
）に
は
新
田

小
開
校
70
周
年
、
２
０
０
３
年

（
平
成
15
年
）に
は
中
士
幌
小
開

校
１
０
０
年
、
２
０
０
７
年（
平

成
19
年
）に
は
下
居
辺
小
開
校

１
０
０
年
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）に
は
北
中
音
更
小
開

校
１
０
０
周
年
、
士
幌
小
開
校

１
０
０
周
年
、
西
上
音
更
小
が

開
校
90
周
年
、
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）に
は
上
居
辺
小
・
佐

倉
小
が
開
校
１
０
０
周
年
、
中

央
中
が
開
校
50
周
年
を
迎
え
そ

れ
ぞ
れ
記
念
式
典
や
記
念
事
業

を
行
っ
た
。

　

町
内
各
学
校
の
児
童
生
徒
数

は「
表‒

１
」の
と
お
り
で
、
小

学
校
で
は
、
１
９
９
１
年（
平

成
３
年
）よ
り
半
減
し
て
お
り
、

中
学
校
も
当
時
よ
り
40
％
減
少

し
、
現
在
１
９
６
人
と
な
っ
て

い
る
。
町
の
人
口
も
減
少
し
て

い
る
が
そ
の
中
で
児
童
生
徒
の

減
少
は
大
き
く
、
少
子
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

減
少
す
る
児
童
確
保
の
た
め

下
居
辺
小
で
は
山
村
留
学
の
推

進
に
取
り
組
み
、
１
９
９
８
年

（
平
成
10
年
）度
で
全
国
に
呼
び

掛
け
、
翌
年
度
か
ら
受
け
入
れ

を
開
始
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い

た
が
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

３
月
に
山
村
留
学
推
進
協
議
会

が
解
散
し
山
村
留
学
が
終
了
し

た
。

充
実
す
る
学
習
活
動

　

士
幌
町
教
育
委
員
会
で
は
学

校
教
育
目
標
を
定
め
児
童
生
徒

が「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
」

教
育
か
ら
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
・
技
能
の
習
得
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
た
め
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
、

「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け

た
確
か
な
学
力
」で
は
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

を
受
け
た
学
力
向
上
の
た
め
の

学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

具
体
的
な
授
業
改
善
や
個
に
応

じ
た
指
導
の
充
実
、
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）度
か
ら
開
始
さ

れ
た
子
ど
も
へ
の
学
習
サ
ポ
ー

ト
、
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

に
は
、
北
海
道
大
学
の
学
生
に

よ
る「
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
」、
日

常
の
授
業
に
お
い
て
、
個
に
応

じ
た
指
導
の
充
実
図
る
町
費
負

担
に
よ
る
臨
時
教
諭
の
配
置
、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を

活
用
し
た
外
国
語
教
育
、
教
科

指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
活
用
、
情
報
活
用

能
力
の
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等

の
整
備
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

（
表‒

２
参
照
）

　
「
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ

る
豊
か
な
心
」で
は
、
命
を
大

切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、

公
共
心
や
規
範
意
識
を
育
て
る

た
め
、
あ
る
い
は
社
会
性
や
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
道

徳
教
育
の
充
実
、
教
育
委
員
会

と
各
学
校
が
策
定
し
た「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」に
基
づ
く
、

い
じ
め
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
健
康
と
た
く
ま
し
い
体
力
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
の

日
常
化
の
取
組
の
実
践
に
よ
る

体
力
向
上
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
運
動
」の
推
進
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
部
活
動
の
支
援
、

更
に
は
、
本
町
の
特
色
あ
る
教

育
の
一
つ
で
あ
る
食
農
体
験
学

学校別パソコン配備状況
表－２� （令和２年度末）

学　　校　　名 台　　数

士幌小学校 320

中士幌小学校 61

上居辺小学校 56

士幌町中央中学校 269

� ※インターネット教育に利用できるもののみの台数

小中学校児童・生徒数等の推移
表－１� （各年５月１日現在）

小学校名
児童生徒数 学　　級　　数 教　　員　　数

1990
（H2）

2000
（H12）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

1990
（H2）

2000
（H12）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

1990
（H2）

2000
（H12）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

士幌 390 249 207 213 239 14 11 10 14 17 19 19 19 24 26

中士幌 72 66 55 52 34 6 7 6 9 8 10 12 10 12 13

上居辺 61 28 22 33 30 6 3 4 6 6 10 7 8 11 11

下居辺 26 23 15 12 - 3 3 3 3 - 6 7 6 5 -

佐倉 29 20 18 23 - 3 4 3 5 - 6 8 7 9 -

北中音更 21 13 10 11 - 3 3 3 4 - 6 5 4 7 -

西上音更 23 26 18 15 - 3 3 6 4 - 6 7 9 7 -

新田 24 29 9 16 - 3 3 3 4 - 6 7 4 7 -

計 646 454 354 375 303 41 37 38 49 31 69 72 67 82 50

中央中 286 282 169 172 196 10 10 10 10 12 21 22 19 19 24
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習「
大
地
く
ん
と
学
ぼ
う
」、
２

０
１
４
年（
平
成
26
年
）度
か
ら

全
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
お
弁
当
の
日
」な
ど
実
情
に
即

し
た
学
習
活
動
が
取
り
入
れ
ら

れ
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

各
学
校
で
は
教
育
目
標
に
沿

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
即
し

た
学
習
活
動
が
取
り
入
れ
ら
れ

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

体
験
学
習
と
し
て
農
園
、
花

壇
の
活
動
を
多
く
の
学
校
で
行

っ
て
い
る
が
、
下
居
辺
小
で
は
、

下
小
タ
イ
ム
を
設
け
作
物
の
種

ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
と

観
察
、
収
穫
さ
れ
た
作
物
の
加

工
利
用
ま
で
児
童
が
話
し
合
い

祖
父
祖
母
を
農
園
講
師
と
し
て

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
た
。

ま
た
、「
サ
ケ
」の
放
流
や
ホ
タ

ル
飼
育
羽
化
に
も
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
各
学
校
で
は
小

動
物
の
飼
育
観
察
も
行
っ
て
い

る
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
活

発
で
北
中
音
更
小
学
校
で
は
１

９
９
６
年（
平
成
８
年
）と
97
年

（
同
９
年
）全
国
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
２
年
連
続
金
賞
を
受
賞
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）租
税

教
育
推
進
校
表
彰
、
２
０
０
８

年（
平
成
20
年
）い
じ
め
根
絶
メ

ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞
、
全
国
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）銅

賞
と
、２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

金
賞
・
銅
賞
を
受
賞
、
下
居
辺

小
学
校
で
も
全
道
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）十
勝

の
児
童
詩
を
推
進
し
て
い
る
子

ど
も
の
詩「
サ
イ
ロ
」学
校
表
彰

受
賞
を
受
け
て
い
る
。
上
居
辺

小
学
校
で
は
、「
サ
イ
ロ
」へ
の

多
く
の
作
品
の
応
募
で
入
選
を

果
た
し
、
お
菓
子
の
袋
や
掲
示

用
パ
ネ
ル
に
作
品（
詩
）が
採
用

さ
れ
る
な
ど
校
外
作
品
展
で
の

活
躍
が
目
立
つ
。
ス
ポ
ー
ツ
関

係
で
は
少
年
団
活
動
で
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
等
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
士

幌
小
で
は
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク

ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

て
い
る
。

　

西
上
小
学
校
で
は
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）10
月
に
全
道
へ

き
地
・
複
式
教
育
研
究
大
会
十

勝
大
会
の
会
場
校
と
し
て
生
活

科
、
社
会
科
の
授
業
が
行
わ
れ
、

同
時
に「
な
か
よ
し
広
場
の
集

会
活
動
」を
公
開
し
評
価
を
得
た
。

な
か
よ
し
広
場
の
活
動
は
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
移
行
期
の

学
習
と
し
て
、
個
人
課
題
や
調

査
活
動
を
取
り
入
れ
た「
生
き

る
力
」を
育
成
す
る
活
動
と
し

て
注
目
さ
れ
た
。
同
校
は
ま
た
、

郷
土
芸
能
ヌ
プ
カ
ウ
シ
太
鼓
の

創
作
演
出
・
保
存
活
動
を
長
年

続
け
、
児
童
の
表
現
力
を
高
め

る
活
動
に
取
り
組
み
成
果
を
挙

げ
て
い
た
。

　

佐
倉
小
学
校
で
は
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）帯
広
市
内
の
産

科
病
院
で「
母
と
子
の
性
教
育

講
座
」を
開
い
た
、
母
子
と
教

諭
が
参
加
し
、
同
病
院
内
を
見

学
し
た
後
、
院
長
の
話
を
聴
き
、

生
き
て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
ん
だ
。
生
命
の
始
ま
り

か
ら
胎
児
の
成
長
、
出
産
な
ど

に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
一
人
ひ

と
り
に
か
け
が
え
の
な
い
命
を

大
切
に
し
て
も
ら
お
う
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
母
の
部
が
企
画
し
た
。

　

交
流
活
動
も
盛
ん
で
、
１
９

７
２
年（
昭
和
47
年
）に
始
ま
っ

た
新
田
小
学
校
と
川
崎
市
の
下

川
原
小
学
校
児
童
と
の
交
流
は

夏
休
み
と
冬
休
み
を
利
用
し
ほ

ぼ
毎
年
児
童
の
相
互
訪
問
に
よ

る
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の

交
流
の
き
っ
か
け
は
、
当
時
新

田
小
に
赴
任
し
た
先
生
と
下
川

原
小
の
先
生
の
一
人
が
大
学
の

同
窓
で
あ
っ
た
縁
で
続
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
佐
倉
小
学
校
は
千
葉

県
佐
倉
市
の
小
学
校
と
交
流
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
佐
倉
の
地

名
は
旧
佐
倉
藩
主
が
１
９
１
４

年（
大
正
３
年
）同
地
区
に
佐
倉

農
場
を
開
き
多
く
の
人
が
小
作

人
と
し
て
入
植
し
戦
後
の
農
地

解
放
で
土
地
が
小
作
人
に
売
り

渡
さ
れ
農
場
は
解
散
し
た
が
佐

倉
と
し
て
の
地
名
が
そ
の
ま
ま

残
っ
た
。
１
９
８
５
年（
昭
和

60
年
）に
挙
行
さ
れ
た
佐
倉
小

学
校
開
校
70
周
年
記
念
式
典
に

佐
倉
農
場
開
設
者
堀
田
正
恒
の

長
男
で
元
千
葉
県
佐
倉
市
長
の

堀
田
正
久
を
招
い
た
の
を
き
っ

か
け
に
交
流
の
機
運
が
高
ま
り
、

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）に
学

校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
訪
問

団
派
遣
を
行
っ
て
以
来
児
童
を

含
め
た
相
互
交
流
が
続
い
て
い

た
。

　

一
方
中
士
幌
小
学
校
は
、
岐

阜
県
美
濃
市
か
ら
の
入
植
が
同

地
区
で
あ
り
、
本
町
発
祥
の
地

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１

９
９
１
年（
平
成
３
年
）か
ら
交

流
が
始
ま
り
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
年
）か
ら
は
、
士
幌
町
・

美
濃
市
児
童
交
流
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年
）で
17
回
目
を
迎
え
、

士
幌
小
学
校
・
中
士
幌
小
学
校

の
６
年
生
43
人
が
美
濃
市
を
訪

れ
、
士
幌
町
と
は
異
な
る
自
然

や
町
並
み
、
そ
し
て
文
化
や
歴

史
の
体
験
を
行
っ
た
。
ま
た
、

美
濃
市
児
童
99
人
が
士
幌
町
を

訪
れ
た
際
に
は
、
士
幌
高
等
学

校
で
本
町
の
児
童
と
一
緒
に
じ

ゃ
が
い
も
掘
り
等
を
体
験
、
士

幌
高
原
、
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ

ろ
、
じ
ゃ
が
り
こ
工
場
等
の
町

内
の
施
設
を
見
学
し
、
本
町
の

歴
史
や
産
業
な
ど
を
学
ん
だ
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
２
校
の

校
下
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
は
も
と
よ

り
、
各
関
係
団
体
、
一
般
町
民

の
協
力
を
得
て
受
け
入
れ
す
る

こ
と
が
で
き
、
士
幌
町
を
築
い

て
く
れ
た
祖
先
の
ふ
る
さ
と
美

濃
市
と
の
絆
を
一
層
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

上
居
辺
小
学
校
で
は
、
２
０

０
１
年（
平
成
13
年
）か
ら
都
市

間
交
流
と
し
て
千
葉
県
鎌
ヶ
谷

市
に
児
童
が
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
と
の
交
流
を
深
め
て

い
る
。

　

士
幌
中
央
中
学
校
で
は
早
く

か
ら
生
徒
の
自
主
的
創
造
活
動
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を
中
心
に
し
た
生
徒
活
動
を
行

っ
て
い
る
が
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）生
徒
が
自
主
的
に「
生

徒
憲
章
」を
制
定
し
た
。

　

開
校
30
周
年
を
記
念
し
て
生

徒
会
が
提
案
し
全
校
生
徒
の
取

り
組
み
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
、
い
じ
め
や
差
別
の
な

い
学
校
を
目
指
す
と
し
た
憲
章

は「
人
権
」「
自
主
」「
民
主
」「
希

望
」の
４
章
か
ら
な
り
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
い
つ
で
も
つ
ぶ

や
け
る「
詩
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た

構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
人
権
」は
命
を
大
切
に
、
い

じ
め
を
な
く
す
、「
自
主
」は
何

事
も
自
分
で
取
り
組
み
責
任
を

も
つ
、「
民
主
」は
差
別
が
な
く

平
等
、「
希
望
」は
み
ん
な
が
幸

せ
で
あ
る
よ
う
に
、
と
の
願
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
る「
生
徒
憲
章
」

は
同
年
３
月
15
日
の
卒
業
式
で

制
定
さ
れ
た
。

（
生
徒
憲
章
全
文　

別
掲
）

小
学
校
の
閉
校

　

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）３

月
の
朝
陽
小
学
校
の
閉
校
以
来
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
５
校
の
小

学
校
が
閉
校
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）３

月
、
北
中
音
更
小
学
校
が
開
校

１
０
７
年
の
歴
史
を
積
み
重
ね

て
閉
校
と
な
っ
た
。
北
中
音
更

小
学
校
は
明
治
41
年
、
音
更
第

七
教
育
所
付
属
西
特
別
教
授
所

と
し
て
創
立
、
以
来
７
１
７
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
。

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）２
月

28
日
に
は
、
閉
校
式
典
が
開
催

さ
れ
、
卒
業
生
や
地
域
住
民
な

ど
約
２
２
０
人
が
出
席
。
同
校

で
の
最
後
の
思
い
出
を
胸
に
刻

ん
だ
。

　

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）３

月
、
西
上
音
更
小
学
校
・
下
居

辺
小
学
校
・
新
田
小
学
校
が
閉

校
と
な
っ
た
。
西
上
音
更
小
学

校
は
大
正
８
年
、
音
更
村
北
中

士
幌
尋
常
高
等
小
学
校
付
属
西

上
音
更
特
別
教
授
場
と
し
て
創

設
。
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

12
月
９
日
に
閉
校
式
が
開
催
さ

れ
児
童
、
教
職
員
や
地
域
住
民

約
２
０
０
人
が
出
席
。
開
校
か

ら
99
年
の
歩
み
に
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
た
。

　

下
居
辺
小
学
校
は
明
治
40
年

居
辺
簡
易
教
育
所
所
属
奥
居
辺

特
別
教
授
場
と
し
て
創
設
。

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）２
月

10
日
に
閉
校
式
が
開
催
さ
れ
、

児
童
、
教
職
員
や
地
域
住
民
約

２
５
０
人
が
出
席
、
出
席
者
の

中
に
は
山
村
留
学
の
元
留
学
生

や
そ
の
ご
家
族
も
駆
け
つ
け
て

い
た
。
開
校
か
ら
１
１
２
年
の

歩
み
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　

新
田
小
学
校
は
昭
和
７
年
北

中
音
更
小
学
校
新
田
特
別
教
授

場
と
し
て
創
設
。
２
０
１
９
年

（
平
成
31
年
）２
月
24
日
に
閉
校

式
が
開
催
さ
れ
児
童
、
教
職
員

や
地
域
住
民
約
１
８
０
人
が
出

席
。
開
校
か
ら
87
年
間
の
歩
み

に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）３

月
、
佐
倉
小
学
校
が
閉
校
と
な

っ
た
。
佐
倉
小
学
校
は
、
大
正

６
年
佐
倉
尋
常
小
学
校
と
し
て

創
立
。２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

２
月
23
日
に
閉
校
式
が
開
催
さ

れ
、
児
童
、
教
職
員
、
地
域
住

民
な
ど
の
ほ
か
、
交
流
の
あ
る

千
葉
県
佐
倉
市
か
ら
も
駆
け
つ

け
約
２
５
０
名
が
出
席
。
開
校

か
ら
１
０
３
年
間
の
歩
み
に
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、
開
校
か

ら
99
年
で
閉
校
し
た
西
上
音
更

小
学
校
で
は
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）12
月
に
西
上
音
更
小

学
校
開
校
１
０
０
周
年
の
集
い

が
西
上
地
区
運
営
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
ど
の

地
区
で
も
同
じ
だ
か
、
地
区
の

学
校
に
対
す
る
深
い
思
い
が
伝

わ
る
も
の
で
あ
り
、
閉
校
に
際

し
て
は
ど
の
地
区
も
苦
渋
の
決

断
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
と
ば
の
教
室
と
士
幌
町
こ

ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　

言
語
治
療
を
要
す
る
幼
児
が

増
え「
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
」

の
働
き
か
け
で
１
９
８
７
年（
昭

和
62
年
）１
月
に
特
殊
学
級
の

認
可
を
受
け
開
設
以
来
、
士
幌

小
学
校
言
語
治
療
教
室（
こ
と

ば
の
教
室
）と
士
幌
町
幼
児
療

育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
、

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
、
一

時
は
上
士
幌
町
か
ら
も
児
童
を

受
け
入
れ
、
早
期
療
育
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
内
で
行
っ

て
い
た
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

業
務
と
こ
と
ば
の
教
室
内
で
行

っ
て
い
た
幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー

の
業
務
の
統
合
を
図
り
、
士
幌

町
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

と
し
て
町
長
か
ら
委
任
を
受
け

教
育
委
員
会
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
の
増
加
と
、

療
育
支
援
に
あ
た
る
支
援
員
等

を
確
保
す
る
た
め
に
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
ど
も
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
の
心
身

の
発
達
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

療
育
等
の
支
援
を
行
う
事
業
の

ほ
か
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

通
所
支
援
事
業
所
の
指
定
を
受

け
、
児
童
発
達
支
援
お
よ
び
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
実
施
、
２
０
１
８
年（
平
成

30
年
）度
に
は
相
談
支
援
事
業

所
も
開
設
し
て
い
る
。

　

言
語
通
級
指
導
教
室
へ
の
通

所
児
童
数
は
平
成
27
年
度
に
29

名
で
あ
っ
た
が
、
平
成
28
年
度

に
は
８
名
に
減
少
し
て
い
る
。

北中音更小学校

新田小学校佐倉小学校

西上音更小学校下居辺小学校
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平
成
28
年
度
の
こ
ど
も
発
達
相

談
セ
ン
タ
ー
の
通
所
者
数
は
幼

児
か
ら
生
徒
ま
で
47
名
と
な
っ

て
い
る
。

言
語
通
級
指
導
教
室
通
所
児
童

数令
和
２
年
度　

０
人

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
通

所
者
数

令
和
２
年
度　

6
人

学
校
給
食

　

士
幌
町
で
の
学
校
給
食
は
、

士
幌
小
学
校
改
築
１
９
８
８
年

（
昭
和
63
年
）で
併
設
さ
れ
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
町
内
小
中

学
校
す
べ
て
の
調
理
を
行
い
配

送
し
て
い
る
。
配
送
は
業
者
委

託（
北
斗
運
輸
）と
し
て
い
る
。

　

１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）に

制
定
さ
れ
た「
学
校
給
食
法
」が
、

子
供
の
食
生
活
の
変
化
や「
食

育
基
本
法
」の
制
定
に
よ
り
、

初
め
て
改
正（
平
成
21
年
４
月

１
日
施
行
）さ
れ「
食
生
活
の
改

善
」か
ら「
食
育
の
推
進
」を
重

視
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）か
ら
士
幌
小
学
校

を
本
務
校
と
す
る
栄
養
教
諭
１

名
が
、
学
校
給
食
の
管
理
に
従

事
す
る
た
め
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
兼
務
発
令
で
配
置
を
受

け
た
ほ
か
、
臨
時
栄
養
士
１
名

を
増
員
し
運
営
体
制
の
強
化
を

図
っ
た
。

　

学
校
給
食
は
、
児
童
お
よ
び

生
徒
の
心
身
の
健
康
な
発
達
と
、

食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
適

切
な
判
断
力
を
養
う
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

学
校
給
食
の
普
及
充
実
お
よ
び

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
次

の
こ
と
が
ら
を
重
点
と
し
て
実

施
し
た
。

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
の
提
供
に
よ
る
児
童
お

よ
び
生
徒
の
健
康
の
増
進
、

体
位
の
向
上
。

・
日
常
生
活
に
お
け
る
正
し
い

食
習
慣
の
形
成
。

・
給
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ

る
教
師
と
児
童
・
生
徒
の
心

の
触
れ
合
い
と
人
間
関
係
の

育
成
。

・
給
食
の
事
前
の
準
備
、
後
片

付
け
を
通
し
た
基
本
的
生
活

態
度
の
獲
得
。

　

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
内
生
産
者
で
つ
く
る「
も

ぎ
た
て
市
な
か
よ
し
会
」や
士

幌
高
等
学
校
の
協
力
の
も
と
、

士
幌
産
食
材
を
生
き
た
教
材
と

し
て
活
用
し
安
心
で
き
る
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

組
を
進
め
て
い
る
。
栄
養
教
諭

等
に
よ
る
食
育
の
指
導
を
通
し

望
ま
し
い
食
習
慣
や
生
活
習
慣

の
確
立
に
努
め
て
い
く
た
め
、

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度
か

ら
月
１
回
、
献
立
の
中
に「
和

食
の
日
」を
設
け
て
お
り
、
更

な
る
和
食
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る

児
童
生
徒
が
他
の
児
童
生
徒
と

同
じ
よ
う
に
学
校
生
活
を
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度

に
策
定
し
た「
学
校
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
指
針
」

お
よ
び「
学
校
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
指
針
」を

活
用
し
対
応
に
当
た
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

異
物
混
入
事
故
対
策
で
は「
学

校
給
食
に
お
け
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
２
０
１
２
年（
平

成
24
年
）４
月
よ
り
食
材
の
食

品
放
射
性
物
質
検
査
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度
よ

り
、
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環

と
し
て
１
食
当
た
り
50
円
の
町

費
負
担
。
２
０
１
６
年（
平
成

28
年
）度
よ
り
第
３
子
以
降
の

学
校
給
食
費
免
除
を
実
施
し
た
。

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
か

ら
は
、
食
材
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
小
学
校
児
童
１
食
当
た
り

55
円
、
中
学
校
生
徒
１
食
当
た

り
56
円
の
町
費
負
担
と
し
、
保

護
者
の
負
担
を
据
え
置
い
た
。

１
食
あ
た
り
の
給
食
費

平
成
３
年
度　

　

小
学
生　

１
７
０
円　
　
　

　

中
学
生　

２
０
０
円

令
和
２
年
度

　

小
学
生　

２
５
５
円

　
　
　
　
　
（
内
町
負
担
55
円
）

　

中
学
生　

２
９
６
円

　
　
　
　
　
（
内
町
負
担
56
円
）

給
食
セ
ン
タ
ー
の
不
祥
事
件

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）６

月
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
不

祥
事
件
が
発
覚
し
た
。
学
校
給

食
の
現
場
責
任
者
と
し
て
給
食

費
の
管
理
や
業
者
へ
の
支
払
、

資
材
管
理
な
ど
の
業
務
を
担
当

し
て
い
る
職
員（
当
時
セ
ン
タ

ー
業
務
係
長
）が
、
保
護
者
か

ら
徴
収
し
た
学
校
給
食
費
を
着

服
、
流
用
し
て
い
た
も
の
で
、

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度
と

翌
年
度（
平
成
10
年
）の
２
年
度

で
10
回
以
上
に
分
け
53
万
円
を

引
き
出
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
部
か
ら
使
途
不
明
金
の
疑

義
の
指
摘
が
あ
り
、
調
査
の
結

果
発
覚
し
た
も
の
で
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
委
員
長
・

士
幌
小
学
校
長
）の
２
回
の
定

例
監
査
で
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な

か
っ
た
。

　

流
用
さ
れ
た
金
額
は
、
１
９

９
９
年（
平
成
11
年
）６
月
ま
で

に
全
額
本
人
よ
り
返
済
さ
れ
た

が
、
町
教
委
は
同
年
７
月
９
日

付
で
こ
の
職
員
を
６
か
月
の
停

職
処
分
と
す
る
と
と
も
に
管
理

責
任
者
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長（
教
育
委
員
会
管
理
課
長
）

に
も
給
料
10
分
の
１
減
給
３
か

月
の
処
分
を
行
っ
た
。

学校給食（ふるさと給食）
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そ
の
後
流
用
し
た
職
員
か
ら

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
町
教
委

が
受
理
、
同
年
８
月
31
日
付
で

依
願
退
職
し
て
い
る
。

　

問
題
を
重
視
し
た
町
議
会
は
、

地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項
に

よ
る
検
査
の
権
限
を
総
務
常
任

委
員
会
に
委
任
し
事
務
検
査
を

行
っ
た
。

　

同
委
員
会
は
同
年
10
月
19
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
で
７

回
開
か
れ
、
教
育
委
員
会
関
係

者
か
ら
の
事
情
聴
取（
当
該
職

員
含
む
）や
関
係
書
類
の
検
査

を
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

る
と
同
時
に
議
会
だ
よ
り「
臨

時
号
」を
発
行
し
て
町
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

検
査
報
告
で
は
、
使
途
不
明

金
の
年
月
日
ご
と
流
用
金
額
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
問

題
点
と
し
て
、
本
事
件
発
覚
前

後
の
町
教
委
の
対
応
の
ま
ず
さ

や
、
処
分
の
甘
さ
な
ど
が
指
摘

さ
れ
る
一
方
、
か
つ
て
町
議
会

が
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
学

校
給
食
費
の
公
会
計
移
行
を
実

現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
今
回
の

不
祥
事
件
の
起
因
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
町
理
事
者
に
対
し
て
は

今
回
の
事
件
を
教
訓
と
し
て
綱

紀
の
引
き
締
め
と
、
職
員
の
モ

ラ
ル
の
向
上
を
図
り
、
町
民
の

行
政
へ
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

今
回
の
不
祥
事
は
、
刑
事
事

件
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
町

理
事
者
は
自
ら
も
処
分
を
科
す

こ
と
を
決
め
、
同
年
12
月
の
定

例
町
議
会
に
提
案
、
議
決
を
経

て
、
町
長
、
助
役
、
教
育
長
の

給
料
を
２
０
０
０
年（
平
成
12

年
）１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
３

か
月
間
そ
れ
ぞ
れ
月
額
の
10
分

の
１
減
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）４

月
か
ら
学
校
給
食
に
関
わ
る
収

支
は
公
会
計（
一
般
会
計
・
教

育
費
）に
移
行
さ
れ
運
営
さ
れ

て
い
る
。

各
小
中
学
校
近
年
の
あ
ゆ
み

◎
士
幌
小
学
校

▽
平
２　

パ
ー
ゴ
ラ
学
級
開
始
、

国
際
交
流
学
習
開
始　

▽
平
３　

公
立
学
校
優
良
文
教

施
設
協
会
会
長
賞
授
賞
、
町
開

基
70
周
年
公
開
研
究
会　

▽
平
４　

学
校
週
５
日
制
開
始

（
全
校
）　

▽
平
５　

集
団
風
邪
に
よ
る
臨

時
休
校（
３
日
間
）　

▽
平
６　

十
勝
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

究
大
会
開
催　

▽
平
８　
「
こ
と
ば
の
教
室
」10

周
年
記
念
式
典
挙
行　

▽
平
10　

開
校
90
周
年
記
念
事

業
実
施　

校
庭
の「
し
だ
れ
柳
」

台
風
５
号
で
風
倒
し
お
別
れ
会

実
施　

▽
平
11　

21
世
紀
Ｔ
Ｖ
交
流
会

（
帯
広
市
、
音
更
町
、
士
幌
町
、

上
士
幌
町
）　

▽
平
12　

子
ど
も
模
擬
議
会
開

催（
６
年
生
参
加
）　

▽
平
13　

管
内
進
路
指
導
研
修

会
授
業
公
開　

▽
平
14　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
中
国
）と

の
交
流
集
会
、
た
て
わ
り「
し

ほ
ろ
」で
全
校
登
山　

▽
平
15　

岐
阜
県
美
濃
市
と
の

交
流
始
ま
る
、
士
幌
町
教
育
研

究
大
会
授
業
公
開　

▽
平
16　

読
み
聞
か
せ
開
始(

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
）、

校
内
防
犯
ベ
ル
設
置
完
了　

▽
平
17　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン

サ
ー
増
設　

▽
平
18　

士
幌
小
学
校
開
校
１

０
０
周
年
事
業
準
備
委
員
会
発

足　▽
平
19　

士
幌
小
学
校
開
校
１

０
０
周
年
記
念
協
賛
会
設
立
総

会　▽
平
20　

児
童
用
パ
ソ
コ
ン
20

台
設
置（
ビ
ス
タ
）、
士
幌
町
教

育
研
究
大
会　

士
幌
小
会
場
、

地
域
公
開
参
観
日
実
施
、
士
幌

小
学
校
開
校
１
０
０
周
年
記
念

式
典
お
よ
び
祝
賀
会
開
催
、
士

幌
小
学
校
開
校
１
０
０
周
年
記

念
事
業　

パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト　

▽
平
21　

ブ
ラ
ン
コ（
新
）、
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム（
新
）、
鉄
棒（
修

理
）の
遊
具
が
設
置
さ
れ
る　

▽
平
22　

指
導
方
法
工
夫
改
善

の
た
め
Ｔ
Ｔ
配
置
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
設
置　

▽
平
23　

開
町
90
周
年
記
念
音

楽
会
鑑
賞　

▽
平
25　

十
勝
管
内
国
際
理
解

教
育
研
究
大
会
士
幌
大
会（
士

幌
小
・
中
央
中
）　

▽
平
26　

学
習
サ
ポ
ー
ト（
北

海
道
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▽
平
27　

学
習
サ
ポ
ー
ト（
北

海
道
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▽
平
28　

台
風
の
影
響
に
よ
る

下
水
道
使
用
不
可
の
た
め
臨
時

休
校
修
学
旅
行
延
期　

▽
平
29　

ペ
ッ
パ
ー
君
来
校（
１
・

２
年
生
）、
指
導
工
夫
改
善
の

た
め
の
Ｔ
Ｔ
配
置
終
了
、
学
習

発
表
会
を
土
曜
授
業
と
し
て
実

施　▽
平
30　

統
廃
合
の
た
め
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
統
合

３
校
交
流
授
業
、
開
校
80
周
年

記
念
お
よ
び
第
79
～
85
回
卒
業

記
念
制
作
物
撤
去
、
胆
振
東
部

地
震
発
生　

北
海
道
全
域
停
電

の
た
め
臨
時
休
校（
６
日
）、
統

合
３
校
交
流
授
業　

▽
平
31　

新
田
・
西
上
・
下
居

辺
と
統
合
、
指
導
法
工
夫
改
善

の
た
め
の
Ｔ
Ｔ
配
置　

▽
令
元　

佐
倉
小
交
流
授
業
、

佐
倉
合
同
学
習　

▽
令
２
年　

ス
ケ
ー
ト
授
業
の

町
営
リ
ン
ク
使
用
開
始
、
佐
倉

合
同
学
習
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た
め
全
道
一
斉

休
校（
３
月
５
日
ま
で
）、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
全
道
一
斉
休
校
延
長（
３
月

24
日
ま
で
）

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

小
松
繁
雄（
平
４
着
任
）、
岩

隅　

哲（
平
７
着
任
）、
村
瀬　

満（
平
９
着
任
）、
我
妻　

修（
平

13
着
任
）、
土
肥
晋
哉（
平
17
着

任
）、
鹿
山　

勇（
平
19
着
任
）、

家
田　

輝（
平
22
着
任
）、
蔵
重

　

進（
平
25
着
任
）、
大
島　

健

（
平
27
着
任
）、
佐
藤
育
子（
平

30
着
任
）、
清
水　

弘（
令
３
着

任
）

◎
中
士
幌
小
学
校
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▽
平
３　

美
濃
市
と
の
交
流
開

始
、
パ
ソ
コ
ン
導
入　

▽
平
７　

士
幌
町
教
育
研
究
大

会
開
催　

▽
平
８　

校
舎
出
入
口
拡
張
工

事　▽
平
９　

学
校
池
改
修
工
事
、

十
勝
管
内
算
数
・
数
学
サ
ー
ク

ル
研
究
会
開
催　

▽
平
10　

校
舎
屋
上
改
修
工
事

▽
平
12　

花
い
っ
ぱ
い
運
動「
人

権
の
花
指
定
」贈
呈
式
、
校
舎

外
壁
全
面
塗
装
工
事　

▽
平
13　

中
士
幌
小
学
校
開
校

１
０
０
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

総
会

▽
平
14　

十
勝
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
研
修
講
座（
算
数
）実
施　

▽
平
15　

中
士
幌
小
学
校
開
校

１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
挙
行　

▽
平
16　

自
転
車
駐
輪
場
工
事

▽
平
17　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ふ
る
里
の

学
舎
」校
歌
取
材　

▽
平
18　

士
幌
町
教
育
研
究
大

会
開
催　

▽
平
19　

プ
ー
ル
漏
水
の
た
め

使
用
断
念　

▽
平
20　

児
童
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
10
台
）新
規
設
置　

▽
平
21　

耐
震
補
強
工
事
お
よ

び
防
寒
用
窓
二
重
サ
ッ
シ
工
事
、

グ
ラ
ン
ド
遊
具
撤
去
・
新
設
工

事　▽
平
22　

２
階
女
子
ト
イ
レ（
一

部
）洋
式
化
工
事　

▽
平
23　

東
日
本
大
震
災
義
援

金
古
本
市
開
催　

▽
平
25　

プ
ー
ル
鉄
骨
解
体
工

事　▽
平
26　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光

回
線
切
り
替
え
工
事
、
い
じ
め

防
止
講
演
会
開
催（
３
～
６
年
）、

全
道
音
楽
教
育
研
究
大
会
十
勝

大
会
記
念
演
奏
出
演　

▽
平
30　

士
幌
町
教
育
研
究
大

会　

中
士
幌
小
会
場　

▽
平
31　

全
校
ス
ケ
ー
ト
体
験

学
習（
帯
広
オ
ー
バ
ル
）　

▽
令
元　

中
士
幌
小
学
校
地
域

見
守
り
隊
結
成
、
中
士
幌
小
学

校
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ほ
た
る
」読
み
聞
か
せ（
月
２

回
）、
複
式
３
校
合
同
宿
泊
学

習（
５
年
）　

▽
令
２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
臨

時
休
校（
３
月
24
日
ま
で
）、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
防
止
の
た
め
臨
時
休
校（
５

月
31
日
ま
で
）・
分
散
登
校（
５

月
中
６
日
間
）

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

酒
向
孝
雄（
平
４
着
任
）、
松

橋
源
四
郎（
平
６
着
任
）、
葛
西

良
夫（
平
８
着
任
）、
佐
々
木
孝

士（
平
11
着
任
）、
丸
谷
嘉
市（
平

13
着
任
）、
高
木
昇
一（
平
16
着

任
）、
作
田
博
光（
平
18
着
任
）、

十
字　

覚（
平
21
着
任
）、
山
下

　

勇（
平
24
着
任
）、
安
孫
子
徹

（
平
27
着
任
）、
川
北
隆
一（
平

28
着
任
）、
山
本
端
聡（
平
30
着

任
）、
小
西
一
寿（
令
２
着
任
）

◎
佐
倉
小
学
校

▽
平
３　

千
葉
県
佐
倉
市
佐
倉

小
学
校
交
流
団
来
校　

▽
平
４　

全
道
へ
き
地
複
式
教

育
研
究
会
開
催
会
場
校

▽
平
７　

北
部
複
式
教
育
研
究

会
開
催　

▽
平
９　
「
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」

苗
寄
贈
に
よ
る
児
童
記
念
植
樹

（
道
新
よ
り
）　

▽
平
10　

校
舎
改
築　

▽
平
11　

特
殊
学
級
か
し
わ
開

設
、
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
・

祝
賀
会
挙
行　

▽
平
12　

プ
ー
ル
濾
過
器
設
置

▽
平
13　

佐
倉
地
区
合
同
運
動

会
開
催　

学
校
南
側
歩
道
設
置

工
事
開
始
、
士
幌
町
複
式
教
育

研
究
大
会
開
催　

▽
平
14　

十
勝
管
内
特
殊
教
育

研
究
大
会
開
催　

▽
平
17　

士
幌
町
複
式
教
育
研

究
大
会
開
催　

▽
平
19　

へ
き
地
複
式
校
体
験

学
生
受
け
入
れ　

▽
平
21　

十
勝
・
帯
広
地
区
放

送
研
究
大
会
小
学
校
授
業
会
場

▽
平
23　

町
内
教
育
研
究
大
会

兼
複
式
教
育
研
究
大
会　

▽
平
26　

十
勝
っ
子
ミ
ニ
バ
レ

ー
大
会
準
優
勝　

▽
令
２　

閉
校
式

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

山
本　

勉（
平
４
着
任
）、
大

阪
恒
雄（
平
６
着
任
）、
山
田　

清（
平
８
着
任
）、
合
田
義
博（
平

11
着
任
）、
岡
本
眞
一（
平
14
着

任
）、本
田
チ
ヱ
子（
平
17
着
任
）、

石
山
貢
司（
平
20
着
任
）、
濱
口

重
則（
平
23
着
任
）、
清
水
敏
文

（
平
26
着
任
）、
小
西
一
寿（
平

30
着
任
）

◎
上
居
辺
小
学
校

▽
平
４　

校
舎
改
築　

▽
平
５　

新
校
舎
落
成
記
念
式

典
挙
行　

▽
平
６　

十
勝
管
内
放
送
教
育

研
究
会
小
学
校
会
場　

▽
平
９　

学
童
保
育
所
閉
鎖
、

新
プ
ー
ル
完
成　

▽
平
10　

学
校
林
売
却　

▽
平
12　

体
育
館
ボ
イ
ラ
ー
設

置　▽
平
13　

玄
関
照
明
新
規
設
置

▽
平
15　

十
勝
北
部
方
面
へ
き

地
複
式
教
育
研
究
大
会　

▽
平
16　

防
犯
警
報
装
置
設
置

▽
平
18　

十
勝
管
内
複
式
校
母

の
集
い
会
場
校　

▽
平
20　

体
育
館
耐
震
補
強
工

事　▽
平
21　

士
幌
町
教
育
研
究
大

会
兼
町
複
式
研
究
大
会
会
場
校

▽
平
24　

玄
関
イ
ン
タ
ー
フ
ォ

ン
設
置　

▽
平
25　

全
道
へ
き
地
複
式
教

育
研
究
大
会
プ
レ
大
会
開
催　

▽
平
26　

全
道
へ
き
地
複
式
研

究
大
会　

▽
平
27　

上
居
辺
地
区
開
基
１

０
０
周
年
、
上
居
辺
小
学
校
開

校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
、
記

念
碑
建
立
、
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
耐
震
工
事　

▽
平
29　

グ
ラ
ン
ド
階
段
補
修

工
事　

▽
平
30　

移
動
式
黒
板
設
置
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が「
サ
イ
ロ
」の
取
組
を

番
組
取
材　

▽
令
元
年　

士
幌
町
教
育
研
究

大
会
会
場
校

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

  

高
全
國
男（
平
４
着
任
）、
宇

野
英
樹（
平
６
着
任
）、
丸
山
敬
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志（
平
９
着
任
）、 

金
子　

章（
平

12
着
任
）、
斉
藤
正
美（
平
15
着

任
）、
青
山
孝
和（
平
20
着
任
）、

中
村
真
也（
平
23
着
任
）、
能
瀬

博
行（
平
26
着
任
）、
溝
口
勝
彦

（
平
28
着
任
）、
津
田
裕
匡（
令

２
着
任
）

◎
下
居
辺
小
学
校

▽
平
４　

校
舎
落
成
記
念
式
・

祝
賀
会
挙
行　

▽
平
６　

士
幌
町
教
育
研
究
会

開
催
会
場
校
、
地
区
開
拓
１
０

０
年
記
念
式
参
加　

▽
平
７　

十
勝
管
内
教
育
実
践

指
定
校（
性
教
育
）　

▽
平
９　

開
校
90
周
年
記
念
式
・

祝
賀
会
挙
行
、
十
勝
管
内
性
教

育
研
究
大
会
会
場
校　

▽
平
10　

下
居
辺
地
区
山
村
留

学
推
進
協
議
会
発
足　

▽
平
11　

ホ
タ
ル
飼
育
羽
化
成

功
、
山
村
留
学
生
受
入
開
始　

▽
平
12　

プ
ー
ル
浄
化
槽
工
事

終
了　

▽
平
14　

町
教
育
研
究
大
会
兼

町
複
式
教
育
研
究
大
会
会
場
校

▽
平
15　

東
京
大
学
地
殻
変
動

調
査
装
置
設
置　

▽
平
16　

熟
年
農
園
講
師
団
飯

島
賞（
町
功
労
者
表
彰
）受
賞
、

北
海
道
大
学
大
学
院
山
村
留
学

に
係
わ
る
学
術
調
査
協
力
・
下

居
辺
小
学
校
開
校
１
０
０
周
年

記
念
協
賛
会
設
立
総
会　

▽
平
17　

子
ど
も
の
詩「
サ
イ
ロ
」

学
校
表
彰
受
賞　

▽
平
18　

学
校
林
皆
伐　

▽
平
19　

下
居
辺
小
学
校
開
校

１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
挙
行
、
開
校
１
０
０
年
記
念

誌「
響
流
」発
行
、
町
内
教
育
研

究
大
会
、
町
内
複
式
教
育
研
究

大
会　

▽
平
20　

管
内
へ
き
地
複
式
教

育
研　

▽
平
21　

山
村
留
学
推
進
協
議

会
解
散
、
学
童
保
育
所
開
所
、

町
民
駅
伝
大
会
小
学
生
混
成
の

部
準
優
勝　

▽
平
22　

町
内
小
学
生
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
準
優
勝　

▽
平
24　

玄
関
に
カ
メ
ラ
付
ド

ア
ホ
ン
設
置
、
第
55
回
全
国
新

聞
教
育
研
究
大
会
に
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
よ
り
表
彰　

▽
平
26　

町
民
駅
伝
大
会
小
学

生
混
成
の
部
優
勝
、
町
民
体
育

祭
小
学
生
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
優

勝
、
東
部
３
校
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
優
勝　

▽
平
27　

町
内
小
学
生
交
流
ミ

ニ
バ
レ
ー
大
会
準
優
勝　

▽
平
28　

開
校
１
１
０
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立
、

記
念
事
業
で
カ
メ
ラ
を
購
入
、

開
校
１
１
０
周
年
記
念
ふ
る
さ

と
大
運
動
会
、
町
民
駅
伝
大
会

小
学
生
混
成
の
部
優
勝　

▽
平
29　

閉
校
記
念
事
業
実
行

委
員
会
設
立
総
会　

▽
平
30　

閉
校
記
念
事
業
看
板

設
置
、
閉
校
記
念
下
居
辺
地
区

「
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
」、
勝
毎

花
火
大
会
小
学
生
・
教
員
・
父

母
招
待　

▽
平
31　

閉
校
式
、
惜
別
の
会
、

校
旗
返
還
式
、
施
錠
式

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

  

越
田　

覚（
平
５
着
任
）、
須

田　

学（
平
７
着
任
）、
結
城
光

明（
平
10
着
任
）、
宮
沢　

洋（
平

13
着
任
）、
木
下
伸
一（
平
17
着

任
）、
横
山　

徹（
平
19
着
任
）、

戸
塚　

信（
平
22
着
任
）、
松
井

敦
子（
平
26
着
任
）、
玉
川
弘
幸

（
平
29
着
任
）

◎
北
中
音
更
小
学
校

▽
平
３　

全
道
子
ど
も
ミ
ル
ク

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ク
ラ
フ
ト
展「
造

形
賞
」受
賞　

▽
平
４　

町
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン

ク
ー
ル
優
良
賞
受
賞　

▽
平
５　

町
内
教
育
研
究
大
会

会
場
校　

▽
平
７　

プ
ー
ル
改
修　

▽
平
８　

全
国
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
金
賞
受
賞　

▽
平
９　

十
勝
子
ど
も
大
会
家

庭
科
作
品
特
選
受
賞
、
倒
木
柏

樹
保
存
東
家
設
置　

▽
平
10　

北
部
方
面
複
式
教
育

研
究
大
会
会
場
校
、
開
校
90
周

年
記
念「
昔
を
語
る
会
」実
施　

▽
平
13　

散
水
用
給
水
管
移
設

▽
平
14　

租
税
教
育
推
進
校
表

彰　▽
平
17　

北
中
音
更
小
学
校
開

校
１
０
０
周
年
記
念
協
賛
会
設

立
総
会
開
催　

▽
平
20　

全
国
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞（
銅
賞
１
名
、入
選
１
名
）、

体
育
館
耐
震
補
強
工
事
完
了
、

い
じ
め
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、
北
中
音
更

小
学
校
開
校
１
０
０
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
挙
行　

▽
平
21　

全
国
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞（
金
１
名
、
銅
賞
１
名
）、

開
校
１
０
０
周
年
記
念
誌
発
行
、

管
内
複
式
教
育
研
究
大
会
研
究

提
言
、
管
内
放
送
教
育
研
究
大

会
授
業
公
開　

▽
平
22　

町
複
式
教
育
研
究
会

会
場
校　

▽
平
23　

日
専
連
ひ
だ
か
・
お

び
ひ
ろ
児
童
版
画
展（
金
賞
１
名
、

銅
賞
１
名
）、
日
専
連
全
国
児

童
版
画
展（
金
賞
１
名
、
銀
賞

１
名
）、
統
廃
合
検
討
委
員
会

設
立　

▽
平
24　

日
専
連
ひ
だ
か
・
お

び
ひ
ろ
児
童
版
画
展（
金
賞
１
名
）

▽
平
25　

日
専
連
ひ
だ
か
・
お

び
ひ
ろ
児
童
版
画
展（
帯
広
市

長
賞
１
名
）　

▽
平
26　

地
区
総
会
に
て
閉
校

決
定
、
閉
校
事
業
準
備
委
員
会

設
立
、
閉
校
事
業
実
行
委
員
会

総
会　

▽
平
27　

閉
校
事
業
看
板
設
置
・

北
中
夏
の
集
い　

花
火
打
上　

▽
平
28　

閉
校
記
念
授
業（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
長

島
圭
一
郎
）、
閉
校
記
念
式
典
、

惜
別
の
会
開
催
、
施
錠
式
実
施

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

東
藤　

隆（
平
４
着
任
）、
土

居
一
成（
平
７
着
任
）、
野
田　

勲（
平
９
着
任
）、
越
坂
入
久（
平

12
着
任
）、
高
田
睦
夫（
平
16
着

任
）、
家
田　

輝（
平
18
着
任
）、

武
田　

啓（
平
22
着
任
）、
大
熊

孝
史（
平
成
24
着
任
）

◎
新
田
小
学
校

▽
平
３　

下
川
原
小
交
流
20
周

年
記
念
式
典　

▽
平
５　

植
樹
祭
開
催（
学
校
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林
に
桜
ほ
か
６
３
０
本
植
樹
）

▽
平
６　

十
勝
子
供
大
会
調
査

研
究
の
部
金
賞
受
賞　

▽
平
７　

学
校
教
育
目
標
改
定
、

道
第
６
回
愛
鳥
モ
デ
ル
校
指
定

▽
平
９　

十
勝
子
供
大
会
絵
画

の
部
特
選
ほ
か
多
数
の
作
品
入

選
、
町
内
教
育
研
究
大
会
会
場

▽
平
11　

校
舎
前
舗
装
道
路
改

修　▽
平
13　

愛
鳥
モ
デ
ル
校
指
定
、

新
田
小
学
校
開
校
70
周
年　

地

区
連
合
運
動
会
開
催
、
記
念
式

典
挙
行（
グ
ラ
ン
ド
照
明
、
自

転
車
置
き
場
設
置
）、
陶
芸
教

室
開
催　

▽
平
14　

北
海
道
社
会
貢
献
賞

受
賞　

▽
平
16　

士
幌
町
剣
道
大
会
団

体
の
部
優
勝　

▽
平
18　

第
３
回
全
国
手
作
り

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
団
体
優

勝　▽
平
20　

管
内
へ
き
地
複
式
教

育
研
究
大
会　

▽
平
21　

野
生
生
物
保
護
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞　

▽
平
22　

管
内
教
育
実
践
表
彰

受
賞　

▽
平
27　

町
教
育
研
究
大
会
兼

町
複
式
教
育
研
究
大
会
開
催
、

管
内
複
式
校
剣
道
大
会
開
催　

▽
平
28　

愛
鳥
モ
デ
ル
校
に
再

指
定
、
一
歩
園
ジ
ュ
ニ
ア
自
然

環
境
賞
奨
励
賞
受
賞　

▽
平
29　

新
田
地
区
公
民
館
臨

時
総
会（
閉
校
の
決
定
）、
閉
校

事
業
協
賛
会
設
立
総
会　

▽
平
30　

閉
校
協
賛
会
看
板
設

置
、
新
田
花
火
大
会
、
か
ち
ま

い
花
火
大
会
招
待
、
学
習
発
表

会
・
新
田
音
楽
祭　

▽
平
31　

閉
校
式
、
思
い
出
を

語
る
会
挙
行

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

  

伊
勢
英
男（
平
５
着
任
）、
林

　

正
幸（
平
７
着
任
）、
小
野　

誠（
平
10
着
任
）  
横
山　

昇（
平

12
着
任
）、
青
木
敬
二（
平
15
着

任
）、波
多
野
伸
一（
平
19
着
任
）、

蔵
重　

進（
平
22
着
任
）、
太
田

道
夫（
平
成
25
着
任
）、
仲　

敏

行（
平
成
28
着
任
）

◎
西
上
音
更
小
学
校

▽
平
５　

校
舎
改
築
期
成
会
発

足　▽
平
６　

士
幌
町
複
式
教
育
研

究
会
開
催（
授
業
公
開
）

▽
平
７　

校
舎
改
築
完
成　

▽
平
８　

校
舎
改
築
落
成
記
念

式
典
・
祝
賀
会
挙
行
、
新
校
門

「
こ
だ
ま
の
像
」除
幕
式　

▽
平
10　

炭
焼
き
体
験
学
習　

▽
平
12　

全
道
へ
き
地
・
複
式

教
育
研
究
大
会
十
勝
大
会
会
場

校　▽
平
13　
「
シ
ホ
ロ
お
と
わ
の

祭
り
」参
加　

▽
平
14　

町
陸
上
競
技
大
会
混

成
リ
レ
ー
優
勝
、
町
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
優
勝　

▽
平
16　

町
会
長
杯
ミ
ニ
バ
レ

ー
大
会
優
勝　

▽
平
18　

町
複
式
教
育
研
究
大

会
開
催　

▽
平
19　

管
内
教
育
実
践
特
別

表
彰
、
十
勝
教
育
局
表
彰　

▽
平
20　

第
16
回
お
び
ひ
ろ
版

画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
学
校
賞
受

賞
、
西
上
地
区
開
拓
１
０
０
周

年
、
西
上
音
更
小
学
校
開
校
90

周
年
記
念
式
典　

▽
平
21　

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
優
勝　

▽
平
22　

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
優
勝　

▽
平
23　

と
か
ち
っ
こ
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
優
勝　

▽
平
24　

防
犯
カ
メ
ラ
付
ド
ア

ホ
ン
設
置
、
人
権
教
室　

▽
平
28　

町
小
学
生
交
流
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
優
勝　

▽
平
29　

町
小
学
生
交
流
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
優
勝
、
第
１
回
閉

校
事
業
実
行
委
員
会　

▽
平
30　

町
小
学
生
交
流
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
優
勝
、
閉
校
記
念

大
運
動
会
・
西
上
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
閉
校
式
挙
行
、

思
い
出
を
語
る
会
開
催　

▽
平
31　

校
舎
施
錠
式

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

工
藤
久
夫（
平
６
着
任
）、
田

中
信
宏（
平
８
着
任
）、
福
田
良

雄（
平
10
着
任
）、
早
坂
克
己（
平

12
着
任
）、
清
水
正
典（
平
15
着

任
）、
森
谷
紘
一（
平
18
着
任
）、

木
戸
正
人（
平
20
着
任
）、
須
永

正
志（
平
23
着
任
）、
竹
田
義
隆

（
平
26
着
任
）、
川
上
裕
明（
平

29
着
任
）

◎
士
幌
中
央
中
学
校

▽
平
２　

十
勝
中
体
連
剣
道
大

会
優
勝（
女
子
団
体
）　

▽
平
３　

校
舎
改
築
期
成
会
設

立
、
中
高
４
校
研
究
交
流
会
、

道
東
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

賞
、
管
内
放
送
教
育
研
究
大
会

会
場
校　

▽
平
５　

十
勝
大
会「
演
劇
」「
意

見
発
表
」最
優
秀
賞
、
第
23
回

管
内
サ
ー
ク
ル
合
同
研
究
会
会

場
校　

▽
平
６　

鎌
ヶ
谷
市「
少
年
の
船
」

交
流
事
業
、
校
舎
改
築
完
成
、

旧
校
舎
お
別
れ
式
、
新
校
舎
へ

移
転　

▽
平
７　

体
育
館
改
築
完
成　

▽
平
８　

校
舎
改
築
落
成
式
、

開
校
30
周
年
記
念
式
典
、「
生
徒

憲
章
」制
定　

▽
平
９　

校
舎
外
構
整
備
事
業

▽
平
12　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク

ー
ル「
施
設
体
験
ワ
ー
ク
シ
テ

ィ
」、
鎌
ヶ
谷「
少
年
の
船
」交

流
活
動
、
全
十
勝
中
体
連
柔
道

大
会
優
勝（
73
キ
ロ
㌘
級
）、
全

道
中
学
生
陸
上
大
会
入
賞（
１

０
０
㍍
）　

▽
平
13　

・
全
道
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
、
全
道
中
学
生
陸
上
大
会

優
勝（
走
り
幅
跳
び
）・
入
賞（
棒

高
跳
び
）、
士
幌
町
80
周
年
お

と
わ
の
祭
り
に
吹
奏
楽
部
出
演

▽
平
14　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
１
５

０
０
㍍
）　

▽
平
15　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
男
子

１
０
０
０
㍍
・
１
５
０
０
㍍
・

女
子
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０
㍍
）、

全
道
新
人
陸
上
競
技
大
会
入
賞

（
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
）、
十

勝
会
英
語
暗
唱
大
会
最
優
秀
賞

▽
平
16　

全
道
壁
新
聞
コ
ン
ク

ー
ル
準
大
賞
受
賞（
十
勝
コ
ン

ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞
）、
全
国
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中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大

会
優
勝（
女
子
団
体
、
女
子
５

０
０
㍍
・
１
０
０
０
㍍
）・
入

賞（
男
子
１
５
０
０
㍍
、
女
子

５
０
０
㍍
・
１
０
０
０
㍍
・
３

０
０
０
㍍
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
出
前

講
座
、
帯
広
地
区
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
金
賞
受
賞
、
第
２
回
吹

奏
楽
部
演
奏
会
、
中
越
地
震
募

金
活
動（
生
徒
会
）　

▽
平
17　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女
子

５
０
０
㍍
・
１
０
０
０
㍍　

２

年
連
続
二
冠
）・
入
賞（
女
子
１

５
０
０
㍍
）、
全
国
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
大
会
で
の
活
躍
を
讃
え

る
会
、
第
１
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
サ
マ

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
、

士
幌
町
教
育
研
究
大
会
会
場
校
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
来
校　

▽
平
18　

水
谷　

修
氏（
夜
回

り
先
生
）講
演
会
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

来
校
、
板
東　

元
氏（
旭
山
動

物
園
副
園
長
）講
演
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
実
施　

吹

奏
楽
部　

▽
平
19　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
男
子

３
０
０
０
㍍
・
５
０
０
０
㍍
）、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
完
成
、
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
施　

吹
奏
楽

部
、
帯
広
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
金
賞
受
賞
、
管
内
中
学
校

壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
学
年

の
部　

特
別
賞
、
中
学
校
新
人

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会　

シ
ン
グ

ル
優
勝
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
実
施　

吹
奏
楽
部　

▽
平
20　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
出
場（
男
子

３
０
０
０
㍍
・
５
０
０
０
㍍
）、

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
施　

吹

奏
楽
部
、
管
内
中
学
校
壁
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
第
３
学
年
の
部　

特
別
賞
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
実
施　

吹
奏
楽
部　

▽
平
21　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
準
優
勝（
男

子
２
０
０
０
㍍
リ
レ
ー
）、
全

国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

大
会
出
場
、
帯
広
地
区
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
、
全
道

卓
球
選
手
権
大
会
出
場（
苫
小

牧
）、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
実
施　

吹
奏
楽
部　

▽
平
22　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
準
優
勝（
男

子
２
０
０
０
㍍
リ
レ
ー
）、
全

国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

大
会
入
賞（
男
子
５
０
０
㍍
・

５
０
０
０
㍍
）、
少
年
の
主
張

十
勝
大
会　

優
秀
賞
、
全
十
勝

中
体
連
野
球
大
会　

第
３
位
、

北
海
道
ユ
ー
ス
Ｕ
ー
15
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
大
会
十
勝
大
会
第
３

位
、
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
施

　

吹
奏
楽
部
、
北
海
道
ジ
ュ
ニ

ア
陸
上
選
手
権
大
会
優
勝（
８

０
０
㍍
）、
太
陽
光
発
電
施
設

完
成
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
優
勝（
８
０
０
㍍
）、
管

内
中
学
校
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

第
３
学
年
の
部　

優
良
賞　

▽
平
23　

全
道
中
学
校
新
人
陸

上
大
会
優
勝（
８
０
０
㍍
・
走

幅
跳
）、
管
内
中
学
校
壁
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
第
１
学
年
の
部　

特
別
賞　

第
２
・
３
学
年
の
部

　

優
良
賞　

▽
平
24　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
女
子

１
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０
㍍
）、

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
大
会
入
賞（
女
子
１
５
０
０

㍍
・
３
０
０
０
㍍
）、
全
道
中

学
校
陸
上
大
会
優
勝（
走
幅
跳
）、

全
道
中
学
校
新
人
陸
上
大
会
優

勝（
走
幅
跳
）、
十
勝
英
語
暗
唱

大
会　

最
優
秀
賞
、
全
十
勝
中

学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会

優
勝（
女
子
団
体
）　

▽
平
25　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女
子

１
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０
㍍
・

女
子
団
体
）、
全
国
中
体
連
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女

子
１
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０

㍍
）・
入
賞（
女
子
５
０
０
㍍
・

１
０
０
０
㍍
）、
全
道
中
学
校

陸
上
大
会
優
勝（
走
幅
跳
）・
入

賞（
走
高
跳
）・
全
日
本
中
学
校

陸
上
大
会
優
勝（
走
幅
跳
）、
十

勝
子
ど
も
大
会　

デ
ザ
イ
ン
の

部　

中
文
連
賞
、
全
道
中
体
連

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞

（
男
子
５
０
０
０
㍍
）　

▽
平
26　

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
女
子

１
０
０
０
㍍
）、
全
道
新
人
陸

上
競
技
大
会
入
賞（
走
幅
跳
）、

十
勝
英
語
暗
唱
大
会　

最
優
秀

賞　▽
平
27　

全
道
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女
子

２
０
０
０
㍍
・
女
子
団
体
）、

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
入
賞（
女
子
１
５
０
０
㍍
・

女
子
３
０
０
０
㍍
）　

▽
平
28　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女
子

２
０
０
０
㍍
・
女
子
団
体
）、

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
入
賞（
女
子
１
５
０
０
㍍
・

３
０
０
０
㍍
）

・
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手

権
大
会
入
賞（
８
０
０
㍍
）、
十

勝
英
語
暗
唱
大
会　

最
優
秀
賞

▽
平
29　

北
海
道
中
体
連
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女

子
団
体
）、
全
国
中
体
連
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
女

子
１
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０

㍍
）、
北
海
道
中
学
校
柔
道
大

会
入
賞（
70
㌕
超
級
）、
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権
大
会
入

賞（
１
５
０
０
㍍
・
砲
丸
投
げ
）、

北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
大
会

入
賞（
１
０
０
㍍
）、
十
勝
英
語

暗
唱
大
会　

最
優
秀
賞
、
全
十

勝
中
体
連
秋
季
卓
球
大
会
団
体

戦
準
優
勝　

▽
平
30　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
男
子

３
０
０
０
㍍
・
５
０
０
０
㍍
・

女
子
１
５
０
０
㍍
・
３
０
０
０

㍍
）、
全
国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
大
会
入
賞（
女
子
１

０
０
０
㍍
・
１
５
０
０
㍍
・
３

０
０
０
㍍
）、
全
十
勝
中
体
連

春
季
剣
道
大
会
優
勝（
女
子
団

体
）、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
帯

広
地
区
大
会　

金
賞
、
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権
大
会
入

賞（
１
０
０
㍍
・
３
０
０
０
㍍
）、

北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
大
会

入
賞（
１
０
０
㍍
）、
十
勝
英
語

暗
唱
大
会　

最
優
秀
賞
、
全
十

勝
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大

会
優
勝（
女
子
団
体
）　

▽
平
31　

全
道
中
体
連
ス
ピ
ー
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ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優（
女
子
団
体
）

入
賞（
女
子
１
５
０
０
㍍
・
３

０
０
０
㍍
・
２
０
０
０
㍍
Ｒ
）、

全
国
中
体
連
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
大
会
入
賞（
女
子
１
５
０
０

㍍
）、
阿
部
重
広
杯
長
距
離
競

技
会
兼
競
歩
記
録
会
入
賞（
８

０
０
㍍
）　

▽
令
元　

南
部
忠
平
記
念
陸
上

競
技
大
会
入
賞（
４
０
０
㍍
Ｒ
）、

全
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
入

賞（
１
０
０
㍍
）、
全
十
勝
秋
季

中
体
連
剣
道
大
会
優
勝（
女
子

団
体
・
女
子
個
人
）・
準
優
勝（
女

子
個
人
）、
全
十
勝
秋
季
中
体

連
サ
ッ
カ
ー
大
会
準
優
勝
、
十

勝
英
語
暗
唱
大
会　

最
優
秀
賞
、

全
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
大
会
総
合
優
勝
・
準
優
勝
、

全
十
勝
中
学
校
冬
季
ス
ケ
ー
ト

大
会
優
勝（
女
子
１
５
０
０
㍍
・

３
０
０
０
㍍
・
２
０
０
０
㍍
Ｒ
）

▽
令
２　

北
海
道
中
学
校
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝（
女

子
１
５
０
０
㍍
・
２
０
０
０
㍍

Ｒ
）・
準
優
勝（
女
子
３
０
０
０

㍍
）・
入
賞（
女
子
３
０
０
０
㍍
・

１
５
０
０
㍍
）、
Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日

本
Ｕ-

１
５
女
子
選
手
選
手
権

大
会　

準
優
勝
、
全
国
中
学
校

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
優
勝

（
女
子
団
体
）・
入
賞（
女
子
１

５
０
０
㍍
・
３
０
０
０
㍍
）

※
平
成
３
年
以
降
校
長
名

　

星　

留
夫（
平
３
着
任
）、
北

野
喜
八
郎（
平
７
着
任
）、
佐
藤

龍
明（
平
10
着
任
）、
藤
川
幸
二

（
平
12
着
任
）、
田
中
純
一
郎（
平

14
着
任
）、
田
中
信
宏（
平
16
着

任
）、
石
井
正
大（
平
18
着
任
）、

西
岡
敏
幸（
平
22
着
任
）、
川
口

　

久（
平
25
着
任
）、
小
澤
一
記

（
平
28
着
任
）、
上
田
禎
子（
令

元
着
任
）、
小
室
彰
人（
令
３
着

任
）
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３
、
高
等
学
校

開
校
70
周
年

　

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）４

月
、
北
海
道
川
西
農
業
高
等
学

校
士
幌
分
校
の
設
置
認
可
を
受

け
、
開
校
し
た
士
幌
高
等
学
校

（
２
年
後
に
北
海
道
士
幌
高
等

学
校
と
改
称
独
立
）が
２
０
２

０
年（
令
和
２
年
）で
開
校
満
70

周
年
を
迎
え
た
。

　

北
海
道
で
も
数
少
な
い
町
立

の
農
業
高
校
と
し
て
特
色
あ
る

教
育
を
続
け
て
い
る
同
校
は
、

こ
の
間
実
習
宿
泊
施
設「
白
雲
寮
」

の
設
置（
１
９
７
０
年
）、
農
業

特
別
専
攻
科
の
設
置（
１
９
７

４
年
）と
共
に
１
９
７
５
年（
昭

和
50
年
）か
ら
、
現
中
央
公
園

付
近
に
あ
っ
た
校
舎
を
新
田
地

区
に
移
し
、
広
大
な
自
然
環
境

の
中
、
実
学
教
育
を
大
幅
に
取

り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
教

育
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）に

は
全
日
制
に
移
行
、
生
徒
数
も

増
加
傾
向
を
示
し
た
。
少
子
化

の
影
響
で
全
般
的
に
高
校
間
口

の
減
少
が
見
ら
れ
る
中
、
同
校

で
は
間
口
増
の
運
動
を
行
い
、

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）度
か

ら
の
一
間
口
増
が
認
め
ら
れ
、

生
活
科
を
新
設
し
た
。
情
報
処

理
、
バ
イ
オ
な
ど
の
先
端
技
術

を
重
点
と
す
る
教
育
課
程
の
編

成
に
人
気
が
集
ま
り
当
初
の
募

集
で
は
定
数
を
大
幅
に
超
え
る

応
募
人
員（
農
業
科
も
含
む
）と

な
っ
た
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）度

か
ら
生
活
科
は「
生
活
科
学
科
」

に
変
更
し
、
よ
り
近
代
化
教
育

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　

間
口
増
も
あ
っ
て
同
校
へ
は

町
外
か
ら
の
入
学
生
も
増
え
１

９
８
７
年（
昭
和
62
年
）度
に
は

寄
宿
舎「
高
原
寮
」（
80
人
収
容
）

を
建
設
し
た
。
１
９
９
１
年（
平

成
３
年
）に
は
講
堂
お
よ
び
体

育
館
の
増
改
築
を
行
い
落
成
を

記
念
し
て
、
翌
年
11
月
に
野
球

評
論
家
古
葉
竹
識
氏（
元
プ
ロ

野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
監
督
）

を
招
き
記
念
講
演
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）に

50
周
年
を
迎
え
た
同
校
は
、
11

月
25
日
、
同
窓
生
は
じ
め
、
内

外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
半
世
紀
に
わ
た
る
同
校
の

発
展
し
た
歴
史
を
振
り
返
る
と

共
に
今
後
の
益
々
の
飛
躍
を
願

う
た
め
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会

が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
併
せ

て
記
念
誌「
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」

を
発
刊
し
た
。

　

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）

「
農
業
の
町
士
幌
」に
確
固
た
る

役
割
を
担
っ
て
き
た
農
業
科
、

生
活
科
学
科
か
ら
、
農
業
新
時

代
に
向
け
て
対
応
で
き
る
人
材

を
育
て
よ
う
と
、
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科

に
学
科
を
転
換
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

士
幌
高
等
学
校
は
、
町
立
高

校
と
し
て
農
業
教
育
の
充
実
、

産
業
を
担
う
人
づ
く
り
に
向
け

地
域
と
密
着
し
た
教
育
の
発
展

と
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
開
校
以
来
２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）３
月
ま
で
に
定
時
制

時
代
を
含
め
、
本
科
、
専
攻
科

合
わ
せ
て
、
３
４
４
７
名
の
卒

業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
卒

業
生
は
農
業
を
は
じ
め
多
く
の

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。（
表‒

１
、
２
参
照
）

特
色
あ
る
学
習
活
動

　

過
去
に
北
海
道
教
育
実
践
校

と
し
て
表
彰
を
受
け
た
士
幌
高

等
学
校
で
は
多
彩
な
教
育
実
践

を
続
け
、
１
９
９
０
年（
平
成

２
年
）度
で
は
、
畜
産
実
習
の

一
環
と
し
て
牛
の
受
精
卵
の
移

植
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
は
近

士幌高等学校

高校で飼育している馬

表－１　　　　　　　　　　　　　士幌高等学校卒業生　
学　　　　　　　科 １９９０

（平成２年度）
１９９５

（平成７年度）
２０００

（平成 12 年度）
農　業　科 ３０ ３９ ３３
生活科学科 ３５ ３８ ３９

計 ６５ ７７ ７２

再　掲
男 ３０ ３９ ２８
女 ３５ ３８ ４４

学　　　　　　科 ２００５
（平成 17 年度）

２０１０
（平成 22 年度）

２０１５
（平成 27 年度）

２０２０
（令和２年度）

アグリビジネス科 ２５ １９ １５ ２６
フードシステム科 ３７ ３７ ３８ ３５

計 ６２ ５６ ５３ ６１

再　掲
男 ３７ ３０ １９ ４１
女 ２５ ２６ ３４ ２０

表－２　　　　　　　　　　　　士幌高等学校在学生出身別� （令和３年４月現在）

士幌町 音更町 上士幌町 その他 帯広市 合　　計
１９９５

（平成７年度） １０１ ６９ ２０ ３２ ２６ ２４８

２０００
（平成12年度） ７１ ７２ １３ ２５ ２４ ２０５

２００５
（平成17年度） ６０ ４５ ５ ３１ ３７ １７８

２０１０
（平成22年度） ２２ ６９ ５ ３９ １８ １５３

２０１５
（平成27年度） １３ ７０ ２ ２７ ６３ １７５

２０２０
（令和２年度） １６ ６３ ５ １２ ６６ １６２
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く
の
肉
牛
農
家
か
ら
黒
毛
和
種

の
受
精
卵
の
提
供
を
受
け
、
学

校
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
移
植
す

る
も
の
で
、
士
幌
町
農
業
協
同

組
合
、
家
畜
改
良
事
業
団
の
協

力
を
得
て
初
の
試
み
と
し
て
行

わ
れ
た
が
、
翌
年（
平
成
３
年
）

５
月
、
移
植
牛
か
ら
仔
牛
の
出

産
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
受

精
卵
移
植
で
高
校
レ
ベ
ル
と
し

て
受
胎
、
出
産
ま
で
成
功
さ
せ

る
の
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、

畜
産
実
習
の
励
み
に
つ
な
が
っ

た
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に

初
め
て
家
畜
品
評
会
に
出
陳
し
、

全
道
大
会
で
入
賞
し
た
牛（
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
）の
共
進
会
へ
の

出
場
は
、
そ
の
後
も
毎
年
続
け

ら
れ
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

か
ら
は
、
国
際
文
化
交
流
事
業

が
取
り
入
れ
ら
れ
毎
年
本
科
３

年
生
を
海
外（
主
に
米
国
）に
派

遣
し
地
元
高
校
生
と
の
交
流
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
経
験
を
通

し
て
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き

る
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

に
は
軽
種
馬
を
導
入
し
、
翌
年

度
か
ら
畜
産
教
科
の
中
に
馬
に

関
す
る
授
業
を
開
始
し
た
。
特

色
あ
る
学
校
と
し
て
生
徒
募
集

の
施
策
と
し
て
考
え
た
も
の
で

あ
る
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）で

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
が
取

得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編

成（
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
改
正
等

で
終
了
）や
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
導
入
な
ど
新
た
な
実
践
教
育

に
向
け
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）に

は
、
士
幌
町
の
新
た
な
特
産
品

開
発
を
目
指
す
べ
く
グ
ミ
科
の

小
果
樹
シ
ー
ベ
リ
ー（
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
エ
）の
加
工
研
究
を
帯
広

畜
産
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
取

り
組
ん
だ
。
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）に
は
、
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
製
品
の
開
発
に
着
手
、
帯

広
畜
産
大
学
や
管
内
の
チ
ー
ズ

工
房
と
連
携
し
て
酵
母
熟
成
チ

ー
ズ
の
商
品
化
を
目
指
し
、
２

０
０
７
年（
平
成
19
年
）に
は
、

エ
メ
ン
タ
ー
ル
チ
ー
ズ
と
呼
ば

れ
る「
穴
あ
き
チ
ー
ズ
」の
製
造

技
術
を
学
ん
だ
。

　

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）に

は
、
特
色
と
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
の
た
め
に「
農
業
教
員
養

成
コ
ー
ス
」を
設
置
し
、
高
収

益
作
物
と
し
て
の
京
野
菜
の
栽

培
研
修
、
切
花
の
栽
培
学
習
と

パ
ン
加
工
技
術
研
修
、
ま
た
酪

農
学
園
大
学
と
の
高
大
連
携
協

定
を
締
結
し
活
性
化
を
目
指
し

た
。

　

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に

環
境
班
が
結
成
さ
れ
、
農
業
と

環
境
の
調
和
を
目
指
し
て
、
士

幌
町
の
カ
シ
ワ
林
の
植
生
調
査

を
行
い
、
２
０
１
６
年（
平
成

28
年
）に
は
、
士
幌
町
全
域
の

全
て
の
林
を
調
査
し
、
士
幌
町

現
存
植
生
図
を
作
成
す
る
な
ど

地
域
か
ら
全
国
に
か
け
て
保
全

啓
蒙
活
動
に
取
り
組
み
、
２
０

１
９
年（
令
和
元
年
）に
全
日
本

学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
特
選（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

を
受
賞
し
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）に

は
、
大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
販
売
サ
イ
ト
に
て
生
徒
が
考

案
し
た
加
工
品「
ヌ
プ
カ
の
雪

解
け
」「
シ
ー
ベ
リ
ー
サ
イ
ダ
ー
」

を
販
売
。
２
０
１
７
年（
平
成

29
年
）度
に
は
、
高
校
と
し
て

全
国
で
２
番
目
に
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ

Ｌ
Ｇ
．
Ａ
．
Ｐ
．（
農
産
物
の
国

際
基
準
）の
認
証
を
受
け
る
。

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度
に

は
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
．
Ａ
．

Ｐ
．
で
新
た
に
２
品
目
の
認
証
、

こ
れ
で
４
品
目（
ニ
ン
ジ
ン
・

ニ
ン
ニ
ク
・
バ
レ
イ
シ
ョ
・
コ

ム
ギ
）の
認
証
、「
ヌ
プ
カ
の
雪

解
け
」の
製
造
で
は
北
海
道
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
自
主
衛
生
管
理
認

証
制
度
）の
認
証
、
そ
し
て
、

全
国
の
高
校
で
初
め
て
と
な
る

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」（
家

畜
の
快
適
な
飼
育
環
境
に
配
慮
）

の
認
証
を
受
け
る
な
ど
多
く
の

分
野
で
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）度「
志
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
７
年
目
を
迎
え
、
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
専
攻
班
の

枠
を
超
え
た
活
動
を
行
う「
志

Ｌ
ａ
ｂ
」を
設
立
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
実
践
教
育
と
し

て
は
毎
年
１
年
生
を
対
象
に
一

学
期
の
登
校
日
に
、
作
物
、
園

芸
、
畜
産
、
加
工
の
実
習
を
行

う
放
課
後
実
習（
平
成
28
年
度

よ
り
教
育
課
程
変
更
の
た
め
終

了
）や
、
２
年
生
を
対
象
に
町

内
や
上
士
幌
、
音
更
の
農
家
、

企
業
に
入
っ
て
実
践
力
を
身
に

つ
け
る
農
家
委
託
実
習
、
産
業

現
場
実
習（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

が
あ
る
。

　

ま
た
、
福
祉
教
育
に
も
力
を

入
れ
、
特
に
農
業
ク
ラ
ブ
福
祉

班
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
施
設

の
慰
問
お
よ
び
こ
と
ば
の
教
室

等
の
行
事
運
営
に
参
加
し
奉
仕

活
動
を
行
い
産
業
教
育
の
振
興

は
も
と
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▽
歴
代
校
長（
平
成
４
年
以
降
）

　

寺
田
勝
年（
平
５
着
任
）、
今

多　

進（
平
７
着
任
）、
平
野

賢
治（
平
10
着
任
）、
赤
間
忠

博（
平
14
着
任
）、
伊
藤
賢
三

（
平
17
着
任
）、
西
田
丈
夫（
平

19
着
任
）、
小
松
芳
幸（
平
21

着
任
）、
杉
田
良
二（
平
23
着

任
）、谷
口　

宏（
平
25
着
任
）、

吉
田
岳
夫（
平
27
着
任
）、
近

江　

勉（
平
29
着
任
）、
赤
穂

悦
生（
令
２
着
任
）

活
発
な
ク
ラ
ブ
活
動

　

農
業
ク
ラ
ブ
は
じ
め
、
各
種

部
活
動
等
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
が
特
に
農
業
ク
ラ
ブ
は
全

国
大
会
の
常
連
と
し
て
多
く
の

部
門
で
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
て

い
る
。

　

近
年
の
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動

実
績
と
他
の
部
活
動
等
の
実
績

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
農
業
ク
ラ
ブ
各
種
大
会
の
結

果
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平
４
年
２
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
実
績

発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生

活
の
部
出
場 

（
最
優
秀
位
）

10
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生
活
の
部
出

場 

（
最
優
秀
位
）

平
５
年
２
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
実
績

発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生

活
の
部
出
場 

（
最
優
秀
位
）

11
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生
活
の
部
出

場 

（
優
秀
位
）

平
６
年
10
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

鑑
定
競
技
出
場（
畜
産
、
生

活
）、
情
報
処
理
競
技
出
場

平
７
年
11
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

　

鑑
定
競
技（
畜
産
、
生
活
）

 

飯
島
広
典（
優
秀
位
）

 

秋
田
恵
里（
優
秀
位
）

　

情
報
処
理
競
技

 

高
田
和
宏（
優
秀
位
）

平
８
年
２
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
実
績

発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生

活
の
部
出
場 

（
最
優
秀
位
）

10
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

　

生
活
鑑
定
競
技

 

秋
田
恵
里（
優
秀
位
）

　

情
報
処
理
競
技
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
生
活
の
部

平
９
年
10
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

　

生
活
鑑
定
競
技

 

坪
内
則
子（
優
秀
位
）

　

農
業
鑑
定
競
技
、
畜
産
鑑
定

競
技
、
情
報
処
理
競
技

平
10
年
２
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
実
績

発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生

活
の
部
出
場 

（
最
優
秀
位
）

10
月　

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

　

生
活
鑑
定
競
技

 

坪
内
則
子（
優
秀
位
）

　

畜
産
鑑
定
競
技

 

溝
口　

寛（
優
秀
位
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生
活
の
部

 

（
優
秀
位
）

平
11
年
10
月

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

　

畜
産
鑑
定
競
技

 

溝
口　

寛（
優
秀
位
）

平
12
年
10
月

・
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

出
場

平
13
年
10
月

・
第
52
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会（
家
畜
審
査
部
門
）

出
場

平
14
年
10
月

・
第
53
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会（
農
業
鑑
定
競
技
）

出
場

平
15
年
９
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
意
見
発
表
大
会
出
場

 

佐
藤
千
鶴（
優
秀
賞
）

10
月　

・
第
54
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
出
場

　

食
品
科
学
コ
ー
ス

 

村
上
琴
美（
優
秀
賞
）

平
16
年
10
月　

・
第
55
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技

 

村
上
琴
美（
優
秀
賞
）

平
17
年
10
月

・
第
56
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会（
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技
）出
場

平
18
年
２
月　

・
第
57
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
北
海
道
連
盟
全
道
実
績
発

表
大
会
出
場

　

農
業
ク
ラ
ブ
文
化
・
生
活
の

部 

（
優
秀
賞
）

８
月　

・
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
海
道
技
術

競
技
大
会
出
場

　

農
業
情
報
処
理
競
技

 

早
坂
麻
里（
優
秀
賞
）

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技　

 

野
口
ち
え
美

11
月

・
第
16
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ

ア（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）出
場

 

野
口
ち
え
美

平
19
年
２
月　

・
第
58
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
北
海
道
連
盟
全
道
実
績
発

表
大
会
出
場

　

食
料
の
部　

肉
製
品
加
工
班

 

（
優
秀
賞
）

11
月

・
第
17
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ

ア（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）出
場

 

林
中
絵
理

平
20
年
１
月　

・
第
56
回
東
北
海
道
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
実
績
発
表
大
会

出
場（
士
幌
町
開
催
）

　

食
料
区
分

　

乳
製
品
製
造
研
究
班

 

（
最
優
秀
賞
）

 

肉
製
品
加
工
班（
優
秀
賞
）

　

文
化
生
活
区
分

 

食
物
班（
優
秀
賞
）

　

ク
ラ
ブ
発
表
区
分

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

２
月　

・
第
59
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
北
海
道
連
盟
全
道
実
績
発

表
大
会
出
場

　

食
料
区
分

　

乳
製
品
製
造
研
究
班（
優
秀
賞
）

 

肉
製
品
加
工
班（
優
秀
賞
）

10
月

・
第
59
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会（
乳
製
品
製
造

研
究
班
）出
場

平
21
年
１
月　

・
第
57
回
東
北
海
道
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
実
績
発
表
大
会

出
場

　

食
料
・
生
産
区
分

　

乳
製
品
製
造
研
究
班（
優
秀
賞
）

　

ク
ラ
ブ
発
表
区
分

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

２
月

・
第
60
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
北
海
道
連
盟
全
道
実
績
発

表
大
会
出
場

　

食
料
・
生
産
区
分　

乳
製
品

製
造
研
究
班

　

ク
ラ
ブ
発
表
区
分　

農
業
ク
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ラ
ブ
執
行
部

８
月

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場　

農
業
鑑
定
競
技　

農
業
コ
ー

ス 

真
田
あ
り
さ（
優
秀
賞
）

　

食
品
科
学
コ
ー
ス　

 

小
竹　

隼
人（
優
秀
賞
）

 

本
田　

莉
菜（
優
秀
賞
）

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 

上
之
段
篤
志（
最
優
秀
賞
）

10
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技
優
秀
賞　

 

真
田
あ
り
さ
、
小
竹
隼
人

11
月

・
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア（
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ

ン
テ
ス
ト
）出
場

 

上
之
段　

篤
志

平
22
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

文
化
・
生
活
区
分

乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
専
攻
班（
優
秀
賞
）

２
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場　

文
化
・
生
活
区
分　

乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
専
攻
班

８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 

森
本
な
な（
優
秀
賞
）

平
23
年
８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

食
品
科
学

の
部　

 

藤
川
結
衣（
優
秀
賞
）

　

家
畜
審
査
競
技　

乳
牛
の
部 

 
猪
狩
祐
平（
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場　

　

農
業
鑑
定
競
技　

食
品
科
学

の
部 

藤
川　

結
衣

平
24
年
８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

家
畜
審
査
競
技　

乳
牛
の
部 

 

猪
狩
祐
平（
最
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

農
業
コ
ー

ス

 

須
田
侑
希（
優
秀
賞
）

平
25
年
１
月

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

文
化
・
生
活

 

肉
加
工
専
攻
班（
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

文
化
・
生
活　

肉
加
工
専
攻

班
８
月

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

農
業
コ
ー

ス

 

小
笠
原
朔
夜（
優
秀
賞
）

　

食
品
科
学
コ
ー
ス

 

石
鳥
谷
有
威（
優
秀
賞
）

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技　

優
秀
賞　

村
田
美
和

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
意
見
発
表
大
会

兼
南
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
意
見
発
表
大
会
出
場

　

環
境

 
村
田
茉
優（
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

首
都
圏
大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

農
業
コ
ー

ス 

小
笠
原
朔
夜

　

食
品
科
学
コ
ー
ス

 

石
鳥
谷
有
威

平
26
年
１
月

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会

　

文
化
・
生
活　

地
域
食
物
専

攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

環
境

　

酪
農
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

２
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

環
境

　

酪
農
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 

高
橋
菜
々
実（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
鑑
定
競
技

　

畜
産 

 

宮
本
菜
摘（
優
秀
賞
）

　

食
品
科
学

　

 

中
野
利
之（
優
秀
賞
）

 

齊
藤
香
那（
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

畜
産

 

宮
本
菜
摘

　

農
業
鑑
定
競
技　

食
品
科
学

 

中
野
利
之
、
齋
藤
香
那

11
月

・
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出

場 

高
橋
菜
々
実

平
27
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

地
域
資
源
専
攻
班（
優
秀
賞
）

 

環
境
専
攻
班（
優
秀
賞
）

 

酪
農
専
攻
班（
優
秀
賞
）

 

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

２
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

酪
農
専
攻
班 

（
最
優
秀
賞
）

８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 

家
常
優
希（
最
優
秀
賞
）

 

星
久
保
菫（
優
秀
賞
）

　

農
業
鑑
定
競
技

　

畜
産

 

宮
本
翔
馬（
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
意
見
発
表
大
会

兼
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
意
見
発
表
大
会
出
場

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会（
農
業
鑑
定
競
技
）出
場
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・
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出

場

 

家
常
優
希

平
28
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

地
域
資
源
専
攻
班（
優
秀
賞
）

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

２
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

乳
加
工
専
攻
班　

地
域
資
源

専
攻
班　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行

部
８
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
技
術
競
技
大
会
出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 

星
久
保
菫（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
鑑
定
競
技　

畜
産
コ
ー

ス 

宮
本
翔
馬（
優
秀
賞
）

　

食
品
科
学
コ
ー
ス

 

滝
本
一
加（
優
秀
賞
）

10
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場

　

農
業
鑑
定
競
技　

食
品
科
学

コ
ー
ス　

 

滝
本
一
加（
優
秀
賞
）

平
29
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

野
菜
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

草
花
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

２
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

８
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
技
術
競
技
大
会

出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技　

　

 

前
多
唯
衣（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
鑑
定
競
技

　

畜
産
コ
ー
ス

 

伊
藤
銘
志（
優
秀
賞
）

　

食
品
コ
ー
ス

 

太
田
菜
摘（
最
優
秀
賞
）

　

畜
産
審
査
競
技

　

乳
牛
コ
ー
ス

　

 

髙
瀬
惇
生（
最
優
秀
賞
）

　

酒
井
悠
多
・
髙
瀬
惇
生
・
稗

田
智
将 

（
団
体
最
優
秀
賞
）

　

農
業
情
報
処
理
競
技

 

遠
藤
星
弥（
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会（
農
業
鑑
定
競
技
）出
場

平
30
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

環
境
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

野
菜
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

２
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

野
菜
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

乳
加
工
専
攻
班（
最
優
秀
賞
）

８
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
技
術
競
技
大
会

出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技

 
中
村
茉
那（
最
優
秀
賞
）

農
業
鑑
定
競
技

　

畜
産
コ
ー
ス

 

高
橋
六
花（
優
秀
賞
）

 

瀧　
　

朱（
優
秀
賞
）

　

食
品
コ
ー
ス

 

谷
崎
有
希（
優
秀
賞
）

　

畜
産
審
査
競
技

　

乳
牛
コ
ー
ス

 

大
川
瑞
穂（
最
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
意
見
発
表
大
会

出
場

　

分
野
Ⅰ
類 

小
川
菜
月

10
月　

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　

分
類
Ⅲ
類　

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

・
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出

場 

中
村
茉
那

平
31
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

農
産
加
工
専
攻
班 （
優
秀
賞
）

　

乳
加
工
専
攻
班（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部

 

（
最
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

農
産
加
工
専
攻
班（
優
秀
賞
）

　

乳
加
工
専
攻
班 

（
優
秀
賞
）

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

令
元
年
８
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
技
術
競
技
大
会

出
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技　

　

 
鈴
村
誠
也（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
情
報
処
理
競
技　
　

　

 

小
川
菜
月（
優
秀
賞
）

　

農
業
鑑
定
競
技　

農
業　

 

駒
形
守
羅（
優
秀
賞
）

　

食
品　

 

浜
平
く
る
み（
優
秀
賞
）

 

青
山
エ
イ
ト（
優
秀
賞
）

　

畜
産 

瀧　
　

朱（
優
秀
賞
）

 

赤
川
人
成（
優
秀
賞
）

 

前
多
涼
介（
優
秀
賞
）

 

高
橋
六
花（
優
秀
賞
）

　

家
畜
審
査
競
技　

乳
牛
の
部

 

野
田
達
哉（
最
優
秀
賞
）

 

岡
崎
弘
季（
優
秀
賞
）

 

松
本
颯
太（
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
意
見
発
表
大
会

出
場

　

分
野
Ⅰ
類

 

小
川
菜
月（
優
秀
賞
）

　

分
野
Ⅲ
類

 

福
田
あ
み（
優
秀
賞
）

10
月

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会（
農
業
鑑
定
競
技
）出
場

・
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出

場　

鈴
村
誠
也（
最
優
秀
賞
）

令
２
年
１
月　

・
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
出
場

　

乳
加
工
専
攻
班（
最
優
秀
賞
）
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ス
ト
優
秀
賞（
チ
ェ
ダ
ー
チ

ー
ズ
）

平
18
年
９
月　

・
第
42
回
高
文
連
十
勝
支
部
書

道
展
・
研
究
会　

高
文
連
賞

受
賞　

戸
崎
裕
美
、
塩
谷
明

子
10
月

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ウ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
入
賞
２
頭

（
乳
牛
）

平
19
年
12
月　

・
２
０
０
７
青
年
ア
グ
リ
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
十
勝

　

農
業
経
営
部
門
最
優
秀
賞　

専
攻
科 

小
森
規
央

平
20
年
12
月　

・
２
０
０
８
青
年
ア
グ
リ
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
十
勝

　

畜
産
部
門
優
秀
賞

　

専
攻
科 

上
森
美
佐
子

平
21
年
12
月　

・
２
０
０
９
青
年
ア
グ
リ
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
十
勝

　

農
業
経
営
部
門
最
優
秀
賞　

専
攻
科 

河
村
拓
也

　

畜
産
部
門
優
秀
賞　

　

専
攻
科 

成
田
和
善

平
27
年
９
月

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ

ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー
出
場

10
月

　

有
機
農
業
専
攻
班（
優
秀
賞
）

　

畜
産
専
攻
班

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会

出
場

　

乳
加
工
専
攻
班（
最
優
秀
賞
）

　

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部（
優
秀
賞
）

▽
そ
の
他
部
活
動
等
の
実
績

平
２
年
６
月

・
全
道
高
校
陸
上
大
会（
札
幌
）

砲
丸
投
げ
１
位　

加
藤
吉
宏

７
月　

・
全
道
加
盟
団
体
陸
上
大
会（
三

笠
）高
校
一
年
砲
丸
投
げ
１

位　

方
川
博
幸

９
月

・
国
体
陸
上
北
海
道
予
選（
函
館
）

砲
丸
投
げ
３
位　

方
川
博
幸

平
３
年
６
月　

・
全
道
高
校
陸
上
大
会（
室
蘭
）

砲
丸
投
げ
１
位　

山
崎
康
幸

９
月　

・
第
７
回
全
道
高
校
新
人
大
会

ハ
ン
マ
ー
投
げ

　

２
位　

方
川
博
幸

平
４
年
６
月　

・
全
道
高
校
陸
上
大
会（
釧
路
）

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ

　

２
位　

方
川
博
幸

８
月　

・
国
体
陸
上
北
海
道
予
選（
旭
川
）

円
盤
投
げ
３
位　

方
川
博
幸

・
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
ハ
ン
マ
ー
投
げ
出
場

平
５
年
６
月　

・
高
体
連
全
道
陸
上
大
会
女
子

円
盤
投
げ
３
位　

衣
原
由
香

８
月　

・
国
体
陸
上
北
海
道
予
選（
釧
路
）

円
盤
投
げ
３
位　

衣
原
由
香

・
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
円
盤
投
げ
出
場　

９
月

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会（
早
来
）

　

第
九
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

テ

ル
ス
タ
ー　

エ
ー
ス　

二
等

六
席

平
６
年
９
月　

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会（
早
来
）

　

第
十
三
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

テ
ル
ス
タ
ー　

エ
ー
ス　

二

等
二
席

平
７
年
５
月　

・
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ー（
早
来
）

　

第
二
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

プ

リ
ン
セ
ス　

シ
ャ
ー
リ
ン　

二
位

10
月　

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会（
早
来
）

　

第
二
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

プ

リ
ン
セ
ス　

シ
ャ
ー
リ
ン　

一
等
六
席

平
９
年
９
月　

・
国
体
陸
上
北
海
道
予
選（
帯
広
）

砲
丸
投
げ　

２
位　

菅
原

・
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ

ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー（
早
来
）

　

第
一
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン　

ア
パ

ッ
チ　

一
等
三
席

平
10
年
９
月　

・
第
12
回
北
海
道
総
合
畜
産
共

進
会（
音
更
）

　

第
五
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン　

ア
パ

ッ
チ　

一
等
三
席

平
11
年
９
月　

・
第
13
回
北
海
道
総
合
畜
産
共

進
会（
早
来
）

　

第
四
部　

ハ
イ
ラ
ン
ド　

デ

ア
レ
ッ
ク
ス　

バ
ー
ジ
ニ
ア

　

二
等
七
席

平
14
年
９
月　

・
第
24
回
十
勝
総
合
家
畜
共
進

会
入
賞（
ハ
イ
ラ
ン
ド
ベ
ン

ス
タ
ー
・
イ
ブ
・
コ
リ
ー
号

二
等
）

・
全
道
共
進
会
入
賞（
ハ
イ
ラ

ン
ド
ベ
ン
ス
タ
ー
・
イ
ブ
・

コ
リ
ー
号　

一
等
八
席
）

平
15
年
９
月　

・
陸
上
競
技
新
人
戦
十
勝
大
会

　

準
優
勝　

女
子
砲
丸
投
げ　

 

瀬
口
祐
加

　

５
位　
　

男
子
百
㍍　
　

 

森
谷
幸
広

平
16
年
１
月

・
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
十

勝　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
部

門
出
場

 

河
瀬　

祐（
最
優
秀
賞
）

９
月

・
第
59
回
国
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
北
海
道
選
手
権
選

考
会　

優
勝（
少
年
女
子
Ａ

砲
丸
投
げ　

瀬
口
祐
加
）

・
第
59
回
国
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
全
国
大
会
出
場（
少
年

女
子
Ａ
砲
丸
投
げ
）

10
月

・
第
２
回
全
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
出
場

　

全
道
優
勝（
生
後
８
か
月
未

満
の
部　

乳
牛
改
良
研
究
ク

ラ
ブ　

部
員
４
人
）

平
17
年
６
月

・
国
際
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
フ

ェ
ア
in
十
勝　

チ
ー
ズ
コ
ン

テ
ス
ト
銅
賞（
チ
ェ
ダ
ー
チ

ー
ズ
）

・
第
５
回
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
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・
前
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
北
海
道
大
会
出
場

平
29
年
６
月　

・
さ
っ
ぽ
ろ
花
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７
・
第
８
回
北
海
道
農
業

高
校
生
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
準
大
賞

11
月　

・
全
国
高
校
生
農
業
ア
ク
シ
ョ

ン
大
賞（
15
の
グ
ル
ー
プ
に

認
定
）野
菜
専
攻
班

　

２
０
１
９
年
秋
の
大
賞
審
査

候
補
に
選
定
さ
れ
る
。

　
（
主
催
：
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
、
毎
日
新
聞
社
）

12
月　

・
第
５
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ「
全
国
ベ

ス
ト
１
０
０
」を
受
賞

　

プ
ラ
ン
タ
イ
ト
ル「
士
幌
発

!!
ヌ
プ
カ
の
雪
解
け
地
方
創

生
へ
の
挑
戦
」

　
（
主
催
：
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

平
30
年
２
月　

・
第
３
回
全
国
ユ
ー
ス
環
境
活

動
発
表
大
会

　

優
秀
賞
受
賞　

環
境
専
攻
班

　

活
動
名「
士
幌
の
原
植
生　

カ
シ
ワ
林
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
」

　
（
主
催
：
全
国
ユ
ー
ス
環
境

活
動
発
表
大
会
実
行
委
員
会

（
環
境
省
、
独
立
行
政
法
人

環
境
再
生
保
全
機
構
、
国
連

大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

高
等
研
究
所
））

６
月　

・
さ
っ
ぽ
ろ
花
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
８
・
第
９
回
北
海
道
農
業

高
校
生
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
準
大
賞

・
第
６
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ「
全
国
ベ

ス
ト
１
０
０
」を
受
賞

　

プ
ラ
ン
タ
イ
ト
ル「
提
案　

ヌ
プ
カ
の
雪
解
け
が
創
る
わ

た
し
た
ち
の
町
し
ほ
ろ
」

　
（
主
催
：
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

10
月　

・
第
１
回
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ

ミ
ッ
ト
in
小
美
玉
市「
ま
た

食
べ
た
い
部
門
」ベ
ス
ト
リ

ピ
ー
タ
ー
賞
受
賞

平
31
年
４
月　

・
日
本
自
然
保
護
大
賞
２
０
１

９（
２
０
１
８
年
度
）　

　

大
賞
受
賞（
子
ど
も
・
学
生

部
門
）　

環
境
専
攻
班
・
士

幌
環
境
講
座

　
（
主
催
：
公
益
財
団
法
人
日

本
自
然
保
護
協
会
）

令
２
年
３
月　

・
令
和
元
年
度
全
日
本
学
校
関

係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

　

特
選（
農
林
水
産
大
臣
賞
）受

賞

　

学
校
林
等
活
動
の
部（
主
催
：

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推

進
機
構
）

農
業
特
別
専
攻
科

　

農
業
後
継
者
養
成
の
場
と
し

て
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）に

士
幌
高
校
に
農
業
特
別
専
攻
科

が
設
置
さ
れ
、
高
校
卒
業
後
農

業
に
従
事
し
な
が
ら
更
に
専
門

的
教
育
を
２
年
間
学
び
、
冬
期

間
の
農
閑
期
に
約
１
０
０
日
登

校
し
講
義
を
受
け
、
農
繁
期
は
、

自
主
登
校
と
自
家
の
農
業
経
営

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
践

学
習
を
行
う
特
殊
な
教
育
課
程

を
行
っ
て
き
た
。
道
内
で
は
本

校
を
含
め
３
校
の
み
で
あ
っ
た
。

　

開
設
以
来
、
士
幌
高
校
卒
業

生
は
勿
論
、
帯
広
農
業
高
校
、

上
士
幌
高
校
な
ど
、
管
内
の
高

校
の
ほ
か
、
十
勝
管
外
、
道
外

出
身
者
の
卒
業
生
も
多
く
出
し

て
い
る
。

　

農
業
振
興
基
金
の
配
分
を
受

け
、
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
米
国
研

修
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
専
攻
科

１
、
２
年
生
を
対
象
に
、
米
国

コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
に
50
日

を
超
え
る
日
程
で
派
遣
し
、
デ

ン
バ
ー
近
郊
農
家
で
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
農
業
実
習
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
次

代
を
担
う
農
業
経
営
者
と
し
て

国
際
感
覚
と
強
い
精
神
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、
２
０
０
８
年

（
平
成
20
年
）度
ま
で
に
17
回
行

わ
れ
１
、
２
年
生
１
６
９
人
が

参
加
し
て
い
る
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）に

開
講
20
周
年
を
迎
え
た
農
業
特

別
専
攻
科
は
、
同
年
12
月
13
日
、

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て「
講

演
会
・
祝
賀
会
」を
挙
行
、
あ

わ
せ
て
記
念
誌「
二
十
年
の
あ

ゆ
み
」を
発
行
し
た
。
ま
た
、

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）米
国

研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
記
念
誌『
ゆ
め
、

発
見
』が
発
刊
さ
れ
た
。

　

十
勝
の
農
業
担
い
手
育
成
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
が
、
全
体
的
な
入
学
者

の
減
と
併
せ
町
内
出
身
者
の
減

少
が
顕
著
と
な
り
、
２
０
０
８

高校食品加工実習

表－３　出身学校別在学生　　　　　　��　　　　　　　農業特別専攻科概要�

士幌
高校

上士幌
高校

帯広農業
高校

音更
高校

帯広三条
高校

とわの森
三　愛

その他
高校

合計
男 女

１９９５
（平成７年度） １２ ４ ２ １ ３ ２２ ０

２０００
（平成 12 年度） １２ １ １３ １ １ １ ４ ３１ ２

２００５
（平成 17 年度） ６ ２ ２ ９ １

２００９
（平成 21 年度） ４ １ ２ ６ １

注）平成22年3月31日で閉科
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表－４�令和２年度士幌高等学校生産物売上　
　　（１）畑作部門

作　　物　　名 販売金額

馬鈴薯（３品種） ２３２，９８８円

豆類（２品種） １５，９３５円

小　　　麦 ２９，３６２円

計 ２７８，２８５円

（２）園芸部門

品　　　名 販　売　金　額 備　　　考

野菜 ５７０，６８８円 人参・タマネギ・ミニトマト他

鉢花・切花 ６１５，９７１円 シクラメン・ベゴニア・アルストロメリア他

花・野菜苗 ３０８，４６３円 マリーゴールド・サルビア・トマト・ピーマン他

計 １，４９５，１２２円

（３）畜産部門

品　　　　名 販　売　金　額 備　　　　　　　　　　考

乳　　　代 ４，７８５，２７８円

年間生産乳量� ５６，６８７㎏

内訳<販売用 >� ５６，３６４㎏

　　�< 加工用 >� ３２３㎏

個　体　販　売 １，５０７，５６９円 乳用牛販売

計 ６，２９２，８４７円

（４）食品加工部門

品　　　名 販　売　金　額 備　　　考

乳製品 ３６１，６０５円 チーズ・ヨーグルト他

肉製品 ９１８，１７２円 ベーコン・フランクフルト他

農産加工品 ６０２，５８９円 どら焼き・ハスカップジャム他

計 １，８８２，３６６円

年（
平
成
20
年
）度
に
お
い
て
も

入
学
者
は
８
名
で
、
内
町
内
の

出
身
者
は
１
名
の
状
況
と
な
っ

た
。
開
設
以
来
、
家
業
を
引
き

継
ぎ
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
移
譲
を

し
て
い
く
た
め
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
本
町

の
新
規
就
農
者
の
動
向
、
農
業

後
継
者
育
成
の
ニ
ー
ズ
そ
し
て

財
政
面
に
お
け
る
状
況
な
ど
を

鑑
み
て
、
農
業
特
別
専
攻
科
に

つ
い
て
の
募
集
は
同
年
度
を
以

て
終
了
し
、
２
０
１
０
年（
平

成
22
年
）３
月
を
以
て
閉
科
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）12

月
５
日
に
本
校
体
育
館
に
お
い

て
修
了
生
や
来
賓
等
４
０
０
名

が
出
席
し
て
閉
科
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
36
年
間
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
た
。
開
設
以
来
、
４
４

９
名
が
同
課
程
を
修
了
し
た
。

（
表‒

３
参
照
）

農
場
実
習
と
食
品
加
工

　

士
幌
高
校
で
は
実
践
活
動
に

よ
り
開
校
以
来
め
ざ
ま
し
い
実

績
を
挙
げ
て
き
た
。
特
に
校
舎

を
新
田
地
区
に
移
し
て
か
ら
は

広
大
な
土
地
を
利
用
し
た
農
場

実
習
と
し
て
畑
作
、
園
芸
、
畜

産
に
分
け
た
部
門
ご
と
の
実
習

に
力
を
入
れ
、
畑
作
部
門
で
は

毎
年
22
㌶
程
の
農
地
に
馬
鈴
薯
、

甜
菜
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
、
牧
草
、

そ
の
他
の
作
物
を
耕
作
し
、
耕

起
、
施
肥
、
播
種
か
ら
収
穫
ま

で
の
管
理
技
術
を
実
践
で
学
び
、

園
芸
部
門
で
は
、
ナ
ス
、
ト
マ

ト
、
イ
チ
ゴ
な
ど
野
菜
づ
く
り

と
、
鉢
花
、
野
菜
苗
、
花
苗
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
成
果
を

挙
げ
て
い
る
ほ
か
、
畜
産
部
門

で
は
乳
牛
の
導
入
に
よ
る
酪
農

技
術
と
経
営
感
覚
を
養
う
な
ど

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

食
品
加
工
部
門
で
は
、
早
く

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
乳
製
品

の
チ
ー
ズ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
加
え
、
２
０
０

８
年（
平
成
20
年
）か
ら
は
ど
ら

焼
き
、
パ
ン
な
ど
も
加
わ
り
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

ま
た
肉
製
品
と
し
て
は
、
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
ベ
ー
コ
ン
、
ス
モ

ー
ク
チ
キ
ン
な
ど
多
彩
な
品
目

を
製
造
し
こ
れ
ら
は
町
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
都
市
観
光
物
産
展

等
に
提
供
し
て
い
る
。

　

畑
作
で
収
穫
さ
れ
る
馬
鈴
薯

等
は
調
理
実
習
に
使
わ
れ
特
に

馬
鈴
薯
の
調
理
実
習
で
は
早
く

か
ら
多
く
の
調
理
メ
ニ
ュ
ー
が

研
究
さ
れ
、
過
去
に
調
理
カ
ー

ド
を
作
成
し
て
町
民
各
戸
に
配

布
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
実

績
を
も
つ
。

　

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）農

畜
産
物
を
活
用
し
た
食
品
の
研

究
開
発
と
士
幌
高
校
の
学
科
転

換
へ
の
対
応
を
目
的
と
す
る
地

域
施
設
と
し
て
食
品
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。
２

０
０
４
年（
平
成
16
年
）４
月
か

ら
こ
の
施
設
で
は
、
町
民
一
般

と
士
幌
高
校
で
利
用
さ
れ
食
品

加
工
研
究
開
発
と
、
食
農
教
育

の
場
と
し
て
供
用
を
開
始
し
た
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

よ
り
、
農
畜
産
物
加
工
研
修
施

設「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」の
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
、
名
称
を「
食
品

加
工
施
設
」に
改
め
、
高
校
の

専
用
施
設
と
し
て
活
用
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
生
産
物
は
実
習

使
用
量
を
除
き
販
売
し
て
い
る

が
、
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

度
の
売
上
額
は「
表‒

４
」の
と

お
り
で
あ
る
。
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さ
れ
た
。
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）度
か
ら
３
歳
児
教
育（
保

育
）が
導
入
さ
れ
、
３
学
級
編

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
、
保
育
所
に
併
設
さ

れ
て
い
た
幼
稚
園
は
、
１
９
８

０
年（
昭
和
55
年
）に
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
移
り
、
１

９
９
０
年（
平
成
２
年
）で
独
立

園
舎
を
新
築
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）か
ら
士
幌
保
育
所
と

併
せ
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新

し
い
施
設
で
指
導
・
保
育
が
行

わ
れ
て
い
る
。
園
児
数
は
、
少

子
化
に
よ
る
絶
対
数
の
減
少
で

年
々
減
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
保
育
所
児
は
長

時
間
型
と
し
て
、
幼
稚
園
児
は

短
時
間
型
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
内
で
は
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

長
時
間
児
も
短
時
間
児
も
一
体

と
し
て
ク
ラ
ス
編
成
を
行
っ
て

４
、
幼
稚
園
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
へ

減
少
す
る
園
児

　

幼
稚
園
は
人
間
形
成
の
最
も

大
切
な
幼
児
期
を
育
て
る
た
め

の
施
設
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た

も
の
で
士
幌
町
で
は
１
９
７
４

年（
昭
和
49
年
）４
月
に
就
学
前

の
５
歳
児
を
対
象
に
設
置
し
た
。

　

１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）度

か
ら
は
４
歳
児
も
対
象
に
２
学

級
編
成
と
し
専
任
園
長
も
配
置

園児数の推移
表－１� （単位：人）

４　歳　児 ５　歳　児 計

平成３年度

男 ９ １６ ２５

女 １６ １４ ３０

計 ２５ ３０ ５５

平成８年度

男 １１ ８ １９

女 ９ ９ １８

計 ２０ １７ ３７

平成 12 年度

男 ９ １０ １９

女 ６ ９ １５

計 １５ １９ ３４

平成 17 年度

男 ８ ６ １４

女 １２ ３ １５

計 ２０ ９ ２９

平成 21 年度

男 ６ ８ １４

女 ６ ８ １４

計 １２ １６ ２８

い
る
。
少
子
化
に
伴
い
園
児
数

の
減
少
も
あ
る
が
、
近
年
の
保

育
料
無
償
化
等
に
伴
い
、
短
時

間
型
の
園
児
は
減
少
す
る
傾
向

が
強
く
な
っ
て
い
る
。

（
※
第
２
編
第
３
章
３
項
、
児

童
福
祉
を
参
照
）

▽
園
長（
平
成
３
年
以
降
）

原　

高
義（
平
元
～
６
）、
小
松

繁
雄（
平
７
～
12
）、
村
瀬　

満

（
平
13
～
16
）、
丸
山
敬
志（
平

17
～
19
）、
菅　

忠
良（
平
20
）、

菅
野
敏
見（
平
21
途
中
）、
笠
谷

直
樹（
平
21
）、
堀　

光
生（
平

22
）、
石
井
正
大（
平
23
～
25
）、

狩
野
信
也（
平
26
～
29
）、
山
中

明
裕（
平
30
～
現
在
）

208第一章　教　育



209



１
、
社
会
教
育

生
涯
学
習
の
推
進

　

町
の
生
涯
教
育
活
動
は
、
町

教
育
委
員
会
が
１
９
８
１
年（
昭

和
56
年
）に
立
て
た
社
会
教
育

中
期
計
画（
第
１
期　

昭
和
56

年
～
同
60
年
）を
基
礎
に
進
め

ら
れ
て
お
り
、
少
年
、
青
年
、

成
人
、
家
庭
、
婦
人
、
高
齢
者

等
の
階
層
に
分
け
た
教
育
と
芸

術
文
化
、
社
会
体
育
、
指
導
体

制
、
社
会
教
育
施
設
の
各
分
野

に
わ
た
る
具
体
的
な
計
画
に
沿

っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

同
計
画
は
１
９
８
７
年（
昭

和
62
年
）に
第
２
期
計
画
を
、

以
降
５
年
を
区
切
り
と
し
て
、

社
会
教
育
委
員
会
に
諮
問
し
て
、

社
会
情
勢
、
社
会
教
育
の
状
況

を
分
析
し
た
中
で
見
直
し
が
図
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ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

策
定
し
た
第
４
期
計
画
で
は
、

人
生
80
年
時
代
を
迎
え
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学
習
社

会
の
推
進
体
制
が
必
要
だ
と
し
、

社
会
教
育
の
延
長
線
上
に
生
涯

学
習
を
置
く
と
言
う
考
え
方
を

広
げ
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
企
業
教
育
、
無
組

織
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
教
育
機

関
を
大
き
く
包
括
し
て
、
生
涯

の
各
時
期
に
お
け
る
学
習
環
境
・

条
件
を
総
合
的
に
融
合
さ
せ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ
で

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

学
習
で
き
る
生
涯
学
習
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
計
画
の
名
称
も「
生

涯
学
習
推
進
中
期
計
画
」と
し

町
民
憲
章
の
精
神
を
基
調
に
、

町
の
第
４
期
町
づ
く
り
総
合
計

画
と
の
調
和
も
図
り
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
推
進
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）の

社
会
教
育
委
員
を
中
心
と
し
た

策
定
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て

策
定
さ
れ
た「
士
幌
町
生
涯
学

習
推
進
中
期
計
画
」で
は「
町
民

一
人
、
一
学
習
・
一
ス
ポ
ー
ツ
」

を
目
標
と
し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
た
。
翌
年
生
涯
学
習
推
進

本
部
を
設
立
す
る
た
め
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
町
企
画
課
へ
の

本
部
設
置
を
決
め
体
制
を
整
備

し
生
涯
学
習
を
推
進
し
た
。

　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）以

降
の
社
会
教
育
中
期
計
画
で
は
、

町
の
第
５
期
・
第
６
期
町
づ
く

り
総
合
計
画
に
基
づ
き「
地
域

の
連
帯
意
識
を
高
め
活
力
と
う

る
お
い
に
満
ち
た
自
立
し
た
地

域
を
創
る
こ
と
」を
目
標
に
推

進
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）、

教
育
基
本
法
の
改
正
が
あ
っ
た

こ
と
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
教
育
委
員
会
で
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▽
社
会
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
委
員
は
法
の
規
程

に
よ
り
設
置
さ
れ
、
社
会
教
育

計
画
へ
の
参
画
や
そ
の
推
進
に

あ
た
っ
て
い
る
。
定
数
は
12
名

で
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の

関
係
者
と
学
識
経
験
者
が
教
育

長
の
委
嘱
を
受
け
委
員
会
を
構

成
し
て
い
る
。

　

委
員
長（
平
成
３
年
以
降
）

森
本
武
次
郎（
平
２
・
７
～
６
・

６
）／
鈴
木
晃
一（
平
６
・
７
～

ＡＬＴと一緒にイングリッシュキャンプ
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22
・
６
）／
吉
田
静
二（
平
22
・

７
～
現
在
）

生
涯
学
習
講
座

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）１

月
、
北
海
道
地
域
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
協
議
会（
北
海
道
大

学
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
）の
主
催
に
よ
る
士
幌

町
生
涯
学
習
講
座
が
同
年
１
月

18
日
か
ら
３
月
１
日
の
間
で
７

講
座
開
か
れ
た
。
同
講
座
は
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
生
活

環
境
の
変
化
や
多
岐
に
わ
た
る

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
た

な
方
向
と
地
域
社
会
の
在
り
方
、

振
興
の
方
向
に
つ
い
て
、
７
つ

の
テ
ー
マ
を
設
け
開
か
れ
た
も

の
で
、
定
員
を
超
え
る
72
名
の

町
民
が
受
講
し
た
。

　

同
講
座
は
好
評
を
博
し
、
継

続
開
設
の
要
望
が
強
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
１
９
９
９
年（
平
成

11
年
）度
ま
で
北
海
道
大
学
高

等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
の
主
催
に
よ
り
年
６
講
座
が

福
祉
・
農
業
・
子
育
て
・
町
づ

く
り
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
で
実

施
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が
受
講

し
た
。

　

翌
年
度
以
降
は
、
町
主
催
で

生
涯
学
習
講
座
が
開
か
れ
た
が
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度
に

生
涯
学
習
時
代
を
迎
え
時
代
の

変
化
と
と
も
に
学
習
意
欲
の
高

ま
り
や
内
容
の
高
度
化
、
専
門

化
、
多
様
化
の
傾
向
が
急
速
に

進
む
中
で
、
そ
の
領
域
に
合
っ

た
生
涯
学
習
の
在
り
方
に
つ
い

て
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
し
て
、
庁
内
機
構
と
し

て「
ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
推
進

本
部
」お
よ
び「
生
涯
学
習
専
門

委
員
会
」を
、
生
涯
学
習
社
会

を
的
確
に
構
築
し
て
い
く
た
め

の
諮
問
、
建
議
、
審
議
機
関
と

し
て「
ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
推

進
協
議
会
」を
設
置
し
た
。
生

涯
学
習
事
業
と
し
て
、
町
職
員

等
が
講
師
と
な
り
町
民
の
皆
さ

ん
の
お
手
元
へ
出
向
き
、
お
話

な
ど
を
す
る「
ふ
れ
愛
ユ
ー
ト

ピ
ア
出
前
講
座
」、
町
づ
く
り

に
つ
い
て
学
習
す
る「
ふ
れ
愛

ユ
ー
ト
ピ
ア
講
座
」（
生
涯
学
習

講
座
）を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
知
識
や
技
術
・
技
能
等

を
町
民
の
学
習
活
動
の
場
で
生

か
さ
れ
る
よ
う「
生
涯
学
習
支

援
バ
ン
ク（
講
師
登
録
）制
度
」

を
開
始
し
た
。

◎ 

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

実
績

　

生
涯
学
習
講
座　

４
回

　

受
講
者　

６
１
０
人

　

出
前
講
座　

１
０
２
回

　

受
講
者
延　

３
９
７
３
人

　

生
涯
学
習
支
援
バ
ン
ク
講
師

登
録
者
数　

４
団
体
６
個
人

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　

生
涯
学
習
支
援
バ
ン
ク
講
師

登
録
者
数　

４
団
体
８
個
人

生
涯
学
習
指
導
体
制

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会

教
育
の
広
範
に
わ
た
る
指
導
体

制
を
強
化
し
て
い
る
が
、
社
会

教
育
指
導
員
、
生
涯
学
習
指
導

員
制
度
を
通
じ
、
地
域
、
団
体

の
学
習
活
動
で
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）か

ら
町
の
生
涯
学
習
指
導
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
野
久
一
郎
は
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）財
団

法
人
社
会
通
信
教
育
協
会
認
定

の
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
２
級
資
格
を
取
得
し
た
。
道

内
で
は
最
高
齢
の
取
得
者
と
な

り
同
協
会
の
人
材
バ
ン
ク
に
も

登
録
さ
れ
た
。

　

同
指
導
員
は
、
本
町
の
み
で

な
く
近
隣
市
町
村
の
高
齢
者
学

級
等
に
も
出
向
き
活
動
し
て
い

た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

に
は
、
生
涯
学
習
総
括
主
幹
を

置
き
青
少
年
の
相
談
活
動
を
は

じ
め
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た

指
導
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
翌
年
か
ら
の
同
主
幹
に
は
、

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）３
月

ま
で
士
幌
高
校
の
校
長
を
務
め
、

そ
の
後
他
校
で
定
年
と
な
り
、

士
幌
を
永
住
の
地
と
し
て
自
宅

を
新
築
し
た
三
澤
治
を
委
嘱
、

教
職
生
活
の
指
導
力
を
発
揮
し

活
躍
、２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

度
ま
で
務
め
た
。

　

現
在
の
生
涯
学
習
指
導
体
制

は
生
涯
学
習
支
援
バ
ン
ク
制
度

に
よ
る
講
師
を
派
遣
、
町
民
相

互
が
学
び
合
い
、
認
め
合
う
、

豊
か
な
地
域
社
会
形
成
を
目
指

し
て
い
る
。

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

　

第
３
期
町
づ
く
り
総
合
計
画

に
、
総
合
体
育
館
、
図
書
館
、

農
業
資
料
館
な
ど
の
建
設
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
３
年

ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
見
直
し
で

計
画
の
一
部
を
変
更
し
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
る
総
合
研
修

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
調
査
・
研
究
を
経
て
１
９
９

１
年（
平
成
３
年
）度
で
設
計
、

翌
年（
平
成
４
年
）５
月
に
着
工

し
た
。

　

同
施
設
は
、
体
育
館
、
武
道

館
、
資
料
館
、
図
書
館
、
ホ
ー

ル
、
ほ
か
学
習
施
設
な
ど
多
く

の
機
能
を
有
す
る
文
化
の
拠
点

と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
本

体
工
事
を
２
年
間
で
行
い
１
９

９
３
年（
平
成
５
年
）11
月
に
完

成
し
た
。
そ
の
後
備
品
の
購
入
、

事
務
所
の
引
越
し
等
、
準
備
期

間
を
お
い
て
翌
年（
平
成
６
年
）

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

同
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
、
一
部
２
階
建
て
で

延
床
面
積
８
３
３
１
・
86
平
方

㍍
と
な
っ
て
お
り
、
総
建
設
費

約
33
億
円
が
投
じ
ら
れ
た
。
施

総合研修センター
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設
全
体
の
名
称
を「
士
幌
町
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
」と
し
、
内

部
の
施
設
ご
と
に
も
町
民
に
馴

染
み
や
す
い
愛
称
を
つ
け
た
。

○
す
こ
や
か
体
育
館

 

（
３
１
３
８
・
９
平
方
㍍
）

　

ア
リ
ー
ナ
は
１
５
７
５
平
方

㍍
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
な
ど
は

２
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
は
８
面
、

卓
球
な
ら
16
面
の
利
用
が
可
能

な
広
さ
を
も
つ
。
ア
リ
ー
ナ
上

部
の
周
囲
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
、
そ
の
ほ
か
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
幼
児
室
を
備
え

て
い
る
。

　

武
道
館
は
４
５
６
平
方
㍍
で

剣
道
、
柔
道
、
少
林
寺
拳
法
な

ど
が
２
面
と
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
研
修

室（
１
０
５
・
８
平
方
㍍
）も
備

え
、
こ
こ
で
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

バ
レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

体
育
館
全
体
の
使
用
人
数
は

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度
で

延
べ
２
万
５
１
７
６
人
、
２
０

１
９
年（
令
和
元
年
）度
で
延
べ

３
万
７
１
６
８
人
と
な
っ
て
い

る
。

○
し
た
し
み
図
書
館

 

（
７
１
６
・
７
平
方
㍍
）

　

コ
ミ
セ
ン
図
書
室
当
時
の
蔵

書
数
は
２
万
２
千
冊
で
あ
っ
た

が
、
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

３
月
末
現
在
で
は
４
万
５
千
冊
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）３
月

末
現
在
で
は
７
万
９
千
冊
を
超

え
る
蔵
書
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
本

に
親
し
む
一
般
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
、
お
話
コ

ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、

調
査
研
究
室
を
備
え
貸
出
本
の

受
け
払
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
管
理
し
て
い
る
。

　

１
９
９
９
年
度（
平
成
11
年
）

の
利
用
状
況
は
、
貸
出
人
数
６

４
６
９
人
、
貸
出
冊
数
で
２
万

４
７
８
９
冊
、２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）度
で
は
、
入
館
者
数

１
万
１
６
９
７
人
、
貸
出
人
数

５
７
７
５
人
、
貸
出
冊
数
で
２

万
４
１
７
冊
と
な
っ
た
。

○
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

 

（
１
２
１
２
・
９
平
方
㍍
）

　

移
動
観
覧
席（
２
５
２
席
）を

含
め
８
０
０
人
の
収
容
ス
ペ
ー

ス
を
も
つ
ホ
ー
ル
は
、
芸
能
等

各
種
催
し
物
な
ど
多
目
的
に
利

用
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も

備
え
ら
れ
て
い
る
。

　

同
ホ
ー
ル
で
は
オ
ー
プ
ン
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
公
開
番
組「
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
、

小
朝
が
参
り
ま
し
た
」の
公
開

録
画
の
収
録
が
行
わ
れ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
付
属
施

設
と
し
て
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー

ム
の
ほ
か
、
１
０
０
人
収
容
で

き
る
和
室
、
電
子
ピ
ア
ノ
や
各

種
楽
器
を
備
え
た
音
楽
室（
防

音
室
）な
ど
が
あ
る
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

の
利
用
状
況
は
２
２
９
日
利
用

さ
れ
利
用
人
数
は
１
万
５
８
７

５
人
、２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

度
で
は
開
館
日
数
２
８
１
日
、

利
用
人
数
は
１
万
５
２
７
人
と

な
っ
た
。

○
ふ
る
さ
と
資
料
館

 
（
４
９
５
・
１
平
方
㍍
）

　

開
拓
当
初
か
ら
の
士
幌
の
あ

ゆ
み
と
現
在
の
豊
か
な
士
幌
町
、

更
に
未
来
に
向
か
っ
て
の
士
幌

町
を
資
料
展
示
や
、
模
型
、
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、

児
童
・
生
徒
の
郷
土
学
習
に
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

の
利
用
者
数
は
４
２
３
７
人
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
の

利
用
者
数
は
96
人
。

○
さ
わ
や
か
工
房

 

（
４
５
５
・
７
平
方
㍍
）⇒

（
３

４
８
平
方
㍍
）

　

陶
芸
室（
２
８
６
・
５
平
方
㍍
）

は
、
本
焼
用
電
気
窯
・
電
動
ろ

く
ろ
、
土
練
機
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
等
が
備
え
付
け
ら
れ
30
人
ま

で
利
用
で
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
木
工
室（
20
人

収
容
。
後
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

に
改
造
）、
石
工
室（
同
10
人
）

も
設
け
ら
れ
時
折
教
室
も
開
き

な
が
ら
愛
好
者
が
そ
れ
ぞ
れ
サ

ー
ク
ル
を
つ
く
り
年
間
利
用
し

て
い
る
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

度
、
延
べ
１
６
３
９
人
、
２
０

１
９
年（
令
和
元
年
）度
で
は
延

べ
１
５
０
９
人
が
利
用
し
た
。

〇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

 

（
１
０
７
・
７
平
方
㍍
）

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

に
木
工
室
を
改
造
し
て
設
置
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
設
置
や

指
導
者
の
付
い
た
運
動
教
室
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

で
は
延
べ
５
４
５
２
人
が
利
用

し
た
。

○
そ
の
他
学
習
施
設

 

（
３
４
８
・
７
平
方
㍍
）

　

視
聴
覚
室（
１
９
６
・
８
平

方
㍍
）は
75
人
の
収
容
ス
ペ
ー

ス
で
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ビ
デ
オ
、
Ｌ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
が
備
え
ら
れ

学
習
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
室
や
会
議
室

も
設
置
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
が
同
施

設
に
入
り
管
理
運
営
に
当
た
っ

て
い
る
が
、
清
掃
、
警
備
等
は
、

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

　

文
化
の
殿
堂
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た「
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
」

は
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）夏

ま
で
に
外
構
工
事
を
終
え
、
同

年
８
月
30
日
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
落
成
記
念
式
典
を
挙
行
、
午

後
か
ら
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全

日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
名
セ
ッ
タ
ー「
中
田
久
美
」

選
手
を
招
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

あ
と
体
育
館
で
バ
レ
ー
教
室
を

開
き
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ

た
。

　

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
は「
総
研
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
施

設
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で「
さ
あ
！
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み
ん
な
で「
総
研
」へ
で
か
け
て

爽（
爽
快
）健（
健
康
）に
な
ろ
う
」

を
標
題
に
サ
ブ
的
標
語
と
し
て

・ 

し
た
し
み
図
書
館
で
、
か
し

こ
く
な
ろ
う
。

・
ふ
る
さ
と
資
料
館
で
、
郷
土

を
知
ろ
う
。

・
す
こ
や
か
体
育
館
で
、
た
の

し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

・
さ
わ
や
か
工
房
・
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
、
趣
味
と
ふ
れ
あ

い
を
広
げ
よ
う
。

　

と
記
し
多
く
の
町
民
の
施
設

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

伝
統
農
業
保
存
伝
承
館
・

美
濃
の
家

　

士
幌
町
発
祥
の
地
記
念
公
園

内
に
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

に
建
設
さ
れ
た「
伝
統
農
業
保

存
伝
承
館
」は
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
始
め
、
多
く
の

人
た
ち
に
、
昔
を
知
っ
て
も
ら

う
目
的
で
建
設
さ
れ
、
士
幌
町

開
拓
90
周
年
を
記
念
し
て
、
同

公
園
内
に
移
設
さ
れ
た「
美
濃

の
家
」と
合
わ
せ
、
体
験
や
実

習
を
通
し
て
、
開
拓
当
時
か
ら

の
先
人
の
農
業
や
生
活
の
様
子

を
知
り
、
た
く
ま
し
い
開
拓
精

神
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

高
齢
者
大
学
と
大
学
院
か

ら
柏
樹
学
級
へ

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
促
進

と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
観
の

確
立
を
柱
と
し
た
高
齢
者
教
育

を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
で

は
、「
柏
樹
大
学
」「
柏
樹
大
学
院
」

を
開
設
し
て
い
た
。

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）度

か
ら
３
年
制
に
延
長
し
た
柏
樹

大
学
は
満
60
歳
か
ら
入
学
で
き
、

月
１
回
の
学
級
開
設
と
年
２
～

３
回
の
臨
時
開
設
で
ふ
ま
ね
っ

と
教
室
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
他
町

高
齢
者
学
級
と
の
交
流
会
、
士

幌
小
・
中
央
中
学
校
生
徒
と
の

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

研
修
旅
行
、
生
き
い
き
交
歓
会

等
を
通
じ
、
自
己
研
さ
ん
と
社

会
参
加
を
果
た
し
た
。

　

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

の
学
級
生
は
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
44
人
で
あ
っ
た
。
大
学

卒
業（
３
年
）後
は
柏
樹
大
学
院

へ
進
む
こ
と
も
で
き
、
学
習
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
は
終
身
学
校

と
し
て
の
同
大
学
院
に
進
み
更

な
る
学
習
活
動
に
励
ん
で
い
た
。

　

柏
樹
大
学
院
は
、
は
じ
め
３

年
間
を
修
士
課
程
と
し
、
続
く

４
年
間
が
博
士
課
程
、
８
年
目

か
ら
は
生
涯
課
程（
終
身
）と
し

て
通
級
で
き
る
が
、
２
０
０
９

年（
平
成
21
年
）度
の
在
級
生
は
、

修
士
課
程
57
人
、
博
士
課
程
43

人
、
生
涯
課
程
52
人
、
総
計
１

５
２
人
と
な
っ
て
い
た
。

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）か
ら

女
性
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル
に
名
称

を
変
更
し
実
施
。
ほ
か
に
冬
期

間
地
域
の
要
請
で
開
く
地
域
単

位
の
学
級
も
数
か
所
あ
る
。
女

性
学
級
は
、
講
話
、
町
外
施
設

見
学
、
ア
イ
ヌ
文
化
学
習
、
お

菓
子
作
り
を
通
し
た
国
際
交
流
、

子
ど
も
と
交
流
な
ど
学
級
生
の

要
望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
運
営

さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）度
の
学
級
生
は
21
人
、

年
10
回
開
く
学
級
に
延
べ
１
０

８
人
の
出
席
。
ま
た
、
佐
倉
学

級（
延
べ
52
人
）が
４
回
、
中
士

幌
学
級（
延
べ
36
人
）で
２
回
開

催
さ
れ
た
。

　

乳
幼
児
の
母
親
を
対
象
と
し

た
乳
幼
児
学
級
も
年
間
10
回
前

後
開
か
れ
、
情
報
交
換
、
本
の

読
み
聞
か
せ
、
親
子
レ
ク
リ
エ

女性ライフスクール

表－１　　　　　　　　　　　柏樹学級の開催状況� （令和元年度）

学　級　生　数
開催回数
（回）

出席者数
（人） 学　習　内　容

男 女 計

５４ ９２ １４６ １１ ３２９

クラブ活動・他町高齢
者学級との交流会・中
央中学校生徒との交
流・ボランティア活
動・研修旅行・健活セ
ミナー・芸術鑑賞他

柏樹大学・大学院の開催状況（平成21年度）
柏樹大学（３年制）

学年 学級数 学　習　内　容

１年生 ２３
ふまねっと教室・クラブ
活動・他町高齢者学級と
の交流会・士幌小および
中央中学校生徒との交
流・ボランティア活動・
研修旅行・生きいき交歓
会・他

２年生 ９

３年生 １２

計 ４４

　

近
年
、
新
た
な
入
学
者
が
少

な
い
た
め
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）度
よ
り
、
単
年
度
募

集
の
学
級
制
へ
と
変
更
し
、
柏

樹
学
級
を
開
設
し
た
。
学
習
内

容
は
、
研
修
旅
行
・
健
康
セ
ミ

ナ
ー
・
芸
術
鑑
賞
・
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
の

学
級
人
数
は
１
４
６
人
と
な
っ

て
い
る
。（
表‒

１
参
照
）

学
級
と
講
座

　

社
会
教
育
事
業
と
し
て
早
く

か
ら
年
代
別
、
階
層
別
の
学
級
、

講
座
等
が
開
か
れ
て
い
る
が
、

女
性
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め

の
学
級
と
し
て
中
央
に
年
間
を

通
し
た
女
性
学
級
が
１
か
所
、

柏樹大学院（大学卒業者による終身学校）
柏樹大学（３年制）

計 学習内容

修士課程（３年制）
５７

生きいき交歓会・講和・
研修旅行・クラブ活動・
士幌小及び中央中学校生
徒との交流・ボランティ
ア活動

21 期～ 23 期生

博士課程（４年制）
４３

18 期～ 20 期生

生涯課程（終身）
５２

5期～ 16 期生
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ー
シ
ョ
ン
、
バ
ス
学
習
、
人
形

劇
、
水
遊
び
、
遠
足
な
ど
を
行

っ
て
い
た
が
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）度
か
ら
子
ど
も
課
で

実
施
さ
れ
、
現
在
は
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
小
学
校
８
か
所
に
家
庭

教
育
学
級
を
開
設
し
、
母
と
子

の
ふ
れ
あ
い
や
、
子
供
の
心
と

体（
性
教
育
）、
体
力
づ
く
り
、

講
話
等
を
通
じ
、
健
全
な
家
庭

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
が
、

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）度
で

終
了
し
て
い
る
。
ま
た
青
年
教

育
の
一
環
と
し
て
青
年
講
座
を

開
き
、
青
年
の
社
会
参
加
、
地

域
お
こ
し
等
を
学
び
、
情
報
交

換
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行

っ
て
い
た
。
２
０
０
５
年（
平

成
17
年
）度
か
ら
北
部
３
町
青

年
指
導
者
研
修
会
を
青
年
講
座

に
位
置
づ
け
て
い
た
が
２
０
１

５
年（
平
成
27
年
）度
で
終
了
し

た
。

公
民
館

　

公
民
館
は
、
社
会
教
育
法
の

規
定
に
基
づ
き
町
の
条
例
で
設

置
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
時
代
を
迎
え
、
地

域
に
お
け
る
教
育
施
設
の
相
互

連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
さ

ら
に
指
導
者
を
含
む
地
域
の
教

育
資
源
の
活
用
な
ど
多
く
の
使

命
を
担
っ
て
設
置
し
て
い
る
も

の
で
本
町
で
は
士
幌
町
公
民
館

（
中
央
公
民
館
）、
中
士
幌
地
区

公
民
館
の
ほ
か
に
町
内
12
の
地

区
に
士
幌
町
公
民
館
の
分
館
を

設
置
し
て
い
る
。

　

中
央
公
民
館
は
、
多
目
的
集

会
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い

た「
コ
ミ
セ
ン
」で
そ
の
機
能
を

果
た
し
て
き
た
が
、
１
９
９
４

年（
平
成
６
年
）新
し
く
建
設
さ

れ
た
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
の
使

用
開
始
に
あ
わ
せ
同
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
各
種
学

級
、
講
座
の
開
設
や
文
芸
、
芸

能
発
表
、
芸
術
観
賞
な
ど
の
ほ

か
総
研
ロ
ビ
ー
の
開
放
に
よ
る

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
児
童
作

品
等
の
展
示
、
更
に
体
育
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
い
た
る

幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
施
設
の
利
用
は
、
申

請
に
よ
り
行
う
が
使
用
料
が
徴

収
さ
れ
る
。
使
用
料
に
は
減
免

規
定
も
あ
り
、
教
育
委
員
会
に

登
録
さ
れ
た
文
化
団
体
の
行
う

事
業
、
町
の
新
生
活
運
動
に
則

り
行
う
冠
婚
葬
祭
は
免
除
さ
れ

る
。

　

公
民
館
の
運
営
計
画
、
事
業

推
進
を
図
る
た
め
、
公
民
館
運

営
審
議
会
を
設
置
し
て
い
る
が

現
在
の
委
員
数
は
16
名
。

▽
委
員
長（
平
成
３
年
以
降
）

中
島
昌
昭（
平
元
・
７
～
10
・
６
）

／
小
松
繁
雄（
平
10
・
７
～

17
・
４
）／
滝　

千
冬（
平
17
・

５
～
23
・
５
）／
東
村
達
夫（
平

23
・
６
～
31
・
３
）／
中
村　

貢（
平
31
・
４
～
現
在
）

地
区
公
民
館
活
動

　

地
域
ご
と
の
住
民
活
動
の
拠

点
と
し
て
地
区
公
民
館
を
組
織

し
て
い
る
が
、
中
士
幌
に
は
単

独
の
地
区
公
民
館
が
あ
り
、
そ

の
他
12
地
区
に
は
中
央
公
民
館

の
分
館
を
設
置
し
て
地
域
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
町
づ
く
り
活
動
の
基

盤
と
し
て
地
区
公
民
館
の
育
成

強
化
に
努
め
、
拠
点
と
な
る
施

設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

当
初
地
区
公
民
館（
分
館
）は

独
立
し
た
施
設
は
も
た
ず
、
他

の
集
会
施
設
と
併
用
し
て
い
た

が
、
現
在
は
下
居
辺
、
西
上
、

市
街
南
町
、
士
幌
南
、
士
幌
北

が
公
民
館
と
し
て
独
立
し
た
施

設
と
な
っ
た
。

　

地
区
公
民
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
活
動
に
取
り
組
み
、

夏
ま
つ
り
や
、
地
域
内
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
が
、
一
部
停
滞
し
て
い

る
地
区
も
見
ら
れ
る
。

　

中
士
幌
も
含
め
た
地
区
公
民

館
の
現
況
は
表‒

２
の
と
お
り

で
あ
る
。
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地区公民館の現況
表－２� 令和３年５月現在

公民館名
（分館）

地区名 集合施設

特色ある事業
令和 3年度
推進委員長

名
駐在区数 世帯数 人　口 名　称 新築整備

年月 床面積㎡

中 士 幌 12 396 818 中士幌地区館 昭和 57 750.01�

地区盆踊り大会・地区公民館まつり・
各種教養講座・地区パークゴルフ大
会・地区ミニバレー大会・公民館だ
よりの発行・中士幌小新１年生へお
祝いの寄贈

吉 田 静 二

佐 倉 6 70 225 佐倉交流センター 平成８ 260.00�
士幌町下の句かるた大会協力、公民
館環境整備（花壇、南庭園）、地区
内交通安全旗及び防犯旗の整備

小 野 春 信

上 居 辺 9 107 422 上居辺
総合地域施設 昭和 52 498.90� 地区大運動会・地区敬老会・公民館役員研修・地区文化交流会 太 田 義 則

下 居 辺 6 67 165 下居辺地区
集落センター 平成元 261.63� 公民館だよりの発行・地域貢献賞の選考と授与・百年記念公園清掃 永 森 茂 之

中 音 更 3 76 176 中音更地区
交流促進センター 昭和 52 372.60�

新年三世代交流会・研修会等の開
催・地域の環境整備・福祉活動ネッ
トワークづくり

鎌 田 秀 治

新 田 5 78 185 新田集落センター 昭和 54 343.40� 地区転出入者の歓送迎会・秋スポーツ交流・地区交通安全及び防犯対策 宇佐見庸夫

西 上 1 85 214 西上地区
集落センター 平成２ 252.72�

町づくり懇談会・馬頭観音祭・太田
神社祭典・農協懇談会・農作業並び
に交通安全祈願祭・地区研修視察

中 山 謙 次

士 幌 南 11 124 401 士幌南地区
集落センター 昭和 59 258.40� 庭園環境整備・スポーツと家族研修の集い・冬季スポーツ大会 井 尾 康 弘

士 幌 北 6 95 279 士幌北地区
集落センター 昭和 62 247.20�

集落センター周辺環境整備・新年会・
スポーツ・レク活動の推進・公民館
だよりの発行

長 船 興 宣

市街南町 8 457 892 士幌市街南町会館 昭和 56 143.00� ふれあいのまつり・交通安全大会・防犯大会 吉 弘 英 八

市街中町 7 288 550 タウンプラザ 平成８ 272.20�
環境美化の推進・道路愛護活動・廃
品回収事業（年５回）・青少年健全
育成事業

淡 中 済

市街西町 4 230 481 南百戸団地
集会施設 昭和 53 124.95� 公民館環境整備・町づくり懇談会 青島喜久雄

市街北町 5 570 1,052 環境改善センター 昭和 54 912.16� 公民館祭り・公民館だよりの発行・資源回収事業・北町奉仕デー実施 山 中 明 裕
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２
、
ス
ポ
ー
ツ

増
え
る
ス
ポ
ー
ツ
人
口

　
「
一
人
・
一
学
習
・
一
ス
ポ

ー
ツ
活
動
」を
目
標
に
町
内
で

は
多
く
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
参
加
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
か
ら
中
高
年
齢
者
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ま
で
多
く
の
大

衆
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
あ
い
、
中

で
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
気
軽
に
出
来
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
は
施
設
整
備
の
充
実
も
あ
っ

て
、
近
年
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

人
口
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

　

年
齢
、
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ

ー
ツ
の
実
践
は
、
健
康
づ
く
り

の
一
助
と
も
な
り
、
地
域
ご
と

の
取
り
組
み
も
盛
ん
で
あ
る
が

今
後
指
導
者
の
養
成
な
ど
更
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
向
け
た

体
制
が
望
ま
れ
る
。

　

特
に
運
動
不
足
と
な
る
冬
期

間
対
策
と
し
て
体
育
館
を
有
効

に
町
民
が
利
用
し
、
ミ
ニ
バ
レ

ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
等
、

手
軽
に
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

者
の
拡
大
に
期
待
し
た
い
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は

愛
好
者
が
高
齢
化
の
傾
向
に
あ

り
減
少
し
て
い
る
が
、
小
、
中
、

高
校
生
は
毎
年
活
発
な
活
動
を

続
け
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
、
基

礎
ス
キ
ー
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な

ど
10
の
少
年
団
を
結
成
し
対
外

試
合
を
行
っ
て
い
る
。

（
表-

１
参
照
）

　

中
学
校
は
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
野
球
、
陸
上
競
技
ほ
か
種
別

ご
と
の
ク
ラ
ブ
競
技
大
会
に
参

加
健
闘
し
て
い
る
が
、
中
で
も

陸
上
競
技
は
中
体
連
を
は
じ
め

数
多
い
大
会
で
、
十
勝
、
全
道

で
も
優
秀
な
成
績
を
納
め
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
で
は
２
０
０
４
年（
平
成
16

年
）２
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第

24
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
に
お
い
て
、
わ
ず
か
４
人（
松

山
智
衣
・
仁
科
有
加
那
・
國
島

美
貴
・
小
林
奈
津
美
）の
士
幌

町
中
央
中
学
校
女
子
ス
ケ
ー
ト

部
が
学
校
対
抗
で
全
国
制
覇
を

成
し
遂
げ
た
。
同
大
会
で
仁
科

有
加
那
は
女
子
５
０
０
ｍ
・
１

０
０
０
ｍ
で
第
１
位
と
２
冠
を

達
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年

の
第
25
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
に
お
い
い
て
、
仁
科
有

加
那
が
女
子
５
０
０
ｍ
・
１
０

０
０
ｍ
で
第
１
位
と
２
年
連
続

優
勝
す
る
な
ど
、
全
国
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
納
め
た
。
２
０

１
３
年（
平
成
25
年
）２
月
に
開

催
さ
れ
た
、
全
国
中
体
連
第
33

回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

で
士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー
ム
が
学

校
対
抗
女
子
で
全
国
の
強
豪
を

退
け
、
９
年
ぶ
り
と
な
る
全
国

制
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

わ
ず
か
３
選
手（
小
野
寺
優
奈
・

森
本
里
穂
・
宇
佐
見
鈴
音
）で

全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
。
同
大

会
で
宇
佐
見
鈴
音
は
女
子
５
０

０
ｍ
で
第
３
位
、
小
野
寺
優
奈

は
女
子
１
５
０
０
ｍ
・
３
０
０

０
ｍ
で
第
１
位
の
２
冠
を
達
成

し
て
い
る
。
２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）１
月
、
第
40
回
全
国

中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
に
お
い

て
３
度
目
の
全
国
制
覇
を
５
選

手（
高
橋
美
生
・
奥
秋
智
佳
・

中
島
帆
乃
華
・
塩
谷
明
里
・
鈴

木
咲
凪
）で
成
し
遂
げ
た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）９

月
21
日
、
町
体
育
連
盟
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
少
年

野
球
教
室
が
町
の
農
村
運
動
公

園
野
球
場
で
開
か
れ
、
元
プ
ロ

野
球
巨
人
軍
選
手
の
西
本
聖
、

瀧
安
治
両
氏
を
招
き
、
町
内
の

野
球
少
年
団
員
50
人
と
監
督
、

コ
ー
チ
12
人
が
指
導
を
受
け
た
。

３
時
間
に
及
ぶ
懇
切
丁
寧
な
指

導
で
参
加
者
は
、
野
球
の
基
礎

と
楽
し
さ
を
感
じ
取
り
大
変
感

動
し
て
い
た
。

　

下
居
辺
出
身
の
山
影
博
明
が

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
。
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

２
月
に
開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
５
０
０
㍍
の
日
本
代
表
と
な

ワールドカップ（スピードスケート）出場報告
森本拓也選手、小野寺優奈選手

「全国中学校スケート大会」学校対抗で優勝した中央中女子スケート部

長野オリンピックに
出場した山影博明選手

表－１　　　　　　スポーツ少年団�（令和３年４月現在）

団　　体　　名 会員数

士幌野球少年団 １５

士幌サッカー少年団 ２９

士幌剣道スポーツ少年団 ６

士幌バレーボール少年団 １７

士幌スケート少年団 ２１

士幌基礎スキー少年団 ３０

士幌トランポリンスポーツ少年団 １６

中士幌スポーツ少年団野球部 １０

中士幌スケート少年団 １３

上居辺スポーツ少年団 ２３

合　　　計 １８０
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っ
た
も
の
で
、
士
幌
町
か
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
誕
生
は
初

め
て
で
あ
る
。

　

同
選
手
は
、
下
居
辺
小
学
校

か
ら
士
幌
中
央
中
を
経
て
ス
ケ

ー
ト
の
名
門
白
樺
学
園
高
校
で

力
を
つ
け
、
日
本
大
学
卒
業
後
、

王
子
製
紙
に
籍
を
置
き
、
小
学

時
代
か
ら
一
貫
し
て
選
手
生
活

を
続
け
て
き
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
世
界
の
強
豪
を
相
手
に

入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
15

位
と
健
闘
し
た
。

　

異
色
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し

て
池
本
進（
居
酒
屋
鳥
し
ん
経
営
）

が
活
躍
し
て
い
た
。
両
下
肢
に

障
が
い
を
も
つ
池
本
は
40
代
に

な
っ
て
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼

ね
て
水
泳
に
取
り
組
み
、
週
３

回
程
度
帯
広
の
プ
ー
ル
に
通
っ

て
い
た
が
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）に
初
め
て
北
海
道
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
、

自
由
形（
ク
ロ
ー
ル
）25
㍍
と
50

㍍
の「
両
下
肢
不
完
全
」の
障
害

区
分
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
１
位
に

輝
き
、
そ
の
一
つ
は
北
海
道
新

記
録
で
あ
っ
た
。
翌
年
は
、
背

泳
ぎ
に
切
り
換
え
て
出
場
し
50

㍍
競
技
で
自
己
記
録
を
６
秒
更

新
、
同
年
11
月
大
阪
で
行
わ
れ

た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
メ
ダ
ル
は
取
れ
な
か

っ
た
が
好
成
績
を
収
め
た
。

　

教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
町

民
体
育
祭
が
毎
年
開
か
れ
、
２

０
１
９
年（
令
和
元
年
）度
で
36

回
目
を
数
え
た
。
こ
の
年
は
７

月
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
競
技
が
11
月
に
は
、
ミ

ニ
バ
レ
ー
競
技
が
行
わ
れ
延
べ

２
５
２
人
が
参
加
、
10
月
に
開

催
さ
れ
て
い
る
町
民
ス
ポ
ー
ツ

の
集
い
で
は
、
町
民
駅
伝
大
会
・

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
・
走
り
方

教
室
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
延
べ
２
０
４
人
が
参

加
、
１
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る

町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
は
第
43
回

を
数
え
、
83
人
が
参
加
し
た
。

　

道
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）ま
で
行
わ

れ
、
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

か
ら
北
部
３
町
共
同
競
技
会
と

し
て
軟
式
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス

ケ
ー
ト
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

度
は
北
部
方
面
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
大
会
が
音
更
町（
当
番
町
）

で
行
わ
れ
１
９
７
人
が
出
場
し

て
い
る
。

　

ま
た
２
０
０
１
年（
平
成
13

年
）か
ら
町
民
の
健
康
増
進
の

た
め
音
更
町
温
水
プ
ー
ル
利
用

者
に
対
し
、
利
用
料
金
の
80
％

（
現
在
は
50
％
）の
助
成
し
、
利

用
者
に
は
大
変
好
評
を
得
て
い

る
。
１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）

か
ら
農
業
者
の
体
力
増
進
施
設

と
し
て
、
広
く
町
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

の
完
成
か
ら
利
用
率
の
低
下
、

衛
生
施
設
に
つ
い
て
は
老
朽
化

に
よ
り
、
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）度
を
も
っ
て
閉
鎖
と
な

っ
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）５

月
か
ら
木
工
室
を
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
と
し
て
改
修
し
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
と
運
動
教
室
を
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
に
実
施
し

て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

　

町
教
育
委
員
会
で
は
例
年
、

体
育
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
者

お
よ
び
そ
の
年
度
め
ざ
ま
し
い

活
躍
を
し
た
人
た
ち
に
対
し
ス

ポ
ー
ツ
功
労
賞
、
奨
励
賞
を
贈

っ
て
い
る
。

◎
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
一
覧

表
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

安
村
敏
美

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

山
崎
康
幸
、
児
玉
祥
洋
、

山
影
博
明

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

方
川
博
幸

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

士
幌
小
学
校
４
年
赤
組
ラ

ジ
オ
体
操
チ
ー
ム
、
士
幌
小

学
校
４
年
白
組
ラ
ジ
オ
体
操

チ
ー
ム
、
猪
又
智
子
、
太
田

陽
子
、
大
林
祐
也
、
森　

光

祥
、
岡
部
大
地
、
西
潟
孝
安
、

沢
田
桂
司
、
坂
本
美
晴
、
櫻

井
洋
二
、
安
藤
輝
彦

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

方
川　

博
幸
、
飯
島
智
人

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

服
部
秀
樹
、
松
岡
久
乃
、

古
川
み
ち
る
、
士
幌
町
剣
道

連
盟
一
般
四
段
以
下
チ
ー
ム
、

　

士
幌
町
教
職
員
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
、
上
居
辺
Ｇ
Ｂ
チ

ー
ム（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）、
Ｊ

Ａ
士
幌
町
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

福
松
小
百
合

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

星
屋
有
希
、
木
村
美
那
子
、

西
向
慎
冶
、
奥
秋
和
博
、
久

保
田
淳
、
高
橋
智
和
、
君
羅

哲
也
、
清
野
賢
司
、
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ー
チ
ー
ム（
ラ
ジ
オ
体

操
）、
士
幌
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

中
央
中
学
校
女
子
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
中
央
中
学

校
男
子
陸
上
部

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

松
岡
久
乃

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

房
谷
健
司
、
士
幌
町
剣
道

連
盟
一
般
女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

藤
内
嗣
未
、
波
多
野
佳
弘
、

中
央
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
、
中
央
中
学
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
、
中
央
中
学
校

男
子
剣
道
部

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

北
井
和
雄

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

多
辻
鐵
雄

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
畑　

倫
、
片
山　

拓
、

波
多
野
真
弓
、
高
橋
智
和
、

奥
秋
和
博
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○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

堀
田
絢
路
、
會
田
史
門
、

馬
野
翔
大
、
堀
田
朝
路
、
加

納
友
香
里
、
藤
内
義
史
、
河

野
英
里
香
、
那
須
慎
一
郎
、

菅
野
奈
津
子
、
土
生
智
保
、

　

士
幌
小
学
校
６
年
男
子
リ
レ

ー
チ
ー
ム
、
士
幌
小
学
校
３

年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士

幌
小
学
校
５
年
Ａ
チ
ー
ム（
ラ

ジ
オ
体
操
）

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

津
田
範
之
、
沓
澤　

清

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

伊
藤
公
輔
、
石
井
龍
治
、

市
町
村
対
抗
剣
道
大
会
年
齢

の
部
士
幌
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

菅
野
奈
津
子
、
士
幌
小
学

校
４
年
女
子
４
０
０
㍍
リ
レ

ー
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

堀
田
朝
路
、
那
須　

理
、

波
多
野
佳
弘
、
森
本
啓
史
、

三
浦
康
伸
、
富
原
綾
祐
、
大

久
保
正
道
、
三
井
英
明
、
植

田
恭
平
、
仁
科
祐
典
、
士
幌

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
低
学

年
女
子
チ
ー
ム
、
士
幌
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
、

新
田
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム（
ミ

ニ
バ
レ
ー
）、
士
幌
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
、
士
幌
小
学
校
６
年

男
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
チ
ー

ム
、
士
幌
小
学
校
６
年
生
Ａ

チ
ー
ム（
ラ
ジ
オ
体
操
）、
士

幌
町
中
央
中
学
校
柔
道
部

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

船
戸
修
司

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
野
原
成
喜
子
、
士
幌
町

連
合
青
年
団
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

森
本　

隆
、
十
勝
剣
道
祭

年
代
別
の
部
士
幌
チ
ー
ム
、

道
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
士
幌

町
連
合
青
年
団
リ
レ
ー
チ
ー

ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

波
多
野
佳
弘

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

寺
田
ゆ
か
り
、
松
井
昭
人
、

會
田
史
門
、
鈴
木
希
望
、
佐

藤
将
海
、
森
本
真
悠
子
、
石

槁
あ
き
よ
、
御
子
柴
卓
史
、

岡
部
翔
太
、
波
多
野
真
弓
、

高
橋
幸
太
郎
、
三
上
沙
希
子
、

石
槁
遺
一
、
士
幌
小
学
校
３

年
生
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、

　

士
幌
小
学
校
３
年
男
子
リ
レ

ー
チ
ー
ム
、
士
幌
小
学
校
６

年
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
上

居
辺
小
学
校
チ
ー
ム（
ミ
ニ

バ
レ
ー
）、
士
幌
柔
道
小
学

生
高
学
年
チ
ー
ム
、
士
幌
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
、
士
幌
小
学
校

５
年
女
子
チ
ー
ム（
ラ
ジ
オ

体
操
）、
士
幌
小
学
校
６
年

チ
ー
ム（
ラ
ジ
オ
体
操
）、
士

幌
町
中
央
中
学
校
柔
道
部
女

子
チ
ー
ム
、
士
幌
町
中
央
中

学
校
男
子
陸
上
部
、
士
幌
町

中
央
中
学
校
陸
上
部

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

柴
田
喜
美
夫

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

山
下
あ
ず
さ
、
宇
佐
見
直

美
、
士
幌
町
連
合
青
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

清
水
秀
則
、
佐
藤
芳
樹
、

野
崎
靖
代
、
士
幌
剣
道
祭
年

代
別
の
部
士
幌
チ
ー
ム
、
士

幌
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

仁
科
有
加
那
、
大
滝
裕
子
、

萱
原
康
人
、
仁
科
慎
吾
、
小

畑
憂
輔
、
飯
島
寿
和
、
山
中

有
衣
、
水
戸
奈
緒
子
、
大
久

保
利
成
、
佐
々
木
め
ぐ
み
、

大
野
晃
康
、
小
野
寺
誠
、
士

幌
小
学
校
６
年
男
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
士
幌
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
リ
ア
ル
ム
ッ
ク

（
士
幌
小
６
男
子
ミ
ニ
バ
レ

ー
）、
北
中
音
更
小
学
校
ド

ン
グ
リ
ー
ズ
、
士
幌
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

寺
澤
真
吾
、
瀧
口
大
志
、

棚
橋
伸
康
、
士
幌
ス
ズ
ラ
ン

チ
ー
ム（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

仁
科
慎
吾
、
會
田
史
門

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

森
崎
寛
史
、
柚
原
祥
吾
、

佐
藤
晴
香
、
松
山
智
衣
、
飯

島
芳
和
、
山
中
有
衣
、
加
納

友
香
理
、
水
戸
準
一
、
山
田

享
平
、
堀
田
浩
司
、
奥
秋
陽

子
、
馬
野
航
太
、
市
田
文
男
、

木
川
吉
広
、
士
幌
小
学
校
３

年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士

幌
小
学
校
３
年
男
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
士
幌
小
学
校
４
年

女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士
幌

小
学
校
４
年
男
子
リ
レ
ー
チ

ー
ム
、
士
幌
小
学
校
６
年
レ

ッ
ド
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト（
ラ

ジ
オ
体
操
）、
ジ
ュ
ニ
ア
ブ

ル
ス（
上
居
辺
小
学
校
六
年
生
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
）、
士
幌
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
、
士
幌
町
中
央
中

学
校
男
子
陸
上
競
技
部
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
競
技

部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士

幌
町
柔
道
少
年
団
中
学
生
チ

ー
ム

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

大
野
晃
康

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

小
関
天
地
、
中
山
竜
一
、

瀧
口
大
志
、
大
久
保
正
道
、

士
幌
町
剣
道
連
盟
一
般
女
子

チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

仁
科
有
加
那
、
小
野
泰
幸
、

加
納
友
香
里
、
奥
秋
陽
子
、

水
戸
準
一

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

森
山
拓
也
、
今
田
義
貴
、

鈴
木
健
太
、
森
崎
寛
史
、
武

藤　

愛
、
奥
秋
秀
蔵
、
佐
野

　

明
、
森
山
佑
太
、
奥
村
奈

都
美
、
飯
澤
良
祐
、
市
原
龍

一
、
國
島
由
貴
、
仁
科
衣
理

那
、
田
中
慎
吾
、
馬
野
翔
大
、
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上
屋
敷
隆
、
高
橋
伸
明
、
松

嶋
智
也
、
飯
島
寿
和
、
波
多

野
正
幸
、
水
戸
奈
緒
子
、
鎌

上
龍
介
、
早
川
大
輔
、
士
幌

小
み
つ
ば
ち
ハ
ッ
チ（
ラ
ジ

オ
体
操
）、
佐
倉
バ
イ
キ
ン

グ（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、
上
居
辺

ム
キ
ワ
ニ
ー
ズ（
ミ
ニ
バ
レ

ー
）、
士
幌
町
中
央
中
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
競
技

部
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
競
技

部
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
競
技

部
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
、
士
幌

町
中
央
中
学
校
陸
上
競
技
部

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

士
幌
町
連
合
青
年
団
剣
道

チ
ー
ム

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

大
久
保
利
成
、
高
橋　

竜
、

士
幌
町
連
合
青
年
団
野
球
チ

ー
ム
、
士
幌
町
連
合
青
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
野
翔
太

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

森
山
祐
季
、
加
賀
屋
健
、

山
中
沙
都
、
木
川
直
之
、
冨

山
太
一
、 

塚
越
祥
平
、
佐
倉

バ
イ
キ
ン
グ（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、

士
幌
小
学
校
４
年
ド
リ
ー
ム

ラ
ン
ド（
ラ
ジ
オ
体
操
）、
士

幌
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
少
年
野

球
）、士
幌
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
剣
道
部

Ａ
チ
ー
ム

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

三
井
英
明

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

堀
田
浩
司
、
古
川
元
気
、

士
幌
町
剣
道
連
盟
一
般
４
段

以
下
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
野
泰
幸
、
冬
野
陽
美

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

窪
田　

望
、
後
藤
広
樹
、

堀
田
な
な
美
、
後
藤
詩
緒
里
、

清
水　

萌
、
仁
科
有
加
那
、

嘉
藤
康
斗
、
小
野
翔
太
、
山

中
沙
都
、
冬
野
朝
美
、
松
山

隆
多
、
士
幌
小
学
校
４
年
ド

リ
ー
ム
ラ
ン
ド（
ラ
ジ
オ
体

操
）、
士
幌
町
中
央
中
学
校

男
子
４
×
２
０
０
㍍
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
士
幌
町
中
央
中
学

校
女
子
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ

ー
チ
ー
ム

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

加
納
友
香
理
、
飯
島
芳
和
、

瀧
口
勇
志
、
飯
島
広
真
、
永

井
武
志

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

後
藤
瑞
樹
、
後
藤
和
樹
、

香
川
勇
人
、
寺
町
あ
ず
さ
、

西
田
拓
人
、
阿
部
美
保
、

　
　

瀬
戸
紳
弥
、
篠
原
舞
子
、

若
園　

梢
、
仁
科
有
加
那
、

佐
藤
美
佳
、
奥
村
奈
都
美
、

士
幌
小　

ザ　

ヤ
ン
キ
ー

　

☆
狙
い
撃
ち（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、

士
幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
部

女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
チ
ー

ム
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー

ム
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）度　

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

稲
葉
正
志

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

飯
島
芳
和

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

菊
池
将
晃
、
飯
島
寿
和
、

松
嶋
智
也
、
今
田
将
之
、
足

立
好
弘
、
士
幌
町
剣
道
連
盟

一
般
四
段
以
下
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

岡
村
尚
輝
、
居
城
和
樹
、

西
田
拓
人
、
小
野
翔
太
、
國

島
未
貴
、
仁
科
有
加
那
、
松

山
智
衣
、
士
幌
町
中
央
中
学

校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

寺
町　

巧
、
岡
村
和
輝
、

白
木
真
理
奈
、
居
城
和
樹
、

上
野
未
紗
伎
、
野
曽
原
千
央
、

野
曽
原
利
明
、
佐
藤
亜
美
、

小
林
奈
津
美
、
山
中
沙
都
、

飯
島
愛
里
奈
、
奥
秋
秀
蔵
、

三
上
由
莉
麻
、
士
幌
町
中
央

中
学
校
陸
上
部
女
子
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
佐
倉
バ

イ
キ
ン
グ（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、

士
幌
小
学
校
３
年
生
男
子
４

０
０
㍍
リ
レ
ー
チ
ー
ム

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）度

　

○
特
別
表
彰

　
　

仁
科
有
加
那

　

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

土
屋
公
美

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

冬
野
朝
美
、
瀬
口
祐
茄

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

冬
野
陽
美
、
士
幌
町
剣
道

連
盟
年
代
別
の
部
ダ
イ
チ
君

チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

森
あ
お
い
、
渡
邊
明
日
華

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

土
橋
由
里
、
森
本
拓
也
、

田
中
元
基
、
西
田
安
見
、
矢

野
真
鈴
、
岡
村
和
輝
、
小
笠

原
建
佑
、
士
幌
剣
道
少
年
団

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）度　

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

足
立
好
弘

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

今
田
義
貴

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

岡
村
洋
輝
、
鵜
澤　

好
、

西
田
安
見
、
矢
野
遼
一
、
鵜

澤　

元
、
國
枝
周
平
、
森
本

絢
哉
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
ラ

ジ
オ
体
操
）、
西
上
天
空
龍

チ
ー
ム（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、
上

居
辺
小
学
校
み
っ
ち
ゃ
ん
ズ

（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度　

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

宇
佐
見
鈴
音
、
西
田
侑
泰
、

田
中
元
基
、
川
崎
悠
介

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
野
翔
太

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

森
山
祐
季
、
赤
間
史
絵
、

佐
々
木
ト
ミ
子
、
士
幌
西
南

チ
ー
ム（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
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○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

水
谷　

司
、
小
野
寺
優
奈
、

田
中
義
郎
、
岩
舘
紗
也
、
土

橋
真
理
、
丹
羽
亮
介
、
中
鉢

か
け
る
、
岩
舘
友
哉
、
富
田

颯
希
、
岡
村
和
輝
、
士
幌
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
佐
倉

ウ
イ
ン
グ
ス（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、

士
幌
ユ
ニ
バ
ー
ス
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

士
幌
上
居
辺
チ
ー
ム（
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
）

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

小
野
寺
留
衣
、
岡
村
洋
輝
、

岩
舘
紗
也

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

鵜
澤
友
香
、
宇
佐
見
鈴
音
、

小
野
寺
優
奈
、
土
橋
真
理
、

士
幌
陸
上
少
年
団
、
新
田
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、

士
幌
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

Ｔ
Ｓ
Ｃ
士
幌（
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
）、
士
幌
町
中
央
中

学
校
ス
ケ
ー
ト
部

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

佐
々
木
ト
ミ
子

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

嶋
田
美
代
子

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

宇
佐
見
鈴
音
、
寺
町　

巧

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

三
塚
大
成
、
三
塚
優
季
、

岩
舘
愛
実
、
安
保
和
也
、
亀

村
莉
花
、
三
塚
紳
之
介
、
森

本
拓
也
、
田
中
元
基
、
西
上

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
レ

ー
チ
ー
ム
、
士
幌
町
中
央
中

学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部

リ
レ
ー
チ
ー
ム

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

半
田
ふ
み
、
士
幌
ア
カ
シ

ヤ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

佐
藤
駿
也
、
宇
佐
見
鈴
音
、

岩
舘
紗
也

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

亀
村
真
子
、
杉
本
侑
紀
、

若
原　

楽
、
髙
木
沙
彩
、
小

野
寺
留
衣
、
水
谷　

忍
、
長

尾
海
夏
、
亀
村
莉
花
、
松
永

桃
佳
、
澁
谷
七
緒
、
士
幌
ユ

ニ
バ
ー
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少

年
団
、
佐
倉
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
タ
ン
キ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
レ
ー

チ
ー
ム

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）度

　

〇
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

中
谷
清
敏
、
佐
藤
正
一

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

士
幌
上
居
辺

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

三
塚
大
成
、
宇
佐
見
鈴
音
、

小
野
寺
優
奈

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

中
島
涼
太
、
高
橋
美
生
、

木
幡
七
海
、
薄
田
衣
加
、
若

原　

楽
、
髙
木
沙
彩
、
佐
藤

駿
也
、
加
納
あ
ず
さ
、
米
木

絢
香
、
青
木
妃
南
、
長
尾
海

夏
、
小
野
め
ぐ
み
、
西
上
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
西
上
ジ
ャ
ガ
、

士
幌
ユ
ニ
バ
ー
ス
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団
、
士
幌
町
中
央

中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

女
子
チ
ー
ム

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

森
本
拓
也

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

士
幌
タ
ン
ポ
ポ
、
士
幌
な

か
よ
し

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

宇
佐
見
鈴
音
、
小
野
寺
優

奈
、
中
川　

拳
、
士
幌
町
中

央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

奧
秋
智
佳
、
小
野
寺
日
菜
、

吉
川
七
海
、
若
原　

楽
、
高

橋
大
生
、
澁
谷
柚
音
、
渡
部

結
衣
、
比
留
間
幹
太
、
松
永

桃
佳
、
水
谷　

司
、
岩
舘
紗

也
、
上
居
辺
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
上
居
辺
カ
メ
さ
ん
ズ
∞
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
陸
上
女

子
チ
ー
ム

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）度

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

中
島
涼
太
、
高
橋
美
生
、

若
原　

楽
、
水
谷　

司
、
宇

佐
見
鈴
音

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

鈴
木
咲
凪
、
澤
村
愛
花
、

福
田
哲
稀
、
今
泉
沙
優
、
三

塚
大
成
、
高
橋
大
生
、
鵜
澤

友
香
、
小
野
寺
留
衣
、
士
幌

サ
ッ
カ
ー
少
年
団

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

中
川　

拳

　

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

士
幌
東
部

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

福
田
哲
稀
、
小
野
寺
留
衣
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

奧
秋
静
子
、
篠
原
世
凪
、

高
橋
美
生
、
坂
本
き
ら
り
、

若
原　

楽
、
佐
藤
駿
也
、
水

谷　

忍
、
安
保
和
也
、
Ｆ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
さ
く
ら
、
士
幌
サ
ッ

カ
ー
少
年
団

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度

　

〇
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
　

清
野
直
樹

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

澤
村
愛
花
、
小
野
寺
留
衣
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

小
野
寺　

昴
、
寺
町
獅
琉
、

河
村
燿
世
、
上
居
辺
キ
ッ
ズ
、

真
西
ハ
ム
、
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
佐

倉
、
士
幌
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

坂
本
頼
武
、
若
原　

楽
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

篠
原
世
凪
、
奧
秋
静
子
、

鈴
木
咲
凪
、
奧
秋
智
佳
、
澤

村
愛
花
、
福
田
哲
稀
、
高
橋

美
生
、
野
々
村
綾
河
、
小
野
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寺
日
菜
、
二
代
目
真
西
ハ
ム
、

士
幌
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

比
留
間
幹
太

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

坂
本
頼
武
、
高
橋
美
生
、

小
野
寺
日
菜
、
士
幌
町
中
央

中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

女
子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

河
村
京
葉
、
野
口
夏
帆
、

小
野
寺
仁
菜
、
富
田　

凛
、

上
野
結
菜
、
奧
秋
静
子
、
篠

原
世
凪
、
鈴
木
咲
凪
、
東
井

咲
詠
、
小
野
寺　

昴
、
奧
秋

智
佳
、
河
村
燿
世
、
寺
町
獅

琉
、
杉
本
皐
輔
、
澤
村
愛
花
、

伊
田
竜
也
、
薄
田
衣
加
、
野
々

村
綾
河
、
三
塚
大
成
、
杉
本

侑
紀
、
三
代
目
真
西
ハ
ム
、

士
幌
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
士
幌

町
中
央
中
学
校
卓
球
部
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
野
球
部

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度

　

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

高
橋
六
花

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

富
田　

凛
、
篠
原
世
凪
、

鈴
木
咲
凪
、
士
幌
町
中
央
中

学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女

子
チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

上
野
愛
菜
、
鈴
木
凱
大
、

河
村
京
葉
、
野
口
夏
帆
、
小

野
寺
仁
菜
、
上
野
結
菜
、
寺

町
い
ろ
は
、
奧
秋
静
子
、
東

井
咲
詠
、
坂
本
頼
武
、
奧
秋

智
佳
、
澤
村
愛
花
、
高
橋
美

生
、
小
野
寺
日
菜
、
西
上
ｓ

ｉ
ｘ
、
四
代
目
真
西
ハ
ム
、

上
居
辺
Ａ
チ
ー
ム
、
士
幌
町

中
央
中
学
校
女
子
剣
道
部

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

　

〇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

杉
本
侑
紀

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

上
野
結
菜
、
奧
秋
静
子
、

奧
秋
智
佳
、
國
井
麻
耶
、
高

橋
美
生
、
士
幌
町
中
央
中
学

校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

鈴
木
凱
大
、
中
川
琴
葉
、

大
野
隆
晴
、
野
口
夏
帆
、
小

野
寺
仁
菜
、
富
田　

凛
、
坂

本
頼
武
、
鈴
木
咲
凪
、
今
泉

空
那
、
福
田
帆
乃
果
、
澤
村

愛
花
、
杉
本
皐
輔
、
福
田
哲

稀
、
士
幌
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
、

士
幌
ボ
ー
イ
ズ
、
さ
く
ら
ト

ラ
イ
、
五
等
分
の
男
達
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
男
子
サ
ッ

カ
ー
部
、
士
幌
町
中
央
中
学

校
剣
道
女
子
団
体

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

　

〇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

野
々
村
綾
河

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

鈴
木
凱
大
、
上
野
愛
菜
、

中
川
琴
葉
、
小
野
寺
仁
菜
、

上
野
結
菜
、
奥
秋
智
佳
、
國

井
麻
耶
、
士
幌
町
中
央
中
学

校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

チ
ー
ム

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞

　
　

栩
内
巧
太
、
野
口
夏
帆
、

大
野
隆
晴
、
河
村
京
葉
、
奥

秋
静
子
、
鎌
田
璃
子
、
原　

珠
希
、
坂
本
頼
武
、
東
井
咲

詠
、
河
村
燿
世
、
士
幌
町
中

央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
男
子
チ
ー
ム

体
育
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体

　

本
町
の
体
育
施
設
も
年
々
整

備
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）に
整

備
し
た
町
営
総
合
グ
ラ
ン
ド
の

陸
上
競
技
場
は
帯
広
市
を
除
く

管
内
町
村
初
の
第
三
種
公
認
グ

ラ
ン
ド
と
し
て
十
勝
管
内
の
各

種
競
技
大
会
、
記
録
会
等
が
長

年
に
わ
た
り
開
か
れ
て
き
た
。

５
年
ご
と
に
公
認
更
新
の
た
め
、

大
き
な
財
源
を
投
じ
て
整
備
管

理
に
努
め
、
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）で
５
回
の
公
認
更
新

を
行
っ
た
が
、
近
年
は
管
内
の

ほ
と
ん
ど
の
大
会
が
、
帯
広
の

森
に
で
き
た
陸
上
競
技
場
に
移

っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
公
認

競
技
場
と
し
て
の
価
値
が
薄
れ

て
き
た
。
２
０
０
１
年（
平
成

13
年
）度
で
造
成
後
30
年
と
な
り
、

次
の
公
認
更
新
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
町
で
は
こ
の
時
点
で
公

認
申
請
を
行
わ
ず
、
一
般
競
技

場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　

こ
の
間
全
道
青
年
大
会
を
は

じ
め
数
多
く
の
競
技
大
会
が
行

わ
れ
て
き
た
だ
け
に
残
念
で
は

あ
る
が
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
。

　

陸
上
競
技
場
と
と
も
に
総
合

グ
ラ
ン
ド
に
は
野
球
場
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
球
場
を
設
置
し
て
い

る
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
は

開
基
70
周
年
記
念
事
業
で
夜
間

照
明
設
備
を
整
備
し
、
ナ
イ
タ

ー
ソ
フ
ト
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
は

町
営
野
球
場
の
整
備（
ダ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、
観
覧
席
、
グ
ラ
ン
ド

芝
張
り
、
ネ
ッ
ト
裏
本
部
席
設

置
、
駐
車
場
舗
装
化
）を
図
っ

て
い
る
。

　

近
年
多
く
の
愛
好
者
が
行
う

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
施
設
と
し
て
、

中
央
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、
し
ほ
ろ
清
流
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
中
士
幌
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
下
居
辺
運
動
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
が
、
中

央
公
園
内
に
造
成
し
て
い
る
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
子
ど
も
の

遊
園
地
に
近
く
危
険
防
止
の
観

点
か
ら
使
用
し
な
い
こ
と
と
し

た
。

　

し
ほ
ろ
清
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
、１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

パークゴルフ
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た
も
の
で
、
二
面
の
コ
ー
ト
に

人
工
芝
と
特
殊
な
砂
が
敷
か
れ
、

明
る
く
広
い
施
設
で
愛
好
者
の

好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

同
年
12
月
14
日
、
同
施
設
で

記
念
交
流
会
が
開
か
れ
、
１
３

０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
冬
の

柔
ら
か
い
日
射
し
を
背
に
新
し

い
コ
ー
ト
の
感
触
を
楽
し
ん
で

い
た
。

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度

よ
り
睦
サ
ッ
カ
ー
場
が
整
備
さ

れ
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
士
幌
農
協

か
ら
借
用
し
て
い
た
が
、
２
０

０
５
年（
平
成
17
年
）に
サ
ッ
カ

ー
協
会
が
設
立
さ
れ
、
設
立
後

度
と
翌
年
度
で
音
更
川
河
川
敷

を
利
用
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
造
成
す
る
こ
と
に
な
り
94
年

に
18
ホ
ー
ル
と
ふ
れ
あ
い
広
場

を
造
成
、
95
年
度
で
更
に
18
ホ

ー
ル
の
造
成
工
事
と
芝
管
理
を

行
い
、１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

に
36
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ま
た
同
時
に
造
成
し
て
い
た

中
士
幌
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

も
18
ホ
ー
ル
完
成
し
、
同
年
５

月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

を
両
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
、
92
名

が
参
加
し
て
完
成
を
祝
っ
た
。

　

し
ほ
ろ
清
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

８
月
、
公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度

か
ら
行
政
改
革
の
一
貫
で
使
用

料
・
手
数
料
が
見
直
さ
れ
、
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
併
せ
、

し
ほ
ろ
清
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

も
有
料
化
さ
れ
た
が
、
有
料
に

伴
う
経
費
等
の
勘
案
、
健
康
に

対
す
る
有
益
を
考
慮
し
、
２
０

１
５
年（
平
成
27
年
）度
よ
り
無

料
化
さ
れ
た
。

　

な
お
、
清
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

８
月
の
相
次
ぐ
台
風
に
よ
り
冠

水
・
土
砂
の
流
入
に
よ
り
使
用

不
能
と
な
り
、
河
川
敷
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
使
用
を
止
め
、
代

わ
り
に
、
２
０
１
８
年（
平
成

30
年
）か
ら
翌
年
の
２
か
年
に

か
け
て
総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
拡
張
再
整
備
を
行

っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
町
内
に
は
私
設
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
旧
佐
倉
小
学
校
に
18
ホ

ー
ル
と
旧
北
中
音
更
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
に
雪
中
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

18
ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
愛
好
者

が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は
、
協
会

内
に
指
導
員
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
置
き
愛
好
者
の
普
及
・
振
興

に
当
た
っ
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
町
内
各

地
に
屋
外
コ
ー
ト
を
設
け
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
冬
期

間
の
コ
ー
ト
確
保
の
た
め
、
１

９
８
９
年（
平
成
元
年
）屋
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
中
央
公
園
に

建
設
し
、
隣
接
の
柔
剣
道
場
に

も
コ
ー
ト
を
造
り
合
わ
せ
て
利

用
し
て
き
た
。

　

福
祉
村
構
想
に
よ
る
病
院
等

の
建
設
で
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
が
病
院
等
施
設
の
建
設
予
定

地
と
な
り
、
同
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
移
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）８
月

か
ら
旧
柔
剣
道
場
を
解
体
し
、

そ
の
跡
地
に
移
転
工
事
を
行
っ

は
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
士
幌
農
協

よ
り
借
用
、
町
に
対
し
サ
ッ
カ

ー
協
会
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、
睦
サ
ッ
カ
ー
場
の
管
理
を

町
と
協
会
で
担
う
こ
と
と
な
り
、

ネ
ッ
ト
の
設
置
・
水
道
敷
設
が

行
わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

の
町
有
社
会
体
育
施
設
の
使
用

状
況
は
表‒

２
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
は
、

町
あ
る
い
は
団
体
が
主
催
し
て

行
い
、
特
に
多
く
の
団
体
は
町

体
育
連
盟
に
所
属
し
て
、
種
目

ご
と
の
底
辺
の
拡
大
や
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
努
め
て
い
る
。

　

歴
史
の
長
い
軟
式
野
球
連
盟

の
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
を
は
じ
め

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
長
期
リ
ー
グ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
加
盟
チ
ー
ム
に
よ
る

優
勝
争
い
が
毎
年
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
団
体

が
年
間
行
事
を
計
画
し
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）士

幌
町
体
育
連
盟
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
た
。
終
戦
後
、
ま
だ
悪

夢
が
覚
め
き
ら
な
い
１
９
４
７

年（
昭
和
22
年
）に
陸
上
競
技
協

会
を
軸
に
７
競
技
部
、
５
地
区

社会体育施設利用状況
（表－２）� （令和２年度）

施　　　設　　　名 利用
回数

利用
人員

総合研修
センター

すこやか体育館

ア リ ー ナ 1,010 19,409

研 修 室 379 3,203

武 道 館 168 2,533

計 1,557 25,145

施　　　設　　　名 利　用　期　間

総合運動公園

野 球 場 5/30 ～ 10/18

多 目 的 広 場 5/30 ～ 11/1

陸 上 競 技 場 5/30 ～ 10/31

パ ー ク ゴ
ル フ 場 5/30 ～ 11/1 ※ 1

中士幌の森パークゴルフ場 5/30 ～ 11/8

農村運動公園

野 球 場 5/30 ～ 10/4

ス ケ ー ト
リ ン ク 12/27 ～ 2/15

町民プール 6/15 ～ 9/10 ※ 2

屋内ゲートボール場 6/1 ～ 3/31

睦サッカー場 5/30 ～ 10/3

※1　芝生の補修を行うためC・Dコースのみ9/7から閉鎖
※2　今年度より株式会社オカモトによる指定管理による運営
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令
２
）／
渡
辺
睦
実（
令
３
～
現

在
）

 

▽
士
幌
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長

　

角
田
富
夫（
現
在
）

 

▽
士
幌
町
ラ
ジ
オ
体
操
会
会
長

　

佐
藤
昭
雄（
現
在
）

長
で
あ
る
稲
葉
正
志
は
２
０
０

７
年（
平
成
19
年
）４
月
に
士
幌

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
に

就
任
、２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

４
月
に
は
、
十
勝
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
副
会
長
、
そ
の
後
２
０

１
７
年（
平
成
29
年
）４
月
か
ら

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）３
月

ま
で
十
勝
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競

技
の
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
か

ら
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）10

月
北
海
道
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

会
長
よ
り「
功
労
賞
」を
受
賞
し

て
い
る
。

▽
士
幌
町
体
育
連
盟
会
長

　

古
田
雪
次（
平
３
～
10
）／
鎌

田
知
侑（
平
11
～
14
）／
小
松
繁

雄（
平
15
～
18
）／
宮
部
正
彦（
平

19
～
20
）／
飯
島　

勝（
平
21
～

支
部
の
組
織
で
初
代
会
長
は
石

塚
良
寛
が
務
め
た
。

　

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
体
育

連
盟
は
１
９
９
７
年（
平
成
９

年
）町
の
体
育
事
業
と
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
記
録
を
一
冊
に
ま
と

め
た
記
念
誌「
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」

を
発
行
、
同
年
11
月
25
日
は
関

係
者
多
数
が
総
研
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
出
版
記
念
祝
賀
会
を

盛
大
に
開
い
た
。
町
体
育
連
盟

は
、
ス
ポ
ー
ツ
技
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
住
民
皆
ス
ポ

ー
ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ

す
町
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
町

内
の
17
競
技
団
体
が
加
盟
し
て

い
た
が
、
弓
道
連
盟
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
が
休
部
と
な

り
、
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）

４
月
現
在
、
加
盟
14
団
体
、
総

会
員
数
５
８
４
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　

体
育
連
盟
加
盟
団
体
は
表
の

と
お
り
で
、
士
幌
町
ラ
ジ
オ
体

操
会
も
早
く
か
ら
組
織
さ
れ
活

動
し
て
い
る
が
体
連
に
は
所
属

し
て
い
な
い
。（
表‒

３
参
照
）

　

ラ
ジ
オ
体
操
会
は
児
童
か
ら

職
場
ま
で
広
く
普
及
し
指
導
員

を
置
い
て
活
躍
し
て
い
る
が
、

士
幌
小
学
校
の
児
童
が
十
勝
大

会
で
毎
年
の
よ
う
に
優
秀
な
成

績
を
納
め
て
い
る
ほ
か
、
多
く

の
指
導
者
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
普

及
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
関
係
機
関
等
か
ら
の

表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
前
会

士幌町体育連盟加盟団体
表－３� 令和３年４月現在

団　体　名 会員数 代表者名

陸上競技協会 １７ 山下博司

軟式野球連盟 ２１０ 時光宏三

柔道連盟 １５ 加納三司

剣道連盟 ２１ 伊藤健蔵

サッカー協会 ２０ 森本真隆

バレーボール協会 １２ 高橋良浩

卓球協会 ２２ 西 山 進

アイスホッケークラブ ２０ 樋口豊司

スキー連盟 ２９ 市原照義

スケート協会 ２７ 三塚雅人

ミニバレー協会 ４３ 古川幸郎

パークゴルフ協会 ６７ 富田忠雄

ゲートボール協会 ６９ 角田富夫

トランポリン
スポーツクラブ １２ 鵜澤和郎

計１４団体 ５８４

その他の体育団体　（令和３年４月現在）

団体名 会員数 設立年 代表者名

ラジオ体操会 22 個人 2
団体 平成９年 佐藤昭雄

３
、
青
年
・
女
性
団
体

連
合
青
年
団

　

士
幌
町
連
合
青
年
団
は
５
単

位
団
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
川

西
青
年
団
が
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）度
に
休
団
、
２
０
０

２
年（
平
成
14
年
）度
に
東
部
青

年
団
が
休
団
、
２
０
０
５
年（
平

成
17
年
）度
に
北
星
青
年
団
が

休
団
し
、
２
０
２
０
年（
令
和

２
年
）現
在
は
農
村
部
２
単
位

団
で
構
成
さ
れ
団
員
数
27
人
と

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
市
街

地
に
単
位
団
は
な
く
、
数
人
の

青
年
が
他
の
単
位
団
に
加
入
し

て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
30
年

前
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
団

員
を
有
し
て
い
た
が
、
少
子
化

等
の
影
響
も
あ
り
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
る
。

　

し
か
し
団
活
動
は
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、
毎
年
行
っ
て
い

る
青
年
祭
や
夏
季
、
冬
季
の
各

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
更
に
十
勝
青

年
大
会
、
全
道
青
年
大
会
等
を

通
じ
た
内
外
交
流
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
き
た
。
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）に
は
第
47
回

全
道
青
年
大
会
を
本
町
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
開
催
し
た
。
大

会
の
前
夜
祭
は
全
団
員
が
大
会

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
企
画
し
た
交

連合青年団創立60周年記念式典
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歓
会
を
盛
り
上
げ
、
全
道
各
青

年
団
と
の
交
流
を
成
功
さ
せ
た
。

　

青
年
大
会
で
は
毎
年「
ス
ポ

ー
ツ
の
集
い
」「
文
化
の
集
い
」

に
多
く
の
種
目
を
出
場
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
成
績
で
全
道

大
会
に
駒
を
進
め
る
種
目
も
多

い
が
、
士
幌
町
で
開
催
し
た
第

47
回
全
道
青
年
大
会
で
は
、
全

道
の
勤
労
青
年
17
団
体
６
７
４

人
が
９
競
技
に
挑
み
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
士
幌
町
か
ら
も
３

競
技
に
出
場
し
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
優
勝
、
陸
上
競
技
女

子
走
り
高
跳
び
で
小
野
原
成
喜

子
が
２
位
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

全
国
大
会
の
出
場
を
果
た
し
た
。

小
野
原
成
喜
子
は
同
年
11
月
東

京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
も

見
事
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

な
お
、
町
内
を
は
じ
め
他
の

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
役
場

青
年
婦
人
部
や
上
士
幌
青
年
会

と
の
交
流
も
行
っ
た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）に

創
立
40
周
年
を
迎
え
、
記
念
誌

「
和
」を
発
行
す
る
と
共
に
同
年

12
月
13
日
、
創
立
40
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
た
。
２
０
０
８

年（
平
成
20
年
）に
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
美

濃
市
産
業
祭
へ
団
員
16
人
が
参

加
、
各
団
員
が
育
て
た
野
菜
や

牛
肉
で
作
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
の
販
売
等
を
行
っ
た
。
同
年

12
月
21
日
に
式
典
祝
賀
会
を
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
約

１
２
０
人
の
関
係
者
が
出
席
し

た
。
翌
年
３
月
、
創
立
50
周
年

記
念
誌「
友
情
」を
発
行
。

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）に

は
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
12

月
22
日
に
記
念
式
典
を
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
約
90
人

の
関
係
者
が
出
席
し
、
歴
代
団

長
へ
の
感
謝
状
授
与
等
が
行
わ

れ
、
翌
年
４
月
に
創
立
60
周
年

記
念
誌「
絆
」が
発
行
さ
れ
た
。

▽
士
幌
町
連
合
青
年
団
長（
平

成
３
年
度
以
降
）

　

平
３
／
岡
田
智
明
、
平
５
／

森
本
真
隆
、
平
７
／
國
井
浩
樹
、

平
８
／
東
井
尚
輝
、
平
９
／
岡

部
真
吾
、
平
10
／
鎌
田
知
昇
、

平
11
／
伊
賀
勝
彦
、
平
12
／
篠

原
真
人
、
平
13
／
瀬
口
真
宏
、

平
14
／
久
保
田
裕
一
、
平
15
／

成
田
哲
也
、
平
16
／
髙
橋
裕
幸
、

平
17
／
棚
橋
伸
泰
、
平
18
／
長

屋
博
之
、
平
19
／
早
坂
直
浩
、

平
20
／
加
納
大
輝
、
平
21
／
小

川
貴
道
、
平
22
／
大
野
晃
康
、

平
23
／
山
田
貴
博
、
平
24
／
石

水　

諒
、
平
25
／
田
中
佑
典
、

平
26
／
市
原
龍
一
、
平
27
／
森

本
昌
樹
、
平
28
／
河
村
拓
也
、

平
29
／
飯
沼
一
憲
、
平
30
／
岡

本
健
吾
、
令
元
／
藤
内
智
也
、

令
２
／
大
野
文
也

▽
単
位
組
織
青
年
団（
令
和
２

年
現
在
）

　

南
青
年
団　
　
　

21
人　
　

団
長　

井
尾
啓
暉

　

上
居
辺
青
年
団　

６
人　
　

団
長　

な
し

女性まつり

婦
連
協
か
ら
女
性
連
へ

　

女
性
組
織
の
活
動
は
、
戦
後

間
も
な
く
か
ら
始
ま
り
、
士
幌

町
に
お
い
て
も
１
９
５
３
年（
昭

和
38
年
）婦
人
団
体
が
組
織
化

さ
れ
て
今
日
ま
で
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
女
性
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
わ
る
中
、
女
性

の
権
利
や
地
位
向
上
の
た
め
年
々

活
動
も
活
発
化
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　

女
性
連
の
活
動
は
、
単
に
会

員
の
親
睦
、
地
位
向
上
に
と
ど

ま
ら
ず
町
内
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

消
費
者
活
動
な
ど
町
づ
く
り
推

進
の
一
翼
も
担
い
町
政
執
行
の

支
え
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）で

満
40
年
を
迎
え
た
士
幌
町
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
は
、
同
年
12

月
７
日
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で

創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
、

功
労
者
表
彰
等
の
後
、
婦
人
団

体
か
ら
女
性
団
体
へ
の
改
名
を

決
議
、
こ
れ
ま
で
の
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
か
ら「
士
幌
町
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
」（
略
称
・

女
性
連
）へ
と
衣
替
え
し
た
。

こ
れ
は
道
婦
連
の
名
称
変
更
に

伴
う
も
の
で
、
よ
り
幅
広
い
女

性
の
社
会
参
画
を
図
る
意
味
も

こ
め
て
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

式
典
は
一
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
女
優
の
松
島
ト
モ
子
を

講
師
に
記
念
講
演「
ト
モ
子
の

幸
せ
論
・
多
く
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
の
な
か
で
！
」と
不
要

品
販
売
・
一
坪
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）３
月
、

創
立
40
周
年
記
念
誌「
葦
」を
発

行
し
た
。

　

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）12

月
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
、

同
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
女
性
大
会
に
20
名
の
会
員
が

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年

３
月
に
50
周
年
記
念
誌「
蘆
」が

発
行
さ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）12

月
に
は
、
創
立
60
周
年
記
念『
し

ほ
ろ
女
性
ま
つ
り
』を「
人
づ
く

り
は
家
庭
か
ら
」を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
。
当
日
は
、
札
幌
大

学
客
員
教
授
中
田
美
和
子
氏
の

「
女
性
が
輝
く
た
め
に
」と
題
し

て
の
講
演
、
一
坪
シ
ョ
ッ
プ
、

士
幌
高
校
の
特
産
品
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
翌
年
３

月
に
は
、
60
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
と
し
て
帯
広
三
条
高
校
合
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唱
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
が
来
場

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
毎
年
、
女
性
ま
つ

り
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
北
部

３
町
国
内
研
修
等
が
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

女
性
連
は
40
周
年
当
時
、
町

内
４
つ
の
単
位
女
性
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
た
。

▽
士
幌
町
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
長

　

平
２
～
10
／
和
田
良
子
、
平

11
～
13
／
菱
沼
美
和
子
、
平
14

～
15
／
白
木
美
恵
子
、
平
16
～

現
在
／
大
西
廉
子　

単
位
女
性
団
体

　

単
位
団
体
で
は
連
絡
協
議
会

の
事
業
計
画
に
よ
る
活
動
の
ほ

か
独
自
の
事
業
も
取
り
上
げ
積

極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

商
工
会
女
性
部
は
１
９
６
９

年（
昭
和
44
年
）の
結
成
で
満
50

年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
２
０

２
０
年（
令
和
２
年
）現
在
の
会

員
数
は
32
人
で
商
工
会
の
内
部

組
織
と
し
て
、
女
性
の
特
性
を

生
か
し
、
組
織
内
外
の
か
け
橋

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
の
ま
つ
り
、

イ
ベ
ン
ト
へ
は
女
性
連
と
し
て

の
協
力
以
外
に
商
工
会
女
性
部

と
し
て
売
店
を
出
し
活
動
資
金

の
捻
出
も
図
っ
て
い
る
。

　

主
な
事
業
は
花
壇
設
置
事
業

と
し
て
毎
年
４
～
５
百
本
の
花

苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
商

店
街
に
設
置
し
て
き
た
。
こ
の

事
業
で
１
９
９
４
年（
平
成
６

年
）に
町
の
善
行
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

特
養
ホ
ー
ム
花
壇
の
花
植
え
、

オ
ム
ツ
た
た
み
、
独
居
老
人
昼

食
会
等
を
行
い
、
交
通
安
全
運

動
と
し
て
マ
ス
コ
ッ
ト「
愛
の
鈴
」

を
手
作
り
し
毎
年
四
百
個
程
を

幼
児
や
新
入
学
生（
小
１
）に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
の
ま
つ
り
、

イ
ベ
ン
ト
へ
は
女
性
連
と
し
て

の
協
力
以
外
に
商
工
会
女
性
部

と
し
て
売
店
を
出
し
活
動
資
金

の
捻
出
も
図
っ
て
い
る
。

▽
商
工
会
女
性
部
部
長　
　

　

昭
59
～
平
13
／
谷
本
幸
枝
、

平
14
～
18
／
鈴
木
久
子
、
平
19

～
20
／
浅
野
幸
子
、
平
21
～
24

／
加
藤
弘
子
、
平
25
～
28
／
森

　

悦
子
、
平
29
～
令
２
／
末
永

美
津
代
、
令
３
～
現
在
／
岡
崎

睦
子

　

西
町
公
民
館
女
性
部
は
、
西

町
地
区（
い
こ
い
、
平
原
、
平

原
第
一
、
松
並
）全
戸
の
女
性

が
会
員
と
な
り
１
９
８
１
年（
昭

和
56
年
）に
結
成
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
を
置
き
積
極
的
に

活
動
し
た
ほ
か
、
地
区
公
民
館

事
業
へ
の
参
加
協
力
、
特
に
長

く
続
け
て
い
る
西
町
七
夕
ま
つ

り
で
は
企
画
か
ら
参
加
し
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）同
ま

つ
り
は
地
区
の
事
情
で
休
止
と

な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
親
子
研
修

旅
行
、
地
区
環
境
整
備
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　

中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会
は
、

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）地
元

の
希
望
者
を
中
心
に
親
睦
と
教

養
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
結
成

し
た
。

　

結
成
後
60
年
以
上
の
活
動
歴

を
誇
る
同
会
の
会
員
は
８
人
で

会
員
の
親
睦
旅
行
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
等
地
区
環
境
整
備
、
交
通

安
全
防
止
活
動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
地
区
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
協
力
が
主
な
活
動
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
時
期
婦
連
協（
女
性
連
）か

ら
離
れ
た
が
１
９
８
２
年（
昭

和
57
年
）に
再
加
入
し
て
い
る
。

▽
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会
会

長　
　

　

平
11
～
13
／
田
村
ト
ク
、
平

14
～
16
／
白
木
美
恵
子
、
平
17

～
現
在
／
大
西
廉
子

　

町
内
で
初
め
て
組
織
さ
れ
た

女
性
団
体
は
、
士
幌
農
協
婦
人

部（
Ｊ
Ａ
女
性
部
）で
１
９
５
３

年（
昭
和
28
年
）の
結
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

農
協
青
年
部
と
共
に
陰
か
ら

士
幌
農
協
を
支
え
る
組
織
と
し

て
長
年
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

農
村
女
性
の
地
位
向
上
や
食

生
活
の
改
善
、
家
族
の
健
康
管

理
な
ど
農
村
地
区
女
性
の
共
通

の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
活

動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
が
、
近

年
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
助
け
合

い
運
動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

み
ま
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
環
境
面
に

も
力
を
入
れ
た
活
動
が
目
立
っ

て
い
る
。

　

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）１

月
に
創
立
60
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
部
員
・
来
賓
約
３
２

０
人
が
出
席
し
節
目
を
祝
い
、

３
月
に
創
立
60
周
年
記
念
誌「
輝

き
」を
発
行
し
た
。

会
員
数
は
約
３
４
０
人
で
、
一

般
部
員
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ（
若

妻
）部
員
と
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス（
金

令
層
）部
員
の
三
部
制
を
と
り
、

更
に
地
区
ご
と
に
支
部（
９
支
部
）

を
置
い
て
活
動
し
て
い
る
。

▽
Ｊ
Ａ
女
性
部
部
長　
　

　

平
12
～
13
／
河
江
依
子
、
平

14
～
15
／
庄
司
光
恵
、
平
16
～

17
／
出
村
成
子
、
平
18
～
19
／

瀬
戸
真
知
子
、
平
20
～
21
／
西

部
光
子
、
平
22
～
23
／
堀
部
ひ

ふ
み
、
平
24
～
25
／
岡
田
栄
子
、

平
26
／
森
本
昭
代
、
平
27
～
28

／
市
原
真
理
、
平
29
～
30
／
太

田
小
枝
子
、
令
元
～
２
／
河
田

三
紀　

令
３
～
現
在
／
曽
我
礼

子
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１
、
文
化
活
動

広
が
る
文
化
活
動

「
文
化
の
殿
堂
」総
合
研
修
施
設

の
完
成
と
と
も
に
町
民
の
文
化

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。
文
化
の
日

（
11
月
３
日
）を
中
心
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
文
化
祭
は
、
２
０

０
５
年（
平
成
17
年
）度
ま
で
は

盛
況
で
出
品
者
数
、
出
品
点
数

も
多
か
っ
た
が
、
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）度
以
降
は
固
定
化

し
、
各
賞
も
授
与
し
て
い
な
い
。

（
表‒

１
参
照
）

　

各
種
別
と
も
優
れ
た
作
品
も

多
く
、
こ
れ
が
素
人
の
作
品
か

と
目
を
見
張
る
も
の
も
あ
る
。

出
品
作
品
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た

作
品
に
文
化
祭
大
賞
な
ど
を
は

じ
め
多
く
の
賞
を
２
０
０
５
年

第三章  文　化

（
平
成
17
年
）度
ま
で
授
与
し
て

い
た
。
各
賞
授
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（
平
成
３
年
度
以
降
）

○
文
化
祭
奨
励
賞

　

平
３
／
林　

一
郎
、
平
４
／

陶
夢
の
会（
陶
芸
）、
平
５
／
但

田
康
宏
、
平
６
／
後
藤
ツ
ウ
、

平
７
／
市
原
ミ
エ
子
、
平
８
／

小
林
文
枝
、
平
９
／
後
藤
ヨ
シ
、

平
10
／
市
原
哲
治
、
平
11
／
杉

田
良
二
、
平
12
／
灘
本
千
佐
子
、

平
13
／
鈴
木
イ
ト
エ
、
平
14
／

小
野
静
枝
、
平
17
／
鎌
田
俊
夫
、

成
瀬
定
夫
、
田
中
し
づ
の

○
公
民
館
長
賞

　

平
３
／
士
幌
第
二
書
道
会
、

平
４
／
東
洋
書
道
会
、
平
５
／

絵
画
サ
ー
ク
ル
木
葉
の
会
、
平

６
／
及
川
清
武
、
平
７
／
野
沢

　

隆
、
平
８
／
岩
隈
留
里
子
、

平
９
／
中
士
幌
陶
芸
サ
ー
ク
ル
、

平
10
／
小
柳　

恒
、
平
11
／
太

田
豊
恵
、
平
12
／
堀　

醇
、

平
13
／
河
村
富
美
子
、
平
14
／

三
上
由
一　

○
文
化
協
会
長
賞

　

平
６
／
木
谷
隆
彦
、
平
７
／

加
納
友
芳
、
平
８
／
山
平
博
子
、

平
９
／
高
橋
冨
男
、
平
10
／
仙

石　

勲
、
平
11
／
小
原
流（
代

表　

藤
井
由
美
）、
平
12
／
菊

文化祭

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化祭出陳点数�

年度 手芸 石工 木工 生花 俳句 短歌 川柳 絵画 写真 書道 菊花 盆栽 陶芸 こども園 小学生 中学生 高校生 絵手紙 ドライ
フラワー その他 計

1990
（H２年） 206 44 13 36 24 23 24 76 225 100 359 100 52 1,282

1999
（H11年） 43 83 10 24 7 13 25 110 194 185 358 36 80 83 153 1,404

2009
（H21年） 117 109 49 9 12 15 65 114 186 54 219 50 103 23 1,125

2019
（R元年） 198 120 26 4 4 3 10 25 41 27 9 191 167 192 82 5 109 31 1,244
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地　

毅
、
平
13
／
森
本
英
子
、

平
14
／
森
本
素
代

○
教
育
委
員
長
賞

　

平
６
／
山
内
松
子
、
平
７
／

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
彩
の
会
、
平

８
／
三
輪
嘉
一
、
平
９
／
大
野

憲
光
、
平
10
／
小
村
利
男
、
平

11
／
上
野　

清
、
平
12
／
道
端

綾
子
、
平
13
／
遠
藤
文
江
、
平

14
／
吉
川
洋
子

○
特
別
賞

　

平
６
／
篠
原
春
茂
、
佐
藤
吾

一
、
む
ら
さ
き
短
歌
会
、
平
７

／
西
島
一
馬
、
船
戸
つ
ぎ
子
、

山
岸
き
ぬ
、
平
８
／
田
中
し
づ

の
、
丹
野
正
行
、
河
合
松
夫
、

沓
澤　

清
、
平
９
／
玉
田
哲
男
、

斉
藤　

実
、
松
浦
健
作
、
平
10

／
津
田
浩
治
、
平
田
由
紀
江
、

士
幌
高
校
Ｏ
Ｂ
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
の
会
、
平
11
／
森　

悦
子
、

萩　

静
江
、
平
12
／
三
上
末
春
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
愛
風
苑
、
平
13
／

小
林
み
ね
、
中
島
三
雄
、
成
瀬

定
夫
、
平
14
／
福
原
良
子
、
大

平
菊
子
、
花
舞
会
、
平
15
／
大

野
憲
光
、
後
藤
長
八
、
士
幌
陶

芸
サ
ー
ク
ル
、
柏
樹
大
学
・
大

学
院
書
道
ク
ラ
ブ
、
平
16
／
山

岸　

勝
、
寺
田
晴
美
、
伊
藤
正

子
、
大
平
菊
子
、
平
17
／
福
士

慎
也
、
井
上
二
三
夫
、
増
田
喜

美○
文
化
祭
大
賞

　

平
15
／
原　

高
義
、
平
16
／

大
野
憲
光
、
平
17
／
池
本
晃
子

　

豊
か
な
人
間
性
を
養
う
た
め

に
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
文
化
活
動

に
対
す
る
指
導
者
の
発
掘
養
成

や
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
な

ど
で
よ
り
幅
広
い
文
化
活
動
が

期
待
さ
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
が

幅
広
く
芸
術
文
化
に
接
す
る
機

会
を
つ
く
る
た
め
、
中
央
か
ら

文
化
人
、
文
化
団
体
を
招
い
て

鑑
賞
の
場
を
設
定
し
て
い
る
が
、

特
に
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
後
は
回
数
も
増
え
国
際

的
な
文
化
交
流
に
ま
で
発
展
し

て
い
る
。

◎「
総
研
」オ
ー
プ
ン
以
降
開
催

さ
れ
た
主
な
芸
術
観
賞
会
等

▽
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

　

劇
団「
現
代
座
」公
演（
４
月

９
日
）／
天
満
敦
子
ピ
ア
ノ
ト

リ
オ（
７
月
１
日
）／
劇
団「
前

進
座
」公
演（
７
月
19
日
）／
中

田
久
美
ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
総
研

落
成
式
～
バ
レ
ー
教
室
）（
８
月

30
日
）／
小
森
谷
巧
デ
ュ
オ
リ

サ
イ
タ
ル（
10
月
２
日
）／
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
芸
術
の
集
い（
11
月
12
日
）

／
テ
レ
ビ
公
開
録
画「
ふ
る
さ

と
愉
快
亭
」（
２
月
16
日
）

▽
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度

　

渡
部
麗
子「
み
ん
な
の
コ
ン

サ
ー
ト
」（
７
月
11
日
）／
ブ
ル

ッ
ク
ナ
ー
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首

席
奏
者
室
内
楽（
７
月
15
日
）／

劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
公
演「
へ
っ
こ

き
あ
ね
さ
が
よ
め
に
き
て
」（
９

月
８
日
）／
川
島
保
徳「
民
謡
語

り
口
演
会
」（
９
月
12
日
）／「
横

浜
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
合
奏
団
」公

演（
９
月
16
日
）／
文
化
講
演
会

「
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
」

（
11
月
８
日
）／
成
人
の
集
い「
フ

ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」（
１
月
15

日
）／
人
形
劇
団「
ひ
と
み
座
」

公
演（
２
月
７
日
）

▽
１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）度

　

民
族
舞
踊
団「
こ
ぶ
し
座
」公

演（
６
月
26
日
）／
米
国
留
学
生

交
流
演
奏
会（
６
月
29
日
）／
出

前
落
語
大
演
芸
会「
東
家
夢
助
・

鴎
家
津
都
夢
」（
８
月
28
日
）／

「
福
井
良
」ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

（
９
月
７
日
）／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（
９
月
25
日
）

／
管
内
郷
土
芸
術
祭
邦
楽
邦
舞

発
表
会（
11
月
10
日
）／
文
化
講

演
会「
正
司
歌
江
」（
11
月
12
日
）

／「
ロ
ス
・
ラ
テ
ィ
ー
ノ
ス
」歌

謡
コ
ン
サ
ー
ト（
２
月
８
日
）

▽
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

シ
ョ
パ
ン
の
夕
べ
・
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト（
５
月
24
日
）／
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
・
ク
ア
ル
テ
ッ
ト
演

奏
会（
６
月
26
日
）／
演
劇
公
演

「
再
会
」（
９
月
９
日
）／
劇
団「
影

ぼ
う
し
」公
演（
10
月
19
日
）／

文
化
講
演
会「
京　

唄
子
」（
11

月
７
日
）／
北
電
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト「
札
幌
交
響
楽
団
」

（
11
月
16
日
）／
婦
人
ま
つ
り
講

演
会「
松
島
ト
モ
コ
」（
12
月
７
日
）

▽
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）劇
団
さ

っ
ぽ
ろ「
の
ん
び
り
転
校
生
」（
９

月
30
日
）／
児
童
公
演（
中
学
生
）

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト「
三
人
の
会
」

（
９
月
16
日
）／
文
化
講
演
会「
大

村　

崑
」（
11
月
５
日
）／
伝
承

事
業「
ラ
イ
ブ
昔
ば
な
し
」（
12

月
13
日
）

▽
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）劇
団
み

ん
わ
座「
影
絵
人
形
劇
」（
９
月

30
日
）／
児
童
公
演（
中
学
生
）

劇
団
は
る
か「
杜
子
春
」（
９
月

４
日
）／
児
童
公
演（
高
校
生
）

劇
団
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

（
７
月
22
日
）／
能
・
狂
言
公
演

（
６
月
29
日
）／
リ
ン
ツ
・
木
管

ゾ
リ
ス
テ
ン（
７
月
21
日
）／
美

濃
市
姉
妹
都
市
交
流
事
業「
入

船
亭
扇
冶
落
語
公
演
」（
９
月
14

日
）／
文
化
講
演
会「
牟
田
悌
三
」

（
11
月
５
日
）

▽
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）コ
ン
チ

ェ
ル
ト
・
フ
ロ
イ
デ（
６
月
26
日
）

／
児
童
公
演（
中
学
生
）劇
団
風

の
子「
お
れ
が
あ
い
つ
で
あ
い

つ
が
お
れ
」（
９
月
６
日
）／
児

童
公
演（
高
校
生
）劇
団
ト
ム
シ

ア
タ
ー「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」（
７

月
20
日
）／
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演

奏
会（
８
月
３
日
）／
横
浜
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
合
奏
団
演
奏
会（
９

月
15
日
）／
文
化
講
演
会「
人
生

そ
の
時
々
を
大
切
に
」八
名
信

夫（
11
月
16
日
）／
町
民
音
楽
の

つ
ど
い（
11
月
18
日
）

▽
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）劇
団
さ

っ
ぽ
ろ「
や
ま
ん
ば
の
に
し
き
」

（
７
月
10
日
）／
児
童
公
演（
中

学
生
）日
本
合
唱
協
会　

日
照

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
９
月

３
日
）／
児
童
公
演（
高
校
生
）

劇
団
さ
っ
ぽ
ろ「
あ
ら
し
の
よ

る
に
」（
７
月
20
日
）／
ロ
シ
ア

民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演（
９

月
24
日
）／
シ
ホ
ロ
お
と
わ
の

祭
り（
11
月
24
日
）／
深
山
尚
久
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル（
３

月
７
日
）

▽
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）民
族
歌

舞
団
こ
ぶ
し
座「
江
良
杵
振
り
舞
」

他
六
曲（
７
月
８
日
）／
児
童
公

演（
中
学
生
）日
本
演
劇
集
団　

日
照
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
９

月
13
日
）／
児
童
公
演（
高
校
生
）

映
画
鑑
賞「
あ
か
ね
色
の
空
を

見
た
よ
」（
９
月
25
日
）／
北
見

吹
奏
楽
団（
７
月
21
日
）／
志
茂

田
影
樹
読
み
聞
か
せ
会（
８
月

27
日
）／
新
田
親
子
三
味
線
ラ

イ
ブ（
11
月
19
日
）

▽
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）影
絵
人

形
劇　

劇
団
み
ん
わ
座「
と
べ

な
い
ホ
タ
ル
」「
だ
る
ま
夜
話
」「
八

郎
太
郎
物
語（
９
月
１
日
）／
児

童
公
演（
中
学
生
）演
劇　

劇
団

め
組「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」（
９
月

３
日
）／
中
央
中
学
校
吹
奏
楽

部
コ
ン
サ
ー
ト（
10
月
18
日
）／

香
田　

晋
コ
ン
サ
ー
ト（
11
月

６
日
）／
映
画
鑑
賞
会「
も
も
子

か
え
る
の
う
た
が
き
こ
え
る
よ
」

（
１
月
31
日
）

▽
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
）ジ
ャ
ン
・

ジ
ェ
ン
・
ホ
ワ
と
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

（
６
月
21
日
）／
児
童
公
演（
中

学
生
・
一
般
）日
本
合
唱
協
会

コ
ン
サ
ー
ト（
９
月
６
日
）／
美

濃
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル（
10

月
10
日
）／
中
央
中
学
校
吹
奏

楽
部
コ
ン
サ
ー
ト（
10
月
23
日
）

／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組「
に
っ
ぽ

ん
愉
快
家
族
」収
録（
11
月
14
日
）

／
小
椋
家　

渡
道
百
周
年
記
念

事
業「
神
田
山
陽
独
演
会
」（
８

月
16
日
）

▽
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）度

　

児
童
公
演（
小
学
生
・
一
般
）

児
童
劇「
モ
モ
と
時
間
ど
ろ
ぼ
う
」

（
７
月
11
日
）／
児
童
公
演（
中

学
生
・
一
般
）演
劇「
君
た
ち
は

ど
う
生
き
る
か
」（
９
月
12
日
）

／
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ
ブ　

イ
ン　

シ
ホ
ロ（
９
月
３
日
）／

中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ

ー
ト（
10
月
22
日
）

▽
２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
児
童
・
一
般
）

「
夜
回
り
先
生
」水
谷　

修
講
演

会（
５
月
10
日
）／
児
童
生
徒
公

演（
中
学
生
）ハ
ー
ト
音
楽
院
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト（
９

月
７
日
）／
児
童
生
徒
公
演（
小

学
生
・
一
般
）劇
団
わ
ら
び
座

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
銀
河
鉄
道

の
夜
」（
10
月
５
日
）／
加
門　

亮
コ
ン
サ
ー
ト（
６
月
18
日
）／

民
族
歌
舞
団
花
こ
ま
車
人
形「
さ

ん
し
ょ
う
太
夫
」（
６
月
23
日
）

／
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト（
10
月
28
日
）／
十
勝
地

区
高
等
学
校
音
楽
教
育
研
究
会

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト（
２
月

10
日
）

▽
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
小
学
生
）劇

団
わ
ら
び
座　
「
笛
じ
い
ち
ゃ

ん
と
ボ
ク
の
宇
宙
」（
８
月
31
日
）

／
児
童
生
徒
公
演（
中
学
生
）劇

団
風
の
子
北
海
道「
な
る
ほ
堂

も
の
が
た
り
」（
９
月
12
日
）／

ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
コ
ン
サ
ー

ト（
５
月
12
日
）／
劇
団
虹
っ
子

「
風
の
童
子
」（
９
月
15
日
）／
中

央
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー

ト（
10
月
20
日
）／
パ
フ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
12
月
16
日
）

／
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト（
２

月
２
日
）／
民
族
歌
舞
団
こ
ぶ

し
座
公
演（
２
月
28
日
）

▽
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
中
学
生
・

一
般
）劇
団
風
の
子「
ぼ
く
の
な

か
の
ぼ
く
」（
９
月
10
日
）／
児

童
生
徒
公
演（
小
学
生
）北
海
道

人
形
劇
協
会「
し
り
た
が
り
や

の
ぞ
う
さ
ん
」他（
10
月
７
日
）

／
ほ
く
で
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト（
６
月
14
日
）／
中
央
中

学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

（
10
月
25
日
）

▽
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
中
学
生
・

一
般
）ひ
の
き
屋
ラ
イ
ブ「
プ
ト

ヴ
ァ
ー
ニ
ェ（
旅
）」（
９
月
４
日
）

／
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト（
11
月
７
日
）

▽
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
小
学
生
）劇

団
民
話
芸
術
座「
河
童
の
笛
」（
８

月
31
日
）／
児
童
生
徒
公
演（
中

学
生
・
一
般
）劇
団
虹
っ
子「
花

咲
き
山
は
花
ざ
か
り
」（
９
月
６

日
）／
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

コ
ン
サ
ー
ト（
10
月
23
日
）

▽
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）度

　

児
童
生
徒
公
演（
小
学
生
）劇

団
ト
マ
ト
座
民
話
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル「
踊
る
ご
ん
ぎ
つ
ね
」（
８
月

24
日
）／
児
童
生
徒
公
演（
中
学

生
・
一
般
）た
か
は
し
べ
ん「
た

か
は
し
べ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」（
９

月
７
日
）／
中
央
中
学
校
吹
奏

楽
部
コ
ン
サ
ー
ト（
10
月
22
日
）

▽
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
）

ハ
ー
ト
音
楽
院　

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト（
８
月
29
日
）／

児
童
生
徒
向
け
公
演（
中
学
生
・

一
般
）劇
団
ポ
プ
ラ　

ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
火
垂
る
の
墓
」（
９
月

５
日
）／
映
画
鑑
賞「
エ
ク
レ
ー

ル
お
菓
子
放
浪
記
」（
６
月
17
日
）

／
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト（
10
月
27
日
）／
あ
か
ね

ぐ
も
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
し
ほ
ろ

（
11
月
17
日
）

▽
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
）

人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ「
じ
ご
く
の

そ
う
べ
い
」（
９
月
４
日
）／
児

童
生
徒
向
け
公
演（
中
学
生
・

一
般
）ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
Ｋ

ｉ
Ｋ
ｉ
コ
ン
サ
ー
ト（
９
月
10
日
）

／
映
画「
ア
ン
ダ
ン
テ
～
稲
の

旋
律
」（
７
月
７
日
）／
中
央
中

学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

（
10
月
26
日
）／
み
の
や
雅
彦
コ

ン
サ
ー
ト（
２
月
９
日
）

▽
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学

生
低
学
年
）パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー

オ
フ
ィ
ス「
イ
キ
イ
キ
わ
く
わ

く
音
楽
会
」（
８
月
26
日
）／
児

童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
高

学
年
）劇
団
四
季「
ふ
た
り
の
ロ

ッ
テ
」（
９
月
１
日
）／
児
童
生

徒
向
け
公
演（
中
学
生
）劇
団
た

ん
ぽ
ぽ「
永
遠
の
夏
休
み
」（
９

月
４
日
）／
映
画「
じ
ん
じ
ん
」

（
６
月
27
日
）／
中
央
中
学
校
吹

奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト（
10
月
25
日
）

▽
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度
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児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
）

劇
団
た
ん
ぽ
ぽ「
１
０
０
万
回

生
き
た
ね
こ
」（
９
月
３
日
）／

児
童
生
徒
向
け
公
演（
中
学
生
）

大
野
靖
之　

学
校
ラ
イ
ブ（
９

月
14
日
）／
こ
ぶ
し
座
公
演（
６

月
12
日
）／
和
太
鼓
松
村
組
公

演（
９
月
23
日
）／
中
央
中
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト（
10
月

24
日
）

▽
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
）

ハ
ー
ト
音
楽
院
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

音
楽
鑑
賞
会（
９
月
７
日
）／
児

童
生
徒
向
け
公
演（
中
学
生
）伝

統
文
化
み
ら
い
塾「
楽
し
く
遊

ぶ
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」（
10
月
12

日
）／
大
日
本
プ
ロ
レ
ス
士
幌

大
会（
４
月
14
日
）／
和
太
鼓
松

村
組
士
幌
公
演（
９
月
22
日
）／

十
勝
地
区
高
等
学
校
音
楽
教
育

研
究
会「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
２
月
４
日
）

▽
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学

生
高
学
年
）劇
団
四
季「
嵐
の
中

の
子
ど
も
た
ち
」（
８
月
21
日
）

／
児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学

生
低
学
年
）劇
団
た
ん
ぽ
ぽ「
グ

リ
ッ
ク
の
冒
険
」（
９
月
６
日
）

／
児
童
生
徒
向
け
公
演（
中
学
生
）

株
式
会
社
音
楽
舎
ベ
ス
ト
・
サ

ポ
ー
ト「
わ
く
わ
く
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
」（
10
月
12
日
）

／
士
幌
町
中
央
中
学
校
吹
奏
楽

部
第
15
回
定
期
演
奏
会（
10
月

21
日
）／
戸
川
よ
し
乃
あ
り
が

と
う
ふ
る
さ
と
公
演（
１
月
21
日
）

／
十
勝
地
区
高
等
学
校
音
楽
教

育
研
究
会「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
」（
２
月
３
日
）／
士
幌
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
60
周
年

記
念
帯
広
三
条
高
等
学
校
合
唱

コ
ン
サ
ー
ト（
３
月
18
日
）

▽
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度

　

児
童
生
徒
向
け
公
演（
小
学
生
）

株
式
会
社
ヒ
ト
コ
コ
チ「
ひ
の

き
屋
わ
い
わ
い
音
楽
隊
！
」（
11

月
28
日
）／
児
童
生
徒
向
け
公

演（
中
学
生
）劇
団
さ
っ
ぽ
ろ「
五

感
で
楽
し
む
短
編
演
劇
集
」（
10

月
12
日
）／
札
幌
交
響
楽
団
士

幌
町
公
演（
７
月
28
日
）

▽
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

　

株
式
会
社
わ
ら
び
座「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
！

～
本
当
は
面
白
い
二
宮
金
次
郎

～
」（
12
月
４
日
）／
児
童
生
徒

向
け
公
演（
中
学
生
）株
式
会
社

ス
ノ
ー
・
ボ
ー
ル「
見
て
・
し

ゃ
べ
っ
て
・
創
っ
て
・
体
感
す

る
落
語
」（
９
月
12
日
）

▽
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度

　

株
式
会
社
音
楽
舎
ベ
ス
ト
・

サ
ポ
ー
ト「
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ

ー
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
９

月
14
日
）

　

例
年
２
月
11
日
町
民
の
つ
ど

い（
現
在
は
３
月
の「
み
ん
な
で

教
育
を
考
え
る
集
い
」）の
際
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
振

興
に
功
績
あ
っ
た
者
、
顕
著
な

活
動
を
し
た
者
に
対
し
文
化
賞
、

文
化
奨
励
賞
の
授
与
を
し
て
き

た
。
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）

以
降
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

◎
町
文
化
賞
受
賞
者
一
覧
表

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

佐
藤
ち
ど
り
、
渡
辺　

勇

　

○
文
化
奨
励
賞

　
 　

鎌
田
万
里
子
、
菅
原
由
美
、

鎌
田
久
弥
、
吉
田
ス
エ
、
森

　

鈴
奈
、
須
藤
梅
吉

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　

 　

伊
藤　

寛
、
中
野
智
絵
、

鈴
木
奈
都
美

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

三
上
沙
希
子
、
奥
村
和
博
、

入
宇
田
啓
樹
、
斉
藤
直
文
、

大
友
ま
ゆ
み
、
輔
田　

真
、

原
尾
英
祐
、
大
友
め
ぐ
み
、

下
居
辺
小
学
校
５
・
６
年
生
、

士
幌
中
央
中
学
校
２
年
生
、

士
幌
中
央
中
学
校
３
年
Ａ
組

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

士
幌
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
、
衣
斐
恵
美
、
倉
川

ゆ
か
り
、
菅
原
由
美
、
宮
本

　

尚
、
武
藤　

巌

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

真
柳
貴
子
、
三
浦
真
理
子
、

井
上
素
子
、
窪
北　

恵
、
佐

藤
俊
勝
、
本
田
夏
代
、
辛
夷

む
ら
さ
き
短
歌
会

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

山
田
亜
希
、
今
田
佳
織
、

佐
藤
拓
海
、
藤
内
嗣
未
、
金

塚
奈
月
、
伊
藤
彩
子
、
棚
橋

友
希

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

西
部
絵
美
、
但
田
康
宏
、

矢
野
亜
由
子
、
後
藤
ヨ
シ
、

井
上
素
子
、
大
野
嘉
富
、
池

本
一
丸

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

清
水
歩
美
、
赤
間
真
樹
子
、

赤
坂
利
香
、
高
橋
道
夫

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　
 　

藤
内
雅
史
、
永
森
紀
恵
、

菊
地
将
晃
、
松
浦
克
枝
、
佐

藤
将
海
、
月
田
雅
弓
、
中
央

中
学
校
３
年
生
演
劇
ス
タ
ッ

フ
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

須
藤
梅
吉

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

飯
島
広
典
、
橋
原
ゆ
み
、

佐
藤
竜
太
、
吉
川
武
子
、
佐

藤
和
枝

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

佐
藤
将
海
、
佐
藤
拓
海

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

石
田
奈
那
、
松
倉
智
英
、

成
瀬
知
宏

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

秋
田
恵
理
、
沓
澤
君
代
、

高
田
和
宏
、
飯
島
広
典
、
士

幌
高
等
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
Ｃ
の
部

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

石
𣘺
ゆ
き
こ
、
田
村
麻
美
、

中
鉢
教
宏
、
竹
田
富
雄
、
赤

間
佳
織
、
士
幌
吟
友
会

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

伊
藤　

寛
、
柳
谷
真
悟

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

茂
古
沼
裕
以
、
浅
野
友
美
、

樋
口
寛
美
、
沓
澤
寛
人
、
佐
々

木
綾
子
、
岡
部
翔
太
、
今
田

淑
子
、
工
藤
佳
江
、
伊
藤
雄

太
、
太
田
陽
子

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）度
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○
文
化
賞

　
　

居
城
都
子
、
永
井
キ
シ
子

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

酒
井
雄
平
、
綿
貫
智
佳
子
、

山
崎
聖
幸
、
沓
澤　

清
、
中

士
幌
シ
ク
ラ
メ
ン
、
士
幌
高

等
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

Ｃ
の
部

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

河
野
美
咲

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

山
中
沙
都
、
和
田
陽
子
、

木
谷
尚
史
、
杉
田
将
康
、
國

島
由
貴
、
坪
坂
一
宏
、
今
田

敦
子
、
太
田
文
香
、
岸
田　

夏
、
敦
賀
一
平
、
玉
堀
雄
一
、

佐
藤
拓
海
、
鈴
木
守
門
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
３
年
演
劇

チ
ー
ム

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

山
平
博
子

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

坪
坂
則
子
、
溝
口　

寛
、

山
田
芳
信
、
綿
貫
智
佳
子
、

清
水
秀
則
、
小
林
み
ね
、
林

　

一
郎
、
佐
々
木
シ
ズ
、
森

本
か
づ
ゑ
、
士
幌
紅
梅
会

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

渡
邉　

哲
、
木
谷
尚
史
、

岸
田
冬
人
、
佐
々
木
悠
、
國

島
由
貴
、
萱
原
康
人
、
森
崎

　

舞
、
三
上
将
宏
、
長
屋
美

香
、
今
田
淑
子
、
士
幌
小
学

校
４
年
一
組
、
士
幌
小
学
校

４
年
二
組

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

平
成
10
年
度
士
幌
高
等
学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
Ｃ
の

部
、
溝
口　

寛

　

○
文
化
奨
励
賞

　
 　

平
成
９
年
度
士
幌
高
等
学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
Ｃ
の

部
、
遠
藤
弘
美

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

中
島
大
輝
、
杉
田
愛
実
、

仁
科
有
加
那
、
森
崎　

愛
、

前
田
浩
孝

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

玉
堀
淑
子
、
増
田
啓
子
、

竹
迫
キ
ミ
、
中
士
幌
民
謡
会

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

森　

和
夫
、
杉
田
愛
実
、

大
友
い
ず
み
、
仁
科
有
加
那
、

仁
科
衣
理
那
、
堀
江
は
る
か
、

鈴
木
亜
沙
美
、
高
村
祥
子

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　
　

逸
見
将
人
、
中
井
由
香

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

清
水
万
結
、
渡
部
嵩
史
、

木
下
優
太
郎
、
國
島
未
貴
、

野
川
真
寛

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

鈴
木
理
恵
、
伊
藤
孝
弘
、

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

時
光
晋
平
、
鵜
澤
杏
由
美
、

野
曽
原
秀
典
、
仁
科
衣
理
那
、

野
村
郁
恵

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

小
川
キ
ヨ
、
小
林
み
ね

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

佐
々
木
め
ぐ
み
、
横
澤
加

奈
、
士
幌
高
等
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
Ｃ
部
門
、
士
幌
高
等
学

校
農
業
ク
ラ
ブ

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　
 　

森
本
翔
太
、
小
笠
原
熙
理
、

宇
佐
見
裕
太
、
本
田
菜
摘
、

七
條
成
美
、
大
場
愛
弓
、
及

川
桃
子
、
中
川
誠
仁

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

村
上
琴
美

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

遊
佐　

昇
、
佐
藤
千
鶴
、

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

鈴
木
康
仁
、
小
笠
原
拓
也
、

服
部
大
暉
、
士
幌
町
中
央
中

学
校
１
年
Ａ
組
壁
新
聞
部
門

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

早
坂
麻
里
、
嘉
藤
淳
介
、

及
川
健
一
、
長
屋
直
克
、
小

山
田
優
希
、
山
口
ク
ニ
子
、

士
幌
高
等
学
校
食
物
班
、
士

幌
高
等
学
校
農
産
物
加
工
班
、

士
幌
高
等
学
校
福
祉
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

寺
町　

司
、
貝
澤
友
海
、

木
村　

勝
、
梅
本
茄
奈
、
後

藤
広
樹
、
小
川
美
香
、
藤
村

和
矢
、
清
水　

覚
、
士
幌
町

中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

梁
川
夕
貴
子
、
名
波
一
男
、

士
幌
高
等
学
校
乳
製
品
製
造

研
究
班
、
士
幌
高
等
学
校
肉

製
品
加
工
班
、
士
幌
高
等
学

校
食
物
班
、
士
幌
高
等
学
校

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
士

幌
町
木
工
ク
ラ
ブ

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

前
田　

健
、
川
合
知
博
、

本
田
菜
摘
、
酒
井
康
太
、
三

浦
佑
布
子
、
矢
野
真
鈴
、
梅

本
茄
奈

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

野
口
ち
え
美
、
士
幌
高
等

学
校
肉
製
品
加
工
班
、
士
幌

高
等
学
校
乳
製
品
製
造
研
究

班
、
士
幌
高
等
学
校
乗
馬
セ

ラ
ピ
ー
研
究
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

野
川
友
絵
、
東
井
優
夏
、

中
島
菜
津
美
、
堀
部
希
美
佳
、

佐
藤
敦
哉
、
和
田
あ
か
ね
、

伊
藤
心
平
、
瀬
戸
光
樹

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
乳
製
品
製

造
研
究
班
、
士
幌
高
等
学
校

肉
製
品
加
工
班
、
士
幌
高
等

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部
、

士
幌
高
等
学
校
食
物
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

上
山
華
歩

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

米
木
絢
香
、
比
留
間
幹
太
、

曽
我
花
慧
、
東
井
優
夏
、
貝

澤
亜
樹
、
中
山
美
紅
、
菊
地

美
咲
、
曽
我
殊
未
、
吉
川　

遼
、
貝
澤
友
海
、
梅
本
千
寛
、

上
野
由
葵
、
藤
村
志
織
、
士

幌
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
執
行
部
、
士
幌
高
等
学
校

乳
製
品
製
造
研
究
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

宮
野
嵩
平
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○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　
 　

佐
藤
綾
香
、
高
橋
大
生
、

足
立
隼
人
、
伊
藤
里
奈
、
小

笠
原
安
理
、
澁
谷
柚
音
、
渡

部
結
衣
、
吉
田
晴
樹
、
野
川

友
絵
、
二
川
瑠
那
、
澁
谷
七

緒
、
上
山
華
歩
、
伊
藤
綾
音
、

伊
賀
彩
統
、
梅
本
千
寛
、
矢

野
真
鈴
、
中
士
幌
小
学
校
５
・

６
年
学
級
、
北
中
音
更
小
学

校
児
童
会

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

小
竹
隼
人
、
真
田
あ
り
さ
、

野
久
郁
子

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

上
之
段
篤
志
、
本
田
莉
菜
、

伊
賀
た
り
よ
、
士
幌
高
等
学

校
乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

貝
澤
亜
樹

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

渡
邊
寛
太
、
芳
賀
護
大
、

三
上
紗
和
、
佐
々
木
慶
憲
、

長
田
愛
音
、
吉
田
晴
樹
、
荒

木
紘
平
、
伊
賀
彩
統
、
三
上

花
央
、
曽
我
殊
未
、
山
田
明

穂
、
森
あ
お
い
、
多
辻
か
れ

ん
、
士
幌
中
央
中
学
校
吹
奏

楽
部

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

樋
口
孝
夫
、
田
中
康
弘

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

前
田
菜
見
花
、
足
立
寛
奈
、

宮
島
颯
斗
、
佐
々
木
航
、
吉

川　

快
、
長
瀬
あ
や
め
、
青

木
妃
南
、
河
田
友
香
、
山
下

拓
真
、
石
山
美
聖
、
中
山
紅

音
、
土
橋
真
理
、
西
田
侑
奏
、

宇
佐
見
渓
太
、
小
菅　

映
、

福
士
麻
由

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

戸
崎
あ
ゆ
み
、
猪
狩
裕
平
、

藤
川
結
衣

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

貝
澤
友
海

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

青
木
羅
菜
、
澁
谷
響
乃
、

桒
原
暖
季
、
多
田
光
希
、
鎌

田
汐
音
、
髙
田　

翔
、
中
波

明
日
香
、
藤
井
七
成
、
鈴
木

乃
亜
、
鎌
田
悠
生
、
浅
野
龍

哉
、
小
椋
優
佳
、
鴨
川
真
依

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

小
笠
原
朔
夜
、
須
田
侑
希

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

泉
田
澄
夫
、
士
幌
高
等
学

校
肉
加
工
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

貝
澤
友
海

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

森
本
悠
月
、
西
丸
郁
哉
、

髙
橋
亮
太
、
富
田
伶
亮
、
三

本
柚
葉
、
中
村
瞳
月
、
吉
川

宗
彦
、
山
下
真
央
、
小
野
寺

遥
香
、

原
宥
稀
、
岡
部
真

奈
、
川
崎
澄
奈
、
石
川
祐
輔
、

時
光
啓
太
、
宇
佐
見
桃
佳
、

樋
山
絵
里
子
、
澁
谷
七
緒
、

松
尾
衣
莉
果

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

鈴
木
久
子

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

村
田
茉
優
、
士
幌
高
等
学

校
酪
農
専
攻
班
、
士
幌
高
等

学
校
地
域
食
物
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

松
村
沙
音
、
飯
島
伽
蓮
、

河
村
ひ
ま
り
、
井
尾
憲
弘
、

伊
藤　

慶
、
富
田
伶
亮
、
田

邊
友
菜
、
藤
井
咲
羽
、
髙
橋

つ
ぐ
み
、
富
田
佑
亮
、
加
納

京
典
、
石
川
侑
輝
、
中
波
明

日
香
、
佐
藤
亜
月
、
高
橋
六

花
、
佐
藤
綾
香
、
佐
藤
美
月
、

吉
川
美
羽
、
高
橋
ひ
な
、
坪

井
明
花

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
酪
農
専
攻

班

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

坪
井
明
花
、
高
橋
菜
々
実
、

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

執
行
部
、
士
幌
高
等
学
校
地

域
資
源
専
攻
班
、
士
幌
高
等

学
校
環
境
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

中
波
明
日
香
、
東
井
優
夏

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

奧
秋
静
子
、
長
屋
聖
央
、

鎌
田
琉
生
、
塩
谷
明
里
、
川

村
愛
結
、
髙
橋
亮
太
、
井
尾

梨
々
菜
、
石
田
結
万
、
河
田

千
香
、
鎌
田
汐
音
、
竹
迫
日

和
、
川
口
あ
い
、
西
野　

伶
、

川
口
る
か
、
河
田
友
香
、
吉

川
美
羽

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

家
常
優
希
、
士
幌
高
等
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部
、
士

幌
高
等
学
校
乳
加
工
専
攻
班
、

士
幌
高
等
学
校
地
域
資
源
専

攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

河
村
晃
瑛
、
宗
原
悠
真
、

井
尾　

光
、
石
田
悠
真
、
鴨

下
雪
輝
、
遠
藤
令
梨
、
森
本

悠
月
、
奧
秋
智
佳
、
飯
島
綾

那
、
浅
野
る
な
、
樋
口　

颯
、

足
立
寛
奈
、
髙
橋
ひ
か
る
、

森
山
志
緒
里
、
荒
木
綾
香
、

新
田
小
学
校
１
年
生
、
新
田

小
学
校
５
年
生
６
年
生
、
士

幌
町
中
央
中
学
校
１
年
生

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）度

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
乳
加
工
専

攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

木
川
統
真
、
大
槻
心
音
、

宗
原
悠
真
、
鎌
田
琉
生
、
伊

賀
リ
ン
ダ
、
松
村
沙
音
、
河

村
ひ
ま
り
、
塩
谷
詩
織
、
篠

原
く
る
み
、
髙
橋
亮
太
、
長

瀬
莉
々
香
、
中
波
明
日
香
、

杉
井
志
帆
、
佐
倉
小
学
校
４

年
生

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
環
境
専
攻

班
、
士
幌
高
等
学
校
乳
加
工

専
攻
班

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

半
場
誠
人
、
士
幌
高
等
学

校
野
菜
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

河
村
ひ
ま
り

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

長
屋
月
駿
、
小
野
寺
仁
菜
、

野
村
桃
花
、
二
川
心
那
、
細

井
姫
来
、
河
村
晃
瑛
、
長
谷

川
あ
ま
の
、
東
井
咲
詠
、
川

村
愛
結
、
田
中
博
典
、
奧
秋

智
佳
、
照
井
瞭
太
朗
、
青
木
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羅
菜
、
澁
谷
響
乃
、
藤
井
咲

羽
、
甲
山　

怜
、
門
眞
莉
奈
、

竹
迫
日
和

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
環
境
専
攻

班
・
士
幌
環
境
講
座

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
執
行
部
、
士
幌
高
等
学
校

乳
加
工
専
攻
班
、
士
幌
高
等

学
校
農
産
加
工
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
　

藤
田
愛
優
深
、
遠
藤
令
梨

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

野
口
夏
帆
、
松
本
吏
湖
、

上
野
結
菜
、
小
川
こ
こ
ろ
、

寺
町
い
ろ
は
、
長
谷
川
あ
ま

の
、
石
田
悠
真
、
吉
田
隼
輔
、

飯
島
伽
蓮
、
鈴
木
健
心
、
加

藤
真
那
、
鎌
田
菜
那
、
藤
井

咲
羽
、
足
立
寛
奈

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）度

　

○
文
化
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
環
境
専
攻

班
、
士
幌
高
等
学
校
乳
加
工

専
攻
班

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

小
川
菜
月
、
福
田
あ
み
、

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

執
行
部

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　

 　

西
潟
香
花
、
田
中
英
仁
、

伊
賀
丈
琉
、
仁
和
奏
音
、
成

田
に
こ
、
原　

珠
希
、
仁
和

璃
音
、
飯
島
伽
蓮
、
松
村
沙

音
、
斉
藤
ひ
ま
り
、
竹
迫
小

春
、
青
木
羅
菜
、
高
橋
美
生
、

藤
井
咲
羽
、
佐
倉
小
学
校
３
・

４
年
生

２
０
２
０（
令
和
２
年
）度

　

○
文
化
賞

　
　

赤
間
か
な
う

　

○
文
化
奨
励
賞

　

 　

士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
執
行
部
、
士
幌
高
等
学
校

有
機
農
業
専
攻
班

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

　
　

田
中
英
仁
、
市
田
柊
斗

文
芸
、
美
術
、
音
楽
な
ど

　

町
内
に
は
文
芸
、
美
術
等
の

愛
好
者
も
多
く
、
文
芸
活
動
と

し
て
は
早
く
か
ら
短
歌
・
俳
句

の
会
を
つ
く
り
、
例
会
等
で
作

品
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
毎
月

発
行
の
士
幌
広
報
文
芸
欄
に
は

多
く
作
品
が
寄
せ
ら
れ
紙
面
を

飾
る
と
共
に
読
者
の
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

　

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）、

町
文
化
協
会
の
創
立
10
周
年
記

念
事
業
で
創
刊
し
た
町
民
文
芸

誌「
ぬ
ぷ
か
」が
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）11
月
に
第
20
号
を
発

行
し
た
。

　

同
誌
は
、
児
童
詩
、
意
見
発

表
な
ど
小
、
中
、
高
校
生
か
ら

一
般
の
創
作
、
随
筆
、
詩
、
評

論
、
短
歌
、
俳
句
等
毎
年
多
く

の
作
品
が
載
せ
ら
れ
町
民
に
密

着
し
た
文
芸
誌
と
し
て
愛
読
さ

れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
十
勝

管
内
で
も
質
の
高
い
作
品
集
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
号
と
な
る
第
20
号
で
は
、

76
の
力
作
が
１
７
８
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
町
民
に
届
け

ら
れ
た
。
文
化
協
会
で
は
第
15

号
に
続
き
本
号
を
町
内
全
戸
無

償
配
付
す
る
こ
と
と
し
、
町
の

協
力
を
得
て
11
月
に
各
戸
に
配

っ
た
。

　

町
民
文
芸
誌「
ぬ
ぷ
か
」の
発

刊
は
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）

度
よ
り
教
育
委
員
会
が
担
当
し

て
毎
年
発
行
し
て
い
る
。
現
在

は
、
１
部
５
０
０
円
で
の
有
料

配
布
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ぬ
ぷ
か
」に
は
町
民
を
は
じ

め
、
町
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た

ち
が
投
稿
し
文
芸
誌
を
編
集
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
の
中

に
は
独
自
に
出
版
活
動
を
す
る

人
も
お
り
、「
続
・
士
幌
の
あ
ゆ

み
」で
も
多
く
の
人
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）第

40
号
を
発
行
し
た「
ぬ
ぷ
か
」は

投
稿
者
数
、
児
童
・
生
徒
58
人
、

一
般
22
人
、
合
計
80
人
で
あ
っ

た
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）１

月
に
元
町
議
の
清
野
要
之
進
が

自
分
史「
初
志
一
貫
」（
老
家
畜

商
の
回
想
）を
個
人
出
版
、
激

動
の
70
余
年
の
回
想
を
３
１
２

ペ
ー
ジ
に
綴
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
鈴
蘭
食
堂
経

営
の
斉
藤
ハ
ク
の
遺
稿
を
発
行

し
た
長
男
斉
藤
昌
淳（
士
別
市

在
住
）が
１
９
９
５
年（
平
成
７

年
）に
歌
稿
集「
残
像
」（
２
１
７

ペ
ー
ジ
）、
翌
年（
平
成
８
年
）

に
は
自
分
史「
二
つ
の
峠
」（
４

０
０
ペ
ー
ジ
）を
自
費
出
版
し

た
ほ
か
、
以
前
士
幌
町
役
場
で

畜
産
係
長
を
努
め
た
野
呂
清
三

の
妻
野
呂
愛
子
が
１
９
９
４
年

（
平
成
６
年
）に
歌
集「
紫
木
蓮
」

を
発
行
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ

れ
町
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
蔵
所

さ
れ
て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
文
芸
を
ま
と

め
た
士
幌
町
児
童
・
生
徒
文
集

「
し
ほ
ろ
っ
子
」が
毎
年
町
教
育

振
興
会
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て

い
た
。
町
内
の
各
小
学
校
、
中

央
中
学
校
の
生
徒
の
作
品
で
、

詩
、
作
文
、
俳
句
等
多
く
の
力

作
が
載
せ
ら
れ
、
伝
統
あ
る
文

集
で
文
芸
活
動
の
幅
広
さ
が
伺

え
た
が
、
２
０
１
７
年（
平
成

29
年
）度
を
以
て
終
了
し
た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）度

の
十
勝
文
化
団
体
協
議
会
文
化

賞
に
町
内
の
郷
土
史
研
究
家
河

合
松
夫
が
選
ば
れ
そ
の
栄
誉
に

輝
い
た
。

　

同
賞
は
毎
年
十
勝
の
文
化
振

興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
河
合

は
40
年
以
上
も
短
歌
に
親
し
み
、

長
年
短
歌
愛
好
者
の
育
成
や
指

導
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
文

化
協
会
会
長
と
し
て
町
民
文
芸

誌「
ぬ
ぷ
か
」の
創
刊
か
ら
そ
の

編
集
に
努
め
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
受
賞
と
な
っ
た
。

　

河
合
は
時
折
新
聞
投
稿
な
ど

で
意
見
、
主
張
を
行
っ
て
い
た

町民文芸誌「ぬぷか」
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が
、
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

度
毎
日
新
聞
に
ゴ
ミ
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
絡
め
た
環
境
問
題「
美

し
い
北
海
道
を
未
来
に
伝
え
る

た
め
に
！
身
の
回
り
か
ら
循
環

型
社
会
を
創
ろ
う
！
」を
提
言
、

こ
の
年
度
の「
北
海
道
提
言
賞
」

優
秀
賞
と
し
て
入
選
を
果
た
し

た
。

　

郷
土
研
究
家
と
し
て
は
、
士

幌
町
史
、
上
士
幌
町
史
を
は
じ

め
町
内
の
多
く
の
記
念
誌
の
編

さ
ん
に
当
た
る
な
ど
町
の
生
き

字
引
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
１
９
９
４
年（
平
成

６
年
）家
史「
源
流
を
た
ど
り
て
」

～
或
る
移
住
一
家
八
十
年
の
足

あ
と
～
父
母
が
渡
道
し
て
84
年

の
河
合
家
の
歴
史
を
十
勝
開
拓

の
庶
民
記
録
と
し
て
出
版
し
て

い
る
。

　

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）11

月
、
元
町
議
会
議
長
で
あ
っ
た

加
納
一
郎
が
自
分
の
生
い
立
ち
、

農
業
、
公
職
時
代
の
自
分
史「
ヌ

プ
カ
に
拓
く
」を
自
費
出
版
し
た
。

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）８

月
、
小
椋　

卓
が
小
椋
家
が
１

９
０
４
年（
明
治
37
年
）北
海
道

に
渡
っ
て
か
ら
１
０
０
年
記
念

と
し
て
記
念
誌「
渡
道
百
年
」を

自
費
出
版
し
て
い
る
。

　

１
９
０
２
年（
明
治
35
年
）に

入
植
し
た
小
川
市
太
郎
の
孫
で

駒
澤
大
学
講
師
の
小
川
光
夫
が

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）３
月

に『「
幻
の
寺
町
」岐
阜
県
か
ら

北
海
道
十
勝
国
へ
』～
音
更
村

字
中
士
幌
開
拓
の
歴
史
書
～
を

出
版
、
中
士
幌
の
開
拓
か
ら
近
・

現
代
の
市
街
地
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

美
術
活
動
と
し
て
は
絵
画
サ

ー
ク
ル
も
あ
る
が
基
本
的
に
は

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
創
作
活
動

で
サ
ー
ク
ル
と
し
て
は
情
報
伝

達（
通
知
案
内
）程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

　

同
絵
画
サ
ー
ク
ル
の
会
員
山

平
博
子
は
１
９
８
８
年（
昭
和

63
年
）に
平
原
社
展
に
初
出
品

で
入
選
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に
は

道
美
術
協
会
展（
道
展
）へ
同
作

品
を
出
品
し
、
こ
れ
ま
た
初
出

品
で
初
入
選
と
な
っ
た
。
同
作

品
は
油
彩「
早
春
の
雑
木
林
」と

題
し
た
80
号
サ
イ
ズ
の
大
作
で

あ
る
が
、
士
幌
町
農
協
記
念
館

建
設
記
念
と
し
て
同
館
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）平

原
社
美
術
協
会
会
員
と
な
っ
た

山
平
は
、
翌
年
以
降
も
道
展（
水

彩
）な
ど
で
入
選
を
果
た
し
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）に
は

東
京
美
術
館
の
水
彩
連
盟
展
に

初
出
品
し
入
選
の
栄
に
輝
い
て

い
る
。
こ
の
時
の
題
名
は「
薄

れ
ゆ
く
記
憶
」で
80
号
サ
イ
ズ

の
力
作
で
あ
っ
た
。
同
年
４
月

29
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
で
山
平
博
子
水

彩
画
展
を
初
め
て
の
個
展
と
し

て
開
催
し
た
。

　

山
平
は
１
９
９
８
年（
平
成

10
年
）度
に
士
幌
町
文
化
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　

長
い
間
本
州（
前
住
地
）で
絵

画
活
動
を
行
っ
て
き
た
木
谷
隆

彦
は
１
９
８
８
年
か
ら
子
息
の

住
む
本
町
に
移
り
活
動
を
続
け

て
い
る
。
前
住
地
の
著
名
な
展

覧
会
で
数
多
く
の
作
品
を
入
選

さ
せ
て
い
る
木
谷
は
、
本
町
来

住
後
も
自
宅
に
ア
ト
リ
エ
を
持

ち
、
作
品
制
作
に
取
り
組
み
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
帯
広
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の

「
二
人
展
」や
市
民
ア
ー
ト
展
ほ

か
各
地
で
個
展
を
開
く
な
ど
意

欲
的
な
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、

２
０
０
１
年
に
亡
く
な
っ
た
。

遺
作
展
が
２
０
１
６
年（
平
成

28
年
）町
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

　

郵
便
局
に
勤
務
す
る
傍
ら
写

真
活
動
を
続
け
て
き
た
但
田
康

宏
は
、１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー「
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
オ
フ
ィ
イ
ス
」を
開
設
、

全
国
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
に
登
録
し

プ
ロ
の
道
に
進
ん
だ
。

　

幻
想
写
真
を
中
心
に
撮
影
活

動
を
続
け
る
但
田
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
六
花
亭
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
勝
毎
サ
ロ
ン
な
ど
で
何
回

も
写
真
展
を
開
く
一
方
、
全
国

山
渓
誌
等
へ
の
応
募
で
も
数
多

く
の
作
品
が
採
用
掲
載
さ
れ
、

全
国
誌「
山
と
渓
谷
」で
は
１
９

９
８
年（
平
成
10
年
）か
ら
２
０

０
０
年（
平
成
12
年
）９
月
ま
で

に
10
回
応
募
し
８
回
入
選（
内

特
選
３
回
、
準
特
選
２
回
）す

る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
て

い
る
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度

に
町
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

　

町
内
で「
は
ら
お
昭
文
堂
」を

経
営
す
る
原
尾
進
は
、
商
店
街

近
代
化
事
業
に
合
わ
せ
改
築
し

た
店
舗
２
階
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

開
設
し
た
。
名
称
を
高
山
植
物

か
ら
と
っ
て「
ち
ん
ぐ
る
ま
」と

し
た
40
平
方
㍍
程
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
オ
ー
プ
ン
に
は
上
士
幌
町

の
写
真
家（
道
写
真
協
会
会
員
）

栗
山
睦
雄
の
写
真
展「
大
地
の
風
」

（
作
品
30
点
）が
開
か
れ
好
評
を

博
し
た
が
、
そ
の
後
も
多
く
の

作
品
に
よ
る
展
覧
会
等
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
原
尾
は
、
１
９

９
１
年（
平
成
３
年
）の
雲
仙
普

賢
岳
噴
火
を
取
材
中
に
火
砕
流

の
遭
遇
を
受
け
不
帰
の
人
と
な

っ
た
か
つ
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
メ
ラ

マ
ン
矢
内
万
喜
男
と
、「
な
ま
く

ら
会
」行
事
の
取
材
を
通
じ
懇

意
に
し
て
い
た
が
矢
内
の
死
後
、

遺
族
の
了
解
を
得
て
同
人
の
山

を
主
体
と
し
た
遺
作
写
真
を
中

心
に
し
た
写
真
展
を
各
地
で
開

く
一
方
、
１
９
９
７
年（
平
成

９
年
）に
は
矢
内
万
喜
男
写
真

集（
山
と
花
と
・
・
・
そ
し
て
命
）

を
出
版
し
た
。

　

こ
の
写
真
集
は
北
海
道
の
山

の
風
景
を
中
心
に
65
ペ
ー
ジ
に

約
80
点
の
力
作
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

音
楽
関
係
で
は
、
音
楽
少
年

団
、
和
太
鼓
少
年
団
、
コ
ー
ラ

ス
同
好
会
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

指
導
者
を
得
て
活
動
を
継
続
し

て
い
る
ほ
か
新
た
な
動
き
は
な

か
っ
た
が
、
２
０
１
９
年（
令

和
元
年
）に
士
幌
少
年
少
女
合

唱
団
が
結
成
さ
れ
、
町
文
化
祭

な
ど
で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
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て
い
る
。
ま
た
、
大
衆
音
楽
と

し
て
定
着
し
た
カ
ラ
オ
ケ
は
、

同
好
会
等
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　

か
つ
て
全
国
チ
ビ
ッ
子
歌
謡

選
手
権
に
出
場
し
た
中
村
仁
美

は
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）十

勝
歌
謡
連
合
が
主
催
し
た
第
10

回
十
勝
歌
謡
選
手
権
大
会
で
見

事
優
勝
、
16
歳（
当
時
高
一
）の

史
上
最
年
少
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

し
て
出
場
１
７
７
人
の
頂
点
に

立
っ
た
。
中
村
は
先
に
行
わ
れ

た
旭
川
市
で
の
音
楽
歌
謡
祭
で

も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
後
も
１
９
９
９
年

（
平
成
11
年
）11
月
に
函
館
市
で

開
か
れ
た
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
歌

謡
連
盟
主
催
の
第
16
回
日
本
ア

マ
チ
ュ
ア
歌
謡
祭
北
海
道
地
区

予
選
で
も
優
勝
、
２
０
０
３
年

（
平
成
15
年
）日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

歌
謡
連
盟
主
催
の
全
国
大
会
で

ヤ
ン
グ
の
部
優
勝
、
翌
年
に
は
、

遠
藤
実
グ
ラ
ン
プ
リ
杯
ヤ
ン
グ

ミ
ド
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）日
本

ク
ラ
ウ
ン
よ
り
芸
名
戸
川
よ
し

乃
と
し
て「
す
ず
め
は
雀
」で
デ

ビ
ュ
ー
、
２
０
１
８
年（
平
成

30
年
）戸
川
よ
し
乃
か
ら
本
名

の
中
村
仁
美
に
改
名
し
た
。

　

東
京
で
プ
ロ
の
学
習
漫
画
家

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
北
本
善

一
が
１
９
９
４
年
郷
里
中
士
幌

に
帰
り
創
作
活
動
を
し
て
い
た
。

大
手
出
版
社
の
学
習
雑
誌
へ
の

制
作
や
単
行
本
も
多
く
出
し
て

い
る
北
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
続
け
る
一
方
、
道
内
自
治

体
の
要
請
に
応
え
、
空
知
管
内

幌
加
内
町
の
漫
画
百
年
史
や
足

寄
町
の
動
物
化
石
博
物
館
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手
掛
け
た
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
北
本
善
一

原
画
展
を
開
き
来
館
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。

  

か
つ
て
士
幌
幼
稚
園
の
園
長

を
務
め
て
い
た
原
高
義
は
教
職

時
代
の
約
30
年
前
か
ら
独
学
で

植
物
の
細
密
画
を
描
き
続
け
、

北
海
道
で
も
そ
の
道
の
第
一
人

者
と
し
て
活
躍
し
、
十
勝
山
草

会
の
会
長
を
務
め
る
一
方
、
帯

広
植
物
細
密
画
同
好
会
を
主
宰

し
て
多
く
の
人
を
指
導
し
て
い

た
。
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）

か
ら
数
年
に
わ
た
り
北
海
道
新

聞
帯
広
・
十
勝
版
の
夕
刊
に
連

載
し
た「
続
・
私
の
植
物
譜
」の

画
・
文
は
好
評
で
長
年
描
き
続

け
た
作
品
展
が
各
地
で
開
か
れ

て
い
る
。
ま
た
著
書
と
し
て「
画

文
集
・
北
の
山
野
草
」「
山
草
生

活
史
」な
ど
が
あ
る
。

　

近
年
で
は
、
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）河
江
力
が「
士
幌
町
入

植
と
開
拓
、
学
校
教
育
の
関
わ

り
。
史
跡
よ
り
」と
題
し
た
郷

土
史
の
資
料
を
作
成
、
２
０
１

６
年（
平
成
28
年
）第
38
回
國
際

書
画
展
に
お
い
て
は
、
中
島
康

夫
が
準
会
員
の
部
の
準
特
選
に

入
選
、２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）

町
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
前
年
、

全
道
展
の
絵
画
部
門
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
船
戸
稔
が
油
絵
の

個
展
を
開
催
、
小
椋
卓
が
エ
ッ

セ
ー
集「
人
生
の
終
り
に
」を
刊

行
、
三
木
洵
が
山
岳
画
の
個
展

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
帯
広
放
送
局
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
、
伊
藤
健
蔵
が
植

物
画
の
個
展
を
帯
広
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
な
ど
活
躍

し
て
い
る
。

文
化
協
会
と
文
化
団
体

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）に

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
町
文
化

協
会
は
翌
年
１
月
に
記
念
式
典

を
開
催
、
30
年
の
あ
ゆ
み「
文

化
の
軌
跡
」を
発
行
し
た
。

　

同
協
会
で
は
毎
年
芸
能
発
表

大
会
や
芸
術
祭
・
文
化
祭
を
開

き
、
日
頃
サ
ー
ク
ル
ご
と
に
活

動
し
て
い
る
成
果
を
披
露
し
あ

う
ほ
か
、
町
の
各
種
行
事
に
も

参
加
し
町
民
文
化
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）当

時
33
団
体
４
８
０
人
を
超
え
て

い
た
会
員
数
も
大
幅
に
減
少
し
、

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）度
は

11
団
体
87
人
で
活
動
し
、
発
表

会
な
ど
を
行
っ
た
。（
表‒

２
参

照
）

　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）６

月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

応
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
上
映

会
を
開
催
、
上
映
会
で
得
ら
れ

た
益
金
と
当
日
観
覧
者
か
ら
の

義
援
金
を
石
巻
市
文
化
協
会
へ

寄
付
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年（
平
成

26
年
）２
月
に
開
催
さ
れ
た「
第

42
回
士
幌
町
文
化
協
会
主
催
芸

能
発
表
会
」で
は
復
興
支
援
と

し
て
宮
城
県
石
巻
市
の「
雄
勝

法
印
神
楽
」を
招
き
公
演
を
行

っ
た
。
こ
の
場
で
町
か
ら
石
巻

市
に
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
ひ

ょ
う
た
ん
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の

ひ
ょ
う
た
ん
は
震
災
の
復
興
を

願
い
、
プ
ラ
ザ
緑
風
に
展
示
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
今
回
の

神
楽
公
演
に
際
し
、
作
成
者
の

大
野
憲
光
の
善
意
に
よ
り
実
現

し
た
。

　

町
文
化
協
会
は
２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）に
創
立
50
周
年
を

士幌町文化協会構成団体および士幌町公民館認定登録団体
表－２� （令和３年４月現在）

文化協会
加　　入 部　門 団　体　名 代表者名 会員

数

〇 ビデオ 士幌ビデオクラブ 鵜 澤 和 郎 ３

〇 民謡 中士幌民謡会 吉 田 静 二 ３

〇 詩吟 士幌吟友会 浪 内 一 洋 ５

〇 大正琴 琴修会士幌 信 太 勢 子 ５

〇 大正琴 ひまわり会 荻 静 江 ９

〇 邦舞 藤悦津会 加 藤 里 奈 ６

〇 剣詩舞 聖月流剣詩舞士幌同好会 河村千代子 ３

〇 コーラス コーラスこもれび 加 納 英 子 １３

〇 歌謡 士幌歌謡同好会 鎌 田 弘 美 ８

〇 舞踏 芳彦会 鈴 木 久 子 ２０

〇 歌謡、
舞踏 士幌歌舞愛友会 原 一 敏 １２

234第三章　文　化



迎
え
た
。

▽
士
幌
町
文
化
協
会

会
長　

三
上
昌
博
／
平
３
～
６
、

　

須
藤
梅
吉
／
平
７
年
～
12
、

浪
内
一
洋
／
平
13
～
26
、
富
澤

　

敏
／
平
27
～
28
、

原
一
敏

／
平
29
～
現
在　
　

　
　
　
　
　
　

　

札
幌
の
大
学
生
が
高
知
の「
よ

さ
こ
い
祭
り
」に
参
加
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
ソ
ー
ラ
ン
節
と

鳴
子
を
使
っ
た「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」を
企
画

し
実
施
し
て
き
た
が
瞬
く
間
に

北
海
道
を
代
表
す
る
大
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
し
た
。
毎
年
６
月
上

旬
に
札
幌
市
で
開
か
れ
る
こ
の

祭
り
、
当
初
は
学
生
中
心
の
小

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が

現
在
は
全
道
各
地
か
ら
多
く
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
札
幌
大
通

を
は
じ
め
多
く
の
会
場
で
祭
り

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

踊
り
に
参
加
す
る
人
は
道
外

チ
ー
ム
も
含
め
数
万
人
に
達
し
、

観
客
数
は
冬
の
イ
ベ
ン
ト「
雪

ま
つ
り
」を
凌
ぐ
発
展
ぶ
り
で

あ
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）士

幌
町
で
も「
し
ほ
ろ
ソ
ー
ラ
ン

の
会
」が
結
成
さ
れ
た
。
青
年

層
を
中
心
に
広
く
会
員
募
集
の

呼
び
掛
け
を
行
い
、
町
や
町
民

多
数
の
支
援
を
受
け
結
成
し
た

も
の
で
チ
ー
ム
名
を「
し
ほ
ろ

ジ
ャ
ガ
い
も　

√（
ル
ー
ト
）７

０
０
０
タ
ー
ボ
」と
名
付
け
町

の
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
町
民
に
披
露
し

て
い
た
。「
札
幌
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
」へ
は
結
成
翌
年
の

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）か
ら

参
加
し
、
参
加
２
年
目
の
１
９

９
９
年（
平
成
11
年
）に
は「
新

札
幌
会
場
賞
」を
受
賞
し
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）12

月
に
結
成
か
ら
20
年
を
節
目
に

解
散
し
た
。

▽
し
ほ
ろ
ソ
ー
ラ
ン
の
会
代
表

（
解
散
時
）　　

篠
原
真
人

　

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る「
士
幌
な
ま

く
ら
会
」は
、
１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）に
自
然
大
好
き
人
間

が
集
ま
り
設
立
さ
れ
た
。
自
然

と
親
し
む
活
動
を
中
心
に
次
々

と
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展
開
、

「
歩
く
旅
」を
十
勝
全
域
で
行
い
、

夏
の
わ
ら
じ
１
０
０
キ
ロ
ウ
ォ

ー
ク
、
冬
の
ス
キ
ー
横
断
ウ
ォ

ー
ク
な
ど「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

を
合
言
葉
に
地
域
の
歴
史
、
地

理
、
自
然
を
歩
き
な
が
ら
遊
び
、

学
ぶ
活
動
を
続
け
て
い
る
一
方
、

早
く
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー

ル
を
開
設
し
青
少
年
育
成
に
努

め
て
い
た
。

　

ク
ラ
ブ
開
設
と
と
も
に
活
動

拠
点「
コ
ム
ニ
ハ
ウ
ス
」を
町
内

新
田
新
栄
地
区
に
廃
屋
を
利
用

し
て
建
設
、
野
鳥
観
察
、
昆
虫

採
取
等
の
野
外
活
動
に
子
ど
も

達
が
宿
泊
し
て
楽
し
む
企
画
が

次
々
と
組
ま
れ
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）12
月
に
は
、
大
自
然

の
恵
み
の
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
も
う
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ
を
士
幌
淡
水

漁
園
で
開
い
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
水
車
発
電
に
よ
る
ツ
リ

ー
点
灯
で
１
か
月
前
か
ら
準
備

に
か
か
り
直
径
１
・
８
㍍
の
木

製
水
車
を
制
作
、
こ
れ
に
発
電

機
を
取
り
付
け
養
漁
園
か
ら
流

れ
出
る
小
川
に
設
置
、
近
く
の

木
々
に
飾
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
点
灯
す
る
と
雪
景
色
の

中
に
ツ
リ
ー
が
幻
想
的
に
浮
か

び
上
が
っ
た
。

　

こ
の
日
は
地
元
を
は
じ
め
札

幌
、
旭
川
、
帯
広
な
ど
か
ら
多

く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
花
火

の
打
ち
上
げ
や
、
手
作
り
そ
ば
、

野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　

第
二
の
活
動
拠
点
と
し
て
自

然
観
察
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ
せ

た
。
野
鳥
や
野
草
観
察
の
ほ
か

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
歩
く
ス
キ
ー

な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
せ

る
も
の
で
、
コ
ム
ニ
ハ
ウ
ス
よ

り
や
や
離
れ
た
パ
ン
ケ
チ
ン
川

の
ほ
と
り
、
野
鳥
の
森
に
建
設

し
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
２

階
建
て
で
広
さ
36
平
方
㍍
。
30

人
位
ま
で
宿
泊
で
き
る
施
設
で

名
称
を「
山
荘
パ
ン
ケ
チ
ン
」と

し
た
。

　

同
施
設
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
星

座
観
察
会
、
夏
は
森
林
キ
ャ
ン

プ
な
ど
四
季
折
々
の
活
動
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

ま
た「
山
荘
パ
ン
ケ
チ
ン
」の

隣
り
に
は
体
験
型
施
設
も
作
り
、

手
押
し
ポ
ン
プ
や
、
五
右
衛
門

風
呂
な
ど
を
設
置
、
昔
の
生
活

を
学
ぶ
施
設
と
し
て
利
用
す
る

ほ
か
、
環
境
教
育
・
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル
な
ど
に

も
使
わ
れ
た
。

　
「
環
境
教
育
・
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）に
設

立
し
学
校
の
環
境
教
育
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
士
幌
な

ま
く
ら
会
で
は
自
然
に
詳
し
い

人
た
ち
の
人
材
バ
ン
ク
登
録
制

度
を
導
入
し
指
導
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
環
境
教

育
の
支
援
活
動
に
着
手
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立

記
念
と
し
て
同
年
11
月
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
写
真
展

「
大
雪
の
自
然
と
動
物
た
ち
」を

開
き
道
内
の
大
雪
山
国
立
公
園

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の

作
品
50
点
を
展
示
し
た
。

　

同
会
の
活
動
が
賞
賛
さ
れ
、

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）２
月

に
は
十
勝
管
内
教
育
実
践
表
彰
、

同
年
８
月
に
は
、
第
９
回
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞（
全
国
）、

翌
年
９
月
に
は
、
道
新
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
奨
励
賞（
全
道
）同
年
11

月
に
は
第
４
回
十
勝
環
境
賞（
十

勝
毎
日
新
聞
社
）そ
し
て
、
２

０
０
５
年（
平
成
17
年
）２
月
、

北
海
道
開
発
局
が
主
催
す
る「
わ

が
村
は
美
し
く‒

北
海
道
」運

動
第
２
回
コ
ン
ク
ー
ル
で
人
の

交
流
部
門
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

　

士
幌
な
ま
く
ら
会
の
会
員
は
、

固
定
会
員
と
し
て
25
人
位
所
属

し
、
行
事
ご
と
の
参
加
者
を
会

員
と
し
て
い
た
が
、
固
定
会
員

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
現
在
は

休
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

235 第五編　教育と文化



２
、
文
化
財

町
の
名
木

　

町
で
は
開
拓
時
代
の
歴
史
を

伝
え
る
貴
重
な
文
化
的
遺
産
と

も
い
え
る
古
木
を
保
存
樹
に
指

定
し
て
い
る
。

　

１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）以

降
町
内
に
散
在
す
る
、
か
し
わ
、

こ
く
わ
、
に
し
き
木
、
い
ち
い

等
の
名
木
、
記
念
木
を
23
組
保

存
樹
に
指
定
し
保
護
を
図
っ
て

き
た
。（
表‒

１
参
照
）

　
「
町
木
」と
な
っ
て
い
る「
か

し
わ
」の
木
が
８
組
10
本
の
保

存
樹
指
定
を
受
け
最
も
多
か
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
樹
齢
３
７
０

年
の
新
田
小
学
校
の「
コ
ブ
か

し
わ
」と
北
中
音
更
小
学
校
校

庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
樹
齢
４

０
０
年
を
超
え
る
２
本
セ
ッ
ト

の「
か
し
わ
」が
幹
の
腐
れ
が
ひ

ど
く
近
年
相
次
い
で
伐
採
さ
れ

た
。

　

多
く
の
卒
業
生
を
見
送
っ
た

士
幌
小
学
校
校
庭
の
し
だ
れ
柳

は
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）道

の
保
存
樹
に
指
定
さ
れ
長
年
士

幌
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
が
１
９
９
８

年（
平
成
10
年
）９
月
の
台
風
５

号
に
よ
る
強
風
で
枝
部
分
す
べ

て
が
折
れ
幹
を
僅
か
に
残
す
の

み
の
無
残
な
姿
に
な
っ
た
。

　

樹
齢
推
定
80
年
の
同
柳
は
幹

の
中
心
が
腐
っ
て
空
洞
に
な
っ

て
お
り
再
生
は
難
し
く
、
こ
の

ま
ま
残
し
て
お
く
の
は
か
え
っ

て
し
の
び
な
い
と
判
断
し
た
学

校
側
は
同
窓
会
と
相
談
し
、
お

別
れ
会
を
開
い
て
処
分
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

お
別
れ
会
は
同
年
11
月
19
日

同
窓
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
、

児
童
の
ほ
か
、
同
窓
生
ら
約
50

人
が
出
席
、
校
長
や
児
童
、
同

窓
生
の
お
別
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

後
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
入
れ
て

伐
採
し
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の

柳
の
木
と
別
れ
を
告
げ
た
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
保
存
樹
は

15
組
で
そ
れ
ぞ
れ
所
有
者
、
施

設
管
理
者
に
よ
っ
て
管
理
保
護

さ
れ
て
い
る
。

  

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）、

西
上
国
有
林
内（
現
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
近
く
）で
発

見
さ
れ
た
巨
大
ミ
ズ
ナ
ラ
は
、

近
年
行
わ
れ
た
国
営
草
地
開
発

事
業
の
区
域
内
に
あ
る
が
、
名

木
と
し
て
保
存
す
る
た
め
、
こ

の
巨
木
か
ら
半
径
１
０
０
㍍
の

区
域
は
草
地
開
発
せ
ず
残
さ
れ

た
。

　

樹
齢
８
０
０
年
を
超
え
る
こ

の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
は
１
９
９

２
年（
平
成
４
年
）十
勝
の
名
木

特
選
に
選
ば
れ
、
同
年
８
月
開

か
れ
た「
十
勝
・
緑
と
地
球
博

み
ど
り
い
む  

＇92
」で「
後
世
に

残
す
べ
き
十
勝
の
名
木
百
選
」

で
大
き
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
表

彰
さ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）長

年
風
雪
に
耐
え
て
き
た
こ
の
巨

木
も
倒
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は

残
っ
て
い
な
い
。

　

町
の
保
存
樹
の
指
定
は
受
け

て
い
な
い
が
、
下
居
辺
清
澄
地

区
保
坂
勇
所
有
の
ミ
ズ
ナ
ラ
も

樹
齢
３
５
０
年
以
上
の
巨
木
で

あ
る
。
こ
の
地
区
に
始
め
て
鍬

を
入
れ
た
時
か
ら
付
近
を
遠
望

で
き
る
山
林
に
そ
び
え
立
つ
巨

木
は
緩
傾
斜
に
頑
強
な
根
を
張

り
、
風
雪
や
山
火
に
耐
え
て
き

た
の
か
幹
に
あ
る
十
数
個
の
瘤

（
こ
ぶ
）が
こ
れ
ら
を
物
語
っ
て

い
る
。

　

開
拓
の
地
縁
か
ら
も
貴
重
な

巨
木
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
チ

ャ
チ
ャ（
古
老
）を
と
り「
ヲ
ロ

ベ
・
チ
ャ
チ
ャ
ナ
ラ
」と
名
付

け
た
。

　

町
は
１
９
８
１
年（
昭
和
56

年
）開
基
60
周
年
を
記
念
し
て「
町

の
木
・
花
・
鳥
」の
制
定
を
行

っ
た
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し

て
の
町
の
木
は「
か
し
わ
」町
の

花
に
は「
す
ず
ら
ん
」町
の
鳥
と

し
て「
か
っ
こ
う
」が
選
ば
れ
た
。

　
「
か
し
わ
」は
防
風
保
安
林
、

遊水公園植樹祭

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士幌町指定保存樹�

所在地 所有者
（管理者） 樹　種 樹齢（年）周囲（ｍ）樹高（ｍ） 説　明

中士幌北 中士幌公民館 コクワ 97 測定不能 3.2 枝葉面積豊富で樹勢良好

明生 中士幌小学校 カシワ 237 3.12 15.9 中士幌小学校のシンボル的存在

佐倉北２ 荻静江 カシワ 487 ～ 510 3.98 18.6 佐倉農場用開墾記念保存

友愛 報恩寺 アカマツ 137 2.69 12 報恩寺の歴史的存在

仲通 士幌小学校 イチイ 137 2.04 7.8 士幌小学校のシンボル的存在

仲通 士幌小学校 クワ 107 1.96 12.1 管内的に珍しい桑の大木

仲通 士幌小学校 カシワ 437 2.47 19.3 開拓時の柏が市街中心に残された

共益 士幌町 カシワ 437 3.05 17.8 元北中音更小学校跡地、開拓時の大木が残され、美観風致も優れている
朝陽 植田照江 ミズナラ 約 386 3.41 22.1 数少なくなったナラの大樹

朝陽 植田照江 カツラ 約 386 3.3 21.3 原生林にそびえ立つ希少価値の大樹

仲通 士幌小学校 クリ 96 1.96 12.3 天皇即位記念として植樹された記念樹

役場前 士幌町 クロマツ 86 1.77 10 樹容に優れ管内的にも一級品の折り紙付き

百戸 星屋好男 ハルニレ 126 2.42 21.4 士幌小学校の創立跡地のシンボル的存在

明生 中士幌小学校 カシワ
2.03 18.9

２本セットで開墾時代の名残り
2.3 21.2

共益 士幌町 カシワ 3.27 19.2 樹容に優れ、元北中音更小学校のシンボル的存在
� ※平成26年８月現況確認、周囲・樹高を測定
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設
置
す
る
と
と
も
に「
し
ほ
ろ

史
跡
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
」を
発

行
し
た
。
こ
れ
ら
の
史
跡
は
士

幌
町
発
展
の
歴
史
を
物
語
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

（
表‒

２
参
照
）

柏
公
園
の
ほ
か
保
存
樹
に
指
定

さ
れ
て
い
る
古
木
等
も
多
く
残

っ
て
お
り
、町
の
鳥「
か
っ
こ
う
」

も
春
の
種
ま
き
を
知
ら
せ
る
鳥

と
し
て
毎
年
そ
の
時
期
に
な
る

と
姿
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が

鳴
き
声
は
町
内
各
地
で
聴
か
れ

る
。

　

町
の
花
に
制
定
さ
れ
て
い
る

「
す
ず
ら
ん
」は
、
か
つ
て
全
町

的
に
自
生
し
、
気
品
の
あ
る
姿
、

香
が
多
く
の
町
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
が
、
開
発
が
進
む
と
共

に
姿
を
消
し
、
自
生
の
す
ず
ら

ん
を
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
。
町
は
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
に

公
園
、
保
安
林
等
へ
の
移
植
で

保
護
、
増
殖
を
図
っ
た
が
芳
し

い
結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
。
今

後「
町
の
花
」見
直
し
も
含
め
対

策
の
必
要
が
あ
る
。

郷
土
芸
能

　

一
時
期「
美
濃
神
楽（
か
ぐ
ら
）」

を
本
町
の
郷
土
芸
能
と
し
て
伝

承
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
さ
れ
た
が
定
着
せ
ず
、
士

幌
町
で
は
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ

て
い
る
郷
土
芸
能
は
な
い
。

　

１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）２

月
に
士
幌
高
原
太
鼓
愛
好
会
が

結
成
さ
れ
三
十
数
年
に
な
る
が
、

活
動
が
継
続
さ
れ
郷
土
芸
能
と

し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）９

月
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
神

戸
を
拠
点
に
全
国
展
開
す
る「
和

太
鼓
松
村
組
」の「
第
１
回
十
勝

公
演
ｉ
ｎ
士
幌
」が
開
催
さ
れ
、

友
情
出
演
し
た
士
幌
高
原
太
鼓

愛
好
会
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
松

村
組
楽
曲
を
演
奏
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
、
松
村
組
と
士
幌
高
原

太
鼓
愛
好
会
の
合
奏
で
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　

開
町
１
０
０
周
年
記
念
式
典

で
は「
和
太
鼓
松
村
組
」の
座
長

政
本
憲
一
氏
が
作
曲
し
た「
十

勝
風
～
ｔ
ｏ
ｋ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
－
ｋ

ａ
ｚ
ｅ
～
」を
披
露
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
と
開
拓
遺
品

　

町
内
で
埋
蔵
文
化
財
蔵
地
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
１

９
９
５
年（
平
成
７
年
）に
指
定

さ
れ
た
日
進
４
遺
跡
を
含
め
38

か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
大
半
が
音
更
川
、

居
辺
川
沿
い
か
ら
出
土
し
た
土

器
の
か
け
ら
、
や
じ
り
、
石
斧

（
お
の
）な
ど
で
、
先
住
民
族
の

生
活
拠
点
と
思
わ
れ
る
。

　

本
町
で
入
植
開
墾
が
始
ま
っ

て
か
ら
１
２
０
余
年
に
な
る
が
、

入
植
当
時
か
ら
の
変
化
を
物
語

る
農
耕
具
、
生
活
用
具
等
で
今

は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
道
具
類

は
、
先
人
の
足
跡
を
し
の
ぶ
た

め
に
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、

町
で
は
町
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

多
く
の
開
拓
当
時
か
ら
の
記
念

物
品
を
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
資

料
室
や
し
ほ
ろ
発
祥
の
地
に
あ

る
伝
統
農
業
保
存
伝
承
館
で
保

存
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

町
の
史
跡
・
遺
跡

　

町
は
１
９
８
９
年（
平
成
元

年
）度
に
お
い
て「
自
ら
考
え
、

自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
事

業
」（
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
１
億

円
の
一
部
）の
一
貫
と
し
て
、

広
く
町
民
に
呼
び
か
け
、
町
内

の「
史
跡
・
遺
跡
」を
現
地
に
表

示
し
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

結
果
、
当
年
度
に
お
い
て
士

幌
町
発
祥
の
地
を
含
め
39
か
所

を
指
定
し
、
現
地
に
解
説
版
を

史跡イラストマップ

士幌町の史跡・遺跡（平成元年指定）
表－２�

番　号 名　称 所在地
№１ 士幌町発祥の地 字中士幌幹線 86 番地
№２ 士幌町農耕発祥の地 字下居辺南 2線 84 番地
№３ 中士幌小学校開設跡 字中士幌幹線 98 番地
№４ 下居辺小学校開設跡 字下居辺南 2線 88 番地
№５ 士幌小学校開設跡 字士幌幹西 2線 184 番地
№６ 北中音更小学校開設跡 字中音更基線 162 番地
№７ 中士幌寺町跡 字中士幌幹線 92 番地
№８ 割山の分監小屋跡 字中士幌幹線 118 番地
№９ 官設渡船場跡 字士幌幹西 2線 170 番地
№１０ 佐倉農場事務所跡 字士幌東 7線 122 番地
№１１ 官設上士幌駅逓跡 字士幌西 1線 218 番地
№１２ マッチ軸木工場跡 字中音更西 1線 203 番地
№１３ 上居辺小学校開設跡 字士幌東 7線 159 番地
№１４ 居辺駅逓跡 字下居辺西 2線 134 番地
№１５ 佐倉小学校開設地 字士幌東 7線 132 番地
№１６ 中音更橋跡 字中音更基線 157 番地
№１７ 西上音更小学校開設跡 字上音更西 1線 229 番地
№１８ 士幌村役場跡 字士幌西 2線 162 番地
№１９ 士幌かんがい溝跡 字士幌西 2線 162 番地
№２０ 私設中士幌渡船場跡 字上音更西 1線 229 番地
№２１ 士幌町農村工業発祥の地 字中音更
№２２ 国有鉄道士幌駅跡 字士幌西 1線
№２３ 国有鉄道中士幌駅跡 字中士幌西 2線
№２４ 士幌市街火力発電所跡 字士幌西 2線 166 番地
№２５ 士幌家畜市場跡 字士幌西 2線 176 番地
№２６ 北海道拓殖鉄道中音更駅跡 字中音更西 1線 184 番地
№２７ 朝陽小学校跡 字士幌東 16 線 181 番地

№２８ 新田民有未墾解放地簡易水
道跡 字上音更

№２９ 士幌村産業組合発祥の地 字士幌西 2線 163 番地
№３０ 新田小学校開設地 字上音更西 12 線 21 の 93
№３１ 殖民軌道居辺線起点跡 字下居辺西 2線 134 番地

№３２ 中士幌ブドウ糖水アメ工場
跡 字中士幌西 2線 78 番地

№３３ 士幌町中学校統合 字士幌幹線 168 番地
№３４ 国鉄バス営業所跡 字士幌西 2線 161 番地
№３５ 下居辺小水力発電所跡 字下居辺西 2線 130 番地

№３６ 帯広刑務所士幌農場泊込作
業所跡 字下居辺南 4戦 79 番地

№３７ 先住民チャシ跡オルベチャ
シ 字士幌東 16 線 176 番地

№３８ 先住民チャシ跡ウオップ
チャシ 字中音更 33 号地先

№３９ 新田牧場開設土塁跡 字上音更

士幌高原太鼓愛好会
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１
、
中
士
幌
地
区

　

中
士
幌
地
区
は
、
士
幌
町
の

南
玄
関
口
と
し
て
音
更
町
に
接

し
、
国
道
２
４
１
号
両
沿
い
に

市
街
地
を
形
成
し
、
市
街
地
の

東
西
に
農
村
部
が
あ
る
。
駐
在

区
は
市
街
地
６
、
農
村
部
６
の

12
で
８
４
１
人
の
住
民
が
居
住

し
生
活
し
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）３

月
、
士
幌
町
の
男
性
で
初
め
て

１
０
０
歳
を
迎
え
た
松
井
喜
市

は
中
士
幌
市
街
で
長
男
の
妻
と

２
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
晩
年

は
、
趣
味
の
碁
を
打
っ
た
り
、

町
民
文
芸
誌
ぬ
ぷ
か
に
連
続
11

回
投
稿
す
る
な
ど
健
在
ぶ
り
を

示
し
、
ふ
る
さ
と
の
語
り
部
と

し
て
貴
重
な
人
材
で
あ
っ
た
が

翌
年（
平
成
９
年
）３
月
、
満
１

０
１
歳
で
人
生
を
終
え
た
。

第一章  地区の30年

　

士
幌
町
発
祥
の
地
で
も
あ
る

中
士
幌
は
１
９
９
８
年（
平
成

10
年
）開
拓
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
。
同
年
10
月
18
日
開
拓
１

０
０
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を

町
発
祥
の
地
で
行
い
開
拓
１
０

０
周
年
記
念
碑
の
除
幕
式
や
開

拓
者
の
子
孫
な
ど
功
労
者
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
セ
レ
モ
ニ

ー
に
続
き
、
開
拓
ま
つ
り
に
移

り
多
く
の
人
た
ち
が
１
０
０
周

年
を
祝
う
と
共
に
先
人
の
残
し

た
偉
業
と
遺
訓
を
後
世
に
伝
承

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

開
拓
１
０
０
周
年
を
機
に「
中

士
幌
を
楽
し
む
会
」が
組
織
さ

れ
た
。
同
会
は
１
０
０
年
を
節

目
と
し
て
歴
史
を
振
り
返
り
、

地
域
に
つ
い
て
考
え
る
交
流
の

場
を
つ
く
り
た
い
と
、
郷
里
中

士
幌
に
戻
っ
て
き
て
い
た
学
習

漫
画
家
北
本
善
一
ら
が
呼
び
か

け
発
足
し
た
も
の
で
、
地
区
駐

在
の
お
ま
わ
り
さ
ん
、
住
職
な

ど
地
区
在
住
の
者
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

同
会
は
、
地
区
の
活
性
化
・

町
お
こ
し
を
目
標
に
文
化
活
動
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
幅
広
い
事
業
を
展
開
、

発
足
時
に
は
１
０
０
年
前
の
開

拓
者
の
足
取
り
を
た
ど
ろ
う
と

豊
頃
町
大
津
か
ら
中
士
幌
発
祥

の
地
ま
で
を
歩
く「
キ
ッ
ズ
ウ

ォ
ー
ク
80
キ
ロ
」を
計
画
、
小

学
生
か
ら
80
歳
ま
で
の
20
人
が

参
加
し
、
３
日
か
け
て
全
員
完

歩
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
道
沿
い
の
桜
の

植
樹
、
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
、
ち
っ
ち
ゃ

な
雪
ま
つ
り
や
川
狩
り
、
昔
話

ラ
イ
ブ
な
ど
を
継
続
し
、
子
ど

も
た
ち
を
相
手
に
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
た
。

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に
中

士
幌
新
東（
第
二
期
）団
地
25
区

画
、
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）

に
み
の
り
野
団
地
56
区
画
が
造

成
、
分
譲
さ
れ
帯
広
の
通
勤
圏

と
い
う
こ
と
で
住
宅
建
設
が
進

ん
で
い
る
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
４
年

　

８
月　

中
士
幌
陶
芸
場
新
設

　

�

10
月　

第
４
回
開
拓
ま
つ
り

（
第
10
回
ま
で
続
く
）

平
成
５
年

　

�

７
月　

美
濃
市
と
の
児
童
交

流
事
業
開
始

平
成
７
年

　

�

５
月　

中
士
幌
の
森
パ
ー
ク

中士幌公民館
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策
グ
ッ
ズ
と
し
て「
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
と
タ
オ
ル
」を
士
幌

商
工
会
中
士
幌
振
興
部
の
協

力
を
得
て
配
付

◎
中
士
幌
地
区
の
人
口（
令
和

３
年
５
月
末
現
在
）

　

市
街
地　

３
２
９
戸　

６
５

２
人（
男　

３
０
９
人
、
女　

３
４
３
人
）

　

農
村
部　
　
　

70
戸　

１
６

９
人（
男　

85
人
、
女　

84
人
）

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

　
�

７
月　

中
士
幌
共
同
墓
地
通

路
舗
装
整
備

平
成
８
年

　

�

１
月　

士
幌
消
防
署
中
士
幌

分
遺
所
改
築
落
成
式
典

　

�

２
月　

Ｊ
Ａ
青
年
部
中
士
幌

支
部
結
成
35
周
年
記
念
式
挙

行
平
成
９
年

　

�

１
月　

Ｊ
Ａ
女
性
部
中
士
幌

支
部
結
成
30
周
年
記
念
式
挙

行

　

�

３
月　

音
更
町
農
協
中
士
幌

支
所
廃
止
撤
退

　

�

７
月　

伝
統
農
業
保
存
伝
承

館
オ
ー
プ
ン

　

�

10
月　

中
士
幌
警
察
官
駐
在

所
改
築
落
成

平
成
10
年

　

�

１
月　

中
士
幌
を
楽
し
む
会

発
足

　

�

中
士
幌
地
区
農
地
交
換
分
合

事
業
始
ま
る

　

�

10
月　

地
区
開
拓
１
０
０
周

年
記
念
式
・
記
念
碑
建
立
除

幕
式
挙
行

　

�

中
士
幌
新
東
団
地
防
火
水
槽

60
㌧
設
置

　

�

11
月　

中
士
幌
東
団
地
第
３

次
造
成
分
譲
開
始

　

中
士
幌
の
森
宅
地
分
譲
開
始

平
成
11
年

　

�

２
月　

開
拓
１
０
０
周
年
記

念
誌
発
刊（
中
士
幌
の
あ
ゆ
み
）

　

�

５
月　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
開
設

　

�

12
月　

中
士
幌
地
域
振
興
計

画「
構
想
案
」提
言「
お
ひ
ろ

め
会
」

平
成
12
年

　
�

４
月　

東
団
地
入
口
の
国
道

２
４
１
号
線
に
信
号
機
設
置

　

�
５
月　

中
士
幌
小
学
校
生
徒

会
有
珠
山
火
山
活
動
災
害
義

援
金
募
金
活
動

　

�

中
士
幌
小
学
校
、
釧
路
法
務

局
か
ら
人
権
の
花
６
０
０
本

と
立
看
板
寄
贈

　

�

８
月　

子
育
て
支
援
カ
ー（
カ

ボ
チ
ャ
バ
ス
）お
目
見
え

平
成
13
年

　

�

２
月　

中
士
幌
小
学
校
で
親

子
そ
ば
打
ち
体
験

　

�

５
月　

音
更
川
に
中
士
幌
小

学
校
児
童
に
よ
る
サ
ケ
の
稚

魚
放
流

　

�

６
月　

中
士
幌
老
人
ク
ラ
ブ

「
お
楽
し
み
会
」実
施
、
王
龍

か
ら
ラ
ー
メ
ン
無
料
提
供

　

�

10
月　

真
徳
寺
仏
教
婦
人
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
厚
生

労
働
大
臣
表
彰

　

�

11
月　

中
士
幌
児
童
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
完
成

平
成
14
年

　

�

１
月　

中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦

人
会
敬
老
会
開
催

　

�

中
士
幌
消
防
団
員
に
よ
る
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

�

６
月　

中
士
幌
小
学
校
５
年

対
象
に
札
幌
食
糧
事
務
所
帯

広
支
所
の
職
員
に
よ
り「
お

米
の
出
前
教
室
」実
施

平
成
15
年

　

�

２
月　

中
士
幌
婦
人
学
級
受

講
者
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

見
学

　

�

11
月　

中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦

人
会
主
催「
地
域
ふ
れ
あ
い

交
流
会
」

　

�

中
士
幌
小
学
校
開
校
１
０
０

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

平
成
16
年

　
�

２
月　

中
士
幌
小
学
校
開
校

１
０
０
年
記
念
誌「
柏
」発
行

平
成
18
年

　

�

２
月　

中
士
幌
小
学
校
で
ソ

プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催（
親

子
体
験
学
習
）

　

�

９
月　

中
士
幌
児
童
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
子
育
て
講
演
会

平
成
20
年

　

�

１
月　

中
士
幌
小
学
校
で
思

い
や
り
の
心
を
育
て
る
人
権

教
室

平
成
23
年

　

�

６
月　

中
士
幌
郵
便
局
集
配

業
務
撤
廃
反
対
の
た
め「
中

士
幌
を
よ
く
す
る
会
」設
立

し
抗
議
運
動
を
行
う

平
成
26
年

　

�

４
月　

平
田
建
設
よ
り
桜
の

苗
木
の
寄
贈
が
あ
り
公
民
館

周
辺
に
植
樹

平
成
28
年

　

�

４
月　

公
民
館
活
動
の
主
体

で
あ
る「
中
士
幌
公
民
館
活

動
推
進
委
員
会
」を
よ
り
会

員
が
身
近
に
感
ぜ
ら
れ
る
よ

う「
中
士
幌
公
民
館
活
動
推

進
会
」に
改
称

平
成
30
年

　

�

１
月　
「
幻
の
寺
町
を
語
る
」

講
演
会　

講
師　

小
川
光
男

（
中
士
幌
出
身
、
駒
澤
大
学

講
師
）

　

�

８
月　

中
士
幌
地
区
開
拓
１

２
０
周
年
記
念
盆
踊
り
大
会

記
念
タ
オ
ル
作
成
、
全
参
加

者
に
配
布

令
和
元
年

　

�

５
月　
「
中
士
幌
地
域
安
全

見
守
り
隊
」10
名
で
結
成（
特

に
中
士
幌
小
学
校
児
童
の
登

下
校
に
関
す
る
見
守
り
）

令
和
２
年

　

�
７
月　

全
家
庭
に
コ
ロ
ナ
対

２
、
佐
倉
地
区

　

佐
倉
地
区
は
士
幌
農
村
部
の

東
側
に
続
き
道
道
本
別
士
幌
線

か
ら
南
側
音
更
町
界
ま
で
伸
び

て
い
る
。
道
道
上
士
幌
音
更
線

が
中
央
南
北
に
走
り
そ
の
両
側

で
農
家
が
点
在
し
て
い
る
。

　

畑
作
農
家
と
酪
農
家
が
ほ
ぼ

半
数
ず
つ
と
な
っ
て
お
り
酪
農

は
、
新
田
地
区
と
共
に
町
内
の

主
要
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

駐
在
区
の
再
編
を
行
い
こ
れ
ま

で
の
８
駐
在
区
を
２
駐
在
区
と

し
た
。
地
区
中
心
地
に
あ
る
小

学
校
を
起
点
に
南
北
に
分
け
、

旧
駐
在
区
の
西
堀
田
、
共
豊
、

東
台
、
豊
年
を
ま
と
め
て「
佐
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３
、
上
居
辺
地
区

　

同
地
区
は
士
幌
町
の
東
北
部

に
位
置
し
東
は
居
辺
川
、
北
は

上
士
幌
町
界
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。

　

平
坦
な
畑
作
地
帯
で
東
部
の

一
部
に
湿
地
帯
を
残
す
が
土
地

改
良
等
で
改
善
が
図
ら
れ
、
石

礫
の
少
な
い
条
件
に
恵
ま
れ
た

農
地
が
多
く
、
長
い
も
、
人
参

な
ど
根
系
野
菜
も
作
ら
れ
て
い

る
。
農
家
戸
数
、
地
区
内
経
営

面
積
も
多
く
そ
れ
ぞ
れ
町
全
体

倉
南
区
」と
し
北
側
に
位
置
し

て
い
た
新
盛
、
双
葉
、
佐
倉
、

新
光
の
４
部
落
を「
佐
倉
北
区
」

と
し
て
統
合
し
た
。

　

佐
倉
小
学
校
は
道
道
上
士
幌

音
更
線
の
地
区
中
心
地
東
沿
い

に
あ
る
が
、
老
朽
化
が
進
み
１

９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
改
築

さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
で
児
童

数
も
減
少
し
て
い
る
な
か
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
同
地
区
開
拓
と
ゆ
か
り

の
深
い
千
葉
県
佐
倉
市
と
交
流

が
続
け
ら
れ
、
児
童
の
相
互
訪

問
に
よ
る
交
流
も
続
け
ら
れ
て

い
た
。

　

小
学
校
の
西
側
に
あ
っ
た「
佐

倉
母
と
子
の
家
」は
長
い
間
、

季
節
保
育
所
、
へ
き
地
保
育
所
、

地
区
集
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て

き
た
が
、
１
９
９
６
年（
平
成

８
年
）度
に
取
り
壊
し
新
し
い

集
会
施
設
と
し
て「
佐
倉
交
流

セ
ン
タ
ー
」が
建
設
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
佐
倉
事
業
所
も
１
９

９
４
年（
平
成
６
年
）で
改
築
さ

れ
、
地
域
の
施
設
は
す
べ
て
一

新
さ
れ
て
い
る
。

　

同
地
区
で
は
、
町
が
進
め
て

い
る「
快
適
環
境
づ
く
り
」に
呼

応
し
、１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

地
区
内
に
散
在
し
て
い
る
不
要

農
機
具
な
ど
大
型
ご
み
を
一
掃

し
た
。
地
区
内
に
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
古
い
農
機
具
や
使
用

済
の
自
動
車
な
ど
が
敷
地
内
や

畑
の
角
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、

農
村
景
観
を
損
ね
て
い
た
が
農

閑
期
に
地
区
内
一
斉
に
処
分
す

る
こ
と
と
し
集
積
所
を
設
け
て

持
ち
寄
り
回
収
業
者
に
引
き
渡

し
た
。

　

回
収
実
績
は
使
用
済
ト
ラ
ッ

ク
２
台
、
乗
用
車
５
台
、
農
機

具
な
ど
40
台
、
バ
ッ
テ
リ
ー
１

０
０
個
で
総
重
量
26
㌧
に
及
ん

だ
。
廃
品
の
一
掃
で
地
区
内
の

景
観
が
見
違
え
る
ほ
ど
よ
く
な

っ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）12

月
に「
佐
倉
地
区
開
基
１
０
０

周
年
・
佐
倉
小
学
校
開
校
１
０

０
周
年
・
佐
倉
事
業
所
開
所
50

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」が

執
り
行
わ
れ
約
３
０
０
名
が
出

席
し
た
。
式
典
会
場
に
は「
祝

１
０
０
年
さ
く
ら
大
好
き
、
こ

れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
」と
大

き
な
文
字
で
地
域
の
み
ん
な
の

気
持
ち
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）３

月
、
佐
倉
小
学
校
は
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
５
年

　

�

１
月　

佐
倉
麦
作
組
合
20
周

年
を
祝
う
会

　

�

７
月　

佐
倉
小
学
校
池
周
辺

環
境
整
備
作
業
完
了

平
成
８
年

　
�

12
月　

佐
倉
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設

平
成
10
年

　

�

12
月　

佐
倉
小
学
校
新
校
舎

完
成

平
成
11
年

　

�

１
月　

新
校
舎
で
の
授
業
開

始

　

�

12
月　

佐
倉
小
学
校
校
舎
改

築
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会

平
成
17
年

　

�

12
月　

山
岸　

勝　

２
枚
の

絵
を
町
に
寄
贈

平
成
18
年

　

�

４
月　

佐
倉
小
学
校
で
国
際

交
流（
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
グ
レ
ゴ
リ

ー
と
来
日
し
た
姉
の
一
家
５

人
）

　

�

佐
倉
小
学
校
で
交
通
安
全
教

室

　

�

６
月　

防
犯
協
会
佐
倉
支
部

が
北
海
道
警
察
釧
路
方
面
本

部
長
と
釧
路
方
面
防
犯
協
会

連
合
会
長
か
ら
連
盟
表
彰

平
成
19
年

　

�

12
月　

町
内
10
番
目
の「
ゆ

う
ゆ
う
サ
ロ
ン
」開
所
式

平
成
20
年

　

�

３
月　

佐
倉
小
学
校
に
国
際

文
庫
か
ら
図
書
カ
ー
ド
を
寄

贈

　

�

９
月　

佐
倉
小
学
校
で
暗
き

ょ
排
水
の
学
習
会

平
成
21
年

　

�

３
月　

佐
倉
へ
き
地
保
育
所

が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
佐

倉
へ
き
地
保
育
所
に　

開
所

記
念
式
典

平
成
27
年

　

�

12
月　

佐
倉
地
区
開
基
１
０

０
周
年
・
佐
倉
小
学
校
開
校

１
０
０
周
年
・
佐
倉
事
業
所

開
所
50
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会

佐倉交流センター

上居辺地区開拓記念碑

令
和
２
年

　

２
月　

佐
倉
小
学
校
閉
校
式

◎
佐
倉
地
区
の
人
口（
令
和
３

年
５
月
末
現
在
）

　

69
戸　

２
２
５
人（
男　

１

１
５
人
、
女　

１
１
０
人
）
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の
20
％
強
を
占
め
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）度

で
改
築
し
た
上
居
辺
小
学
校
は

翌
93
年（
平
成
５
年
）グ
ラ
ウ
ン

ド
拡
張
、
通
路
舗
装
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
、
駐
輪
場
等
の
環
境
整

備
を
終
え
、
同
年
７
月
２
日
関

係
者
約
３
０
０
人
が
出
席
し
て

校
舎
落
成
式
を
行
っ
た
。

　

上
居
辺
小
学
校
は
郡
部
校
と

し
て
中
士
幌
小
学
校
に
次
ぐ
児

童
数
を
擁
し
て
い
た
が
、
近
年

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）４

月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当

選
し
た
同
地
区
北
上
居
辺
出
身

の
佐
藤
国
夫
が
病
に
倒
れ
翌
年

１
月
７
日
急
逝
し
た
。
葬
儀
は
、

士
幌
町
議
会
議
員
会
・
上
居
辺

地
区
公
民
館
推
進
委
員
会
の
合

同
葬
と
し
て
１
月
８
日
通
夜
、

９
日
告
別
式
が
士
幌
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や

か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）４

月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当

選
し
た
同
地
区
共
成
出
身
の
成

田
吉
信
が
２
０
０
５
年（
平
成

17
年
）病
に
倒
れ
急
逝
し
た
。

葬
儀
は
、
町
関
係
機
関
・
団
体

合
同
葬
と
し
て
４
月
７
日
通
夜
、

８
日
告
別
式
が
士
幌
町
農
業
会

館
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。

　

活
発
な
活
動
を
続
け
る
上
居

辺
青
年
団
が
１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）創
立
50
周
年
を
迎
え
た
。

同
年
２
月
に
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
開
き
祝
う
と
共
に
記
念
誌

「
朋
友
信
有
」を
発
行
し
た
。
団

員
の
減
少
が
悩
み
と
な
っ
て
い

た
が
、２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

３
月
休
部
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）11

月
28
日
に「
上
居
辺
地
区
開
基

１
０
０
周
年
・
上
居
辺
小
学
校

開
校
１
０
０
周
年
・
上
居
辺
事

業
所
開
所
65
周
年
・
上
居
辺
保

育
所
開
所
60
周
年
記
念
式
典
・

除
幕
式
・
祝
賀
会
」が
執
り
行

わ
れ
約
３
０
０
名
が
出
席
、
式

典
終
了
後
に
開
基
・
開
校
１
０

０
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
６
年

　

�

１
月　

青
年
部
上
居
辺
支
部

創
立
35
周
年
記
念
式
典

平
成
９
年

　

�

２
月　

上
居
辺
青
年
団
創
立

50
周
年
記
念
式
典

平
成
13
年

　

�

９
月　

北
海
道
知
事
杯
第
17

回
北
海
道
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
で「
上
居
辺
フ
レ
ン
ド
」が

優
勝

　

�

10
月　

上
居
辺
小
学
校
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

�

上
居
辺
小
学
校
で
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
育
て
た
稲
を
刈
り

取
り

　

�

11
月　

樋
口
孝
夫（
柏
）が
日

本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会
表

彰
を
受
け
る

平
成
14
年

　

�

６
月　

上
居
辺
小
学
校
東
側
、

佐
倉
川
に「
親
水
施
設
」完
成

　

�

７
月　

第
１
回
上
居
辺
祭
り

開
催

平
成
15
年

　

�

７
月　

第
２
回
上
居
辺
祭
り

開
催

　
�

10
月　

上
居
辺
小
学
校
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
16
年

　

�

２
月　

柏
野
常
会
の
石
水
幸

治
と
山
田
登
美
雄「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」

を
手
造
り

　

�

４
月　

人
命
救
助
で
石
水
幸

治（
柏
野
）に
本
別
町
よ
り
感

謝
状

　

�

７
月　

第
３
回
上
居
辺
祭
り

開
催

平
成
17
年

　

�

６
月　

上
居
辺
保
育
所
こ
ぐ

ま
ク
ラ
ブ
安
全
と
防
災
を
学

ぶ
平
成
19
年

　

�

４
月　

上
居
辺
い
き
い
き
サ

ロ
ン
開
始

　

�

10
月　

上
居
辺
小
学
校
で「
ふ

る
さ
と
士
幌
給
食
」

　

�

上
居
辺
小
学
校
で
そ
ば
打
ち

体
験

　

�

11
月　

上
居
辺
地
域
資
源
保

全
隊
設
立

平
成
20
年

　

�

３
月　

町
内
初
と
な
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
誕
生（
上
居
辺
へ
き

地
保
育
所
）

　

�

９
月　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
士

幌
上
居
辺
チ
ー
ム
が
全
国
大

会
で
優
勝

平
成
22
年

　

�

１
月　

農
協
青
年
部
上
居
辺

支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
24
年

　

�

１
月　

農
協
女
性
部
上
居
辺

支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　

�

２
月　

上
居
辺「
木
と
太
陽

の
香
る
エ
コ
交
流
館
」落
成

式
平
成
27
年

　
�

６
月　

１
０
０
周
年
記
念
大

運
動
会
開
催

　

�
８
月　

小
学
校
庭
園
に
１
０

０
周
年
記
念
碑
、
70
周
年
記

４
、
下
居
辺
地
区

　

下
居
辺
地
区
は
士
幌
町
の
東

部
に
位
置
し
、
居
辺
川
に
沿
っ

て
南
北
に
広
が
り
農
地
が
拓
か

れ
て
い
る
。
土
地
は
傾
斜
地
が

多
く
気
候
は
穏
や
か
で
冬
期
の

積
雪
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。

　

中
心
部
で
僅
か
の
市
街
地
を

形
成
し
、
そ
れ
を
農
地
、
森
林

念
碑
補
修　

27
号
に
案
内
看

板

　

�

11
月　

上
居
辺
地
区
開
基
１

０
０
周
年
・
上
居
辺
小
学
校

開
校
１
０
０
周
年
・
上
居
辺

事
業
所
開
所
65
周
年
・
上
居

辺
保
育
所
開
所
60
周
年
記
念

式
典
・
除
幕
式
・
祝
賀
会

令
和
２
年

　

�

１
月　

農
協
青
年
部
上
居
辺

支
部
創
立
60
周
年
記
念
式
典

　

�

３
月　

楽
友
会
、
上
居
辺
青

年
団
休
部
と
な
る

　

�

９
月　

上
居
辺
旧
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
に
農
協
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
設
置

◎
上
居
辺
地
区
の
人
口（
令
和

３
年
５
月
末
現
在
）

　

１
０
７
戸　

４
２
２
人（
男

　

２
０
５
人
、
女　

２
１
７
人
）
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が
取
り
ま
く
環
境
と
な
っ
て
い

る
。

　

同
地
区
は
町
内
で
最
も
早
く

開
拓
さ
れ
た
地
で
、
１
８
９
４

年（
明
治
27
年
）、
当
時
の
川
合

村
の
南
２
線
45
号（
現
在
の
士

幌
町
）は
愛
知
県
出
身
の
佐
野

玉
次
郎
が
初
め
て
鍬
を
下
ろ
し

た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
か
ら
数
え
て
１

９
９
４
年（
平
成
６
年
）で
１
０

０
年
目
に
当
た
る
が
地
区
で
は

２
年
前
か
ら
協
賛
会
を
設
立
し

記
念
事
業
の
企
画
を
行
い
、
開

拓
１
０
０
年
記
念
公
園
の
造
成
、

記
念
碑
建
立
、
記
念
誌
発
行
を

進
め
、１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

12
月
４
日
に
記
念
碑
除
幕
式
、

記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
挙
行
し

開
拓
１
０
０
年
を
祝
っ
た
。

　

同
地
区
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
、
士
幌
高
原
ヌ
プ
カ

の
里
と
共
に
士
幌
町
の
観
光
・

体
験
・
交
流
の
拠
点
と
位
置
付

け
し
、
町
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
里
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）度

に「
北
海
道
中
山
間
ふ
る
さ
と

水
と
土
保
全
対
策
事
業
」の
対

象
地
区
に
指
定
さ
れ
、「
ふ
れ
あ

い
の
里
づ
く
り
」計
画
を
策
定

し
た
が
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
下
居
辺
交
流
施
設（
温
泉
宿

泊
施
設
）を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
町
営
温
泉
緑
風
荘
に
代

わ
る
施
設
と
し
て
２
０
０
１
年

（
平
成
13
年
）10
月
し
ほ
ろ
温
泉

「
プ
ラ
ザ
緑
風
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

同
地
区
は
、
自
然
・
景
観
に

関
す
る
資
源
と
し
て「
朝
陽
自

然
の
森
」、
１
９
９
４
年（
平
成

６
年
）に
整
備
し
た「
創
造
の
森
」、

町
の
開
基
70
周
年
記
念
に
造
成

し
た「
イ
チ
イ
の
森
」が
あ
り
、

ま
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ベ
ン
ト
等
の
資
源
と
し
て
、
士

幌
町
競
馬
祭
り
を
定
着
さ
せ
た

「
飯
島
農
場
」、
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
整
備
活
用
し
て
い
る「
ふ

る
里
体
験
広
場
」、「
ヤ
マ
ベ
養

殖
場
」、
ホ
タ
ル
の
里
と
し
て

知
ら
れ
る「
朝
陽
公
園
」な
ど
が

あ
り
、「
運
動
公
園
」、「
開
拓
百

年
記
念
公
園
」も
含
め
着
々
と

里
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
２
０
１
３
年（
平

成
25
年
）の
移
住
体
験
住
宅
、

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）の
農

園
付
き
移
住
住
宅
の
建
設
な
ど

町
の
移
住
体
験
施
設
が
建
設
さ

れ
て
い
る
。

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）度

で
校
舎
を
改
築
し
、
１
９
９
７

年（
平
成
９
年
）開
校
１
０
０
周

年
を
迎
え
同
年
２
月
１
日
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
し
た
下

居
辺
小
学
校
は
、
２
０
１
９
年

（
平
成
31
年
）３
月
で
児
童
数
減

少
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
。

　

同
校
出
身
の
山
影
博
明
が
、

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）２
月

に
長
野
で
開
か
れ
た
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
５
０
０
㍍
の
日
本
代
表
と
し

て
初
出
場
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
同
地
区
で
は
、
２
０

０
１
年（
平
成
13
年
）本
州
か
ら

家
族
で
移
住
し
て
き
た
三
木
正

美
は
レ
ス
ト
ラ
ン「
カ
ン
ト
リ

ー
ロ
ー
ド
」を
オ
ー
プ
ン
。
同

年
最
後
と
な
る
第
11
回
競
馬
ま

つ
り
、２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

プ
ラ
ザ
緑
風
が
道
の
駅「
し
ほ

ろ
温
泉
」と
な
っ
た
。

　

１
０
０
歳
を
超
え
て
元
気
に

外
仕
事
と
焼
酎
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
上
屋
敷
孫
吉（
清
澄
）は
、

１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）生
ま

れ
で
１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）

現
在
地
に
定
住
、
酪
農
を
経
営
、

今
は
お
孫
さ
ん
が
引
き
継
い
で

経
営
し
て
お
り
毎
日
の
よ
う
に

子
牛
や
妊
娠
牛
の
様
子
を
見
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
た
。
命

の
源
で
あ
る
水
分
を
し
っ
か
り

補
給
し
、
昼
寝
を
十
分
に
と
り
、

好
き
嫌
い
も
な
く
、
リ
ン
ゴ
な

ど
の
堅
い
も
の
で
も
自
分
で
噛

み
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

食
事
を
し
て
い
た
孫
吉
も
、
２

０
０
５
年（
平
成
17
年
）７
月
満

１
０
５
歳
の
人
生
を
終
え
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
７
年（
平
成

19
年
）４
月
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
初
当
選
し
た
同
地
区
清
澄

出
身
の
髙
橋
寿
顕
が
同
年
不
慮

の
事
故
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
。

葬
儀
は
、
士
幌
町
議
会
議
員
会
・

清
澄
常
会
合
同
葬
と
し
て
９
月

13
日
終
祭
、
14
日
告
別
式
が
士

幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
１
９
５
９
年（
昭

和
34
年
）４
月
の
村
議
会
議
員

選
挙
で
初
当
選
し
、
そ
の
後
町

長
を
務
め
た
士
幌
町
名
誉
町
民
、

飯
島
和
吉
が
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）５
月
に
逝
去
し
た
。

士
幌
町
葬
と
し
て
偲
ぶ
会
が
５

月
30
日
士
幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　
　○

近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
５
年

　

�

１
月　

下
居
辺
種
子
小
麦
生

産
組
合
20
周
年
記
念
式
典

　

�

７
月　

居
辺
郵
便
局
集
配
業

務
を
士
幌
郵
便
局
に
統
合

　

�

12
月　

下
居
辺
里
づ
く
り
検

討
委
員
会
発
足

平
成
６
年

　

�

３
月　

下
居
辺
老
人
ク
ラ
ブ

長
寿
会
設
立
30
周
年
記
念
式

典

　

�

12
月　

下
居
辺
地
区
開
拓
１

０
０
年
記
念
式
典

平
成
７
年

　

�

３
月　

下
居
辺
地
区
開
拓
１

０
０
年
記
念「
拓
魂
ヲ
ロ
ベ
」

発
行

　

�

５
月　

下
居
辺
里
づ
く
り
検

討
委
員
会
、
里
づ
く
り
構
想

下居辺市街地
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案
を
発
表
し
解
散

　
�

６
月　

下
居
辺
運
動
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
増
設

平
成
８
年

　

�

１
月　

下
居
辺
地
区
里
づ
く

り
推
進
委
員
会
発
足

　

�

７
月　

草
競
馬
が
士
幌
競
馬

ま
つ
り
と
改
称
し
一
年
ぶ
り

に
開
催

　

�

12
月　

Ｊ
Ａ
士
幌
町
下
居
辺

事
業
所
開
設
50
年
・
改
装
落

成　

青
年
部
下
居
辺
支
部
創

立
35
周
年
記
念
式
典

平
成
９
年

　

�

９
月　

市
街
に
手
動
式
交
通

信
号
機
稼
働

平
成
10
年

　

�

９
月　

居
辺
橋
通
行
止
め

（
10
月
解
除
）

平
成
12
年

　

�

６
月　

下
居
辺
交
流
館
工
事

着
工

　

�

12
月　

下
居
辺
小
学
校
で
六

花
亭
製
菓
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
ケ
ー
キ
作

り
指
導

平
成
13
年

　

�

４
月　

レ
ス
ト
ラ
ン「
カ
ン

ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」オ
ー
プ
ン

　

�

５
月　

下
居
辺
集
落
セ
ン
タ

ー
で
消
火
器
の
安
全
点
検
と

消
火
訓
練

　

�

７
月　

士
幌
町
競
馬
ま
つ
り

開
催（
最
後
の
開
催
）

　

�

10
月　

町
民
交
流
施
設
、
し

ほ
ろ
温
泉「
プ
ラ
ザ
緑
風
」オ

ー
プ
ン

　

�

朝
陽
ふ
る
さ
と
体
験
キ
ャ
ン

プ
場
の
一
部
施
設
建
て
替
え

平
成
14
年

　

�

６
月　

朝
陽
公
園
と
ふ
れ
あ

い
広
場
の
環
境
整
備

　
�

９
月　

作
家
志
茂
田
影
樹
氏

が
上
屋
敷
孫
吉
氏
を
取
材

平
成
15
年

　

�

８
月　

台
風
10
号
に
よ
る
豪

雨
の
た
め
更
生
橋
崩
壊

平
成
16
年

　

�

８
月　

下
居
辺
運
動
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
国
際
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認
コ
ー
ス

に
認
定

平
成
17
年

　

�

３
月　

下
居
辺
種
子
用
麦
作

組
合
、
北
海
道
麦
作
共
励
会

に
お
い
て
最
優
秀
賞（
集
団

の
部
）を
受
賞

　

�

７
月　

ハ
ス
カ
ッ
プ
狩
り（
７

月
３
日
か
ら
２
週
間
）

　

�

９
月　

良
質
堆
肥
製
造
現
地

研
修
会（
酪
農
家
の
セ
ミ
ソ

リ
ッ
ト
ふ
ん
尿
と
バ
ー
ク
堆

肥
を
混
合
）

　

�

12
月　

雪
中
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

５
、
中
音
更
地
区

　

中
音
更
地
区
は
音
更
川
の
西

川
沿
い
に
１
９
０
５
年（
明
治

38
年
）に
開
墾
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

道
央
に
通
じ
る
国
道
２
７
４

号
と
士
幌
高
原
に
向
か
う
道
道

士
幌
然
別
湖
線
を
結
ぶ
東
西
南

北
の
道
路
網
は
整
備
さ
れ
酪
農

と
畑
作
が
混
在
す
る
地
域
と
な

場
オ
ー
プ
ン

平
成
18
年

　

�

６
月　

し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ

緑
風
の
温
泉
掘
削
工
事
始
ま

る（
11
月
成
功
）

　

�

８
月　

し
ほ
ろ
温
泉
が「
道

の
駅
」に
認
定
登
録

平
成
19
年

　

�

１
月　

下
居
辺
地
区
里
づ
く

り
推
進
委
員
会　

わ
が
村
美

し
く
コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
受

賞

　

�

２
月　

下
居
辺
小
学
校
開
校

１
０
０
周
年
・
保
育
所
開
所

50
周
年
記
念
式
典

　

�

８
月　

下
居
辺
の
ハ
ス
カ
ッ

プ
果
樹
園
で
プ
ラ
ム
を
初
め

て
収
穫（
30
キ
ロ
㌘
）

　
�

下
居
辺
小
学
校
開
校
１
０
０

周
年
・
保
育
所
開
所
50
周
年

記
念
誌「
響
流
」発
行

　

�
11
月　

下
居
辺
地
区
里
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
特
産
品
開

発（
ハ
ス
カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
・

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
）

　

�

12
月　

篠
原
定
義（
清
澄
）が

「
十
勝
カ
ラ
マ
ツ
優
良
林
コ

ン
ク
ー
ル
」で
奨
励
賞
受
賞

平
成
20
年

　

�

９
月　

し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ

緑
風
で「
食（
農
業
）と
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

平
成
21
年

　

�

10
月　

下
居
辺
小
学
校
で
暗

き
ょ
排
水
の
学
習
会

平
成
22
年

　

５
月　

マ
イ
マ
イ
ガ
駆
除

　

�

７
月　

下
居
辺
小
学
校
農
業

体
験
学
習（
農
協
青
年
部
）

平
成
24
年

　

�

２
月　

士
幌
農
協
下
居
辺
支

部
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　

�

８
月　

第
55
回
全
国
新
聞
教

育
研
究
大
会
に
て
下
居
辺
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
表
彰
さ
れ
る

平
成
25
年

　

�

７
月　

移
住
体
験
住
宅
の
説

明
会

　

�

10
月　

全
日
本
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
応
援（
下
居

辺
宿
泊
）

平
成
26
年

　

�

１
月　

下
居
辺
サ
ロ
ン
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
共
催
講
演
会

　

藤
内
亨
一
氏
褒
章
を
祝
う
会

　

�

２
月　

移
住
体
験
住
宅
完
成

の
説
明
会

　

�

３
月　

下
居
辺
長
寿
会
50
周

年
記
念
式
典

平
成
27
年

　
�

３
月　

下
居
辺
地
区
里
づ
く

り
推
進
委
員
会
解
散　
「
二

十
年
の
あ
ゆ
み
」発
行

平
成
28
年

　

�

４
月　

開
校
１
１
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
設
立

　

�

８
月　

農
園
付
き
移
住
体
験

住
宅
説
明
会

平
成
29
年

　

�

３
月　

開
校
１
１
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
解
散

　

�

11
月　

下
居
辺
小
学
校
閉
校

記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立

平
成
30
年

　

�

３
月　

閉
校
記
念
事
業
記
念

看
板
設
置

　

�

８
月　

勝
毎
花
火
大
会
小
学

生
・
教
員
・
父
母
招
待

平
成
31
年

　

２
月　

閉
校
式
・
惜
別
の
会

◎
下
居
辺
地
区
の
人
口（
令
和

３
年
５
月
末
現
在
）

　

67
戸　

１
６
５
人（
男　

74

人
、
女　

91
人
）
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率
21
・
６
％
の
農
地
移
動
を
行

っ
た
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
５
年

　

�

２
月　

北
中
老
人
ク
ラ
ブ
30

周
年
記
念
式
典

平
成
10
年

　

�

５
月　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
造

成
平
成
11
年

　

�

８
月　

７
０
０
０
人
の
ま
つ

り　

北
中
地
区
あ
ん
ど
ん
優

勝
平
成
13
年

　

�

１
月　

中
音
更
地
区
交
流
推

進
セ
ン
タ
ー
完
成
祝
賀
会

　
�

10
月　

北
中
音
更
小
学
校
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
14
年

　

�
１
月　

農
協
女
性
部
中
音
更

支
部
35
周
年
記
念
式
典

平
成
18
年

　

�

７
月　

北
中
寄
席
芸
能
公
演

会

　

�

11
月　

開
校
１
０
０
周
年
看

板
設
置

平
成
20
年

　

�

４
月　

北
中
地
域
資
源
保
全

隊
設
立

　

�

６
月　

１
０
０
周
年
記
念
大

６
、
新
田
地
区

　

本
町
で
は
最
も
遅
く
に
開
拓

さ
れ
た
同
地
区
は
、
ヌ
プ
カ
ウ

シ
山
麓
の
裾
野
ま
で
広
が
り
標

高
も
高
く
、
気
象
条
件
に
も
恵

ま
れ
て
い
な
い
た
め
不
毛
の
地

月
、
吉
野
地
区
の
国
道
２
７
４

号
線
か
ら
北
へ
約
５
０
０
㍍
入

っ
た
樹
木
の
中
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス

の
木
工
房「
ブ
ー
オ
」（
ス
ペ
イ

ン
語
で
フ
ク
ロ
ウ
の
意
味
）が

お
目
見
え
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
北
海
道
に
あ

こ
が
れ
を
も
っ
て
い
た
と
い
う

岐
阜
県
出
身
の
吉
田
智
彦
が
建

て
た
も
の
で
、
吉
田
は
道
立
帯

広
高
等
技
術
専
門
学
院
で
夫
婦

揃
っ
て
手
作
り
家
具
を
勉
強
し
、

こ
の
地
で
本
格
的
な
家
具
の
製

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０

０
３
年（
平
成
15
年
）５
月
に
は

カ
フ
ェ
も
併
設
し「
家
具
工
房

と
カ
フ
ェ
ブ
ー
オ
」と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
近
年
に
お
け
る
地

区
で
の
出
来
事
と
し
て
は
１
９

９
３
年（
平
成
５
年
）に
、
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
30
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
以
外
行
事
的
な

も
の
は
毎
年
行
っ
て
い
る
地
区

慰
安
会
等
し
か
な
く
、
事
業
的

な
も
の
と
し
て
も
、
農
協
自
然

公
園
の
整
備
く
ら
い
の
も
の
で

あ
る
。

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）と

翌
年
の
２
年
間
で
川
西
地
区
と

し
て
農
地
集
団
化
事
業
を
行
い

実
施
面
積
１
１
４
０
㌶
、
移
動

と
も
い
わ
れ
て
き
た
。

　

長
い
間
、
時
折
襲
わ
れ
る
冷

害
凶
作
と
悪
戦
苦
闘
を
繰
り
返

し
な
が
ら
営
農
が
続
け
ら
れ
て

き
た
が
、
１
９
５
８
年（
昭
和

33
年
）か
ら
始
め
ら
れ
た
新
田

地
区
国
営
開
拓
事
業
に
よ
る
大

が
か
り
な
開
発
と
多
く
の
入
植

者
に
よ
っ
て
同
地
区
は
急
速
な

変
貌
を
遂
げ
た
。
気
象
条
件
等

か
ら
見
て
畑
作
に
適
さ
な
い
同

地
区
は
開
発
に
よ
っ
て
町
内
の

畜
産
基
地
を
目
指
し
、
現
在
日

本
一
と
い
わ
れ
る
肉
牛
生
産
の

基
礎
を
つ
く
る
と
と
も
に
町
内

一
の
酪
農
地
帯
に
押
し
上
げ
た
。

　

士
幌
高
校
の
同
地
区
へ
の
移

転
に
よ
り
農
外
人
口
の
流
入
で

地
域
活
動
も
充
実
し
、
道
道
士

幌
然
別
湖
線
道
路
建
設
は
残
念

運
動
会

　

�

11
月　

北
中
音
更
小
学
校
開

校
１
０
０
周
年
記
念
式
典

平
成
21
年

　

�

５
月　

北
中
音
更
小
学
校
開

校
１
０
０
周
年
記
念
誌「
教

育
開
道
」発
行

　

�

10
月　

川
西
地
区
の
３
つ
の

へ
き
地
保
育
所
が
統
合
と
な

り
、
北
中
音
更
に
川
西
へ
き

地
保
育
所「
あ
お
ば
」が
開
所

平
成
28
年

　

�

１
月　

北
中
音
更
小
学
校
閉

校
記
念
授
業
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
長

島
圭
一
郎
が
特
別
講
師

　

�

２
月　

北
中
音
更
小
学
校
閉

校
記
念
式
典

　

�

３
月　

北
中
音
更
小
学
校
最

後
の
卒
業
式
・
修
了
式

◎
中
音
更
地
区
の
人
口（
令
和

３
年
５
月
末
現
在
）

　

76
戸　

１
６
７
人（
男　

89

人
、
女　

78
人
）

新田地区にある士幌高等学校

っ
て
い
る
。

　

地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
小
学
校
、

へ
き
地
保
育
所
、
集
会
施
設
等

が
あ
り
地
区
の
活
動
拠
点
と
し

て
い
る
。
学
校
周
辺
を
含
め
道

道
に
は
近
年
歩
道
を
設
け
ま
た
、

学
校
入
口
と
な
る
道
道
交
差
点

に
は
交
通
信
号
機
を
つ
け
幼
児
・

児
童
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い

た
が
、
地
域
の
中
心
と
な
っ
て

い
た
小
学
校
が
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）３
月
で
１
０
７
年
に

亘
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

同
地
区
は
１
９
９
９
年（
平

成
11
年
）４
月
に
、
吉
野
、
西

吉
野
、
共
立
の
３
駐
在
区
が
合

併
し
、
吉
野
駐
在
区
と
し
た
。

こ
れ
で
地
区
内
駐
在
区
は
早
く

に
合
併
し
て
い
る
中
音
更
、
共

益
と
合
わ
せ
３
つ
に
再
編
さ
れ

た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）８

北中音更小学校でオリンピック銀メダリスト
長島圭一郎さんの特別授業
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な
が
ら
実
現
出
来
な
か
っ
た
が

高
原
開
発
は
今
後
も
進
む
も
の

と
見
ら
れ
、
町
内
最
大
の
観
光

資
源
を
有
す
る
同
地
区
は
、
明

る
い
も
の
が
あ
る
。

　

発
展
を
続
け
る
同
地
区
は
、

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）に
地

区
開
基
・
新
田
小
学
校
開
校
70

周
年
を
迎
え
、
同
年
８
月
式
典

と
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
２
０

１
９
年（
平
成
31
年
）３
月
、
児

童
数
減
少
に
よ
り
新
田
小
学
校

が
閉
校
と
な
っ
た
。

○
近
年
の
主
な
出
来
事

平
成
５
年

　

�

１
月　

新
栄
、
新
田
駐
在
区

合
併
、
新
栄
と
な
る

　

�

２
月　

地
区
ス
ケ
ー
ト
大
会
、

第
20
回
記
念
大
会

　

�

４
月　

Ｊ
Ａ
新
田
事
業
所
30

周
年
記
念
事
業
と
し
て
地
区

内
全
農
家
に
カ
ラ
マ
ツ
原
木

に
よ
る
統
一
門
柱
設
置

平
成
６
年

　

�

５
月　

北
十
勝
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
１
６
０
才
の
部

優
勝

平
成
９
年

　

�

２
月　

Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部

新
田
支
部
創
立
35
周
年
記
念

式
典

７
、
西
上
音
更
地
区

　

西
上
音
更
地
区
は
音
更
川
か

ら
西
へ
山
裾
ま
で
広
が
り
、
南

は
中
音
更
、
新
田
地
区
の
境
界

か
ら
、
北
は
上
士
幌
町
境
界
ま

で
の
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
農
家
の
経
営
規
模

も
小
さ
く
、
土
地
基
盤
、
気
象

条
件
に
も
恵
ま
れ
ず
、
生
産
性

の
低
い
地
域
と
し
て
苦
難
が
続

い
た
。
し
か
し
昭
和
40
年
代（
１

９
６
５
年
頃
）に
続
い
た
離
農

現
象
で
同
地
区
の
農
家
数
は
大

幅
に
減
少
し
、
交
換
分
合
等
を

通
じ
て
地
区
に
留
ま
っ
た
農
家

の
経
営
面
積
は
拡
大
さ
れ
た
。

　

更
に
山
裾
ま
で
新
規
開
発
も

進
め
ら
れ
、
一
戸
当
た
り
の
経

営
面
積
は
町
内
的
に
も
突
出
し

た
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
規
模
拡
大
と
併
用
し
て

進
め
ら
れ
た
国
営
土
地
改
良
事

業
や
農
業
構
造
改
善
事
業
、
酪

農
近
代
化
事
業
な
ど
で
基
盤
整

備
を
図
り
生
産
力
も
大
幅
に
引

き
上
げ
た
。

　

地
区
内
農
家
の
経
営
は
畑
作
、

酪
農
、
肉
牛
経
営
の
３
つ
に
分

か
れ
、
畑
作
で
は
、
本
町
主
産

の
馬
鈴
し
ょ
の
種
子
生
産
を
受

け
持
ち
、
町
内
馬
鈴
し
ょ
生
産

農
家
へ
供
給
し
て
い
る
。

　

酪
農
、
肉
牛
生
産
も
町
内
の

主
要
基
地
と
し
て
経
営
さ
れ
て

お
り
特
に
肉
牛
は
、
町
内
一
の

　

�

３
月　

町
の
保
存
樹
コ
ブ
柏

と
の
お
別
れ
式

　

�

５
月　

保
育
所
新
築
の
た
め

樹
木
伐
採
・
移
植

　

�

７
月　

学
童
保
育
所
公
民
館

に
併
設

　

�

12
月　

新
田
へ
き
地
保
育
所

新
築

平
成
10
年

　
�

１
月　

農
協
女
性
部
新
田
支

部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

平
成
12
年

　

�

５
月　

道
の
愛
鳥
モ
デ
ル
校

と
な
っ
て
い
る
新
田
小
学
校

で
早
朝
探
鳥
会

平
成
13
年

　

�

３
月　

士
幌
高
校
で
初
代
ト

ラ
ク
タ
ー
を
復
元

　

�

８
月　

新
田
地
区
開
基
・
新

田
小
学
校
開
校
70
周
年
記
念

式
典

　

�

10
月　

新
田
小
学
校
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
14
年

　

�

３
月　

雪
中
遠
足
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン

　

�

９
月　

新
田
小
学
校
に
ミ
ニ

ス
ク
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
博

物
館
）

平
成
15
年

　

�

９
月　

新
田
小
学
校「
ふ
れ

あ
い
参
観
日
」

　

�

10
月　

14
年
ぶ
り
に
熊
を
駆

除
平
成
17
年

　

�

５
月　

新
田
地
区
地
域
活
動

で
学
校
プ
ー
ル
の
塗
装
作
業

平
成
19
年

　

�

５
月　

新
田
小
学
校
森
林
学

習
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培

　

�

９
月　

新
田
小
学
校
で「
森

の
学
校
」開
催

平
成
20
年

　

�

７
月　

し
ほ
ろ
高
原
ヌ
プ
カ

の
里
で「
シ
ー
ニ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」

オ
ー
プ
ン

　

�

11
月　

新
田
小
学
校
で
複
式

校
剣
道
少
年
団
交
流
大
会

平
成
21
年

　

�

５
月　

新
田
小
野
生
生
物
保

護
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受

賞
平
成
22
年

　

�
２
月　

新
田
小
管
内
教
育
実

践
表
彰
受
賞

平
成
24
年

　

�

11
月　

青
年
部
新
田
支
部
創

立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
28
年

　

�

４
月　

愛
鳥
モ
デ
ル
校
に
再

指
定

平
成
29
年

　

�

８
月　

新
田
地
区
公
民
館
臨

時
総
会（
閉
校
の
決
定
）

西上サマーフェスティバル

　

�

11
月　

新
田
小
学
校
閉
校
事

業
協
賛
会
設
立

平
成
30
年

　

�

４
月　

閉
校
協
賛
会
看
板
設

置

　

�

８
月　

か
ち
ま
い
花
火
大
会

招
待

平
成
31
年

　

�

２
月　

閉
校
式
・
思
い
出
を

語
る
会

◎
新
田
地
区
の
人
口（
令
和
３

年
５
月
末
現
在
）

　

78
戸　

１
８
４
人（
男　

１

１
０
人
、
女　

74
人
）
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８
、
士
幌
地
区
農
村
部

　

同
地
区
は
士
幌
市
街
を
取
り

ま
く
士
幌
小
学
校
下
の
農
村
部

で
市
街
地
の
南
北
に
広
が
り
畑

作
農
業
を
主
と
し
た
地
域
と
な

っ
て
い
る
。

　

南
北
そ
れ
ぞ
れ
に
公
民
館
を

置
い
て
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
こ
30
年
の
主
な
出
来
事
を

見
る
と
北
地
区
で
は
、
１
９
９

２
年（
平
成
４
年
）４
月
に
北
地

は
、
多
く
の
関
係
各
位
の
出
席

の
も
と
盛
大
に
西
上
音
更
地
区

開
拓
１
０
０
周
年
・
西
上
音
更

小
学
校
開
校
90
周
年
・
士
幌
町

農
協
西
上
事
業
所
開
設
45
周
年

の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
特
別

功
労
者
の
遠
藤
定
雄
氏
と
故
加

納
一
郎
氏
を
始
め
73
人
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
後
祝
賀
会

が
挙
行
さ
れ
た
。

　

１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）４

月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当

選
し
、
以
来
４
期
16
年
に
亘
り
、

士
幌
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職

し
た
、
士
幌
町
名
誉
町
民
、
加

納
一
郎
が
２
０
１
０
年（
平
成

22
年
）５
月
に
逝
去
し
た
。
公

葬
は
士
幌
町
葬「
故
加
納
一
郎

翁
を
偲
ん
で
」と
し
て
５
月
29

日
士
幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）12

月
に
西
上
音
更
小
学
校
の
閉
校

式
が
児
童
、
教
職
員
や
地
域
住

民
な
ど
約
２
０
０
名
が
出
席
し

開
校
か
ら
99
年
の
歩
み
に
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）12

月
に
西
上
地
区
運
営
協
議
会
主

催
に
よ
る
西
上
音
更
小
１
０
０

周
年
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。

３
月
で
閉
校
し
た
が
、
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
年
だ
っ
た
こ
と

と
合
わ
せ
閉
校
し
た
子
ど
も
た

ち
や
地
区
の
交
流
す
る
機
会
が

少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
開
か
れ

親
睦
を
深
め
て
い
た
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事平
成
５
年

　

10
月　

熊
を
駆
除

平
成
７
年

　

�

１
月　

西
上
へ
き
地
保
育
所

新
築

平
成
８
年

　

�

12
月　

西
上
音
更
小
学
校
改

築
落
成
記
念
式
典

平
成
10
年

　
�

２
月　

加
納
一
郎
氏「
北
海

道
農
業
貢
献
賞
」受
賞

平
成
13
年

　

�
１
月　

西
上
保
育
所
で
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
・
オ
ー
プ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー

平
成
14
年

　

�

１
月　

農
協
女
性
部
西
上
支

部
設
立
35
周
年
記
念
式
典

　

�

農
協
青
年
部
西
上
支
部
設
立

40
周
年
記
念
地
区
案
内
看
板

設
置

平
成
18
年

　

�

３
月　

加
納
一
郎
氏
名
誉
町

民
と
な
る

平
成
17
年

　

�

３
月　

有
限
会
社
西
上
加
納

農
場
で
国
内
最
大
級（
50
頭
）

の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
が

搾
乳
開
始

　

�

７
月　

遠
藤
定
雄
が
米
寿
を

記
念
し
て
士
幌
町
に
１
０
０

０
万
円
寄
付

平
成
20
年

　

�

３
月　

加
納
一
郎
が
愛
の
町

建
設
基
金
に
１
０
０
０
万
円

寄
付

　

�

12
月　

西
上
音
更
地
区
開
拓

１
０
０
周
年
・
小
学
校
開
校

90
周
年
・
西
上
事
業
所
開
設

45
周
年
記
念
式
典

平
成
21
年

　

�

６
月　

西
上
音
更
地
区
開
拓

１
０
０
周
年
・
小
学
校
開
校

90
周
年
・
西
上
事
業
所
開
設

45
周
年
記
念
誌「
続　

流
暉
」

～
望
郷
夢
百
年　

さ
ら
な
る

未
来
へ
～
発
行

平
成
30
年

　

�

８
月　

西
上
音
更
小
学
校
閉

校
事
業
西
上
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
�

12
月　

西
上
音
更
小
学
校
閉

校
式

平
成
31
年

　

�
３
月　

西
上
音
更
小
学
校
最

百戸開拓１００周年記念碑除幕式

後
の
卒
業
式
・
修
了
式

令
和
元
年

　

�

12
月　

西
上
音
更
小
学
校
開

校
１
０
０
周
年
の
集
い

◎
西
上
地
区
の
人
口（
令
和
３

年
５
月
末
現
在
）

　

85
戸　

２
１
４
人（
男　

１

１
８
人
、
女　

96
人
）

肉
牛
生
産
を
誇
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）と

翌
年
の
２
年
間
で
川
西
地
区
と

し
て
農
地
集
団
化
事
業
を
行
い

実
施
面
積
１
１
４
０
㌶
、
移
動

率
21
・
６
％
の
農
地
移
動
を
行

っ
た
。

　

地
区
の
公
共
施
設
は
西
上
音

更
小
学
校
、
へ
き
地
保
育
所
、

公
民
館（
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
）

と
Ｊ
Ａ
事
業
所
が
ほ
ぼ
中
心
に

集
ま
っ
て
機
能
し
て
い
る
が
、

へ
き
地
保
育
所
を
１
９
９
４
年

（
平
成
６
年
）に
新
築
、
小
学
校

を
１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）に

改
築
し
て
い
る
。

　

小
学
校
で
は
翌
年
12
月
、
外

構
工
事
等
の
完
成
を
待
っ
て
校

舎
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

挙
行
、
併
せ
て
新
校
門「
こ
だ

ま
の
像
」の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）10

月
８
日
西
上
地
区
に
熊
が
出
没

し
た
。
２
日
前
に
足
跡
が
見
つ

け
ら
れ
町
の
猟
友
会
が
捜
索
し

て
い
た
が
８
日
に
加
納
農
場
の

デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
で
見
つ
か
り
、

猟
友
会
会
員
が
射
止
め
た
。
身

長
１
７
０
セ
ン
チ
㍍
、
体
重
１

０
０
キ
ロ
㌘
で
推
定
５
歳
と
も

い
わ
れ
た
。

　

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）に
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結
成
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
南
地
区
で
は
大
き
な
動

き
は
な
か
っ
た
が
、
１
９
９
６

年（
平
成
８
年
）に
Ｊ
Ａ
青
年
部

南
支
部
が
創
立
35
周
年
を
、
ま

た
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に

は
Ｊ
Ａ
女
性
部
南
支
部
が
結
成

30
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
記

念
式
典
を
挙
行
し
た
ほ
か
、
１

９
９
８
年（
平
成
10
年
）に
士
幌

南
と
士
幌
西
の
両
麦
作
組
合
が

30
周
年
記
念
行
事
を
行
っ
て
い

る
。

　

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）か

ら
３
年
間
で
士
幌
南
地
区
と
し

て
農
地
集
団
化
事
業
を
行
い
実

施
面
積
６
５
０
㌶
、
移
動
率

26
・
２
％
の
農
地
移
動
を
行
っ

た
。
２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

に
Ｊ
Ａ
青
年
部
南
支
部
が
創
立

45
周
年
を
迎
え
記
念
式
典
を
挙

行
し
た
ほ
か
、
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）に
士
幌
南
麦
作
組
合

が
40
周
年
記
念
行
事
を
行
っ
て

区
の
駐
在
区
が
合
併
し
、
北
一

区（
協
進
、
相
互
、
稔
）と
百
戸

（
百
戸
、
南
百
戸
、
北
生
、
魁
）

に
こ
れ
ま
で
の
平
和
を
加
え
た

３
駐
在
区
と
な
っ
た
。
同
年
６

月
に
百
戸
地
区
戦
没
者
慰
霊
碑

を
建
立
し
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に

は
北
地
区
全
域
で
１
０
０
０
㌶

に
及
ぶ
農
地
交
換
分
合
を
実
施

し
た
ほ
か
、
１
９
９
８
年（
平

成
10
年
）に
は
第
八
部
落
稲
荷

神
社
の
80
周
年
記
念
行
事
を
行

っ
た
。

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）６

月
18
日
に
、
百
戸
が
開
拓
さ
れ

て
１
０
０
年
を
迎
え
盛
大
に
記

念
事
業
が
行
わ
れ
た
。
内
容
は
、

白
山
神
社
で
開
拓
１
０
０
周
年

を
記
念
し
、
名
誉
町
民
の
安
村

志
朗
が
書
い
た「
草
創
百
年
」の

文
字
と
地
区
全
員（
約
１
５
０
名
）

の
名
前
を
刻
ん
だ
記
念
碑
の
除

幕
式
と
、
記
念
写
真
の
撮
影
、

式
典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）の

台
風
に
よ
り
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
た
、
結
果
と
し
て
地
区
に

被
害
は
無
か
っ
た
が
、
音
更
川

の
堤
防
が
一
部
損
壊
す
る
な
ど
、

今
後
の
防
災
活
動
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の

９
、
士
幌
市
街

　

国
道
２
７
４
号
、
道
道
士
幌

い
る
。

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）の

敬
老
月
間
に
行
わ
れ
た
健
康
優

良
老
人
の
選
考
で
北
地
区
の
國

井
与
平（
当
時
86
歳
）が
十
勝
の

代
表
に
な
っ
た
こ
と
、
１
９
９

７
年（
平
成
９
年
）に
同
地
区
出

身
で
百
戸
地
区
開
拓
の
次
の
年

に
初
め
て
同
地
で
生
ま
れ
た
波

多
野
銀
市（
当
時
90
歳
）が
元
気

で
長
生
き
で
き
て
い
る
記
念
に

と
開
拓
当
時
か
ら
百
戸
地
区
に

あ
る
白
山
神
社
に
社
標
碑
を
寄

贈
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
同
地
区

の
在
住
で
士
幌
農
協
名
誉
会
長

安
村
志
朗
が
１
９
９
４
年（
平

成
６
年
）に
名
誉
町
民
の
称
号

を
受
け
た
が
２
０
０
９
年（
平

成
21
年
）２
月
に
逝
去
し
た
。

葬
儀
は
、
士
幌
町
と
士
幌
町
農

業
協
同
組
合
の
合
同
葬
と
し
て

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）６

月
に
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
に
南
地
区
の
篠

原
末
治
氏
が
就
任
、
２
０
２
０

年（
令
和
２
年
）６
月
に
は
、
ホ

ク
レ
ン
会
長
に
就
任
し
た
。

○
近
年
の
地
区
で
の
主
な
出
来

事

平
成
10
年

　

�

９
月　

第
八
部
落
稲
荷
神
社

80
周
年
記
念
祝
賀
会

平
成
11
年

　

�

４
月　

第
八
部
落
稲
荷
神
社

80
周
年
記
念
誌「
北
の
礎
」発

行
平
成
12
年

　

�

４
月　

町
内
南
一
区
の
畑
に

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
一
時
飛
来

　

�

６
月　

百
戸
地
区
で
見
守
り

続
け
た
最
後
の
耕
地
防
風
林

が
切
ら
れ
た　
　
　
　
　

　

�

８
月　

第
25
回
農
業
機
械
士

全
国
ト
ラ
ク
タ
ー
プ
ラ
ウ
耕

部
で
國
井
浩
樹（
北
一
区
）全

国
３
位

平
成
13
年

　

�

12
月　

士
幌
北
地
区
で
一
般

救
命
講
習
会
を
開
催

平
成
18
年

　

�

６
月　

開
拓
１
０
０
周
年
記

念
式
典

平
成
19
年

　

�

４
月　

百
戸
開
拓
１
０
０
周

年
記
念
誌「
百
戸
史
」発
行

平
成
20
年

　

�

２
月　

士
幌
北
地
区
で
町
内

11
番
目
の
サ
ロ
ン
を
開
所

平
成
22
年

　

�
１
月　

士
幌
南
地
区
で
町
内

14
番
目
の
サ
ロ
ン
を
開
所

平
成
28
年

　

�

８
月　

度
重
な
る
台
風
に
よ

り
音
更
川
の
水
位
が
上
昇
、

北
地
区
の
住
民
は
集
落
セ
ン

タ
ー
と
コ
ミ
セ
ン
に
避
難

　
　

Ｊ
Ａ
青
年
部

　

南
支
部
創
立
55
周
年

　
　

Ｊ
Ａ
女
性
部

　

南
支
部
創
立
60
周
年

平
成
30
年

　

�

１
月　

北
地
区
麦
作
組
合
創

立
50
周
年
事
業
挙
行

　
　

士
幌
南
麦
作

　

組
合
50
周
年

　
　

士
幌
西
麦
作

　

組
合
50
周
年

令
和
元
年

　

�

１
月　

北
地
区
防
災
会
の
結

成
・
届
出

◎
士
幌
地
区
農
村
部
の
人
口（
令

和
３
年
５
月
現
在
）

　

士
幌
南　

１
２
４
戸　

４
０

０
人（
男　

２
１
０
人
、
女　

１
９
０
人
）

　

士
幌
北　

�

97
戸　

２
８
２

人（
男　

１
３
７
人
、
女　

１

４
５
人
）

士幌南地区いきいきサロン開所式
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に
併
設
し
て
建
て
ら
れ
、
複
合

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

　

宅
地
分
譲
に
よ
る
住
宅
の
団

地
化
が
進
み
、
１
９
９
３
年（
平

成
５
年
）に
常
盤
団
地（
31
区
画
）、

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）に
は

常
盤
第
２
団
地（
29
区
画
）が
造

成
さ
れ
た
が
、
住
宅
用
地
の
要

望
が
高
ま
り
２
０
０
４
年（
平

成
16
年
）か
ら
ゆ
う
す
い
１
期（
９

区
画
）翌
年
ゆ
う
す
い
２
期（
12

区
画
）２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

い
こ
い
２
期（
６
区
画
）な
ど
が

造
成
さ
れ
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
が

促
進
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、

３
区
画
か
ら
９
区
画
な
ど
小
規

模
な
造
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
公
営
住
宅
の
改
築
が
進
み
大

通
団
地
は
近
代
的
な
団
地
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）２

月
士
幌
南
団
地
町
内
会
が
創
跡

10
周
年
記
念
誌「
知
」（
知
は
愛

で
あ
り
知
は
力
で
あ
る
）を
発

行
し
た
。

　

１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）に

団
地
が
造
成
さ
れ
分
譲
を
受
け

て
一
定
の
人
が
入
居
後
町
内
会

を
設
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
後

の
第
２
団
地
と
南
公
住
の
入
居

世
帯
合
わ
せ
て
約
１
０
０
戸
の

マ
ン
モ
ス
町
内
会
と
な
っ
た
。

町
内
会
の
10
年
の
足
跡
や
地
域

内
の
人
々
の
活
躍
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
町
内
会
単
位
で

の
記
念
誌
発
行
は
め
ず
ら
し
い
。

　

士
幌
市
街
地
区
で
は
東
西
南

北
を
概
ね
４
つ
に
分
け
て
地
区

公
民
館
を
設
置
し
住
民
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
夏
祭
り
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
研
修
会
、
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
地
域
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

士
幌
小
学
校
と
共
に
士
幌
市

街
地
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た

同
校
校
庭
の
し
だ
れ
柳
が
１
９

９
８
年（
平
成
10
年
）９
月
の
台

風
５
号
で
損
傷
し
、
多
く
の
町

民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
名
木
で

あ
っ
た
が
や
む
を
得
ず
撤
去
、

何
と
か
こ
の
木
の
子
孫
を
残
そ

う
と
、
向
井
察
光（
高
徳
）が
２

本
の
枝
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
挿

し
木
に
し
て
根
を
付
け
、
そ
の

う
ち
の
１
本
が
、
グ
ラ
ン
ド
の

東
側
に
根
付
き
校
舎
を
見
守
っ

て
い
る
。

　

役
場
南
側
の
ス
ズ
ラ
ン
畑
の

隣
に
、
新
た
に
大
き
な
花
壇
が

作
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
花
壇
周
辺
に
は
北
斗
運

輸
の
協
力
で
木
の
チ
ッ
プ
が
敷

き
詰
め
ら
れ
、
今
ま
で
と
違
っ

た
雰
囲
気
の
花
壇
と
な
っ
た
。

　

士
幌
町
の
公
共
施
設
の
大
き

な
も
の
は
大
半
が
市
街
地
に
集

中
し
て
い
る
が
近
年
建
設
さ
れ

た
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
町

立
国
保
病
院
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

が
あ
る
。

　

士
幌
市
街
地
は
、
商
店
街
、

住
宅
団
地
、
軽
工
業
団
地
、
農

協
工
場
群
、
文
教
ゾ
ー
ン
に
、

福
祉
ゾ
ー
ン
が
加
わ
り
新
た
な

町
並
み
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）に

西
町
地
域
交
通
安
全
塔
が
老
朽

の
た
め
撤
去
さ
れ
た
。
こ
の
交

通
安
全
塔
は
、
１
９
８
６
年（
昭

和
61
年
）３
月
に
旧
公
民
館
取

り
壊
し
に
伴
い
、
前
庭
に
あ
っ

た
交
通
安
全
塔
を
西
町
地
区
に

移
設
し
約
34
年
間
町
民
の
交
通

安
全
啓
蒙
に
寄
与
し
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
。

◎
士
幌
市
街
地
の
人
口（
令
和

３
年
５
月
末
現
在
）

　

北
町

５
７
２
戸　

１
０
５
４
人　

（
男
５
３
４
人
、
女
５
２
０
人
）

　

中
町

２
９
０
戸　

５
５
２
人

停
車
場
線
の
拡
幅
整
備
事
業
と

連
動
し
て
進
め
ら
れ
た
商
店
街

近
代
化
事
業
に
よ
り
町
並
み
が

一
新
さ
れ
表
通
り
で
昔
の
面
影

を
見
る
の
は
難
し
い
。

　

同
近
代
化
事
業
で
沿
線
の
商

店
、
住
宅
等
は
ほ
と
ん
ど
改
築
、

移
転
等
を
行
い
新
し
い
町
並
み

の
中
で
営
業
、
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
。
商
工
業
活
動
に
も
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
廃
業
し

た
店
、
新
し
く
開
業
し
た
店
、

ま
た
業
種
転
換
し
た
人
な
ど
数

多
く
見
ら
れ
る
。

　

道
路
拡
幅
に
よ
り
移
転
改
築

し
た
Ｊ
Ａ
し
ほ
ろ「
ア
ス
ポ
」店

に
は
、
大
口
薬
局
、
松
井
時
計

店
と
光
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
取
次

店
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
新
た
に

入
居
し
北
嶋
家
具
店
が
ア
ス
ポ

上空から見る士幌市街地

（
男
２
５
４
人
、
女
２
９
８
人
）

　

南
町

４
５
８
戸　

９
０
０
人

（
男
４
３
４
人
、
女
４
６
６
人
）

　

西
町

２
３
０
戸　

４
８
１
人

（
男
２
３
７
人
、
女
２
４
４
人
）

　

特
老

97
戸　

97
人

（
男
32
人
、
女
65
人
）

　

愛
風
苑

34
戸　

37
人

（
男
10
人
、
女
27
人
）
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こ
の
章
は
、
開
基（
開
町
）70

周
年
記
念
事
業
で
発
行
し
た「
続

士
幌
の
あ
ゆ
み
」以
降
、
広
報

し
ほ
ろ
、
新
聞
等
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
町
内
の
話
題
、
こ
ぼ
れ

話
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。（
※
掲

載
時
の
名
称
・
呼
称
を
使
用
し

て
い
る
。）

花
壇
と
庭
木
の
珍
現
象
・

二
題

　

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）町

内
松
室
の
神
野
清
一（
故
人
当

時
80
歳
）ひ
さ
お（
当
時
70
歳
）

夫
妻
の
花
畑
で
ユ
リ
の
茎
１
本

に
50
以
上
の
花
が
咲
い
た
。

　

４
年
ほ
ど
前
か
ら
シ
ョ
ウ
ブ

の
花
と
一
緒
に
ユ
リ
も
植
え
て

い
た
が
例
年
な
ら
１
つ
の
茎
に

咲
く
花
は
10
か
ら
12
個
く
ら
い

と
い
う
こ
と
で
こ
の
現
象
に
び

っ
く
り
し
て
い
た
。
し
か
も
多

く
の
花
を
咲
か
せ
た
茎
が
２
茎

あ
り
、
花
を
数
え
る
と
そ
れ
ぞ

れ
53
個
と
数
ま
で
同
じ
で
２
度

び
っ
く
り
、
こ
の
夏
の
異
常
な

天
気
の
せ
い
か
？
帯
広
市
内
の

園
芸
業
者
に
よ
る
と
、
ユ
リ
の

種
類
に
よ
っ
て
は
、
花
の
多
い

の
は
あ
る
が
50
を
超
え
る
と
い

う
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
の
こ

と
。

　

一
方
士
幌
市
街
の
お
寺
、
聖

教
寺
の
庭
で
は
同
年
夏
の
始
め
、

珍
し
い
白
色
の
下
が
り
藤
が
開

花
、
近
所
の
話
題
と
な
っ
た
。

　

こ
の「
下
が
り
藤
」の
木
は
35

年
ほ
ど
前
に
壇
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
４
㍍
ほ
ど
の
高
さ

に
成
長
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
花
を
つ
け
た
こ
と
は
な
く

こ
の
年
が
初
め
て
で
し
か
も
白

い
花
と
い
う
オ
マ
ケ
つ
き
。
普

通「
下
が
り
藤
」と
い
え
ば
紫
色

が
一
般
的
で
白
い
花
を
つ
け
る

の
は
珍
し
い
と
い
う
。
満
開
時

に
は
多
く
の
人
が
足
を
運
び
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
と
い
う
。

憲
法
副
読
本
全
戸
配
布

　

士
幌
町
で
は
１
９
４
７
年（
昭

和
22
年
）に
文
部
省
が
配
布
し

た
中
学
生
用
副
読
本「
あ
た
ら

し
い
憲
法
の
話
」を
町
内
全
戸

に
配
布
し
た
。
１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）の
憲
法
記
念
日（
５
月

３
日
）を
前
に
配
布
し
た
も
の

で
平
和
団
体
に
よ
る
復
刻
版
で

あ
る
。

　

士
幌
町
は「
平
和
宣
言
の
マ
チ
」

で
あ
り
以
前
か
ら
広
報
な
ど
を

通
し
て
憲
法
の
精
神
を
広
め
て

き
た
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

書
か
れ
た
も
の
と
し
評
価
、「
身

近
に
読
ん
で
役
立
て
て
も
ら
い

た
い
」と
全
戸
配
布
し
た
。

　

こ
の
副
読
本
は
朝
鮮
戦
争
が

始
ま
り
、
日
米
安
保
条
約
が
結

ば
れ
る
な
ど
時
代
の
影
響
で
２
、

３
年
後
に
姿
を
消
し
た
。

　

士
幌
町
で
の
全
戸
配
布
は
新

聞
等
で
報
道
さ
れ
反
響
を
呼
び

道
内
を
は
じ
め
本
州
や
九
州
か

ら
も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
。

古
く
て
新
し
い
話

　

南
団
地
在
住
の
木
谷
隆
彦
が

西
南
戦
争
以
前
に
発
行
さ
れ
た

明
治
４
年
鹿
児
島
藩
蔵
版「
鼇

頭
増
補（
ご
う
と
う
ぞ
う
ほ
）字

林
玉
篇
大
全
」と
い
う
漢
和
辞

書
を
所
有
し
て
い
た
。

　

明
治
時
代
に
は
こ
の
他
に
い

く
つ
か
の「
字
林
玉
篇
」が
発
行

さ
れ
普
及
し
て
い
た
ら
し
い
が
、

こ
の
辞
書
を
見
た
大
谷
短
期
大

学
の
鈴
木
淳
一
学
長
の
話
に
よ

る
と
、
明
治
４
年
に
鹿
児
島
藩

独
自
で
発
行
し
、
主
と
し
て
造

士
館
の
学
生
が
使
う
辞
書
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

発
行
に
は
漢
学
者
や
武
士
が

関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
目
的
は
武
術
と
と
も
に
難

し
い
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き
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る
優
秀
な
武
士
を
養
成
す
る
た

め
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
同
じ
も

の
が
国
立
図
書
館
に
は
保
管
さ

れ
て
い
る
が
、
他
に
は
あ
ま
り

無
い
と
み
て
い
る
。

　

造
士
館
と
は
１
７
７
３
年（
安

永
２
年
）藩
主
島
津
重
豪
が
創

設
し
た
鹿
児
島
藩
校
で
薩
摩
藩

校
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
幕
府

の
和
・
漢
書
の
他
に
洋
学
を
鼓

吹
。
１
９
０
１
年（
明
治
34
年
）

に
は
第
七
高
等
学
校
造
士
館
と

な
り
官
立
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

　

漢
字
の
読
み
方
や
意
味
を
調

べ
る
に
は
、
漢
字
の
画
数
や
部

首
に
よ
り
辞
書
を
引
き
出
す
が
、

古
く
か
ら
あ
る
複
雑
な
漢
字
に

増
し
加
え
を
し
、
異
体
字
、
重

複
字
な
ど
漢
詩
を
作
っ
た
り
解

読
し
た
り
す
る
際
の
規
定
、
そ

し
て
音
律
上
の
調
和
を
目
的
と

し
た
平
字
、
仄
字
の
配
列
、
平

仄（
ひ
ょ
う
そ
く
）な
ど
専
門
的

規
定
に
基
づ
い
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
漢
字
の
移
り
変

わ
り
や
多
様
な
意
味
を
掘
り
起

こ
し
て
知
る
た
め
に
は
貴
重
な

資
料
で
あ
り
現
在
で
は
珍
し
い

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

木
谷
が
こ
の
辞
書
を
入
手
し

た
の
は
、
１
９
７
２
年（
昭
和

47
年
）頃
、
兵
庫
県
三
田
市
で

骨
董
品
な
ど
を
並
べ
た
古
道
具

店
の
店
先
に
置
い
て
あ
る
の
を

見
つ
け
、
当
時
１
０
０
０
円
で

買
い
求
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

長
い
間
自
宅
の
書
架
で
眠
っ

て
い
た
が
１
９
９
２
年（
平
成

４
年
）５
月
25
日
付
け
の
十
勝

毎
日
新
聞
に
帯
広
市
内
の
住
民

阿
部
新
三
の
自
宅
か
ら
明
治
16

年
発
行
の
漢
和
辞
典
が
見
つ
か

っ
た
と
い
う
記
事
が
載
り
、
こ

れ
を
読
ん
で
家
に
も
こ
の
辞
書

に
似
た
も
の
が
あ
る
は
ず
と
探

し
て
み
た
と
こ
ろ
帯
広
で
見
つ

か
っ
た
も
の
よ
り
古
い
辞
書
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
物
は

古
い
が
、
新
し
い
話
で
あ
る
。

　

辞
書
の
奥
付
の
下
部
に
、
昔

こ
れ
を
所
持
し
て
い
た
人
と
思

わ
れ
る
サ
イ
ン
が
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
お
り
、
木
谷
は
こ
の

書
物
の
持
主
の
ル
ー
ツ
に
探
り

を
入
れ
て
み
よ
う
と
調
査
し
た

と
こ
ろ
京
都
府
福
知
山
市
内
ま

た
は
綾
部
市
内
の
地
名
で
な
い

か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
上

げ
た
が
そ
の
子
孫
の
存
在
は
不

明
と
の
こ
と
で
あ
る
。（
１
９
９

２
・
８
月
広
報
）

・
辞
書
奥
付
下
部
の
サ
イ
ン

「
天
田
郡
二
区
竹
原
村　

大
槻

竹
造　

明
治
十
年
」

長
寿
全
道
一
逝
く

　

３
年
連
続
長
寿
全
道
一
の
記

録
を
残
し
、
纐
纈
き
よ
の
が
１

９
９
３
年（
平
成
５
年
）１
月
６

日
天
寿
を
全
う
し
た
享
年
１
０

９
歳
で
あ
っ
た
。

　

故
人
は
１
８
８
３
年（
明
治

16
年
）宮
城
県
で
生
ま
れ
た
が
、

生
家
は
代
々
仙
台
藩
士
で
父
斉

藤
保
は
槍（
や
り
）の
使
い
手
で

農
家
に
な
っ
た
頃
雑
穀
の
叺（
か

ま
す
）入
り
を
高
く
積
み
上
げ

る
の
に
槍
の
先
で
投
げ
上
げ
た

と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

　

明
治
維
新
で
没
落
し
、
そ
の

後
北
海
道
開
拓
を
志
し
、
一
家

を
挙
げ
て
音
更
の
原
野
に
入
っ

た
が
１
９
０
３
年（
明
治
39
年
）

に
纐
纈
泰
治
郎
と
結
婚
、
中
音

更（
現
在
の
新
橋
の
西
）の
最
初

の
入
植
者
の
１
人
と
し
て
開
墾

を
始
め
た
。

　

厳
し
い
開
墾
生
活
を
続
け
な

が
ら
四
男
四
女
を
産
み
育
て
た

が
海
軍
に
志
願
し
た
二
男
富
美

男
が
１
９
４
４
年（
昭
和
19
年
）

に
戦
死
、
更
に
一
家
の
柱
と
な

っ
て
い
た
長
男
静
男
が
妻
子
を

残
し
て
出
征
、
留
守
中
に
夫
泰

治
郎
が
死
去
、
樺
太
抑
留
中
の

長
男
静
男
が
軍
務
が
因
で
発
病
、

帰
還
後
療
養
を
続
け
て
き
た
が

１
９
４
９
年
自
宅
で
病
戦
死
す

る
と
い
う
悲
運
が
重
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
５
人
の
遺
児
を
抱

え
た
静
男
の
妻
富
子
と
老
境
に

向
か
う
き
よ
の
の
女
手
だ
け
の

苦
闘
の
生
活
を
続
け
て
き
た
が
、

長
男
の
妻
富
子
は
１
９
７
４
年

（
昭
和
49
年
）に
離
農
、
１
９
７

７
年
に
は
き
よ
の
が
脳
梗
塞
に

倒
れ
、
半
年
入
院
後
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
。
全

身
不
随
の
体
な
が
ら
寮
母
達
か

ら「
百
バ
ァ
ち
ゃ
ん
」と
大
事
に

さ
れ
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

に
１
０
６
才
で
長
寿
全
道
一
と

な
っ
た
。

　

一
世
紀
余
の
き
よ
の
の
波
乱

の
生
涯
は
、
日
本
の
時
代
の
象

徴
で
あ
り
士
幌
の
開
拓
の
歴
史

で
も
あ
っ
た
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
出
現

　

町
で
制
作
し
た
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

「
住
ん
で
よ
い
町
・
訪
ね
て
よ

い
町
・
士
幌
町
」の
中
に
Ｕ
Ｆ

Ｏ
ら
し
い
未
確
認
飛
行
物
体
が

写
っ
て
い
る
の
を
、
制
作
を
担

当
し
た
北
海
道
映
像
記
録
㈱
が

ビ
デ
オ
の
編
集
中
に
偶
然
発
見
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
反
響
と
な

っ
た
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
町
が
企
業

誘
致
や
都
市
間
交
流
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
制
作
を
依
頼
し

た
も
の
で
１
９
９
２
年（
平
成

４
年
）８
月
23
日
に
撮
影
し
た

時
に
は
こ
の
物
体
に
全
然
気
付

い
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」ら
し
き
物
体

に
気
が
付
い
た
の
は
編
集
終
了

間
際
の
10
月
初
め
で
、
そ
の
後
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
反
響
と
な

り
、
中
で
も
日
本
テ
レ
ビ
朝
の

番
組「
ル
ッ
ク
ル
ッ
ク
こ
ん
に

ち
は
」で
は
約
10
分
間
に
わ
た

り
放
映
さ
れ
、
士
幌
町
が
全
国

に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
反
響
に

応
え
て
町
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
出
現

シ
ー
ン
を
ア
ッ
プ
で
再
編
集
し

「
士
幌
高
原
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
？
」の
タ

イ
ト
ル
で
限
定
50
本
用
意
し
一

般
に
あ
っ
せ
ん
し
た
が
瞬
く
間

に
売
り
切
れ
る
と
い
う
人
気
で

長寿全道一の纐纈きよのさん
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あ
っ
た
。
町
で
は
更
に
追
加
注

文
し
て
対
応
し
た
が
、
全
国
の

Ｕ
Ｆ
Ｏ
マ
ニ
ア
な
ど
か
ら
の
引

き
合
い
も
多
く
、
思
わ
ぬ
Ｐ
Ｒ

効
果
で
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
。
町
で
は
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
で
Ｕ

Ｆ
Ｏ
を
撮
影
し
た
士
幌
高
原「
ロ

ッ
ジ
・
ヌ
プ
カ
」の
前
に
Ｕ
Ｆ

Ｏ
看
板
を
設
置
し
た
。（
現
在
は

撤
去
さ
れ
て
い
る
。）（
１
９
９

２
・
12
月
広
報
）

陸
上
競
技
強
化
合
宿

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）８

月
10
日
、
室
蘭
大
谷
高
校
、
札

幌
稲
雲
高
校
、
青
森
県
野
辺
地

高
校
、
名
久
井
農
業
高
校
の
陸

上
部
が
10
月
に
帯
広
の
森
で
開

催
さ
れ
る
全
道
高
校
駅
伝
の
コ

ー
ス
下
見
を
目
的
に
、
下
居
辺

緑
風
荘
で
合
同
合
宿
を
行
っ
た
。

　

室
蘭
大
谷
高
陸
上
部
に
下
居

辺
の
飯
島
勝
の
長
男
智
人（
同

校
３
年
生
）が
在
籍
し
て
い
る

の
を
縁
に
士
幌
町
で
の
合
宿
と

な
っ
た
も
の
で
一
行
78
人
の
選

手
団
は
当
日
の
受
入
式
で
地
区

を
挙
げ
て
の
歓
迎
を
受
け
た
。

　

特
に
室
蘭
大
谷
高
は
こ
の
時

点
ま
で
既
に
全
国
高
校
駅
伝
大

会
に
７
年
連
続
出
場
を
果
た
し

て
い
る
強
豪
で
同
校
の
工
藤
裕

行
監
督
は
、
受
入
式
の
謝
辞
で

「
全
国
で
活
躍
で
き
る
よ
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
た
い
」と

述
べ
た
。

　

強
化
合
宿
は
下
居
辺
地
区
を

中
心
に
一
日
30
～
40
キ
ロ
の
走

り
込
み
を
メ
イ
ン
に
５
日
間
組

ま
れ
、
こ
の
間
に
全
道
高
校
駅

伝
の
会
場
と
な
る
帯
広
の
森
～

八
千
代
牧
場
の
コ
ー
ス
下
見
も

行
っ
た
。

　

ま
た
下
居
辺
が
毎
年
お
盆
の

地
区
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
る

下
居
辺
親
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン（
８

月
14
日
）に
室
蘭
大
谷
高
、
札

幌
の
稲
雲
高
の
生
徒
40
人
も
特

別
参
加
し
同
行
事
を
盛
り
上
げ

た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
交
流

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
事
業
団
）

の
研
修
で
十
勝
を
訪
れ
た
マ
レ

ー
シ
ア
の
訪
問
団
が
１
９
９
３

年（
平
成
５
年
）９
月
３
日
、
士

幌
高
原「
ロ
ッ
ジ
・
ヌ
プ
カ
」で

町
民
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
。

　

こ
の
交
流
は
今
回
で
２
度
目
。

今
回
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
行
政
や

社
会
福
祉
関
係
な
ど
に
携
わ
る

25
人
が
来
町
し
、
町
か
ら
は
福

祉
関
係
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
保
育
所
な
ど
か
ら
１
０
０

人
が
参
加
。
マ
レ
ー
シ
ア
料
理

を
食
べ
た
り
、
日
本
の
歌
や「
ひ

ょ
っ
と
こ
踊
り
」が
披
露
さ
れ

る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
十
勝
滞
在
の
大
き
な
思

い
出
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

元
職
員
の
遺
品

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）９

月
、
札
幌
市
在
住
の
湯
沢
正
子

が
父
親（
故
中
川
栄
作
）の
遺
品

を
手
に
士
幌
町
を
訪
れ
た
。

　

(

故)

中
川
栄
作
は
１
９
３

７
年（
昭
和
12
年
）～
１
９
４
１

年（
昭
和
16
年
）頃
に
か
け
て
建

築
技
師
と
し
て
十
勝
支
庁
か
ら

辞
令
を
受
け
士
幌
村
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
。（
戦
前
二
級

町
村
だ
っ
た
士
幌
村
の
村
長
と

現
在
の
課
長
職
に
当
た
る
職
員

は
道
の
職
員
）

　

在
職
中
は
士
幌
神
社
、
士
幌

村
診
療
所
な
ど
の
設
計
を
は
じ

め
、
上
士
幌
神
社
の
設
計
も
手

が
け
て
い
た
。
そ
の
後
一
年
間

新
得
町
で
勤
務
し
北
竜
町
の
収

入
役
を
勤
め
て
い
た
。

　

こ
の
度「
父
の
遺
品
を
整
理

し
て
い
た
ら
士
幌
在
住
当
時
の

書
類
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
た
」

と
主
人
と
と
も
に
持
参
し
寄
贈

さ
れ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
遺
品
は
、

　

▽
写
真
集　

つ
は（
わ
）も
の

の
郷

　

出
征
兵
士
へ
家
族
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
知
ら
せ
る
た
め「
安

心
し
て
働
い
て
下
さ
い
」と
慰

問
袋
の
中
に
入
れ
て
戦
地
へ
送

ら
れ
た
貴
重
な
写
真
集
。
１
９

３
７
年（
昭
和
13
年
）頃
か
ら
約

１
年
余
り
か
け
て
中
川
ら
が
作

成
に
あ
た
り
、
出
征
兵
士
本
人

と
各
家
族
と
の
写
真（
２
１
８

家
族
）が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

▽
士
幌
神
社
設
計
図　
　
　

　
　
　
　
　
　

４
点

　

▽
士
幌
診
療
所
設
計
図　
　

　
　
　
　
　
　

３
点

　

▽
士
幌
村
教
員
住
宅
設
計
図

　
　
　
　
　
　

１
点

　

�

▽
居
辺
川
沿
道
路
災
害
復
旧

工
事
設
計
図　

１
点

　

▽
上
士
幌
神
社
設
計
図　
　

　
　
　
　
　
　

１
点

　

▽（
故
）中
川
栄
作
の
辞
令
書

　
　
　
　
　
　

10
点

　

町
で
は
寄
贈
さ
れ
た
遺
品
を

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
の
資
料
館

で
展
示
品
と
し
て
大
事
に
保
管

し
残
す
こ
と
に
し
た
。

５
・
３
メ
ー
ト
ル
の
の
り

巻
き

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

毎
年
施
設
内
行
事
を
多
く
も
ち
、

単
調
に
な
り
が
ち
な
入
所
者
の

生
活
に
変
化
を
与
え
、
生
き
る

喜
び
と
希
望
の
湧
く
ホ
ー
ム
生

活
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
毎
年
10

月
は「
お
好
み
食
堂
」開
店
の
月

と
し
て
い
る
。
10
月
20
日
前
後

の
１
日
間
だ
け
開
店
す
る
同
食

堂
は
、
施
設
の
職
員
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
加
わ
り
特
定
の
メ
ニ

ュ
ー
に
よ
る
料
理
を
提
供
す
る

も
の
で
、
普
段
は
あ
ま
り
量
を

摂
ら
な
い
お
年
寄
り
た
ち
も
こ

の
日
ば
か
り
は
食
欲
旺
盛
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）の

「
お
好
み
食
堂
」で
は
、
３
・
３

㍍
も
あ
る
長
い
巻
き
寿
司
が
作

ら
れ
お
年
寄
り
を
驚
か
せ
た
が
、

翌
年
は
４
・
８
㍍
、
更
に
次
の

年
10
月
20
日
開
店
の「
お
好
み

食
堂
」で
は
、
前
年
の
記
録
よ

り
も
50
セ
ン
チ
㍍
長
い
５
・
３

㍍
の「
巻
き
寿
司
」が
登
場
、
会

場
の
お
年
寄
り
か
ら
大
き
な
拍

手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　

ラ
ウ
ン
ジ
に
特
設
の
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
け
、
の
れ
ん
を
掛
け
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て
ム
ー
ド
を
演
出
、
集
ま
っ
た

お
年
寄
り
の
前
で
ス
タ
ッ
フ
が

横
一
列
と
な
っ
て
一
斉
に
巻
き

上
げ
た「
太
巻
き
」。
輪
切
り
に

し
て
生
寿
司
と
盛
り
合
わ
さ
れ

お
年
寄
り
の
も
と
へ
運
ば
れ
た
。

味
も
良
く
、
お
年
寄
り
た
ち
は
、

美
味
し
そ
う
に
食
事
を
楽
し
ん

で
い
た
。

森
田
健
作
元
旦
を
走
る

　

今
は
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て

い
る
森
田
健
作
、
か
つ
て
は
タ

レ
ン
ト
と
し
て
テ
レ
ビ
出
演
も

多
く
若
い
人
た
ち
の
人
気
の
的

で
あ
っ
た
が
１
９
９
５
年（
平

成
７
年
）１
月
１
日
テ
レ
ビ
生

放
送
の
た
め
来
町
し
た
。

　

正
月
番
組
と
し
て
元
旦
早
朝

の
全
国
各
地
の
模
様
を
伝
え
る

「
列
島
一
番
ま
っ
し
ぐ
ら
ワ
イ
ド
」

の
中
で
北
海
道
か
ら
は
、
十
勝

の
大
地
を
走
る
耐
寒
マ
ラ
ソ
ン

と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
、
こ

の
日
は
森
田
健
作
が
な
ま
く
ら

会
と
剣
道
少
年
団
の
子
供
た
ち

と
一
緒
に
寒
さ
の
中
を
15
キ
ロ

㌘
の
防
具
を
つ
け
て
走
る
想
定

で
撮
影
さ
れ
た
。
場
所
は
吉
野

地
区
国
道
２
７
４
号
線
の
短
い

区
間
で
行
わ
れ
数
分
間
で
は
あ

っ
た
が
全
国
に
生
中
継
さ
れ
た
。

　

中
継
終
了
後
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
の
武
道
館
で
剣
道
少
年
団

の
子
供
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
記

念
撮
影
や
サ
イ
ン
会
が
開
か
れ

た
。（
１
９
９
５
・
２
月
広
報
）

大
正
時
代
の
十
勝
地
図

　

今
か
ら
80
年
以
上
も
前
に
作

ら
れ
た
十
勝
の
地
図
が
町
内
の

お
寺
で
発
見
さ
れ
た
。

　

こ
の
地
図
は
１
９
１
５
年（
大

正
４
年
）に
発
行
さ
れ
た
縦
１

８
０
セ
ン
チ
、
横
１
２
０
セ
ン

チ
と
大
き
な
も
の
で
、
上
部
に

右
か
ら「
十
勝
國
全
圖
」と
記
さ

れ
十
勝
全
域
の
昔
の
地
名
や
当

時
の
市
街
地
、
河
川
な
ど
が
克

明
に
印
さ
れ
て
い
る
。

　

地
図
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

大
通
り
に
あ
る「
實
相
寺
」（
住

職
仲
島
信
正
）で
、
１
９
９
４

年（
平
成
６
年
）お
寺
の
会
館
改

築
の
た
め
取
り
壊
し
た
旧
事
務

所
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
を
同

事
務
所
内
整
理
中
に
見
つ
け
た

も
の
で
あ
る
。

　

縮
尺
十
万
分
の
一
の
こ
の
地

図
は
、
折
り
畳
ん
で
保
管
し
て

あ
っ
た
が
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た

た
め
同
寺
で
は
表
具
職
人
に
手

直
し
を
依
頼
し
、
表
装
の
上
特

製
の
額
に
入
れ
て
士
幌
町
へ
寄

贈
し
た
。

　

町
で
は
、
古
い
十
勝
の
地
名

や
川
の
流
れ
な
ど
当
時
の
地
理

状
況
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

お
う
と
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
で
公
開
の
あ
と
資
料
館
に

移
し
て
展
示
、
子
供
た
ち
の
学

習
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
し
た
。（
１
９
９
５
年
12
月
27

日
勝
毎
）

５
月
の
大
雪

　

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）５

月
、
十
勝
一
帯
に
大
雪
が
降
っ

た
。

　

５
月
の
降
雪
量
と
し
て
は
観

測
史
上
最
高
と
な
っ
た
大
雪
は

９
日
か
ら
10
日
に
か
け
降
り
続

け
、
中
札
内
で
20
セ
ン
チ
の
降

雪
、
帯
広
で
は
桜
が
開
花
直
後

で
木
の
枝
に
雪
が
積
も
り
、
本

町
で
は
移
植
し
た
ば
か
り
の
ビ

ー
ト
が
す
っ
ぽ
り
雪
を
被
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

街
の
中
で
は
既
に
物
置
に
し

ま
わ
れ
て
い
た
除
雪
用
具
を
取

り
出
し
て
の
雪
か
き
が
各
地
で

見
ら
れ
た
。

　

５
月
の
雪
は
１
回
に
終
わ
ら

ず
、
16
日
再
び
降
雪
に
見
舞
わ

れ
た
。

　

今
度
は
中
士
幌
神
社
の
桜
が

咲
き
始
め
た
時
で
、
桜
の
木
も

雪
化
粧
・
・
・
古
く
か
ら
住
む

お
年
寄
り
は
、「
こ
ん
な
こ
と
初

め
て
」と
驚
い
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
年
は
、
低
温

続
き
と
そ
の
後
の
多
雨
、
日
照

不
足
が
重
な
り
、
各
作
物
に
異

常
な
冷
湿
害
を
も
た
ら
す
凶
作

年
と
な
っ
た
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
米
国
で
紹
介

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

周
辺
に
居
住
し
て
い
る
日
本
人

約
10
万
人
を
対
象
に
発
行
し
て

い
る
情
報
誌「
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

（
１
９
９
７
年
１
月
31
日
発
行
）

の
表
紙
に
士
幌
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
入
所
者
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

表
紙
に
使
わ
れ
た
写
真
は
、

同
誌
発
行
日
の
２
年
ほ
ど
前
に

十
勝
毎
日
新
聞
が
撮
影
し
た
も

の
で
、
高
徳
の
東
村
達
夫（
当

時
農
協
職
員
）が
ア
メ
リ
カ
で

仕
事
を
し
て
い
る
息
子
を
訪
ね

た
折
に
入
手
し
持
ち
帰
り
、
町

広
報
係
に
提
供
し
た
。

高
原
で
の
結
婚
式

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）５

月
３
日
、
士
幌
高
原
で
初
の
結

婚
式
が
行
わ
れ
た
。

　

新
郎
新
婦
は
２
人
と
も
道
外

生
ま
れ
だ
が
士
幌
町
緑
光
に
在

住
す
る
森
山
龍
児
と
北
島
亜
希

子
。
当
日
、
天
候
は
く
も
り
だ

っ
た
が
、
前
日
か
ら
降
り
続
い

た
雨
も
上
が
り
、
両
親
を
は
じ

め
百
人
が
祝
う
心
温
ま
る
結
婚

式
と
な
っ
た
。

　

士
幌
高
原
へ
は
２
人
で
よ
く

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
来
る
と
い
う

新
郎
新
婦
、
当
日
の
花
嫁
は
父

親
の
運
転
す
る
オ
ー
ト
バ
イ
で

の
入
場
と
な
っ
た
。

　

高
原
の
景
色
が
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
る
２
人
、
で
き
れ
ば

長
く
士
幌
町
に
住
み
た
い
と
の

こ
と
…
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で「
屋

外
で
挙
式
し
た
い
」と
い
う
２

人
に
町
が
会
場
、
テ
ン
ト
、
テ

ー
ブ
ル
な
ど
を
無
償
提
供
し
て

実
現
し
た
。（
１
９
９
８
・
６
月

広
報
）

ひ
ょ
う
た
ん
で
全
道
一

　

長
い
間
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

を
育
て
各
地
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
秀
な
成
績
を
挙
げ
て
き
た
南

旭
区
の
大
野
憲
光
が「
ひ
ょ
う

た
ん
」作
り
に
挑
戦
し
た
。

　

独
学
で
取
り
組
ん
で
か
ら
３

年
目
の
１
９
９
６
年（
平
成
８

年
）10
月
上
砂
川
町
で
行
わ
れ
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た「
第
７
回
全
道
ひ
ょ
う
た
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」に
初
出
品
。
大

型
賞
の
部
で
見
事
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

　

こ
の
入
賞
で
種
や
苗
を
分
け

て
ほ
し
い
と
い
う
人
も
続
出
、

翌
年
は
か
つ
て
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ

チ
ャ
作
り
の
仲
間
だ
っ
た
開
運

の
波
多
野
達
夫
に
苗
を
贈
り
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
上
が
っ
た
作
品
を

再
度
全
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
大
き
さ
を
競
う

部
で
大
野
が
２
年
連
続
最
優
秀

賞
、
波
多
野
が
優
秀
賞
と
全
道

１
、
２
位
を
独
占
す
る
快
挙
と

な
っ
た
。

　

大
野
は
沢
山
出
来
る「
ひ
ょ

う
た
ん
」に
自
ら
字
や
絵
模
様

を
描
い
た
置
物
を
制
作
、
文
化

祭
な
ど
に
出
品
す
る
ほ
か
、
町

内
の
公
共
施
設
や
各
職
場
に
陳

列
し
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。（
１
９
９
７
年
10
月

９
日
勝
毎
）

牛
乳
パ
ッ
ク
の
棺
桶

　

町
内
平
原
に
住
む
塚
原
太
が

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
棺
桶
を

作
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
週
刊

誌
な
ど
で
話
題
と
な
っ
た
。
昔
、

大
工
の
仕
事
に
も
携
わ
っ
た
こ

と
の
あ
る
塚
原
は
、
ベ
ニ
ヤ
板

で
外
枠
を
作
り
、
こ
れ
に
約
２

０
０
０
個
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
、

柄
を
揃
え
て
張
り
付
け
仕
上
げ

た
本
人
等
身
大
の
も
の
で
あ
る
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
は
多
く
の
人
の

協
力
を
得
て
集
め
約
１
年
が
か

り
で
作
成
し
た
。

　

遊
び
心
で
作
っ
た
棺
桶
だ
が
、

普
段
元
気
な
本
人
が
使
う
こ
と

は
当
分
な
さ
そ
う
だ
。（
１
９
９

８
年
７
月
15
日
道
新
）

冬
虫
夏
草

　

長
い
間
町
の
森
林
組
合
に
勤

め
山
林
調
査
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
た
平
原
在
住
の
津
田
浩
治

は
、
退
職
後
も
山
歩
き
を
続
け
、

山
草
の
研
究
、
特
に「
キ
ノ
コ
」

の
生
態
調
査
に
力
を
入
れ
十
勝

管
内
を
中
心
に
活
動
を
続
け
写

真
展
な
ど
開
い
て
い
た
が
、
１

９
９
７
年（
平
成
９
年
）に
珍
し

い
キ
ノ
コ「
冬
虫
夏
草
」の
新
種

を
相
次
い
で
発
見
し
た
。

　

冬
虫
夏
草
と
は
、
昆
虫
や
ク

モ
類
な
ど
の
虫
、
ツ
チ
ダ
ン
ゴ

と
い
っ
た
菌
に
寄
生
し
て
で
き

る
キ
ノ
コ
で
世
界
で
は
４
０
０

種
、
日
本
で
約
３
０
０
種
余
り

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

津
田
が
最
初
に
発
見
し
た
新

種
は
、
芽
室
町
内
の
森
の
中
で

ツ
チ
ダ
ン
ゴ
に
生
ず
る
菌
生
冬

虫
夏
草
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
黒
岳
で
発
見
さ
れ
た

「
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ダ
ケ
」に
似
て
い

る
が「
ど
こ
か
違
う
」と
思
い
、

冬
虫
夏
草
の
世
界
的
権
威
で
日

本
冬
虫
夏
草
の
会
会
長
の
清
水

大
典（
山
形
県
米
沢
市
在
住
）に

標
本
を
送
っ
た
と
こ
ろ
新
種
で

あ
る
こ
と
が
判
明「
ト
カ
チ
エ

ゾ
タ
ン
ポ
ダ
ケ
」と
命
名
さ
れ
た
。

津
田
は
そ
の
後
も
、
足
寄
町
内

オ
ン
ネ
ト
ー
湖
畔
、
鹿
追
町
然

別
湖
周
辺
で
も
新
種
を
見
つ
け
、

こ
の
年
だ
け
で
４
つ
の
新
し
い

冬
虫
夏
草
を
発
見
し
た
。

　

ま
た
新
種
で
は
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
恵
庭
市
が
最
北
地
と
い

わ
れ
て
き
た
セ
ミ
の
背
に
冬
虫

夏
草
が
寄
生
す
る「
エ
ニ
ワ
セ

ミ
タ
ケ
」を
町
内
の
創
造
の
森

で
見
つ
け
役
場
に
持
参
し
て
見

せ
た
。

　

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）11

月
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
帯
広
）ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
津
田
が
撮
影
し
た
冬
虫
夏
草

の
写
真
展
が
開
か
れ
、
写
真
約

60
点
と
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
し
た

標
本
30
点
が
展
示
さ
れ
た
。

２
０
０
０
年
問
題

　

１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
０

年
に
移
っ
た
瞬
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
誤
作
動
し
混
乱
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
と
騒
が
れ
た

の
が「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦

２
０
０
０
年
問
題
」で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
の
処
理
能
力
が
高
く

な
か
っ
た
頃
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
は
、
西
暦
の
上
二
桁
を
省
略

し
、
下
二
桁
だ
け
で
年
数
を
扱

い
、
例
え
ば
１
９
９
９
年
な
ら

99
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
メ
モ
リ
ー
を
少

し
で
も
節
約
す
る
た
め
の
措
置

で
、
技
術
的
に
そ
の
必
要
が
無

く
な
っ
た
今
で
も
一
部
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
は
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

残
っ
て
い
た
。

　

２
桁
で
年
を
表
示
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
場
合
、
２
０
０

０
年
を
迎
え
る
と「
00
」と
な
り

前
年
の「
99
」と
逆
転
し「
00
」を

１
９
０
０
年
と
認
識
し
た
り
混

乱
し
て
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
と
問
題
視
し
、

世
界
中
が
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

た
。

　

国
内
で
は
金
融
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
情
報
通
信
、
交
通
、
医
療

な
ど
社
会
経
済
活
動
上
重
要
な

分
野
で
、
シ
ス
テ
ム
変
更
や
、

模
擬
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
の
総

点
検
が
行
わ
れ
、
士
幌
町
に
お

い
て
も
住
民
登
録
や
住
民
税
、

財
務
会
計
な
ど
の
業
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
、

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）３
月

ま
で
に
政
府
の
行
動
計
画
に
準

じ
て
保
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
修

正
お
よ
び
模
擬
テ
ス
ト
を
終
了

さ
せ
た
。
更
に
万
一
不
測
の
事

態
が
生
じ
た
場
合
で
も
速
や
か

に
対
応
を
講
じ
、
住
民
生
活
に

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
危
機
管
理
計
画
を
策
定
し

不
測
の
事
態
に
備
え
る
と
共
に
、

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
は
、

関
係
職
員
を
役
場
庁
舎
や
関
係

部
署
、
自
宅
に
待
機
さ
せ
事
態

を
見
守
っ
た
が
、
何
事
も
な
く

２
０
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

全
国
的
に
は
、
金
融
、
医
療

関
係
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が

あ
っ
た
が
数
は
少
な
か
っ
た
。

（
１
９
９
９
年
・
11
月
広
報
）

子
ど
も
模
擬
議
会

　

士
幌
町
で
は
２
０
０
０
年（
平

成
12
年
）10
月
１
日
か
ら
情
報

公
開
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、

こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
合
わ
せ

て
広
く
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
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る
町
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
１
つ
と
し
て
将
来
の
士
幌

町
を
担
う
児
童
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
開
く
と
と
も
に
、
郷
土

士
幌
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
児
童
の
思
い
を
高
め
、
役
場

の
仕
組
み
や
役
割
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
た
。

　

模
擬
議
会
は
同
年
10
月
10
日
、

町
内
各
小
学
校（
８
校
）か
ら
２

人
ず
つ
選
出
さ
れ
た
16
人
の
議

員
が
出
席
し
開
か
れ
、
議
長
は

士
幌
小
学
校
６
年
の
安
村
陽
子

と
早
坂
麻
里
が
交
替
で
努
め
た
。

　

各
議
員
の
紹
介
と
町
長
の
挨

拶
の
後
９
時
30
分
に
ブ
ザ
ー
と

と
も
に
全
員
起
立
し
、
議
長
が

開
会
の
宣
言
を
し
て
一
般
質
問

を
開
始
し
た
。

　

質
問
は
１
人
１
問
で
前
半
８

人
休
憩
を
挟
ん
で
後
半
８
人
が

質
問
に
立
ち
、「
温
水
プ
ー
ル
が

欲
し
い
が
、
作
る
計
画
は
な
い

か
」「
地
区
で
の
子
ど
も
の
遊
び

場
を
設
置
し
て
欲
し
い
」や「
図

書
館
の
運
営
の
充
実
や
入
館
時

間
の
延
長
」な
ど
子
ど
も
た
ち

の
身
近
な
要
望
か
ら
、「
町
議
会

の
し
く
み
と
町
民
の
要
望
の
受

け
方
」「
ゴ
ミ
問
題
」「
悪
臭
問
題
」

な
ど
本
物
の
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
意
見
、
要
望

も
多
く
将
来
の
士
幌
町
に
明
る

い
展
望
を
も
た
ら
し
た
。

　

質
問
に
は
小
林
町
長
が
１
問

１
問
丁
寧
に
答
え
、
午
前
11
時

30
分
に
終
了
し
た
。

　

傍
聴
席
に
は
各
小
学
校
の
高

学
年
の
児
童
が
い
っ
ぱ
い
つ
め

か
け
、
前
半
と
後
半
に
入
れ
替

え
て
の
対
応
と
な
っ
た
。

（
２
０
０
０
年
・
11
月
広
報
）

考
案
・
開
発
二
題

　

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）７

月
、
町
内
軽
工
業
団
地
で
主
に

酪
農
用
機
械
等
の
製
作
を
行
う

北
洋
機
販
総
業（
村
上
英
嗣
社
長
）

が
、
写
真
の
現
像
液
や
定
着
液

の
使
用
済
み
廃
液
処
理
に
つ
い

て
太
陽
熱
と
お
が
く
ず
を
活
用

し
た
処
理
施
設
を
開
発
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
処
理
方
法
は
、

薬
品
を
使
っ
て
廃
液
を
中
和
、

希
釈
し
、
ろ
過
に
よ
り
廃
液
を

地
下
浸
透
さ
せ
る
方
法
が
と
ら

れ
て
い
た
が
、
今
回
開
発
さ
れ

た
処
理
施
設
は
透
明
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
で
床
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ー
ル
と
し
、
そ
こ
に

お
が
く
ず
を
敷
き
つ
め
、
中
に

廃
液
を
流
し
て
太
陽
熱
と
モ
ー

タ
ー
に
よ
る
か
く
は
ん
で
水
分

を
蒸
発
、
液
中
の
固
形
物
は
お

が
く
ず
に
付
着
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
計
か
ら
完
成
ま
で
３
年
か

け
た
手
作
り
の
こ
の
施
設
は
、

こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、

低
コ
ス
ト
で
安
全
性
も
高
く
、

関
係
者
も
注
目
し
て
い
る
。（
２

０
０
０
年
７
月
26
日
新
聞
）

　

同
じ
年
町
内
で
営
業
す
る
士

幌
鉄
工
㈱（
曽
我
廣
社
長
）は
、

日
本
ビ
ー
ト
糖
業
協
会
、
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
、
道
工
業
大
学
、

道
立
工
業
試
験
場
と
共
同
研
究

し
て
い
た
新
た
な
舗
装
材
を
開

発
、
実
用
試
験
を
行
っ
た
。

　

開
発
さ
れ
た
舗
装
材
は
、
ビ

ー
ト
の
精
糖
過
程
で
出
る
廃
棄

物
、ラ
イ
ム
ケ
ー
キ（
石
灰
汚
泥
）

を
利
用
し
た
農
畜
産
用
低
強
度

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
砂
利
を
使
用

せ
ず
短
期
間
施
行
と
コ
ス
ト
も

低
く
、
更
に
年
間
大
量
に
出
る

ラ
イ
ム
ケ
ー
キ
の
処
分
に
も
役

立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

利
用
さ
れ
る
の
は
主
に
牛
舎

パ
ド
ッ
ク
や
畑
の
土
場
で
、
こ

れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は

強
度
が
高
す
ぎ
、
ふ
ん
尿
に
よ

っ
て
牛
が
足
を
滑
ら
せ
て
け
が

を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ラ

イ
ム
ケ
ー
キ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
強
度
を
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

士
幌
鉄
工
な
ど
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
網
走
管
内
置
戸
町
内
の

牧
場
で
実
用
規
模
で
の
試
験
施

行
を
行
い
一
般
公
開
し
た
が
問

題
は
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

道
内
各
地
で
も
高
い
関
心
が

示
さ
れ
、
士
幌
鉄
工
に
は
各
地

か
ら
多
く
の
受
注
が
あ
る
と
い

う
。（
２
０
０
０
年
11
月
３
日
新

聞
）

パ
ソ
コ
ン
で
士
幌
市
街
図

　

町
内
大
通
在
住
の
平
田
可
人

（
平
田
建
設
会
長
）が
、
昭
和
初

期
か
ら
現
在
に
至
る
士
幌
市
街

地
の
変
遷
ぶ
り
を
表
し
た
マ
ッ

プ
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

っ
て
作
製
し
た
。

　

町
内
の
友
人
等
数
人
で
長
老

た
ち
の
か
す
か
な
記
憶
と
古
い

資
料
を
も
と
に
調
べ
あ
げ
た
も

の
で
古
い
時
代
を
知
っ
て
い
る

人
が
年
々
減
っ
て
い
く
中
、
中

士
幌
の「
寺
町
」鳥
か
ん
図
と
と

も
に
貴
重
な
も
の
と
な
る
。

　

平
田
は
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者

講
習
を
受
け
勉
強
中
で
あ
っ
た

が
キ
ー
ボ
ー
ド
の
扱
い
に
も
慣

れ
、
も
っ
と
機
能
を
使
え
る
よ

う
に
と
、
町
並
み
図
の
作
製
を

思
い
立
っ
た
と
の
こ
と
。

　

町
並
み
図
変
遷
の
一
部
は
文

芸
誌「
ぬ
ぷ
か
」20
号（
平
成
12

年
発
行
）で
こ
の
調
査
に
加
わ

っ
た
町
内
高
徳
在
住
の
山
内
敏

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
０
０
０
年
４
月
12
日
新
聞
）

士
幌
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
歌

　

士
幌
町
出
身
で
現
在
音
更
町

木
野
に
住
む
小
椋
民
子（
旧
姓

後
藤
）が
34
年
前
に
28
歳
で
亡

く
な
っ
た
実
兄
後
藤
文
雄
が
生

前
に
作
詞
し
た「
士
幌
町
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
の
歌
」を
テ
ー
プ
に
再

現
し
た
。

　

当
時
、
士
幌
町
が
農
業
青
年

団
体
の
士
幌
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
歌

を
作
る
た
め
歌
詞
を
募
集
し
て

い
て
、
高
校
を
出
た
ば
か
り
の

後
藤
文
雄
の
作
品
が
選
ば
れ
、

曲
も
付
け
ら
れ
て
、
農
業
青
年

の
行
事
な
ど
で
よ
く
歌
わ
れ
て

い
た
。

　

小
椋
も
自
然
と
覚
え
て
い
た

が
年
数
と
と
も
に
歌
詞
は
忘
れ

て
い
た
。
あ
る
時
兄
の
作
っ
た

歌
の
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、

何
と
か
手
に
入
れ
た
い
と
長
い

間
か
け
て
兄
の
友
人
た
ち
に
当
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た
っ
て
５
番
ま
で
の
歌
詞
す
べ

て
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た

が
、
楽
譜
は
探
し
出
せ
な
か
っ

た
。（
当
時
レ
コ
ー
ド
等
に
は
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。）

　

そ
の
た
め
自
分
流
に
覚
え
て

い
る
メ
ロ
デ
ィ
を
譜
面
に
す
る

し
か
な
い
と
考
え
、
音
更
町
内

に
あ
る
音
楽
事
務
所
の
協
力
を

得
て
譜
面
を
作
り
、
前
奏
、
間

奏
も
付
け
て
も
ら
い
、
同
事
務

所
で
カ
ラ
オ
ケ
を
習
う
人
と
小

椋
の
２
人
で
歌
を
テ
ー
プ
に
吹

き
込
み
、
歌
詞
カ
ー
ド
や
テ
ー

プ
を
包
む
箱
も
作
製
し
て
兄
の

友
人
や
親
戚
に
配
っ
た
。

　

箱
に
は
兄
の
顔
写
真
や
士
幌

の
農
村
風
景
の
写
真
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
歌
の
作
曲
者
は

判
っ
て
い
な
い
。（
２
０
０
０
年

４
月
３
日
新
聞
）

て
ん
菜
研
究
会
40
年
で
幕

　

今
で
は
士
幌
農
業
畑
作
の
主

要
作
目
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る

て
ん
菜（
ビ
ー
ト
）も
昭
和
30
年

代
は
、
耕
作
戸
数
こ
そ
多
か
っ

た（
今
の
２
・
５
倍
）が
作
付
面

積
は
５
分
の
１
以
下
、
単
位
当

た
り
の
収
穫
量
も
現
在
の
半
分

以
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。

　

１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）ホ

ク
レ
ン
が
十
勝
清
水
に
製
糖
工

場
建
設
の
認
可
を
受
け
、
翌
年

工
場
建
設
で
総
業
開
始
と
と
も

に
こ
れ
ま
で
日
甜
帯
広
工
場
に

出
荷
し
て
い
た
士
幌
の
ビ
ー
ト

が
、
ホ
ク
レ
ン
清
水
工
場
に
出

荷
す
る
こ
と
に
な
り
士
幌
に
も

原
料
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
農
業
経
営
に
も

変
化
の
兆
し
が
現
れ
は
じ
め
、

後
の
規
模
拡
大
、
共
同
化
へ
と

進
む
が
、
町
内
で
も
先
を
見
込

ん
だ
農
村
青
年
の
有
志
が
集
ま

り
、
１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）

に「
共
同
化
研
究
会
」を
発
足
さ

せ
、
ま
た
士
幌
農
協
に
も
青
年

部
が
誕
生
す
る
な
ど
新
し
い
農

業
経
営
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
製
糖
工
場
士
幌
原

料
所
の
初
代
所
長
に
就
任
し
た

（
故
）赤
松
静
哉
は
、
士
幌
で
の

て
ん
菜
の
普
及
と
栽
培
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
農
家
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
た
が
、
グ
ル
ー

プ
組
織「
共
同
化
研
究
会
」と
接

触
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
活
発

に
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、

「
て
ん
菜
研
究
会
」を
創
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
当
時
の
共
同

化
研
究
会
の
名
称
を
改
名
し
て

所
属
し
て
い
た
会
員
22
名
全
員

で「
士
幌
町
て
ん
菜
研
究
会
」を

発
足
さ
せ
た
。

　

以
降
現
在
ま
で
40
年
間
、
士

幌
原
料
所
長
が
代
わ
っ
て
も
、

事
務
局
は
引
き
継
が
れ
今
日
ま

で
、
て
ん
菜
栽
培
に
係
る
グ
ル

ー
プ
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
間
研
究
成
果
を
農
業
研
究

グ
ル
ー
プ
発
表
会
等
で
披
露
し

試
験
結
果
を
実
栽
培
の
中
へ
普

及
さ
せ
る
な
ど
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　

こ
の
活
動
成
果
が
認
め
ら
れ
、

関
係
筋
か
ら
の
表
彰
等
も
数
度

に
及
ぶ
。

　

本
会
へ
の
新
た
な
会
員
は
増

や
さ
ず
、
会
員
の
後
継
者
年
代

層
に
は
別
の
グ
ル
ー
プ（
み
の

り
会
な
ど
）を
つ
く
ら
せ
、
と

も
に
て
ん
菜
栽
培
技
術
開
発
普

及
に
励
ん
で
き
た
が
、
会
員
も

40
年
の
間
に
死
亡
、
離
農
等
で

減
少
し
現
会
員
は
４
人
と
な
っ

た
。

　

今
回
、
会
創
立
40
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
１
つ
の
目
的

は
達
成
し
た
、
後
は
２
世
代
が

つ
く
る
グ
ル
ー
プ
に
託
し
て
会

を
閉
じ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

12
月
９
日
、
十
勝
川
温
泉
で
創

立
40
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、

同
時
に
こ
の
会
の
幕
を
ひ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

式
典
に
は
現
会
員
が
夫
婦
で

揃
っ
て
出
席
の
ほ
か
、
来
賓
と

し
て
士
幌
町
長
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町

組
合
長
、
歴
代
の
原
料
所
長
、

事
務
局
な
ど
40
人
程
が
集
ま
り
、

40
年
間
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
組
織

が
40
年
も
休
ま
ず
活
動
を
続
け

る
の
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で

あ
る
。

　

士
幌
町
て
ん
菜
研
究
会
の
初

代
会
長
は
、
野
曽
原
孟
が
務
め

て
い
た
が
、
そ
の
後
２
～
３
人

に
引
き
継
が
れ
後
半
20
年
以
上

は
𫝆
田
鉄
郎（
前
町
議
会
議
長
）

が
会
長
の
職
に
あ
っ
た
。（
て
ん

菜
研
究
会
創
立
40
周
年
記
念
式

典
次
第
か
ら
）

女
性
模
擬
議
会

　

広
く
町
民
皆
さ
ん
の
声
を
反

映
さ
せ
る
町
民
参
加
型
の
町
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
２
０
０
２

年（
平
成
14
年
）７
月
15
日
、
役

場
３
階
の
議
場
に
お
い
て
初
の

女
性
模
擬
議
会
が
行
わ
れ
た
。

　

議
員
は
、
本
町
の
議
員
定
数

（
16
人
）に
基
づ
き
、
町
内
８
団

体
か
ら
16
人
が
選
出
さ
れ
、
15

問
の
一
般
質
問
が
提
出
さ
れ
、

女
性
な
ら
で
は
の
感
性
や
鋭
い

再
質
問
に
町
側
も
あ
わ
て
る
場

面
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
本
議
会

そ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

質
問
は「
行
政
組
織
の
見
直

し
に
つ
い
て
」「
士
幌
町
の
知
名

度
に
つ
い
て
」「
課
外
活
動
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
」「
保
育
所
・

幼
稚
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て
」「
男

女
平
等
参
画
に
つ
い
て
」「
士
幌

マ
ッ
プ
の
設
置
と
イ
ベ
ン
ト
時

の
ご
み
ポ
ス
ト
無
設
置
に
つ
い

て
」「
通
学
路
と
な
る
国
道
に
信

号
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」「
２
年
後
の
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
に
つ
い
て
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
開
設
に
つ
い
て
」「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
活
用
に
つ
い

て
」「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
わ
る
馬

鈴
薯
の
消
費
低
迷
に
つ
い
て
」「
通

園
・
通
学
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
」「
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
」「
高

齢
者
へ
の
給
食
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」「
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い

て
」と
多
岐
に
わ
た
り
、
政
策

推
進
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
０
０
２
・
８
月
広
報
）

全
日
本
女
子
柔
道
強
化
合

宿
　

ア
テ
ネ
五
輪
に
向
け
た
全
日
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本
女
子
柔
道
の
強
化
合
宿
が
５

月
31
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の

６
日
間
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
体
育
館
を
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
、
ヤ
ワ
ラ
ち
ゃ
ん

こ
と
谷
亮
子
選
手
ら
日
本
代
表

選
手
７
人
を
含
む
総
勢
80
人
の

方
が
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

到
着
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
移

動
の
疲
れ
も
見
せ
る
こ
と
な
く
、

早
速
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
は
、
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
実
行

委
員
会
の
小
松
繁
雄
氏
か
ら「
全

員
が
ア
テ
ネ
五
輪
で
日
の
丸
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
」と
激
励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
谷
亮
子
選
手
か
ら

は
、「
シ
ド
ニ
ー
に
続
き
金
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
」と
力
強
い
決

意
が
聞
か
れ
、
場
内
か
ら
拍
手

が
起
こ
っ
て
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
地

元
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム

が
力
強
い
踊
り
を
披
露
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
し

ほ
ろ
牛
の
た
た
き
や
七
面
鳥
の

か
ら
揚
げ
な
ど
士
幌
の
特
産
品

も
並
ぶ
食
事
に
、
舌
鼓
を
打
ち

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
、
全
日
本
女
子
柔

道
強
化
合
宿
コ
ー
チ
の
山
口
香

さ
ん
の
講
演
会
が「
生
き
る
力

を
育
む
～
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
強
化
の
現
場
か
ら
～
」と
題

し
て
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
町

民
の
方
が
、
山
口
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
に
聞
き
入
り
、

会
場
は
笑
い
声
が
絶
え
な
い
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
。

　

山
口
さ
ん
は
、
６
歳
か
ら
柔

道
を
始
め
ら
れ
、
１
９
７
８
年

か
ら
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権

で
連
覇
。
１
９
８
０
年
の
第
１

回
世
界
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

で
銀
メ
ダ
ル
、
１
９
８
４
年
の

世
界
女
子
柔
道
選
手
権
で
日
本

女
子
と
し
て
初
め
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
１
９
８
８
年
に
は
ソ

ウ
ル
五
輪
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
日
々
の

努
力
や
目
標
が
あ
っ
て
こ
そ
。

勝
負
の
強
さ
に
重
要
な
の
は
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
は
な
く「
や

れ
ば
で
き
る
」と
い
う
気
持
ち
。

ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
、

や
る
気
を
持
ち
プ
ラ
ス
思
考
で

望
む
こ
と
の
大
切
さ
を
、
ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
人
生
経

験
か
ら
自
分
の
中
に
積
み
上
げ

た
自
信
は
、
誰
に
も
奪
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
し
、
減
る
も
の

で
も
な
い
と
強
く
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

６
月
４
日
、
午
後
５
時
30
分

か
ら
総
研
す
こ
や
か
体
育
館
で
、

全
日
本
女
子
柔
道
強
化
合
宿
の

メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
り
、
柔

道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
士

幌
町
柔
道
少
年
団
35
人
を
は
じ

め
、
上
士
幌
町
、
音
更
町
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、
約
80
人
が
一

流
の「
技
」に
ふ
れ
真
剣
な
表
情
。

子
供
た
ち
は
、
準
備
運
動
を
行

っ
た
後
、
大
外
刈
り
、
背
負
い

投
げ
、
大
内
刈
り
の
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
て
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
谷
亮

子
選
手
な
ど
の
模
範
演
技
も
披

露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
技

の
速
さ
に「
ワ
ォ
ー
」と
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、
古
賀
稔
彦
、
山

口
香
両
コ
ー
チ
が
愛
風
苑
を
訪

れ
、
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
持
た

れ
ま
し
た
。

　

両
コ
ー
チ
か
ら「
今
年
は
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

全
日
本
女
子
柔
道
の
選
手
達
を

ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
皆
さ
ん
と

記
念
撮
影
。
握
手
を
求
め
て「
感

激
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
る
入
居

者
の
方
に
、「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
」と
言

葉
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
０
０
４
年
・
７
月
広
報
）

苦
労
が
実
り「
瑞
宝
単
光
章
」

統
計
調
査
に
60
年

　

高
砂
の
河
野
富
剛
は
永
年
国

勢
調
査
員
と
し
て
従
事
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ「
瑞
宝
単
光
章
」

を
受
章
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
父
親
が
調
査

員
と
し
て
調
査
に
携
わ
っ
て
い

た
も
の
を
継
続
し
て
担
い
、
気

が
付
け
ば
実
に
60
年
に
渡
っ
て

の
調
査
員
生
活
に
な
っ
て
い
た
。

　

士
幌
町
に
入
植
し
た
き
っ
か

け
は
、
父
親
が
北
海
道
未
開
地

処
分
法
が
出
た
時
に
開
拓
を
志

し
、
１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）

４
月
25
日
に
千
葉
県
成
東
町（
旧

緑
海
村
）か
ら
現
在
の
高
砂
に

開
拓
移
民
と
し
て
入
植
、
入
植

の
条
件
と
し
て
５
年
後
に
７
㌶

の
土
地
を
畑
に
開
墾
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
検
査
で
認

め
ら
れ
る
と
無
償
で
与
え
ら
れ

る
制
度
で
、
現
在
の
よ
う
に
機

械
も
無
く
、
人
の
手
に
よ
る
開

墾
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
だ
っ

た
。

　

当
時
、
高
砂
は
池
田
町
に
属

し
て
お
り
、
下
居
辺
小
学
校
の

児
童
が
１
０
０
人
以
上
い
て
に

ぎ
や
か
で
、
選
挙
の
時
は
、
高

島
ま
で
１
日
が
か
り
で
歩
い
て

投
票
に
い
っ
た
。

　

調
査
を
始
め
た
昭
和
20
年
こ

ろ
は
、
道
路
も
あ
ま
り
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
冬
の
獣
道
を
１

日
10
キ
ロ
ほ
ど
歩
き
地
区
内
の

調
査
を
行
っ
た
。
そ
ん
な
苦
労

の
中
、
国
勢
調
査
11
回
、
他
の

調
査
64
回
、
計
75
回
の
統
計
調

査
に
協
力
し
て
き
た
。（
２
０
０

５
年
・
12
月
広
報
）

わ
ず
か
１
年
で
流
鏑
馬
の

日
本
一
に

　

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
は
平
成
17
年
に
本
町
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
来
日
、
日
本
武
道
を
勉
強
し

よ
う
と
音
更
弓
道
協
会
に
所
属
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
流
鏑

馬
の
大
会
が
芽
室
町
川
原
牧
場
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で
行
わ
れ
、
練
習
を
見
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
牧
場
主
か
ら
誘
わ

れ
、
４
週
間
後
の
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
果
は

勿
論
良
く
な
か
っ
た
が「
落
馬

し
な
か
っ
た
だ
け
で
も
幸
せ
だ

っ
た
」と
、し
か
し
１
年
後
の
春
、

恵
庭
市
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

で
見
事
優
勝
。
大
会
の
衣
装
は
、

弓
道
着
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

国
旗
を
あ
し
ら
っ
た
お
母
さ
ん

手
作
り
の
も
の
を
着
用
し
、
練

習
を
始
め
て
か
ら
わ
ず
か
１
年

で
外
国
人
と
し
て
初
の
栄
冠
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。（
２

０
０
９
・
12
月
広
報
）

　

平
成
22
年
７
月
、
５
年
間
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
任
期
を
終
え
、

士
幌
町
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
残
し
た
。

「
士
幌
町
の
皆
さ
ん
へ

　

士
幌
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
５

年
間
が
た
ち
、
士
幌
町
を
発
つ

と
き
が
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
５
年
以
上
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
し
て
い
る
こ
と
を
許
し
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
も
し
可
能
な
ら

ば
私
は
こ
こ
を
離
れ
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
北
海
道
や
士

幌
町
、
今
ま
で
に
出
会
っ
た
全

て
の
生
徒
た
ち
が
大
好
き
で
す
。

士
幌
に
い
る
皆
さ
ん
は
私
に
と

て
も
親
切
で
、
私
は
、
み
な
さ

ん
か
ら
受
け
た
親
切
心
や
思
い

や
り
は
私
が
返
せ
る
こ
と
よ
り

多
か
っ
た
。

　

こ
の
５
年
間
、
私
は
士
幌
高

原
太
鼓
に
入
っ
た
り
、
弓
道
で

四
段
を
取
得
し
た
り
、
流
鏑
馬

の
北
海
道
や
東
北
の
各
地
大
会

に
参
加
し
、
全
国
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
流
氷
の
下
で
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
た
り
、
厚

内
の
岸
壁
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
を
し
た
り
、
更
別
の
マ
マ
チ

ャ
リ
12
時
間
耐
久
レ
ー
ス
に
参

加
し
た
り
、
十
勝
川
で
イ
カ
ダ

下
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
色
々

な
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
り
、
北

海
道
の
最
高
の
ゲ
レ
ン
デ
で
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
た

り
、
大
雪
山
で
北
か
ら
南
へ
３

日
間
に
わ
た
り
縦
走
し
た
り
、

私
が
覚
え
て
い
る
も
の
よ
り
多

く
の
山
に
登
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
私
は
45
歳
に
な
り
ま

す
。
人
生
の
９
分
の
１
の
５
年

間
を
士
幌
で
過
ご
し
て
、
最
も

幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
日
本
で

経
験
で
き
た
す
べ
て
の
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
国

で
英
語
を
教
え
な
が
ら
北
海
道

の
良
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

士
幌
町
の
児
童
・
生
徒
た
ち
へ

　

世
界
は
広
く
て
、
す
ば
ら
し

い
で
す
。
恐
れ
な
い
で
観
に
行

き
な
さ
い
。」（
２
０
１
０
年
・

９
月
広
報
）

士
幌
の
未
来
を
考
え
る
中

学
生
模
擬
議
会

　

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
さ
せ
る「
町
民
参
加
型
の

町
づ
く
り
」の
一
環
と
し
て
２

０
１
２
年（
平
成
24
年
）11
月
26

日
、
役
場
３
階
の
議
場
に
お
い

て「
士
幌
の
未
来
を
考
え
る
」を

テ
ー
マ
に
中
学
生
模
擬
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

模
擬
議
会
は
３
年
生
を
対
象

と
し
て
行
い
、
生
徒
の
中
か
ら

議
員
を
選
出
、
人
数
の
関
係
か

ら
前
半
・
後
半
に
分
け
、
議
長

も
生
徒
が
努
め
、
議
員
か
ら
は
、

「
農
業
」「
観
光
」「
教
育
」「
医
療
」

な
ど
に
関
係
す
る
一
般
質
問
が

だ
さ
れ
る
な
ど
、
本
議
会
そ
の

も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
町
議
会
の
模

擬
体
験
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち

の
生
活
と
行
政
と
の
関
わ
り
や
、

士
幌
町
が
直
面
す
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
言
葉
で
町
長
ら
と
質
疑

応
答
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
議

会
制
民
主
主
義
、
地
方
自
治
の

仕
組
み
を
学
び
、
士
幌
町
の
未

来
に
向
け
た
町
づ
く
り
に
理
解

を
深
め
た
。

一
般
質
問
の
表
題

「
商
店
街
の
利
用
に
つ
い
て
」「
士

幌
町
の
農
業
に
つ
い
て
」「
小
学

校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
」「
士
幌

町
の
農
業
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
」「
士
幌
町
の
観

光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」「
士

幌
町
の
財
政
に
つ
い
て
」「
士
幌

町
の
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
」「
士
幌
町
国
民
健
康

保
険
病
院
に
つ
い
て
」「
士
幌
町

の
都
市
整
備
に
つ
い
て
」「
し
ほ

ろ
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
に
つ

い
て
」「
老
人
の
孤
独
死
に
つ
い

て
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
つ
い
て
」

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
」

（
２
０
１
３
年
・
１
月
広
報
）

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
士
幌
町
合
宿

　

10
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
の

期
間
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
28
年
ぶ
り
の

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
全
日
本

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
火

の
鳥
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」の
眞
鍋

政
義
監
督
や
木
村
沙
織
主
将
、

新
鍋
理
沙
選
手
な
ど
選
手
14
人
、

ス
タ
ッ
フ
10
人
が
来
町
し
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。

　

合
宿
期
間
中
は
、
公
開
練
習

や
紅
白
試
合
も
行
わ
れ
、
特
に

８
日
に
行
わ
れ
た
紅
白
試
合
に

は
町
内
外
よ
り
１
２
０
０
人
を

超
え
る
観
客
が
訪
れ
、
世
界
で

活
躍
す
る
選
手
た
ち
の
強
烈
な

ス
パ
イ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
レ
シ

ー
ブ
、
ラ
リ
ー
の
応
酬
に
熱
い

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紅
白
試
合
の
前
に
は
、

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
も
行
わ

れ
、
眞
鍋
監
督
や
木
村
選
手
を

は
じ
め
と
す
る
選
手
た
ち
は
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
パ
ス

や
レ
シ
ー
ブ
な
ど
の
基
本
練
習

全日本女子バレーボールチーム
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や
簡
易
ゲ
ー
ム
で
汗
を
流
し
、

最
後
に
子
ど
も
た
ち
全
員
と
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。（
２
０
１
３
年
・

11
月
広
報
）

サ
ッ
カ
ー
一
級
審
判
員
に

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
認
定

す
る
審
判
員
の
最
高
位
資
格「
一

級
」に
町
内
在
住
の
原
尾
英
祐

が
合
格
し
た
。
現
役
の
一
級
審

判
員
は
道
内
で
は
11
人
目
と
な

り
、
道
東
で
は
た
だ
１
人
。「
今

は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
副
審
段
階
」と
い

う
が
、
実
績
を
積
め
ば
国
内
リ

ー
グ
の
頂
点
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
の

主
審
も
可
能
だ
。

　

小
学
３
年
生
の
と
き
に
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
、
中
学
３
年
生
ま

で
競
技
を
続
け
た
。
大
学
進
学

後
間
も
な
く
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
べ

ガ
ル
ダ
仙
台
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
再
び
サ
ッ
カ
ー
と
関
わ

り
、
興
味
の
あ
っ
た
審
判
員
を

志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
学
２
年
で
三
級
、
４
年
で

二
級
を
取
得
。
卒
業
後
に
。
若

手
審
判
員
養
成
を
目
的
と
し
た

日
本
協
会
の
レ
フ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
に
合
格
。
働
き
な
が
ら
、
毎

月
２
回
、
東
京
で
走
り
方
や
栄

養
学
、
メ
ン
タ
ル
な
ど
を
学
ん

だ
。

　

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

終
え
、
一
級
を
受
験
し
た
も
の

の
不
合
格
。
２
０
０
７
年
に
実

家
を
継
ぐ
た
め
士
幌
に
戻
っ
た
。

一
級
の
受
験
に
は
各
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
推
薦
が
必
要
で
、
道
協

会
の
年
間
推
薦
枠
は
３
、
４
人
。

１
～
３
次
の
実
技
試
験
が
あ
る
。

２
０
０
９
年
に
再
度
受
験
し
た

も
の
の
、
２
次
と
な
っ
た
道
大

学
一
部
リ
ー
グ
の
試
合
で
失
敗

し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下

が
っ
た
も
の
の
、
仲
間
の
励
ま

し
も
あ
り
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
た
。
一
級
を
受
験
で
き
る
の

は
３
回
ま
で
、
２
０
１
３
年
、

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。

10
月
の
３
次
で
は
自
分
で
も
納

得
で
き
る
内
容
。
合
格
の
吉
報

は
12
月
中
旬
に
届
き
、
年
末
に

埼
玉
で
行
わ
れ
た
高
校
生
の
大

会
に
参
加
。
Ｊ
リ
ー
グ
や
Ｊ
Ｆ

Ｌ
な
ど
の
担
当
を
決
め
る
大
事

な
研
修
だ
っ
た
が
、
夏
に
肉
離

れ
を
起
こ
し
た
右
足
ふ
く
ら
は

ぎ
を
再
び
痛
め
た
。
両
足
の
筋

力
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
も
指
摘

さ
れ
た
。
道
内
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の

チ
ー
ム
が
な
い
た
め
、
実
際
の

試
合
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、

半
年
ご
と
に
担
当
の
見
直
し
が

あ
り
、
別
の
大
会
で
の
結
果
次

第
で
は
Ｊ
３
な
ど
へ
の
昇
格
の

可
能
性
も
あ
る
。（
平
成
26
年
３

月
６
日
勝
毎
）

馬
主
は
士
幌
出
身

　

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）12

月
27
日
、
中
央
競
馬
の
１
年
を

締
め
く
く
る
第
60
回
有
馬
記
念

で
優
勝
し
た
ゴ
ー
ル
ド
ア
ク
タ

ー（
牝
４
歳
）は
士
幌
町
出
身
の

居
城
要
が
馬
主
だ
。
士
幌
町
に

本
社
を
置
く
競
馬
向
け
の
飼
料

会
社「
居
城
飼
料
」の
会
長
。
同

日
の
レ
ー
ス
で
は
８
番
人
気
だ

っ
た
が
、
ゴ
ー
ル
前
の
直
線
で

３
番
手
か
ら
一
気
に
１
番
目
に

躍
り
だ
し
、
優
勝
し
た
。
同
馬

は
２
０
１
３
年
11
月
、
２
歳
時

に
デ
ビ
ュ
ー
。
成
績
は
今
回
の

競
走
で
13
戦
７
勝
、
重
賞
は
Ｇ

Ⅱ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
杯
に

続
く
２
勝
目
と
な
っ
た
。

　

馬
主
を
始
め
て
50
年
近
く
に

な
る
が
、
有
馬
記
念
の
よ
う
な

大
き
な
レ
ー
ス
で
優
勝
し
た
の

は
初
め
て
。（
平
成
28
年
1
月
3

日
勝
毎
）

車
で
５
万
キ
ロ
超

　

町
内
緑
光
在
住
の
鈴
木
敏
が
、

全
国
１
０
６
２
か
所
あ
る
道
の

駅
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
制
覇

し
た
。
全
国
で
２
人
目
の
快
挙

で
、
３
月
末
に
全
国「
道
の
駅
」

連
絡
会（
東
京
）か
ら
認
定
証
が

贈
ら
れ
た
。
４
年
間
で
２
２
２

日
か
け
て
全
国
を
回
り
、
車
の

走
行
距
離
は
５
万
キ
ロ
を
超
え

た
。

　

２
０
１
１
年
に
67
歳
で
退
任

後
、
妻
と
旅
行
の
計
画
を
立
て

た
と
き
に
道
の
駅
に
興
味
を
持

ち
、
一
か
所
ず
つ
回
り
な
が
ら
、

「
日
本
一
周
の
旅
を
し
よ
う
」と

決
意
し
た
。
２
０
１
３
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
の
年
に
道
内
を

制
覇
、
２
０
１
４
年
に
東
北
、

関
東
地
方
、
２
０
１
５
年
に
北

陸
、
中
部
地
方
、
２
０
１
６
年

に
九
州
、
四
国
、
中
国
、
近
畿

地
方
を
訪
れ
、
同
年
６
月
21
日

に
島
根
県
美
郷
町
に
あ
る「
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
大
和
」に
到
着
し
、

全
国
制
覇
を
達
成
。

　

旅
で
は
１
日
に
平
均
７
、
８

か
所
の
道
の
駅
を
訪
れ
る
た
め
、

事
前
に
効
率
よ
く
回
れ
る
ル
ー

ト
を
調
べ
て
最
短
距
離
で
移
動
。

２
０
１
５
年
は
４
月
末
か
ら
７

月
上
旬
ま
で
最
長
で
64
日
間
の

旅
を
し
、
基
本
的
に
は
車
中
泊

で
過
ご
し
た
。
ま
た
、
旅
の
出

発
は
青
森
県
と
決
め
、
九
州
や

四
国
に
行
く
と
き
も
青
森
か
ら

自
家
用
車
で
日
本
列
島
を
縦
断
。

旅
の
た
め
購
入
し
た
車
の
走
行

距
離
は
５
万
３
４
７
キ
ロ
に
達

し
た
。（
平
成
29
年
４
月
６
日
勝

毎
）

ペ
ッ
パ
ー
く
ん
特
命
係
長

に
　

２
月
１
日
、
新
・
道
の
駅「
ピ

ア
21
し
ほ
ろ
」へ
導
入
さ
れ
る

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

（
ペ
ッ
パ
ー
）ｆ
ｏ
ｒ
Ｂ
ｉ
ｚ
の

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ペ
ッ
パ
ー
は
産
業
振
興
課
特
命

係
長
し
ほ
ろ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
、
４
月
23
日
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
す
る
新
・
道
の
駅

ピ
ア
21
し
ほ
ろ
に
て
、
観
光
案

内
ア
プ
リ
を
用
い
て
士
幌
町
の

案
内
係
を
務
め
ま
す
。

　

ペ
ッ
パ
ー
特
命
係
長
は
４
つ

の
言
語
に
対
応
し
て
お
り
、
観

光
客
の
町
内
へ
の
誘
導
を
目
的

と
し
て
、
飲
食
店
な
ど
16
の
町

内
主
要
ス
ポ
ッ
ト
を
会
話
し
な

が
ら
紹
介
す
る
。

（
２
０
１
７
年
・
３
月
広
報
）

「
世
界
一
大
き
な
絵
」が
完

成
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ス
・
ア
イ
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デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ツ（
東
京
都
）が
主
催
す
る「
世

界
一
大
き
な
絵
２
０
２
０
」事

業
に
、
町
内
複
式
小
学
校
の
上

居
辺
・
佐
倉
・
下
居
辺
・
新
田
・

西
上
音
更
小
学
校
の
５
校
が
取

り
組
ん
だ
。

　

本
事
業
は
、
世
界
の
子
ど
も

た
ち
が
、
国
や
宗
教
・
人
種
を

越
え
て
１
枚
の「
世
界
一
大
き

な
絵
」を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
共
通
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
、
情
操
を
育
み
、
平
和
に

対
す
る
意
識
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
道
教

育
委
員
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
平
成
31
年
12
月
ま
で
に
道

内
全
市
町
村
に
お
け
る
事
業
実

施
を
目
指
し
て
い
る
。
５
校
で

は
、
平
成
29
年
度
に
子
ど
も
た

ち
が
１
㍍
×
５
㍍
の
布
に
そ
れ

ぞ
れ
学
校
、
自
分
た
ち
の
手
形

や
思
い
を
描
き
、
そ
れ
を
一
枚

に
繋
ぎ
合
わ
せ
た
５
㍍
×
５
㍍

の
絵
が
今
年
５
月
に
完
成
し
、

東
京
へ
送
ら
れ
た
。

　

こ
の
絵
は
、
世
界
各
国
、
日

本
全
国
で
描
か
れ
た「
世
界
一

大
き
な
絵
」を
さ
ら
に
一
枚
の「
世

界
一
大
き
な
絵
」に
繋
ぎ
合
わ
せ
、

完
成
し
た
絵
を
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
さ
れ
る
東
京
で
披

露
さ
れ
る
。（
２
０
１
８
年
・
７

月
広
報
）

30
年
の
時
を
越
え
て
・
・
・

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
缶
式

　

８
月
14
日
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
開
缶
式
が
役
場
庁
舎
南
側

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
、
開
町
70
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成

３
年
11
月
に
埋
設
さ
れ
、
当
時

の
姿
を
託
し
30
年
後
の
士
幌
町

へ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
よ
り
、
参
加
者
を
十
勝
管
内

在
住
者
に
限
定
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
埋
設
当
時
の（
故
）

小
川
寅
之
助
町
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ「
30
年
後
の
士
幌
町
の

皆
さ
ん
へ
」や
当
時
の
児
童
生

徒
の
作
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
参
加

さ
れ
た
方
々
は
収
納
品
を
眺
め

な
が
ら
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
た
。

　

カ
プ
セ
ル
の
収
納
品
は
、
開

町
１
０
０
周
年
記
念
式
典
に
あ

わ
せ
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
・
９
月
広
報
）
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主　要　名　簿
◇村長・町長
累　　
代 氏　　名 在職・当選年月日 退職年月日 在職期間

1代 秋田　浅吉 大正１０年　４月　１日 大正１５年１０月２７日 　　５年　６月

２代 近藤　義郎 　　１５年１０月２７日 昭和　３年　４月３０日 　　１年　６月

３代 石原　重方 昭和　３年　４月３０日 　　　５年　８月１０日 　　２年　４月

４代 野沢　文治 　　　５年　８月１５日 　　１１年　４月　９日 　　５年　８月

５代 上達小二郎 　　１１年　４月　９日 　　１４年　４月　８日 　　３年　０月

６代 古山　佐作 　　１４年　４月　８日 　　１９年　５月１６日 　　５年　１月

７代 諸戸大三郎 　　１９年　５月１６日 　　２１年１１月　７日 　　２年　６月

８代 吉田市太郎 　　２２年　４月１０日 　　２７年　２月１２日 　　４年１０月

９代 古山　佐作 　　２７年　２月１３日 　　３９年　２月１２日 　１２年　０月

10 代 飯島　房芳 　　３９年　２月１３日 　　５０年１２月　４日 　１１年１０月

11 代 後藤　辰雄 　　５１年　１月２４日 　　５７年１１月３０日 　　６年１０月

12 代 飯島　和吉 　　５７年１２月　５日 　　６１年１２月　４日 　　４年　０月

13 代 小川寅之助 　　６１年１２月　５日 平成１０年１２月　４日 　１２年　０月

14 代 小林　康雄 平成１０年１２月　５日 令和　４年　１月２７日 　２３年　１月

15 代 髙木　康弘 令和　４年　３月２０日 現　　　在

◇助役（二級町村制当時は上席書記と呼称した）

氏　　名 就任年月日 退任年月日 在職期間 備　考

小野寺喜三郎 大正１０年　４月　１日 昭和　３年　９月 　７年　６月 上席書記

畠 山 亀 輔 昭和　３年１０月 　　　８年１２月 　５年　２月 〃

梶原幸次郎 　　　８年１２月 　　１２年　７月 　３年　７月 〃

前 原 義 人 　　１２年　７月 　　１４年 〃

辻 　 景 造 　　１４年 　　１７年　５月 〃

浅 川 　 巌 　　１７年　５月 　　１９年　６月 　２年　１月 〃

坂 本 睦 雄 　　１９年　６月 　　２２年　７月 　３年　１月 助　　役

八 巻 国 夫 　　２２年　７月　８日 　　３０年　７月１１日 　８年　０月 〃

平 山 繁 男 　　３０年　８月　１日 　　４２年　２月１８日 １１年　６月 〃

後 藤 辰 雄 　　４２年　６月１８日 　　５１年　１月１１日 　８年　５月 〃

小川寅之助 　　５１年　２月１６日 　　６１年１０月３１日 １０年　８月 〃

宮 部 　 功 　　６１年１２月１８日 平成　２年　８月　３日 　４年　８月 〃

浪 内 一 洋 平成　３年　１月　１日 　　１０年１０月３１日 　７年１０月 〃

安 村 順 七 　　１０年１２月１８日 　　１４年１０月　２日 　３年１０月 〃

高 井 秀 美 　　１４年１２月１４日 　　１９年　３月３１日 　４年　４月 〃

264第七編　資料



◇副町長

氏　　名 就任年月日 退任年月日 在職期間 備　考

高 井 秀 美 平成１９年　４月　１日 平成２２年１２月１３日 ３年　８月 副町長

柴 田 敏 之 　　２２年１２月１５日 令和　２年　３月３１日 ９年　４月 ”

髙 木 康 弘 令和　２年　４月　１日 令和　４年　２月１７日 １年１０月 ”

◇収入役

氏　　名 就任年月日 退任年月日 在職期間 備　考

尾 形 英 治 大正１１年　４月　１日 大正１４年　８月　６日 　３年　４月

船 戸 石 一 　　１４年　８月　６日 昭和２０年１０月２９日 　６年　２月

中尾伊勢夫 昭和２０年１１月２４日 　　４０年１１月２３日 ２０年　０月

沓 沢 　 清 　　４０年１１月２９日 　　５６年１１月２８日 １６年　０月

後 藤 金 蔵 　　６０年　４月　１日 平成　元年　３月３１日 　４年　０月

浪 内 一 洋 平成　元年　４月　１日 　　　２年１２月３１日 　２年　８月

安 村 順 七 　　　３年　１月　１日 　　１０年１２月１７日 　７年１１月

大 場 英 機 　　１１年　４月　１日 　　１５年　３月３１日 　４年　０月
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※
平
成
以
降
の
名
簿

村
・
町
議
会
議
員

（
昭
和
62
年
４
月
26
日
執
行
）

　

昭
和
62
年
５
月
１
日
～
平
成

３
年
４
月
30
日（
定
数
16
）

加
納
一
郎
、
坂
本
為
吉
、
中
島

正
一
、
矢
坂
希
一
、
小
椋　

卓
、

𫝆
田
鉄
郎
、
山
田
登
美
雄
、
和

田
善
吾
、
清
水
秀
雄
、
清
野
要

之
進
、
鈴
木
洋
一
、
中
島
康
夫
、

朝
井　

剛
、
山
中
芳
美
、
鎌
田

貞
次
郎
、
吉
田
喬
一

（
平
成
３
年
４
月
21
日
執
行
）

　

平
成
３
年
５
月
１
日
～
７
年

４
月
30
日（
定
数
16
）

加
納
一
郎
、
志
村
光
一
、
寺
町

隆
男
、
𫝆
田
鉄
郎
、
矢
坂
希
一
、

大
西
米
明
、
中
島
康
夫
、
吉
田

喬
一
、
鈴
木
洋
一
、
鎌
田
貞
次

郎
、
山
田
登
美
雄
、
山
中
芳
美
、

中
島
洋
一
、
國
井
興
治
、
新
庄

晴
也
、
清
水
秀
雄

（
平
成
７
年
４
月
23
日
執
行
）

　

平
成
７
年
５
月
１
日
～
11
年

４
月
30
日（
定
数
16
）

井
原
力
也
、
寺
町
隆
男
、
佐
古

準
一
、
大
西
米
明
、
志
村
光
一
、

山
田
登
美
雄
、
國
井
興
治
、
富

田
忠
雄
、
伊
藤　

博
、
鈴
木
洋

一
、
𫝆
田
鉄
郎
、
清
水
秀
雄
、

山
中
芳
美
、
森
本
民
夫
、
佐
藤

国
夫
、
中
島
洋
一

（
平
成
11
年
４
月
25
日
執
行
）

　

平
成
11
年
５
月
１
日
～
15
年

４
月
30
日（
定
数
16
）

杉
原
憲
司
、
會
田
淳
一
、
成
田

吉
信
、
森
本
民
夫
、
大
西
米
明
、

井
原
力
也
、
富
田
忠
雄
、
志
村

光
一
、
佐
古
準
一
、
鈴
木
洋
一
、

伊
藤　

博
、
船
戸
修
司
、
國
井

興
治
、
清
水
秀
雄
、
寺
町
隆
男
、

増
田
み
よ
子　

(
平
成
15
年
４
月
27
日
執
行
）

　

平
成
15
年
５
月
１
日
～
19
年

４
月
30
日（
定
数
14
）

加
納
三
司
、
成
田
吉
信
、
杉
原

憲
司
、
和
田
鶴
三
、
鈴
木
洋
一
、

増
田
み
よ
子
、
清
水
秀
雄
、
富

田
忠
雄
、
森
本
民
夫
、
大
西
米

明
、
服
部
悦
朗
、
佐
古
準
一
、

高
橋
俊
夫
、
井
原
力
也

（
平
成
19
年
４
月
22
日
執
行
）

　

平
成
19
年
５
月
１
日
～
23
年

４
月
30
日（
定
数
13
）

佐
古
準
一
、
加
藤
宏
一
、
富
田

忠
雄
、
加
納
三
司
、
和
田
鶴
三
、

秋
間
紘
一
、
細
井
文
次
、
服
部

悦
朗
、
高
橋
寿
顕
、
大
西
米
明
、

杉
原
憲
司
、
清
水
秀
雄
、
出
村

寛（平
成
23
年
４
月
25
日
執
行
）

　

平
成
23
年
５
月
１
日
～
27
年

４
月
30
日（
定
数
12
）

森
本
真
隆
、
和
田
鶴
三
、
細
井

文
次
、
加
納
三
司
、
飯
島　

勝
、

出
村　

寛
、
大
西
米
明
、
清
水

秀
雄
、
加
藤
宏
一
、
秋
間
紘
一
、

中
村　

貢
、
服
部
悦
朗

（
平
成
27
年
４
月
26
日
執
行
）

　

平
成
27
年
５
月
１
日
～
31
年

４
月
30
日（
定
数
12
）

森
本
真
隆
、
細
井
文
次
、
秋
間

紘
一
、
大
西
米
明
、
河
口
和
吉
、

清
水
秀
雄
、
中
村　

貢
、
加
納

三
司
、
和
田
鶴
三
、
出
村　

寛
、

飯
島　

勝
、
加
藤
宏
一

（
平
成
31
年
４
月
21
日
執
行
）

　

令
和
元
年
５
月
１
日
～
５
年

４
月
30
日（
定
数
12
）

大
野　

明
、
大
西
米
明
、
牧
野

圭
司
、
加
藤
宏
一
、
森
本
真
隆
、

中
村　

貢
、
矢
坂
賢
哉
、
河
口

和
吉
、
伊
藤
健
蔵
、
清
水
秀
雄
、

秋
間
紘
一
、
曽
我
弘
美

農
業
委
員

（
昭
和
62
年
７
月
改
選
）

　

昭
和
62
年
７
月
20
日
～
平
成

２
年
７
月
19
日（
定
数
17
）

板
垣
邦
宏
、
片
山　

實
、
鈴
木

廣
三
、
森
本
賢
次
、
遠
藤
長
三
、

大
友
初
男
、
河
村
敏
明
、
服
部

高
雄
、
長
瀬
知
之
、
森
本
慶
一
、

加
藤
英
雄
、
矢
野
明
信
、
加
納

一
郎
、
吉
田
喬
一
、
山
田
登
美

雄
、
中
山
竹
千
代
、
森
本　

勝

（
平
成
２
年
７
月
改
選
）

　

平
成
２
年
７
月
20
日
～
５
年

７
月
19
日（
定
数
17
）

鈴
木
廣
三
、
森
本
賢
次
、
遠
藤

長
三
、
大
友
初
男
、
河
村
敏
明
、

服
部
高
雄
、
長
瀬
知
之
、
森
本

慶
一
、
加
藤
英
雄
、
矢
野
明
信
、

足
立
順
司
、
吉
川
繁
巳
、
加
納

一
郎
、
矢
坂
希
一
、
板
垣
邦
宏
、

宇
佐
見
孝
雄　

森
本　

勝

（
平
成
５
年
７
月
改
選
）

　

平
成
５
年
７
月
20
日
～
８
年

７
月
19
日（
定
数
18
）

二
川
政
義
、
矢
野
明
信
、
服
部

高
雄
、
足
立
順
司
、
加
藤
英
雄
、

森
本
慶
一
、
大
野
准
弌
、
大
野

一
郎
、
吉
川
民
義
、
佐
藤
利
夫
、

千
葉
公
雄
、
鈴
木
廣
三
、
加
納

一
郎
、
中
島
康
夫
、
矢
坂
希
一
、

森
本　

勝
、
後
藤
義
孝
、
長
瀬

知
之

（
平
成
８
年
７
月
改
選
）

　

平
成
８
年
７
月
20
日
～
11
年

７
月
19
日（
定
数
17
）

佐
藤
利
夫
、
足
立
順
司
、
河
村

博
道
、
大
野
准
弌
、
千
葉
公
雄
、

鈴
木
廣
三
、
大
野
一
郎
、
二
川

政
義
、
吉
川
民
義
、
吉
田　

勲
、

鎌
田
弘
美
、
大
野
克
彦
、
國
井

興
治
、
鈴
木
洋
一
、
成
田
吉
信
、

髙
橋
正
道
、
森
本
慶
一

（
平
成
11
年
７
月
改
選
）

　

平
成
11
年
７
月
20
日
～
14
年

７
月
19
日（
定
数
18
）

平
田
定
之
、
二
川
政
義
、
河
村

博
道
、
鎌
田
弘
美
、
千
葉
公
雄
、

大
野
克
彦
、
佐
藤
利
夫
、
加
納

康
司
、
瀬
戸
敏
美
、

原
一
敏
、

大
野
一
郎
、
吉
田　

勲
、
森
本

慶
一
、
國
井
興
治
、
伊
藤　

博
、

成
田
吉
信
、
寺
町
隆
男
、
髙
橋

正
道

（
平
成
14
年
７
月
改
選
）

　

平
成
14
年
７
月
20
日
～
17
年

７
月
19
日（
定
数
18
）

山
田
真
人
、
千
葉
公
雄
、
大
野

克
彦
、
平
田
定
之
、
二
川
政
義
、

山
田
敏
明
、
瀬
戸
敏
美
、

原

一
敏
、
河
村
博
道
、
加
納
康
司
、

堀
江
幸
博
、
熊
谷
賢
一
、
大
野

一
郎
、
成
田
吉
信
、
寺
町
隆
男
、

井
原
力
也
、
富
田
忠
雄
、
髙
橋

正
道

（
平
成
17
年
７
月
改
選
）

　

平
成
17
年
７
月
20
日
～
20
年

７
月
19
日（
定
数
17
）

樋
口
豊
司
、

原
一
敏
、
堀
江

幸
博
、
鈴
木
年
秋
、
藤
内
和
美
、

平
田
定
之
、
鈴
木
博
文
、
山
田

真
人
、
吉
田　

寛
、
山
田
敏
明
、

赤
間
敏
博
、
清
水
章
宏
、
佐
古

準
一
、
井
原
力
也
、
篠
原
一
廣
、

加
納
康
司
、
髙
橋
正
道

（
平
成
20
年
７
月
改
選
）
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平
成
20
年
７
月
20
日
～
23
年

７
月
19
日（
定
数
14
）

加
納
康
司
、
藤
内
和
美
、
樋
口

豊
司
、
清
水
章
宏
、
鈴
木
年
秋
、

平
田
定
之
、
山
田
敏
明
、
吉
田

寛
、
赤
間
敏
博
、
長
屋
義
孝
、

渡
邊
睦
実
、
鈴
木
博
文
、
山
田

真
人
、
髙
橋
正
道（
平
成
21
年

10
月
退
任
）、
早
坂
孝
夫（
平
成

21
年
11
月
就
任
）

（
平
成
23
年
７
月
改
選
）

　

平
成
23
年
７
月
20
日
～
26
年

７
月
19
日（
定
数
14
）

早
坂
寿
順
、
佐
藤
輝
実
、
清
水

章
宏
、
藤
内
和
美
、
中
田
義
弘
、

足
立
雅
人
、
山
田
英
寿
、
鈴
木

年
秋
、
渡
邊
睦
実
、
吉
田　

寛
、

長
屋
義
孝
、
鈴
木
博
文
、
赤
間

敏
博
、
早
坂
孝
夫

（
平
成
26
年
７
月
改
選
）

　

平
成
26
年
７
月
20
日
～
29
年

７
月
19
日（
定
数
14
）

渡
邊
睦
実
、
山
内
徳
彦
、
長
屋

義
孝
、
森
本
耕
二
、
後
藤
範
雄
、

佐
藤
輝
実
、
山
田
英
寿
、
中
田

義
弘
、
早
坂
寿
順
、
河
野
富
彦
、

渡
邉
一
元
、
足
立
雅
人
、
早
坂

孝
夫

（
平
成
29
年
７
月
改
選
）（
定
数

14
）

渡
邊
睦
実
、
森
本
耕
二
、
佐
藤

輝
実
、
足
立
雅
人
、
渡
邉
一
元
、

山
内
徳
彦
、
香
川
国
彦
、
上
山

　

靖
、
中
田
義
弘
、
小
野
寺　

保
、
後
藤
範
雄
、
河
村
繁
美
、

篠
原
末
治（
平
成
30
年
７
月
退

任
）、
七
條
光
寛（
平
成
30
年
９

月
就
任
）、
遠
藤
政
雄

（
令
和
２
年
７
月
改
選
）（
現
職

は
令
和
３
年
４
月
現
在
）（
定
数

14
）

森
本
耕
二
、
足
立
雅
人
、
山
内

徳
彦
、
渡
邉
一
元
、
香
川
国
彦
、

河
村
繁
美
、
後
藤
範
雄
、
小
野

寺　

保
、
岡
部
真
吾
、
河
田
浩

美
、
上
山　

靖
、
鎌
田
尚
吾
、

七
條
光
寛
、
遠
藤
政
雄

教
育
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

大
口
靜
夫（
昭
51
・
７
～
平

11
・
12
）／
小
川
辰
廣（
昭
51
・

10
～
平
10
・
10
）／
尾
形
文
夫（
昭

62
・
４
～
平
11
・
３
）／
鈴
木

俊
道（
昭
62
・
６
～
平
12
・
９
）

／
篠
原
育
子（
平
元
・
10
～

13
・
９
）／
力
石
憲
二（
平
10
・

10
～
27
・
３
）／
佐
藤
正
一（
平

11
・
４
～
15
・
３
）／
太
田　

助（
平
12
・
２
～
16
・
９
）／
田

辺
一
則（
平
12
・
10
～
16
・
９
）

／
宮
本
勢
津
子（
平
13
・
10
～

25
・
９
）／
神
野
光
男（
平
15
・

４
～
25
・
３
）／
谷
本
仁
志（
平

16
・
10
～
20
・
９
）／
庄
司
光

恵（
平
16
・
10
～
24
・
９
）／
末

永
秀
雄（
平
20
・
10
～
令
元
・
９
）

／
浅
野
澄
江（
平
22
・
４
～
令
２
・

９
）／
時
光
早
苗（
平
29
・
10
～

現
在
）／
堀
江
博
文（
平
25
・
４

～
令
３
・
３
）／
山
下
詩
子（
平

27
・
４
～
現
在
）／
原
尾
英
祐（
令

元
・
10
～
現
在
）／
太
田
小
枝

子（
令
２
・
10
～
現
在
）／
土
屋

仁
志（
令
３
・
４
～
現
在
）

選
挙
管
理
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

三
井　

勉（
昭
55
・
４
～
平

16
・
12
）／
小
沢
作
内（
昭
59
・

12
～
62
・
７
）／
樋
口
孝
夫（
昭

61
・
５
～
平
12
・
12
）／
澤
腰

松
治（
昭
62
・
７
～
平
４
・
12
）

／
真
柳
元
保（
昭
63
・
12
～
平
４
・

12
）／
浅
野
一
男（
平
６
・
12
～

平
20
・
12
）／
今
木
勝
徳（
平
６
・

12
～
平
８
・
１
）／
山
岸　

馨（
平

８
・
１
～
平
16
・
12
）／
佐
藤

秀
勝（
平
12
・
12
～
平
28
・
12
）

／
河
江
信
一（
平
16
・
12
～
現
在
）

／
野
久
里
美（
平
16
・
12
～

20
・
12
）／
白
木
裕
一（
平
20
・

12
～
令
２
・
12
）／
山
岸
厚
子（
平

20
・
12
～
28
・
12
）／
吉
田　

均（
平
28
・
12
～
現
在
）／
波
多

野
弘
幸（
平
28
・
12
～
現
在
）／

嶋
田
和
子（
令
２
・
12
～
現
在
）

監
査
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

鈴
木
洋
一（
昭
63
・
５
～
平
３
・

４
）／
丹
野
正
行（
昭
63
・
４
～

平
８
・
３
）／
山
田
登
美
雄（
平

３
・
５
～
７
・
４
）／
寺
町
隆

男（
平
７
・
５
～
11
・
４
）／
高

橋
冨
男（
平
８
・
４
～
16
・
３
）

／
井
原
力
也（
平
11
・
５
～

15
・
４
）／
増
田
み
よ
子（
平

15
・
５
～
19
・
４
）／
大
風
昭

次（
平
16
・
４
～
24
・
３
）／
服

部
悦
朗（
平
19
・
５
～
23
・
４
）

／
出
村　

寛（
平
23
・
５
～

27
・
４
）／
佐
藤
宣
光（
平
24
・

４
～
現
在
）／
、
森
本
真
隆（
平

27
・
５
～
31
・
４
）／
河
口
和

吉（
令
元
・
５
～
現
在
）

公
平
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

中
島
敏
夫（
昭
53
・
10
～
平
４
・

３
）／
中
尾　

保（
昭
60
・
９
～

平
６
・
３
）／
大
野
憲
光（
昭

63
・
３
～
平
14
・
９
）／
野
久

一
郎（
平
４
・
３
～
18
・
９
）／

中
尾　

有（
平
６
・
３
～
13
・
３
）

／
中
谷
秀
子（
平
13
・
３
～

26
・
３
）／
横
山
正
弘（
平
14
・

10
～
30
・
９
）／
加
藤
弘
子（
平

18
・
10
～
30
・
９
）／
小
坂
美

幸（
平
26
・
３
～
現
在
）／
井
上

恵
一（
平
30
・
10
～
現
在
）／
岡

崎
睦
子（
平
30
・
10
～
現
在
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

石
水
幸
治（
昭
50
・
５
～
平

14
・
５
）／
小
坂
浅
一（
昭
59
・

７
～
平
14
・
７
）／
島
田　

淳（
昭

63
・
７
～
平
12
・
７
）／
高
橋

俊
夫（
平
12
・
７
～
15
・
４
）／
、

大
野
勝
義（
平
14
・
５
～
23
・
５
）

／
大
野　

斎（
平
14
・
７
～

20
・
７
）／
、
吉
田
孝
章（
平

15
・
５
～
27
・
５
）／
杉
山　

誠（
平
20
・
７
～
令
２
・
７
）／

宗
原
徳
雄（
平
23
・
５
～
令
２
・

５
）／
土
生
明
美（
平
27
・
５
～

現
在
）／
山
田
英
寿（
令
２
・
５

～
現
在
）／
廣
長
悦
治（
令
２
・

７
～
現
在
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

神
山　

翁（
昭
和
―
38
・
７
～

52
・
６
、
平
８
・
２
～
12
・

12
）平
野
春
雄（
昭
31
・
３
～
平

12
・
６
）／
大
口
靜
夫（
昭
42
・

７
～
現
在
）／
加
納
一
郎（
昭
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48
・
７
～
53
・
６
、
平
１
・
７

～
２
・
４
、
平
３
・
５
～
５
・

６
）／
森
本
辰
蔵（
昭
50
・
７
～

平
19
・
６
）／
高
橋
貞
夫（
昭

52
・
７
～
平
８
・
１
）／
朝
井

　

剛（
昭
58
・
７
～
平
１
・
６
）

／
宮
野　

博（
昭
60
・
７
～

61
・
５
、
平
２
・
４
～
４
・
４
）

／
照
山
卓
爾（
昭
61
・
６
～
平

10
・
３
）／
中
山
竹
千
代（
昭

61
・
５
～
平
１
・
６
）／
中
島

正
一（
昭
62
・
７
～
平
１
・
６
）

／
清
野
要
之
進（
平
１
・
７
～
３
・

５
）／
鎌
田
貞
次
郎（
平
１
・
７

～
３
・
５
）／
鈴
木
洋
一（
平
３
・

５
～
11
・
６
）／
朝
井
康
子（
平

３
・
７
～
28
・
６
）／
後
藤
義

孝（
平
４
・
４
～
６
・
４
）／
𫝆

田
鉄
郎（
平
５
・
７
～
７
・
６
）

／
成
田
吉
信（
平
６
・
４
～

11
・
６
）／
清
水
秀
雄（
平
７
・

６
）／
山
中
芳
美（
平
７
・
７
～

17
・
６
）／
奥
山　

敬（
平
10
・

４
～
13
・
３
）／
高
橋
正
道（
平

11
・
７
～
21
・
６
）／
篠
原
一

廣（
平
11
・
７
～
19
・
６
）／
山

田
登
美
雄（
平
12
・
６
～
21
・
６
）

／
神
山
裕
充（
平
13
・
２
～
現
在
）

／
三
井　

勉（
平
13
・
７
～

25
・
１
）／
末
永
秀
雄（
平
17
・

７
～
20
・
７
）／
加
納　

昇（
平

19
・
７
～
21
・
６
）／
三
本
善

則（
平
19
・
７
～
21
・
６
）／
中

村　

貢（
平
20
・
８
～
23
・
６
）

／
早
坂
孝
夫（
平
21
・
７
～

27
・
６
）／
高
橋
幸
一（
平
21
・

７
～
23
・
６
）／
河
村
幸
芳（
平

21
・
７
～
27
・
６
）／
長
屋
久

子（
平
21
・
７
～
23
・
６
）／
宗

像
純
子（
平
23
・
７
～
25
・
６
）

／
谷
本
仁
志（
平
23
・
７
～
現
在
）

／
鎌
田
弘
美（
平
23
・
７
～

25
・
６
）／
村
橋
政
洋（
平
25
・

１
～
現
在
）／
藤
内
雅
江（
平

25
・
７
～
27
・
６
）／
矢
野
美

紀
子（
平
25
・
７
～
29
・
６
）／

佐
藤
弘
夫（
平
25
・
７
～
現
在
）

／
加
藤　

智（
平
27
・
７
～

28
・
５
）／
篠
原
末
治（
平
27
・

７
～
30
・
５
）／
丹
治
登
貴
和（
平

27
・
７
～
29
・
６
）／
竹
迫
真

樹（
平
28
・
６
～
令
２
・
４
）／

及
川
真
弓（
平
29
・
７
～
令
１
・

６
）／
髙
橋
典
代（
平
29
・
７
～

令
１
・
５
）／
七
條
光
寛（
平

30
・
６
～
現
在
）／
冨
山
富
子（
令

１
・
５
～
現
在
）／
上
山
由
美

子（
令
１
・
７
～
３
・
３
）／
篠

原
貴
幸（
令
２
・
４
～
現
在
）／

中
波
小
夜
子（
令
３
・
３
～
現
在
）

民
生
児
童
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

田
辺　

博（
昭
36
・
６
～
平
１
・

11
）／
川
上
て
い（
昭
49
・
12
～

平
４
・
11
）／
谷
本
幸
枝（
昭

49
・
12
～
平
10
・
11
）／
川
上

　

進（
昭
52
・
12
～
平
１
・
１
）

／
伊
藤
芳
伊（
昭
52
・
12
～
平

10
・
11
）／
三
木
悦
子（
昭
58
・

12
～
平
４
・
11
）／
大
友
初
男（
昭

58
・
12
～
平
４
・
11
）／
後
藤

宏
司（
昭
61
・
12
～
平
４
・
11
）

／
平
松
茂
子（
昭
61
・
12
～
平

19
・
11
）／
三
上
昌
博（
昭
61
・

12
～
平
７
・
11
）／
浅
野
一
男（
昭

61
・
12
～
平
19
・
11
）／
小
坂

浅
一（
昭
61
・
12
～
平
７
・
11
）

／
山
岸
利
雄（
昭
61
・
12
～
平
５
・

10
）／
土
生
富
夫（
昭
61
・
12
～

平
19
・
11
）／
澤
越
松
治（
昭

61
・
12
～
平
10
・
11
）／
本
田

光
一（
昭
63
・
４
～
現
在
）／
白

木
美
恵
子（
昭
63
・
４
～
平

19
・
11
）／
山
本
孝
司（
平
１
・

４
～
19
・
11
）／
井
原
力
也（
平

１
・
12
～
７
・
３
）／
今
木
節

子（
平
４
・
12
～
７
・
11
）／
河

太
利
夫（
平
４
・
12
～
22
・
11
）

／
菱
沼
美
和
子（
平
４
・
12
～

25
・
11
）／
富
田
忠
雄（
平
４
・

12
～
７
・
３
）／
山
岸　

勝（
平

５
・
10
～
19
・
11
）／
伊
藤
マ

サ
コ（
平
６
・
１
～
19
・
11
）／

柴
山
幸
夫（
平
７
・
12
～
13
・

11
）／
足
立
好
弘（
平
７
・
12
～

19
・
11
）／
佐
々
木
克
枝（
平
７
・

12
～
11
・
１
）／
藤
谷
利
子（
平

７
・
12
～
13
・
11
）／
富
田　

実（
平
７
・
12
～
19
・
11
）／
木

澤
人
武（
平
10
・
12
～
13
・
11
）

／
房
谷
和
夫（
平
10
・
12
～

25
・
11
）／
樋
口
正
寛（
平
10
・

12
～
現
在
）／
稲
葉
サ
チ
子（
平

11
・
１
～
令
１
・
11
）／
矢
野

政
凱（
平
13
・
12
～
25
・
11
）／

田
辺　

豊（
平
13
・
12
～
22
・

11
）／
島　

友
江（
平
13
・
12
～

25
・
11
）／
吉
田
明
美（
平
13
・

12
～
現
在
）／
田
中
照
子（
平

19
・
12
～
28
・
11
）／
金　

季

代（
平
19
・
12
～
24
・
９
）／
七

條
由
美
子（
平
19
・
12
～
25
・

11
）／
大
野　

明（
平
19
・
12
～

31
・
３
）／
鈴
木
佳
子（
平
19
・

12
～
28
・
11
）／
中
井
義
雄（
平

19
・
12
～
25
・
11
）／
河
江
依

子（
平
19
・
12
～
現
在
）／
増
田

秀
則（
平
19
・
12
～
29
・
12
）／

和
田
晴
男（
平
19
・
12
～
現
在
）

／
神
屋
信
勇（
平
22
・
12
～
現
在
）

／
鷲
見
安
子（
平
22
・
12
～
令
１
・

11
）／
前
田
美
智
子（
平
24
・
10

～
現
在
）／
松
井
紀
子（
平
25
・

12
～
現
在
）／
神
田
敏
子（
平

25
・
12
～
現
在
）／
柚
原
紀
代

美（
平
25
・
12
～
現
在
）／
佐
藤

妙
子（
平
25
・
12
～
現
在
）／
及

川
正
義（
平
25
・
12
～
現
在
）／

横
山
陽
子（
平
25
・
12
～
令
１
・

11
）／
藤
内
明
子（
平
28
・
12
～

現
在
）／
前
寺
由
美（
平
28
・
12

～
現
在
）／
河
村
敏
弘（
平
30
・

１
～
現
在
）／
川
口
太
一（
令
１
・

６
～
現
在
）／
辻　

千
鶴
子（
令

１
・
12
～
現
在
）／
岡
部
厚
子（
令

１
・
12
～
現
在
）／
土
橋
美
恵

子（
令
１
・
12
～
現
在
）／
角
田

富
美
幸（
令
１
・
12
～
現
在
）

人
権
擁
護
委
員

（
現
職
は
令
和
３
年
４
月
現
在
）

平
田
淳
司（
昭
61
・
12
～
平
１
・

11
）／
松
浪
浩
之（
昭
62
・
５
～

平
２
・
８
）／
後
藤
金
蔵（
平
２
・

２
～
８
・
５
）／
鈴
木
晃
一（
平

２
・
８
～
15
・
３
）／
勝
矢
良

平（
平
８
・
５
～
16
・
10
）／
嶋

田
美
代
子（
平
15
・
４
～
30
・
６
）

／
波
多
野
候
憲（
平
17
・
４
～

23
・
３
）／
小
林　

宏（
平
23
・

４
～
令
２
・
６
）／
赤
根
和
美（
平

30
・
７
～
現
在
）／
山
中
雅
弘（
令

２
・
７
～
現
在
）
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主　要　統　計
◇戸数と人口

年 戸数（世帯数） 人　　口 男 女 備　考
大正　10 ７９５ ４，３０４ ２，２６２ ２，０４２
　　　14 １，１９１ ６，７４８ ３，６００ ３，１４８ 国勢調査
昭和　５ ２，０７４ １１，８６３ ６，２３３ ５，６３０ 　〃
　　　10 １，３２８ ８，０１３ ４，１３１ ３，８８２ 　〃
　　　15 １，３３３ ７，７７２ ３，８７２ ３，９００ 　〃
　　　20 １，２５７ ７，９８３ ３，９１２ ４，０７１ 人口調査（国）
　　　25 １，５０９ ９，１６７ ４，６１９ ４，５４８ 国勢調査
　　　30 １，６９５ １０，１８１ ５，５１９ ４，９６２ 　〃
　　　35 １，７８９ ９，６１７ ４，９４２ ４，６７５ 　〃
　　　40 １，８２９ ８，５８１ ４，３３０ ４，２５１ 　〃
　　　45 １，７９４ ７，５６７ ３，８４３ ３，７２４ 　〃
　　　50 １，８９９ ７，０２８ ３，４７８ ３，５５０ 　〃
　　　55 ２，１０７ ６，９７９ ３，４８５ ３，４９４ 　〃
　　　60 ２，０６６ ７，０４４ ３，４４１ ３，６０３ 　〃
平成　２ ２，１２９ ７，１４９ ３，４６３ ３，６７６ 　〃
　　　７ ２，１９１ ７，０１０ ３，３７４ ３，６３６ 　〃
　　　12 ２，２７１ ６，８３９ ３，２７８ ３，５６１ 　〃
　　　17 ２，４０９ ６，７５５ ３，２２３ ３，５３２ 　〃
　　　22 ２，４５８ ６，４１６ ３，０６３ ３，３５３ 　〃
　　　27 ２，４７９ ６，１３２ ２，９３９ ３，１９３ 　〃
令和　２ ２，５２４ ５，８４８ ２，８９１ ２，９５７ 　〃

◇村・町一般会計決算額� （単位：千円）

年 歳　　　　　入 歳　　　　　出 歳入のうち村・町税
大正　11 ３８ ３７ ２６
　　　15 ９６ ９３ ５０
昭和　５ １０７ １０６ ５３
　　　10 １５６ １５６ ３６
　　　15 ７４ ６４ ３２
　　　20 ２０９ １５９ ９２
　　　25 ２３，８５４ ２０，０１３ １６，８２９
　　　30 ７２，６９７ ７０，１４６ ２３，６６２
　　　35 ９７，１９５ ８８，８７４ ３２，６８５
　　　40 ３４２，１６５ ３２７，５９３ ４０，５５５
　　　45 ７１２，６８２ ６８９，４２７ ６５，５０６
　　　50 ２，３０５，４９５ ２，２６３，４３３ １４１，６１７
　　　55 ５，４１７，７５６ ５，４９６，５８３ ３７４，３２８
　　　60 ６，０３２，６８０ ５，９４３，２２９ ５２８，５３９
平成　２ ８，５７６，０６７ ８，５１６，１０７ ６４２，５８０
　　　７ １０，８５１，７５８ １０，７６０，２７５ ７６８，２４０
　　　12 １２，３２６，９６５ １２，０４０，９３６ ７９６，５８２
　　　17 ６，７７４，２３８ ６，６３９，６３０ ９１３，８８４
　　　22 ７，３２４，２８０ ６，９６３，３２４ ９１４，９７８
　　　27 ７，５３２，５８１ ７，３０７，１１４ １，０４５，９４９
令和　２ ８，５１１，７００ ７，９３９，６５０ １，２１８，８３２
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◇農作物作付面積� （単位：ヘクタール）

　　　区分

年
米 小豆 大豆 菜豆 えん豆 大麦 小麦 裸麦 えん麦 亜麻 いな

きび
とうも
ろこし

馬鈴
しょ ビート

大正 10 13 985 1,289 737 177 56 29 87 679 73 635 74 63

昭和元 175 1,317 1,280 1,909 1,188 29 31 148 874 194 446 83 54 85

昭和５ 556 2,058 2,141 4,117 726 42 52 272 1,345 99 539 92

10 225 1,345 2,080 2,330 1,041 36 92 191 868 220 317 79 191 170

15 139 1,443 2,198 2,986 394 73 94 173 1,209 573 1,150 148 439

20 88 154 1,752 603 7 309 292 110 1,132 804 277 425 961 434

25 50 305 2,311 1,832 60 866 289 8 586 422 192 135 849 206

30 38 537 1,500 1,835 164 531 176 4 649 182 141 104 807 39

� （単位：ヘクタール）

　　　区分

年
大麦 小麦

豆　　　　類 馬鈴
しょ ビート 牧草 デント

コーン
スイート
コーン大豆 小豆 菜豆 合計

昭和 35 560 87 1,838 677 1,690 4,205 1,111 332 1,063 291

40 126 54 1,595 843 1,967 4,405 1,473 569 1,473 248

45 15 285 349 902 2,139 3,390 2,270 1,173 2,037 232

50 4 1,156 650 434 839 1,923 3,011 1,384 2,739 498

55 1,608 574 585 725 1,884 2,778 1,950 3,971 984

60 2,243 223 602 421 1,246 3,200 2,283 4,200 1,336 146

平成２ 2,492 109 585 612 1,306 2,990 2,315 4,150 1,361 312

　７ 2,104 126 791 615 1,532 2,800 2,361 4,500 1,520 406

12 2,352 293 879 513 1,685 2,539 2,345 4,680 1,670 443

17 2,451 426 910 614 1,950 2,063 2,360 4,650 1,660 339

22 2,610 270 777 549 1,596 2,150 2,230 3,831 2,495 571

27 2,440 551 806 536 1,893 2,076 2,210 2,875 2,181 597

令和２ 2,272 631 931 370 1,932 2,104 2,090 2,750 2,309 623
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年　表
年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと（概略）

明治  ２ 1869 十勝国を創設、河東郡を定められる

31 1898 美濃開墾合資会社の移民が中士幌に43戸入地

35 1902 下居辺に入植始まる

38 1905 中音更下台に入植始まる

39 1906 幹西2線33号付近に6戸入地（百戸開拓始まる）

41 1908 士幌西2線24号付近に入地者増加

大正元年 1912 長島治吉らにより上居辺入植開墾始まる

２ 1913 堀田正恒佐倉農場を創設

中音更西7線26号付近に6戸入地

８ 1919 松室農場入植始まる

10 1921 音更村から分村『川上村』と称す

14 1925 川上村と川合村との区域変更により居辺の一部編入、帯広～士幌鉄道開通

15 1926 川上村を『士幌村』に改称

昭和   ６ 1931 本村から上士幌村を分村、士幌産業組合設立（JA 士幌町の前身）

８ 1933 池田町と区域変更により下居辺の一部編入

9 1934 中士幌消防組創立

16 1941 士幌村警防団結成

大東亜戦争始まる

19 1944 士幌村農業会創立（産業組合・農会を統合）

20 1945 日本無条件降伏

22 1947 警防団を改組し士幌村消防団発足

23 1948 士幌村農業協同組合創立

25 1950 士幌商工会創立

27 1952 十勝沖地震

28 1953 役場庁舎焼失

33 1958 皇太子殿下（現上皇陛下）が士幌村農協合理化でん粉工場をご見学

37 1962 町制施行を議決『士幌町』となる

開基40周年町制施行記念式典挙行、士幌村史発行

38 1963 診療所を改築し町国保病院となる（24床）

43 1968 十勝沖地震

46 1971 町民憲章制定、開町50周年記念式典挙行

48 1973 「しほろ役場だより」発刊

51 1976 「議会だより」発刊

52 1977 第1回収穫感謝のつどい開催

54 1979 第1回しほろ7000人のまつり開催

56 1981 現役場庁舎・コミセン落成

開基60周年町制施行20年記念式典挙行

町史「士幌のあゆみ」発行、「町民文芸誌ぬぷか」創刊

62 1987 国鉄士幌線廃止

平成元年 1989 「ピア21しほろ」オープン
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1991年（平成3年）以降
年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 3 1991 1. １ 浪内一洋助役就任、安村順七収入役就任 1.17 ペルシャ湾岸戦争勃発

30 農協青年部設立30周年記念式典

2. ８ 士幌高校園芸コースでバイオ技術による 2.23 皇太子殿下「立太子の礼」

イチゴ栽培

27 士幌町のイメージキャラクター大地くんに 27 多国籍軍イラク軍を制圧勝利

27 元農業委員会長　佐藤直枝町民葬

3.24 道東プレカット事業協同組合設立認可 3. 2 札幌ユニバシアード冬季大会開催

31 士幌本町商店街協同組合発足 15 帯広北バイパス平原大橋開通

4. 7 北海道知事選挙（投票率87.46％）・ 4. 1 牛肉、オレンジの輸入自由化スタート

道議会議員選挙（投票率87.43％） 7 横路知事３選

21 士幌町議会議員選挙（投票率94.91％） 12 北電泊村原発２号機運転開始

26 自衛隊発足以来初の海外派遣

（ペルシャ湾機雷除去）

5. 1 行政福祉相談員を設置 5. 8 暴力団新法成立、消費税改正案成立

13 開基70周年記念　記録映画「士幌物語」

制作ロケ開始

14 開基70周年記念　イチイの森植樹

14 士幌高校に「北邦樹木園」整備

18 開基70周年記念　遊水公園完成通水式

28 士幌町消費者協会結成総会

6. 1 士幌町役場４週６休制度を実施 6. 3 雲仙普賢岳で大規模火砕流発生

6 元教育委員　髙橋　寿町民葬 12 国内初の脳死肝移植（東京女子医大）

6 士幌小学校全国文教施設協会賞受賞 15 ピナトウボ火山噴火（今世紀最大）

23 第1回 MTB フェスティバル開催 27 特急「スーパーとかち」運行開始

7.13 開基70周年記念・夜間照明完成記念

24時間町民ソフトボール大会～14日

17 開基70周年記念ふれあいロックフェスティバル

29 開基70周年記念十勝管内少年野球大会～8月2日

8. 9 中国残留婦人　長瀬きぬ一時帰国

13 ケアハウス建設工事着工

9.13 全道一の長寿者纐纈きよの107歳に知事祝い状

14 士幌神社新築落成遷座祭 9.19 国道274号線全線開通

15 開基70周年記念 22 道立帯広美術館開館

十勝オールドボーイズ野球大会～23日

29 開基70周年記念 かぼちゃらんど in しほろ

10.3 開基70周年記念

NHK「あなたの町で夢芝居」公開録画

11.3 上田一男・勲五等瑞宝章受章（叙勲） 11. 5 宮澤喜一内閣発足

15 開基70周年記念式典挙行

19 士幌町農協創立60周年記念式典
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 3 1991 12. 8 8年ぶりに菓子店　ブルボン開店 12.17 本道初の肝臓移植（北大付属病院）

12.17 社会福祉法人士幌愛風会設立 26 ゴルバチョフ大統領辞任ソ連邦消滅

20 横山食品道東工場落成祝賀会 27 国家公務員完全週休２日制実施

20 士幌高原水芭蕉観賞コース造成

平成 4 1992 1. 1 第1回「ご来光を迎える集い」実施 1.26 大相撲　貴花田史上最年少優勝

16 下居辺小学校校舎落成式

18 佐倉小児童10名千葉県佐倉小学校初訪問

2.15 士幌町文化協会創立20周年記念式典

3.31 士幌農協貯金400億円、 3.14 北海道新幹線「のぞみ」運転開始

長期共済保有高700億円達成

31 開基70周年記念誌「続士幌のあゆみ」発行

4. 1 軽費老人ホームしほろ愛風苑

町デイサービスセンター開設 4.20 永住外国人の指紋押捺を廃止する

1 協進、相互、稔駐在区統合「北一区」発足 改正外国人登録法成立

22 町づくり記録映画「士幌物語」町民公開 22 北方領土ビザなし渡航第１陣が根室

30 「町民便利帳」全戸配布 花咲港に到着

5. 1 士幌町自然環境保全条例制定 5.1 官公庁が完全週休２日制を導入

3 憲法副読本「新しい憲法の話」全戸配布

30 総合研修施設工事着工 28 藤山一郎国民栄誉賞受賞

6.14 百戸地区戦没者慰霊碑除幕式 6.15 国連平和維持活動（PKO）協力法成立

20 士幌然別湖線早期完成決起集会（士幌高原）

7. 6 士幌郵便局士幌高原風景入り通信日付印使用開始 7. 1 新千歳空港ターミナル開業

23 横路知事ふるさと訪問で来町（ケアハウス視察） 18 日本エアシステム帯広～大阪便

23 ほたるネットワークinしほろ講演会、 （１往復）就航

遊水公園でほたる観賞会

26 第16回参議院議員通常選挙（投票率75.34％） 28 （故）長谷川町子国民栄誉賞受賞

26 士幌高校専攻科

第１回米国研修セミナー壮行会（27日出発） 31 清流日本一に札内川（建設省）

8. 2 第25回十勝地区

身体障害者スポーツ大会（総合グランド）

13 町史「続士幌のあゆみ」　一般配布

21 朝日新聞社主催

「朝日野生キャンプ」開催（士幌高原）

22 士幌高原ミズナラ巨木、十勝名木特選に

輝き、みどりうむ `92で表彰 9.12 宇宙飛行士毛利衛、米スペースシャトル

9. 3 マレーシア農業青年一行20名来町 日本で初搭乗

12 学校週５日制スタート 17 自衛隊カンボジア PKO 海外派遣

10. 2 士幌高校ポテトクラブ NHK で全国放映 10. 2 十勝自然保護協会分裂

13 士幌高原道路測量開始
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 4 1992 10.14 黒河内駐道大使視察来町

23 士幌変電所送電能力増強工事完成（能力２倍） 10.23 天皇陛下初の中国訪問

27 士幌農協新田事業所開設30周年記念式

並びに新築落成

27 道東プレカット工場起工式

30 戦時中援農隊として入った長野県辰野町

との交流から士幌辰野会発足

11. 5 士幌高校第１回米国文化交流団出発～16日

26 士幌高校講堂落成記念講演会

（古葉竹識プロ野球評論家）

29 田名部農林水産大臣来町

12.14 士幌町農産物集出荷施設野菜恒温冷庫完成 12. 8 十勝河口大橋（国道336号線）完成

平成 5 1993 1. 1 新田、新栄駐在区合併、新栄駐在区となる

6 道内最高齢者纐纈きよの死去（109歳） 1.15 釧路沖地震発生（M7.7）

9 農畜産物自由化絶対阻止士幌町総決起大会 27 大相撲　曙、史上初の外国人横綱

25 農業振興基金第21回海外農事研修（最終回） に昇進

2. 4 商工婦人部創立20周年記念式典 2.26 （故）服部良一国民栄誉賞受賞

3.31 道道本別新得線拡幅整備事業竣工

（マイウェイ・アワーロードふれあいの道）

4. 1 道道本別新得線、清水－士幌間が国道274号昇格

4 町リサイクルセンター受入開始 4.23 天皇皇后両陛下沖縄を初訪問

5 士幌高原ミズナラの木、

「北海道の巨樹名木」で全道一と紹介

5. 1 町、70歳以上町内バス料金無料化 5.15 プロサッカーJ リーグ開幕

15 常盤・中士幌新東団地分譲開始

29 生乳出荷5万トン、

肉用牛3万頭達成記念パーティー

6. 2 朝鮮民主主義人民共和国農業視察団来町 6. 9 皇太子、小和田雅子妃成婚

10 駐日ポーランド大使館商務参事官視察来町 9 第５回ラムサール条約締結国釧路会議

29 士幌高原対策室設置 開催

7. 2 上居辺小学校校舎落成式 7. 7 東京サミット開催

8 道道本別新得線拡幅整備事業竣工式

8 士幌市街発祥の地記念碑除幕式 12 北海道南西沖大地震（M7.8）

18 第40回衆議院議員総選挙（投票率89.59％） 18 衆議院選挙自民党過半数割る

8.16 町国保病院に CT スキャン導入 8. 7 衆議院議長女性初の土井たか子選出

9 細川護熙内閣発足

9.17 平成5年度士幌町冷害対策本部設置 9 月 コメ不足によりタイ米が輸入される

30 横路知事、士幌高原道路未開通区間を

トンネルで結ぶ方針を道議会で表明
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 5 1993 10. 7 道東プレカット士幌工場創業記念式

8 西上で熊捕獲

10 ㈱北海道フーズ創立20周年記念式典

29 士幌地区労解散、士幌地区連合発足 11. 1 ヨーロッパ連合（EU）が発足

11. 3 飯島和吉・勲五等双光旭日章受章（叙勲） 4 冷害による農作物被害過去最高

13 札幌士幌会設立 （1兆2千億円）

20 チセ・フレップ開設15周年記念パーティー 18 政府緊急外国産米輸入

12.13 町議会、美濃市と姉妹提携議決 12.14 政府、コメ市場輸入部分開放を決定

平成 6 1994 1.11 土木現業所士幌然別湖線 1.13 郵便料金13年ぶりに改正、封書62円

ボーリング調査着手 ⇒80円、葉書41円⇒50円

2. 2 士幌地区国営草地開発事業決定 2. 4 初の純国産ロケット「H-11」

11 士幌町名誉町民、飯島和吉、安村志朗、 １号機打ち上げ

称号贈呈式

15 町で移動式炭焼がま設置

23 出先おびひろ会、士幌町交流懇談会士幌高原で開催

28 道道本別士幌線整備促進期成会発足

3 月 帯広開発建設部士幌除雪ステーション完成 3. 1 音更町木野地区に大型店進出

3 月 広報しほろ 400号 発刊 20 日本航空帯広－名古屋線開設

4. 1 役場機構改革　商工労働観光課新設ほか 4. 4 函館－ユジノサハリンスク間に定期

1 役場土曜日閉庁完全週休２日制実施 航空路開設　１番機就航

1 総合研修センターオープニングセレモニー 5 高速増殖炉「もんじゅ」初臨界

30 美濃市との姉妹都市提携調印式（於、美濃市） 27 松本サリン事件発生

4 月 新生活運動冠婚葬祭実行細目改正発足 28 羽田　孜内閣発足

5. 6 英仏海峡のユーロトンネル開通

6. 5 下居辺小学校初代教員、津田万三郎、

孫田嶋ルイス来訪

7 農協記念館局地気象情報システム発足 6.10 石狩湾新港が貿易港に指定

17 消防団員　船戸勝美殉職公葬

30 士幌ヨーロッパ友好都市訪問 30 村山富市内閣発足

（ポーランド）～7月11日

7.11 農業振興基金第１回農業関係リーダー 7. 8 日本初の女性宇宙飛行士

海外研修団出発 向井千秋宇宙へ

14 士幌農協記念館落成式 8 北朝鮮の最高指導者金日成首席死亡

19 最高気温35.7度　この夏猛暑

8.12 祈雨祭挙行

17 美濃市長および花みこし贈呈団来町～19日

30 総合研修センター落成式 9. 4 関西国際空港開港

9.21 ルワンダ難民支援に自衛隊を派遣
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 6 1994

10.12 関係４町による道道士幌然別湖線促進 10.13 国道273号線三国峠通年開通

期成会発足 13 大江健三郎ノーベル文学賞受賞

11.25 音更川清流日本一と発表される 11.10 国道241号線帯広北バイパス開通

25 十勝地区身体障害者福祉協会 21 衆議院小選挙区制成立

士幌町分会創立40周年記念式

27 士幌町長に小川寅之助３期連続無投票当選

12. 4 下居辺地区開拓100年記念式典

7 農協佐倉支所落成式

13 士幌高校農業特別専攻科開設20周年記念式典

19 町議会、安村志朗、飯島和吉を名誉町民推載議決 12.20 日本テレビで郵便物の爆発事件

平成 7 1995 1.18 士幌町中央中学校校舎改築完成 1.1 世界貿易機関発足

21 西上へき地保育所新築落成式 17 阪神・淡路大震災（M7.3）

2.11 士幌名誉町民、飯島和吉、安村志朗、称号贈呈式

12 元町長　後藤辰雄町民葬 2.22 ロッキード事件の裁判終結

16 総合研修センター落成記念事業　 （全員有罪）

NHK 公開番組「小朝がまいりました」録画

3.20 地下鉄サリン事件

4. 1 ヌプカの里に国産材展示施設完成

（ニイ・ピリカ・チセ）

1 町国保病院訪問看護事業開始

9 北海道知事選挙（投票率83.61％）・

道議会議員選挙（投票率83.59％）

23 士幌町議会議員選挙（投票率94.99％）

25 士幌町酪友会設立30周年記念式

29 淡中輝愛・勲六等単光旭日章受章（叙勲）

5.30 士幌高原道路未開削部分トンネル案 5.16 オウム真理教の教祖　麻原彰晃逮捕

環境保全審議会決定

5 月 脳ドック検診事業開始

6. 1 帯広～旭川間都市間バス、 6.21 全日空857便ハイジャック事件

三国峠経由路線、町内経由運行開始 （日本で初めて強行突入）

7.11 友好都市ポーランド、 7.10 帯広－広尾（十勝港）の

ニェポウミツェ市長一行来町～13日 自動車専用道路着工

27 大韓民国国会議員視察来町 22 日航、帯広－福島線就航（季節運航）

8.28 町交通無事故800日達成 8.30 兵庫銀行・木更津信用組合経営破綻

9.22 名誉町民（飯島、安村）胸像除幕式 9. 6 坂本弁護士一家3人の遺体、発見

10. 5 士幌町簡易水道水源井戸施設移転使用開始 10.30 東京地裁、オウム真理教に解散命令を

10 月 士幌高原カラ―写真入り、広告付き官製ハガキ発売 決定

11 月 初の町営単身者向け住宅完成 11. 1 新食糧法施行（食管法廃止）

1 「とかちプラザ」オープン
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 7 1995 11.30 道東自動車道清水－池田間開通

12. 9 農協佐倉事業所開設30周年記念式典 12.19 経営破綻の住宅金融専門会社7社に

29 （故）岩橋清海・勲五等瑞宝章受章伝達（叙勲）

12 月 音更川河川敷に町営パークゴルフ場完成

12 月 西上音更小学校校舎改築落成

平成 8 1996 1. 9 町議会議員佐藤国夫　議員会・地区合同葬 1.11 スペースシャトル「エンデバー」

18 士幌消防署中士幌分遣所落成式典 若田光一、飛行士として搭乗

18 士幌消防団創設70周年記念式典 11 新十勝大橋開通

22 下居辺里づくり委員会発足 11 第１次橋本龍太郎内閣発足

2. 3 士幌町ことばの教室、 2.10 国道229号線豊浜トンネル

ことばを育てる親の会発足10周年記念式典 岩盤崩落事故

23 士幌町中央中学校改築落成、開校30周年記念式典

3.15 町交通事故死ゼロ1,000日達成 3. 5 駒ヶ岳54年ぶりに噴火

19 士幌町中央中学校生徒会 「生徒憲章」を制定

26 帯広警察署士幌駐在所西3線160から

同163に新築移転

4. 1 士幌タウンプラザ（商工会館併用）オープン

1 士幌商店街で協同組合、

スタンプ事業に磁気カード導入

1 町国保病院看護婦のナースキャップを廃止

4 月 町内農地総合情報地図上

表示マッピングシステム稼働

5.11 士幌デイサービスセンター土曜日開設開始 5.10 観測史上最高春の大雪

25 清流パークゴルフ場、 （帯広で18㌢の降雪）

中士幌の森パークゴルフ場オープン

29 町医療、保健、福祉対策検討委員会発足

6.24 士幌愛馬クラブ発足 6.29 韓国で百貨店倒壊

7.20 中国華西村農業友好団来町～22日 7. 1 日本航空が帯広－仙台線開設

20 全道青年大会開催～21日 （10月末まで）

24 十勝消費者大会開催

25 北海道公立幼稚園研究士幌大会開催～26日

8. 6 NHK 夏季巡回ラジオ体操会開催

26 道道士幌然別湖線道路公費支出差止

請求住民訴訟（ナキウサギ裁判） 9. 1 「北広島」「石狩」が市制スタート

9.27 士幌西2線27号～上士幌間道路、道道昇格 道内33.34番目の市誕生

3 （故）渥美清国民栄誉賞受賞

20 東京行き定期フェリー就航、十勝港に

10.16 農協下居辺事業所改築オープン 第１便入港

20 第41回衆議院議員総選挙 10.20 衆議院選挙初の小選挙区比例代表制、

（投票率81.83％） 自民党復調

278第八編　年表



年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 8 1996 11. 3 有澤武一・勲六等瑞宝章受章（叙勲） 11. 7 第２次橋本龍太郎内閣発足

8 老人福祉バス更新 24 JR 根室本線帯広市立体交差事業

14 士幌町老人クラブ連合会創立30周年記念式典 （鉄道高架橋）完成

12. 7 西上音更小学校改築落成記念式典

10 交通事故死ゼロの日1,269日で止まる

19 佐倉交流センター落成 12.17 在ペルー日本大使館公邸占拠事件～

12 月 朝陽ふるさとづくりホタルの里整備事業完了 4月22日

12 月 下居辺旧刑務所跡地に 「創造の森」 整備完了

平成 9 1997 1.14 北十勝２町衛生処理組合新ごみ処理施設火入れ式

2. 2 下居辺小学校開校90周年記念式典

17 士幌町農業機械士設立

27 上居辺青年団創立50周年記念式典

3.13 町、ヌプカ山麓国有林２か所 3.11 東海村動力炉で爆発により

98.3㌶購入、ヌプカの森として管理 放射能漏れ発生

31 北海道電力士幌営業所廃止 22 JR 振り子式新型特急

31 札幌食糧事務所士幌支所、帯広に統合され廃止 「スーパーおおぞら」運行開始

4. 1 役場に総合福祉対策室設置 4. 1 容器包装リサイクル法本格的施行

11 ピア21しほろが「道の駅」に登録 1 消費税率3％から5％に引き上げ

14 諫早湾の干拓のため堤防完全閉鎖

5.13 町社会福祉協議会、配食サービス開始 5.27 神戸の連続児童殺傷事件で

27 士幌高校に乗馬導入 地元中学生逮捕（酒鬼薔薇聖斗事件）

6.13 町、インターネットホームページ開設

7.15 道道士幌然別湖線が道の「時のアセスメント」 7. 1 香港、中国に返還

対象事業、地元説明会 1 日本航空が帯広－羽田線就航

30 士幌農協商業複合施設「アスポ」オープン

8. 1 経済団体連合会豊田章一郎会長、

士幌農協施設視察 8.31 ダイアナ元英国皇太子妃が交通事故

18 中国華西村友好視察団来町～21日 により死亡

25 士幌高原道路促進大要請団道庁へ （4町260人） 9. 5 マザーテレサが死亡

9. 8 元町議会副議長　伊藤豊蔵町民葬 25 日高、南十勝間国道236号全面開通

21 NHK 公開番組「少年野球教室」 26 道東自動車道「池田－本別－足寄間」

建設着工

10.14 道庁の官官接待支出は違法と

10.19 中士幌地区に 札幌地裁が判決

「伝統農業保存伝承館」オープン 11.11 芽室町議会事務局長ら贈収賄で逮捕

11.21 ケアハウス増築（20戸）落成式 17 北海道拓殖銀行経営破綻

25 町体育連盟50周年記念誌発行 18 コンサドーレ札幌、

J リーグに昇格決まる

24 山一証券が経営破綻
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 9 1997 12. 6 士幌町農民協議会組織結成50周年記念式典

7 士幌町婦人団体連絡協議会創立40周年記念式典

婦人から女性へ名称変更

13 池田茂一・勲五等双光旭日章受章（叙勲） 12.18 東京湾海底トンネルアクアライン開通

平成 10 1998 1.16 町火葬場改装「士幌聖苑」落成式

20 新田へき地保育所移転新築落成式

2. 9 山影博明、長野オリンピック、 2. 7 長野で冬季オリンピック大会開催

スピードスケート500m 出場 16 金融システム安定化関連二法案成立、

16 士幌郵便局に全国３番目の太陽光発電施設 都銀21行に公的資金投入

3.13 （故）三上昌博・勲六等瑞宝章受章（叙勲）

17 士幌消防署に高規格救急自動車納車

17 士幌町赤十字奉仕団発足

31 町、自然ガイド「高原の花」発行

4.10 元選挙管理委員、村議、井尾一男町民葬

11 西上地区で林野火災発生、国有林含む16㌶焼く

5. 1 十勝管内農業共済組合広域合併について

士幌町は不参加を表明

3 士幌高原で初の結婚式 5.27 大相撲史上初の兄弟横綱

30 士幌高原道路促進地域住民総決起集会 （若乃花、貴乃花）誕生

（1,400人集合）

6.24 （故）平井康也・勲六等瑞宝章受章（叙勲） 6.13 室蘭港の白鳥大橋開通

7.12 第18回参議院議員通常選挙 7. 1 足寄動物科学博物館オープン

（投票率78.55％） 7 陸別町銀河の森天文台開設

7 （故）吉田正国民栄誉賞受賞

17 パプアニューギニア地震（M7.0）

25 和歌山毒物カレー事件

30 小渕恵三内閣発足

8. 6 （故）中島光男・勲六等単光旭日章受章 （叙勲）

8 士幌小屋チセ・フレップ20周年記念式典

8 中士幌開拓100年記念、中士幌を楽しむ会

「キッズウォーク80キロ」～10日

23 中学校援農隊の生徒ら53年ぶりに来町

28 大雨、３日間で140.5ミリ～30日

9.15 士幌北地区第八部稲荷神社80周年記念式典 9. 1 北海タイムス社自己破産により廃刊

16 士幌小学校保存樹しだれ柳台風により倒損 16 台風五号猛威振るう、

広尾町350ミリ、大樹町315ミリ

25 駒ヶ岳噴火（水蒸気爆発）

31 北朝鮮で発射した弾道ミサイルが

三陸沖に着弾
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 10 1998 10. 1 北十勝２町環境衛生処理組合、 10.1 （故）黒澤明国民栄誉賞受賞

新ごみ処理埋立地使用開始

1 町「投げ捨て防止に関する条例」施行 30 向井千秋宇宙飛行士が

18 中士幌地区開拓100周年記念式典 スペースシャトルディスカバーで再飛行

11.29 士幌町長選挙（投票率84.03％）　 11.20 帯広ステーションビル「エスタ帯広」

小林康雄初当選 自己破産

12.13 士幌町連合青年団40周年記念式典

21 佐倉小学校改築落成

平成 11 1999 1. 1 欧州連合単一通貨『ユーロ』の統合

2. 9 士幌町馬事振興会20周年記念式典

10 上居辺麦作組合設立30周年記念式典

18 町、産業クラスター検討委員会発足 2.28 プロレスのジャイアント馬場死去

（バイオプラントの実用化）

3. 4 小学校でパソコンを使ったテレビ交流会

（士幌・帯広・音更・上士幌各小）

6 士幌高原道路促進地域住民総決起大会

11 道道士幌然別湖線道路整備に係る

検討評価調書公表（道建設部）

15 地域振興券発行交付 3.19 やまりん無断伐採で森林官免職

17 道道士幌然別湖線 「時のアセスメント」で 21 熱気球「ブライトリング・オービター三号」

未開通区間の工事取り止めを決定 20日間で世界一周

19 西村道副知事、「時のアセスメント」 24 北大西洋条約機構（NATO）

方針決定経過説明来町 ユーゴスラビアを空爆

4. 1 十勝北部地区農業普及センター、

音更町から士幌へ移転業務開始

1 介護支援センター開設

1 下居辺小、山村留学受入

1 家庭排出用ゴミ袋「透明・半透明」に統一

8 商店街近代化事業竣工式

11 北海道知事選挙（投票率83.66％）・

道議会議員選挙（投票率83.66％）

11 道議会議員選挙で本町出身 「池本柳次」 初当選

11 知事選挙で本町の無効票700票 4.14 山梨県のリニアモーターカー有人

（士幌高原道路工事中止抗議行動） 走行実験で時速525㎞を記録

25 士幌町議会議員選挙（投票率94.40％）、

初の女性議員誕生

5. 1 資源ごみ収集開始 5. 6 帯広厚生病院救命救急センター

1 中士幌リサイクルセンター開設 運用開始

13 地域振興策検討プロジェクトチーム発足 21 人工ふ化でトキ２世誕生

24 通信傍受法成立（犯罪捜査）
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 11 1999 6. 8 給食センターで不祥事件発生

30 道道士幌然別湖線促進期成会解散

7.17 中士幌市街地活性化へ 「ワークショップ」 導入 7.23 全日空機ハイジャックで機長刺殺

26 北十勝４町地域振興連絡協議会発足

28 堀北海道知事と北十勝4町町長・

議長との懇談（高原道路代替振興策）

8. 2 町国保病院・ 8. 9 国旗・国歌法成立

総合福祉センター建設工事着工 9.21 台湾中部大地震（M7.6）

30 東海村核燃料施設で臨界事故

10. 1 介護保険の要介護認定申請受付

1 託老所「ふれあいの家アカシア」開所 10.12 「氷点」の三浦綾子死去

12. 9 士幌町職員倫理条例制定

11 北嶋一榮・勲六等単光旭日章受章（叙勲）

14 新屋内ゲートボール場オープン

26 佐倉小学校校舎改築落成記念式典

29 士幌まつり・イベント見直し決定 （４大まつり）

平成 12 2000 1. 1 コンピューター西暦2000年問題無事クリア 1.28 新潟で不明少女9年ぶり保護

3. 6 士幌町老人福祉計画・

介護保険事業計画案答申

10 士幌町児童環境づくり行動計画

（チャイルドプラン）案答申

17 士幌町の当初予算額初の100億円突破 （112億円） 3.27 ロシア大統領にプーチン首相

27 士幌郵便局で「電子郵便局」開設 31 有珠山が23年ぶりに噴火

4. 1 学校給食会計、私会計から公会計に移行 4. 1 チャイルドシート着用義務化

1 公的介護保険事業開始 5 第1次森　喜朗内閣発足

1 新過疎法で士幌町が過疎地域指定から外れる

5.11 士幌町口蹄疫防疫対策本部設置、 5.11 本別町押帯で牛の口蹄疫発生

町内４か所に消毒ポイント設置

6. 9 口蹄疫終息宣言 6.16 皇太后97歳で崩御

12 下居辺交流施設着工 16 三宅島の火山活動開始、

16 士幌町情報公開条例制定、10月1日スタート 8月25日から島民避難開始

25 第42回衆議院議員総選挙 27 雪印乳業、大量食中毒事件

（投票率、小80.79％、比80.73％） （大樹工場の脱脂粉乳が主原因）

7. 4 第2次森　喜朗内閣発足

19 大手百貨店「そごう」倒産

19 新紙幣二千円札発行

8.26 公園マスタープラン策定のための 21 沖縄サミット開催

ワークショップ
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 12 2000 9. 1 しほろ清流パークゴルフ場公認コースとなる 9.24 シドニーオリンピックマラソン

12 敬老会町内４会場での開催となる～20日 日本女子陸上初の高橋尚子金メダル

10.10 子ども模擬議会開催 10.10 白川英樹ノーベル化学賞受賞

21 コンサドーレ札幌 J1昇格

30 高橋尚子国民栄誉賞受賞

11. 3 小川寅之助・勲五等双光旭日章受章 （叙勲）

3 中島敏夫・勲五等瑞宝章受章（叙勲）

3 町民文芸誌「ぬぷか」第20号（記念号）

発行、全戸配布

16 交通事故防止緊急対策本部設置、 11. 8 日本赤軍最高幹部重森房子逮捕

死亡交通事故4件発生（10.5～11.16） 18 イチロー米大リーグ入団

22 JA 士幌町でん粉工場再編整備決定

25 士幌高等学校創立50周年記念式典

12. 1 町内公共施設で禁煙タイム設定

9 国勢調査、人口7,000人を割る （速報～6,839人） 12.13 道央道で多重衝突（事故車82台）

18 町国保病院、総合福祉センター竣工 14 音更町の人口4万人を突破

平成 13 2001 1.12 中音更地区交流促進センター完成祝賀会 1. 1 21世紀が始まる

25 士幌町農業協同組合青年部40周年記念式典 26 中央省庁再編に伴い、北海道開発庁は

国土省北海道支局へ

2.16 山口副知事が士幌高原を視察 2. 9 ハワイ沖で宇和島水産高の実習船と

18 町国保病院・総合福祉センター落成式 米原潜が衝突し沈没

3 月 沓澤　清・勲五等瑞宝章受章（叙勲） 3. 3 サッカーくじ「toto」の受付開始

3.24 士幌町交通事故防止町民総決起大会 24 芸予地震（M6.7）

31 ユニバーサル・スタジオ・ジャパンがオープン

4.26 第1次小泉純一郎内閣発足

5 月 平野春雄・勲六等単光旭日章受章（叙勲）

6.13 開町80周年記念 6. 8 大阪教育大付属池田小学校

劇団現代座「虹の立つ海」公演 児童殺傷事件

7. 8 第39回北海道障害者スポーツ大会

フライングディスク競技会

14 開町80周年記念　パークゴルフ大会

15 開町80周年記念　2001しほろ競馬まつり

15 開町80周年記念　12時間耐久ソフトボール大会

19 開町80周年記念　映画 「郡上一揆」上映

29 第19回参議院議員通常選挙 7.21 兵庫県明石市花火大会歩道橋事故

（投票率、選68.23％、比68.22％）

8.26 新田地区開基・新田小学校開校70周年記念式典 8.13 小泉首相靖国神社参拝

29 新でん粉工場竣工祝賀会 29 種子島宇宙センターより

H- Ⅱ A ロケット試験機1号機打上げ
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 13 2001 9.24 開町80周年記念　 9. 1 新宿歌舞伎町雑居ビル火災

ロシア民族アンサンブル公演 4 東京ディズニーシーオープン

26 しほろ温泉「プラザ緑風」落成記念式典 10 日本で初めて狂牛病に感染した

乳用牛を発見

11 アメリカ同時多発テロ事件

30 高橋尚子ベルリンマラソンで

世界最高記録優勝

10. 1 しほろ温泉「プラザ緑風」オープン 10. 7 アメリカ軍によるアフガニスタン

17 開町80周年記念　老人クラブ連合会交歓会 侵攻開始

31 児童総合施設 10 野依良治ノーベル化学賞受賞

「中士幌児童ステーション」落成記念式典

11 月 高山俊一・勲五等双光旭日章受章（叙勲）

11. 5 中士幌児童ステーション運営開始

6 バイオガスサミット2001開催

15 士幌町開町80周年記念式典

19 JA 士幌町創立70周年記念式典

24 開町80周年記念　シホロおとのわ祭り

29 開町80周年記念　NHK　FM ラジオ

「フレッシュサウンド北海道」公開録音

12. 9 しほろ牛美味しいぞフェスティバル 12. 1 皇太子妃雅子さまが第１子をご出産

17 開町80周年記念 （愛子内親王誕生）

「エコーはがき」全道郵便局で発売開始 11 中国 WTO（世界貿易機構）加盟発効

平成 14 2002 1.10 しほろビーフ・フォーラム

「求められる産地の肉牛づくり」

15 BSE 対策で肉骨粉の焼却始まる 1.23 雪印牛肉偽装事件

27 士幌町文化協会創立30周年記念式典 30 釧路太平洋炭鉱閉山

2.18 町と郵便局が高齢者問題・

不法投棄などで業務提携

3.31 トレーニングセンター全館閉鎖

4. 1 完全学校週5日制、ゆとり教育がスタート

5.31 2002FIFA ワールドカップ開催

（日・韓共同開催）

6.19 鈴木宗男衆議院議員、

7. 1 広報しほろ 500号 発刊 あっせん収賄容疑で逮捕

7 「上居辺まつり」

上居辺地区入植90周年事業

15 女性模擬議会

21 「プラザ緑風」日帰り入浴客10万人突破
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 14 2002 8. 5 住民基本台帳ネットワーク稼働

20 丸の内ビルディング（新丸ビル）竣工

9.17 小泉首相、日本の首相として初めて

北朝鮮を訪問

10. 2 台風21号本道上陸、町内でも河川・道路・ 10. 8 小柴昌俊ノーベル物理学賞を受賞

農業施設等に被害 9 田中耕一ノーベル化学賞を受賞

2 安村助役公務出張中に置戸町で交通事故死 15 北朝鮮に拉致されていた

4 （故）安村助役行政機関合同葬～5日 5人が24年ぶりに帰国

11.24 士幌町長選挙、無投票当選

12. 4 （故）安村順七・勲五等瑞宝章受章（叙勲）

5 小林町政2期目スタート

10 特別養護老人ホーム「ほほえみ」落成式

平成 15 2003 1 月 鈴木清孝・勲五等瑞宝章受章（叙勲） 1.10 北朝鮮が核拡散防止条約（NPT）脱退

14 釧路地方法務局上士幌出張所を 29 モンゴル人として初めて

釧路地方法務局帯広支局に統合 朝青龍が横綱に昇進

2. 1 米国スペースシャトルコロンビア号

空中分解事故、乗員死亡

3.19 （故）中島正一・勲六等単光旭日章受章 （叙勲） 3. 6 札幌 JR タワーグランドオープン

19 米国・英国によるイラク侵攻作戦開始

（イラク戦争開戦）

24 「千と千尋の神隠し」第75回アカデミー賞

長編アニメ映画賞受賞

4. 1 役場機構改革　2課を廃止し8課へ 4. 1 郵政事業庁が日本郵政公社に

1 町国保病院 4 SARS（重症急性呼吸器症候群）が

一般病床60床⇒一般40床・療養20床 新感染症に指定

13 北海道知事選挙（投票率77.95％）・

道議会議員選挙（投票率77.93％） 25 六本木ヒルズがグランドオープン

27 士幌町議会議員選挙で初の無投票 5.23 個人情報保護法が参議院本会議で

5.20 新しいお菓子屋さん 「しほろん」 オープン 可決成立

26 宮城県沖地震（M7.1）

6.30 北部ブロック首長・議長検討会議で 6.19 早稲田大学スーパーフリー事件

北十勝4町による合併枠組みは白紙に 14人が準強姦罪で実刑判決

7. 2 上士幌町から広域行政の協議の申し入れ 20 福岡一家4人殺害事件

27 山本副知事が食品加工研修センター 7.21 世界水泳選手権で北島康介が世界新で

建設現場視察 2冠～24日

26 宮城県北部連続地震（M6.4）

8. 9 台風10号、農作物、道路橋りょう被害60箇所 8 月 北海道日本ハムファイターズ誕生

14 士幌町ジャガイモシストセンチュウ対策本部設置

25 住基ネットワークシステム第２次サービス開始

31 中士幌小学校30年前のタイムカプセル開封
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 15 2003 9.10 敬老会、満75・80・88・90歳・金婚者を対象に

22 士幌町・上士幌町任意合併協議会発足 9.26 十勝沖地震（M8.0）

9 月 グループホーム士幌ひまわり館開所

10.22 14年ぶりに新田地区で熊を駆除 10.10 最後の日本産トキ「キン」死亡

11. 2 中士幌小学校開校100年記念号

11 月 中島康夫・旭日双光章受章（叙勲）

吉田喬一・旭日双光章受章（叙勲）

11.9 第43回衆議院議員総選挙 11.19 第2次小泉純一郎内閣発足

（投票率、小74.90％　比74.85％）

29 食農フォーラム in しほろ開催 29 イラク日本人外交官射殺事件

12. 8 ゆうすい団地分譲開始 12. 1 地上デジタルテレビ放送が東京、

27 食品加工研修センター完成、 大阪、名古屋で開始

住民見学会を開催

平成 16 2004 1.12 山口県の養鶏場で国内79年ぶりとなる

鳥インフルエンザ発生

19 自衛隊イラク派遣

2. 4 JA 女性部創立50周年記念式典 2 月 北海道警裏金事件

7 中央中学校女子スケート部全国制覇

3.31 託老所廃止 3. 1 製造業への人材派遣が解禁

4. 1 パークゴルフ場・屋内ゲートボール場 24 中国人活動家尖閣諸島に上陸

有料化開始 4. 1 営団地下鉄と成田空港が民営化

1 プラスチックゴミ分別収集開始 1 市町村合併により7府県で11市が誕生

17 士幌町食品加工研修センター落成式

7 イラク日本人人質事件発生

5.10 上士幌町ー法定合併協議会設置を申し入れ 5.22 小泉首相が北朝鮮を再訪問

31 全日本女子柔道強化合宿～6月5日まで 日朝首脳会談

27 イラクで取材中の日本人ジャーナリスト

2名殺害

6.30 士幌町・上士幌町任意合併協議会解散 6. 1 佐世保小6女児同級生殺害事件

7. 4 十勝女性大会士幌で開催

7 自主・自立検討会議を設置

11 第20回参議院議員通常選挙

（投票率、選74.10％、比74.07％）

20 道の駅ピア21しほろに 7.30 扇千景が女性初の参議院議長に就任

オストメイト対応トイレ設置

8.10 下居辺運動公園パークゴルフ場

公認コースに認定 8.13 沖縄国際大学に米軍ヘリコプター墜落炎上

13 障がい者支援の場検討

「すずらん親子交流会」開催 22 駒大苫小牧、北海道勢初の甲子園制覇
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 16 2004 9.23 本町で生産、奈良県で飼養されていた 9. 3 WRC（世界ラリー選手権）日本初開催

牛が BSE と認定。牛の移動制限

10. 1 町国保病院「医薬分業」に移行 10.20 台風23号西日本・東日本縦断

8 本町における BSE 疑似患畜２頭

10 姉妹都市提携10周年記念、 23 新潟県中越地震（M6.8）

美濃子どもミュージカル士幌公演 最大震度7を記録

13 BSE 疑似患畜の病性鑑定の結果陰性、

移動制限解除

11 月 重森善之助・瑞宝単光章受章（叙勲） 11. 1 新紙幣発行

14 NHK「にっぽん愉快家族」公開録画 2 プロ野球、東北楽天ゴールデンイーグ

26 身体障害者士幌町分会 ルス50年ぶり新規参入決定

創立50周年記念式典 12. 1 東京国際空港

第2旅客ターミナルビル開館

26 スマトラ島沖地震（M9.1）

インド洋大津波

平成 17 2005 1.3 第81回箱根駅伝、

駒澤大学が平成初の4連覇達成

2.16 京都議定書発効

3. 1 士幌町自主・自立プランが検討会議でまとまる 3.16 島根県議会で「竹島の日」条例が成立

3 西上加納農場で国内最大級50頭用 20 福岡県西方沖地震（M7.0）震度6弱

ロータリーパーラー搾乳開始 玄界島島外避難

3 月 和田善吾・旭日双光章受章（叙勲） 25 愛知万博開幕

4. 1 パートナーシップ事業地区担当管理職配置 4. 1 個人情報保護法全面施行

7 （故）成田吉信関係機関・団体合同葬～8日 25 JR 福知山線脱線事故

5. 1 北朝鮮が日本海に向けて短距離弾道

ミサイルを発射

6 日本プロ野球初のセ・パ交流戦開幕

22 北海道新幹線工事着工

6.26 士幌消防団創設80周年記念式典

7. 1 士幌町個人情報保護条例施行 7. 7 ロンドン同時爆破事件

1 士幌町環境マネジメントシステム運用開始 17 知床世界遺産登録

（LAS － E） 26 野口聡一スペースシャトル

3 芸術鑑賞「よしもとお笑いライブ in shihoro」 「ディスカバリー」で宇宙へ

8.15 死亡事故死ゼロ500日達成 8.20 駒大苫小牧、夏の甲子園2連覇

9. 1 役場に布回収ボックス設置

8 台風14号による大雨で士幌町初の避難勧告

11 第44回衆議院議員総選挙 9.21 第3次小泉純一郎内閣発足

（投票率、小78.16％、比78.07％）

10. 1 ゴミ有料化スタート
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 17 2005 11. 9 河野富剛・瑞宝単光章受章（叙勲） 11.15 紀宮内親王殿下ご結婚

28 大相撲、横綱朝青龍史上初の7連覇

12. 8 士幌ライオンズクラブ 12.22 1899年以来初めて死亡数が出生数を

結成40周年記念で町へ福祉車両寄贈 上回る

18 士幌町剣道連盟創立50周年記念大会 25 JR 羽越本線脱線事故

平成 18 2006 1.23 日本郵政株式会社発足

2. 8 士幌町老人クラブ連合会

創立40周年記念ゲートボール大会

3. 3 交通事故死ゼロ700日達成 3.21 第1回 WBC

19 町民のつどいで小川寅之助・ （ワールド・ベースボール・クラッシック）

加納一郎に名誉町民の称号授与 日本優勝

26 名誉町民レリーフ除幕式

4. 1 役場の機構にグループ制導入

1 在宅介護支援センターから 4.20 北海道ちほく

地域包括支援センターに移行 高原鉄道ふるさと銀河線廃止

3 士幌消防災害支援隊発足

5 月 町内3施設に除細動器導入 5.27 ジャワ島中部地震（M6.3）

5.28 士幌ライオンズクラブ 5.31 自治体の収入役を廃止し、

結成40周年記念式典 助役を副町長とする改正自治法成立

6.18 百戸開拓100年記念式典 6.20 イラク派遣自衛隊に撤退命令

30 日本の老齢人口率が世界最高、

7. 2 第1回士幌町軟式野球連盟杯 年少人口率が世界最低

少年野球大会開催 7. 5 北朝鮮がテポドン2号など7発の

12 国道241号線中士幌15号で死亡事故、 弾道ミサイル発射実験

死亡事故ゼロ830日でストップ 7 月 梅雨前線豪雨災害

（15～24日、九州、山陰、近畿、北陸）

8.28 第1回新エネルギービジョン策定 8.25 福岡市海の中道大橋飲酒運転事故

委員会開催

29 道の駅「しほろ温泉」登録伝達 9. 6 秋篠宮文仁親王に男児が誕生、悠仁様

と命名

26 第1次安倍晋三内閣発足

10. 7 台風並みの低気圧の影響で被害～8日 10. 9 北朝鮮が地下核実験

23 西上地域資源保全隊発足 26 プロ野球日本シリーズ、

日本ハムが中日を破り日本一に

11. 7 しほろ温泉プラザ緑風の新泉源 11. 7 佐呂間町竜巻災害

掘削成功、湯温52度、湯量毎分300ℓ

21 士幌町長選挙告示、　無投票で小林町長当選

28 士幌町酪農振興協議会設立50周年記念式典 12.1 民法全局が地上波デジタル放送開始

12. 5 小林町政3期目スタート
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 19 2007 1.28 「せわやき玉子」が 1. 7 JR 石勝線トマム駅－新得駅間で

第1回「食彩 in しほろ」を開催 17両編成の貨物列車が脱線

9 防衛庁が防衛省に昇格

19 北見市都市ガス漏れ事故3人死亡

21 宮崎県知事選そのまんま東が初当選

2.11 下居辺小学校開校100周年・

下居辺保育所開所50周年記念式典

3. 6 夕張市、財政再建団体に指定

25 能登半島地震（M6.9）

4. 1 役場グループ制に係る機構改革で

総務課、企画課が「総務企画課」へ

7 日中一時支援事業「すずらんの家」開所式

8 「子育て祝い金」制度スタート

8 北海道知事選挙（投票率71.79％）・

道議会議員選挙（無投票当選）

17 士幌町議会議員選挙告示、

無投票で13人の議員誕生

22 道の駅「しほろ温泉」に足湯がオープン

6.12 （故）朝井　剛・旭日単光章受章（叙勲） 6. 9 自衛隊鹿追駐屯地創立50周年記念式典

25 東京士幌会伊東会長が東京士幌会

20周年を記念ししだれ柳を総研前庭に 24 苫小牧市で第58回全国植樹祭が

植樹 両陛下を迎え開催

7. 1 士幌高原ヌプカの里で 7.16 新潟県中越沖地震 （M6.8）最大震度6強

「シ―ニックカフェ」オープン

29 第21回参議院議員通常選挙

（投票率、選72.63％、比72.63％）

8.19 7000人のまつりで

「YOSAKOIソーランキャラバン07」を開催

9.13 高橋寿顕、町議会と清澄常会の合同葬～14日 9.12 スマトラ島沖地震（M8.2）

26 遠藤定雄・旭日単光章受章（叙勲） 26 福田康夫内閣発足

10. 1 士幌、音更、上士幌の森林組合が合併、 10. 1 郵政民営化スタート

「十勝大雪森林組合」としてスタート 1 緊急地震速報スタート

12. 2 士幌町女性団体連絡協議会50周年記念式典

平成 20 2008 1.20 全十勝ミニスプリント選手権大会開催 1.11 新テロ対策特別措置法案が国会で

26 上居辺地域資源保全隊発足 再議決により成立

2.22 国道274号別線ルート整備 2.19 イージス艦と漁船が衝突、漁船の

促進期成会発足 乗組員親子が不明
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 20 2008 3.25 士幌幼稚園最後の卒園式 3.14 中国、チベット自治区ラサで暴動

26 特定非営利活動法人（NPO 法人） 23 茨城県土浦連続殺傷事件

上居辺地区へき地保育所開所記念式典

4. 4 地域運営下居辺へき地保育所開所式 4. 1 後期高齢者医療制度スタート

4 NPO 上居辺地域へき地保育所開所式

7 十勝管内初の認定こども園

「なかよし」開園式

9 士幌南地域資源保全隊発足

10 下居辺地域資源保全隊発足

14 士幌北地域資源保全隊発足

15 中士幌地域資源保全隊発足

16 佐倉地域および北中地域資源保全隊発足

30 国道274号の調査設計に着手 5.12 中国・四川大地震（M8.0）

6. 8 秋葉原通り魔事件

7.14 道道本別士幌線橋梁中央連結式典

31 士幌高校と酪農学園との高大連携に

関する協定書締結式 8.8 豪雨災害（北陸・近畿中心）

9. 7 第22回発祥の地全国ゲートボール大会

で士幌上居辺チームが優勝

8 士幌小屋チセ・フレップ30周年記念式典

14 「食（農業）と観光フォーラム」開催 9.15 リーマンショック

30 農地・水・環境保全向上対策事業の 24 麻生太郎内閣発足

全道研修会開催

10. 7 高橋はるみ知事、認定こども園と 10. 1 大阪個室ビデオ店放火事件

食品加工研修センターを視察 7 南部陽一郎・小林　誠・益川敏英、

ノーベル物理学賞受賞

8 下村　脩、ノーベル化学賞受賞

14 北洋銀行と札幌銀行の合併を認可

11.23 北中音更小学校開校100周年記念式典

30 士幌小学校開校100周年記念式典

12. 7 西上音更地区開拓100周年・

小学校開校90周年・

事業所開設45周年記念式典

21 士幌町連合青年団創立50周年記念式典

平成 21 2009 1.20 第44代米国大統領に

バラク・オバマ就任

23 遠藤　実国民栄誉賞受賞

29 丸井今井百貨店が民事再生法の適用
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 21 2009 2. 1 しほろの冬まつりを作る会が

「第1回しほろの冬まつり」を開催

6 名誉町民（故）安村志朗士幌町・ 2.22 映画「おくりびと」第81回アカデミー賞

士幌町農業協同組合合同葬～7日 最優秀外国語映画賞受賞

3.19 国の経済対策、定額給付金の受付を開始 3.13 海上自衛隊ソマリア沖へ派遣、

26 特定非営利活動法人（NPO 法人） 海上警備行動発令

佐倉へき地保育所開所記念式典

4. 1 環境宣言の町を提唱

7 NPO 佐倉へき地保育所開所式

10 川西地区3へき地保育所が統合、

川西へき地保育所「あおば」開所

5.12 マイマイガ駆除作業始まる

13 士幌建設業協会と災害協定締結 5.16 新型インフルエンザ国内発生確認

18 新型インフルエンザ対策本部設置

30 名誉町民（故）飯島和吉町葬 21 裁判員制度スタート

7. 1 森　光子国民栄誉賞受賞

7.14 （故）飯島和吉に特旨叙位「正六位」を伝達 16 トムラウシ山遭難事故

19 中国・九州北部豪雨～26日

8 月 マイマイガが全町的に異常発生（2年目）

30 第45回衆議院議員総選挙 8.30 総選挙で民主党が308議席を獲得し

（投票率、小80.21％、比80.19％） 衆議院第一党となる

9.16 鳩山由紀夫内閣発足

10.23 医療従事者への新型インフルエンザの 10. 1 道の14支庁を9総合振興局、

予防接種始まる 5振興局に再編条例施行

11. 2 士幌町初の「いじめを考えるこども会議」を開催

12. 5 士幌高等学校特別専攻科閉科記念式典 12.22 森繁久彌国民栄誉賞受賞

平成 22 2010 1.23 JA 士幌町青年部上居辺支部 1. 1 日本年金機構がスタート

創立50周年記念式典 12 ハイチ地震（M7.0）

19 日本航空が経営破綻

2.17 町内5つの青年団体が参加し

第1回士幌町青年サミットを開催

3. 1 士幌高校農業特別専攻科が閉科

19 士幌消防署に高規格救急車導入 3.26 天安沈没事件

30 道道本別士幌線の新ルート山景大橋が開通

4. 7 士幌町農業士会設立

15 士幌町地域活動支援センター

「しほろほのぼのホーム」開所式

5.21 ホクレンくみあい飼料の新工場地鎮祭 5.18 宮崎県で東国原知事が家畜伝染病口

29 名誉町民（故）加納一郎町葬 蹄疫問題で非常事態を宣言
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 22 2010 6.18 町民プールが加温式になって 6. 8 菅　直人内閣発足

リニューアルオープン 13 小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還、

21 日ハムマスコット「B・B」が カプセル回収

「212物語」の撮影で士幌町を訪問

28 町内17か所目となる北中ふれあいサロ 28 高速道路無料化社会実験の開始

ンが開所、町内全域での開所となる

7. 2 子育てを考える集い士幌で初の開催

11 第22回参議院議員通常選挙 7.11 参議院選挙で民主党が惨敗、

（投票率、選69.75％、比69.77％） 3年ぶりのねじれ国会へ

29 （故）加納一郎・旭日単光章受章（叙勲）

8. 1 第1回町民サッカー大会開催 8.22 チリ鉱山従業員33人奇跡の生還

9.13 電算戸籍証明書交付開始 9. 7 尖閣諸島中国漁船衝突事件

24 公営住宅における暴力団排除協定を

帯広警察署と調印

10 月 士幌小学校と中央中学校で 10. 6 根岸英一・鈴木　章ノーベル化学賞受賞

太陽光発電システムの運用開始

10.29 広報しほろ 600号 発刊 10.15 音更町開町110年記念式典

11. 3 佐藤東吾・瑞宝双光章受章（叙勲） 11.23 延坪島砲撃事件

11 月 星屋好男・瑞宝単光章受章（叙勲） 28 米国外交公電ウィキリークス流失事件

11 月 高田信悦・瑞宝単光章受章（叙勲）

11.23 士幌町長選挙告示、　無投票で小林町長当選

12. 5 小林町政4期目スタート

平成 23 2011 1.12 士幌町商工会法制化50周年記念式典 1.23 宮崎県で高病原性鳥インフルエンザの

17 町国保病院にオストメイト対応トイレを整備 感染確認

23 士幌町農業協同組合青年部50周年記念式典 25 第22回参院選で高松高裁が

最大5倍の「一票の格差」を違憲判断

26 鹿児島県で

高病原性鳥インフルエンザの感染確認

27 愛知県で

高病原性鳥インフルエンザの感染確認

28 第22回参院選で一票の

格差をめぐる訴訟で福岡高裁が違憲判断

2.11 JA士幌町青年部佐倉支部創立50周年記念式典 2. 6 大相撲八百長問題で春場所が中止

3.16 町と道コカ・コーラ(株)「災害対応型自動販売機 3.11 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）

による協働事業協力」手交式 M9.0、最大震度7を観測

20 第1回町民フットサル大会開催 高さ10ｍ以上の大津波により

東日本太平洋沿岸に甚大な被害

11 福島第一原発に地震・津波により炉心

溶融を伴う原子力事故
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 23 2011 3.12 長野県北部地震（M6.7）最大震度6強

12 福島第一原発1号機建屋が爆発

（水素爆発）放射性物質拡散

14 東京電力の輪番停電（計画停電）開始

15 静岡県東部地震（M6.4）最大震度6強

4.10 北海道知事選挙（投票率67.79％）・ 4. 1 上野動物園でジャイアントパンダ

道議会議員選挙（無投票当選） 「リーリー・シンシン」公開

24 士幌町議会議員選挙、12年ぶりの 7 宮城県沖地震（M7.4）最大震度6強

選挙戦となる ( 投票率83.60％ ) 11 福島県浜通り地震（M7.0）

30 開町90周年記念　 最大震度6弱

北海道日本ハムファイターズ野球教室

5.30 東日本大震災被災地支援に子育て 5.27 石勝線で特急おおぞら14号が脱線、

支援カー「パンプキン号」東北地方へ トンネル内火災

31 ホクレンくみあい飼料十勝工場竣工式

6. 5 町東日本大震災支援協議会被災地支援訪問 6. 1 「教育テレビ」から「NHK Eテレ」に名称変更

(岩手県大槌町、山田町、宮古市)～9日

10 士幌町福祉フォーラム2011開催

24 山中芳美・旭日単光章受章（叙勲）

29 開町90周年記念　

全十勝少年柔道大会兼女子柔道選手権大会

7. 7 十勝全町村と帯広市「定住自立圏形成協定」を締結

9 開町90周年記念第31回しほろ夏祭り・花火大会 7.17 FIFA ワールドカップ女子ドイツ大会で

18 宮城県岩沼市へ被災地支援として4名の町職員を なでしこジャパンが初優勝

派遣～8月13日まで

24 下河原と仲良くする会40周年記念式典

8. 6 名誉町民（故）小川寅之助町葬

20 開町90周年記念 しほろ7000人のまつり 8.18 なでしこジャパン（女子サッカーチーム）

（自衛隊音楽隊演奏会） 国民栄誉賞受賞

9.22 （故）小川寅之助・特旨叙位「従六位」伝達 9. 2 野田佳彦内閣発足

15 本別町開町110周年記念式典

10. 3 パスポート交付事務開始

10 開町90周年記念　

体育の日タイムトライアル 2011 走り方教室

16 開町90周年記念・JA士幌町創立80周年記念 10.29 道東自動車道の夕張 IC －占冠 IC 間が

第12回しほろ収穫祭 開通

24 TPP 参加反対　全道統一キャラバン行動

11. 1 開町90周年記念　第54回士幌町文化祭～3日

15 士幌町開町90周年記念式典 11.11 野田首相が TPP 交渉参加を表明

19 士幌町農業協同組合創立80周年記念式典
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 23 2011 12. 4 開町90周年記念　女性まつり

14 開町90周年記念　

屋内コート開設 20周年記念 ゲートボール大会

17 開町90周年記念　 12.17 北朝鮮の最高指導者、

第36回北十勝剣道大会・町民剣道大会 金正日労働党総書記が死去

平成 24 2012 1. 9 開町90周年記念　

第28回全十勝スピードスケート士幌大会

28 開町90周年記念　第35回町民スケート大会

29 開町90周年記念　第25回町民卓球大会

2. 3 開町90周年記念　記念コンサート

（ワンダードラムパフォーマンス）

8 「かみおりべ木と太陽の香るエコ交流館」落成式

11 JA士幌町青年部下居辺支部50周年記念式典 2.10 パナソニック、

26 開町90周年記念　 VHS ビデオ機の生産を終了

士幌町文化協会創立40周年記念芸能発表会 2.29 東京スカイツリー完成

3.11 開町90周年記念 みんなで教育を考える集い

17 士幌愛風会創立20周年記念式典・

小規模多機能施設「なごみ」落成式 31 携帯電話サービス mova 終了

18 （故）清野要之進・旭日単光章受章（叙勲） 31 地上アナログ放送終了、

全国で完全デジタル化が完了

4. 5 士幌町生活安全推進協議会発足

（交通安全協議会と防犯協会の統合） 4.22 佐渡市で放鳥したトキからひなが誕生、

29 三井　勉・旭日単光章受章（叙勲） 自然界では36年ぶり

5.27 開町100周年に向けた森づくり事業 5. 5 日本のすべての原子力発電所が

「遊水公園植樹祭」 稼働停止となる

27 耐久馬術競技エンデュランス 22 東京スカイツリータウン開業

「メイフラワーカップ」士幌・鹿追で開催

7 月 学校給食食材放射線モニタリング検査開始 7. 5 全面停止の原子力発電所が

8 十勝シ―ニックバイウェイ連携フォーラム2012 2か月ぶりに稼働

11 パラグアイ・ブラジル訪問～21日

31 第45回十勝地区

身体障がい者スポーツ大会開催 8.12 ロンドンオリンピック閉幕、

日本は史上最多の38個のメダル獲得

25 北海道新幹線新函館北斗－札幌間起工式

9.11 尖閣諸島の魚釣島・南小島・

北小島を国有化

25 レスリングの吉田沙保里、

世界選手権で優勝、世界大会13連覇
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 24 2012 10. 4 オスプレイ運用開始

8 山中伸弥ノーベル生理学・医学賞受賞

21 吉田育美ミス・インターナショナル

世界大会でグランプリ

11.12 野々村勝子・瑞宝単光章受章（叙勲） 11. 1 帯広市開拓130年・市制施行

26 中学生模擬議会 80周年記念式典

7 吉田沙保里国民栄誉賞受賞

15 中国で習近平新体制発足

12.15 一般国道274号士幌道路開通式

16 第46回衆議院議員総選挙 12.16 総選挙で自公圧勝、政権奪還

（投票率、小70.49％　比70.49％） 26 第2次安倍晋三内閣発足

平成 25 2013 1. 1 復興特別所得税導入（令和19年まで）

16 アルジェリア人質事件

2. 2 全国中学校スケート大会学校対抗女子で 2.25 （故）納谷幸喜（元横綱大鵬）

9年ぶり全国制覇 国民栄誉賞受賞

4 パラグアイイグアス市訪問団来町、覚書協定

3.27 町と佐藤塗装工業との間で災害協定調印 3.25 広島高裁、第46回総選挙で一票の

格差に広島1・2区無効判決

4.18 （故）森本民夫・旭日単光章受章（叙勲） 4. 1 障がい者雇用率を2％に引き上げ

13 淡路島地震（M6.3）最大震度6弱

5. 1 ひがし大雪自然館開館式

5 長嶋茂雄・松井秀喜国民栄誉賞受賞

6.12 家畜伝染病防疫で町と建設業協会で 6.19 十勝ワイン50周年記念式典

協定調印

7. 7 第62回十勝女性大会開催

21 第23回参議院議員通常選挙 7.25 TPP 交渉参加に抗議し TPP から

（投票率、選63.71％、比63.71％） 北海道を守り抜く総決起大会

8.10 第29回 道新杯十勝少年野球交流大会開催 8.12 高知県四万十市で日本国内観測史上

30 TPP 講演会 最高気温41.0度を観測

「TPP 交渉の動向と私たちの生活」 16 田中将大、日本プロ野球新記録、

21連続勝利投手

17 JR 函館本線で JR 貨物の貨物列車が脱線

9.19 大沼駅構内で貨物列車が脱線

10. 1 コミュニティバス試験運行開始～31日まで

6 全日本女子バレーボールチーム

「火の鳥NIPPON」士幌町合宿～11日まで
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 25 2013 10.26 北海道フーズ設立40周年記念式典

11. 9 姉妹都市の美濃市と町が 11.20 最高裁大法廷、第46回総選挙、

災害時相互応援協定を締結 選挙無効の請求棄却

16 士幌小屋チセ・フレップ設立35周年記念式 28 広島高裁岡山支部、第23回参議院選挙、

28 士幌町発祥の地中士幌太陽光発電所竣工式 違憲かつ無効との判決

30 日本傷痍軍人会解散

12. 1 士幌町防災メールシステム運用開始 12. 4 ユネスコ、「和食」無形文化遺産に登録

平成 26 2014 1.30 JA 士幌町女性部創立60周年記念式典

2. 3 コミュニティバス試験運行～28日まで 2.10 JR 北海道レール検査データ改ざん

問題で刑事告発

3.20 下居辺長寿会創立50周年記念式典 3. 5 31番目の国立公園

「慶良間諸島国立公園」誕生

9 若田光一、日本人初の

国際宇宙ステーションの船長に就任

27 袴田事件再審開始決定

31 「笑っていいとも」放送終了

4. 1 コミュニティバス通年試験運行開始 4. 1 消費税が5％から8％に増税

1 防衛装備移転三原則制定

6 三陸鉄道全線運行再開

12 JR 江差線（木古内駅－江差駅間）廃止

13 熊本県多良木町の農場で

鳥インフルエンザ（H5亜型）検出

30 内閣官房に内閣人事局が設置

5. 1 TPP から地域（しほろ）を守る緊急集会 5. 3 美濃市市制施行60周年記念式典

13 佐藤末子・瑞宝単光章受章（叙勲）

25 第1回100年の森づくり植樹祭開催

6.23 町国保病院長を懲戒免職処分 6.11 電力の小売りを自由化する

 （後日和解） 改正電気事業法成立

7.10 高橋はるみ知事町内視察 7. 1 集団的自衛権の行使を認める

25 移住体験住宅 （オリベ）初入居セレモニー 憲法解釈の変更を閣議決定

31 戸川よし乃 「士幌町食と観光大使」に任命

8.17 美濃市との姉妹提携20周年記念事業 8.20 広島市土砂災害

「あかりのオブジェ作成教室」開催

9.22 町とコープさっぽろとの間で 9. 8 テニスの全米オープンで

「高齢者見守り協定」調印 錦織圭が準優勝

27 御嶽山が噴火

10. 8 士幌水防拠点現地説明会 10. 7 赤﨑　勇・天野　浩・中村修二

ノーベル物理学賞受賞
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 26 2014 11. 7 姉妹都市提携20周年記念事業 11.22 長野県北部地震（M6.7）最大震度6弱

「美濃市訪問ツアー」～9日 27 ユネスコの無形文化遺産に

25 士幌町長選挙告示、　無投票で小林町長当選 「和紙日本の手漉和紙技術」が登録

12. 1 下居辺小さな図書館開館（プラザ緑風内）

5 小林町政5期目スタート

14 第47回衆議院議員総選挙 12.24 第３次安倍晋三内閣発足

（投票率、小70.11％　比70.11％）

平成 27 2015 1.20 （故）佐古準一・旭日単光章受章（叙勲） 1.15 日本・オーストラリア経済連携協定発効

23 大相撲、横綱白鵬が史上最多の33回

目幕内優勝、歴代最多記録

2. 5 死亡事故「0」1000日達成 2. 2 自衛隊、猛風雪により羅臼町へ災害派遣

20 「とかち広域消防事務組合」

協議書調印式

3.25 下居辺保育所閉所式 3.13 「トワイライトエクスプレス」運行終了

14 寝台特急「北斗星」定期運行終了

4.10 士幌町障がい者総合施設開所式 4. 1 介護保険改正により

12 北海道知事選挙（投票率70.89％）・ 特養ホーム入所基準が要介護3以上に

道議会議員選挙（投票率70.53％）

21 士幌町議会議員選挙告示、

無投票で12人の議員誕生

5.29 口永良部島新岳で爆発的噴火、

噴火警戒レベル5

6. 1 ふるさと寄附感謝特典事業開始 6.17 公職選挙法改正案が成立、

選挙権年齢18歳以上へ

7.27 士幌町公式フェイスブック運用開始

28 TPP 交渉から十勝を守り抜く

7.28緊急集会

8.27 （故）森本辰藏・旭日単光章受章（叙勲） 8.23 臨時寝台特急「北斗星」運行終了、

ブルートレインの歴史に幕

9.19 安全保障関連法案が可決成立

10. 1 士幌消防団初の女性消防団員 10. 5 大村　智ノーベル生理学・医学賞受賞

（甲山理恵子・加納さやか） 6 梶田隆章ノーベル物理学賞受賞

1 戸川よし乃「とかち観光大使」に任命

11.22 士幌町中央中学校開校50周年記念式典

28 上居辺地区開基100周年・事業所開所

65周年・保育所開所60周年記念式典
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 27 2015 12. 5 佐倉地区開基100周年・佐倉小学校開校 12.20 札幌市の路面電車ループ運転の開通

100周年・佐倉事業所開所50周年記念式典

平成 28 2016 1. 6 地域おこし協力隊、３名採用 1.15 軽井沢スキーバス転落事故

27 新「道の駅」が国土交通省による重点

「道の駅」に選定

2.15 町と十勝地区トラック協会、 2.4 日米など12か国、環太平洋連携協定

緊急時における輸送業務で協定調印 （TPP）に署名

28 北中音更小学校閉校記念式典 5 幕別町合併10周年記念式典

7 北朝鮮が長距離弾道ミサイルを発射

3.24 北中音更小学校最後の卒業式・修了式 3.26 北海道新幹線、

28 子ども交流センター「こもれび」落成式 新青森駅－新函館北斗駅間開業

30 とかち広域消防局開所式

4.14 16日の2回熊本地震（14日 M6.5、

16日 M7.3）何れも最大震度7

5. 9 総合研修センターに 5.22 帯広信用金庫100周年記念式典

「トレーニング室」オープン 27 オバマ米国大統領、現職として初めて

広島を訪問し献花

6.12 北海道日本ハムファイターズ 6.8 113番目となる新元素（ニホニウム）

オフィシャル後援会認定証授与式 と命名発表

20 士幌高校と町商工会が共同開発した

「シーベリーサイダー」の完成を報告

23 士幌高校生模擬議会

28 （故）高山俊一・叙位「正六位」伝達

7.10 第24回参議院議員通常選挙

（投票率、選66.84％　比66.84％）

26 相模原障害者施設殺傷事件

8. 2 「新道の駅」士幌町地域創造発信拠点 8. 3 北朝鮮が「ノドン」と見られる

施設新築工事安全祈願祭 中距離弾道ミサイルを発射

31 台風10号により士幌町災害対策本部設 21 リオ五輪閉幕、過去最多41個の

置、町内一部地域に避難勧告を発令、 メダル獲得

西上橋の落橋、音更川堤防浸食など被害多数

9. 1 全国農業協同組合連合会畜産生産部 9. 3 藤井聡太史上最年少四段

ET 研究所開所式（北中音更小後） （中学生プロ棋士誕生）

22 馬鈴しょ収穫支援緊急対策実施～25日まで

10. 6 （故）鎌田貞次郎・旭日単光章受章（叙勲） 10. 3 大隅良典ノーベル生理学・医学賞受賞

6 重点道の駅選定授与式 20 伊調　馨国民栄誉賞受賞

21 鳥取県中部地震（M6.6）最大震度6弱

11.28 老人クラブ連合会創立50周年記念、 11. 4 地球温暖化対策の「パリ協定」発効

戸川よし乃コンサート 8 米大統領選トランプ氏が勝利
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 28 2016 12. 9 コンサドーレ札幌サッカー教室 12.21 政府、高速増殖炉原型炉「もんじゅ」

15 金森史公・瑞宝双光章受章（叙勲） の廃炉を正式決定

18 士幌ソーランの会 22 新潟県糸魚川市大規模火災

しほろジャガイモ√7000ターボ解散式 31 男性アイドルグループ「SMAP」解散

平成 29 2017 1.27 十勝管内農業共済組合組織 1.25 大相撲、稀勢の里が横綱に昇進、

再編確認調印式 日本出身力士19年ぶり

2. 1 ペッパーくん特命係長辞令交付式

5 士幌町商工会青年部50周年記念式典

14 十勝地方道新地域見守り活動協定締結式

3.21 町と㈱ゼンリン、災害時における地図 3.10 韓国の朴槿恵大統領、弾劾により罷免

製品等の供給等に関する協定調印 27 那須湯元スキー場の雪崩、生徒・教師

27 農業共済事業町営43年を振り返る会 全員が巻き込まれる

31 士幌町農業共済事業の廃止

4. 1 一般国道274号（中音更基線219－士幌

東1線243）を道道本別士幌線に変更

11 （故）森本　勝・特旨叙位「従六位」伝達 4.10 帯広信金東支店、

11 新道の駅「ピア21しほろ」プレオープン 重さ2トンの看板が歩道に落下

23 新道の駅 「ピア21しほろ」グランドオープン

5.10 町と㈱セブンイレブン、地域見守りおよび

災害時の物資供給等に関する協定締結

25 第25回環境自治体会議

しほろ会議～26日 6. 1 札幌市 LGBT の

「パートナーシップ制度」導入

15 共謀罪法成立

26 将棋の最年少プロ棋士、藤井聡太

四段、新記録となる29連勝達成

7. 5 九州北部豪雨

9. 9 桐生祥秀が100m で日本人初となる

9秒98をマーク

10.12 （故）寺町隆男・旭日単光章受章（叙勲）

22 第48回衆議院議員総選挙

（投票率　小70.49％　比70.51％）

11. 5 「中士幌『幻の寺町』を語る会」中士幌 11. 1 第4次安倍晋三内閣発足

公民館にて開催

27 町と町商工会・町と信金士幌支店、

地域見守り活動に関する協定締結

12. 3 士幌町女性団体連絡協議会 12. 5 将棋棋士の羽生善治が史上初の

60周年記念「士幌女性まつり」開催 永世七冠を達成

22 町と日本郵政㈱との間で

「包括的連携に関する協定」締結
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 30 2018

2. 1 中学生棋士、藤井聡太四段が

中学生初の五段に昇段

13 羽生善治・井山裕太国民栄誉賞受賞

17 藤井聡太五段、中学生初の六段に昇段

25 平昌冬季五輪メダル15個、冬季最多

3.10 北斗産業㈱70周年記念式典 3. 4 辻　一弘アカデミー賞で最優秀

28 西上橋開通 メイクアップ＆ヘアスタイル賞

17 JR 北海道根室本線羽帯駅廃止

4. 1 株式会社 CheerS 設立 4. 1 小学校で道徳を教科化

1 農園付住宅居住開始

5.18 藤井聡太六段、史上最年少で七段に

6.22 観光案内所 6.12 米朝が史上初の首脳会談

「いいとこしほろ」オープンセレモニー 18 大阪府北部地震（M6.1）最大震度6弱

26 NHK 連続テレビ小説「なつぞら」 28 平成30年7月豪雨～7月8日まで

町内で撮影、下居辺小の児童が見学 29 働き方改革関連法案が可決成立

7. 1 町国保病院、療養病床を廃止し、

一般病床50床へ 7. 2 羽生結弦国民栄誉賞受賞

6 大口靜夫・瑞宝双光章受章（叙勲） 6 オウム真理教事件、　　　

死刑囚13人のうち7人に死刑執行

23 埼玉県熊谷市で日本の気象観測史上

最高気温41.1度を記録

26 オウム真理教事件、

残りの死刑囚6人に死刑執行

8.16 士幌町開拓120周年記念平昌オリンピック 8. 5 北海道150年記念式典

メダリスト、高木美帆トークショー

9. 6 胆振東部地震により対規模停電 （ブラックアウト） 9. 6 北海道胆振東部地震（M6.7）

発生　町内震度3　災害対策本部設置、避難所開設 最大震度7

15 胆振東部地震で厚真町に職員派遣～19日 6 苫東厚真発電所が停止、

16 士幌小屋チセ・フレップ40周年記念式典 道内全域で停電が発生

8 大阪なおみ、テニス全米オープンで

日本人初優勝

9 岐阜県内養豚場で豚コレラウイルス

検出、熊本県以来26年ぶり

16 歌手の安室奈美恵が引退

10.21 中村仁美「士幌町食と観光大使」に再任 10. 1 本庶　佑ノーベル生理学・医学賞受賞

11. 5 鈴木洋一・旭日双光章受章（叙勲）

8 W 杯スピードスケート初選出、

小野寺優奈、町を表敬訪問

13 士幌町長選挙告示、　無投票で小林町長当選
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

平成 30 2018 11.21 町、町商工会、JA 士幌町、帯広信金、 11.19 ゴーン日産自動車会長を有価証券

士幌町結婚支援事業連携協定締結 報告虚偽記載容疑で逮捕

12. 5 小林町長6期目スタート

9 西上音更小学校閉校式 12.26 日本、国際捕鯨委員会（IWC）からの

16 吉川農林水産大臣、農協記念館・ 脱退を正式発表

馬鈴薯集出荷貯蔵施設を視察 30 TPP11が発効

22 士幌町連合青年団創立60周年記念式典 1.3 熊本地方地震（M5.1）震度６弱

平成 31 2019 1 月 防犯カメラ運用スタート（町内10か所） 16 大相撲、横綱稀勢の里引退を発表

2. 5 中士幌麦作組合設立50周年記念式典 2. 1 日本・EU 経済連携協定が発効

10 下居辺小学校閉校式 21 北海道胆振地方中東部地震（M5.8）

24 新田小学校閉校式 最大震度6弱

28 広報しほろ 700号 発刊 22 小惑星探査機「はやぶさ2」が

「リュウグウ」への着陸成功

3.22 新田・西上音更小学校最後の卒業式・ 3.16 JR 北海道、直別・尺別・初田牛駅の

修了式、下居辺小学校最後の修了式 3駅を廃止

23 佐倉へき地保育所最後の卒園式・修了式 23 JR 東日本山田線宮古－釜石間、

三陸鉄道リアス線として運行再開

4. 7 北海道知事選挙（投票率72.26％）・

道議会議員選挙（無投票当選）

21 士幌町議会議員選挙、8年ぶりの選挙

となる（投票率78.80％） 4.30 第125代明仁天皇が退位（譲位）

令和元 5. 1 皇太子宣仁親王が第126代天皇に即位、

「令和」に改元

5.27 「柏樹学級」スタート 4 大樹町の民間ロケット「MOMO3号機」

（柏樹大学・大学院を統一） 宇宙空間への発射成功

6.17 農畜産物加工研修施設 6.13 ホルムズ海峡タンカー攻撃事件

「しほろキッチン」オープン 18 山形県沖地震（M6.7）最大震度6強

30 日本が国際捕鯨委員会（IWC）を

正式に脱退

7.21 第25回参議院議員通常選挙 7. 1 日本の商業捕鯨が31年ぶりに再開

（投票率　選64.47％　比64.47％） 18 京都アニメーション放火殺人事件

8. 1 道の駅ピア21しほろ 8. 4 全英女子オープンで渋野日向子が初優勝

来場者100万人突破

9.30 51年間続いたポケベルのサービスが終了

10. 1 総合運動公園パークゴルフ場 10. 1 消費税率が8％から10％に引き上げ

「れいわパーク」仮オープン （軽減税率を導入）

8 十勝士幌ふる里会10周年記念祝賀会 9 吉野　章ノーベル化学賞受賞
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

令和元 2019 10.31 W杯スピードスケートメンバー、士幌出身、 10.12 令和元年東日本台風（台風19号）

森本拓也・小野寺優奈、町を表敬訪問 により甚大な被害

13 ラグビーW 杯日本代表史上初の8強

31 首里城で火災、主要な建物が全焼

12.21 西上音更小学校100周年の集い

～地区運営協議会主催～

令和 2 2020 1. 9 中国、武漢市原因不明の

肺炎患者新種のコロナウイルスと発表

1.15 （故）矢坂希一・旭日単光章受章（叙勲） 15 道内7空港民営化スタート

16 国内初の新型コロナ感染者確認

20 米国大統領にバイデン氏就任

28 北海道で初の新型コロナ感染者確認

28 道が北海道新型コロナウイルス感染症

対策本部を設置

30 WHO、国際的に懸念される公衆衛生上

の緊急事態に該当と発表

30 政府が新型コロナウイルス感染症対策

本部を設置

31 英国が EU（欧州連合）を離脱

2. 1 第40回全国中学校スケート大会 2. 1 新型コロナウイルスを「指定感染症」

学校対抗女子7年ぶり3度目の優勝 「検疫感染症」に指定

～4日 11 WHO、新型コロナウイルスを

「COVID －19」と命名

18 士幌町麦作連絡協議会創立50周年記念式典

23 佐倉小学校閉校式、佐倉保育所閉所式 26 政府、イベント中止等要請

27 新型コロナウイルスにより 27 政府、学校臨時休業要請、十勝で初の

町内小中学校一斉臨時休校 感染者を確認

28 新型コロナウイルスにより士幌高校臨時休校 28 北海道独自の「新型コロナウイルス緊急

29 町内施設等の利用中止 事態宣言」

3. 2 第1回新型コロナウイルス感染症対策 3.11 WHO、感染拡大についてパンデミック

本部会議 （世界的流行）と表明

19 第2回新型コロナウイルス感染症対策 14 改正新型インフルエンザ等対策特別

本部会議 措置法施行

24 新型コロナにより、東京五輪、

パラの１年程度の延期決定

29 志村けん新型コロナ感染により死去

国内での新型コロナ感染者は2,178名、死亡者57名

31 WHO、世界全体の感染者数80万人、

4. 1 第3回新型コロナウイルス感染症対策 4. 1 死者4万人を超えたと発表

本部会議
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

令和 2 2020 4. 7 新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言（1都1府5県）

4.15 第4回新型コロナウイルス感染症対策 13 日本ハム新本拠地、北広島ボールパーク

本部会議 起工式

16 新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言（全都道府県）

17 第5回新型コロナウイルス感染症対策 17 JR 札沼線（学園都市線）

本部会議 道医療大駅－新十津川駅間運行終了

17 政府、全世帯に布製マスク2枚配布開始

4.30 国内での新型コロナ

5. 1 第6回新型コロナウイルス感染症対策 感染者は14,281名、死亡者432名

本部会議 5. 4 新型コロナウイルス感染症

15 新型コロナウイルスに関する町内イベン 緊急事態宣言延長

ト検討会議（年内の中止・延期を決定） 14 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

15 第7回新型コロナウイルス感染症対策 区域変更（1都2府1道4県）

本部会議 20 夏の全国高校野球選手権大会中止を

18 特養家族会がオンライン面会用 発表

タブレットを町に寄贈 21 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言区域変更（1都1道3県）

26 第8回新型コロナウイルス感染症対策 25 新型コロナウイルス感染症緊急事態

本部会議 解除宣言

30 町内施設利用を順次再開

6. 1 学校再開

6.29 WHO、世界全体の感染者数1千万人

を超えたと発表

7. 1 レジ袋の有料化がスタート

3 九州豪雨～8日　死者不明者77人

12 民族共生象徴空間「ウポポイ」開業

7.15 認知症になりにくいまちづくり宣言 16 藤井聡太七段、最年少タイトル獲得

（棋聖）

8. 3 第9回新型コロナウイルス感染症対策 8.11 WHO、世界全体の感染者数2千万人

本部会議 を超えたと発表

28 安倍内閣総理大臣持病の再発により

辞任の意向を表明

9.25 子育て世代包括支援センター 9.16 菅　義偉内閣発足

「マミールーム Yosugaーよすがー」オープン 21 WHO、世界全体の感染者数3千万人

28 第１回開町100周年記念事業検討委員会 を超えたと発表

10. 1 第10回新型コロナウイルス感染症対策 10. 9 北海道寿都町核ごみ調査応募書提出・

本部会議 神恵内村応募表明
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

令和 2 2020 10.20 WHO、世界全体の感染者数4千万人、

死者110万人を超えたと発表

30 国内での新型コロナ

感染者は100,392名、死亡者1,755名

11. 2 第11回新型コロナウイルス感染症対策本部会議

9 第12回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 11.15 東アジア地域包括的連携（RCEP）

11 JA士幌町青年部設立60周年記念で道の駅に 協定に署名

オブジェ「ペコポちゃん」設置

17 大野准弌・旭日単光章受章（叙勲） 12. 8 WHO、世界全体の感染者数6,500万人、

24 第13回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 死者150万人を超えたと発表

12.25 第14回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 30 国内での新型コロナ

感染者は230,304名、死亡者3,414名

令和 3 2021 1. 7 新型コロナウイルス感染症緊急事態

1.24 JA士幌町青年部設立60周年記念感謝状贈呈式 宣言（1都3県）8日～

13 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言区域変更（1都2府8県）

30 国内での新型コロナ

感染者は386,742名、死亡者5,654名

2 月 町、防災ラジオを各家庭に設置 2. 2 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言期間延長

2 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言区域変更（1都2府7県）

13 福島県沖地震（M7.3）最大震度６強

17 新型コロナウイルス感染症ワクチン

接種開始

26 新型コロナウイルス感染症緊急事態

3. 1 第15回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 宣言区域変更（1都3県）

4 第2回開町100周年記念事業検討委員会 3. 5 新型コロナウイルス感染症緊急事態

18 町、ヤマト運輸と包括連携協定締結 宣言期間延長

（災害時物資輸送、見守り） 18 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言終了、21日まで

31 国内での新型コロナ

4. 1 下水終末処理場稼働開始 感染者は474,773名、死亡者9,162名

30 第16回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 4.23 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言（1都2府1県）25日～

5. 7 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言期間延長および区域変更

（１都２府３県）

5.17 第17回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 14 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言区域変更（1都２府１道5県）
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年　号 西　暦 士幌を中心としたできごと 社会のできごと

令和 3 2021 5.21 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言期間延長および区域変更

（1都2府1道6県）

28 新型コロナウイルス感染症緊急事態

5.30 第18回新型コロナウイルス感染症対策 宣言期間延長

本部会議 6.17 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

期間延長および区域変更21日～

（1県）

31 国内での新型コロナ感染者は

6.29 第３回開町100周年記念事業検討委員会 744,487名、死亡者12,967名

7. 2 （故）𫝆田鉄郎・旭日単光章受章（叙勲） 7.8 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

期間延長および区域変更12日～

（1都1県）

23 東京2020オリンピック開会式

27 北海道・北東北の縄文遺跡群世界遺産に登録決定

8. 2 第19回新型コロナウイルス感染症対策 30 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

本部会議 期間延長および区域変更8月2日

9 開町100周年記念パークゴルフ大会 ～（1都1府4県）

14 士幌町開町70周年記念タイムカプセル 8. 8 東京2020オリンピック閉会式

開缶式 17 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

22 音で楽しむ～しほろ7000人のまつり～ 期間延長および区域変更20日～

（1都2府10県）

24 東京2020パラリンピック開会式

25 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言区域変更（1都2府1道17県）

9. 5 東京2020パラリンピック閉会式

9 新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言期間延長および区域変更13日～

（1都2府１道15県）

9.30 第４回開町100周年記念事業検討委員会 28 新型コロナウイルス感染症緊急事態の

終了～９月30日

10.17 100年の森づくり看板除幕式 10. 4 岸田文雄内閣発足

31 第49回衆議院議員総選挙

（投票率小72.84％比72.84％） 15 音更町開町120周年記念式典

11.21 士幌町農業協同組合創立90周年、

事務所新築落成記念式典

30 士幌町開町100周年記念式典 11. 1 新500円硬貨発行
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  編　集　後　記

　令和３年、士幌町は大正10年に音更村から分村して開町100
周年の節目を迎えました。
　新型コロナウイルスの影響で催しなどの開催方法が制限され
る中ではありましたが、様々な記念事業に取り組んでまいりま
した。その記念事業の一環として「士幌のあゆみ 開町100年」
の記念誌を発刊できますことを心よりうれしく思うところであ
ります。
　今回の記念誌作成にあたり「士幌のあゆみ」「続 士幌のあゆみ」
を参考にしながら、継続性を持たせるように刊行の準備をし、
主に開町70周年からの30年間の出来事を掲載しております。こ
の記念誌が100周年の歴史を振り返り、開町２世紀に向けての一
歩となれば幸いです。
　結びに記念誌発刊に当たって、記念誌作成に終始ご尽力いた
だいた編集委員および御協力いただいたすべての方々に心より
厚く御礼申し上げます。
 委員長　髙木康弘

士幌のあゆみ 開町 100年
発　行　日　2022年（令和４年）３月31日

編　集　物　「士幌のあゆみ 開町100年」編集部

発　行　者　士　　幌　　町

発　行　所　士幌町役場　総務企画課

　　　　　　〒080-1292 北海道河東郡士幌町士幌225

　　　　　　TEL 01564-5-2211　FAX 01564-5-4304

編　　　集　十勝毎日新聞社

　　　　　　〒080-8688　北海道帯広市東1条南8丁目2

　　　　　　TEL （代表） 0155-22-2121　FAX 0155-25-2700

印　刷　所　東洋株式会社

　　　　　　帯広市西10条南９丁目７　TEL 23－1321

編
集
ス
タ
ッ
フ

委
員
長
　
　
髙
木
　
康
弘

専
従
編
集
員
　
　
山
中
　
雅
弘

編
集
委
員
　
　
吉
田
　
静
二

編
集
委
員
　
　
土
生
　
明
美

編
集
委
員
　
　
神
田
　
敏
子

事
務
局
　
　 

亀
野
　
倫
生
（
総
務
企
画
課
長
）　
　
　

小
野
寺
　
務
（
教
育
課
長
）　
　
　
　
　

坂
井
　
　
現
（
総
務
企
画
課
主
幹
）　
　

長
岡
　
直
美
（
広
報
広
聴
担
当
主
査
）　

戸
水
　
祐
也
（
広
報
広
聴
担
当
）

306




